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著者の 言葉 

過去ニヶ年間連日に亙り加州每日新聞紙上へ揭げた論文を集めた 
ものが 即ち 此の 書な ので、 本書は 日 支 事變を 中心に 亞米利 加から 非常 
時日本を見た在米同胞の叫びと言へば言へぬ事もない。著者が 
『米國 に 住む 日本人の 叫び J 
と 命名した のは 是が爲 である。 

米 國に仕 むこと 四十 年に 垂 々友る 著者は、 色 Z の 方面に 於て ® 米 利 
加 其の儘 「'姿と、 &!长 私 4 ,4人素裸の全 ^ とを觀察、する多くの » 會を寺 

つた。  、 ノ 

著者は 此の 観察に 基き、 亞米利 加 ス G 長所と 短听 との 實列 ir 「 L 
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て 賞むべき 所は 賞め、 戒しむ べき 點は 無遠慮に 苦言を 呈 した。 

特に 九ヶ 國條 約を 循に 門戶 解放を 稱 へる 米國 6身の鎖國主義 |: 痛 

w . -.-v r . 、. -» • .' 

烈に 攻撃して 其 矛盾を 指摘した。 

蓋し 亞米利 加 領土の 中‘ から ® 米 利 加を 見 わ ば、 外部から では 到底 見 
られぬ 尊 S 敎訓 を體驗 する。 

著者は 特に 今 囘の日 支 事變に 際し 在米 日本人の 一人々々 が 祖國愛 
に 燃え、 東亞 民族の 繁 1 の爲 に. は 何物を も 捧げる 祖國 愛を 此の 書の 中 
に 織り込む. 事に もつ とめ、 玆にも 著者の 所謂 在米 同胞の 叫びが 發見さ 
rL るで あらう 事を 信す る。 
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社會的 親善と 生活 中心の 親善 三 一七 

社交よりも 生活 本位が 大切 三 一九 

雜日 問題と 二世の 考へ かた 三 ニ 〇 

人生と 二世 青年 三 ニー 

米 人 ミ シヨ ナリ ー の 誠意を 保證 三 二三 

プランを 建てる 事が 最も 必要で ある …… 三 ニ 四 

委員 倉と 排日 漁業 案 三 ニ 六 

議案 揉み 潰しと 運動費 問題 三 二八 


人種の 相違と いふ 境界線は 除去 出來ぬ 三 八 五 

日本人 迫害と 眼 糞 鼻糞 主義 _ 三 八 六 

日本の 立場と 出る釘は打たれる 眞理 三 八 八 

問題の 漁業法 案は 日米 條約及 憲法違反 三 九 〇 

國際 並に 州 際 取引. と 加州の 立法 權 三 九 ニ 

排日 土地 法 修正案 解釋 三 九 三 

外人 土地 法修 IE 案の 目的 三 九 五 

犯罪 立證の 責任と 今囘の 修正案 …… 三 九 六 

折角の 日米 親善を 政治屋が 突き崩す 三 九 八 

親日 議員に 對し 同胞は 感謝せ ょ 四 〇〇 

サンピ ー ドロ 公立 學校 校長 先生の 親切 四 ◦ニ 

日本人 漁夫 AFL 組合の 殊勳 四 〇 四 

我 身を ッネ ッて 人の 痛 さを 知れ 四 〇 五 

日米 人の 位置を 轉 倒して 考 へて 見ょ : 四 ◦七 

睨みが 利かぬ 今頃の 米國 四 〇 八 
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英悌が 米國 から 軍用 飛行機 購入の 內幕 三 五 七 

日本の 註文は 英佛に 比し 僅少. 三 五 九 

本氣 になつ ては 駄目で ある 三 六 一 

日本は 眞劍 、米國 は 冗談 半分 三 六 三 

白人から 妬まれる のは 日本が 强い からだ 三 六 五 

人情を 離れて 日 矛 薪 善な し 三 六 七 

民族精神を 尊重 三 六 九 

祖 國を靜 思默考 せよ 三 七 〇 

祖國を 援助せ よ 三 七 ニ 

死ぬ る 時に 貯金を さげて は 行かれぬ 三 七三 

日本式の 衣食住、 昔を 忘れて はならぬ 三 七 五 

食堂の ゥヱタ ー を 海軍 將校と 間違へ た 話 三 七 七 

洋食の 食 ひ 方と 老人の 無作法 三 七 九 

排日 米 人を 相手に せぬ がよ い 三 八 一 

二世 問題に 關 する 日本 外務大臣の 答 辯 三 八 三 


在米 四十 年間の 見聞 ■ 

米國じ 住む 日本人の 叫び 

加州 每日 新聞社々 長 

g ;? i: 藤 井 整 

排日 宣傳の 出 所は 放送 や 新聞記事 

新任の 領事が 各地に おいて 話した 事 や、 その他 個人的の 座談で 意見を 發 表した ことが 各方 面から 我 社へ 
報吿 せられて ゐる 。この 外に 新聞記事 や 領事の 態度な どを 考査す ると 甚だ 氣の毒 だが、 米 國と米 人並に 在 
米 同胞の 境遇 や 精神を 諒解して ゐな いこと が 判る。 だん < 長く 米 國にゐ るに っれて 米國 事情が 列り 今の 
態度が 變る ことと 信ずる が、 それにしても 現在の やぅな 考へで その 自分の 誤った 意見を 外務省へ 報道す る 
なら 迷惑を 蒙る ものは 結局 日本 國民で ある。 

だから 私は 今日から 米 人と 對日 支事變 その他 これに 關 する 米國事 情を のべ、 併せて 領事の 考へが 遺憾な 


米 人 有識者が 自省を 米 人へ 警吿 四 一 〇 

外交に 關 する 米 人の 步み かた 四 一二 

日米 戰爭は 決して 起らず 四 一三 

官吏が 喧嘩腰で 其 反 對に國 民が 冷靜 四 一 五 

非常時 日本には 屁 理窟を 言 ふ 學者社 不用 四 ニ ハ 

東洋は 東洋主義の 今後の 支那 問題 四 一八 


とい ふの が當 時の 豫想で あった。 

此豫 想は 此 等の 人達が 新聞 や 放送 や、 その他 大統領 反對の 位置に ある 資本 階級の 者 等の みの 言を 丸吞み 
込みに したからで ある。 

排日 宣傳 必ずしも 米 人の 輿論に 非ず 

所が 大統領選 擧の 結果は どぅかと いふに I クル ィもク ルィ」 大番 狂は せであった。 と 言っても これは 米 
國 民情を 知らぬ ものの 立場から 言へ ば番 狂は せ だが、 實 際を 言へ ば 番狂 はせ でもなんでも ない ので かく あ 
るべき 箸な のであった。 これは 何を 語る かとい ふに 米國の 輿論が 民衆を 中心とする 限り 新聞 や 放送 や 映畫 
に 現 はれた ものとは 全然 相違. するとい ふ 事實を 我々 に 敎へ るので ある。 

更に 不思賺 な ことは 新聞記事 や 放送で 發 表する ことと、 實 際と が自 から 違っ てゐ る事實 である 〇 例へ ば 
表面では 日本の 悪口を 言 ひながら 實際 問題に 直面す ると 別に 支那に 肩を持っ でもな く 亦 日本を 排斥す るで 
もない 例が 米國 には 數 限りなく ある。 

あれ だけ. に 新聞 や 放送 その他 映晝で 日本を 排斥して ゐるに も拘 はらず 「飛行機 や 鐵や 油な どを 賣り 込む 
場合は」 支那と ょりも 日本と 手輕に 取引して くれる。 彼等は いふ、 これは 商賣だ から 仕方がない 。卽ち 商 
賣 である 以上 金拂 ひがたし かで ある 顧客を 歡迎 する のは 當然 だ。 

何も 日本へは 賣らぬ 支那なら 賣る とい ふ 理窟は ない。 成る 程い かに も 米 人の 言 ひそぅな ことで 實際 問題 


がら 間違っ てゐ る點を 指摘し 外務省を 始めと し、 領事の 參考に 供したい と 思 ふ。 

新任 領事は 日米 關係が なんだか 惡 化して 來た やぅに 考 へてゐ るら しい。 此の 見 かたは 第一、 新聞 や ラ デ 
オの 空氣 から 來る のと、 第二は 日米貿易から 來る ものと 想像が 出来る。 在米 殆ど 四十 年の 私に 言は すと 日 
米國 交は 日 支 事 變以來 殊更 惡化 したとは 考へぬ 。 

之を 研究す る 前に われ <は 米國 なる ものを 充分 承知す る 必要が ある。 米國の 輿論が、 どこから 出る か 
その 輿論が 實 際の 問題に 關聯 してい かなる 勢力を 持って ゐる か、 その 次に 輿論と 思 はれる 勢力が 現 米國政 
府と いかなる 關 係を 持って ゐる か、 それ 等の 點を 机上の空論と してで なく 日常の 實際 問題と して 考へね ば 
駄目で ある。 

米國 資本家の 九 割まで 現 大統領の-一 ユ ー デー ルに 反對 し、 新聞 や雜誌 その他 放送 評論家の 八 割まで が ロ 
丨ズヴ H ルト 政治に 喰って か i って ゐる 。だから 米國の 民衆 そのものの 間に 根強く 潜伏す る 民主 精神を っ 
かむ だけの 時日と 材料と を 持たぬ 素通りの 旅行者 や 新任の 領事な どが、 新聞 や 放送で 見たり きいたり した 
ことを 事實の 如く 早合點 して 飛んでも ない ミス テ ー キを する のは ありがちの ことで 又 誰でもが やる 失敗で 
も あるが 誠に 寒心の 至りで ある。 

大統領選 擧 前の 日本の 新聞 や 外務省 方面が いかなる 考 へを もって ゐた かとい ふと 
「大統領 も 人氣が おちた、 從 って 今' 度の 選擧は 苦戰で あらぅ。 幸 ひに 勝った としても、 クロ ー ズ ファ 

イト だ」 


日本人 自稱 指導者 發 明の 排日 原因 

世間で よく 日本人 排斥の 種を 播く とい ふこと をい ふが、 その 排斥の 種を 根絕 する ことに 日本人が 努力せ 
ねばならぬ とい ふこと を も 又 耳に タコが 出來る 程うる さくき かされる。 然らば 從來 われ^-日本人 間で 傳 
へられた 日本人 排斥の 種とは どんな もの かとい ふに 昔は 

「日本人が 其の 子供へ 日本語を 敎へ るのは 怪しからんと いふ こと や、 日本人 農家が 堀 立 小屋に 住み、 犬 

小屋の やうな ところで 生活す るから 下等動物 視 されて 排斥せられ ると いふ こと や、 農園で 婦人が 男同樣 

に 働く のは 米國の 習慣に 違反して る」  . 

とい ふやうな ことであった。 それから 又 日本人が 他の 人種よりも 安 賃金で 長時間 働き、 その 働いた お金 
を ドシ^^ 日本へ 送金す るのは これ 亦 不都合で ある、 こんな 事を すれば 排斥は やまぬ とい ふやうな ことが 
盛んに 唱 へられた。 

之 等は 一寸き くと いかにも 尤もに きこへ る。 所が 此處に 奇怪な ことは これ 等の 排斥の 種が 果して 米 人 側 
から 出た 苦情で あるかと いふに そんな 事を 米 人は 夢にも 知らず、 實は 日本人 仲間から 出た 自家製 造の 排日 
の 種 だとい ふこと である。 

之を モット 判り 易く 言へ ば 日本人が 子供へ 日本語を 敎へ るから と 云って 排斥す る やうな 米 人は 一人 も 居 
らぬと 云っても よいの みか、 米 人の 多數は 寧ろ 第二 世 日本人が 日本語 學園で 日本の 歷史や 日本の 習慣を 充 


となれば 支那が 敗け やうが 日本が 勝たう が、 米 人の 多數は 無關心 だ。 今頃 流行す る 日本 領事館を ピケット 
する 分子が 米 人の 多數の 輿論を 代表して ると 思ったら、 大 なる 間違 ひでこの 分子は 野次馬 的の 行動だった 
らどん な ことにで も 飛び出る 程の 半商賣 人に して 又 半 赤化 分子で ある。 

だから 「又 か」 と 言った 風に 米 人民 衆は テンで 問題に して 居らぬ のみ か ゥル サィ 奴 だな あと 思 ふ 位の 事 
である。 ところが 此の 眞 相を 知りながら も 新聞が 大きな 見出しで 書き立てる 。放送が 盛んに 宣傳 する 0 映 
畫は これを 上映して 觀覽に 供す る。 

それを 見た 米國 民衆が 其の 事件を 支那 事變で 盛に 支那 人が 日本人から やッ っけられ てる 話 や 爆彈 の寫眞 
とくっっ けて 種々 の 想像を ょび 起す、 しかし、 然らば それが 日本人 排斥に いかなる 深刻な 關 係を 持っ かと 
いふに 只 日本が 支那に 對 して 酷い 事を すると 思 ふ 位の ことで、 それ 以上 積極的に 日本を 排斥す る やうな こ 
とはない。 

支那が 弱くて いっも 日本から やっっ けられて ゐる 場合 換言すれば ィジ メら れてゐ る 際に 「弱い 方の 支那 
の 肩を持っ」 のは 人情 だが、 特に 米國 人は 他國 民ょりも 此の 氣分が 濃厚 だ。 これは 決して 日本人 排斥では 
なく、 只 わけもなく 弱い ものへ 同情 するとい ふ 良く 云へ ば 俠氣で ある。 

米 人の 立場から 言へ ば 殆んど 問題では ない が、 米 國や米 人を 知らぬ 日本人が 排斥 新聞記事 や 領事館 ピケ 
ットや 放送 や 映畫の 排日 的で ある ことば かりを 見たり 聞いたり すると、 ビック リ して 憤慨したり 悲觀 した 
りする。だが米人の立場から云へば斯る現象は寧ろ滑稽のー種に羃する。 


從來之 等の 親友 等と 遠慮のない 話を して 實際に 得た 經驗談 を 今 私は 茲に のべて ゐる 次第 だ。 然らば 今 ま 
で 同胞が 「排斥の 種」 と 信じて ゐた其 種を 發 明した 者は 誰で あるかと いふに 驚くな かれ、 それが 米 人で な. 
くて 日本人 有志 家 だから 實 に 困る ので ある。 

卽ち米 人の 眼から 見れば 排斥の 種で もない ことを ヮザ 日本人 有志 家が 排斥の 種と して、 一般 同胞へ 
警吿 した 例が 片ッ 端からで ある。 

日本 文字 看板 禁止を 日米 親善と 誤認 

此の 話は 大分 昔の事 だが 或 日本人 有志 家の 忠吿で 、その 當時 日本人 町の 日本 文字 看板を スッ ヵリ 取りの 
けた ことがある。 日本 文字では 米 化せぬ やぅに 見へ て拂 日の 種を 播く から 不利益 だとい ふの が、 その 理由 
だった。 

所が 或 夏の 夕べ 私の 友人の 或る 有力 米 人が 談偶 々その 事に 及び、 日本人 町へ 來て 日本 文字の 看板を 見ぬ 
のは 物足りない 。米 人は 英語 文字ょりも 日本 文字の 方を 歡迎 する。 あれは やはり 日本 文字に 變 へる 方が 望 
ましい と 米 人の 見た ありの ま k を 語つ たが、 これな どは 米 人と 日本人の 考へが .スッ ヵリ 反對で ある 好例で 
あ-る。 

それから 日 支 事變に 關 する 獻金に ついても、 これまで 度々 腹藏 なき 意見の 交換を して 見た が、 米 人は 其 
點でも トテモ ょく 諒鲜 して ゐ る。 米 人が 日本に 住む 場合 假りに 米國と フランスと が 開戰 したなら 米 人が 種 


分 習得す る ことを 獎勵 して ゐる 。日本人 農家が アバ ラ屋に 住居す る點 に關 しても 日本人は 農地 所有 やリー 
スの權 利を 持たぬ から、 いっ 立ちの か. ねばならぬ かも 知れぬ が、 明日で さへ 判らぬ やうな 不安の 土地へ 何千 
弗の 大金を 投じて 立派な 住宅を 作る ことの 無 暴で ある 位の ことは 米 人は 悉く 承知して ゐ る。 從 って 日本 \ 
農家の 住宅が 外見 上い かに 見すぼらしくても それを 排斥の 種に する やうな 判らぬ ことは 斷 じて 云は ない。 

又 日本 婦人が 男と 一緖で 農園で 働く ことにっ いても 眞 面目な 米 人は 排斥す る 所 か、 却って 感心して ゐ る。 
日本人が 他の 人種よりも 安 賃金で 働く とい' ふことは 根 も 葉 もない 虛言で 日本人は 他の 人種よりも 能率が 上 
るから、 それに 比例して 他人 種よりも 高給を 貰って ゐ る。 

次に 日本へ 送金 云々 の 事に っいても、 國に 妻子 や 老父 母を 殘 して 其 人々 を 扶養す るた めに 送金す るのは 
歐洲人 等 もやる ことで、 人間と 生れた 以上 この 人情を 無視す る やうな 屁 理窟を 決して 米 人は 云は ない。 の 
みならず その 反 對に眞 面目に 働いて 其 給金を 本國の 家族 扶養に 送金す るとは 實に 感心 だと 排斥す る 代りに 
賞め ると いふ 始末で ある。 

以上の 物語は 決して 机上の空論で なく 實地 にこれ 等の 問題に っいて 私が 米 人と 腹蔵な き 意見の 交換を し 
ての 上の 實驗談 である。 これは 餘談で あるが、 私の 同窓生の 中には 加州 大審院 判事を っとめて ゐるヱ ドモ 
ンド 判事 や 控訴院 邦 事の ホヮィト 判事、 其 他羅府 上等 裁判所 判事 數 名が ゐ る。 

加州 下院議員 候補の ゥ I ル ヮィン 氏 も 私と 同窓の 親友で あるが、 この 外諸處 方々 の檢事 長の 職に ある も 
の も 可な り ある。 政治 界 、實 業界、 勞働 運動 方面の 人々 の 中に も 私は 澤 山の 知己を 持って ゐ る。 


會社法 試訴を 何故 領事が 反對 した か？ 

旣に くり 返へ しての ベた 如く 排斥の 種なる ものを 發 明した ものは 同胞 間の 有志 家で あるが、 これ 等 有志 
家が 排斥の 種を 製造す るに 際し 領事の 意見を 徵し たこと もこれ 亦 事實で ある。 だから 排斥の 種を 發 明した 
本家本元は 同胞 間の 有志 家と 領事と であると 云へ ぬ こと もない。 

此の 弊害は 同胞 有志 家 や 領事が 眞に 米國を 理解せ ず 又米國 人なる ものを 充分 知らぬ ことから 起る ので あ 
る。 過去に おいて 加州 土地 法を 中心として 幾多の 訴訟が 提起せられ たことは 何人も 承知して ゐる こと だ 
が、 それに 關聯 して 加州 檢事 總長ゥ H ップ 氏の 名を 知らぬ 日本人は 一人 もない と 言っても よい。 と 同時に 
日本人の 殆ど 全部が ゥヱ ッブ 氏を 大の 排日 屋に してし まって ゐ たので ある。 

會社法 試訴の 際に 當 時の 領事 や 同胞 有志 家が 私の 主張に 反對 した 理由は 第一、 訴訟な ど 起して 萬 一敗で 
もす れば 檢事總 長が 前に 倍して 益々 排日 法律案を 作る であらぅ から、 そんな ことは よした 方が よい。 第 
ニ、 それよりも 外交に よっ て 日米 條 約を 改 TE する ことにす k む 方が 可能性が 多い とい ふので あった。 

此の 議論は 素人の 誰もが 成る 程と 同感で あり 得る ことで、 一面 無理 もない ことで ある。 だが 條約 改正は 
米國 上院の 協賛を 經ねば 駄目で ある。 その 上院が 加州の 反對を 押し切って まで 日本の 希望を 容れて 條約改 
正に 同意す るで あらぅ か、 日く 斷然 あり 得ない、 ことで ある。 

のみならず 土地に 關す る權 利は 各 州が 絕對に これを 保留し、 たと へ米國 上院と 雖も 州の 同意な くして こ 


種の 方法で 自分の 國を ヘルプす るで あらう。 獻金 もす るで あらう し、 又 品物を 贈る やうな こと もす るで あ 
らう。 

其の 場合に 其の 米 人力 日本に 住む とい ふだけ の 理由で 日本が 米 人の 獻 金を 不都合た と 言っ て 排斥す る だ 
らう か、 そんな ことは 決してない のみならず、 日本人は か \ る愛國 心を 見て 却って 米 人達は 感心 だと 賞め 
るで あらう。 

近頃 一人の 日本人 老人が 朝早くから 往來で 銀紙を ピクア ッブ する のを 見る が、 あの 老人が 「日本に 住む 
米 人 老人」 であった 場合を 想像す るなら、 われ-^^ は 只 感心 するとい ふより 外に これを 形容す る 言葉を 知 
らない 。 

自分の 國を 愛し、 自分の 國を 忘れぬ ところに 偉大なる 國民 性が 發 見せられる 。何 處の國 の 人で も 自分の 
國を 愛せぬ ものは ない と 私の 友人の 米 人が 語った が 實に其 通りで ある。 

かく 考へ ると 俗に 「排日の 種」 とい ふのは あれは 日本人 仲間で 勝手に 發 明した 製造品で ある。 そして 米 
人に 云は せる とそん な ことが 排斥の 種になる などとは 爪の 垢 程も考 へて はゐ ない。 

過去に おいて 日本人 有志 家の 多數 が實 際に 米 人と 膝を 交へ て 語り合った 上で 「排斥の 種」 を考へ 出す の. 
でな く、 自分 等が 種々 想像を 描いて 勝手に 「種」 を 作り出す の だから 實に 困る。 

其の 點に なると 私は 日本人 一世の 誰よりも 多く 白人 社 會へ顏 を 出して ゐる關 係 上、 その 方面の 交際が 廣 
いと 同時に 多數米 人の 氣 質を 誰よりも よく 読解して ゐ る。 


な ことで ある。 日米 通商 條約に ょり 此權 利が 日本人に 附與 されて るか どぅか、 この 點をハ  . 

たいと 自分と しても 永年 希望して ゐた 。しかるに 日本人が どぅした わけ か 今日まで 此の 點 ' , 
起を 禱躇 して ゐ た。 

今囘 君達が 遂に 此試訴 を 起して くれたので 自分 も滿 足した 0 自分と 雖も 病院を 組織す る •； 

言す る 程の 確信は ない が少 くと もい くら かの 疑議が あると 觀 るのは 又 止む を 得ぬ。 この 疑 1 1 1キ_,1 に 
は 是非 大審院に おいて 此點 に關 する 判決を 仰がねば ならない o 幸ひ に 今度 こそは この 點が 悉く 解決され、 る 
ことと なつた が、 誠に 喜ばしい ことで ある。 

以上が ゥヱ ッブ 氏の 會社法 試訴に 對 する 私への 直談であった 。この 談話から 見ても 日本人が 加州を 相手 
取って 提訴した ことを 憤慨す るが 如き ことは いさ、 かもな く 却って 提訴を 獎勵 し、 且 喜んで ゐる とい ふ 次 
第で ある。 

此の 明白な事 實が證 明す る 如く、 日本人 有志 家 や 領事が 考 へて ゐる 事と 實際 とが 正 反對で ある ことを 少 
くと も 私 だけは 承知して ゐた が、 悲しい かな 領事 や 有志 家は 檢事總 長に ぶっかって 話した ことがない の だ 
から 檢事總 長が どんな 態度で ゐ るか 又い かなる 人物で あるかに っいて 諒解が 出來ず 、只 排日 ゥェッブ^^ 
と、 俗にい ふ 「喰は ず 嫌い」 であっ たの だから 遺憾で あ.. る。 

ズット 以前から 私は ゥ H ッブ 檢事總 長とは 知り合 ひの 間柄だった ので 桑 港へ 行った 際に 度々 面會 し、 日 
本人 土地 所有 權に っいても 種々 と總 長の 御高 見を 拜聽 したが ゥヱ ッブ 氏は 非常に 日本人に 同情し 好意を 示 
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れを 左右す る條 約を 締結す る權 能がないと いふの が アングロ サキ ソン. 人種の 法の 精神で ある。 だから 加州 
土地 法に 關 する 限り 大審院に おいて 法理の 上から 黑 白を つける 以外に 外交に ょつ てこれ を處 置す る ことは 

不可能な ので ある。 しかるに 日本人 有志 や 領事は 此の 専門的知識を 持たぬ ため 一 も ニ もな く 外交に ょって 
解決し 得る ことと 考 へて ゐた 0 

もに言はすと矛國を失らぬヵら こうした 誤解を 生ずる ので ある。 次に 私は ゥヱ ッブ 檢事總 長の 人と な 
り 及び 其 態度に っいて 私の 實 地の 經驗を のべて 見やう。 

ゥェッブ 氏は 決して 日本人が 想像す る やうな 排日 家で もな く 又 加州を 相手取って 日本人が 訴訟を 起した 
から 意地に でも 今後 益々 排斥して やる とい ふやうな 氣 持の 人で もない 。私は ゥェッブ 氏と ワシントン 行き 
の 列車で 三日 も 一緒に 同車し、 種々 の 話を した。 

反對の 立場に 立っ て鲁社 法試訴 で華府 へ 行く 日本人の 私に ゥ H ッブ檢 事が どんな 話を した か、 之から 少 
しばかり 語る 事に する。 

前 加州 檢事 總長ゥ H ブ 氏の 人物 

檢事總 長ゥヱ ッブ 氏は 當時旣 に 七十に 近い 好々 爺であった。 會社 試訴に 關 し、 この 老 紳士は かう 云 はれ 
るので ある。 

加 # に 住む 日本人が 會 社を 組織して 病院を 經營し 得る やの 點を 法に 訴 へて 解決して 置く ことは 最も 必要 
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獻 金と 日米 親善 

以上 述べた 目的は 日本人が 排斥の 種と 考 へる 事が 米 人の 眼から 見たら 排斥の 種で もなんでも ない 場合が 
.多々 あると 云 ふ 事を 日本人に 知らしたい が爲で ある。 恤兵金 や 慰問 金を 日本人が 故國 日本へ 獻納 する 事。 
なぜ 排日の 種を まく か、 そんな 理由がないで はない かと 云 ふの が 米 人 自身が 私に 問 返した 事 實をも 日本 A 
有志 や 領事が 充分 知って 置く 必要が ある。 

領事が 或 旅行先で 同胞の 獻 金を 獎勵せ ぬ 口吻を もらした 其 話の っいでに 「或 白人が 領事館へ 電話を か 一., 
て自分が家をレントしてる日本人は近頃レントの支拂ひを怠つて居る、其理由を聞けば日支戰爭の入費を 
日本へ 獻金 する から レントが 拂え ぬと 云 ふが そんなに 日本は 貧乏して ゐる のか。 日本 政府が 在米 日本人 か 
? 入費を 取り立てる のは 不都合 だ」 と 言つ たと 云. ふ 例を. 引いて 間接に 在米 同胞の 獻金 が# 日の 種と なると 
ほのめかし たと 傳 えられる が、 甚だ 失禮な 申し分 だが、 私は 此話を きいて 領事が 米 人を 了解せ ぬから こん 
な 事になる 0 -€ と實^淺念でたまらなかった。 

個人 間の 貸借 關 係を 國際 問題と してわざ^^ 領事館へ 電話を かける やぅな ものが 果して ^ 面目な 紳ふ： 
^ るか、乃至は別に卜的があつて故意にそんな嫌味を言つたのか苟も領事たるものはそれ位の列斷がっ： 
ねばならない。 

それから 日本， について 考 へて 見ても レントが 拂え ぬた めに 「j 時の がれに」 日 支事變 L 引き合 ひ r 
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して くれて ゐた ことを 私は 痛切に 感ずる。 

日本人が、 「金を 出して 其 子供の 名義で」 土地を 買 ひ 取った 場合 其 子供が 市民であるなら 「法律の 網を く 
.ぐって ゐ る」 などと いふ やうな 申吿が あっても 取り上げぬ 方針 だと 檢事總 長が 私に 語られた やうに 記憶し 
て ゐ る。 

加州 土地 法 違反の かどで 幾 名の 日本人が 過去に おいて 處 分を 受けた か？ 幸 ひに して 殆ど 皆無と 言って 
.もよ い 程 「土地 法は あってな きが 如き」 有樣で ある。 

司直の 任に あたる 撿事總 長が 峻烈な 排日 家であった なら 日本人は ヒドィ 目に 合って ゐるで あらう ことを 
私は 信ずる。 蓋し 米國を 知り 加州を 知り 米 人を 知る ものが 居ない と 飛んでも ない 「へ マ」 な ことを 仕出か 
すと いふのは これが ためで ある。 加州 土地 法が、 いよ <實 施される 直前に 同胞 農家は 悉く 失望 落膽 
した。 

領事 も 有志 家 も 萬 策っ き 「百姓を よす」 より 外に 方法がない とまで 悲觀 したが、 平素 米人氣 質を 知り 米 
國の 政治 機關を 誰よりも 深く 廣く 諒解す る 私は 斷じて 「か X る 心配な き」 ことを 信じ、 其當 時日 本人 農家 
を 集めて 「心配す るな」 「自分が 保證 する から 安心して 百姓を して 吳れ」 と 啖呵を 切っ.： く ，そ 
の 後 今日まで 立派に 命中して るでは ないか。 

それは 私が 他の 日本人の 誰よりも 米 國と米 人と を 理解して ゐるこ とに 起因す る。 
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と 別に 必要は ない、 其 代りに 爲替 相場の 維持が 出來る やうに 白人の 誤解を 防ぐ 事が 大切で ある 〇 此 間もサ 
ンピー ドロで 日本 行きの 油を 積 荷し 代 價支拂 の 段に なって、 正金が 保證 すると 言った が、 それでも 賣手が 
承知し なかった。 其 位 日本の 信用が 落ちて ゐる 。だから 此際ボ ロ や 銀紙 や 獻 金を 大袈裟に やる ためにい か 
にも 日本が 貧乏して ゐるや うに 見られ、 それと 同時に 米 人の 反感を 買 ふのは 愼 しみたい ものである」 云々。 

以上は 領事が 平素 日本人に 對 して 述べる 意見で あるが、 私は 此話 をき いて 實際 あきれて 開いた ロが 塞が 
'らぬ 程 領事の 不 認識に 失望と 憤怒と を 感ぜざる を 得ない。 

領事は 日本人の 獻 金を 米 人が 憤慨して ゐる やうに 信じて ゐるら * しいが 實に不 認識 も 甚だしい 。此 事は 前 
に 旣に 詳しく 說 明した 力ら 再び これを くり 返す の 煩を さける が 「油 積 込みの 代金 云々」 に 就て は 一 般 同胞 
の 參考 ともなる から、 少し ばかり 述べて 見やう。 

米國 M は戰時 中立 法と いふの が ある。 例へ ば 戰時狀 態が 日本と 支那 間と に 存在す ると 認めた 場合 大統領 
は 必要に 應じ戰 時 中立 法を 適用す る ことが 出來 る。 此中 立法 適用 令が 大統領に よっ て發 せられた が 最後 そ 
れ d 後は 交 戰國へ 軍需品の 販賣が 斷然 禁ぜられ、 その 章 需品 目の 如き も 一々 明記せられ る。 尤も此 場合 現 
金 取引き のみは 許可され るの が 管 a の 原則で ある。 

日 支 事變は 宣戰布 吿： j せぬ が 公然の 戰爭で ある。 ^ から 速に 戰時法 適用を 宣言せ よとの 輿論が 旣に 大分 
やかましいが大统ー涵は、思ふ所 £ ッて未だにその儘に放任してゐる0だが假令公然と戰時中立法を適用は 
しない こせよ、 その 精神を 叫..；？.：： i 尊重す る 種々 の 政策を 採用して る 事は 事實で ある。 


」.： ^ 金〇言 0 ゎ.1 --; ' '9 るものがたまにはないでもないが そんな ものに 限っ て獻 金な ど 喜んです る 質 ^ 
人. でない 位 c?rj は」  S 事が 承知し-て ゐる ^ だ。 

:■ '' . X 9 る ^ なず.*のは平素勤儉貯蓄してこんな場合には喜んで ^ 'マ.質 -''. ... ^ ....、ン.：乂''.知っ\. ->- . 
.る 多額の 獻金者 中に 不眞 面目な ものは 幸 ひに 一人 も 居らない。 「ホラ 一千 圓 、ホラ 五 千圓」 と 「心ょ く獻今 
する.」 人の 商賣は いづれ も隆々 として 榮 えて ゐる。 

獻 金した ために 米 人へ 不義理を したり 破產 せねば ならな くな ったと いふ 人が 萬 一 あるなら どぅぞ 知らせ 
て 貰 ひ. たい。 が、 私は 南 加 同胞 中に か、 る 者が 一人 もない ことを 斷 言し、 此の 斷言が 誤つ てゐ たら 藤 
の サィズ 十七の 頸を 差し上げても い m 程、 相當の 自信を 持って ゐ る。  ’ 

領事の 認識不足 

在米 同胞 中の 愛國 者が 慰問袋 や 銀紙 や ポロ 等々 の獻納 にっき 領事の 意見を 叩く と 其 度每に 領事は か k る 
愛國的 行爲を 目して、 反って 日米 親善に 有害で あるかの 如き 口吻を 吐いて ゐ ると 傳 へられる が 平素の 領事 
の 話し 振りから 考へ ると それが 決して 一片の 噂で ない 事を 私は 信ずる。 

領事. の 談話 

「日本の 爲替が 下がれば 日本は 困る 0 爲替が 五 厘 下っても 其 影響は トテも 莫大で ある 0 銀紙 やボロ を 拾 ひ 步 
くの もょ いが、 餘り 大規模に やって 貰 ひたくない。 獻金や 慰問品、 銀紙 やボロ などの 獻納は どちら かとい ふ 
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にか i る。 賣手が 多くて 買手が 少數 であれば 公債が 益々 下落す るのは 當然で ある。 ヱチ オビアと イタ リー 
の戰爭 中、 イタ リーが 到る 所で 大勝を 博し 破竹の 勢 ひであった 。普通から 言へ ば 戰勝國 として イク リー公 
債が 强 味を 見せる はず だのに その 反 對に千 弗 公債が 四百 弗まで 下落した。 

なぜ 下落した かと 言へ ば、 米國 銀行家が 中立 法の 精神に 準じて イク リ ー 公債 擔 保の 金の 融通を 全然 斷は 
つたからで ある ◦これは イク リ ーの信用が無くなったからではない。大體米國の主義としてどんなに危用 
が あり 又 戰爭に 勝ちっ ^ けて ゐても 交戰國 へは お金と 軍需品と を 絕對に 貸さぬ とい ふの が 家訓で ある。 だ 
から 日本 公債を 擔保 として 金 も 貸さず、 祝ん や 戰爭に 使用され る 商品 代金を 僅か 三 ヶ月 間で も 融通せ ぬと 
いふのに 不思議は ない。 

在米日本人が獻金を中止し、銀紙拾ひを止めボロ集めを全廢して見ても氣國銀行家は斷じて日本公貴ゃ 
軍需品 代金に お金の 融通は せぬ、 何ん となれば 日 支事變 がっ ^ く 限り 中立 法の 精神を 遵守す るからで ある。 

以上の 說明に ょり、 「日本 政府の 信用が 無くなっ た」 と 云 ふ考へ かたが 根本から 間違っ てゐる ことが 分ら 
ねばならない。 又 これを 他の 方面から 言へ ば、 日本 公債 や 軍需品に 對し 融通を 拒んで ゐる 程の 米國 銀行家 
が r 圓爲替 相場」 において 廿 八、 九 弗の 所で 長い間 取引して るのは 何故で あるか、 これ こそは 日本と いふ 
ものに 搖ぎ なき 信用が あるから である。 

斯 ふした 財政 關係 や經濟 問題を 同胞 指導者 や 領事が 平素 少しは 專門 的に 研究して 置く 必要が ありは せぬ 
か、 さもないと 同胞 全體 が大 變なヂ レンマに 陷 る。 


— 17  — 


たと へは 形式的の 中立 法 適 罔の 發令 はせ ぬが、 軍需工業 者は 自發 的に 中立 法の 精神を 尊重す る 態度に 出 
て もら ひたいと いふ 意味の 聲ロ： はし、. 此聲 明が 米國 銀行家 や 軍需工業 家へ 傳達 されて ゐ る。 

此の 大統領. の 聲明に 基き 今- は 米 國 銀行家が 日 支！： 國の 公漬 (ボンド) や 私立 會社の 株の 擔保に は 全 
然 貸金を せぬ ことにき めてゐ る。 それと 同時に 日 支兩國 行の 軍需品に 對 しても 手形の 割引を 一切 やらぬ 事 
て 相談を あとめて ゐる。 

だから 日本 政府 公債 や 東京 電燈 乃至 橫濱 市債 等々 に對し 只の 一 弗で も 今では 金を 貸さない。 これは 公債 
に 信用がない からでは なく 「中立 法の 精神」 を 尊重す るが ためで ある。 領事が これを 目して 日本に 信用が 
ないから だと 誤解して ると すると 寧ろ 滑稽の 部類に 屬 する。 

日本 公債と 信用 問題 

參 

/ 

日 支事變 前までは 日本 公債の 米 國市價 が 千 弗 額面 その 儘で 取引き されて ゐた 。そして それに 對 していっ 
.でも 八 百 弗の 金が 銀行から 借りられた が、 此の節では その 取引 市債が 七 百 弗に 下落し、 その上 何處の 銀行 
へ 行っても 只の 一 弗の 金 も 借して くれない。 

素人の 眼から 見る と 日本 政府の 信用が スッ カリ 無くなっ たやぅ に 見える が 此の 考へ 方は 間違って ゐ る。 

旣に のべた やぅに 信用の 有無に 拘らず 中立 法の 精神 尊重の 意味で 日本 公債には 全然 貸金を せぬ ので あ 
る。 貸金を せねば お金が 入用の 場合 役に立たぬ から 貯金を 目的に 公債を 所持す る 以外の 者は 急いで 賣り 
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も 怪しから ぬ ことで ある。 若し 領事が か \る報吿を情報部長へ送つたとすれば、獻金者は更も角として、 
少く とも 出征 將兵 諸氏に 對し 謝罪すべき 害の ものである。 

我が 日本から 來る 幾多の 涙ぐましい 報吿を 見る に いづれ も 白衣の 傷兵 慰問 や 忠勇な 將 兵の 遺家族 慰問の 
美談が 光り輝いて ゐる 。妻子 や 老父 母を 殘し 、中には 一明 日の 日から 生活に 困る」 であらう やうな 家庭 も 
あるが 其の 一人一人が 胸に 無限の 悲しみを 秘 して 勇躍、 御國 のために 鄕關を 出で 行く 將 兵の 身の上を 考へ 
ながら 私は 涙の 袖を 拭 ふ。 

私は 徒らに 奇を 好む もので なく、 亦 外務省 や 領事から 憎まれる 事を 決して 喜ぶ もので もない が、 苟も 國 
を 思 ひ 將兵に 感謝す る 日本人の 一人と して 憤激を 感ぜずに は 居れぬ から、 南 加 同胞愛 國者に 代り、 その 義 
憤を 晴らさん とする 者 だ。 

國民 外交と 眞の 日米 親善 

外務省 情報部 長 や 領事が、 日米 親善の ために 各自が 國民 外交の 實 を擧げ よと、 在米 同胞に よびかけ てく 
れた のは 非常によ いが、 私は これに 關し 情報部 長 や 領事に 私の 方から 反對に 忠言を さゝ げたい o 國民 外交 
による 日米 親善と いふ ことは 米國の 習慣と 米 人と を 充分に 理解し、 多數米 人の 好感を 得る ことで なければ 
ならない。 

米國 人が 以 つて 「怪しからん 奴 だ」 と 言つ た 風に 惡感を 抱く やうな 惡習 質は 今後 スッ カリ 捨てる ことで 


在米 同胞の 赤誠を 侮辱す る聲明 

外務省 情報部 長が 在米 同胞の 獻 金を 間接に 戒 ましめ る 意味. の聲 明を 發 表した が、 蓋し 情報部 長が か i る 
言明を する には 領事が 特に か i る 弊害が ある 旨を 報吿 しない 限り そんな 輕卒な ことは せぬ と 見る のが 正當 
である。 •一般 同胞は 領事が 外務省へ 報吿 したので はない かと 信じ、 私も亦 正直に 言へ ば 同感で ある。 いづ 
れ にしても 情報部 長の 聲明は 日 支 事 變以來 愛國の 赤誠を 見せた 眞 面目な 在米 同胞を 侮辱し その 反對に 「陰 
で 日本の 惡 ロを 言 ひかね まじき ケ チ一^ 坊主に そら 見た ことか」 と 鼻を高くさせ. たことは 爭はれ ぬ。 

あの 聲明で は 「陸海 軍將 兵の 忠義に 感激し」 喜び勇んで 恤兵金 や 町村 出征 兵 土 遺家族 慰問 金へ 多額の 金 
を 獻 金した 人々 の 顏が 丸潰れの 憾みが ある。 陸 海軍大臣の 丁寧な 感謝 狀や 町村 長からの 淚 そのものの 如き 
御 禮狀が 來る炫 どの 愛 國行爲 に對し 情報部 長 や 領事は なぜ 嘲る やうな 口吻を もらさねば ならない のか、 私 
はこの こと だけは どう 考 へても 怒らないで は 居られぬ。 

零下 廿 度の 寒中に 大河へ 飛び込んで 渡河 進撃す る 將兵や 、百 四十 度の 炎天下に 飲料水 もな く、 銃劍を 荷な 
つて 命を 的に 進む 將 兵の 身の上を 思 ふ愛國 者が 感激の 餘り その 遺家族で も 慰問 せんと 淚 もろともに 獻納す 
る 「義金」 を 「身分 不相應 な ことは 愼め とか、 それょりも 日米 親善に 盡せ」 とは 餘りに も 情ない 不謹愼 な 
言 ひぶり ではないで あら ふか。 

ー點 非難す ベ •き 所 もない のに 恰も 獻金 者に 愼ま ねばならぬ 弊害が ある やうな 聲明 をな すとは どう 考 へて 


私は 米 人の 眼に 映 じた これ 等の 印象を いかなる 方法に ょっても 打ち消す ことの 不可能を 遺憾と する。 日 
米 外交と いふ ことは ロの さきで 立派な 事を いふ ことでは なく 實 際に 米 人-に 好感を 與 へる ことに 邁進す る こ 
とで ある。 

七十に も 八十に もなる 日本人の 老人が、 ボ 口 着物を 着て 杖に ょって 朝早くから、 白人の 住む 町で 日本の 
御國 のために 銀紙を 拾 ふ 姿を 見て 米 人は 決して 日本人を 排斥す る氣 にはなら ない が、 その 反對に 領事が 四 
五 千 弗の 自動車に 乘 って ショ ファ ー っきで 威勢ょ く 通過 すれば 必ず 物議を ej す。 

「なんだ 此の 野郞 、日本 國民は 非常時に 血 ミ ドロに なって 凡ての 物を 國に 捧げて ゐる にも拘らず 領事 等 
は あの 贅澤を 平氣で やって ゐ る。 實に 日本 民衆が 氣の毒 だ」 

などと 米 人らしい 義憤を 感ずる のは 爭はれ ぬが、 在米 卅有餘 年間の 私の 實 生活の 經驗 から 見た 日米 外交 上、 
情報部 長 や 領事に 私は 日本 國を 心から 思 ふが 故に この 忠言を のべざる を 得ない ことを 許して 貰 ひたぃ。 

日本領 事と 米國の 風習 

在米 同胞 間の 有志 家の 大部分が 米 人を 知り 米 人の 仲間へ 入り込んで ホン トーの 米人氣 質を 學んで ゐ るで 
あらぅ か？ 私は 其然ら ざるを 悲しむ。 羅府 駐在 外國 領事が いかなる 生活を して ゐる か、 又 この 人達が 自 
國民 に對 しどん な 仕事を して ゐる か、 遺憾ながら 在米 同胞は それ 等に っいても 何等の 知識がない と 言って 

もよ い。 
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ある。 米國で は 上は 大統領 夫人と 雖も 非公式の 場合は 自分自身で 自動車を ドライブされ るが、 國務 大臣 以 
下 悉く さう である。 加州 知事 メリァム 氏の やうな 七十 有餘 のおぢ いさんで すら 公式 以外 買 ひ 物 や 私用で、 
そこいらを ドライブす る 場合 決して シヨ フアー などを つける やうな ことは ない。 

羅府 駐在の 各國 領事が 悉く 此米國 主義を 尊重して ゐる 。しかるに 日本領 事の みが、 この 民主々 義の國 柄 
の 風習と 正 反對に シヨ ファ ー っきで 役所 通 ひを したり、 そこい 等を ドライブ する やうな ことは それ こそ 日 
米 親善に 有害で ありは せぬ か。 私は 或 時 知名の 米 人から 

「日本は 今でも 非常に 貴族的では ないか、 日本人は 何故に デグニ テ ー を 好む のか、 日本人が デグ 一一 テ ー 
のためには 不便を も 忍ぶ 點が 、我々 米 人には 判らぬ」 

と惡 ロの 意味でなくて 不思議が って ゐ たのを きいた。 

それ 力ら 又 或 時の 事であった か 或 野外 # 合へ 領事 夫妻が シヨ フ ァー っきで 四 五 千 ^ もす る ピカ^^" と 
光る 自動車で 乘り 込んだ 際に 多 數の米 人が、 あとで、 

「お前 達 日本人が 澤 山の 子供を 產んで 其 養育に 容易なら ぬ苦勞 をして ゐるが 、その 國 民の 苦心に 日本 政 
府は 同情して ゐな いの か、 領事 夫妻は まだ 若い 人達では ないか、 無理に シヨ ファ ーを っけなくても 自分 
達が ドライブした 方が 却って 樂みで も あり、 又 政府と しても 其方が 經濟で ある。 のみならず 米國 人は あ 
んな 態度に 對し 一種の 反感を 抱く ことは 免が れぬ」 

と 語つて ゐ た。 
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し、 その 人々 の 生活 線 上に いっも 自分自身を 置く ことが 大切で ある。 

例へ ば 百 人中 九十 八 人まで が 働かねば 食へ ぬ 社會で あれば、 その 社會の 指導者は 其 中の 二人の 金 持の 生 
活を 以て 自分の 生活 標準と しては ならない。 その 反對に 九十 八 人の 勤勞 者と 苦樂を 共に して こそ 眞の 指導 
者で あり、 又 憂 國の士 と 言へ やう。 

思 ふに 在米 同胞 十 萬 及び 全米 一億 三千 萬の 民衆から 歡迎 される 人間味を 持った 外交 こそ 眞の 日米 外交で 
ある。 其反對 に、 その 內の 一割に も 足らぬ お金 持を 標準に 日米 外交を やらん とするなら それは 大きな 誤で 
あると 私は 信ずる。 

日本領 事が 果して 此の 米國の 民主主義に 歡迎 される 外交の 道を 踏んで ゐる かどう か、 借問す、 同胞 自身が 
r 國民 外交を 忘れるな」 とい ふ 領事 や 情報部 長は 對米國 民 外交に 關 し、 われ <に 何を 敎 えんと する か？ 

外務省へ 忠言 

高價な 自動車に 乘り ショ ファ I を 雇 ひ 込んで 多額の 金を 浪費す るのは 今に 始まつ たこと ではなく、 ズッ 
ト 以前から 外務省が これを 許して ゐる こと も 事實で ある。 

だから そんな ことは 今更 領事を とがめる ことには ならぬ が、 この 外務省の 不案内の 點を 駐在 地の 領事が 
獻 策して 今後 改革 さす やうに する のが、 國を思 ふ ものの 義務で ある ことを 私は 信ずる。 

駐米 獨逸 大使 M 員が 獨逸 非常時の 際 一切の 會合 にも 出ず 又 お 客を 招待す る 宴會を も 開かなかった 非常時 
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大分 昔の事 だが、 時の フランス 總 領事と 私は 親交が 深かった 。スヱ ー デン やべ ル ギーの 領事のと ころへ 
も 其當時 度々 話しに 行っ たもので ある。 メキシコ 領事 や副衝 事と も 以前は しば^^ 往來 して ゐ た。 

南米 諸國の 領事 も 悉く 一時は お 友達であった。 羅府の 裁判所で これ 等の 國々 の 領事が 自分の 國の もの 等 
のた めて 通 辯して やッ たり 面倒を 見て やる 例が いくら も ある。 土地を 買ったり 家賃を 拂っ たりす る 場合に 
面倒が 起说と 領事が 一々 始末を して くれる。 

ランチタィムに なれば 田舍 じみた おぢい さんや おばあさんを つれて 十五 仙 ミ ー ル 位の ランチ、 カン タ ー 
へはい って 一家 族の 如き 親しみぶ， りで 御飯を いただいて ゐ る外國 領事を 澤山 見た こと だ。 

是 等の 國の領 事さん 達は 自分で 自動車を 手輕に 操縦し、 決して 官吏 振る やうな ことは ない。 自國 民の 一 
人が 貧乏で 困って 居れば テク^^ 步いて 行っ ていろ^^と 慰めて やる ことは これ 等の 領事 仲間では 敢て珍 
しくは ない。 私は こんなのを 見る と 涙ぐましい 程 感激す るたち である。 

米&との親善をはかるには先づ自國民との親善をはかることにカを致すことが必要ではないだらうか、 
どの 國民に しても 人情に 變は りは あらう 箸がない。 自ら 別 階級を 作って 人民 共を 眼下に 見 おろす やうな 態 
度は 昔日の 遺物で ある。 私は 阼夜 も大阪 朝日 新聞を 讀 みながら 中部 防 衞官松 井中 將 や、 大阪市 長、 大阪市 會 
議長 等々 のお歷 々が ゲ I トル 姿で 終日 勞働 奉仕を して ゐる 記事に ぶっかって 嬉しくて たまらな かった。 

戰地 にある ^ 兵の 苦 勞を思 ふ ものが、 その 將 兵の 立場に 自分を 置いて 一介の 勞働 奉仕者の 氣持 ちを シン. 
ミリと 味 まう とい ふ 態度が これ 卽ち 擧國 一致の 姿で ある。 指導者の 位置に ゐる ものは 大衆の 心を 以て 心と 


隣の 白人に 接し 珍しい ものが あれば 近處へ 分配す ると 云った やぅな 日本式を 見せて ゐる 程の トテモ 親切な 
家庭で ある。 

近 處の米 人が 比 人達を 心から 愛し、 且 尊敬して 「ナィス ピー プル」 と 言って ロを 極めて 賞め てゐ る。 
こんな 點を 外務省の 人達は 知る 必要が ある 。國民 外交を 語る ものは 先づ この 「デリ ヶ ート」 な 人情を 知ら 
ねばならない 0 

何故 獻 金が惡 いか？ 

情報部 長 や 領事が 無理を してまで 獻金 するな と聲 明し、 少數の 者が 多額の 金を 獻 金した からと言って 政 

府は それを 必ずしも 喜ばぬ と聲 明した。  . 

少數の 者で も 財政が 許せば 喜んで 多額の 金を 獻金 する 事を なぜ 政府が 喜ばぬ か、 それから 一人で も多數 
の、々 が 少しづ i でも 獻金 する 事が 望ましい と 云 ふ 事は 進んで 獻金 する 者 以外に 進まぬ 者で も獻 金せ ょと 
云ふ結果となるが、それでは仕度くない者が無理にする事とはならぬか、實に其矛盾亦甚だしいと云ふへ 
き だ 。日本 政府は 此 非常時に あたり 一仙で も澤 山の お金を 必要と する ◦頭數 が 天の 星 一の 數程 居ても 愁 張り 
ヶチン 坊のグ ル ー プでは 何の 役に も 立たぬ。 三百 人 或は 五 百 人の 事業家が 百 弗 か 二百 弗の 金を 出した って 
それが 何故 誇りで あるか。 

それょりも 人數は 僅か 十 人で も 一人が 百 ^ 宛 出して 千 ^ の獻 金を して くれた 方が 非常時 日本の お爲め 
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氣 分を 私は 新聞で 讀んで 感心した。 

羅府 領事館 だけで 每月五 百 弗の 節約は 決して 不可能では ない が、 爲替關 係で 五 百 弗が 日本の ニ 千圓に 相 
當 する/ J とを 考 へた 場合 この ニ 千圓が 出征 兵 土の 遺家族 救助に 振 か へられるなら、 國家が どの位 助かる 
か、 これ 等の 點を考 へる ことが 眞に國 を 思 ふ ものの 採るべき 途で なければ ならぬ。 

併し、 節約を したために 日米 親善に 多大の 故障を 生じて、 その 結果 日本が 五 百 弗の 何十 倍に 相當 する 損 
失を 招く やうな ことに なれば それは 却って 有害 だが 旣に のべた 如く 領事が 高價な 自動車に 乘り 、お宮の や 
うな 官邸に 起臥し、 一流の 米 人を 招いて 山海の 珍味の 御馳走を しても しなくても 日米 親善には 爪の 垢 程の 
影響は ない。 

甚だ 言 ひ 難い こと だが 邦字新聞 紙上で 紹介され る 「日米 親善」 云々 の 運動な どは 米 人を 知る 私に 言は せ 
ると 先、 っ 三文の ネゥチ もない と 言っても ょい。 

英語が ょく 出 來てハ ィ トンな 白人と 交際す る 日本人が 其 近所の 白人から 毛蟲の 如く 嫌 はれ、 その 反對に 
白人の 住む 裏の 小さい 家を 借りて 其處 から 每 日ガー デナの 仕事に 出かけて 行く； n 本人 家庭が トテモ 近所の 
白人から 可愛がられ. て ゐる實 例を 私は 知って ゐ る。 

此ガ ー デナの 日本人 家庭は 英語は 非常に 下手で あるが、 なぜこう した 現象を 生む かとい ふに 前者は 米 人 
の惡い 所 ばかりを 學んだ タィプの 米 化 ハィトン 日本人に なりすまして 大いに 威張り 近處の ものに ロタに 言 
葉 も かは さぬ が、. その 反對に ガーデ ナの 日本人は 言葉は わからなくても 日本式の 丁寧と 謙譲と 親切と で 近 
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に 有害で あると 云 ふ 情報部 長 や 領事の 考へは 米國の 民情を 認識し ない 證據で ある。 米國の 新聞記事 や映畫 
フアンの 態度で ビク^^ する やぅでは 駄目で ある。 

日本人が 自分の 國を ヘルプす るのは 當然で あると 米 人の 多數が 十分 了解して ゐる 好例が 今囘の 市民 協會 
大會や 二世 週で 明かに 吾々 の 眼前へ さらけ出された ではない か、 日本 着物を 着た 何百 人の 二世 子供達が 愛 
國 行進曲に 合は せて 街 上を 三時 間 も 踊りつ C けて 行列した が 約 八 萬 人の 見物人が トテモ 喜んで それを 眺 
めた。 

その 見物人の 半數 以上が 白人で あつた こと や、 日の丸の 國 旗を 立てながら モーク ー サイクルに 乘 つた 白 
人 巡査が 行列の 先頭を 引き受けた 情景 や、 市長 や 警察署 長が 自動車で この 行列に 參 加し その上 三時 間 も 北 
セント ラル 街の 演臺で 嬉 々として 委員と 語り合 ひ、 愈々 プログラム 開始と なるや 其の 祝 辭 中に 極力 日本人 
を賞讃 した あの 事實を 領事は 何と 見る か。 

動もすれば 領事 や 情報部 長は 平素 日米 親善が 足りない やぅな 口調で 吾々 一世に それを 敎訓 せんとして ゐ 
るが 二世 週に おける 二世の 米 化 振を 見て あれで もま だ 不足を 云 はんとす るか。 二世を あれまでに 育て上げ 
た 功勞を 領事は 誰に 歸せん とする か。 二世が 上手に 英語を 話し、 白人と 對 等に 交際し、 何一つ 他の 人種に 
劣らぬ のを 見て 二世は 實に 偉い、 「一世は あれを 見なら へ」 と 云 ふなら それは 大なる 間違 ひだ。 二世の 今日 
あるは 二世 自身の み， の 手柄では ない、 その反面に 1 一日 葉 も 分らず 風俗に も なれぬ 第一 世た る兩 親が 苦心 慘擔 
の 結果 あれまでに 育て上げた 努力が 與 つて 力 あるの だ。 


になる。 金額の 高よりも 頭數が 多い 方が 望ましい とは 何事ぞ 、頭の 數が 多い の も 物に こそ よれ だ。 綱引き 
か 乃至は 烏の オドシ なら 兎も角 吾等の 御國を 永遠に 護り 立てる 爲に 炎熱 百 四十 度の 戰地で 働いて くれる 將 
兵の 銳 後の 守りを 固める には 頭數 がいくら 多くても r シミ ック レ」 では 駄目で ある。 今 I 息と 云 ふ 所で 彈 
藥が 切れたり 食糧が 缺 乏したり する ような 事が あれば 何と 申し わけを する。 

試みに 支那 兵が 吾國へ 押し かけ お 互 ひの 住家を 脅かした 場合を. 想像す るが よい。 そんな 場合 日米 親交 上 
控えた 方が よいな どと 「タィへ ィラク」 を 言 ふて 居られる か、 支那 住民と 吾等の 今の 位置と を考 へて 見る 
がよ い。 今頃 われ 等の 故郷の 家族が 枕を 高く して 寢る 事が 出來 るのは 皆ん な 忠義を 勵んで くれる 戰 地の 將 
兵 達の お蔭で ある。 

其將 兵の 銃後に 憂 ひなから しめんと 喜び勇んで 平素の 貯蓄を 獻金 する のが どうして 惡い か、 何が 故に そ 
れが國 民 外交に 有害で あるか、 其 事から 聞かして 貰 ひたい。 

米國に 居住す る 日本人が 自分 等 さへ 安樂な 生活が 出來れ ば 日本は どうな つても よいと 云 ふの なら 何事を 
捨て \ も 日米 親善を 先に ロに する がよ からう が、 平素 日本から 厚恩を 受けた 大和民族の 氣持 はそんな もの 
ではない。 

第一 世の 功績と 無言の 日米 親善 

歷史 あつて 以来の 一大 國難と 言 はれる 日 支 事變に 際し 自分の 國で ある 日本を ヘルプす る ことが 日米 親善 
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キリスト 敎 以外の ものは 排日の 種子を まくから いけない、 日 支事變 ■に 日本へ 獻 金す るの もい けない、 儲け 
たお 金を 日本へ 送金す るの もい けない、 米國で 儲けた お金は 米國で 使へ、 たと へば 二世の ために 二世 會館 
を 建てる ことに 使へ とい ふやうな ものである。 

他の 人々 の 意見は 日米 親善と いふ ことは 日本人が 米國を 諒解し 米 人が 眞の 日本を 諒解す る ことで ある。 
從 って 互に 掛 引の 交際を 止して、 しら 正味で 交際 するとい ふ 主義の 日米 親善を やらねば 駄目 だとい ふので 
ある。 從 って 日本語を 話す 可な り、 日本食 も 食 ひ 又 米 人に 日本食を 廣め るの も 大いに 可な り。 日本人 街に 
は 日本 文字の 看板が 却ってよ い。 

米國で 儲けた お金を 故鄕へ 送金して 家族の 生活を ヘルプす るのは 寧ろ 當然で ある。 宗敎の 如き も 佛敎可 
なり、 天理 敎大 いに よし、 神道 も 無論 歡迎 すると 言った やうな 日本を 其 ま k うっして 其の 眞の 姿を 米 人に 
知って 賞 ふこと によって 日米 親善に 盡さ うとい ふので ある。 

此 派の 人々 に 云は せる と 日 支 事變が 何も 米國を 相手と した 戰爭 でない の だから 在米 日本人が 自分の 國の 
日本へ 獻金 する のに 何の 遠慮 もな く、 又 そんな ことで 米 人が 日本人を 排斥す る やうな ことは 斷じて あり 得 
ない とい ふので ある。 

第一 段に 於いて 述べた 樣な 主張の 人々 は 第二 世 指導に 於ても 白人の 前に 出たら、 「吾々 の 親は 日本人 だか 
ら 日本を ヘルプす るで あらう が 吾々 は米國 市民 だから 親の する 事に 無關 係で ある 〇 日 支事變 に 於ても 獻金 
は 吾々 の 親が する ので 吾々 第二 世た る米國 市民は 斯かる 運動に 無關 係で ある」 といった 風に 進まぬ といけ 


1 29  - 


モット 分り 易く 言へ ば、 第一 世の 「米 化 運動」 宜しき を 得た ことによ つて 今日の あの 立派な 二世を 作り 
上げた の だ。 借問す、 これ 程 立派な 日米 親善の 國民 外交が 外に あるか。 

私は 二世 週を 通じて 第一 世の 國民 外交の 功績の 偉大 さを つく  と 感じた 。あの 何千の 二世を 育て上げ 
た 第一 世の 多數は 一流の 白人 お金 持 や 有志 家と 一緒に 飯を 食つ たこ ともなく ダンスを し. たこと もない 人々 
であるが 誠心誠意 加州 開拓に 心を 致し 傍ら 粒々 辛苦 これ 等の 第二 世を 養育した 眞 面目な 良き 日本人で あ 
る。 その 第一 世に 關し羅 府警 察 署長は 他人 種と 比較し 遙かに 優秀の レコ ー ドを 持つ 事實 を列擧 して 極力 賞 
讃 したでは ないか。 

これ こそは 正に 第一 世の 優秀な 國民 外交を 語る もので 領事と 雖も その 點に關 し 異論は あるまい 。以上の 
ベた 事實に てらし 吾々 第一 世は 旣に 立派な 國民 外交の 實を擧 げてゐ る。 それに も 拘らず 、「無理を してまで 
獻 金」 する よりも 各自 日米 親善の ため 國民 外交に 心がけよ とは 何事 ぞ！ 

日本を 無視す る 日米 親善？ 

日米 親善には ニッの 方法が あると -# 數 .の 有志 家が 考 へて ゐ る。 その ーッ はなるべく 日本と いふ ものを 引 
合 ひに 出さずに 其 他の 方法で 日米 親善を 促進 せんとす るの がそれ である 。この 派の 人々 に 云は すと 日本語 
を 使用す るの もい けない、 日本 娘が 日本 着物を 着る の もどん な もの か、 日本 飯を たべる の もい けない、 日 
本文 字の 看板 もい けない、 日本 婦人が 農園で 働く の もい けない、 日曜日に 開店す るの もい けない、 宗敎も 
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を 凡ての 土臺 として 國際關 係を 見る 種類の 人達で ある。 

所で世の中のことが金のカばかりで支配出來ないことは此節では誰もが承知し.てゐる。米國ス經營の養 
老院を 見る がょ い。 例へ ば ホンダ 養老院には 多 敷の 日本人 老人が 感謝と 幸福と にみ ちて 樂 しくく らして 居 
られる 。 

郡 立 病院に おける 日本人 同胞の 待遇は どうで あるか、 お金がなくても 出て 行けと いふ やうな こと もな く 
亦 大病人には 專門醫 が 六 人 も 七 人 も 立食って 親子 も 及ばぬ 親切の かぎりを っくして くれる ではない か。 

杖を 一度び 療養 院へひ けば 其處 には 天女の やうな 溫い 看護婦 や ドクトルが 人種を 超越して 懇に 介抱して 
くれる のを 見る であらう。 家庭の 不幸から 其 日々々 の 渡世に 困る 日本人に 對 して 米 國 政府は 每週 いくらか 
の 生活費を 惠んで くれて ゐ る。 

我々 は 外面に 現れた 排日 移民法 や 排日 土地 法 や 排日 歸化 法の みを 見て それが 米國の 凡て だと 誤解して は 
ならない 。と 同時に 日本 品 ボィコット や 公鲁の 場所 例へ ば 白人 目拔 きの 場所に おける 活動 寫眞や 洋食 店が 
日本人を 歡迎せ ぬと いふ ことのみ が 米 人の 凡てでは ない こと も 明白' た。 

私が 先き にの ベた やうな 仁慈の 社會が 米 人間に 存在し 薄倖な 日本人が それ 等の 愛に 抱擁され て ゐる淚 ぐ 
ましい 尊い 姿を も 我々 は 知る ことが 必要で ある 。排日 土地 法が 出来ても 生活を 脅かされる やうな ことは そ 
.れ こそ 絕對に ない とい ふ 事を 我れ<  は旣に 十分 知つ て. ゐ るでは ないか。 

此の デリ ヶ I トな 米國ゃ 米 人と いふ 者を 知る ことにょ っての み 日本人の 一人々々 が 有效な 日米 親善 外交 
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ない と 言つ てゐ る。 

之に 反し 第二 段に 於て 述べた 派に 屬 する 第一 世 日本人は、 第一 世は 米國へ 移住して 以來米 國の爲 に 多大 
の貢獻 をして 居る。 米 國 政府に 反對 する 樣な 行動は 過去に 於て 爪の 垢 程 もない 。犯罪の 比例に 於ても 日本 

人 程 立派な レコ ー ドを 持っ 人種が 外に あるか、 例へ ば 布哇 全人 ロ 三分 ノ I が 日本人で あるに 拘はら ず 人 
種 的爭鬪 もな く、 少數の 米 人 (白人 系) の 支配 下に 誠心誠意 米國 政府を 支持して 行く が こんな 例が 他の 可 
處に あるか、 卽ち 日本人 第一 世の 米國に おける レ n 1 ドは 何處へ 出しても 賞め られ こそ すれ 決して 排斥 さ 
れる 理由は ない。 英語の 分る 第二 世間の 指導者は とぅした 輝かしい 第一 世の 長所 や 美點を 白人 系 米 人の 前 
で 堂々 と 高調して、 自分 達の 先代が 如何に 米國に 忠實で あり 亦貢獻 した かを 誇りと する 態度で 進むべき で 
ある、 と 信じて 居る。 情報部 長 や 領事な どは 第一に 屬 する 人々 で 私は 第二に 屬 する 部類の 旗頭で ある。 

人類愛に 充 ちた 米 人 社會の 一面 

米 人を 知る とい ふことは 米 人 大衆を 理解す ると いふと とで ある。 老人と なって 働き も 出來ず 、從 つて 飯 
が 食えない 日本人 やお 金の ない 大病人の 日本人が 米國 からどん な 風に 親切に 取り扱は れてゐ るかと 言った 
やぅな 實 際の 社會を 知らない 限り 米 人 や 米國を 知る とは 云へ ない。 

金の 光り や 自分の 位置で 交際す る 場合の 米 人 社會と 日本人と いふ 人間 一疋で 交際す る 場合の 米 人とは 自 
ら其 立場を 異にして ゐる 。日本人が 儲けた お金を 日本へ 送金す るから 搦 斥す るの だとい ふ 種類の 米 人は 金 
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儲けた お金を 更に 米國で 投資し 何十 萬 何百 萬 弗の 財産を 作り上げた としても、 其 金を 只の 一文 も 日本へ 送 
金し ないなら それ こそ 日本は 私を 米國へ 移住 さした ことによ つて 得る ところは 爪の 垢 程 もないで はない か 

それを 領事が 我々 在米 同胞へ 勸め るの だから 馬鹿らしくて 開いた ロが ふさがらない と 私が 斷言 する のに 
無理が ある だら うか、 こんなっ まらぬ 移民を 持っ たと したら、 日本の 損失は 實に 莫大 だ。 黄色人種 だな ど 
と 排斥され ながら も 日本が 米國 移民を 送っ てゐた 目的は 一 體何處 にある の だ。 

お 役人よ、 鐵 砲の 丸と 同樣な 日本 移民を 米國へ 送って 日本は 何を 利す るか 私. は それが 聞きたい。 考 へて 
見る がよ い、 われ <移 民が 日本 食料品を 購入 すれば それ だ 廿日 本が 助かる がそれ には 日本 飯を 食 ひ 其 日 
本 食料品を 購入す る だけの お金を 稼ぎ 出して それを 日本へ 送金し なければ 駄目ぢ やない か、 それが 輸出 そ 
の ものの 一面の 姿な の だ。 

輸出を 盛んにせ よと いふ ロの 下から 「この 國で 儲けた お金は 此國で 費消せ よ」 日本は 在米 同胞から 獻金 
して 貰はなくて も 決して 困りは せぬ とい ふ 情報部 長 や 領事の 「訓示」 は ホ コトンでは ないか。 こんな 馬鹿 
馬鹿し い 愚論を 同胞 間の 先輩 有志まで が、 名論 卓 說のや うに 考 へて、 同胞 多數の 前で 米 化 運動の 虎の 卷と 
して 「米國 へ 永住せ よ。 此の 國で 儲けた 金を 日本へ 送金したら いかん」 などと 本氣で 喋っ てるのを 見る と 
私は 大豆の やうな 涙を 流して 「此の 馬鹿野郎！ 日本と 緣切 をして 何になる か、 汝等 の說い てる 方法は 日 
本を 倒す 方法 だが 正に 汝等は 非 國民だ と 心の中で 憤激を 感ずる のに 無理が あるか」 _ 
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此外 に雜 費が 每月五 弗い ると すれば 四十 弗 飛ぶ ではない か、 考 へて 見る がよ い ハ 每月 六十 弗 儲けた とて、 
四十 弗は 米國で 使 ふので はない か、 だから 假りに その 殘 金を 全部 日本へ 送金した としても 儲けた だけを 全 
部 日本へ 送金す る ことに 絕對 にならない。 こんな 事を 米 人に 話して それが 排日の 種になる かと 試みに 尋ね 
て 見る •がよ い。 米 人は 大口を 開いて 笑 ふで あらう。 

此國に 自分の 子供 も 住み、 嫁 も 孫 もゐる やうな 老人 夫婦へ 日本へ 歸れ とす、 めても 歸らぬ と 同樣に 日本 
へ 妻子を 殘し 自分を 待つ 老ひ たる 親が ゐる ものに、 この 國へ 永住せ よと 說いて も 豆腐に カス ガィで ある。 
人情を 無視した ところに 眞理 はない。 だから 日本へ 送金す るな 米國へ 永住せ よと 第三者が 說 くのは 馬鹿の 
骨頂 だとい ふのは これが ためだ。 

日本人 同志の 親善を 怠り 日米 人の 親善は 不可能 

日米 親善を 目的と する 國民 外交と いふ 事は 日本の 利權 はどうな っても 專ら 米國の 利權と 好感と を 得れ 
ば、 それでよ いとい ふ 事では ない。 日米 兩國が 平等に 喜び 且っ 利益す る 事を 計って こそ 眞の 日米 親善 外交 
といへ よう。 併し 不幸に して 代々 の 領事 や 有志 家の 國民 外交は 動もすれば 或る 場合 日本の 利權 無視を 日米 
親善の 虎の 卷と考 へて る 嫌 ひが ありは せぬ か。 

その 結果 日本人が 日本人 同志で 互 ひに 輕蔑 する 傾向を 生む ことは 免れぬ。 例へ ば 領事 や 有志 家が 第二 世 
敎育 とい ふこと を やかましく 云 ふが、 その 第二 世の 或 者が、 果して 日本人と して 恥づ かしくない 精神を 涵 
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歐洲 移民と 寫眞 結婚、 永住を 强ゅる 愚 

在米 同胞が 働いて ためた 金の 一部を 日本へ 送金した からと言って 眞 面目な 来 人が 我れ-^ を 排斥す る や 
うな 事は ない。 又 日本人が 少し ばかり 貯金した のを 幸 ひに 歸國 して 故鄕で 安樂に 餘 生を 送る ことを 排日の 
種な どに する が 如き こと もない。 又 日本人 ばかりでなく 歐洲 移民が 日本人と 同じ ことを やって ゐ る。 

歐洲 移民は 故鄕 への 送金 や 成功 後 故 鄕へ歸 還す る點で は 日本人ょりも ズット 無遠慮で ある。 この 分り切 
った 事實を 領事 や 同胞 有志 家は 知らないの だから 困る。 寫眞 結婚の 如き も 亦 日本人ょりも 歐洲 移民の 方が 
スット 多數だ った 事實を 知って ゐる 在米 日本人は 蓋し 少數で あらう。 

食 ふか 食は ずに 渡世す る 貧乏な 南歐人 仲間で 米 人が いふ やうな 結婚 前の 交際が 出來 るか どうか。 そんな 
ハィカラな ことを いふ 騷ぎで はなく 寫眞 結婚で もなんでも ドン ケア だ 。暮 しに 困らねば 何處 へで も 行く と 
いふの が 貧乏 移民 や 事情 ある ものの 實 際の 境遇な の だ。 

それに も 拘らず 寫眞 結婚は 日本人の みの 惡風と 考 へて、 それが 排日の 種を まくと 誰か C 云 ひ 出せば 猫 も 
杓子 も 成る 程 さう だら うと 日本人 同志が 勝手にき める の だから 困る。 

儲けた お金を 全部 日本へ 送金す る 事に っいて 少し ばかりの ベて 見るなら 早い 話しが、 假 りに 私が 每月六 
十 弗を 儲ける 場合に 其內 から 食っても 行かねば ならず、 又寢る こと もしなければ ならない。 食料 代が 二十 
弗と し、 ルーム 代が 十五 弗と すれば それで 三十 五 弗 か i る。 
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下町の 日本人 町が どんなに 良い 品物を 揃へ どんなに 勉強しても ロビンソン や ブラック スと云 ふ 符牒が な 
い 限り 現在の やうな 氣持で は 第二 世を 顧客と する ことは 困難で あらう。 第一 世の 親が 品物を 買 ふ 時代には 
日本 店が 榮ぇ 、それが 第二 世の 時代と なれば 反對に さびれる とい ふのは 之が 爲で ある。 下町の 日本人 店が 
他の 外國 移民 町に 比較して 劣る どころ でな く、 一際 目立って 立派で ある。 

北メ ー ン 街、 北 プロ ー ドウ H 1 街、 ブルク リン アベ 一一 ユ ー 等々 の 他の 移民 町と 日本人 町との 店を くらべ 
て 見る がよ い、 日本人 程 新式の 設備と 美し さを 持っ 店は 他には ない。 日本 店を 改良せ よと いふ 議論は 實際 
理由な き 「たは ごと」 である。 それよりも 第二 世の 精神を 今少し 眞劍に 民族的に 植變 へねば 駄目な の だ。 其 
のッ ラブ ルの 原因は 第二 世が 身分 不相應 な ハィカラ 且ハ ィト ン氣 分に 溺れて 居る からだと 私は 斷言 する。 

日本人は 日本人と 取引せ よー. 

日本人が 日本人 店での み 買 ひ 物を すれば 白人から 排斥され ると よくき かされた もの だが、 これ も 日本人 
有志 家が 勝手に 發 明した ことで、 實際に はそんな 事は ない。 白人が 日本 店で 品物を 買 ふやうな ことは 極め 
て 稀 だが、 その上に 日本人まで が 日本 店で 品物を 買は ぬ やうに なったら、 どうして 日本人の 店の 經營が 出 
來 るか。 

日本人の 店で 品物を 買 ふ 場合と 雖も 、其の 日本人の 店は 白人の 卸 店から 商品を 仕入れる の だから、 っま 
りは 日本人の 金が 日本人の 店を 經て 白人の 手に おちる こと 位の 經濟關 係を 知らぬ やうな 白人 指導者は 一入 
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養して ゐる かどう か、 「ママ <」 と 言って 色の 黑い 母親へ 附ま とふ 幼い 時代が 過ぎて 娘の 子なら 白粉を っ 
け、 男の子なら 一人前で 何處 へで も 遊びに 行く 年頃と なれば、 自分が 日本人の 子で ありながら 日本人と い 
ふ 事を 避ける やうな 傾向は ないか。 

甚だしい 日本人 家庭になる と、 その 內の 子供達が 他の 日本人 子供と 交際す る 事を さけて 白人との み 交際 
しそれ を 得意と してる やうな のが ある。 こんなのは 日本人を 馬鹿にする 事が、 米 化 運動で あり 亦 日米 親善 
でも あると 考 へて ゐ るので あらう が、 誠に あきれて 物が 言へ ぬ 次第 だ。 以下 述 ぶる 所は 實 際に 每 日の やう 
に 聞く 話で あるから 參考 のために 掲げる が、 東 一 街邊の 日本人 商店で 買物を する ことを 第二 世が さける と 
いふ 事實は 公然の 祕密で ある。 

或 人は プラィスが 白人 店ょりも 高い からだと 云 ふが 私が 調べた 所に ょると 日本人 店の 方が ズット 安い。 
それでも ヮ ザと 白人 店で 買 ふとい ふ氣 風が ある やう だ。 日本人の 母が 自分の 娘に 日本人 店から ドレスを 買 
って 歸 へり、 其の ドレスが 非常に 氣に 入って 娘が 喜んで 着て ゐたが 或 日の 事 他の お 友達の 娘が 其の ドレス 
の レベルに 日本 店の 名前が はいって 居た のを 見て 「此れは 日本人 店で 買った のか、 ミー のは ロビンソンで 
買っ た. の だ」 と ロビンソンを 鼻に かけた ので、 折角 母が 日本 店から 娘の ために 買った ドレスを それき り 其 
後 着な くな ったと 云 ふやうな 例が いくら も あるが 之な どは 日本人 社會の 指導者 達が 日本人を 輕蔑 する から 
其餘 波が 段々 と 第二 世に 及ぼし 日本 物 や 日本と いふ ものを 馬鹿にする 結果と なる の だ。 だから 私の 主張は 
日本人 自身が 今少し 自らに 對 する 尊敬を 持たねば ならぬ と 云 ふの だ。 
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ル や 敎會で 開けば 日本人の 傍聽者 も多數 入場し 自然 ホテル や 飯屋、 雲 店、 その他の 店が 裏 間接に* 

益を 受ける ことと なる から 萬 事 さぅ いふ 風に した^^ ょい  1 
日本人 商人が 惠 まれる— ち 間接に 白人が— 1 る。 日本人の 店に—— は 商取导 
の關 係で 最後には 白人の 手 £ちる。 それ 位の 事は 少し 頭の ある 白人は 容易に 理解して ゐ る。 
だか— 1 fl 少し— ハ。 これに 反し 日本人が 日本人の 所で 會富 開かぬ 言 

な 場合には 白人は 却つ て それを 不思議に 思 ひ變な 事を すると 考 へる。」 

と、 ザッ V、 ハランに そ s 所見を 私— つた。 此の 見 かたは 單に 此の e 人 一人が 持つ 感想で なく、' 普く 一 
般 白人— ものの 氣 持を 表示した 意見で も—。 これから 考 へても 日本人が 日本人 店 罗 物を 買 ひ 日本 
人 ホテルに 泊り、 日本 靈でミ 1 ルを 1 が 決して 排斥の 種— ことが 容易に 判る ではない か。 

此 點に關 する 第一 世 並に 第二 世の 認識を 將來 是正す る 必要が あると 私は 信ずる。 

汽車 旅行に 三日 分の 握り飯 

Is 目 1|_1 111 曼— ょ— i てゐ る— 

紹介す るに—。 他の 言葉で 言へ ば こちらが 氣 兼ねして ゐる ことを 注々 にして 馨— へた こと すらない 
とい ふやぅな 實際に 就て お話した 次第 だ。 

米 化 運動 や 日識霊 S 益— 服曼ィ hy な t する こ ♦はを 晉棄 四十 年の 長 
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も 居らない。 

伊太利 人 や フランス 人、 ドイツ人、 その他 メキシコ 人が 各々 自國人 經營の 店から 品物を 買 ふのは 米國 到' 
ると ころで 見られる 現象 だ。 それを 日本人の みが 日本人の 店から 品物を 買 ふと 思 ふのは 大なる 見 當違ひ で 
ある。 

此 事に 關 して 私は 最近の 二世 週 及び 全米 第二 世 大會を 中心に 白人 有力者と 意見の 交換を した。 或 知名の 
白人が 第二 世の ハキ-^ した 點を 深く 賞讀 して ゐたが その 際に 此の 白人が いふには 日本人 第二 世が 大會や 
その他 委員 鲁を 全部 白人 經營の ホテルで 開催し デナ •パ ーテー や、 舞踊な ども 悉く 白人 經營の ホテルで 開 
催した が あれは どうい ふわけ か。 

日本人 經營の ホテル や 洋食 店 その他 委員 會開懼 に 恰好な 敎會を 彼等は 何故に 好まぬ のか？ 私は 成る 程 
これは 面. 白い 質問 だと 考 へたが、 取敢 へず それに 對し 私は、 

「白人から 誤解を 受けぬ やうに、 なるべく 白人 社會へ お金を おとし、 且 白人と 少しで も 多く 往來が 出來 

る 方法を 選んだ ところに 日本人 二世と しての 苦心が あるの だ」 

と說明 してき かすと、 其 白人が 深く 日本人の さう した 氣苦勞 に 對し 同情を 表し、 それと 同時に 寧ろ 驚いた 
と 言つ た 態度で、 

r 斯かる 心配は 無用で ある。 日本人が 日本人 社會へ 金を おとし、 日本人 社會 をうる ほ. す ことは 當然の 

ことで ある。 それを かれこれい ふやうな 判らぬ 白人は 一人 もゐ ない。 第二 世が 委員 會を 日本人 街の ホ テ 
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ii— 養^^^ 

r と r— 人—— し ii!  . 

私は 1111 1。 

UUP— れ ulifii 

hr ぐ rr—lf  ル rh。 I 日 t— し 決— る 
斥 此す: 

やぅな の も ある。  If  f クリス チャン や佛敎 信者で も、 色の i い 一見 4 _ 
之は 一面 無理から ぬ ことで ある。 いく 欠 ニで 11 の— 別と して 雪 
なら しい 了 I 力 人と 同じ テ—  5 でもて と 言つ た や1、と1 のは 十人力 
で—— 出して そんな 人間の 顏— 

十 r 利 rh れ rur 人 ^權る;ホ テ— へ 行— 
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きに 互る が 白人から 嫌がられて 排斥され たことは I 度 もなかつ た。 

私が 握り飯を f 味 1 ひ、— •攀油 I を 打 111 ん でた ベる ことは 有名 
で—。 洋服は 十五 弗 以下 Q ものを 着用し カラを かけた こ— ない とい ふても ょい。 

其 私 力 何千 人 何百 人 Q 白人に 招かれて j 緖に洋 食を 食つ たり 英語の 演說 を數へ 切れぬ 擊 つて ゐ る。 ズ 
ット 前— は (今の— に— ない 時代) f 每晚の 言に 白人の 所へ 出入りし、 11 
ではない％、 十五 弗 以下の 洋服で 今日まで 立派に 其 職責を はたして 來 て—。 

fT こしい 洋 1 出 1 ロは 「こ れ—ぅ して 食 ふの か」 と 短刀 直 入 空— の 白人— さんへ 尋 
ねる。 時には 其 白人 も—  —。 そんな 折は 「ロの 中へ 放り t ば い ぅ」 と 笑 ひ— 
ベる が、 そんな ことが チッ トモ 恥には ならない。 

私が ヮシントンへ 行く 時は 握り飯の お雪— 日 f 仕度して 汽車へ 乘る のが 露つ た。 1 
其 辨當を さげ S で 「I 馨く ひた い が、 文句は，^ か」 矣 S 產人に 許可を 求める と 「オラに も 
t 食は して 見い、 珍ら しい じ やない か」 と 云つ た 風 だから、 排斥 どころ か 大歡迎 で—。 

米 人 f いふ. J— 此の デリす トな 人情— 夕 f す t—。 洗濯し 李 ング物 や I なシャ 
ッを着 同じ 日本語— すに も 他の 人々 のさ またげに ならぬ やぅに 低い 聲で 話し、 日本 雲— ベる にし 
て も 出し や ばら_讓の 震？ れ— 蒙られ— 決」 て— され— H い。 I 
が 日本 ff いふ ことを 凡ての 雪 £ いて、 いつも 幽£ いて ゐ る。  . 
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法は こ e より 外には ない。 他 Q 日本人 ハィトン メンが 排斥せられ た あとで バン ヵラの 私が 養對に 歡迎さ 
れ る祕訣 とい ふのは 卽ち これな の だ。 

日本 飯 や 味噌汁 外交 

以上 述べた ところに より 國民 外交に よる 日米 親善に も？ の 方法が ある ことが 判る。 私の 話は 机上の 空 
論で なく、 四十 年間 S 分 S 驗 し義實 物語 だから 情報部 長や馨 のボ丨 した 日米 親善 論よりも 論據が 
あると 自惚れて ゐる 次第 だ。 

第二 世 やお 役人 や 有志 家 Q 日米 親善は 不幸に して ハリゥッド 映畫界 やお 金 持 や 大實業 家 や 政治家 や米國 
官吏を 背景と した 親善に 限られて ゐるや 美。 ところが 集 人 同胞に して か 4S の 米 人と 日米 馨國 
民 外交を やり 得る ものが 幾人 ゐるで あらう か。 先づ千 人に 一人 位で ある。 

斯かる ハィトンな 連中と 飯で も 食つ て ゐ たら 千 人の 內九百 九十 九 人まで が 悉く ブロ ーク し、 破産で もし 
て、 それ こそ 米 人債權 者へ 迷惑を かける ことになる 。私が 平素 遺憾に 思 ふことは 日本人の 多くが 米 化と い 
ふこと を 一流の 米 人の 眞似 をす る ことの やうに 誤解し てること である。 

例へ ば映畫 界 Q 女優と 交際す るには 頭の 髮を 縮ら かして、 シガレットを？ ヮ^^ 吹かさねば 肩身が せま 
くビ丄 も 飲み 正宗 も かたむけ、 半分 裸 體のド レスを 着ない とモダ J ノ でない 氣 がする。 さう いふ やうな 
ニ武が出來たら、それこそ大變なことである。 
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らし、 白人 お 客を 押の けて ツカ <食 堂の 眞 中へ 座り込んでも 差 支は ない 箸 だ。 實に其 通りで ある。 が 主 
人と しては 實際 困る ので ある。 白人の お 客が さう した 態度を 嫌 ふから そんな 乙 とが 度重なる と 白人 お 客 か 
ら 抗議が 出る。 

それを 其 儘 放ったらかしたら 大切な 白人 お 客が 逃げて しま ふので 言 ひにくい 事 だが、 背に 腹は 變 へられ 
ぬから 最後には コツ ソリと 紳士を 食堂の 片隅の テー ブルへ 案內 する ことになる。 かうな ると 日本人 お 客が 
馬鹿にするな と 怒り 出す。 實に 困っ た 事件で ある。 こんな 例は よく ある こと だ* 

日本人は いくら 大學を 卒業し、 又 どんな お金 持の 旦那 樣でも 白人とは ルクスが 違 ふ 所の 日本人で ある。 そ 
して 此の 土地は 白人の 住む アメリカで も ある。 この 事實を 無視す る ことは いかなる場合でも 不可能 だ。 で 
私は 身分 不相應 な ホテル や 食堂へは いる 場合は 遠慮した 態度で 最初 「自分は 日本人 だが、 お前のと ころで 
は 日本人 お 客を 取って くれる か」 と 恐る-^ 尋ねる ので ある。 

さう した 場合 白人は トテモ 丁寧に r どうぞ 遠慮なく サア おはいり 下さい」 とい ふ 調子で ある。 食堂には 
いる 場合で も、 なるべく 自分 だけは 後へ^^と 控え目に する こと だ。 

のみならずい よ^^ 自分の 番が來 た 場合に 「私は あの 隅の テー ブルで よいから」 と此處 にも 遠慮 勝ちな 
美 點を發 揮 すれば、 あべこべに 他の 白人 お 客 達 や 食堂の 支配人が 、「 こちらへ <」 と 始めて ロを きく やう 
な 場合で も 思 ひやり を 見せて くれる。 

此 態度で 私は 今まで 白人を 悉く 征服して 來 た。 權 利を 强請 せず して 却って T より 以上の 權 利」 を 獲る 方 


移民 仲間で 最 優秀な 日本人 

日本人は 由 八の 中に あっても 何處 まで も 米 化せぬ から 排斥せられ ると 領事 や 日本人 有志 家が 日本人の 不 
.'ノで 吹聽 する が、 この 吹 聽も亦 全然 根據 なき ことで ある。 例へ ば 白人は 話を する 時で も 大きな 聲は 出さ 
. .. -•^ 間 九 時 以後は レ デ オの聲 を ひく  i して 隣家へ 妨げに ならぬ やうに 注意を する。 

. E Et H には 必ず 敎會へ 行く が、 日本人は その 反對だ から 困る とい ふこと を 日本人 有志 家が 日本人に 說敎 
彡る .1 すくなく たぃ。 その 有志 家が 實は 平素 日本人 住宅 區域內 へば かり 住ま ひ、 白人とは 沒 交渉で ある 
め デ 力ら 白人の 事情が 判る， 9 けがない やうな 人物 だから 驚く。 

ょしんば. 白人 社會に 住んで ゐるに しても、 例へ ば 領事 官邸の 如く 「グルリ」 が 百 萬 長者の 住居で ある や 
うな 場合は 家の 周 圍もキ チンと 片づ き、 レ デ オに しても 二三 百 弗 もす る やうな のを 据えつ けて ゐ るの だか 
ら ' 音の 高低 も，. 由 自在 だ。 そんな 白人を 標準に 日本人の 住居は どうも 「亂雜 で キタ ナィ」 と 言 はれた の 
では 立っ瀬が ない。 

日本人 百姓の 生活を 比較し 又 タゥンの 日本人 住宅を 批評す るには 同じ 程度の 暮 しを する 白人 住宅と を 比 
狡) こ社評することだ。ー般日本人と同等程度の白人の生活ぶりに不案內なものが上流白人の生活ぶりを 
見て それに 比較して 遙かに 見劣り. のす る 日本人の 生活を 惡罵 する のは 寧ろ 「する 方」 が 間違って ゐ る。 私 
は 墨 國人や .。タリ ー 人 或は ロシア 人 その他 アル メー 一ア 人、 スエ ー デン 人 等々 の 移民 諸君の 眞中に はいり 込 
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.さう でなくても 二世の 或 者は 身分 不相 應な眞 似が したくて やり切れぬ 惡いハ ビットを 持って ゐ る。 其處 
へ 一般の 模範と ならねば ならぬ 位置に ある ものが、 二世の 虛榮心 をソ 、る やうな ことを したら トテモ たま 
らぬ 。ロに 日米 親善と か 米 化 運動と か眞 面目な ことを 言っても 實際の 行 ひが それと 反對で は 困る。 

若い 女 や 二世 子供が 映畫 女優の やうな ハイトンな 眞 似を すれば 第一 世た る 親は 誠に 血の 涙で ある。 これ 
を 一般 米 人社會 から 見ても、 不眞 面目で 生 意氣な 日本人を 見れば 自然と 反感を 持ち 惹い ては 日本人 全體を 
嫌 ふこと になる。 換言すれば 排斥の 種を まく ことで ある。 これは 決して 國民 外交の 日米 親善では ない。 

日本人が 一世 二世の 別な く 日本 飯が 嫌いだの 味噌汁は すかぬ とい ふやうな ことで どうす るか。 握り飯 
や、 味噌汁 や、 お 豆腐を 食 ふのと 其反對 に、 小麥の 粉を コネ 上げて 燒いた 「パン」 へ バタ ー をっ けて 食 ふ 
のと、 どちらが 甘い か、 そんな ことは 別に 說明 する 必要は ない。 

今頃 大きくな った 第二 世は 幼少の 時分には 一人 殘らず ライス やお 豆腐 や 味 f 日 汁で 育って ゐるで はない 
か、 その 第二 世が 物心が っいた 頃から 「パン」 の 方が 好きに なって 稻荷壽 司 や ゥド ンや 「乾し イヮシ」 の 
燒い たのが 嫌いになる のには 何 か 理由が ある 箸 だ。 

其 病氣を ょんで 私は ハイトン 病と 命名す る。 私は 此の 病氣 にか i らぬや うに 平素 第二 世 達へ 自ら 其の 攝 
生 法を 示め す 事に 努めて ゐ る、 ポロ < になった 自動車 や 粗衣粗食に 甘ん ずる ことを 自慢に して 普く 廣吿 
する 私の 眞意が 兹に ある ことを どうぞ 知つ ていた ^ きたい。 
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在米 四十 年間の 此の 老人が 實際 から 割出した ものな の だ。 

同國 人の 店へ 行けと 米 人 店主が 忠吿 

情報部 長 や 領事の やぅな 殿樣 ぐらし をす る ものには トテモ わからぬ 方面の 米 人なる もの i 氣 質を 次に の 
ベて ^ やぅ。 

「米 化 運動 や、 日米 親善の ために 日本は なるべく 白人の 店で 品物を 買へ、 さもないと 日本人は 日本人の 
店で 取引す るから 駄目 だと 排斥され る」- 

と ハィトンな 日本人 有志 家の ロから 耳に たこが 出來る 程き かされる 事實 は旣 にの ベた 通り だが、 或 日の 事 
であった。 或 白人 店の 主人と 私が 心 やすかった ので、 その 人の 店に 行って 話して ゐ ると 其處へ ロシア 人が 
やって 來 た。 餘り 英語が わからぬ ので 店員が 閉口した 氣味 だった。 この ロシア 人は 七 八 人の 連中だった が、 
この 店の 主人が これ 等の ロシア 人へ 丁寧に 

r 此所 から 半 マィル も 行けば、 お前 達の 國の 者が 店を 經營 してる から あそ 處へ 行って お 買 ひなさい。 大 
變 親切な 人 だから」 

と 言 ひき かして 自分の 得意客を ヮ ザ< 口 シア 人の 店へ 送る ではない か、 この 米 人 店主が 私に いふには 
「自分 達は 決して ロシア 人を 排斥し ない。 あの人 種は おとなしくて 非常にょ いが、 併し ロシア 人の 店が 
あるから 双方. の 便利の ために も ロシア 人は ロシア 人の 店で 買 ふの が 當然と 思 ふ。 店が 多 it な 時間に 言葉 
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んで 住んだ 經驗を 持って ゐ る。 

彼等は 多數の 日本人 同樣に 洋食 店經營 者であった り、 庭園 業者であった り、 又 或 者は ッ ラック 使 ひで あ 
る' V ク？ 人は 日曜日には 友人 や 親類を 集めて 樂 し„ さう にお 酒を 飲み、 アル n 上が まは ると メ丨 トル 
を あげて 大聲で 歌を 歌 ひ 出す。 

近所 _り| に 決して 震は せぬ。 暑い 時には シャッ まで 脫ぎ すて 冬ンダ 物了ソ の 姿で 平 氣で戶 外、 
ノコく 出て 來る 。メキ シ n 人に— と 午前 ニ 時 三時に レ デ才を かけて 安眠を 8 して 氣 の 毒と— んと 
.も 思は ぬ檨 子で ある。 p シア 人は どうかと いふに 男は 泥棒の やうな ロ ヒゲを 生やして お湯には ーヶ 月に 一 
变 p 入らぬ 位の キタ ナサで ある。 

食物は f かとい 含— シコ 人は 蠢 人の みが 食べ— ラィ S や トリ テアを 雲と し、 ィタ？ 人 
.も fQI—  n 口 TI5 し f I ベる。 彼 S 多く 荜嘗 111 し、 薩は 

解 目 解らぬ とい ふても よい。 

ア人に 至っ ては 動物で も 食は ぬ やうな 雲を して ゐる 。それに 比較す ると、 日本人の 生活は 雲泥の 
11 。每晚 塞に i り、 御馳走を たべ、 家の 掃除 も キ チンと 祟て ゐ i に 立派な 生活 だ。 かけね 
•.  '> 所 他 Q 移民に 比較して 日本人は 正に？ 等で ある。 私に 一 夏せ ると 日本人は 同化せ ぬと か、 震が 

チン こか. いふのは ウソの 皮で ある 0 

.外交 力ら 言へは 他の 移民に 比して 日本人は 「殿證 度」 なること を 私は 信ずる。 そして 此の 觀察ま 
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うどんや 壽 司の 嫌 ひな 二世は 駄目  - 

今迄の 日米 親善 や 或は 米國に 關す る國民 外交に おいて 領事 や 有志 家の 踏んだ 途は 私に 言は すと テンで な 
って 居ない。 私の 經驗 から 言へ ば此 人達は 「米 國も 知らず 米 人 も 知らず 無論 米 人の 氣 質を も 知らぬ」 事夥 
しいと 言 ひたい。 米 國や米 人を 知らず して どうして 國民 外交が 出來 るか、 私が 米 人を 研究した 結論から 言 
へば 一部 日本人の 日米 親善の 虎の 卷と 目せられ る 或 程度 迄 日本 國や 日本人を 無視す る 事が 間接に 日米 親善 
の 一つで あるょう に 考える のは 大なる 考違ひ である。 

二世 問題に しても 日本食を 食 ふょりも 洋食を 食へ、 日本語を 話したら ィカ ン 、英語 ばかり 話せ、 日本 \ 

の巢を作って住むのは宜しくない、ダンスや、集會をする場合は白人の所でしろ等々の事が、ニ世問題の 

解決であるなら 日本人と しての 第 I 世が 第二 世に 將來 何を 期待し 得る か、 それ こそ 第一 世の 立場から 言へ 

ば そんな 二世なら、 日く 絕對に 吾々 第 I 世の 役には 立たぬ ので ある。 

これを 要するに 日本 精神から 放れる 事に 專ら 意を 注いで 育てた 第二 世が 日本 品 や 日本 店 や 日本人 社會を 

愚弄す るのに 別に 不思議の ない 事は 今更 云 ふだけ 野暮 だが、 蓋し 日本が 海外へ 移民を 送った のは そんな 譯 

も 分らぬ 事ではなかった と 私は 信ずる。 第一 世沒後 第二 世が 日本 氣 分を 多少で も 受けっ いで、 米 國をも 利 

し 同時に 日本を も 利す る 何 かの 仕事を して くれて こそ 日本が 移民を 米國に 送った 意義が 存在す るので は 
ないか 0 
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の 通ぜぬ 風變 りの 外國 人が 來 ると 他の お 客に 滿 足を 與へる ことが 出來ぬ やうな 不便な 場合. が ある。 

メキシコ 人は メキシコ 人の 店、 日本人は 日本人の 店に 行って 買へ ば 言葉 もよ く 判る し、 何 かにっ き 便 
利で ある。 又 世の中 ぼ さう いふ 風に 渡世せ ぬと、 やって 行けぬ ではない か」 

とい ふので ある。 

以上は 一例に 過ぎぬ が 日本人が 日本人の 店で 取引せ ずして ヮザと 白人の 店で 取引す る ことが 必ずしも 日 
米 親善に ならぬ。 これが 好例 だ。 のみならず 甚だ 不愉快な ことでは あるが、 或 白人に よると、 

「日本人が 白人の 店へ 來て 買はなくて も 同じ 品物が 日本人の 店に も あるの だから 日本人の 店に 行けば よ 
いのに 言葉 も ロクに 判らずに 多數 白人 顧客の 中へは い ッて來 て 貰って は 困る」 

とい ふやうな 例が 多々 ある こんな 例は これを 揭 ぐれば 山程 ある。 

領事 や 情報部 長の 日米 親善 や國民 外交とは 何を 指して いふの か、 考 へて 見る がよ い。 米國 人に 無關 係な 
日 支 事變に 在米 同胞が 日本 陸海 軍恤兵 部へ 獻金 するとと が 排斥の 種と なるやうな ことは 斷然 ない。 それ か 
ら 日本人の クセに 日本人 店を 馬鹿にしたり 日本 品を 輕視 したり 日本 飯を 嫌 だと 言つ たからと て そんな こと 
では 白人が 日本人を 殊更に 可愛がる が 如き ことは ネバ 丨<だ。 

日本人の 獻金が 日本 品 輸出の 妨害に なったり 圓爲替 下落に なったり する やうな 馬鹿な こと も 決して あり 
はしない の だ。 
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エ會議 所の 會員 、日米貿易 委員 等々 とい ふやうな ド H ライ 名前を 頂戴して 夢中に なったり、 白人 商業 會議 
所の お歷々 や 領事と 每週 飯を 食 ふのを 此上 もない 光 榮と考 へ、 それが 實業 家の 歩む 道で あると 喜び かへ る 

やうな 連中が 我が 同胞 社會 には 不幸に して 多數ゐ る。 

此 連中を 私が 今まで 場合によっ ては 糞味噌に やッっ けた。 その 理由は 必ずしも これ 等自稱 知識階級に 恥 
を か X すため ではなく、 これ 等の 連中の 抱く 思想が 第二 世に 傳染 すれば それ こそ 大變だ と 信じた からだ。 
日本人の 百姓 やガ ー デナ やその 他 筋肉 勞働 によって 眞 面目に お金を 儲ける ものを 馬鹿にし、 と 同時に ハイ 
力 ラを かけ 折目の ついた 洋服 や ピヵ^^ 光る 靴を はいて お膳っ きの 飯を 食は ねば 人間では ないやう に 心 
得、 日本人が 排斥され るのは 其の 多數が 勞働 者の やうな 生活を する からだと 飛んでも ない 「日米 親善 國民 
外交 論」 を 辯 じ 立てた のが 此の 連中だった。 

然か るに だ、 この 連中の お得 意 樣は然 らば どんな クラスの 人間 かとい ふに 「白人が 買 ひ 物」 に 來る やう 
な ことは 天が 地に 引っくり返っても ない。 日本人の 中で も 此の 連中の クラスに 屬 する もの や 彼等の ミセス 
や 娘やボ ー イ達は 

「日本人の 店で 買 ふよりは ハイトンな 白人の 店で 買っ た 方が 品物が ハイクラス だから 其方が よい」 

と 日本人の 店を 馬鹿にして 白人と 取引を する 連中 ばかりで ある。 これに 反し これ 等自稱 知識階級の 日本 店 
の 最上の お得 意樣 が實は 彼等が 平素 輕蔑 する 百姓， やガー デナ や 勞働者 だから 實にホ コトンで あ-る。 

私は 此點を ズット 前から 憂慮して ゐた から 東 一 街邊の 商店主 人に 「ハイトンな 眞似 をす る ことは 止せ」 


領事 や 日本から 來た 視察 者 等が いかにも 物知りら しく 米國で 生れた 二世に 飽ぐま セ 米國 人と しての 生活 
に 努め、 決して 日本 趣味を 學んで はいけ ない、 日本食な どは スッ ヵリ 止せ、 其 所 迄 行かねば 眞の米 化では 
ない などと 日本を 捨てる 方法を 自慢で 說 くのを きくと 私は 「何を 寢 言を 言って やが るんだ」 と 憤慨し ない 
では 居られぬ。 此節は 白人で さえす き 燒を食 ひに 來るで はない か。 

ゥド ンや 、天 ブラ やお 壽司 などを も おいしい おいしい と 言つ て 金を 出して わざわざ 日本 町へ 食 ひに 來る 
のに それに 何ぞや 第二 世が ゥ ドン やお 壽 司を 頂く 事を 恥の やうに 思 ふとは 實に 情ない 事 だ、 只今の やうに 
父母の 祖國が 非常時に 直面して る 場合は 日本 品の 輸出を 援助す る 意味に 於ても なるべく 日本 食料品 や 日本 
國產 品を 買 ふやう にす るの が 人間の 踏むべき 道では ないだら うか。 

人情 や 仁義を 解す る米國 人の 多數は 賞め こ. そ すれ 決して それが 爲に 日本人を 排斥す る やうな 事は ない。 

日本人 店の お得 意は 蠻 ヵラの 日本人 

私が 此 數年來 加州 每日 新聞を 引っ さげて 間斷 なく 認識 是正に 努力した ため 此節で は 大分 日本人 社會が 私 
に 云は せる と朗 かにな ったが、 一時は 知識階級 ぶる 人間が 黨 派を 作って 一般 在留民を 馬鹿にす ると 言った 
やうな惡い傾向がぁった。 

別に 學問が ぁるで もな く 又 一段 秀でた 見識が ぁるで もな く 只 少し ばかり 小金を ためた とか、 或は 自分の 
商 賣を會 社 組織に して その 社長 又は 專務 理事に なった とか、 又 或 者は 店を 持った とかい ふやうな ことで 商 
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自ら 實 行して 範を 他に 示め すべし。 正に それな の だ。 

統後國 民を 侮 ® する 成金 黨 

日 支 事 變勃發 に 際し 日本人と して 海外 在住者 もこの 際 鏡 後の 赤誠を 勵まね ばなら ぬと 私が 同胞の す M む 
途を說 いた 時に 領事 や自稱 知識階級は それに 對 してい かなる 態度を 採りい かなる 言辭を 弄した か、 彼等は 
我 社の 態度へ 悉く 反對 したでは ないか。 

日本の 聖戰を 支持 するとい ふょりは 寧ろなる ベく そんな ことに 觸れぬ 態度に 出た のが 彼等では なかつ た 
か。 これが ために 二世 知識階級 者が それを 眞 似て 「慰問袋 や獻 金は」 日本から 渡米した 老ボレ 第一 世の や 
る 事で、 われ^^ 第二 世の 米國 市民には か \ る 運動に 參加 する もの 一人 もな しと 英字新聞へ 公然と 聲 明し 
たが、 私は あの 時淚が 出た。 

其聲 明を 領事 達は 「流石は 第二 世は 偉い、 これで 米 人の 誤解が 一掃され た」 と 蔭で 喜んだ の だから 呆れ 
る。 その後 則 っ V き 陸海 軍への 獻金や 飛行機 獻納 基金に 對 する 領事 や 知識階級の 態度は どぅであった か。 

か、 る 事を 公然と やつて は 米 人に 對し惡 感を與 へる から 寧ろ やらぬ 方が 賢明と いふ 立場で、 今日まで 皮 
等は 遂に 在米 同胞の 銳 後の 運動に 誠意 ある 支持を 與 へなかった ではない か、 その後 パ ナィ 號 事件 起る や 知 
識 階級 や 彼等を 代表す る 邦字新聞は これを なんと 批評した か。 

「か X る 事を して 貰つ ては 在米 同胞は 實に 苦境に 陷 る」 とまで 苦情を 言 ひ 出した ではない か、 其 時 こ 極力 
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と警 吿を與 へた。 ハイトンな 眞 似を する 日本人に 限っ て 日本人の 店と 取引き をせ ぬ 事實を 知って ゐる 私と 
しては 商店の 主人 自身が ッ マリモ セシ 事に ハイトンな 眞 似を すれば 多數の 日本人 第二 世が それを 眞 似て 其 
結果 東 一 街邊の 日本人 店で 買 ひ 物を せぬ やうになる が、 それでは 自分が まいた 種で 自分自身が 閉口す る 結 
果 となる ことを 恐れた からだ。  . 

此の 私の 先見の明を 今日 まさか 打消す わけには 行くまい。 私が 握り飯を 食 ひ 味噌汁を す \ り 油揚や お 豆 
腐 おはぎ 餅に 雜 煮で 腹を ふとら かし オバ シャッを 着て 飽くまで 日本人 茲に ありと いふ 主義で やり 通. すに あ 
たり 彼等は 「加 每は 田舎 新聞で 百姓の 新聞 だ」 と 冷評して 直接 間接 ボ ー イ コットの 意味で 加每 へなら 新聞 
や 放送の 廣吿 はす \んで は 出さぬ。 出す にしても 言 ひわけ 的に 出す 事實を 社會は 悉く 認めて ゐ る。 

所が 現在の 日本人 社會は 一體ど うで あるか、 日本人 街へ 品物を 買 ひに 來る ものの 多數や 日本 食料品の 最 
上の お 客は 加每黨 と稱せ られる カラを かけぬ 百姓 やガ ー デナ や 汗水な がして 眞 面目に 働く 日本 精神の 持主 
ではない か。  * 

彼等が 田舍 新聞と して 反感を 持っ 加每 社長の 藤 井 整が 此等 インテリ 黨の 反加每 工作に おかま ひなく どう 
ぞ 日本 食料品 や 日本 國產 品を 此際 日本人 店から 買って くれと 男らしく 日本人 同胞へ ょびかけ 彼等の 提燈を 
持っ 態度に 對し 文句が あるか。 

ボ 口 < の 洋服に 穴の あいた アン ダ 物を っけ、 綿の 出た シーツ の 自動車を ドライブして 一一 ギリ. 飯に 大根 
漬けで 何處 へで も 行く 此の 老人の 意氣が 奈邊に あるかを 靜かに 考 へて 見て くれ、 百聞は 一見に しかず！ 
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立場とは 私に 云は すと 雲泥の差で ある。 併し それ ^ は 上御一人に 對 してす まぬ と 思 ふ。 

獻金や 慰問品と 此れに 對 する 米 人の 態度 

私が 旣 にくり かへ し <云 ったこと だが、 日 支事變 において 米國 にゐる 日本人が 自分の 國へ獻 金す る そ 
，れ 自身が 爪の 垢 程 も 排日の 種子と ならない。 米 國內に 住む 外國 人が たと へ 自分の 國の ためとは 言へ 戰爭に 
必要な 獻金 をす る 場合 か \ る外國 人は 排斥 するとい ふの なら 此 議論は 日本人 ばかりでなく 支那 人へ も 通用 
すべき 箸 だ。 

無論 獨 逸人へ も亦ィ タリ ー 人へ も H チ オビア 人へ も 通用せ なければ ならない。 試みに 支那 人の 場合を 考 
へて 見る がょ い。 米國に 住む 支那 人 仲間の 蔣介石 援助の 獻金 運動の 有樣 はどぅで あるか、 トテモ 日本人な 
どに 眞似が 出來ぬ 程の 大仕か けでは ないか。 

特に 驚く のは 支那 人は 排斥 法の 餘 波を 受けて 米國 在住者に して 市民で ない のは 現在では 殆ど 居らぬ と 言 
っても ょい。 チャィナ クゥ ンにゐ る 支那 人の 九 割まで が米國 生れの 米國 市民な の だ。 その 米國 市民の 支 
那人が 到る ところで 獻金 運動に 大童と なって ゐ るの だから 驚かずに は 居られぬ。 

米國に 對 する 氣がね もへ チマ も あった ものでは ない 程 彼等は 一面に おいて 無鐵 砲で ある。 のみならず 米 
人の 彼等に 對 する 熊 度は どぅで あるか、 非 米國主 萎と して 支那 人を _斥 す るかと いふに _斥 する 所 力 一 
锗に なって ヘルプし てるの だから 實に 面自い 國民だ 。 


我帝國 海軍を 辯 護し パ ナィ 號事 件は あの 場合 萬 やむ を 得ぬ と 正論を 吐いた のは 獨り我 社の みであった 事を 
何人も 記憶す るで あらう。 

「獻 金を 獎勵し 過ぎる ので 近頃は 日本人 街が 不景氣 になった」 と 不景氣 の 原因を 獻金に 擦りっ けた 日本人 
商人 連もゐ たと 傳 へられる が、 何ぞ 知らん 不景氣 は 日本人 間 ばかりでなく 白人 社會は 日本人 社會 ょりも 數 
等 深刻だった の だから 其 不明 又 笑 ふに 堪えたり だ。 

r 獻金 する ょりも 米國で 儲けた お金は 二世の ために 使用す る 方が 有意義で ある。 日本 政府 も 寧ろ それを 喜 
ぶ」 と 領事が 言 ひ 出した 背後に ガリ < 亡者の 知識階級が ゐた ことを 忘れて はならない。 彼等の オダ テに 
乘 って 馬鹿げた 聲明 をした 領事に 對し 私が 立腹す るのに 無理が ある だら うか。 

夏は 百 四十 度の 暑氣を 冒し、 冬は 零下 二十 度の 寒 氣と戰 ひ 食 ふ 物 も 食は ず 故鄕に 家族を 殘し 、あらゆる 
辛苦を 嘗める 忠勇な 皇軍 將兵が あれ だけの 犧 牲を拂 って くれて ゐる のに 自分 達の 金儲けが すくなくな ると 
の 理由で 公然と 在米 同胞の 獻金 運動を 侮辱す るが 如き 聲明 をす るとは 何事 ぞ。 

更に 私が 領事に 忠吿 したい ことは 「日本の 國を思 ひ、 す \んで 獻金 する ものは」 領事が 平素 賴みに する 
自稱 知識階級 者で なく、 その 反對に 無名の 土で ある こと だ。 眞に 日本 國 家を 思 ひ 皇軍の 忠誠に 感奮して 銃 
後の 守りを 心が くる ものを 輕視 し、 その 反對に 日本人と も外國 人と も 判らぬ やうな 思想の 持主の 言を 丸吞 
み 込みに しで 同胞の す \ む途を 誤らし むる 領事は いかにして 其 罪を 償 はんとす るか。 

數千 弗の 自動車に 乘りゴ ルフに ゥッヽ をぬ かして ゐる ものの 立場と 生命を 捧げて 聖戰 に從 事す る ものの 


因は 日本軍が 餘り强 過ぎる からで ある。 私が 米 人を 研究せ ょと いふのは これが ためだ。 

眼 糞、 鼻糞 主義の 米 人氣質 

小さい 者 や 弱い ものなら 理窟の 善し 惡しに 拘 はらず 無闇に ヒ イキして 見たい のが 米人氣 質で ある。 エチ 
オビア 問題の 際 も 米 人が H チ オビアの 肩を持つ て 同じ 白人種の イ タリ ーをコキオロしたのも此の任俠が其 
の 原因で ある。 印度と 英國 などの ゴ タ< においても 米國 新聞は 百 中 九十まで が 印度人の 肩を持つ とい ふ 
始末で ある。 

米國 人の 多數が ユダヤ 人を 個人的には 決して 歡迎 して ゐない にも拘らず 「小數 民族と して 殆ど 無力の ユ 
ダヤ 人を」 ドイツ人が 迫害す ると いふ 見地から ドイツ や ヒ トラ ー を 糞味噌の やうに やつつ けて ゐ る。 

今囘の ズデー テン 事件な どは 本來 から 言へ ば 平素 米國 主張の 主 _卽 ち 民族自決 主義の 實行だ から 大いに 
歡迎 すべき 箸な のに、 片一方が 强い ドイツで 其 相手が ドイツに 對し 大刀 打ちの 出來ぬ チ ヱツ コ國だ から 平 
素の 「民族自決 主義」 まで も投 捨て X 火の やうに なって ドイツへ 喰って か i って ゐる ばかり か、 仲裁 役の 
英佛 まで も n ギオ ロスと いふ ヤン チヤぶ りで ある。 

日本 對 支那 問題 も 日本が 連戰 連勝に ょり 支那を やっっ けて ゐる から 米國 人の 氣質 から 言へ ば 支那 人へ ヒ 
イキす るの が 當然で ある。 これは 理窟を ヌキ にした 弱い ものへ ヒ イキす ると いふ 米 人の 短所で も あり 又 長 
所で も あるの だから、 第三者が 米 人の 認識を 是正し やうな どと 運動して 見ても 豆腐に カス ガイで ある。 
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支那 人 二世が 五 仙 か 十 仙の チ ヤシ T 一 皿と 支那 茶を 出して パ IT を 開けば、 お金 持の 米 人が 押 かけ 
て 出席す る。 其會 費が 一人前 十 弗と いふの だ。 その 金は 蔣介 石の 軍事費に 獻 上される ので—。 

米國 新聞が 太鼓を 叩いて この種の。 ハ丨 テ丨の 提燈を 持つ の だからた まらぬ、 それば かり か、 第二 世 支那 
人が 飛行機を 研究して 支那 空軍へ 參加 するな どの 記事は トテモ 大歡迎 を 受ける の だ。 これな どは どぅ 考、 
て もま アメリヵ 主義 行爲 だが そんな ことに 米 人は お 構 ひなし だから やり切れぬ。 この 事實 から 考 へても 米 
國に 住む 外國 人％ 真 S が戰爭 してる 雪に 獻金 したから と 言つ て そんな ことが 排斥の 種と ならぬ こと 
が 判る ではない か。 ‘ 

然らは 支那 人の 獻金 運動に 一生懸命 H なる 程の 米 人％ 何故に 日本 品の ボ ，- ィコ ットを 獎勵 する かとい ふ 
に 其 理由は 簡單 明瞭で ある。 一言に して 云へ ば 支那が 弱くて 日本が 强過 ぎる からで ある。 

米 人は トテモ 面白い 氣質を 持つ てゐ る。 善く 云へ ば俠客 肌と も 言へ やぅ。 あれ 程蠢 民の 人氣を 背負つ 
てゐる 大統領 口 ー スヴヱ ルト 氏が 最近の 薩 員選擧 において 片ッ 端から 背負 ひ 投げを 食は されて る 事實が 遺 
憾 なく 米人氣 質を 證明 する。 

大 響が— 出馬して 自分の 好まぬ 議員の 落選に I 肌ぬ げば 選 賃は只 わけもなく 大 雲を 向 ふに まは 
して 8 苦 _ する Q は 可哀想 だ、 ドレ 一丁へ ルブ してや— と 反對に 反大統 襲の贊 へ 肩を持つ たのが、 
卽ちあ Q_Q 結 f 見た Qf 政治 通 S 見が 一致す るが 賢 此の 結論に 贊成 だ。 

日 支戰举 で 日本の 氣受 けが 惡 いのは 日本人が 獻金す るからで もな く 慰問袋を •送る からで もない。 その 原 
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は斷 じて せぬ。 

ボイコット も實は 一種の 流行 

排日 土地 法が 斯 くの 如くに して トテモ 未曾有の 大多數 で 通過した。 當時 日本では 加州 同胞の 身の上を 心 
配して 留守宅から 「すぐ 歸れ 、家內 一同 心配」 と 言つ たやうな 電報が 届いた 例 も 一っ や 二っでは ない。 と 
ころが 其 後 加州の 同胞 農家は どうかと いふに 反對に 農家が ふえて 益々 のびて 行く とい ふ 始末 だ。 

日本人 農業 禁止の 法律は あるが、 それ かと 云って 其 法律で 日本人を イジ メル やうな 官吏 も 居らず 又 市民 
も 居ない。 「日本人が 眞 面目に 百姓す るのに それを 監獄に 入れて 何の 利益が あるか、 心配せ んで もょ い。 今 
まで 通り やれ」 とい ふの が 加州 人 全體の 態度で ある。 

排日 土地 法 通過を 投票す る 選擧に 日本人 側が 當時五 萬 弗からの 入費を 費消した。 私が 一人 これに 反對し 
て 「そんな 無駄な ことを すな。 爪の 垢 程の 效果 もない から、 但し 其 法律が 通過しても 農業は 從前 通り 出來 
るから、 そんな ことに 今から 取 越苦勞 をすな」 と廣 言を 切つ たが、 それが 悉く あたつ た。 自慢す る やうで 
言 ひにく ひが、 私は 米 人を ょく アン ダ ー スタンドして ゐるに 反し 有志 家には それが 判らぬ から 實に 困る。 

ボーイ コットな ども その 通りで ある。 新聞 や 映畫が 盛んに 日本 品ボ I イ コットの 宣傳を やる。 その 宣傳 
を 見たり きいたり すると 日本から 來た 視察 者な どは ビック リ 仰天して、 こんなに ボイ ー コットされ ては や 
りきれ んと 狼狽す るが、 そんなら 實際 はどう かとい ふに、 日 支 事變の 爲のボ ー イコ ットは 殆どない と 云つ 
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斯うした 米人氣 質を 無視して 「只 說明 すれば 直ぐに 解る」 などと 日 支 事變の 講演に 浮 身を やっし、 或は 
英文 パンフレットを 盛に 配布しても 實 際のと ころ 先 づ效果 はない と 言っても よい 0 彼等は 日 支 事 變の眞 相 
を 知りたい とも 思は ず、 又 知つ てゐて も そんな 事には 無頓着で 「やっっ けられて る 支那 人」 のヒ ィキが し 
たいので ある。 

此點を 日本の 外交官 や 政治家は 十分 承知す る ことが 肝要 だ。 それから 米國 人と いふ 人間は 國內 のこと な 
どは 見て 見ぬ 風を して そんな ことは ドン ケアで 他國 のこと を ギア いふくせ を 持っ。 特に 其 一方が 弱 
い 場合は 卜テモ やかましく 嘴を 容れ る。 

獨逸 がユダ ャ 人を 迫害す ると 言って 米 人は 怒る が、 然らば 米國 南部 諸 州に おいて 黑 人を リンチす る あの 
不 人道な ムゴ たらしい 蠻行 はどう. だと 詰問され ると 「ゥン あれは よくない」 と 簡單に 其 非を 承認す る、 そ 
れは それ、 これは これ 主義 だから 他國に 起っ た 事件なら 仲々 以て 火花を 散らして 理窟を のべ 立てる。 

之に 反し 米國 を範圍 とした 場合の 喧嘩 口論、 例へ ば 加州 人が 南部 諸 州の リンチを 論ずる 場合は 思 ひ 切っ 
て 南部を 罵倒す る。 なぜ なれば 南部 諸 州の 出來 事は 加州と 無 關係だ からだが、 然らば 加州 土地 法は どうか 
とい ふ. に 異人 種 だから 日本人には 百姓を させぬ とい ふことは 無茶な 話で あり、 又 加州 人は それが 正しくな 
いこと を 十分 承知して ゐなが らも、 そんな 問題が 一般投票に 附 せられる 場合、 それが よくても 惡 くても 
「加州 對」 の 事件と して 飽くまで 其 目的を 貫徹す ると 言った やうな 一種の 野次 氣分が 認められる。 

がさう かと 言って 一旦 自分の 顏が 立てば 其 後は その 法律を 楣に 何處 まで も 日本人を いじめる が 如き こと 
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ボイコットは 共產 分子の 專賣 

白人の 店へ オモ チヤを 買 ひに 來る 白人 お 客の 中に 其 オモ チヤの 何處 かに 日本製と いふ 文字が あると 「コ 
レは 日本製 だから 買は ない」 と 言っ て 日本 品ボ ー イコ ットを やる ものがないでも ない。 處が此 種の お 客は 
實はお 客で ない ボ ー イ コット 宣傳 のために 赤色 分子の お 手先と なって 運動して 步く其 社會の 職業 屋な ので 
ある。 

世界平和 組合と か、 反獨裁 主義 同盟と かの 看板を 掲げ 表面は 平和 や 人類 主義を 唱 へながら 其實 共産主義 
宣傳に 死に 者狂ぴ となって ゐ るの が此種 分子で ある。 私の 知人の 白人 店賣 子が いふには、 オモ チヤが 欲し 
いとい ふから 日本製 オモ チヤを 見せる と 驚いた 風で 自分は 日本 物は 一切 買は ない と劍も ホロ ロの 挨拶な の 
で それでは 米國 東部で 出來る これを と 他の 米國 製品を 見せる となんだ か だと 言って 遂に 買は ないで 行って 
仕 まぅ。 

此の 同じ お 客が 外の セクションに 入り込んで スリッパ ー を 見せて くれと いふ、 その スリッパ ーに 日本製 
とい ふ 文字が 記して あると 此處で も 日， 本 製なら 御免を 蒙る と 刎っ ける。 それでは と賣 子が 米國 製を 見せる 
と 相 變らず 、なんだか だと 言って 遂に 買は ふとは せぬ。 

それは 其 箸な の だ。 朝から 晚まで 市內の 白人の 店 や 日本人の 店を ゥロ ッイて 「日本製 品なら 買 ひたくな 
い」 とい ふい やらが せを いふの が、 此 連中の 商賣 なので ある 。そして 彼等は 悉く コミンテルンの お 手先 だ 


て もよ い。 

此 節米 國 もなか^/- 不景氣 で 失業者が 多い から 外國 品の 代りになる ベく 國產 品を 買は す やうに して それ 
によって 米 國內の 仕事 ロが 增 える 政策を 採っ てゐる 。その 程度に おいて 日本 品が 排斥され るのは やむ を 得 
ぬ。 日本 品 ばかりでなく 他 外 國品も 同然で ある。 この 意味の ボーィ コットと 日 支事變 とを 混同して はなら 
ぬ。 婦人 クラブの 會長や 米 人 新聞社 長 等々 と、 この 點に關 し 私は 度々 意見の 交換を したが、 

「日本 品を ボーィ コットせ よと 時と 場合では 自分 等 も 云は ぬ ことは ない が、 之は 一種の 流行な の だ。 日 
本 製 シルク サッ クスは 買は ぬと 演說 した 本人が 會 場を 出れば すぐに お 隣の 店で シルク サッ クスを 買 
ふのは 事實だ 。ア ハ…。 女に 木綿の サッ クスで パ彳テ ー へ 出ろ と 言って 見たところで、 そんな ことが 實 
行 出来る もんか、 宣傳 する 方で も 本氣で 言って ゐる わけでは ない。 日本人が そんな ことを 眞に 受けて 躍 
起 運動を 起す のは 寧ろ 豫想 外だった。 そんな 必要は ない」 

と 笑 ひ 話の種を まいた 例が 片っ端から だ。 日本 品が ボ ー ィコ ット される とい ふ 背後の 理由は 日 支 事變よ 
り も 實は不 景氣が 生んだ 國 內經濟 政策から 來た 自然の 統制と 見る 方が あたって ゐ る。 米 人は 大衆運動には 
列らん ことを いふが、 個人々々 が 他人の 商賣を 妨害す る やうな 無理解な ことは せぬ 〇 こ うした 點を 十分 知 
る 必要が ある。 
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日本人 も 米 人 も 人情に 變 りなし 

私の お 友達の 米 人が 或 日本人 家庭に 就いて 或 時 こんな 話を した。 此の 米 人が 住んで 居る 近所に 日本人が 
住んで 居る。 其 內の或 日本人は 相當お 金を ためて 居る と 見えて 家屋敷 も 購入して 家具な どは 仲々 立派な 物 
をい れて 居る。 子供は 大學 へ通學 して ハィトンな 自動車へ 乘 って 飛び歩いて 居る。 時には お 客を 招いて パ 
丨テー も 催して ゐる 、だが 此 家の 子供達は 親のへ ル ブを する やぅな 樣子 もな く 亦 近所の 白人 家庭と も 親し 
みのある 交際は して 居らない。 

悪く言へ ば 自分 達の 豐な暮 しを 鼻に かけて 白人に 頭は 下げぬ ぞと 言った 態度で ある。 これに 反し、 今一 
人の 他の 日本人 家庭は 朝から 晩まで 夫婦が 農園へ 出て 一生懸命に 共稼ぎを する、 子供達 も學 校から 歸れば 
すぐに 農園へ 出て 日が 暮る迄 父母の 手傳ひ をす ろ、 自動車 もガ タノ、 の 古物 だが 日曜 や 土曜の ピクー ーック 
には 一家 仲睦 ましく それに 乘 って 遊びに 行く。 

主人 夫婦は 英語が 餘り 分らぬ ので 委しい 話しは 出來ぬ が 近所の 白人 家庭の 前を 通過す る 際は 一一 コ <顏 
で 頭を 下げて 丁寧に 挨拶す る。 子供達 も トテモ 愛嬌が ょいの みならず 時々、 自分の 農園で 出來た 野菜を 近 
所の 白人 家庭へ くれてやる。 こんな 風 だから 近所の 白人が 尊敬し 且讃 めて ゐ る。 

ところが 或 日の 事 日 支 事變の 話が 出る と此 日本人 家庭の 子供達が、 此戰爭 で 澤 山の 日本 兵士が 戰死 する 
から其遺族を慰むる爲にお金を送るのだといふのである。これに反し今ー方のお金持の日本人家庭の子供 
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から 實に 驚く、 一寸見る とお 客の やうな 風を 裝ひ 其實巧 妙に 共産主義を 宣傳し 同時に 日本 品 ボーィ コット 
を やる の だから 呆れる。 

最初は 此 事情を 知らぬ ため 店主 や 店員が 日本 品を 取扱へ ば お 客が 減る とスッ カリ 彼等の 奸策 に乘 った 
が、 それ もほんの 一時で 此節で はか i る 策動に 動かされる やうな 商賣 人は 居らぬ 0 「ゥン 又 か」 とい ふ 調子 
である。 

以上の 事實 にてらして 見ても 世間で 流行す る 日 支事變 後日 本品ボ ー ィコ ットが 烈しい とい ふ內 幕は 實は 
其の多くは赤の手合ひの奸計に過ぎぬことが判るで杖ないか、この話は空想や想 # でなく白人店員の其日 
其 日の 實 地の 經驗談 だから 以て われ^/- の參考 とする に 足る ので ある。 

之を 一部の 日本人に 言は すと 「日 支 事 變以來 日本 品の ボーィ コットが 到る ところで 行 はれ、 此頃は 白人 
の 店で も 日本 品は 取扱は ぬ やうに して ゐる 。日本製と いふ 符號を 見たら サッ サ とお 客が 出て 行く」 とい ふ 
の だが これな ども 日本人が 甲から こへ、 こから 丙への 又聞きを さも 事實 らしく 傳 へ、 却って 赤色 分子の 宣 
傅の 魔の 手へ 引っ かかった 好例で ある。 

甚だしい 有志 家になる と 日本から 來た實 業 家 や 政治家を 招いた 歡迎會 の 席上で 此 種の 「日本 品ボ ー ィコ 
ット談」をまくし立て、日支事變後、日本の評判が_惡いと物知り顏に說明しそれをお客樣が眞面目に受け 
て 日本へ 歸 って 「米 國人の 日本 品ボ I ィ コットは 實に 烈しい 。あれ 程では ない と 思っ たが」 などと 報吿す 
ると いふ 始末 だから 困る。 
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と 言 はれる 働いて 生活す る 人達を 知る ことが 卽ち米 人に 對 する 國民 外交では ないかと 私は 信ずる。 

在米 同胞の 多數及 故國の 有識者が 不幸に して 米 人 大衆に 對し 認識を 缺い てゐる 事實を 私は 認め、 同時に 
それを 悲しむ。 

「米 人は 親孝行を 知らぬ。 萬 事が お金で さへ ぁれば 親 も 子 もない。 米 國の學 校には 倫理 科 もない 。ぁれ 
だから 口 クな 子供は 出來な い。 兄弟 姉妹の 間柄 も 日本人とは 雲泥の差で ぁる。 その 間に 兄弟ら しい 氣持 
は 更にない」 

とい ふの が 日本人が 見た 米 人觀で ぁる。 

併し 之が 果して 事實で ぁるで ぁらぅ か、 これから 私の 實驗談 を 少し ばかり お 話す る。 私が 旣に 重ねぐ 
のべた 如く 米 人 も 日本人 も 人情には 寸 毫も 變り はない。 自分と 同じ 階級の 米 人と 親類っ きぁいを して 見ぬ 
と實 際の 米 人の 氣 持は 解らぬ。 

私が 知っ て ゐる或 米 人は 其 妻 君が フト した ことから 大病に 罹って 體の 自由す らも 利かな くな った。 內に 
は 六歲と 漸く ニ歲に なった 幼兒が ゐる 。別に お金が ぁるでは なく 每日 働かねば 食へ ぬ 境遇で ぁる 〇 手足の 
利 力ぬ 病 妻と 二人の 幼兒 とを 殘 して 生活の 爲に 働きに 出. て 行く 亭主の 心中を 考へ ると 實に 同情に 堪 へぬ。 

併し 此 主人は 年 もま だ 三十を 越した か 越さぬ 位の 若者で ぁるに も 拘らず ト テモ眞 面目に 働く。 日中は ハ 
丨 ドな 仕事を して 家に 歸れば 御飯の 仕度から 子供の お 洗濯から 妻 君の 看病に 至る まで 實に 至れり 盡せ りで 
ある。 
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達は どうかと いふに 日本へ 獻金 する ょうな 考もな く 又 どちら かとい ふと 自分が 日本人で ある 事を もなる ベ 
く 避ける 態度な の だ。 以上は 私の 友人の 白人が 私に 語った 筋途だ が 此ニ 軒の 日本人 家庭に 對 する 此の 白人 
の觀 察が 實に 面白い。 日本人 有志 家 や 領事の 參考 となる から 此 所に 之を 掲げる。 

「自分が 日本人で あると いふ 氣持 から 日 支 事變に 出征す る 兵士の 留守宅へ 金を 贈っ て やる とい ふのは 誠に 
感心で ある。 こんな やさしい 親切な 人間 ばかりなら 世の中に 喧嘩 もな く 口論 もない。 日本人 同志へ 親切な 
者は 他の 人種へ も 親切で ある。 日本人と して 立派な 者は 米 人と しても 亦 立派で ある。 自分が 若しも 日本に 
住んで 居る 場合に 米國 が假 りに ソ聯 と開戰 すれば 自分と しても 自分の 國の 米國の 出征 兵士の 家庭を 慰める 
氣持 となる であらう。 又 さうな くて はならない 0* 

其反釾 に 米國が 戰爭 してる にも拘らず 自分は 日本に 住んで 居 るんだ、 何處を 風が 吹く かと 知らぬ 顏で居 
る米人がゐるとしたら日本の國の人が其米人をどう思ふだらうか、こんな人間はロクな者ではない。」 

以上の 談話は 抑々 何を 語る か 日本人 も 米 人 も 人情に 變り はない と 言 ふ 眞理が 嬉しい 程 現れて るでは ない 
か、 眞 面目な 米 人が 日本人の 慰問 金を どう 見る か此 好例を か-' げて眞 の 米 人の 正しい 姿を 同胞に 紹介す る。 

仲 陸 じい 米 人の 家庭  ' 

國民 外交と いふ ことは 米 人 大衆を 知る とい ふこと である。 米 人 大衆を 知る には 一部の 米 人、 例へ ば 映畫 
役者 や 一流の お金 持を 知った ばかりでは 駄目で ある。 寧ろ それょりも 百 人の 米 人中の 九十 五 人を 網羅す る 
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遙かに 及ばぬ 感ずべき 美談で ある。 

相 當敎養 も あり 人格者で も あるの だから 良緣は 降る 程 あったが、 彼女は 今日に 至る まで 遂に 獨 身を っづ 
けた。 年寄りの 兩 親を 抱へ て どうして 結婚が 出來 るか、 老人 夫婦を 捨て、 結婚 生活に 入るな どとは 思 ひも 
よらぬ ことで あると、 其の 終生を 捧げて 兩 親へ 孝行を つくさん とする 尊い 心に 誰か 感ぜぬ ものが あらう か。 

米國に は 到る ところに オー ルド ミスを 見る が これ 等の オ ー ルド ミスの 半面には かう した 尊い 犧牲生 
涯が ある ことを 我れ^^ は 知って 置く 必要が ある。 誰が 米國 人に 孝行な しとい ふ も のぞと、 私は 米國 人の 
ために 氣を 吐く 氣に なる。 

私が 知って ゐる 今一 人の 米 人 夫婦は 妻の 父親を 其 家庭に 入れて 眼の 中へ 入れても 痛くない 程の 親切の 限 
りを っくして ゐ る。 この おぢ いさんは 世に も 珍ら しい 長壽の 人で 今年 九十 三歲 になる 。耳が 遠くて 眼 も 無 
論う すい。 足 も フラ^-である。 

此 夫婦が 側へ っき 切って 耳の 遠い 老人を 相手に 其 日々々 の出來 事を I 々話して 老人を 喜ばせて る。 老\ 
が散步がてら外へ出れば夫婦の內ー人が必ずっき添ふて尚て行く。いっかの事であったが、朝から晚まで 
亭主が 老人の 相手と なって 涙ぐましい 程の 親切を 盡 して ゐ るので 私が 試みに 「あなた も 隨分お 勞れで せう' 
每日 々々御 老人の お 伴 も 容易では なから う」 とそれ となく 同情した 口吻を もらす と、 その 主人が 「自分は 
これが樂みである。いっ死ぬるか判らぬ程の老齡の父だからて分間でも父を慰め父を喜ばすことを考へて 
ゐる 。父が 亡くなれは 其 時い くら 考へた ところで、 もう ッ I レ ー ト である 。夫婦 ま 同體で ある、 妻 っ、 父は 
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此 夫婦 愛を 目撃して 私は これ だけ 親切な 日本人が 幾人 あらう かと 感じた 次第で ある。 米 人は 金が 大切で 
人情には 冷淡 だとい ふ 一部 日本人の 考が 誤っ てゐる 例を かう して 私は 實地に 見せっ けられた。 

此妻 君に 一人の 妹が ある 0. 歲の頃 二十 二三で ボ ー ィ フレンドを 持ち 旣に 婚約 も すんで 結婚 日まで 決定 
して ゐる 。普通なら 姉の 大病なん かどうで もよ い、 早く ボ ー ィ フレンドと 結婚の 上、 ハ ネ ー ムンで もし 
たいの が 年頃の 娘の 常 だが 姉が 大病で 序にっ いて 居り 內には 二人の 幼兒 がゐ るのを 放って 結婚す るに 忍び 
ぬと いふ やさしい 心根から その 時まで 金 持の 白人 家庭に 働いて ゐた 仕事まで やめて 姉の 家へ とまり 込んで 
看病から 子供の 面倒まで スッ カリ 自分で 見る とい ふ實に 感心な やりかたで ある。 

此 姉妹は 早く 母親に 死なれて 幼少の 折から 父親の 手で 育てられ たの だが、 父親 思 ひで も あり 又 姉妹 間 も 
涙ぐましい 程 實に仲 睦まじく 亡くなつ た 母親が、 この 有樣を 草葉の 蔭から 眺めて、 さぞ 喜ぶ だら うと 私な 
どは 思は ず ホ ロリと する。 

此 姉妹が 米 人で も 人情に 變は りは ない とい ふ 好例で ある。 われ <は 書物の 上やィ 、コロ 加減な 想# で 
のみ 米 人を 觀 てはいけ ない。 蓋し 國民 外交と いふ ことは 實際 について 米 人を 學ぶ とい ふこと である。 

米 人間に も 親孝行 者 あり 

此次に は 親孝行の 米 人の 話を 掲げる。 私が 茲數 年間 交際して る 米 人家 庭は 八十 歳に 近い 老人 夫婦と 四十 
餘歲 になる オ ー ルド ミスとの 三人 暮らし だが、 この オ ー ルド ミスで ある 婦人の 親孝行な どは 日本人が 
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其 時の 日本人 社會の 不安と 憤慨と 言ったら 想像の 出來ぬ 種類の ものだった。 當時 同胞 間では 日米 通商 條 
約を 理由に 大いに 權 利を 主張せ よと いふ 議論が 有力だった。 英語の ゥ マィ 或米國 通が 或晚 のこと だっ たが 
折 柄 押し かけた 米 人を 相手に 日本人の 權利 にっいて マクし 立てた。 

相手の 米 人は そんな ことには 耳 も かさず、 日本人は 日本へ 歸れ 、何も 米國 にゐる 必要は ない。 その 方が 
ツラ ブルがない。 權利や 義務の 事で 口論に 來 たのでは ない。 三日 以內に 出る かどぅ かとい ふ權 幕で ある。 

警察署へ 電話を かける と 巡査が 直ぐ 來たが 、別に 治安 妨害で もな く 反對に 物 やさしく 「こんな 連中の 附 
近へ 住居 すれば 君達 も 不愉快 だから 一層の こと 日本人が 住む 場所へ 移った 方が よくは ないか」 とい ふ 態度 
なの だ。  , 

此 事件で 其 後 私が 双方の 中にはい り 種々 斡旋した が、 警察で も 他への 移住を 勸吿 して ゐ た。 感情の 行 違 
ひから 怪我で もしたら 大變だ と 親切から 言って くれて ゐる點 が 無論よ く 判る。 その後 此 町の 白人 代表者 數 
名と 或晚 材木屋の 廣場で 私が 日本人 側を 代表して 面會 した。 寒い 冬の 晩だった から、 廣場で 火を たいて 交 
涉談判 を 開始した。 

私の 友人が 今晩の 交渉は 多分に 危險 性を 帶び てるから 巡査で も 頼んで 行った 方が 安全 だと 心配して くれ 
たが、 そんな 恐れは ない と 私の 十八番の オバシ ヤツを 着て 身輕に 出かけた。 委員 連の 多くが カラを かけぬ 
無作法な 男 ばかりだった。 

却って 私の 身なりの 方が ハィトンに 見える 位 だから 自分ながら 驚いた。 別にむ っかしい 挨拶な どなく 最 
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卽ち 自分の 父で も ある。 自分が 妻の 父を 大切に すれば それを 妻が 喜ぶ。 それが 亭主に 對 する 妻の 感謝と な 
る。 世の中が、 こぅい ふ 風に 行けば 家庭が 春風駘蕩で いっも 樂し いこと ばかりで ある」 とい ふて 聊か も そ 
の 老人を 邪魔者 扱 ひに する ことなく 心の底から 孝行の あり だけを つくして ゐ る。 

此外 例を あぐれば、 此 種の 美談が 米 人間には いくらでも ある。 これが 孝行でなくて 何で あらぅ。 米 人の 
或 者は 日本人が トテモ 及ばぬ 程の 孝行を 勵んで ゐる 。これ 等の 美談は 實際に 米 人の 中へは いり 込んで 彼等 
の ィン サィドの 生活を 知らねば 判る ものでは ない。  ' 

私が ズット 前に 新聞へ 掲げた 十二、 三 歳の 少年が 感謝祭の 前夜 學校 放課後 未亡人の 母が 作った ケ ー キを 
バスケットに 入れて 夜遲 くまで 行商して ゐた 孝行 物語りな どは 涙な くじて は 聞かれぬ 孝行 美談で ある。 

私が 卅有餘 年間に 體驗 した 米 人の 親に 對 する 孝行ぶ りは 正に 百 パ ー セント 感激 そのもので ある。 日本人 
よ！ アメリカには 倫理な しとい ふなかれ、 米 人に 孝行な しとは 米 人を 知らぬ ものの いふ ことで ある。 そ 
れを 私は 斷 言し 得る もの だ。 

白人から 追 立てられ 其の 談判に あたった 實驗談 

十 數年以 - 前の こと だが、 當口ス アン ゼ ルス 市の 一部に おいても 住宅 區域 において 日本人 排斥が 流行し 
た。 日本人が 住宅を 購入して 白人の 住む 近邊へ 移住す る ことに 恐れを 抱いた のが この ッラ ブルだった が 十 
數 名の 白人 男女が 群を なして 日本人 住宅へ 押 かけて 「出て 行け」 とい ふの だからず ゐ ぶん 無理な 話で ある。 
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案は ないか、 兎に角 此の 町內 にむ っかしい 人間が 二三 人ゐ るから 其 人を 訪 ふて お前 自身で 圓滿に 話して く 
れ キット 彼等 も 承諾す ると 思 ふ。 

其の 二三 人の ものを 說服 すれば 其 他の 町內の ものは ど ラで もい \ んだ から」 と 敵の 祕 謀を 全部 私に 話し 
て くれた。 私は 無論 其晚は ヵラ も かけず、 ネクタイ も かけな かつた。 三年 越しの 頭から 被る ス H タ I を 引 
っ 被っ て ノン キな 風で 此 排斥 屋の 宅を 訪問した ことだった。 

之を 機會に それから 每晚の やうに 排斥 屋の 張本人を 訪問して 一人々々 にっいて 敵の 本 城 攻略の 手段に 出 
た。 打ちと けて 話して 見る と 案外 判りが 早い。 「オラの おやじは ドイッ人で、 おふくろは アイリッシュ ぢ や、 
オラは 五ッの .時に 米國へ 移住した」 とい ふやうな のが 町內に は 可な り 多い ので ある、 だから 白人と いふて 
はゐ るが、 それと 言って 生ぇぬ きの 米 人では ない。 

就中 實に 面白い と 思っ たのは 其 町內の 有力者の 或 白人を 訪 ふた 晩の こと だが、 當時旣 に 私は 孫が 何人 あ 
つても ょい 程の 老人な のに 「お前の 年は いくつか 四十を 過ぎて ゐる か」 とい ふでは ないか。 私が クス クス 
笑 ひながら 「オラは H ヽ お爺さんた ぞ」 と 本音を 吐く と、 この 一家が スッ ヵリ 驚いた。 「オラは 年寄ぢ やで 
立腹は せんが、 こんな 仕事は 少々 ハ ー ド だ」 と 悲し さう に 訴 へる と家內 一同が しほれ て 私に 全幅の 同情を 
表して くれた。  . . 
r 此町內 には 多數の 移民が ゐる 。彼等は 米 國の學 校へ も 通は ず、 英語 も 出來ぬ 、只 慾 一方 だから 始末に お 
へぬ。 この 問題は 北 ま i でし ばらく 放つ といたら い k、 そしたら 其內に 時間が 凡てを 解決す る」 と 百パー 


- 話して 見れば 人情 も ある 

何は ともあれ 一度 排斥 屋の 親分と 目せられ る 白人を 訪 ふて 談判して みやう と 其 翌晩 其 人の 宅を 訪ひ來 意 
を吿げ ると なんだか 調子が 悪い やうな 恰好で 心 おきなく 話さう とする 樣子 がない。 先方では いくらか 不安 
を 感じて ゐる らしい ので ある。 

私は 短刀 直 入 的に ザック バランに 話しかけた。 「なぜ、 あなたは 日本人が 嫌いな の だ。 日本人が 近所へ 住 
め ば 地價が 安くなる やうな ことは 決してない。 日本人が 家を レントした 場合に レントの 支拂 ひを 怠った や 
、うな 例は 殆どない と 言っても ょい。 兎に角 交際して 見て 吳れ 、キット、 あなたが 日本人を 歡迎 する 氣にな 
るから」 と 私は 此處ぞ と 言 はんば かりに 辯 じ 立てた。 話して ゐる 中に 多少づ X お 互の 氣心が 判っ たやうな 
感じが して だん^/^ と 親しみを 持っ やうに なった。 おかみさん も 出て 來 る。 子供 も 寄って 來 ると いふ 始末 
で、 時間が 經っ にっれ ス ッヵり お 友達に なつた。 

其內に フル ー ッなど 運び出して 食へ とい ふでは ないか、 その 晩は そんな ことで グツト バィを した。 それ 
から 二三 日 後に 再び 其 排斥 屋を 訪ね 日本の オセン ベィ や 子供の 喜び さうな、 オモ チヤを 持づて 行って おか 
みさん へ 進呈した。 

白人の 事 だから 私の 眼の 前で、 オセンべ ィを 摘まみ出して、 おいしい^-と 言って 食って ゐ る。 もう 日 
本人 排斥は スッ ヵリ 何處 かへ 飛んで しまった。 「日本人 立 退き 問題を どうして 解決したら ょい か、 お前に 妙 
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に 紹介した 實 例は 同胞を 惱 ました 生きた 事件へ 自分自身が 飛び込んで それによ りて 自ら 受けた 經驗談 であ 
る。 そして 私を 始め 在米 同胞が いかに 平素 國民 外交の 精神に 基づき 個々 別々 に 日米 親善に 微力を 捧げて ゐ 
るかの 事實が 此實 例によって 立證 される 事を 私は 信ずる。 

情報部 長 や 領事が、 こうした 同胞 自身の 苦心と 努力と を 知つ てゐて くれる かどう か、 こんな 例を 擧ぐれ 
ば 私の 三十 有' 餘 年の 在米 生活 中には 數 限りなく ある。 地方で 日本人が 迫害を 受けた 際に 其 地の 市長 や 列 事 
と 解決に っいて 祕密に 熟議を こらした こと や、 又 或 時は 五十 名からの 同胞が 夜間 土地の 白人から 追 ひ 立て 
られて 布團や 茶碗な どを 肩に して 村 外れまで 追放され る 悲劇 や 其す ぐ あとを 三十 餘 名の 米 人が ピストル や 
ラィフルを 手に して 丸で 捕虜で も 追 込む やうに 脅迫して る 情景を 私は 今 もな ほ 忘れる ことは 出來 ない。 

かう した ッラ ブルの 眞中に 私は 何囘 となく 引き出されて 日本人の ために 微力を 致した ことだった。 だか 
ら 在米 日本人の なさねば ならぬ 國民 外交に 關する 限り 私は 敢て 何人に も 劣らぬ 確信を 持って ゐる 。この 次 
には 今日まで 誰に も 知れて ゐない サン デーゴ で 起った 土地 法事 件の 內 幕の 一端を 話して 見やう。 

此の 事件は 故 谷 越 氏と ラィト 氏と が 取扱った 事件 だが、 あの 事件が 不幸に して 有罪と なった ため 同胞 農 
家が スッ カリ 暗雲に っ \ まれた。 いよ < 有罪と なった 其 後に 私が 何を なした か。 

サンテ ーコ郡 土地 法事 件 

土地 法で 有罪と なれば 極刑の 場合 ニケ 年の 懲役と ニ 千 弗の 罰金を 課せられる。 サン デーゴ 事件に 於け る 
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セント 私の 味 かたに なって くれて ゐるで はない か。  • 

‘ 排日 屋を 個々 別々 に 訪問  ノ 

其 後 私は 每夕 排日の 親分と 見られて ゐる 此の 邊 りの 米 人を 散步が てら 訪問す る ことを っぐけ た。 ヴ H ジ 
テ I ブル や フル ー ッなど を 自動車に 入れて 其處い 等の ミセス 達へ 贈る ことを も 忘れな かつた。 

野菜 フル ー ッは お金に 見積もれば なんでもない。 おかみさん 達 も 別に 慾氣で それを 欲しがる わけでは な 
いが、 東西 人情に 變 はりは なく 僅な 物で も 贈って くれる と 言った 心 持を 其 おかみさん 達は 喜ぶ ので ある。 
かう して 日本人 立ち退きは 無期限に 延期と なった。 そして 私は 相 變らず 此町內 の 「親分 訪問」 を 怠らな か 
った。 

其內に 貸家を 持っ 彼等の 仲間が 內 々日本人の 「借り手」 の 周旋を 賴む とい ふ 親日 振に 變 化した。 こんな 
次第で 今まで 日本人には 決して ロを きかない 白人が 途で會 へば ニコ  < して 時候の 挨拶 もす ゝんで する や 
うにな つたが、 もうこう なれば 萬 事 こちらの ものである。 

私は 當時羅 府日會 長の 職を 汚して ゐ た。 此處 に發 表する お 話は 未だ 今日まで 一度 も 一般へは 公開し なか 
ったが、 日本人 會長が 世間で 知られぬ 苦勞 をす る國民 外交の 一端を 披瀝して 今後の 參考に 供す る。 日米 親 
善は 決して 一流の 米 人と 食卓を 圍んで 貿易 や 團體觀 光を 語る ことば かりでは ない。 

特に 在米 同胞が 米 人と 交際す る 日常の 親善 外交は 人情を 土臺 とした もので なければ ならない。 私が 此處 
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に 乗って サン デ ー ゴへ 出張し 先づ檢 事局を 訪ひ 係り 檢 事と 意見の 交換を した。 その 時の 私は 止む を 得ねば 
五 百 弗 位ゐの 罰金です まして 貰 ひたい 覺 悟を 抱いて ゐ たと 同時に 其 事件の 上吿に 好意的 協力を 與 へて くれ 
と 云 ふ 事が ねが ひたかった。 そんな 話を 持ち出す と撿 事が 「では あとに 殘る 二っの 事件は どうす るか、 や 
はり公判を仰ぐかそれとも服罪するか」上尋ねた。 

いろ < と 相談の あげく、 他の 事件 も 潔く 服罪す る 事と し、 罰金は 五 百 弗 づっ たる 事、 但し 執行 猶豫の 
恩典を 仰ぐ 事、 そして 直に 上吿を 許す 事と いったょ うな 條 件を 出して 見た。 話して 見る と、 仲々 物の わか 
った 親切な 檢事で ある。 日本人 農家の 立場に 悉く 同情し、 「土地 法が 惡法で ある 事を 自分で も 信じて 居る。 
監獄に 入れる が 如き 處罰を 自分は 決して 要求せ ぬ」 と ザック バランに 私に 語って くれた。 

宣吿は 何を 言っ て も 判事の 權限 だから 檢事が これを 左右す る 事は 無論 出来ない。 邦 事と 面會 して 事情を 
のべ 其 上で 了解を 得る 必要が ある。 此檢事 や 判事を 日本人 社會 では 有名な 排日 屋だと 信じ、 さう した 噂が 
傳 へられた。 私は 今 其の 評判の 排日 屋と 話して _ゐ る わけ だが 噂と 實 際とは 雲泥の差で ある。 

排日 屋と考 へられた 判事 撿事 が實は 親日家 

其 日の 午前は 檢事 との 交渉で スッ カリ 時間を 取られ それから ランチを 食って 午後 ニ 時に 再び 裁判所へ や 
って 來た 。それ迄に 親切な 檢事 は大體 のこと にっいて 判事に 說 明し、 大略の OK を 得て 居て くれた ◦檢事 
の 紹介. で 判事の プ ラィヴ H 1 トル ーム へ案內 された が、 此判 事は 今囘の 土地 法事 件の 判事と して ヮザヮ ザ 
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一名の 同胞と 白人とは 旣に 陪審 官に ょって 有罪の 判決を 受けた の だから これに 對し判 事が どんな 處罰 をす 
.るか 無論 門外漢の 伺 ひ 知る 所ではない。 其の 當時 一部の 白人は 土地 法 違反 行爲に 關し或 種の 怒りを 持って 
ゐた 0 

此 違反 行爲に 白人が 加擔 してる 場合は 特に 憤慨の 程度が 激しかった。 

此の 事件の 被吿の 一人は 白人な の だから 從 って 其 處分に 相當 困難が ある わけ だ。 

と 同時に 一方 日本人 側と しては 有罪に なった 事件を 大審院 迄上吿 して 土地 法の 修正 條項が 憲法違反では 
ないかと 云 ふ點の 吟味 もしたかった ので ある。 

憲法違反 や 否やの 點に關 し 大審院まで 試訴を 持っ て 行く には 被吿が 有罪と ならねば 上 吿の途 がない 。此 
事件は 不幸に して 有罪と なった の だから 上吿 をす ると すれば 其 儘 これを 上等 裁判所へ 持って行けば ょい わ 
けだ 0 、 

然し 困った 事は 上吿 をす るに しても 最初の 裁 邦 所が 被 吿の處 罰を どぅす るかが 先づ 私を 惱 した 事だった 
ーヶ年 も 監獄へ 送られて は あとに 殘る 妻子が 困る、 罰金に しても ニ 千 弗 も 科せられた のでは 各地 日會が 分 
擔す るのに 骨が折れる。 其上此 事件の 外に まだ 繫爭 中の ものが 別に ニ 事件 程 あるが それ 等を どぅ 始末す る 
か。 事件の 性質から 言へ ば 略 同一 だから 殘 りの 事件を 無罪に する 事 も 或は 困難 かも 知れない。 

それに 一件の 裁判に 何千 弗の 入費が か \ るに 於て おやで ある。 

自分が ハンドルした 事件ではなかった が 私には 「或る 案が あるので」 誰に も 相談な しに 或 日の 朝 自動車 
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の 事件. ti 五 百 弗の 罰金 但し 執行 猶豫 となり、 數百 の 日本人 農家が 今 も 尙平 和に サン デし コ郡內 で 農業に 
從事してゐる。のみならず第九條の八項及び ^ 項が上吿によって華府大審院において日本人側へ有利に：^ 
決された ことは 一般が 承知して ゐるこ とで も ある。  . 

以上の 物 1 今まで 誰に も 話した こと Q な い 「自分 鼻が」 同胞 _のた めに 國民 外交の 豪 から 微力. 
.を 致した 次第 だが'  無論 この 背後に 日本人へ 好意を 持っ 私の 友人の 白人 辯 護士が 居た。 そして 此の 事件 成 
功の 全部が 此 人の 努力に 俟っ こと 素より である 0 

米ゾ は實 際物 #) りが よい。 無茶な ことを 云って 他人 種を 陷れる やうな 人種で あると 私は 信ぜぬ。 日 支 事 

變に 在米 日オ 人が 日本へ 獻金 する ことを 排日の 種に する やうな 判らない 人間で ない 事を 私は 平素 米 人に 接 
した 體驗 から 承知して ゐる 0 

其體驗は以上のへたやうな事實を土臺としたものだが、そんな意味で玆に私っ齒去の體驗をヮザ^^引 
例して 愚見を 發 表する 次第 だ。 

黑 人に 同情 深い 多數 白人を 發見 

米 人が 人情に 厚い 點も 決して 日本人に 劣りは しない。 以下 これにっ いて 述べて 見よう。 抑々 ヴ アジ ニア 
州やメ I ン州 などでは 汽車で も 電車で も 又 渡船で も黑 人と 白人とは 別々 の 席へ 座る ことと なって ゐる。 黑 
ン坊は 黑ン坊 だけの 汽車、 電車、 渡船に 乗らなければ— ない。 
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他の 郡から 出張して 來た 人で ある。 世評に ょると 日本人 反對タ ィブの 人と 見られる 種類の 米國 人で ある。 

私は 此判 事と かねて 知り合 ひであった。 ニ囘も 三囘も 氏の 法廷で 裁判した こと も あったが 私が 知って ゐ 
る 範圍 において おだやかで 親切で 且 公平な かた だ。 判事は 私の 顏を 見る や、 席を 立って 溫顏に 笑 ひを 浮べ 
「ハロ-^-、久しぶりだった。達者にやって居ますか？」といふ挨拶である0「ァ、ょかった」と半ば安心 
した 氣持で 勸 めら れるま X に 椅子に 腰を かけて 談判を 開始した。 

旣に檢 事から 話が あった ので 萬 事 承知 じて ゐる 挨拶で ある。 判事は 加州の 日本人 や 土地 法 や、 その他に 
言及して 四方八方の 物語を っづけた。 それが 悉く 日本人を 尊敬し、 且 日本人を 愛して くれる 言葉で ある。 
話が 進む にっれ て 被吿が 服罪す る 件 や 罰金 五 百 弗 やそれ を 執行 猶豫 する ことに 異議は ない 旨を のべ 表裏 共 
に 日本人 農家の 境遇を 百 パ ー セント 諒解して くれて ゐ る。 

加 ふるに 判事は 上吿の 要點で ある 土地 法 修正 法 第九條 A 項 B 項が 違憲な り や 否やに っき 疑議を 抱いて ゐ 
る 旨の 意見を ものべ て 間接に 日本人 側の 上吿 を獎勵 した。 私は 感謝せ ずには 居られな かった。 人間と いふ 
ものは ぶっっ かって 話さねば 判らぬ。 

話が 枝から 枝へ わたると 誤解を 生じて 益々 疎遠と なる ばかりで ある。 この 檢事と 云 ひ 判事と 云 ひ 排日 ど 
ころ か、 日本人を ヘル フ して くれる 點に おいて ^ ふるに 物がない 次第 だ。 日米 親善と いふ ことは こぅした 
點を 一般 社鲁が 充分 承知す る こと だと 信じた。 

こんな 風に 交渉の 萬 事が 圓滿に 運んだ ので 宣吿の 日を 定めて 私は 其 日の 夕方 羅府 へ歸 還した。 そして 此 
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此れを 見た 電車の 車掌が 其 老人の 手を 取って 背負 ふやぅ にして 懇に 下車を ヘルプした 。こんな 情景を 觀 

ると たまらなく 嬉しく、 米 人に も實に 良い S が あると 心服し ないで は 居られぬ とい ふ氣 持が？ と 湧く の 
である 0 

心攝 のょ い 米 人 Q 親切っ たら 全く これを 何物に も 例へ t と Q 出來 な— ましく 嬉しい。 これは 可 
を 語る かと. いふに 米國 人は 決して わからぬ ことを 言は ぬと いふ 好例で ある。 

社交 方面では 日本人を 排斥 

以上 述べた 米人氣 質を 十分の み 込んで 第二 世を 養育し、 又 日米 親善 工作を 講ぜねば ならない 。米 人^ y 
交 的に 日本人を 對等に 取扱 ふこと を 好まぬ。 例へ ば 芝居 や 活動 寫眞 館で 上等の シ I ッへ 日本人と ー緖に 坐 
はる ことを 潔ょ しとせ ぬ。 又 年頃の 白人 男女が 同じ年 頃の 日本人 男女と 交際す る ことを も 好まぬ。 

沉んや緣組をすることなどは眞つ平御免といふところである。宴會やダンスなどでも其通りである。そ 
の 反對に 仕事 ロの 事な どでは 日本人 だからと 云って 排斥す る やぅな 事 もな く 寧ろ 日本人を 歡迎 する 傾向が 
ある 。これを 約言 すれば 白人 系 米 人は 白色人種 以外の 人種と 社交的に 往來 する ことを 好まぬ。 

卽ち それだけ 有色 人種を 輕 蔑して ると 言へ ぬ こと もない。 此點を われ  <は 平素 認識し なければ なら 
ない。 こ Q 米 人 Q 氣質と 逆行す る 方向に す-^ め ば 必ず 翼を 生じて 排斥 Q 種を 蕾、 然ら f 管 踏めば 
却って 同情を 受けて 愛撫せられ る 。だから 日本人が 立派な 活動 寫眞を 見物に 行き 其處で 排宇せ られた 場合 


汽車 や 渡船で 黑人 だけが、 特別の シ ー ッへ 座っ てるのを 見る となんと も 云へ ぬ淋 さで、 又 可哀想で も あ 
る。 だが 實際 にっいて しらべて 見る と 外面に 現れた、 っめたい 法規に も拘 はらず、 深き 思 ひやり が 種々 の 
形式で 示め されて ゐ る。 

一例を 擧 ぐれば 私が 或 時 渡船に 乘 って 或 町へ 遊びに 行く 途中、 黑 人の 女が 乗り込んで 例に より 一人 淋し 
く黑人 席へ 陣取って ゐた 。上品な 白 婦人が 白人 席から 其處 ヘッヵ^^ 行く ではない か、 そして 其黑人 婦人 
のすぐ隣へ席を占めて白人の方から世間話しを持ちかけて、さも愉快げに話をつ ^' けてゐる。無論黑人を 
毛 嫌 ひする 如き 形跡は 露程 もない。 

所が 假り に黑 人が 自分は 米國 市民 だから 白人 糞 喰らへ だ。 オレも 貴樣も ある もの かと 云った 態度に 出れ 
ば 生 意氣な 事を ぬかす が、 今に 見て 居れ、 其 自慢 鼻を ヘシ 折って やる と 言っ た 態度で 飽くまで ィジ メルと 
いふよう な 缺點が 白人に も あるが、 之れ に 反し 別々 のシ ー ッに 座り、 黑人 として かけ 放れた 待遇を 受ける 
のを 見る と 彼等 米 人は 氣の毒 だとい ふ氣 持を 持. つので ある.。 だから 表面は さぞ ィジ メル だら うと 思 はれる 
ことが、 その 內 面へは いって 見る と 案外 やさしい。 例へ ば 渡船 や 列車 內で 個人と して 白人が 黑 人を 侮辱す 
る やうな ことは 決してない。 

電車に っい' て 例を 示すなら 或 時 私が 電車へ 乘 って マゥント •ヴア ー ノンに 遊んだ。 その 電車には 例に よ 
り 白人と 黑 人との 別々 のシ ー ッが ある。 其黑人 席に 七 八十 位の 黑人 老爺が 乘っ てゐ た。 其黑 人が 途中の 停 
車 場で 下車す る 時の こと だが、 餘り 老齢な ので 手足が 普通人の 如く 自由に 利かない。 
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物と A とど ちらを 大切に する 外交を 選ぶ か 

從來の 在米 同胞 Q 日米 親善 S 事 や 銀行家 や 貿易商 人 等を 中心とした 米 人との 交際に 限られた かの 如く 
考 へられた。 少し 小金を ためて 遊んで 飯が 食へ る やうに なると 百姓 も 働き人 も 「アキ ン ド」 も われも^ 

と爭 ふて これ 等 Q 紳士 Q 仲間へ 入れて f 5 白人 土緖に 洋食を 食 ふこと を光榮 とし、 そんな 事が 日米 親善 
と考 へて ゐ た。 

，其の 白人 Q 相手は どんな 人 とい ふと 日本人 側が 領事 や 銀行 支店長 や誉 商の 產 人と 來てゐ るから 

相手の 白人 も 主として 白人 商業 會議 所會 員が 多數を 占め、 その 白人 商業 會議 所會 員は 町內 でも 有數 な實業 
家で ある 0 

斯うい ふ 人間の 眞似 をす るの が 卽ち 日米 親善で ある やうに 一般が 考 へる 理由は 卽ち 此處 にある ので あ 
る。 米國の 商業 會議 所は 資本家の 親玉で ある 。從っ て 勞働者 階級とは 犬猿の 間柄と 云っても ょい。 給料を 
上げて やる こと や、 働き 時間を 短縮す る やうな ことには 商業 會議 所は 多くの場合 反對 をつ ビ けて 來 た。 

然るに米國全人ロの九割五分までが働き人のクラスに屬し、資本家のクラスに屬するものは僅に全人ロ 
の 五 土 に 過ぎぬ。 大統領 ロ- ズヴ H ルト 氏は 世の中を 「人と 物」 とに ニ 大別して、 いっの 場合で も 先づ人 
に 重きを おいて 居られる。 

■ち ナ 統領は 一九 害 五分」 の 働いて 御 霞を いた ^ くものを 主として 凡ての ことを 割出して ゐる 。あの 有 
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に飽 まで 權 利を 主張す る やぅな ことは 害 あつて 益な しで ある。 

何も 立 流な シ ー ッへ すは り 込んで 見物す る 必要は ないで はない か、 ー弗シ ー ッも •十 仙の ギャラ リーも 映 
畫を 見物す る 上に おいてい さ、 かの 相違は ない。 か X る 場合に 我等は 喧嘩を 買って まで 米 人と 對 等の シー 
ッを 要求す るが 如き 愚を なすこと なく それょりも 寧ろ 白人から 同情を 受ける 方法に 出た 方が ょり 多く 有效 
な 國民外 交で あると 私は 信ずる。 

此反對 に 生活の 安定を 脅かす 問題に 直面した 場合 決して 遠慮す る ことは ない。 日本人なる が 故に 店を 貸 
さぬ とか 又は 仕事 ロが 貰へ ぬと いふ 場合は あらゆる 手段を 講じて 其 禍根を 除去せ ねばならない。 それを 米 
人は 決して 排斥の 種とは せぬ。  V ' , 

由來 在米 同胞の 日米 親善 工作は 私を 以てすれば 米 人が 嫌がる 方面への み 進み出ん とする 嫌 ひが ありは し 
ないか、 米 化する ことが 一流の 白人 場所で 飯を 食 ふこと であり、 又 一流の 白人と 同等な 場所で ダンスを す 
る ことで あると 信じたら、 それは 大變な 間違 ひで ある、 何と なれば 彼等は 日本人へ 對 等な 社交的 權 利を 與 
ふること を 好まぬ からだ。 

第二 世 敎育も 此の 點に 誤な きこと を 期せねば ならない。 早い話が 社交 方面へ 顔を 出せば 排斥の 種を 蒔き 
その 反對に 働き人で 滿 足して 居れば 白人から 喜ばれる 眞理を 十分 知る 必要が ある。 
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なる。 

我々 同胞は 情報部 長 や 領事から こんな 國民 外交を 敎‘ へて 貰へ ば 却って 迷惑す る。 

自惚れが 強い 點 でも 米 人は 世界一 

甚だ 遺憾ながら 日本 外交官が アメリヵ や アメリヵ人を 充分 理解し ない 實例が 重大 事件 發生每 に 續發す 
る。 獨り齋 藤 駐米 大使 だけは 米 國や米 人を 知る 點に おいて 何人も 平素 敬服す る 所 だ。 日 支 事 變突發 以來鳴 
りを 靜 めて 空ト ボケて ゐる ところに 彼の 非凡の 才が 益々 光る。 

此際 いかに 名論を 吐いても それが 屁の 突ッ 張りに もな りは せぬ。 それ どころ か 辯 解が ましい ことで も 言 
へば， 却って それだけ 對日 感淸を 害する とい ふの が齋藤 大使の 肚と 察せられる がいかに も 其 通りで ある。 日 
本が 强 過ぎる がた めの 「不 人氣」 を 好 人氣に する には 戰爭に まけて やる 外に 方法は ない が、 今の 場合 さぅ 
いふ わけに 行かぬ から 當分だ まって ゐる 方が、 かしこい とい ふの が 彼氏の 態度と 思 はれる が、 其處に 一種 
風變 りの 非凡が 認められる。  V 

私が 旣に 再三の ベた 如く 米國 人は 二 面 非常に 親切 だが、 それと 同時に 自惚れの 强い點 では これ 又實に 驚 
くの 外ない。 前に ものべ た 如く 米國 南部 諸 州で 時々 起る 野蠻 極まる リンチン グを 「見て 見ぬ 風」 をし なが 
ら 一方では 他國の 非人 道 問題に 熱を あげて これを 糾彈 する。 例へ ば ドィッが ユダャ 人を 排斥す るた め 米 人 
は ドィッ人の ことなら それ こそ 糞味噜 にい ふので ある。 


名な 大統領の-一 ユデー ルが 働き人 救濟に 重きを おいて ゐる のは これが ためで ある。 

それと 同時に 商業 會議所 や 銀行 や 巨 萬の 富を 有する 資本家 等が 大統領 や 其の 政策を 喜ばぬ の も 亦 その 理 
由が 此處 にある。 蓋し 米國 商業 會議 所の 殆ど 全部が ロ ーズヴ H ルト 大統領の 惡 ロを. いふ 事實 は餘 りに も 有 
名で ある。 

此餘 波を 受けた 日本人 同胞 間の 有志 家 又は 俗稱 知識階級 者が 傳染 病患 者の 如くに 白人 資本家の 眞似 をし 
て 一一 ユ ー デ ー ルの 悪口を 言 ひ、 時には ロ ーズヴ H ルト 大統領を 罵倒す る。 これは 間接に 九 割 五分の 大多數 
を 占む る 米國 人を 侮辱す る 結果と なる。 

かくの 如きは 決して 米 人 大衆と 日本人と が 交歡を 結ぶ 所以で もな く、 又 「國民 外交」 の 進むべき 途でも 
ない。 然るに 不幸に して 我等 同胞 社會の 指導者 特に 邦字新聞の 殆ど どれ もが 斯の 間の 眞 相を 知る だけの 素 
養がない ため 「やれ、 ユ一一 オンは 赤 だ。 ユー一 オンを 認めたら 同胞 事業の 根柢が 崩れる」 などと 十九 世紀の 
遺物を 今な ほ 平氣で 喋り 立てて、 その 無知を 恥と せぬ やぅな 珍現象を 生じて ゐ る。 か X る 態度は 決して 日 
米 親善を 促進す る 聰明な 國民 外交では ない。 

政黨政 派の 關係 上米 國 人が 大統領の 政策を かれこれい ふのは まだし もの 事 だが、 その 眞似 をして 日本人 
が 大統領を 罵る が 如き ことは 慎まねば ならない。 然るに 日本人 同胞 代表者を 以て 自認す る 領事 や 知識階級 
者 等が 九 割 五分の 米國 大衆の 利害に 逆行して 少數の 資本家の 提燈 持を する ことは 對 日本人 感情を 惡 化する 
氣 分を 作る ことで 「人よりも 物」 に 重きを 置く 結果と なり、 知らず-^ の內に 排日 氣 分を そ \る ことと 


— 84 


てた。 此時に 海軍 空軍が 遁走の 敵に 大 爆撃を 試みん とするととは、 理の 當然 である。 當時 敵は 多 數のジ ヤ 
ンク 船を 利用し 江上 橫斷を 企て X ゐ たので ある。 

こんな 有樣 なので 我 軍司令部から 各國 海軍 司令官へ 南京 附近へ 近寄らぬ やぅに 前以て 警吿が 與 へられた 
然るに 米 艦 パ ナイ 號外油 船 ニ隻が 此戰線 內へ入 込み 米 國船乘 組 員 等は 砲艦から 油 船へ 油 船から 砲艦へ とピ 
クニ ックを 催し お 酒を 飮み 御馳走を 頂き、 それと 同時に 日支兩 軍の 交戰や 空中の 飛行 振りを 活動 寫眞に 取 
って ゐ たので ある。 

その 當時パ ナイ 號や油 船に 多數の 新聞記者 や 寫眞班 や 活動 會社 撮影 技師が 乗り込んで ゐた 事から 考 へて 
も 彼等は 見物 半分に 其處い 等を ゥロ^^して 居た 事が 自ら 明白で ある。 

前以て 警吿が あたへ て ある 事と て そんな 所に 米國 船が ゐると 信ぜない 我 空軍が パ ナイ 號其 他を 支那ジ ャ 
ンクと 間違へ て 爆撃した のは 萬 止む を 得ぬ 事で ある。 其 日は 霧 も 深く 米國 旗が 全然 見へ なかった 事 も 寫眞： 
によって 明白で ある。 

此 爆撃で パ ナイ 號が 沈沒 した 事は 無論 氣の 毒な 事 だが 今 其 立場を かへ て、 假に 米國 と墨國 とが 戰爭を 開 
き、 米國 が墨國 海岸を 攻め、 今日明日 中に 占領す ると いふ 場合に 豫め危 いから 其 近所を ゥロ ック なと 警吿 
したに も拘 はらず、 見物が てら 酒で も 飮んで 、日本 砲艦が その 戰線內 へ 侵入して 活動 寫眞 などと って ゐる 
としたら 米國 空軍が これを 敵 船と 間違へ て爆擊 する に 不思議は あるまい。 

其 時に 日本が 米國 へや かまし く 抗議した 場合、 オ イソ レと 米國が 日本へ 謝罪す るで あらぅ か、 私は 日本 
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何ん ぞ 知らん 人間 平等 待遇を 高調す る 其の 同じ 米國が 支那 人 や 日本人に 土地 所有を 禁止し 又 移民法を 制. 
定 して、 東洋人 移民の 絕對 入國を 防いで ゐ るでは ないか。 ドイッが ジユー を 排斥す る ことと 其點で は 兄た 
り 弟たり 難しで ある。 

それから 又 サンフランシスコ 地震の 際、 大森 博士が 地震 研究に サンフランシスコを 中心とし バーク レー 
オー クラン ド 等に おいて 調査に 從 事した 當時 博士が 日本人で あるが 故に 排日 屋から 一度なら ず 二度 も白晝 
街 上で ヒドイ 目にあつ てゐ る。 

更に 又 二三 年 前に 發 生した アリゾナに おける 邦人 家屋への 投彈 事件は どぅで あるか、 農家の 不景氣 原因 
は 農産物の 生 產過剩 である。 しかして 此 原因を 除去す る 最上の 方法は 日本人 農家を 追 ひ 立てる ことで ある 
と 信じ、 一方に 於て 土地 法 違反の 理由の もとに 官憲と 協力して ドシ < 日本人 農家を 檢擧 し、 それと 同時 
に 他方に おいて 日本人 農家へ 直接 投彈の 方法で 脅迫した。 あの 時は 日本人は 物質的に も 精神的に もい ふに 
云 はれぬ 困難を なめた。 これに 對 し米國 はいかなる 態度を 採つ たかと いふに 證據 不充分の 理由で、 この 事 
件は 大森 博士 事件 同樣 遂に 有耶無耶に 終った。 

パ ナイ 號事 件は 不可避 

試みに パ ナイ 號事 件を 見る がょ い。 あの 當時 日本軍 艦は 揚子江を 溯航 し、 南京の 裏へ 進航を 續け 陸軍は 
湧く が 如き 喊聲を あげて 南京へ 迫った。 吾 軍の 追擊に 狼狽した 南京の 敵數 萬が 江上を 對 岸へ むけ 遁走を 企 
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て も帝國 海軍の 聲 明を ホゴに する が 如き 囘 答は 出來 ない ので 故意に 爆撃した とい ふ點に は 極力 反對の 旨を 
發 表した。 

アリゾナ 事件に おいて 米 人 等は 故意に 日本人 住家へ 爆彈を 投じた。 そして その 目的が、 農産物 市價 維持 
にあっっ た 事も爭 はれぬ 事實だ 、日米 條約 にょり 當然 住居の 權 利を 有する 日本人が 農業を 經營 して ゐては 
_ 分 等の 農産物の ブラィスが 上らぬ からと いふ 理由で 爆 彈を投 ずるとは 言語 同斷で ある。 だが 此 言語 同斷 
の 行爲が アメリヵ 政府 治下で 公然と 行过れ たの だから 驚く のみならず、 それに 對し 損害 も拂 はず 一人の 犯 
罪 者の 檢擧 もなかった 事は 更に 驚きを 深く し 米 國の爲 に 悲しまないで は 居られぬ。 が 併し 日本 政府は あく 
迄米國 政府を 信じ、 事件を 擧げ て國務 省の 善處に まかせた。 

その後 此事枰 は 不幸に して あの ま X だ。 今假に 日本と 米國 との 立場を かへ て 日本に 住む 米國 人へ 日本人 
が 爆彈を 投じた としたら 米國 政府 や 米 人は 果して、 どんな 態度に 出る であらう か、 斯んな 重大 事件で さべ 
日本は 爾來 今日まで 泣き 寢入に して ゐる 。これほど 我慢 强い國 民が 何處の 世界に 居る であらう か。 これは 
日米 親善 關 係に ヒ > が 入らぬ やうに 祈り 且っ 願って ゐる 日本 政府 及國 民の 誠意の 現れに 外ならぬ。 

斯うした 心 持の 日本 國民が 何故に 故意に 米國 艦船へ 投彈 する か、 そんな 箸がないで はない か。 アリゾナ 
事件や大森博士事件で米國は一仙の損害さへも拂って居らぬが、記憶せょ、此等の事件は悉く故意でゃっ 
た 事件で ある。 これに 反し パ ナィ 號事 件は 純然たる 過失では ないか、 米 人ょ！ どうか 公平であって くれと 
事實 を列擧 して、 米 人の 反省を 促すなら 必ず 米 人達は 成る 程 尤も だと 日本の 立場 や 主張を 充分 是認して く 
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か ハナイ 號に對 して 披瀝した あの 誠意を 米國が 日本へ 示す かどぅ か 多大の 疑を 持っ もの だ。 然か るに 日本 
はどぅで あるか、 取敢ず 我が 外務省は 陳謝の 意を 表し、 國民 擧げて 悲しみの 雲に 包まれた。 

あの 乘組員 慰藉 金 募集は 何を 意味す るか、 日本 國民 性と しては 善 かれ 惡かれ 、か k る 場合に 滿 腔の 同情 
を 表する のが 習慣で ある。 所が 相手が 此の 國民 性を 遺憾な く諫 解して くれるなら 誠意を 披瀝して、 それ だ 
けの 效果が 現れる が 米 人は それを 反對に 受け 故意に 米 艦を 沈沒 したから 米國 から 責られ ては 大變と 日本が 
ひたすら 陳謝 態度に 出た と 解して るの だから 實に 困る 。日本が 擧國 一致で あれ だけの 誠意を 表した にも 拘 
はらず 米國 輿論の 惡 化は^ H 底挈 紙に 盡し 難い 程だった が、 私に 言は すと パ ナイ 號事 件に おける 日本 外務省 
の 「三 拜九拜 主義、 又の名、 陳謝 一天 張り」 が 却って あの 事件を 惡 化し、 そして その 原因は 米人氣 質を 充 
分飮み 込んで 居らぬ からで ある。 あんな 時には 大森 博士 事件 や アリゾナ 煬彈 事件を 引用して、 日本が 從來 
いかに 隱忍 自重して 苟も 米 國へ敵 對行爲 をし なかっ たかの 友情 的 態度と、 それに 對 し米國 側が あまりに も 
冷淡であった 點を 詳細祀 說 明すべき であった。 

アリゾナに 於け る 日本人 住宅への 投彈 事件 

パ ナイ 號 事件に 於て 米國 人は 「日本 空軍が」 米國船 艦と 言 ふ 事を 知りっ \ヮ ザと 爆撃した と 誤解し 米國 
からの 抗議 も その 點を强 く 主張して ゐ た。 帝國 海軍は その 前に 精密な 調査を 遂げて 聲明 書を 發表し 故意で 
ない 點及び 全く、 あの 場合 「敵 ジャンク」 と 間違へ るに 充分の 理由が あった 點を說 明した 。我 外務省と し 
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同時に 價格支 裸 ひの 誠意を 示す ため 此の際 沒收 土地の 評價 期間 中保 證 金を 積むべし 等々 の條怦 であった。 
これに 對し 墨國は 何と 答へ たか、 その 返答た る や 劍も ホロ  ロの 挨拶で ある。 

米國 政府の 抗議は 實に 理由な きこと だ。 抑々 墨國が 大地 主の 土地を 沒收 して、 これを 國內 農民へ 分割 
し、 それと 同時に 其の 沒收 せる 土地 評價や 其の 支拂ひ 方法は 內國 法の 規定に ょるべき もので 其 間 毫も 外 
國の 干渉を 受 くべき ものでは ない。 たと へ 米 人と 雖も 墨國 土地 所有者と しては 墨國人 同等の 權利 のみを 有 
するもので米人なるが故に墨國人が有せぬょり以上の權利を所有するが如きことなし。卽ち米人土地所有 
者には 特に 一時金で 支拂 へ、 同時に 其 支 操 ひに あっる 保證 金を も 積むべし とい ふが 如き 理由 もな く 又權利 
もない。 これは 近頃 奇怪な 抗議で あると 頭から やり 込め、 一方に おいて 米 人 大地 主の 土地を 續 々と 沒收し 
た。米國はその後再三同じやぅな抗議を提出したが、墨國はー步も讓らざるのみか、これに類似した行爲 
を 過去に おいて 米國が 、しば  <や つて ゐる 事實 を列擧 して 反對に 米國 をギユ 丨< 言は した。 
.第三者が 之を 見る と 墨國が あんな 態度に 出れば 最後には 兵力に 訴 へて ^ も 米國が 其 目的を 貫徹す るか も 
知れぬ が、 墨國 大統領 も無鐵 砲の ことを いふ もの かなと 白 氷を 踏む の 感じが する が、 御當 人の 米國は 案外 
平氣で 別に 喧嘩に 出る でもな く 「それべ く 候」 とい ふ 態度で 放ッた らか して ゐ る。 加州 排日 土地 法 制定の 
際 米國は 日本の 抗議に 對し 、加州 法律が 憲法 や 日米 通商 條約に 違反せ ぬ 場合 これを 如何と もす る ことは で 
きない。 

又た とへ 日米 通商 際 約に 違反す る 場合で も、 國防 上の 見地から 警察 權行 使を 目的と する 場合 如何と もす 
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れたで あらう 事を 私は 信ずる。 

國民 外交と いふ ことは 米 人を 知り 米 人を 動かして 正しく 朗かな 途を步 むこと である 。米 人は 斯 \ る 態度 
に對し 反感を 持ち 益々 日本へ 挑戰 態度に 出る やうな 事は せぬ。 例へ ば メキシコ 對米國 との 土地 沒收 事件 や 
チ H ッコ 事件を 中心とする 獨逸對 米國の あの 事件は どうで あるか、 少し ばかり 愚見を 述べて 見やう。 

墨國 政府の 土地 分割と 對米 交渉 

墨國 政府が 農民 保護の ために 大地 主の 所有に かかる 何千 何萬英 反の 個人 所有地を 沒收 して、 これを 小區 
分し 農民 達に 分割して やる 法律を 制定して 旣に これを 實 行して ゐるが これ 等 大地 主 中には 多數 の米國 人が 
ゐて 一人で 十萬英 反、 二十 萬英 反の 土地を 所有す る ものが 可な り 多い。 

是 等の 米 人 大地 主の 土地が 片ッ 端から 沒收せ られ るの だから 米 人と しては 實際 やり切れない ので ある。 
沒收と 言っても 無論 只で 取る のでは なく 土地を 評價 して 其價 格を 支拂 ふの だが 何しろ 墨國 政府には 金が な 
いの だから オ ィソ レと 支拂ひ は 不可能な ので 內國 債を 募集して それにょ って 拂ふか 又は 年賦の 方法で 支拂 
ふとい ふやうな 計畫 にっいて 目下 研究 中で ある。 其 後 此の 墨國の 土地 分割 方法に 對 して 米國 政府が ハル 長 
官を 通じて 墨 國へ嚴 重 抗議す ると ころが あった。 

其の 抗議の 要點は 第一、 代價 の支拂 をな さず して 米國 人の 所有地を 沒收 する ことは 國際法 及び 一般法 律 
に 違反して ゐ る。 第二、 墨國は 速に 土地の 評價 をな しその 評價價 格を 米 人 地主 達へ 支拂 ふの 義務 あり、 と 
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ない。 墨 國人も 米 國人も 墨 國議會 が 制定した 法律を 遵奉す る 義務に 變 はりは ない。 

其 法律の 施行に 妨害と なる が 如き 行爲 ある 場合に 其 相手が 米 人な りとの 理由で 墨國 の內國 法を 無視し 米 
國 政府が 抗議を 提出す るのは 實に 理由な きこと である。 と 此處で も劍も ホロ  ロに ハル 長官の 抗議を やっっ 
けた。 

英米 油會 社の 全 財産は その後 墨國 政府が これを 押收 して 引續 き經營 して ゐる 。これに 關し 米國は 時々 形 
式 的の 抗議を 試みて ゐる 位の 事で それ 以外に 別に 何等の 手段を 取って 居らぬ。 この 兩國の 抗議と 囘答 とが 
公然と 各 新聞紙に 掲げられて ゐるが 米 人の 多數 は無關 心で これを なが. め、 墨 國の言 ひ 分に も 成る 程 理窟が 
あると いふ 態度で 別に 憤慨す る樣子 もない。 

之は 何を 語る かとい ふに 理窟 さへ あれば、 たと へ 米國の 主張を 一蹴す る 結果と なっても 米 人は 喜んで 相 
手の 理窟を 聽取 する だけの 餘裕と 誠意と 公平と を 持 合は せて ゐる 好個の 實例で ある。 

獨逸が 米國 .へ 一本 まゐる 

其 次に チ H ッコ 問題に 關し ドィッが 米國 大統領に 與 へた 書簡に っいて 考 へて 見やぅ。 あの 事件で 英佛が 
仲介者と なり 平和 解決が 成功せ ん とす る 間際 にヒ ョットす ると 再び 戰爭に なる のでは ないかと いふ やぅな 
雲行きと なった。 その 時に 米國大 .統領が ヒ トラ I 總統に 宛てて なんとか 平和な 話を す i めて 貰 ひたいと 米 
國 一流の 理想論を のべた。 これに 關しヒ トラ ー 總統は 左の 如く 答へ た。 
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る ことは 出來ぬ と、 ぅまく 逃げた 0 今や 墨菌は 其點を 堂々 と 列擧 して 最後の 勝利を 得る 段 取まで 進んで ゐる 

ハル 長官の 抗議 も 無力 

其 次に 他の 一例を あぐれば 最近 墨國 政府は 油井 戶その 他 これに 關 係の 工場 從業 員の 給料 値上げの 法律を 

制定し、 同時に 從業 員を 罷免す る 場合は 三 ヶ月 間の 割增 し手當 金を 給與 せねば ならぬ ことを 規定した。 

此新 法律に 不服の 英米 油會 社は 增 給支拂 ひを 拒み、 この 義が憲 雙國際 條約雙 である 點を 指摘して 

墨國 大審院まで 持ち出し たが、 遂に 敗訴と なつた。 蠢で英 米會 社は 事業 經營を I 時 中止した。 此れが 爲 

に 謹 負_ が 解雇 fis 命 ■つた QS 府は雲 S 擊當に 加 ふる E 藍 蓄 | ニヶ 月 分の 給料 支 
拂を 命じた。 

蒙會社 I?Q 命令 £じ なかつ た。 此所 S いて 墨屋 府は麵 I かは り蒙審 社の 全財產 

を 差 押へ て公賣 の手續 きに よりこれ を沒收 せんとして ゐ る。 その後 英米 會社が 本國 政府へ 泣きつ いて 何と 
かして くれと 嘆願した ため 例に より 米國 々務 長官 ハル 氏が 長文の 抗議を 提出した。 

ヵ丨デ ナス 大統 1 言 5 米國 S1 獄 した。 日く、 この 才ィ ル—— や內 1st 
受 くべき 事件で ある。 給料 や 働き 時間を 規定す る此 種の 法律は 旣に 米國 にも 多數 あるでは ないか。 

其蠢 賃銀の 支拂 ひを 怠る 場合、 法の 手管に より 雇主の 財産 差 押を なすことは いづれ の國 においても 
行 はれる 会ろ P—。 相手が 米國 人— が 故に 墨國の國 內 ■震しても 雲な」 とい ふが f 理窟 丈 
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手 H ッ n 國から 放れて 別 5 立 せんとす 論 動を 援助す る ことは ウ^. ル ソン 大統領の 民族自決 主義 $據 
する 正々 堂々 の 態度 だ。  . 

此獨 逸の 震を 非難す るが 如 1 は不麗 この 上 もない ことで 倉。 ドイッは 震徹晕 和を 愛する が 故 
に 今日 ま p 醫富重 して ゐる 。若し 歐洲 の 平和が 萬 一 破壤 せられる こと ありと すれば 其 責任は 悉く チ エッ 
コ 國側が 負 ふべき ものである。 

米 國大獲 ウイルソンが 熱心に 唱へた 民族_ 決 主義の 大 精神を 尊重して 其實 行を 期す る ドイッの 震を 
米國が 是認す f と— じ、 f ッ の 所信を 披瀝す ると 結んだ。 この 意味は f 平民の 墓で 云へ ば 
「お前の 先 I 聲を 張— げて馨 した AJI ドイッ i 行して るんだ ぞ 。それに 對し 何の 文句が— か 
•控 へて 居なさい」 とい ふ 意味で ある。 

米國 民は ヒト TQ 此の 言を 素直 昼聽 して ゐる。 そして ヒト了  i に 百 的を 貫徹した。 何と 言つ て 
.も ヒト T は 米國養 I く吞み 込んで ゐる 。しかるに 日本 外審 のみは 日米 間に 問題が 重した 度每に 
との ビッグ ポイントを 列擧 する 明を 缺い てゐ る。 

日本が 一本 米國 へま ゐ つた 例 

その後 支那 航空 會 社の 飛行機が 南支から 漢 Q 5 ■向け 航行 中 我が 空軍が これを 追 ひかけ て 中途で 追 
擊を 試みた。 その 飛行機が 狼狽の 結果 遂に 墜落して 乘 客の 大多 數が慘 死を 遂げを。 
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平和 解決 も 又 そ Q 反 ■不幸に して 戰爭 と— の も 一 に懸って チ f ソコ國 の 出かた 次第で—。 ズデ丨 
テン 領土 その他、 ドイツ人が 住む 領土を ドイツへ 渡せと いふ ことは、 これ 實に 先に 米國 大統領 ゥヰル ソン 氏 
が 歐洲で 謹した 民族自決 主管 Q も QQ 延長で—。 I ツ の 民族が 他の 民族の 支 f 受けて 種々 の點に 
X いて 逍害を 受けて ゐる 場合に その 民族は 一般投票に ょり 适害 されて ゐる 民族から 獨立 する 權 利を 持って 
ゐ る。 この 權利を 際 聯盟が 保證 するとい ふの が ゥヰル ソン 大 雲の 民族自決 主義で ある。 

ヘル サイ ユ條 約に おいて 今の チヱ ツコ國 は當 時の オ ー スト リー 、ハン ガリ I の 一部を 割いて 成立した も 
の だ その 動機は チ H ツコ 民族は 民族自決 主義に 基づき オー スト リー 、ハン ガリ I から 放れて 蜀立 する 權 
利を 持ち、 又 それが 正當で あるとの 見地から 獨立國 が 組織され たわけ だ。 

其 際 ズデー テン 地方の ドイツ人 達は チヱ ツコ國 に 併合され ると とに 不服を 持っ たが、 その 當 時の ドイツ 
は歐洲 戰爭で 一敗 地に まみれ 立っ 能は ざる 境遇に あった ので ズデー テン 領土 民の ために 一臂の 力を かす こ 
とが 不可能だった 。そんな わけで ズデ ー デン 領土 民は チヱ ツコ國 の 平等 待遇に 關 する 公約を 信じて、 其 支 
配下に ある ことを 承諾した もの だ。 

然るに 其 後 チ H ツ 51 公約 I 視 して 事 每にズ TK ン領 土民へ 壓— 加へ てゐ る。— おい 
てズ デ1テン民族 は チ H ツ n 國 政府へ 民族自決 主義の 精神に 基— らく 領土 民 多數の 希望— れ、 ズデ丨 
.テン 領土 民へ 自治 獨 立の 權 利を 與ふ べしと 叫んだ。 

蒙は 其 爵族國 の ドイツへ 併合を 望んで ゐ る。 との 秋に あたり ドイツが ズデ lr\ 民族の 希管容 e 
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知りつ X も その 輿論の 提燈 持と なつて 外國へ 抗議を 提出す る 場合がないでも ない。 

その 謹 6 し 相手 Q 外國が 名論を S して 囊すれ ば その 反 類 間接 S 內の 愚論に 一撃を 與 へる 米 
國 政府の 答 辯 その も 11 。米國 大統領 S 府 1 が 直接 sil? れば 反動 1 す 憂 ひが— 
が これを 外國が やつて くれるなら 幸 ひに か i ると とが 政爭の 具に 悪用され る 心配がない 。だから 柱々、 にし 
て國內 政策 上 馬鹿らし いと 知りつ ゝも 形式的に でも 政府が 第三 國へ抗 _ する 雪がないで もない。 

こんな 場合. には 政府と しては 或は ゥン ト や つ つけて くれと 暗に 相手 國へ 要求して ゐ f 言 つても ょい わ 
けで啬る。米國や米國人を知るには斯ぅした齓內政策をも充分承知する必要があらぅ。 

結局 米 人 も 日本人 も 1 じ 人間な の だ。 理窟に ニつ— いと 同時に 人情に 人種 も國 f ない、 「善い 

事は 善い、 惡い事 S い」？  —。 これ だけの 理解が あれば 對米國 民 外交が 實 際に 輝く のでは ないだら 

ぅか 0 

日本 精神を 米 人間で 大いに 說け 

日本と 云 ふ— SQI に 大切な 生命 I 出して I 天 萬乘の 天子 樣を 、 _F 串 上げる 忠誠の 心を 日 
本人の 一人々々 が 持 合は せて ゐ る。 霞の ためなら どんな 艱難辛苦を なめても 更に 厭は ぬ。 のみならず 足 
容と して 笑つ て 死につ く あの 心が 卽ち 武士道で ある。 

百 萬の 大敵が 押し寄せても 「何 ッ 、此の 野郎、 日本 量の 意氣 .を 見せて やる」 と 敵陣へ 飛び込んで 碎け 
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その 慘 死者 中に 上海 大 銀行の 頭取 や 支配人が ゐた 。そして 飛行機の パイロットは 米國 人で あり 又 その 飛 
行會 社の 株を 多數 の米國 人が 所有して ゐた關 係で ハル 國務 長官が 早速 日本へ 抗議を 提出した。 

時の 外務大臣は 陸軍 大將 宇垣 老將 軍で その 頃の 支那 事 變に關 する 外交は 専ら 陸海 軍が イ H ス 、ノ ー を 握 
って ゐた 。我が 政府が 米國へ 答へ た 文句が 日本 外交 史上 初めての 快 文字で ある。 

日く、 あの 飛行 會 社は 支那 飛行 會社で ある。 その 株を 米國 人が 所有して る 事實や 又た ま < パイロット 
一が 米 人であった がた めに 此の 事件が 日米 間の 國際 問題 化する 理由は 一っ もない。 この 問題は 悉く 日 支 間の 
■問題で ある、 從 って 「米國 が 抗議を 提出す るのは 誠に 理由な きこと に 御座 候」 とやっ ての けた。 墨國や ド 
4 ッがハ ル 長官へ 答へ たのと 同一 筆法で ある。 

之に 對し米 國は敢 て 抗議を くり 返す ことなくして 其の ま X 放っ たら かしてし まつた。 

パ ナイ 號 事件に 比較して 正に 雲泥の差. ではない か。 これは 決して 日本の 鼻息に 米國が 恐れた からでは な 

ぃ 。 

米國 民は 世界で 最强最 富の 國は 米國だ と 信じ 世界の どの 國と戰 っても 敗る もんかと 言 ふ 自惚れを 持って 
ゐる 。だから 他 國の强 さに 恐れて 引っ込む とい ふが 如き ことは 更にない、 が 併し 理窟に 敗け ると 默 って 知 
らぬ顏 で Ob つ 込む とい ふ 思 ひ 切りの ょいと ころを 見せる 實例が 過去に おいて 多々 ある。 

米國 人と 言ふ國 民は 新聞 や 放送で 勝手な 熱を 上げる ことで 有名 だが、 その 言論の 自由が 餘りに も 極端で 
あるた め 誰も 彼 もが 大統領 や 政府を 無茶苦茶に コキオ 口 ス 弊害 も 多分に ある。 政策 上 政府が 時には 愚論と 
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神と よび 以て 誇りと して ゐる 。この 米國 精神と 日本 精神と がピッ タリ 符合して る 例を 私は 餘りに も 多く 發 
見す る。 公平に いふなら 日本 精神と 米國 精神とは 完全に I 致し’' て ゐるで はない か、 私は それを 信ずる。 

世の中には、 日本には 日本 精神と いふ ものが あって、 それが 大和魂 や 武士道を 生んで ゐるが 、悲しい か 
な米國 には それがない、 だから 日本人の 血を 受けた 第二 世は 米國で 學び 得ぬ 日本 精神を 父母の 祖國 から 學 
ばねば ならぬ と 同時に 日本 精神の ない 米 國の敎 育は 此の 意味に おいて 物足りない と 米國を 卑下于 る ものが 
ゐるが 、この 議論は やがて 米國や 米 人を 中傷す る ことと なり、 到底 か \ る 議論は 米 人 仲間で 公然と 容れら 
れな いのみなら ず、 假に これが 事實で あつたら 日本 精神と 米國 精神と が 自ら 相反す るでは ないか、 それで 
は 米國の 立場から 考 へて 米 人達が 日本 精紳 を歡迎 せぬ のに 不思議は ない。 

日本 精神は か、 る ものでは ない。 日本人に しても 米 人に しても、 苟も 其 人々 が 立派な 人格者で ある 場合 
共通に 此の 大精 神を 所持して ゐる箸 だ。 米國で はこれ を米國 精神と よび 日本は これを 日本 精神と よんで ゐ 
るに 過ぎない。 だから 日本 精神を 二世へ 鼓吹す る ことは やがて あの 立派な 米國 精神を つぎ 込む ことで も あ 
る。 不幸に して 日本人 間の 自稱 知識階級 者 仲間には 此眞 理を辨 へずして 日本 精神が 米國 精神に 違反す るが 
如く 誤解し 「二世へ 日本 精神を 說けば 」 米國 人から 排斥され るな どと 驚くべき 愚論を のべ 立てる 馬鹿者が 
ゐる。 

領事が 此 種の 米國 半可通 者の 言を 丸呑み 込みに して 動く やぅな ことがあれば、 そは 誠に 悲しむべき こと 
で、 そんな 考で國 民 外交. の實を 擧げる ことは 絕對に 不可能で ある。 私は 米 人の 前に 出て 堂々 と 日本 精神を 
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ると ころの 勇氣 が卽ち 大和魂で ある。 これを 日々 の 生活に ついて 考 .へるなら、 自分を 生んでくれ 自分を 育 
てて くれた 高恩 ある 親に 孝行を っくし 親を 喜ばせ 親を 幸福に する ためなら 自分は どんな 艱難辛苦で も 厭は 
ぬと いふと ころが 卽ち 武士道で ある。 薄倖な ものの ために 一 肌ぬ いで 其 ものを 助けて やる とい ふそれ 自身 
が 卽ち 大和魂で ある。  ' 

年寄り や 弱き ものの 肩を持ち、 まさか 違へ ば 一命を 賭しても 尙且 任俠を 示す ところに 悉く 武士道が 輝き 
大和魂が 光る ◦私は これを 日本 精神と いふので ある。 然らば これと同じ 精神が 米國に も. あるか どうか、 若 
し 米國に 米國 精神と いふ ものが あって 其す X む 道が 日本 精神と 同一 軌道を 走って ゐ るなら 名稱 こそ 違へ、 
その 本質は 日本 精神で ある。 

試みに 私が 今日まで 述べた 米國 及び 米國 人に っいて 再考して 見やう。 親を 大切に する 米國 人に っいて 私 
は 其實 例を 示め した。 病床に ある 妻を いたは る 親切な 夫の 話を か k げた。、 この 實話は 一例に 過ぎぬ が、 ょ 
く 調べて 見るなら 此の 種の 美談が 米 人間に' も片ッ 端からで ある。 

日本人が 困った 場合に 自ら 飛び込んで 其 窮境に 滿 腔の 同情を 表して くれた 任 俠の米 人を 私達は 到る とこ 
ろに 發見 する。 米國 人は 弗の 奴隸で あると 考 へた 一部 半可通の 不 認識が 果して 事實で あるか どうか。 その 
然ら ざる 點が餘 りに も 多々 發 見され るでは ないか。 無論 米 人中に も ロタで もない 奴が ゐるに は 違 ひない が 
日本人 間に おいても 其點は 同一で ある.。 

だが ー投か ら これを 見れば 米 人の 多數が 立派な 主義と 高潔な 理想と を 持って ゐる 。彼等は これを 米國精 
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來を眞 面目に 考へ ると」 やはり 領事 や 有志 家へ 反對 しないでは 居られない 事件で あつた ことを ツクん \感 
ずる 〇 土地 法事 件に しても 鲁社 法事 件に しても 私が 反對 して 奮鬪 をっ r けな かったら 今頃 日本人の 權利が 
どぅな つてる だら ぅか。 

大分 以前に 密吿 事件と いふの が あった が、 あの 事件で 公共 團體の 役員が 中途から 引ッ 込んだ ので 轼が一 
人 其犧咎 となっ た。 憐む べき 被密吿 者の 境遇に 同情を 表した あまり 遂に 私は 最後に 只 一人と なった。 それ 
は 鉋まで 責任を 重んじ、 米 國官， 憲を 支持し、 社 會廓淸 にす X まんと したため だ。 

そして 私は 八 年 前 風 寒き 十一月 廿 六日の 眞 夜中に ピストルの 的と なって 倒れた。 だが 其當 時は 同胞を 思 
ひ 日本と いふ 自分の 國を 愛する あまりに 微力ながら 躍 然として 立つ たこと を考 へ、 あの 時 死んでも 我家の 
先祖に 對し 少しも 恥ず る ことなく 否 寧ろ、 大 なる 誇りを 感じた 次第だった。 私の 在米の 歷史は 凡てが 奮闘 
のべ ー ジ なの だ。  • 

此奮鬪 に 私は 悉く 勝って ゐる ことを も 感ずる がそれ が 一ツも 私自身の 奮鬪で なく 悉く 在米 同胞の ための 
戰ひだった。人間の世界にはいろ<の情實がある。親類だとか、同縣人だとか、友達だとか、後援者だ 
とか、 又 同じ 敎會の メンバ ーと 云つ た 風に コンガ ラ カツた 情實が 充滿 して ゐる 。この 凡ての 情實を 捨て X 
眞乎 正義 人道に 向って 敢然と してす X む 事は 並大抵では ない。 が 併し 此藤井 整は それを 斷行す る 事に 努力 
した 0 

正義 や 人道の 前には 兄弟 も 友人 も メンバ ー も 後援者 もな く 此の 全身を 投げ出して 「ョシ、 この 俺が 立っ 


說き毫も遠慮するところはない。なぜなれば、日本精神は郎ち米國精神と其主義主張を一にしてゐること 
を 信ずる からだ。  . 

米 國や米 人を 知る とい ふ 事は 斷 じて ゥス ッ ペラな ハィヵラ 人 得意の あの 吹けば 飛ぶ 樣な 言動では ない。 

情實を 投げ捨て 敢然と 進む 可し 

日米 親善と いふ ことは 米國に 住む 日本人が 日本へ 百パー セント 忠義を 盡す ことを 躊躇す る やうな 風を 米 
人達へ 見せる こと だと 考 へて ゐる ハィヵラ 日本人 や不 認識の 米 人が たまには ゐる が、 いや 早 何とも 形容の 
出來 ない 笑止 千 萬の ことで ある。 

こんな 馬鹿げた 謬論を 吐く ものが 第二 世の 今後を 語り、 日米 親善を ロに する のを 見て 私は 「此の 野郎 何 
を 云って やが るんだ」 と 腹が立っ のを 感ずる。 私は 今日まで 五十 何囘 っ ^ けて 愚見を 發 表して ゐる が、 こ 
れは 悉く 私の 在米 四十 年に 垂ん とする 血が 出る やうな 體驗を 綴っ たもの だ。 

私は もう 棺桶に 爾 足を 入れた も 同樣の 老人で ある。 いっお 淨 土へ 行く か 列らぬ 程の 年寄り だから 一生の 
間に こんな ことを いっかは 綴って 後世 孫 達べ 遺して 置かう と 思 ふて ゐた 。だから 此の 記事は 單に 領事 一人 
の 反省を 促す とい ふこと でな く、 どちら かとい ふと 同胞 全體 への 私の 「かたみ」 とも 云へ やう。 

私が 此れ迄 領事 や 有志 家と 反對の 立場に 立って 大久保 彥左衞 門 式を 發 揮した ことを 今 私は 悄然と して 燈 
下に 沈思 默考 して ゐる 。私は 多くの 人々 に 反對 してす まぬ と考 へながら 「日本の 前途を 思 ひ 大和民族の 將 
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み 米 人から も 大歡迎 を 受けた。 それから 先日 英國が パレスタィンへ 今後 一切 猶太 人を 入れぬ と 云ふ發 表を 
したに 際し、 當羅 府のユ ダ ャ人會 では 副 會長マ グー ーン 牧師 及び 合衆國 判事 ホ ー ルッ ア ー 兩氏の 名で 數日前 
米國 大統領 や ハル 長官を 通じて 英國へ 抗議を 提出す る 事を 決議した。 

米國に 居る 米國 市民で ある 第二 世 又は 第三 世の ユダャ 人が 歐洲に 住むユ ダャ 人の 爲に 斯ぅした 政治的 運 
動に 活躍し、 彼等は 何千 萬 弗の 金を 米 國內か ら 募集して それを 公然と 歐洲ユ ダャ 種族へ 貢いで ゐ る。 シヵ 
ゴ 市の チ H 、 ソ n 國支持 運動 寒 者 も 悉く 第二 世、 第二 一世の 米國 市民な の だから 彼等は 純 ■る 米 人で あり 
ながら、 恰も チ H ッコ國 人で あり 又歐 洲のユ ダャ 人で あるかの 如き 言動を 平氣で やって 居る ではない か。 
此れは 日本人が 「二重 國籍」 に 氣を 揉んで ゐる心 理狀 態に 比較して 正に 隔世の 感が ある。 

斯んな 事は 米國事 情 や米國 領土 內に 住む？ の 人種 や、 又馨の 生活を 委しく 研究 すれば 容易に 解る 事 
だが 殘 念ながら 在米 同胞 間の 指導者 や 領事 等に して 今日 迄 其 硏究を 怠っ てる 者が 片ッ 端から だから 失望し 
ないで は 居られぬ。 此れを 約言 すれば 日本人 有志 家 や 領事は 米國 事情に 不案內 なた め對米 問題に 關し 驚く 
べき 引 込み 主義を 採って ゐ る。 

シヵゴに於けるユダャ人會の決議と云ひ又チエッコ人の集會と云ひいづれも我等の好參考となるべきも 
の だ。 蓋し 米國に 住む 第一 世は 歸化 不能の ため 何蠢も 日本人な の だ。 音 本人が 日 支 事變に 於て 獻 金す 
るのに 何の 不都合が あらぅ ぞ 、私の 經驗 から 考 へて 物 判りの ょい 大多數 の 米 人達は 斯 力る 行動を 技 斥^ ■る 

が 如き 事は 更にない。 
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で やる」 とい ふ 主義で 猛進して 來 た。 「同胞 相爭 ふこと を 謹めよ」 とい ふ 言葉は 誠に 美しい が 併し、 强い 
者には まかれ 又 一文の 得に もなら ぬから 弱い ものは 放ったらかして 仕舞へ とい ふ 主義で 爭ひを 避ける 事が 
眞の 人類愛 や 平和 幸福を 祈る 途で あらう か。 蓋し 私の やうな っまらない もので も 過去に おいて 領事 や 有志 
を相手にして鬪つたればこそ同胞の權利を擁護し得たことがーッやニッではない。 

同胞 間の 眞の 調和は 眞劍に 同胞の 將來を 思 ふこと だ。 他人に 憎まれない やうに 誰も 彼 もが 足 並を 合は す 
ととのみ が 平和で もな く 調和で もない。 

故 國へ獻 金す るのは 日本人 ばかりでは ない 

米國に 何十 年と いふ 長い間 住居して ゐた 日本人 指導者と 目せられ る 人々 が 遺憾ながら 米 國や米 人 及び 米 
國 事情に 疎 ひ 事には 實際 驚いて 仕舞 ふので ある。 寫眞 結婚 や 米國で 儲けた お金を 日本へ 送金す る 例な どに 
就いて 此攔で 其 謬論を 旣に 委し.. く說 明した が、 日本人 有志 家は 日本人の みが そんな 事を する から 米 人から 
排斥され るの だと 自分で こつち から 決めて ゐ たの だから 呆れる。 此間 チェッコ 國と獨 逸と が スッタ モン ダ 
の 爭ひ をした 折 柄、 米國 ポストン や ゥィスコンシン 果ては カン サス 地方に 住む チヱ ッコ 系の 白人 達 約 十 萬 
が シカゴの 大 ステ デ アムに 集まって チヱ ッコ國 支持 大會を 開催した。 米 人達は それを 無理の ない 事 だ、 同種 
族 民が 先祖の 祖 國をヒ ィキす るのに 何の 不思議が あらう ぞと 平氣で 見て 居た。 そのと きの 事 だが 當時 のべ 
ネシ .ユ 大統領の 弟に 當 るべ ネシユ 博士が 折 柄 大西洋 航海 中 船 上から シカゴ 大會へ 呼びかけて 愛國 演說を 試. 
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判らぬ。 お金 持 やお 役人を 招いて 御馳走す るなら、 それと 同時に 此種の 尊い 仕事に 從事 する 人々 を も 招い 
て 感謝 會でも 開く のが 當然で はないだら ぅか。 

白人 方面 ばかりでなく 日本人 社會 におけるこぅ した 尊い 奉仕者を も 領事 や 有志 鲁が 卒先して 表彰す る 事 
が 何より 必要で ある。 上に 立っ 人々 が 範を 他へ 示せば 一般の 人々 が これを 見習 ふ。 メリノ ー ルの シス タ ー 
や、 敎會 聯盟の 幹事さん などを 少く とも 年 一囘や ニ囘 位は 官邸に 招いて 其の 勞を犒 って 然るべきで ある。 
此の 人達は が X る ことを 別に 望みは しないだら ぅが、 領事 や 有志 家が これ 等の 人々 を 尊敬 すれば それが ひ 
いて 一般 社會へ 非常な 好 印象を 與 へて 直接 間接 その 人々 の 尊い 仕事を ヘルプす る ことと なる。 

有志 家 や 領事が 貿易商 人 やお 役人 や 金 持 ばかりを 大切に して 「人よりも 物」 に 重きを おいた 從來の 態度 
を 改めて 今後は 今少し 「物よりも 人」 に 重きを おく やぅに 心がけて くれる ことを 祈る。 第二 世 問題 も その 
通りで ある。 

大學を 卒業した ものを 每年 招待して 祝って やる ことは 無論 惡い ことでは ない が、 それよりも 大學 へ通學 

する にも 貧乏で 學資の 出る 途が なく 秀才で ありながら 生活の ために 貧乏な 親を ヘルプして 孝行を っくす 殊 

勝な 心がけの 靑年 男女へ 「より 多く 同情」 を 表す 方法を 講じた 方が モット 人間ら しい やりかたでは ないだ 
らう 力 o 
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實業 家に 厚く 社會 奉仕者に 薄い， 惡 習慣 

國民 外交に— 日米 親善と いふ ことは、 例へ ば 薄倖な 日本人の ために 米國 1 切 菜 人達が 親身 も 
及ばぬ 情 や 憐れ t 加へ て くれ 1 ひ 仕事に 對 して 理解と 同情と 感激と— し、 これ I 助す る ことでも 
ぁる ことを 悟らねば ならない。 同胞 間の 有志 家 や 領事が 此の方 面に おける 尊い 仕事に どれ だけの 認識と 浬 
解と を 持つ てゐ るか、 私は 大なる 疑問を 持つ もの だ。 

實業家 や 貿易商 人 やお 役人を 招待して 御馳走す る こと も惡 いこと ではない が、 かゝる 方法が 其 社 會關係 
の 日オ人 例へ ば 輸出入 商 だけは 御 VK- 益を 蒙る には 違 ひない が 併し 日本人 同胞の 大多數 が 決して 輸出入 商 
人は かりで ない 事を も考 へねば ならぬ。 それに も拘 はらず 領事が 此方 面 ばかりへ 力を入れ f したら 餘り 
にも 不 認識では ない' 1。 試みに モンロビアの 雲 院を のぞいて 見る がょ い。 サン フ アナンドの 療 1 
院 や、 郡 立 病院 や メリノ  I ル、 ホ ー ムや ホンダの 養老院 や、 その他 南 加小兒 院を訪 ふて 見る がょ い。 

南 ヵィ 兒 防 は 日本人 經營 だが、 その他は 悉く 白人 雲の もの ばかり だ。 日本人 同 奪 さへ 匙を 投げて 顧 
みてくれぬ 病人 や子靈 を 人類 sf ひろげて 人 謹 ひの 米 人が 親切 丁寧に 面 f 見て くれ I の 尊い. 
仕事を 我々 は 知って おく 必要が ぁる。 

日 矛 親善は 力ぅ した 方面の 米 人の 親切を シン ミリと 味は ふこと だ 0 「落 ぶれて 袖に 淚のか X る 時、 人の 
心の奥 ぞ 知ら I」 とい ふ 歌が— が、 養老院 や 療養 院 へはい って 厄介に なった 人で なけ^^ 比の 氣 持は 
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斯か る氣の 毒な 境遇に あって 充分 勉強す る タィム もない 程 生活に 追 はれ、 他人に わからぬ 苦勞 をす る 苦 
學生 と金に 不自由を 知らぬ 金 持の 學生 とを ー緖 にして、 成績が ょいと か惡 いと か 言っ たのでは 實際 公平と 
は 云へ ない。 ゴー ルドの ピンを 持たぬ 苦學 生の、 こぅした 一面を も考ヘ て やる だけの 同情がなければ なら 
.ない 0 

蓋し ゴー ルドの ピンを 貰った とい ふこと 必ずしも 無上の 光榮で はない 場合が ある。 世の中には 自分の 全 
生涯を 働きっ ^ けて 其 血 や 涙の 塊を 全部 子供へ 捧げ 子供を 最高 學府に 送る 子供 思 ひの 親が ある。 然るに 其 
■子供の 中には 不幸に して 親の 苦心を 感謝す る だけの 氣持 がな く、 徒らに 美 衣美 食を 求め、 老 たる 兩 親の 生 
涯が 子供の 幸福の ために 一切 づ X 切 取られて 行く ことの 憐れ さを 感じ 得ぬ 不幸 者が ゐ る。 

學校 卒業後 相當な 地位に ありっけば 貧乏な 親が 社會 的に あまりに も 時代 遲れで あるた め 却っ て 敬遠す る 
やぅな 心得 違 ひの もの も 居る。 私は こんな 氣の 毒な 子 思 ひの 老父 母の 胸中を 察して サメ^^と 泣きたい 心 
: 持と なる。 

子供が ゴ ー ルドの ピンを 貰って 讃美され てゐる 反面に 我 子からで さへ も 顧みられる ことなく、 一生涯 獨 
力で ちいさい 煙りを 立てて 食って 行く 不幸な 父母の 姿に 同情せ ずには 居られぬ。 故に 日は く、 學問が 出來 
名 ことのみ が 決して 民族の 誇りでは ない。 


善良な 苦學 生に 今少し 同情を 表せ 

日本 \ の 子 共の 中に も學 校の 成績 優秀で ゴ ー ルドの ピンを いた ^ いた ものが 多數 ある やぅ だ。 無論 それ 
は 只に 其 子供 や 其 親の 名譽 である ばかりでなく 日本人と いふ 其 民族の 光榮で も ある。 だが 私は 一方に おい 
てこん な 事を も考 へる 氣に なる。 

大學 へ通學 する 女學 生や 男學 生の 中には 金 持の 親から あり 餘る 程の 學 資金を 貢いで もらって 何の 心配 も 
なく 勉强 さへ すれば それで 役目が-すむ 程 物質に 惠まれ たもの が、 ゐる 。例へ ば 土曜日には 入場料を 拂 って 對 
抗フットボール、マッチ見物に行き、夜はおいしい洋食店に出かけて高尙なグンスでもしながら空腹をみ 
たして ゐ る。 

此 種の 若旦那 やお 孃樣 達は 食べる 心配 や 着る 苦勞は 全く それ こそ 少しもない。 眞 面目に 勉强 すれば それ 
でょ いの だ。 これに 反し 金に 惠 まれぬ 女學生 達は 大學の 食堂の 給仕を したり 又 お金 持の 家庭の スクー ルガ 
丨 ルを 働き がら、 そんな 方法で 御飯を いた V き 日用品を 買 ひ 求めて 勉強を つ r けて ゐる 。朝飯が すめば 早 
速 お 皿を 洗 ひ ヶチン を片づ けて それから ブックを さげて テク^^ 步い て通學 する。 

午後には 再び 夕飯の 仕度を して 御飯が すめば 又 それを 片づ けて、 それが すんで 其 後 漸く 其 日の 復習 や 明 
日の 勉強を 始め、 此外 土曜日には 終日 家內勞 働を しなければ ならない。 又 或 女學生 スタ ー ルガ ー ルの 如き 
は 土翟と 日曜 だけ 暇を 貰って 我家へ 歸り 金に 惠 まれぬ 父母を、 ヘルプし フット ボール や ダンスの 段では な 
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.切てとなり日本人のために働くどころか却つて日本人を輕蔑することとなる 不幸に して 力う した 不 、心得 
者が 日本人 間には 必ずしもない とは 云へ ぬ。 此 現象は 大いに 考へ ねばならぬ ことで ある。 

これは どうい ふわけ かと 云へ ば 從來 日本人 社會 の-指導者が 「人よりも 物」 に 重きを おいた ことが 知らず 
知らず の 內に靑 年男 女の 頭に 此氣 分を 生みつ けた ものと 斷定し 得る ので ある。  Z 

一流の 白人と 交際す る ことが 日米 親善で あり、 又 出世で あると 第一 世苜 身が 信じて ゐる から 其 子供が 「自 
分 も 大きくな つたら」 偉くな つて あんな 白人 等と ー緖に 飯を •食 ふやう になら うと、 それを 理想と する から 
大學 卒業が 一般 社會の 指導者と なる 資格を 作る ためで なく、 一流の 米 人 や ハィトンな 日本人と ー緖に 飯を 
食 ふこと であると 考 へる やうになる ので ある。 

fl i ■此 種の 人間を 同胞 社會 から 出す ことを 決して 光榮 とせず、 又 目 出たい こと X も 思は ぬ。 其反對 にた 
とへ 大學を 卒業せ ずと も 親の 膝下に あつて 飽くまで 親に 孝養を つくし 親を 慰め、 親の 力と なつて くれる 靑 
年男 女を 一人で も. 多く 出したい、 それを 念じて ゐ る。 

此空氣 を 日本人 同胞 社會へ 作る ことが 何より 大切では ないかと 信ずる。 この 節 地方の 學園で 孝子 表彰と 
いふ ことが ボッく 行 はれ-て ゐる やう だが、 誠に 結構な ことで ある。 

大學 卒業生を 招いて 祝賀 會を 催す よりも 先づ 孝子 表彰 や 孝子 慰 勞の會 でも 開く 方が モット^^ 有意義で 
も あり 又靑年 指導と いふ 點から 見ても 獎勵 すべき ことで ある。 
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大學 卒業よりも 親孝行が 大切  • 

折角 親が 汗水 流して 子 跫大學 を 卒業 卷それ がた めに 親子の 緣を 切っ たも 同然になる 生活を せねば な 
.. ■ら ぬ擎 傲と 親の 位置と に 懸隔が 出來た としたら 、親の 失望と 落膽 とは 察する に餘 りが ある。 こんな 事な 
ら學 問を させる のでは なかっ たがと 泣きの 辱 種す る 親が 世の中に はない ではない が、 そんな 學 問なら 
實 際させぬ 方が よいので ある。 

學 問して 自分が 偉くな ったた めに 親を 親と も 思は ぬ樣な 人間が 社會の 指導者と して どれ 丈の ねうちが あ. 
るヵといふに沪して只のー仙の價値もないと私は斷言する。學問をして立派な學士や博士にな ^ ゴ生れ故 
鄕の 人々 には ロ クに言 葉 も かけず、 又 親の 許へ も 寄りっ かず、 その 反對に 〈ィ トンな 連中の 住宅 區 域へ 陣 
取って 別 社會を 作らねば 自分の 身に 光りが 出ぬ と 心得て る やうで I 體ど うする か。 學問 とい ふ ものは 決し 
て 威張る 道具では ない。 

學問 をして 自らの 人格を 高め 弱者の 味方と な— 孝の 道を 益々 重んじ 慈善の 心を 養 ひ、 自分の 生れた 家 

は 勿論の こと、 その 生れた 村 や 町の ために 粉 骨 碎 身して 人.々 の 面倒を 見る とい ふところに 深い^！ 思義が ある 
ので ある。 

立派な 大學を 卒業し て一 かどの 學者 となっ たのは よいが、 それが ために 親兄弟の 所へ も 寄りっ かず、 況 
や 日本人の 友人 その他 日本人 社會 へは 一 切顏を 出さぬ としたなら、 學 問した ことによ って 日本人 社 鲁と緣 
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十 人が 九 人まで 「サイ」 とよぶ の だから 驚く。 整を 英語で ヱス イ ー アイとつ ^' るからでもあるが、白 
人は 「セイ」 と發 音す るよりか 寧ろ 一 サイ」 と發 音す る。 

こんな 調子で セイで あるべき 害の 藤 井 整を 米 人は 「サイ」 にして. 仕 まぅ ので ある。 私の 母の 名前が r サ 
イ」 だから 寧ろな つかしい 氣持で 私は その ま X で 通して ゐた 。つまり これは 何を 語る かとい ふに 米 人は 決 
して 苗字を よばずに 其 人の 名前を よぶ、 それ もよ び 捨て である。 

藤 井と よぶ よりも 「サイ」 とよぶ 方が 親友 同志 間で 餘計に 使 はれる 言葉で ある。 兄弟 姉妹の 間柄で も、 
弟が 兄を 「兄さん」 妹が 姉を 「姉さん」 とよぶ 代は りに 「フランク」 又は r ヴア ー ジ二 ア」 とよび 捨にす 
る 0 

此の 米 人の 國民 性を 充分の み 込む ことが 大切 だ。 日本人を 米 人が 「チヤ ー レー」 とか 「ジョン」 とかよ 
ぶ 半面に 彼等には こぅした 國民 性が ある ことを も 知らねば ならない。 甥が 伯父さんを よぶ 場合で も 米 人達 
は 平氣で 其 名を よび 捨てに する の だから 日本人には 變に 聞こえる。 

對談に 敬語を 用 ひぬ 米 人間の 風習 

私が 米 國の學 校に ゐた當 時の 事 だが、 學 長さん が、 四ヶ 年間の 在校 中 一日 だ ッて 、ホン マの 發音で 私の 
姓名を 呼んでくれ たことは なかつ た。 藤 井と いふのを 時には フジ ヤイと よび 又 或 時は フイと よんだり して 
ケガに も フジ イ とよんで くれた 事は なかつ た。 だから 點 呼の 際此學 長さん は 「サイ」、 「フジ ヤイ」 と 云つ 
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名前を 呼び捨てに する 米國 人間の 習慣 

日本人で ありながら 日本人を 愛する ことが 出來ず 、日本人と 交際す る ことを 避ける やうな、 レ 持の 人間が 
どうして 白人と 圓滿に 調和が 祟る pf うか。 蠢 にあ？ 自分の 生みの親 や 血を わけた 兄弟 姉妹を 疎 
A ずる やうな ものに 「社鲁 に 出て」 立派な 人物で あれと 期待す をのと 恰も 同樣で ある。 

苜分の 親を 衆人 稠座 Q 中で 親と よぶこと を 恥ず る やうな 人間に,； 一 クなも のが ゐ ない と同樣 に、 自分が 日 
.本人で t ながら 日本人を 輕 蔑し 日本人との 交際を 避ける やうな もの S 心な 人物が ゐ鲁 がない。 

大學 にで も 行き 始める か 又は 店で も 開いて 獨立 した 事業家に なれば 大槪の 日本人が 變な氣 f なつて 一一 
.般 同胞を— とい ふ惡 癖を 持つ。 「ハ 了 チヤ I レ 1」又は「ジョン」とよばれて白人から馬鹿に， -110 
される 働き人 クラ K Q 日本人から i れて別 社會を 作 t とする のが、 やがて 此 傾向を 生む 原因で—。 

禾 人は 日本人を 見たら 「チヤ 丨 レ丨」 や 「ジ ョン」 で手ッ 取り 早く 片 づける。 これに 反し 日本人は 古来 
力ら の 習慣 上 他人を ミス クー とよび 自分を もさう した 風に よんで 貰 ひたい 氣 持を 持つ てゐ る、 が 併し 米 
人の 立場から いふと r ジョ ン」 とか 「チ 丁 レ I」 とかよ び 捨てに する ことが 必ずしも 日本人と いふ 人種 
を輕 蔑して るからで はなく、 寧ろ 親しみの 言葉で あり、 亦 それが 米國 人の 習慣な ので も ある。 

日本なら 藤 井 整を よぶ には 「藤 井さん」 とい ふが 重 だが、 米 人は 「藤 井さん」 の 代りに 「セィ 一とよ 
ぶ、 私な どは 學校當 時に、、 、スタ 1 フジ ィと あた— へに 呼ばれた ことは 只の 一度 もない と 言 つても よい。 


1 サ ー 」 を 簡單に 「マ ク」 とよぶ ので ある。 

日本人を チヤ I レー とか、 ジョンと かいふ 風に よぶのは 强ち 日本人を 馬鹿にして るからで はなく、 第一 
には 日本人の 姓名が むづ かしくて 呼びに くひ ことと 多くの場合 日本人の 名前を 知らぬ からか i る 場合に 使 
用され る 英語の 代名詞 「チヤ ー レ ー」 や 「ジョン」 を 使用す るの だと 考 へた 方が 寧ろ 穩當で ある。‘ 

米 人 同志が 途中で # つて 何 か 話しかけて 相手の 姓名が 判らぬ 場合に ミ スタ ー とい ふ 敬語を 使用す るが 如 
きことは 斷じ てない。 この 米 人の 風習を 知る ことによ つて、 蓋し 今日まで 米 人が 日本人を 馬鹿にして ゐた 
と考 へた 怒が 幾分 か 和らぐ。 そして それは 日米 人が それだけ よき 理解を 得る 途でも ある。 

机上の空論め ぃた 親善 演說は 時代 遲れ 

一時 流行した あの 雲を 掴む が 如き 大演說 を 試む る 時代は 過ぎて しまつた。 「太平洋と よぶ 平和の 大海を 

中に して、 その 兩端に 日本と 米國 とが 平和の 守護神と して 構へ てゐ る」、 この 役目を 持つ 米國と 日本と が 

戰爭 するな どとは 思 ひも 寄らぬ とか、 ペルリ 提督. が 日本を 開いて くれて 以來 日本は 今日の 位置を 得た の だ 

から その 恩を 決して 忘れぬ、 今後 も 兩國は 益々 親善を 深め やうと 言つ たやうな 美 言 麗辭や 、それから 日本 

は 支那 大陸の 開放 及び 機會 均等を 主張し、 又 米國が 平素 高調す る 不可侵 條 約の 精神を 飽くまで 尊重す ると 

言つ たやうな ッー マッチ テク 一一 カルの 事件に のみ、 觸れる ことが どれ だけ 米 人 大衆の 心に ひ ^ くで あらう 
^ 0 
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ては 生徒を 爆笑 させて ゐ た。 

之と 同じ 樣な 話を 前羅府 領事の 大山 卯ニ郞 氏が 私に 語っ たこと が ある。 卯ニ郞 とい ふのを 白人が 「ゥジ 
ヤィ ロー」 と發 音す るので、 時には 赤い 顏を する。 特に 日本から 名士が 来られて 其 名士と ー緖に 米 人の 宴 
會へ 出席して る 場合に 相手の 白人から 「ゥジ ヤィ ロ<」 と讀み あげられ ると 實際 閉口す ると 大山さん が 
私を 笑は した ことを 記憶す るが、 それは よく ある ことで ある。 

我々 日本人は こぅした 方面の 米 人の 氣 質を もよ く 知らねば ならない。 日本の 上流の 家庭で 下女が 其處の 
お嬢さん ゃ 坊ちゃん、 例へ ば 「秋 子さん」 とか 「太郞 さん」 と 云つ た 名前を、 お孃樣 とも 坊ちゃ まともよ 
ばず、 「秋 子」、 「太 郞」 とよび 捨てに したら それ こそ 大變な ことが 起る。 早速ゴ ーホ ー ムで ある。 これに 
反し 米 人 仲間では お 孃樣だ の坊 チヤ マと いふ 言葉は テン デない ので ある。 下女 ゃ 下男' が 主人の 娘 ゃ 愛息を 
呼ぶ に 「秋 子」、 「太 郞」 とよび 捨てに ゃっての ける。 

無論 廿 前後に もな つた 若者 や 娘を よぶ には ミス ジョンソンと か、 ミ スタ I ジョンソンと いふ 風に 尊稱を 
っけて よぶ 場合がないでも ない が、 それは 何 かの 理由で ヮ ザと 「フオ ー マル」 に 出なければ ならぬ 場合な 
の だ。 米 人 仲間へは いり 込んで 親しく 彼等の 風習を 學んだ ものなら、 こ ンな ことは 充分 承知の こと だ。 

辯護士 達の 間 ゃ 判事と 辯護士 との 間で も 心 易くなる と 名前を よび 捨てに する。 名前と いふ 意味は 其 人の 
姓で なく 名で ある。 姓を よび それに ミス ター をつ ける ゃぅな 事は 普通の 親しい 間柄では ない。 甚だしい の 
になる と 其 名前で すら、 完全に よばないで 「ゥヰ リアム」 を 「ビル」 とよび 又 姓を よぶ 場合なら 「マ クア 


だから 私は 机上の空論に 類した 日米 親善 論は 今後よ して、 それよりも 人間の 日常生活と 切っても 切れぬ 
事實を 背景と した 常識 論です X まねば ならぬ ことを 主張す る。 

見えす いた 宣傳は 却って 有害 

何 か 問題が 起る とこれ まで 日本から 商賣 人の 演說屋 が 渡米して 種々 の 運動を して くれた。 此人々 は 無論 
誠意で やって 居て くれる 事 だけは 私と 雖も 認める、 が 併し か X る 運動が 事件を 好轉 する 上に お W て どれ だ 
けの 效果が あるかと 云 ふと それ こそ 私の 十八番の 形容詞では ない が 爪の 垢 程 も 役には た i ない。 日 支事變 
突 發當時 遣米 使が 渡來 して 此所彼 所で 聲明 をしたり、 パンフレットを 配布したり した。 

在米 同胞 間で も 同じ やうな 事を やった。 其 後 新聞 や 映畫が 排日を 止した かと 云 ふに 私の 見る 所では 反動 
的に 以前よりも 一層 烈しく 排日 宣傳を やり 出し 正直に 言へ ば此 種の 運動が 三文の ネゥチ もない 事を 立證し 
た。 こんな 事は どちら かと 言 ふと 氣の 毒で 言 ひにくい が 事實 を事實 として ハッ キリ 言 ふた 方が 今後 同胞の 
參考 となる から ザック バランに 言 ふ 次第で ある。 

例へ ば 平素 貿易 だと か、 通商 だと か 言って お 互に 日米 間の 利益 促進に 共鳴した 連中が 事變 後手の ひらを 
返した やうに 冷い 態度に なった が、 日本が 事變で 米國 から 日用品を 買は ぬ やうに なれば 米 人 輸出 業者 達は 
「日本 糞 食へ」 である。 お金を 儲けさせて 吳れれ ば こそ 大切に もす るが 其れが バッ サリ 止んだら 金の 切 レ 
目が 緣の切 レ 目で ある 事に 何も 不思議は ない。 親日々々 と從 來禮讃 した 英字新聞が 事 變以來 日本 反對の 親 
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四十 年 米國に 住んで 親しく 米 人を 研究した 私に 言は すと 殘 念ながら、 か \ る 演說が 爪の 垢 程 も、 本當の 
日米 人 親善に 貢 ■すると ころは ない。 r ア 、又 か、 もうあん な 御座な りの 御上 手なら 聞かなくても よい」 
と 言った 氣持 ちが 誰の 心に も 浮ぶ、 モット 判り 易く 云へ ば ピント 來な いので ある。 

日本と いふ ものを 問題に して ゐな かった 當時だ ったら こんな 演說で もして 米 人から 拍手を 受けて ゐても 
別. に 不都合は ない、 だが 日本が 世界の 大舞臺 に千兩 役者と して 姿を 現す 今の 時代には か i る 一片の お世辭 
では 相手が 承知せ ぬ。 

米 人の 心に 成程と ひ ^ く 何物 かを 與へ ねば 何の 役に もた &な い。 蓋し 不戰條 約 論 や九ヶ 國條 約の 精神 や 
モン ロー ドクトリンでは 日本人 も 米 國人も 承知が 出來 ぬので ある。 

米 人が モン ロー 主義を 主張す るのに 何故に 0本人がアジャ大陸でモンロー主義を叫ぶことが不都合か、 
これは 日本人の 多數が 知りたがる ところ だが、 それと 同時に 米 人に しても 判る やうに 說 明され ると 「全く 
そうだ」 と 容易に 合點が 行く。 英國が 支那から 香港を 奪 ひ 印度を 取り 又アフ 

リカを 占領し てるに も拘 はら 

ず 米國は 一言 も 其 事を やかましく 云は ない にも 拘はら ず、 一旦 日本が 支那で 兵を 起こせば 侵略 國は 世界 
で 日本は かりの やうに やかましく いふが、 何故に 英國や 佛國の あの 侵略の 旣存 事實を 知らぬ 顏でゐ るの か。 
そんな 點を 日本人は 知りたがって ゐ ると 同時に 米 人の 大多數 も 亦、 悉く 說 明され ると 成る 

程と 日本へ 同 

情す るで あらう ととが 明か だ。 米 人が 「最もな 言 ひ 分 だ」 と 日本の 主張を 是認す る ことは 日本を それだけ 
よく 諒解す る ことで 卽ち 日米 親善の よき 空氣を 作る 早道で ある。 
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點は變 はらぬ。 意味が 解り かねる やうな 漢語を まぜて 高遠な 理想を 型には まった 口調で 話せば 聽衆が 忽ち 
に飽 く、 こんな 調子で 一時間 以上の お 話を しては 駄目で ある。 

「嫌 だな ー、 もう 止ぜ ばょ いのに」 と 止して くれと 祈る やうな 氣 分の 聽 衆へ 話した ところで 何の 役に立っ 
か、 雄 辯 法の 秘訣は 此處 にある。 聽 衆を あかさぬ やうに 話す ことが 何ょり 大切 だ。 私は 九州 人が お國 なま 
りで 話す のをき i、 廣 島人が 有名な ガンス 言葉を 交へ て聽 衆を 笑は す 大演說 をき いた。 

いかにも 無 邪氣で 面白い^^ とっり 込まれて 時間の 經っ のを 忘れる。 演說 はこう 來 なければ 駄目 だ。 こ 
れに 反し 山 口人が、 かたくなっ て 江戶ッ 午 言葉で、 しやべ るのは どんな もの か、 九州 人が 「ョ 力」 を 捨て 
て 都 言葉を 使へ ば餘 りに も 「コン モン」 になって 仕 まう。 

可 も 殊更に 「善い」 とい ふこと を 九州 人に 「ョ •力」 と 言へ とい ふので もな く、 廣 島人に 「ョウ ガンス」 と 
强ひ るので もない が、 聽衆が 飽い たらしい 時に 目 さまし 藥に 時々、 お國 言葉を 出す だけの 餘 裕とユ ー モア 
だけは あって 欲しい。 

結婚の 視辭や 開業 式の 挨拶な どで も 日本人は 百 人が 百人餘 りに も 「正月 言葉」 を 使 ふ 弊害が ありは しな 
いか、 米 人の お 話は 實に 簡單で 平凡で 面白く も ある。 殊に 名聲の 高い 人に なれば なる 程聽 衆を 喜ばせたり 
笑 はすこと が 上手で ある。 

結婚式の 祝 辭に 結婚の 意義を 嚴そ かに 說 くこと 必ずしも 惡く はない が ホヤ < の 結婚 當事 者の 耳へ 「そ 
んな忠 吿」 は シン ミリとは いりつ こなしで ある。 その 視辭 を拜聽 する 他の お 客樣に しても 「今 止める か、 
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分に 早變 りした 實例 などは 今度 我々 が 以て 參考 資料と すべき 事で ある。 

慾で くっっき 合って る 人間 同志が 利害 關係で はなれる 事に 別に 不思議は ない、 蓋し 正義 や 人道が 物を 言 
ふ 場所は 別に あるので ある。 お金 儲けが 目的で 出來て 居る 團體へ 損得に お 構 ひなし で 日本の 正義 や 人道の 
立場を 說いて 見た所で 豆腐に 鍰だ 。軍需品で も 購入して 相手に 儲けさせる 機會を やれば 日 支事變 において 
日本の 正しい 事を 宣傳 して くれる がそぅ でない 限り 眞っ平 御免と 云 ふのに 不思議は ない。  ‘ 

支那は 多額の 銀塊を 紐 育の 銀行へ 持ち込み それを 擔保 として 米國 弗を 借り入れて ドシ^^ 軍需品を 購入 
した。 他の 言葉で 言へ ば、 支那 人 等は 金 持の 製造 工業 會社關 係 人へ ゥン ト 儲ける チャンスを 與ベ た。 だか 
ら其點 では 日本人よりも 支那 人が 可愛い のに 無理は ない。 此事實 を 無視して、 「ペルリが 浦 賀へ來 た」 事 
等を 述べ立て 雄 辯を 振って 見ても 手 ごた えがせ ぬ。 だから 此種の 運動は 寧ろ 最初から やらぬ 方が よい、 そ 
れ よりか 糞度胸を 据えて 「何ん とで も 言 ふが よい 今に 見て 居れ、 日本の 正しい 所を 見せて やる から」 と大 
國 民の 態度で おさまり かえるの だ。 實 力は 何物を も 解決す るが 特に 米 人は 多分に 此氣 分を 愛好す る。. 私は 
日 支 事變當 初から これを 主張した。 從來 指導者と でも 言 はれる 人々 の演說 をき く 度に 私が 悉く 失望す る 事 
は 其 言 ふ 所が 現實の 人生 や 社 會と餘 りに も かけはなれて 居る 點で ある、 あれでは 相手の 心に ピント 來ぬ。 

固苦しい 演說は 米 人に 對し 禁物 

米 人に 話を する 場合は 餘り固 苦る しい ことを 云った のでは 效果が ない。 米 人でなくて も 日本人で も その 
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くれてやつ たこと や、 その外こう した 仁慈を 施した 例が いくらでも ある。 

日 支 事變の 原因 や ソ聯の 赤化 運動 や 延い てこれ が 日本へ 及ぼす 惡 影響に っいて 論ずる の も 決して 悪い こ 
とでは ない が、 それょりも 支那 窮民に 對 する 日本軍の 人道的 行 爲を說 明した 方が、 ょり 多く 米 人に ピント 
來る。 

占領地の 支那 人が、 わが 軍の 仁慈を きいて 競 ふて 避難 地から 歸 還す る事實 などを なぜ 遣米 使節は 米 人へ 
語らぬ のか、 それから 植っ けの 種がなくて 困って ゐる ものには 軍部が 其 種を 供給して やったり 、黄河の 洪 
水で 牛馬を 失った 貧農へ 臺灣か ら 水牛を 取 寄せて これを くれてやり、 以て 農地 耕作を 可能なら しめた 事實 
などは いづれ も 米 人の 頭へ ピント 來る 種類の 善行で ある。 

英字新聞が 動もすれば 日本軍が 戰鬪員 非戰鬪 員の 區別 なく 片ッ 端から 爆彈を 投下す るが 如く 宣傳 する が 
何ぞ 計らん 事實は 之に 反し 日本 空軍の 襲撃は 其 目的物が 敵軍 事 機關に 非ず んば 軍需品 輸送の 鐵道 線路に 限 
られ てゐ る。 この種の 空襲は 軍事行動と してやむ を 得ぬ。 

一時 日本軍が 歐米人 經營の 敎會や 學校や 病院へ 投彈 したと いった やうな 記事が 盛んに 英字新聞 や雜 誌に 
掲げられた が、 實際 はどう かとい ふに、 これ 等の 建物を 支那 兵が 占有して 敵陣 地と して 使用して ゐ たので 
ある。 その 以前は 兎も角と して 旣に それが 敵軍 事機關 として 使用され てゐる 以上 曾て 敎會 又は 病院と して 
使用され たと しても 當然 軍事 機關 として 投彈 しても 差 支ない 箸 だ。 

之 等の 事實を 解り 易く 說明 するなら 米 人の 頭へ ピント 來る こと 受け合 ひで ある。 鑛山や 工場な どの 經營 
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もう 止す か」. と 止す のを 待っ とい ふ 始末 だ。 

第ニ世子俱の日本語視辭にしても、餘りにも美言麗辭すぎる弊箄はないか、私はか\る會に出席した度 
每 になん とか 今少し、 Vi  I な 言葉での ベら れ ない もの かと 考へ る。 蓋し 米 人に。 ヒント 來る 何物 かを 與 
へんと する には 何よりも かたくるしい 言葉 や、 かたくるしい 理窟を 避ける やうに 心がける こと だ。 

我々 の 其 日々々 の 人生と 無關 係の ことにっ いてい くら ® 理窟を のべ 立て i も 米 人には 何等の 效果が ない 
日 支 事 變を說 明す るに しても、 日本が 米國 から ーヶ 年間に 何 億 弗の 品物を 買 ふな どと いふ 話は 或は 其 場で 
拍手を 受ける かも 知れぬ が、 五分 も經 たぬ 間に オ！ ル ゴ ー ンで ある。，  . 

日本軍が 北支 や 中支を 軍事行動に より 片ッ 端から 占領して ゐな がら 日本は 領土 占領を 目的と せぬ とい ふ 
やうな 演說を 試みた ところで、 それが 米 人の 頭に。 ヒントは 來ぬ 。占領した ってよ い。 米國が ハヮィを 取り 
加 # を 取り、 ルィジアナ 州を 取った 例 も あるぢ やない か。 

占領必ずしも惡くはない。米國がこれと同ーのことをやってる例を則けば萬事は解決する0問題は此處 
だ。 米 人を 知る とい ふことは 此 呼吸を 吞み 込む ことで ある。 

何故に 日本軍の 仁慈を 米 人に 話さぬ？ 

日 支事變 において 日本軍が 占領地に おける 支那 窮民へ いかに 親切で あるか、 又い かなる 方法で 彼等を 救 
助して ゐる か、 抑々 宣撫 員は どんな 仕事を して ゐるか 、上海 占領 後 松 井大將 がー 萬 元の 大金を 支那 窮民へ 
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に關しても亦わが軍の態度とそれが支那住民へいかなる恩典を與へてゐるか、そんなことも詳しく說明し 
てよ いこと だ。 或鑛 山では 日本軍の 占領 後 何千 何 萬の 多數 支那 人に 職を 與へ たと 謂 はれる 0 1 日本軍は 戰爭 
に强い ばかりでなく、 こうした 方面に おいても 亦 支那 住民の 幸福に 努力して ゐ る。 

此事實 を 米 人に 紹介す る ことが 何よりも 最も 大切で ある。 支那 兵が 外國傳 道師を 迫害し 甚だしき に 至つ 
ては 耳 蘇敎 僧侶を 誘拐して 最後には 殺害した 例が 多々 ある。 これに 反し 日本軍は どうかと いふに 苟も 敵陣 
地に使用されて居らぬ敎會であれぱ何なりも眞ッ先にこれに保護を與へ、それと同時に傳道師を遇するこ 
と實に 到れり 盡せ りで ある。 ， 

蓋し 我 軍は 到る ところに おいてこう した 立派な 行 ひを して ゐ る。 わが 軍の 仁慈を 知る 支那 住民は 今や わ 
が 軍を、 心から 歡迎 し、 又 わが 軍へ 悉く 感謝して ゐ る。 共産主義の 侵入を 防止す る こと や、 ソ聯の 赤化 運動 
が 支那を 通じて 將來 いかに 日本を 毒 せんとして ゐる かと 云つ たやうな ことを 米國 まで 來て 語る よりも、 誰 
の 頭へ も 成る 程と ピント 來る 人情 問題に 言及した 方が 效果が 多い。 

然るに 悲いか な 今までの 遣米 使節は 此重點 を 全然 無視して ゐ る。 

正義 ばかりでなく 利害得失から も 論ぜよ 

.日本が 餘り强 過ぎる と 米國の やうな 富 强國で もい くら か リン キ する 氣持 となる らしい が、 それは 人情の 
然 らしむ ると ころ だから 止む を 得ぬ。 ネ タミ 心が 多少で も あると ころへ 正義 や 人道 ばかり 說いて も 容易 こ 
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, 相手を 見て 日 支 事 變を說 明すべし 

旣に 再三の ベた 如く 正義 人道が 巾を 利かす 場所で 話す 場合は、 日本軍が 支那 人に 對 して 慈善を 施して る 
こと や、 苟も 破廉恥 的行爲 のない 點 を列擧 する ことは 非常に 有益な 事で ある。 敎會 や社會 事業に 從事 する 
人々 や 金錢を 中心とした 利害に 無關 係の 一般 民衆 も 亦こう した 話を 歡迎 する であらう。 

之に 反し 此ク ラスの 人々 ベ 日本が 米國の 善き お 得意客 だな どと 言って 見たり、 又は 日 支 事變は 防共の た 
めだと 說いて も 決して ピント 胸に 來ぬ ので ある。 なんと なれば 一般 民衆は 日本が いかによ き 米國の 顧客で 
あっても 更に 直接 利害 關係が ないから だ。 

商工業者に 對 する お 話は これとは 正 反對で ある ことが 必要では ないか。 それ かと 言つ て 二枚舌を 使へ と 
いふので はない。 わが 軍が 慈善を 施し、 支那 人を 愛撫し その他 善行を なして る 事實は 決して 驢で も、 かけ 
ひきで もない の だから その 事 實を其 ま X 語る ことに 此 一一 かの 躊躇は 要らない が、 それよりも お金を 借りる た 
め や、 飛行機 や 油な どを 信用 賣り にして 貰 ふ 場合は 相手に 不安を 抱かせぬ 點 を列擧 する ことが 何より 必要 
であらう。 阼 日の 本攔で のべた 如く 歐米 資本家が 褂賣 代金 や 貸金を 確實に 取り立て 得る と 信ずる 方法とは 
ー體ど んな ことかと 言へ ば、 例へ ば 日 支事變 において 日本が 最後まで 戰爭に 勝利を 占め 支那の 全 資源を 日 
本が 奪取して 將來 これが 開發に 全力を 注ぐ ことの 保 證を與 へる ことで ある。 それは 徹頭徹尾 日本が 支那に 
勝つ ことで ある。 
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になる から」 と 指示した のは 此處 なの だ。 

廣東陷 落 以來が ら りと 米國輿 論が 變 化した 事實は あれは 抑々 何を 語る か、 私の 豫言が 正に 的中した の だ 
と 私は 信ずる 0 

米國 'て 儲けた 金を 米國 、て 使へ とは 言語 道斷 

一っの 社會 には 立派な 指導者が ゐな ければ 駄目 だ。 特に 在米 同胞の 如き 社會 にあっ ては 世界 外交の 大 舞* 
臺に 立っ 千兩 役者の 氣持で 同胞を 指導す る 司令官を 要求す る こと 恰も 戰地 における 陸海 軍司令官の 如くで 

ある。 米 人が ボーィ コットす ると 言へ ば ビック リ 仰天して 「日 支 事變が 早く 片づ けばょ いが」 と 嘆息す る 

Y 

やうな 我利々々 で どうす るか。， 

親日 米 人に 至る まで 日本へ 好感を 持たぬ ときけば、 「これでは 困る、 なんとかして 貰 ひたい」 と 泣き言を 
いふ やうでは 大和魂が 泣き出す。 働き 先の 主人が 日本人を 解雇す ると おどかせば 領事館へ 其 辯 解を 嘆願す 
る やうで 「日本 男子」 が 立っ か、 そんな 泣き言を 言って 見たところで、 しから ば どれ だけの 益が あるかと 
いふに 「絕對 に 皆無」 である。 

日 支 事 變の當 初 英字新聞の 多くが 日本を 惡 罵した。 その 英字新聞を 讀む 第二 世の 一部が 其 感化を 受け 日 
本が 惡いと 早合點 して 恤兵 獻納に 反對 したやうな 事件 も あったが、 ィャ早 困った ことだった。 

それと 同時に 親は 子に 卷 かれる 例へ に 漏れず、 第一 世の中に も 「日本へ 好意を 持っ 運動は 愼んだ 方が ょ 
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果して 勝っ か 負る かが 判らぬ のに 米國や 英國の 資本家が 日本へ お金 や 軍需品を 貸して くれる 箸 もな く 又 
占領地の 資源 開發に 投資す る やうな こと も 無論ない。 外 國 人達に 日 支 事變の 勝敗が 〈ツキ リと 列らぬ 間は 
吾々 同胞は 寧ろ 知らぬ 顏で 鳴りを 鎮め 彼等に 言 ひたいだ けの 惡 ロを 言は して 置き、 その反面に 戰爭に 勝っ 
やうに 一生懸命に 努力す る こと だ。 

幸 ひに 日本軍が 連戰 連勝 旭日の 勢 ひで 進撃 すれば 最後には 實ヵが 凡てを 解決す る。 最近 日本軍が 廣 東を 
取り、 漢 ロを 占領し、 それと 同時に 蔣介 石の 下野 說や 亡命 說が 擡頭し 國民 政府の 瓦解が 噂に 上る に 至る や 
別に 日本側の 宣傳の 必要 もな く英 、米 その他の 指導者 達が 支那への 同情を 忘れた かの やうに 「もう 蔣介石 
も 大概のと ころで 兜を 脫いだ 方が ょい」 とい ふ 態度に 出て ゐ る。 

そして 占領地の 資源 開發に しても 日本軍が 此ま i 占領を っ r けるなら 安全 だから 投資しても ょいと 云っ 
た氣 分が 多分に 窺 はれる。 外國 資本家 ばかりでなく 支那 人 資本家 自身で すら 其 態度 だから 面白い。 浙 江の 
支那 人 財閥が 日 支 事 變以來 奥地へ 投資す る 傾きが. ぁった が、 廣東陷 落以來 急に 日本側に 好感を 持ち 奥地へ 
の 投資を 囘收 して 新たに 日本 占領地 域へ 投資す る 傾向に 變じ たとい ふ事實 が、 遺憾な くこれ を立證 して ゐ 
る 0 

何ん と 云っても 戰爭は 勝たねば 駄目 だが、 實ヵが 最後に 凡てを 解決 するとい ふのは こんなのを 指示す る 
ので ぁる。 私が 事 變當初 同胞に 向って 「米 人が 日本の 惡ロ をい ふても 泣き言を 云は ないで 知らぬ 顏で 居な 
さい、そしてー生懸命で祖國をへルブしてー時も早く戰爭に勝っやうに祈らう。撻てば何もかも思ふ通り 
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と 言つ てゐる 連中が 其當時 どんな 態度で ゐた か。 

今に おいて 見れば 人間の 明 不明の 境界線が ハッ キリと 判る ではない か、 わが 加每は 別に これ 見ょ がしに 
鼻を高くする わけでは ない が、 愛國 新聞と しての 光りが 最初から 輝いた。 これを 自慢せ ずに 世の中に 外に 
自慢が あるか、 日く 斷じ てない。 

あの 不 認識の 空氣の 中に あつて 祖國 愛を 高調し 日本 精神を 說いた 加每の 正論と その 勇氣 とは 單に 加每の 
名譽 のみでな く實に 在米 同胞の 名譽に あらず して 何ぞや 、其 加每の 司令官た る 私が 今日 肩を いからし、 天 
狗の やうな 鼻で 橫 行濶步 する ことを 諸君は 許す であらう。 

日本 武士道 鼓吹は 米國 精神 涵養で も ある 

日本人 間で 正しい と考 へられる ことは 米 人間で も 正しい。 日本人 間で 慈善で あると 考 へられたり 崇高な 
行爲と 貴ばれる 動作は 米 人間で も 珍重 がられる。 顏こそ 違つ てゐて も、 腹の 中は いづれ も 同一 だ。 だから 
日本 古来の 日本 精神を 此の 國で 生まれた 日系 市民へ 吹き込む ことが 反米 化 運動 だとい ふ 理由は 斷然 ない。 
日本 精神とは 何ぞや 、武士道 如何、 大和魂は 何を 指す のかと 先づ 私は 尋ねて 見たい。 

不幸に して 同胞 間に も アメリカ 迄來て 武士道 や 大和魂を 說 くのは 賢明の 策で ない、 必ず 米 人から 色眼鏡 
で 見られるな どと いふ ハィトン メン がゐ るが.、 これな どは 不 認識 も 亦 甚だしい と 私は 云 ひたい 。大和魂 や 
武士道を 「人殺し 道具」 の やうに 誤解して るから、 こんな 馬鹿げた ことを 考ヘる やうになる の だ。 
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からう」 と 煮え 切らぬ ことを 云 ひ 出す ものがないでも なかった 。幸 ひに 今頃は 猫 も 杓子 も 獻金だ o 報國貯 
金 だのと 感心な ことを 言って 「その 勇敢 振り」 を 見せて ゐるが 、去年の 八 九月 頃は 悲しい かな、 さう では 
なかっ た。 

米國で 貯めた 金は 米國で 使へ、 獻金 する よりも その 方が 有效で ある。 日本 政府 も 亦 それを 希望し 暗に そ 
れ を獎勵 してるな どの 言葉が 盛んに 流行した .0 そんな ことを いふ 人間に 限って 只の 一一 ック ルの 金も獻 金せ 
ず、 又祖國 愛が 爪の 垢 程 もない 連中 だから 呆れて 物が 言へ ぬ。 

然ら ば此 種の ハィカラ メン 達が 平素 米國や 第二 世の ために どの位 盡 して ゐる か、 それが き X たい、. チェ 
ストな どへ 思 ひ 切って 寄附を したり、 大水 害 や 大火 事が 起れば、 それへ も 寄附 金を 出して 米國で 儲けた 金 
は 米國で 使へ 主義を 實 行して ゐるか 、乃至 二世の ために どんな 仕事を した か、 先づ それからき i たい。 蓋 
し 自分の 親を 親と も 思は ぬ やうな ものに ロタな ものな し。 日本人と して 日本 祖國を 忘れる やうな ものが 米 
國のお 役に立っ わけがないで はない か。  , 

千 萬 言の 理窟 や 議論を のべ 立てる よりも、 この 點が萬 事を 語る ではない か、 領事 や 公共 團體の 役員 達が 
阼 年の 事變 突發當 時、 日 支 事變を 厄介物 扱 ひに した 事實 はない か。 無論 それが 非 國民氣 分からで ない こと 
だけは 私と 雖も百 パ ー セント 認める。 

其の 理由は 時局を 達觀 する だけの 明を 缺い てゐ たから だ。 親愛なる 在米 同胞よ！ 千 九 百 三十 七 年暮か 
ら 翌年 春に かけての 在米 同胞 社會の 日本 字 新聞を 今一度 讀んで 見る がよ い。 この 節は 報國だ の 慰問 金 だの 
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日本語では 武士道と 云 ひ 大和魂と 呼ぶ が この 立派な 精神が 米國に も ある。 英語で それを アメリヵ-一 ズム 
と稱 する。 だから 武士道を 日 系 市民へ 鼓吹す る ことは 卽ち アメリヵ 一一 ズム をカ說 する こと だ。 從 つて 武士 
道 や 大和魂を 敎へ るから 米 人から 排斥され るが 如き ことは 天が 地に 引っくり返 っても ある 害がない ぢやな 

a ム 〇 

V 力 

遺憾ながら 一部 日本人 指導者 間には この 判り 切った 道理を 辨へず して 武士道 や 大和魂を 喧嘩の 道具の や 
ぅに 誤解して 傅へ るから 間違 ひが 起る。 

米國 にも 大和魂に 類した 米國 魂が ある 

例へ ば リンド パ ーグ 大佐が 單身 大西洋を 渡洋して 世界 最初の 飛行 レコ ー ドを 作った 事は 是れ 正しく 大和 
魂の 現れで ある。 コリガンが 僅か 九 百 弗 餘の古 飛行機に 磁石 も コンパス も 無く、 紐 育から 英國へ 飛翔した 
事な ども 日本人の 立場から 云へ ば 大和魂を 持った 者の みがょ く爲し 得る 偉業で ある。 米國の 消防 夫の 勇猛 
臬敢は 吾々 が 夙にし ば < 目撃す る 所 だ. が 彼等は 猛火の 中へ 飛び込んで 女 や 子供 果ては 老人を 救 ひ 出し 自 
らは 時と 場合では 一命を も 捨てる か、 さもなくても 重傷を 身に 受ける 場合が 多々 ある。 之 等は 大和魂 其の 
ものの 働きで ある。  、 

又 日本人が 或 米 人の 住む 町で 排斥を 喰って 立ち退きを 强 請され てゐる やぅな 場合に 他の 米 人が 敢然 起っ 
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戰爭の 場合に 武士道 や 大和魂が 姿を 見せる ことは 無論の こと だが、 それ かと 云つ て 別 1 道具では 
.ない。 否 武士— 大和魂 1 #1 けて 弱い もの— け 傲慢 チキ— 禮 者を こらしめる 正義の 敎 

へで ある。 

卽 ち戰爭 1 平和 11 S り、 又 大和魂が—。 老ひ—親が 一生涯 子供の 1 
い 犠牲を 拂 つて くれたれば こそ 子供が 一人前の 人間に なれ 1 、その子 供が 親の 恩を 忘れず、 親に 老 
後の 慰安 I へる S に f 休— て 1 から— で 1 して 働く の も 武士 11。 

友達が 困つ てゐる 場合に 「可 證 だから 助けて やる」 と 自分の 身を 忘れて その 人の ために 親切を つくす 一 
I それ も 武士道で ある。 弱い ものが 不都合な 奴から ィジ メられ て 泣いて ゐ— 、「コラ ッ 、この 野郎 128 
貴樣は 何とい ふこと か、 そんな 不都合— とが— か、 この 人が 今 窮境に— 場合に それにつ け 込んで ィー 
ジ メルなん かょ 4 い。 男らしく 止せ、 止 i ければ 此才レ 樣が議 の 相手に—」 と 器— る なら 其 
處に 大和魂が 光る。 慈善を 行 ひ 立派な 行 ひを する ことは 悉く 武士道 や 大和魂の 精神が— からだ。 例へは 
支那の 事變 地に おいて 支那 窮民が 難儀し 1 の 1 て 日本軍 人が 可哀相と いふて 食糧を 惠んで やつたり、 
衣服を くれてやつ たりす るのは これ 悉く 武士道で あり 大和魂で ある 

此反對 S 砲 や。 ヒス トル ■して 女 や 子供 S いものと 見— コケ 脅しを いふて、 お金を ニス— 
不届き 者は いくら 强くて も 大和魂が— とは 言へ ない。 喧嘩が いくら 强くて も 理窟の 立たぬ 强 I 底の 突， 
‘1; # 与. 看 もなら ぬ。 そんな ものは 武士道で もな く 又 大和魂で もない。 


和 魂は たしかに 米 人の 中に も あり、 そして 立派な 米國 市民を 作る 最も 盱 要な 要素で も あると 。何故に 智識 
階級 者は 武士道 や 大和魂を 米 人間に 活かして 使 ふ 事を 考へぬ か、 日本 精神は これを 世界に 簿 へそれ により 
て將來 人類を 善 化すべき 大 精神で ある。 世界の どの 人種から も 決して. 排斥され るよぅ な 不都合の ものでは 
ない。 

資本主義が 過分に 威張る 米國の 政界 

旣に 述べた 如く 多數米 人中に も 武士道 や 大和魂が 發 見され るが、 それと 同時に 米國 にも 他國 における や 
ぅな 資本家の 權カや 、その 反對に 赤色 分子の 活躍 も 亦 決して 輕視 する ことは 出來 ない 。こ れ 等の 分子と 調 f 
和して アメリカと いふ 大きな ボート を 漕いで 行く 大統領の 苦心た る や 又 想像に 餘り ありと 言っても よい。 -13 
米國 や米國 人を 知り 米國 外交を 知る には 此の 國內 事情を 知る ことが 又 必要 だ。 國務 大臣 卽ち 日本の 外務 
大臣 格の ハル 氏が 日本 や メキシコ や ドイツ やその 他の 國に對 し 抗議 や 聲 明を 發表 する 裏面に どんな 事情が 
あるか、 われ^-は 其點を 充分 理解せ ねばならない .0 
米 國の聲 明 や 抗議は 他の 國の それに 比較して トテも 鼻息が 荒く、 ^. 語で 言へ ば 喧嘩腰で ある。 その 點に 
おいて 日本 政府の 外交文書の 如きは 其 字句が 丁寧で 全文を 通じて 謙遜の 氣分が 溢れて ゐ る。 所が 米 國の抗 
議は これと 正 反對に その 主張 點を 短刀 直 入 的に 列記し ヒ ドク 嚼み っいて 來 る。 

日本人が 米 國の聲 明 や 抗議を 讀んで 、或 場合 「ヒヨ ツ としたら 日米 戰爭 になり はしない か」 などと、 レ 配 


て 日本人を 庇護し 「そんな 不人情な 事は ない、 自分が 充分 盡 力して やる」 と 其の ッラ ブルの 渦中に 飛び込 
んで 人種 や 國 境を 超越し 人類愛を 見せて 吳れる やぅな 場合は これ 等 米 人に 武士道が あるから だ。 英語で 云 
へば 其のょ びかた は 違 ふが それは 悉く 日本語の 武士道で あり、 大和魂で ある。 卽ち米 人中に も 武士道 や大 
和 魂を 持っ 立派な 人物が 多々 ある 證據だ 。 • 

これに 反し 日本人の 中に も 武士道 や 大和魂と 全然 正 反對の 道を 步む 者が 必ずしもな しとは 言 はれぬ、 斯 
く考 へる と 武士道 や 大和魂は 至誠を 生命と する 愛國者 間に 共通な 最も 崇高な 精神で ある。 此 精神を 日本人 
が 日系 市民へ 敎へ 込む 事が 何故 排斥の 種を まく か、 そんな 馬鹿な 事が ある 箸がないで はない か。 

由來 日本の 大和魂 や 武士道が 米國 において 動もすれば 誤った 方法で 傳 へられて 居た が 其 罪は これを 第一 
世 知識階級に 歸せ ねばならない。 

米國 には 親孝行がない、 武士道 もなければ 大和魂 もない。 金 さへ 儲かれば それでょ いの だと 米國 人を 知 
らぬも 甚だしい 不 認識な 言動を 弄ぶ 知識階級 者が 不幸に して 吾等 同胞 社會に は少 くない。 そして 彼等は 言 
ふ 武士道 や 大和魂は 米國と 相客れ ぬが 其 相客れ ぬ 武士道 や 大和魂を 米國で 鼓吹 すれば 其處 には 日米 人間に 
衝突を 生ずる。 加州 每日や 儒 井 社長が 武士道 や 大和魂を 說き 日本 精神を 鼓吹す るのは 不都合 だ、 將來 これ 
が 烈しい 排日の 種を まく、 と 一時 彼等は 本氣で 加每や 藤 井 社長を 非難した。 

其 藤 井 整は 米 人を 四十 年に 亙り 何から 何まで 知りぬ いて 居る。 其 米 人を 知る 彼 藤 井 整の 智識は 一片の 理 
想 論 や 空想 論で なく、 自己の 經驗に 基いた 確固不動の 血と 涙との 體驗だ 。その 藤 井 整は 言 ふ、 武士道 や 大 
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て 尊重され ると 否とは 別と して 其 理想 だけは 發 表して おくと いふ 傾向が 米國 外交には 多分に 認められる。 
この 主義は 一旦 言 ひ 出したら 刀に かけても 通す とい ふ 主義では ない。 

日 支 事 變中發 生した 種々 の 事件に 米國が 其 都度 聲明や 抗議を 發 表した。 そして 其 抗議 や聲 明が 悉く 高遠 
な 理想主義の ものだった。 今囘の 支那 領土保全 や門戶 開放 も、 此 主義から 割出した 米國 特有の 十八番な の 
だ。 素ょり 日本が 賛成す ると 否とは 問 ふところに あらず、 只い ふだけ は 言って おくと いふの が 米の 態度た 
る こと 一 點の疑 ひもない 

米國や 米國 人を 知る には 此の デリ ヶ ー トな國 情を も 充分 諒解す る こと だ。 

抗議 濫發で 有名な 米國 

エチオピア 問題の 際米國 新聞は 盛んに ィタ リーを 攻撃して ヱチ オビアへ 同情を 表した。 この 新聞 輿論が 
民衆へ 喰 ひ 込み、 知らず < の 間に 反伊氣 分が 全米へ 漲った こと も 亦事實 である。 この 氣 分を 生み出した 
原因が 何處 にある かと 云へ ば、 ヱチ オピア へ 在住した 米國 人達が 米國 領事を 動かして 米 國へ訴 へた ことに 
基因す ると 見れば 誤りは ない。 

米國の 對外聲 明が、 いっも 此の方 面から 生れて 來るの も 不思議 だ。 H チオ ピャ 事件の 際 も 米國は 數囘に 
わたって 十八番の 聲 明を 續發 した。 その 聲明 は實に 秋霜烈日の 如き 峻烈を 極む る ものだった が、 その 聲明 
が これ 又 悉く 無視され 遂に ィク リーは K チオ ピアを 併呑した。 
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する の も 無理の ない ことでは あるが、 しかし、 米國 人を 知る ものの 立場から 言へ ば、 實は 何でもない こと 
なの だ。 聲明や 抗議が 相手 國の 反省を 促し 且相 手國に 眞 面目に 何物 かを 要求して る 場合と、 さぅ でなくて 
自分の 國 の國內 事情を 背景と したる 政治的 意味で 以てい や <.な がら 發表せ られる 場合と が ある。 

米 國の聲 明 抗議は 主として 後者に 屬す ると 云っても よい。 蓋し 米國の 國是は 本來か ら言 へば 他の 國 のこ 
とに 無關 心です、 むと いふ ことで ある。 東洋に おいて 支那と 日本と が 喧嘩して ゐて も、 それは 米國 領土 以 
外の 場所に おける 事件 だから そんな ことに 手を 出す ことは 不 賢明 だとい ふの が 米 國の肚 である。 

特に 世界 戰爭 後、 この 氣分が 濃厚に なって 來た 。米國 は 二十 餘年 前に デモ クラシ ー のために 戰ふの だと 
言って 三百 萬餘の 米國靑 年を 歐洲 の戰 場へ 送り 何百 億 弗を 費消した。 それば かり か、 その 當時英 、佛 等々 
の國 々へ 用立てた 金の 內不拂 ひ殘 金が 今な ほ 百 二十 億 弗と いふ 多額に 上り 其 貸金が 今に 一仙 もは いって 來 

ない。  . ，；  .... こ' ' , - ' ： 緣塞 

デモ クラシ ー のために 戰 つた 其 デモ クラシ ー は 今や、 その 形體を 改めて 共産主義と なり、 又 或 物は ファ 
シィ ストと 握手して ゐる 。こぅなる と 米國が あの 時英 、佛を 助けた ことが 丸つ きり 意味を なさない。 

だから 今後 どんな ことがあ つても、 か、 る 美名に 醉 つて 開戰す るか 如き ことは 無 暴 だとの 輿論 ガ 米國內 
に 悉く 漲って ねる。 

此空氣 を 日本人は よく 味 ふこと だ。 米國が 支那 事變で 日本と 喧嘩す るが 如き ことは 絕對に ない とい ふ 結 
論は いづれ の 場合で も 間違 ひの ない ところ だ。 米國は 高遠な 理想主義の 國で ある。 その 理想が 他國に よっ 
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彈 劾すべく 米 國華府 へむ け出發 したと 傳 へられる が、 これな どは 其 好例で ある。 

斯んな事が果していかなる程度まで、米國政府を動かし得るであらぅか、甚だ疑問ではあるけ ^1 ど。 

國際 間の 紛爭の 原因は 外國人 投資 者 

私が 旣 にの ベた 如く この 點に關 し墨國 大統領 力 ー デ ナス 氏が 適切な 論評を 試みて ゐ る。 墨 國領 土內に 米 
國人 經營の オィル 會社が 多數 ある ことは 旣に說 明した こと だが、 その オィル 會 社の 權 益を 墨 倒が 片ッ端 か 
ら取 りあげて 仕 まった。 それは 勞働法 その他を 理由と して 法律上の 手續 きに よっ たの だから 米國 としても 
別に 文句の 言 ひやぅ はない わけ だが、 米 人權益 所有者は 米國 政府を 動かして 有利な 解決を 得ん と 種々 の 運 
動を 起した。 其の 當時ロ ー ズヴ H ルト 大統領は 米 人 資本家を 支持す ると いふよりも 寧ろ 墨國 政府. の 行動を 
容認す る 態度に 出た。 

そして ロ ー ズヴヱ ルト 大統領は こんな ことを 云って ゐ る。 米 人 資本家 達が 外國 領土に おいて 殆ど 泥棒に 
等しき 不法な 取引に より 高 價な權 益を 獲得し、 その 權益が 正當な 法律 行爲 により 喪失 されん とする に 際し、 
米國 政府を 動かして 墨國 政府へ 嚴重 抗議を 提出せ しめんと する が 如きは 不可で ある。 米國 人が 墨國 におい 
て 投資す る 場合、 最初から その 投資が 墨國 法律の 支配を 受けねば ならぬ 位の ことは 充分 承知すべき 箸で あ 
る。 然るに 墨國 政府が 內外 人に 平等に 適用され る 法律を 制定して、 これを 施行す るに 至る や 米 人で あると 
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それ以来 米國は 忘れた やぅに 其 事件を あの ま \ 放っ たら かして ゐる といつ た 事 程 米國が 浬 想 主義です 
すむ. 點が 過去の 聲明で 悉く 立證 される。 その後 ィタ リ ー が エチオピア 占領 後、 エチオピア 在住の スマ ート 
な 米 人 商賣人 等は 今度は ィク リ ー 當局に 喰 ひ 込んで それ 相 當の利 櫂を 獲得し、 それで 埋め 合は せを っけて 
ゐ る。 

支那 事變 における 米國聲 明の 根源 も 亦 その 悉くが 支那に 在住す る 米 人 利權屋 だと 云っても 間違 ひは な 
い。 米國 有識者 間に も旣 にこの 點に關 し 聰明な 意見が 發 表されて ゐる o H キザ ミナ ー 新聞社 長 ハ ー スト 氏 
や 上院の ボ. レー 議員な どが 此 意見の 代表者 だが 「 少數の 海外 在住 米 人の 利權を 保護す るた めに 其 利 權の何 
百倍に 上る お金を 消費し、 その上 多數の 米人靑 年の 尊い 生命を 犧牲 にす る やぅな ことは 愚の 極みで ある。  一. 

今後米國はこの點に關し充分外交の建て直しが必要だ。例へば米人が上海にぉぃて貿易又は製造エ業に -134 
從事 するなら、 支那 人 同樣の 立場と 決心と で、 これに 從事 せねば ならぬ 。これに 反し 萬 一 少しで も 不平が 
あれば 直ちに 本國 の米國 政府へ 泣きっ いて 國際 問題 化せし め、 それば かり か 甚だしき に 至っ ては 本國 をし 
て 出兵せ しめたり する が 如き 空氣を 生み出さす ことは 愼 むべき こと だ。 か X る 場合 米 國政苻 は 其 渦中に も. 

ぐり 込む ょりも 寧ろ か X る 境遇の 米 人の 立の きを 獎勵 すべき だ」 と 論じて ゐ る。 この 意見は いかにも 眞 浬. 

を 穿って ゐ る。 蓋し 本 國依賴 主義は 單に 米國だ けで なく 英國 など も 其點で は 同一で ある。 特に 支那 在住の 
英 、米、 佛人 には 此の 氣分が 意外に 强烈で ある。 

最近 在 上海 英 、米 商業 鲁議所 會頭米 人 プラントなる ものが、 在 上海 英 、米 人の 權利 侵害に っ ハて 日本を 


旣報 上海 在住の フラン トの 暗中飛躍 も 蓋し 今の 米國に おいては 恐らく 徒勞に 歸す るで あらぅ。 日本と し 
て も か \ る 徒輩の 小刀細工に 重きを 置く ことなく 信ずる ところを 勇敢に 斷 行すべき だ。 

對米 外交交渉は 遠慮が 禁物 

アメリカと いふ 國を 遠慮なく 解剖 すれば ザ ット 前述の 如く 觀察 する ことが 出來る 。そして 其 結論は 米國 
に對 する 限り 掛引 外交は 無用と いふ ことになる。 卽ち こちらに 理窟が あれば 外交文書に おいても 遠慮 會釋 
なく 堂々 とやっ ての ける こと だ。 日本 外交官が 英國 その他へ 對 すると 同樣な 方法で 米 國へ對 したら 必ず 大 
な名失敗を & く 何 處の國 でも 同じ だが、 米國に も 少數の 我利々 々亡者が ゐ て米國 とい ふ ものを 惡 用して 
私利を 貪る 手 合 ひが 皆無とは 言へ ぬ。 

是 等の 手 合 ひの 手先に 使用され て米國 自身が 誤解を 招く やぅな 拙劣な 外交に 陷ゐる 政治家 も 無論 ある。 
そんな 場合は 其の 誤った 點 をドシ <眞 正面から 突ッ 込む こと だ。 そんな ことに 憤慨して 國交 上の 危險を 
生む 程 米國は 判らぬ 國で はない。 米國 上下 兩院に はよ い 事は よい、 惡い 事は 惡いと ハッ キリ 公言す る 程の 
正義 觀 念を 多分に 持った 勇敢な 土が 居る。 

それが 米國に 不利で 日本に 有利で ある 場合で も そんな 事は 眼中にない。 其處が 米國 及び 米 人の 如何にも 
よい 點 である。 例へ ば 上院の 大 政治家 ボレー 氏の 如きは 模範的 好例で ある。 旣に くり 返し <說 明した 如 
く米國 外交が 多くの場合 高遠な 理想に 重きを 置き 實 際を 無視した 例が 片ッ 端からで ある。 國際 聯盟 も 元を， 


の理由で、米國政府を動かして墨國政府に談判を申し込めといふが如きことは理由なきことである。 

以上のローズヴヱルト氏の意見は流石に公平無私、氏にして始めて言ひ得ることである。と同時に米國 
輿論の 動向を 雄 辯に 言 ひ 現した 公正な 議論と 云は ねばならない。 それと 同時に これに 闘す る墨國 大統領の 
論評は 一層 問題の 中心を 突き 恰も 人間の 心臟 をえ ぐるが 如き 感が ある。 

力 ー デ ナス 大統領は、 その 一節に おいて 次の 如くの ベて ゐ る。 國際 間の ッラ ブルを 作る ものは 他國 領土 
內に おいて 投資を なし、 利權を 獲得す る外國 人で ある。 例へ ば 米 人が 墨 國內の オィル 事業に 投資し、 オィ 
ル 事業を 經營 する 場合 彼等は 一旦 思 ふ 事 意の 如くなら ざる 場合、 戰爭 も尙辭 せぬ 不謹愼 な 態度に 出る。 

米 墨 兩國が 戰爭を 避けん とする には 此 種の 米 人 投資を 將來 獎勵せ ぬ ことで ある。 換言すれば 墨國 領土 內 
に 投資せ る 米 人 投資家は 柱々 にして 兩國 親善を 破壤 する 癌と も 云へ ぬ ことは ない.。 ヵーデ ナス 大統領の 此 
の 言は 或 意味に おいて 傾聽に 値する。 

今 之を 支那 問題に っいて 考ふ るに 今 囘の日 支事變 においても 日本と 英國、 日本と 米國 、.日本と 沸 園との 
國際關 係を 惡化 せし むる ものは 在支權 益を 所有す る これ 等外 人 資本家が 牛耳を 握って ゐる ところの 外國租 
界が卽 ちそれ ではない か。 

彼等が 駐在 領事と 結 托して 本國へ 打電し、 噓八 百を ならべ 立てて 本國 政府を 動かし、 抗議の 形式で 日本 
へ 文句を 申し込んだ 例が 餘り にも 多く 發見 せられる。 今や 聰明な 米國 政府 や 外交 通の 米國大 政治家が 此の 
弊風を 認め、 自ら 警戒す る 態度に 出た ことは 日米 兩國 のために 慶賀に 堪えぬ。 
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日本人へは 差別待遇 東洋では 機會 均等 

白人を 喜ばす 爲 の機會 均等 や 門戶 開放では 有色 人種が 不滿を 抱く のに 決して 無理は ない。 人間が 悉く 禪 
樣の 子供で あると いふ 米國 主義から いふなら、 米國が 日本へ 抗議した 支那に おける 機會 均等 や門戶 開放は 
矛盾した 點が 多々 ある やぅに 私は 信ずる。 

アジ ヤは アジ ヤ人が 住む 領土で ある。 支那 大陸には モン ゴリア 人が 住んで ゐる 。その モンゴル ア 人を 米 
國は 悉く 緋 斥して るでは ないか。 米 國歸化 法には 何と 規定して あるか 抑々 米國 憲法には 人間は 生れながら 
にして 平等で あり 又 平等の 權 利を 所有す ると 明記して ある。 

然るに 米國 政府は 此大 精神に 違反し、 日本 や 支那 人が モン ゴリア 人で あるとの 理由で、 彼等の 米 國歸化 
を 禁止して ゐる 。移民 問題に しても 他の 外國 人へは コ ー ター 制を 適用しながら モン ゴリア 人 だけに 絕對入 
米 禁止 制を 施行して ゐるで はない か、 それの みならず 先づ 加州を 筆頭に 四十 八州 中 その 多數の 州に おいて 
モン ゴリア 人の 土地 所有 や 農園 借地を 全然 禁止して ゐ る。 

モン ゴリア 人なる が 故に 米國が 我等に 門戸 開放 や 機會 均等を 拒む 例が 誠に 多い。 それの みならず モン ゴ 
リア人がメキシコや南米へ移住する場合や、大規模の貿易を計晝すればモンロー主義を持ち出して、悉く 
これに 反對 する ではない、 か。 モン ロー 主義は 抑 どんな ものである か。 

「米國 大陸に おける 移民 問題 や 資源に 關 する 權益 獲得 やその 他 貿易 取引は 悉く 米國合 衆國の 協賛を 必要と 
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ただせば 米國 大統領 ゥィルソンが 生みの親 だが、 いよ <生れ 上がった 時には 米 國兩院 の反對 にあって 遂 
に 産婆 役 自身が 聯盟 加入を 拒んだ とい ふ變な 現象を 生じた。 

日本 外交官 ばかりでなく 歐溯の 政治家 も米國 政情 や 米 國人氣 質を 吞み 込んで ゐなか ったこと が 此の 一事 
でも 判る。 九ヶ國 條約や 支那 門戶 開放な ども これ 悉く 米國 十八番の 理想主義から 割出した 机上の空論の 一 
種 だ 〇 本來 から 云へ ば此條 約へ 日本が 加入す る 必要はなかった。 加入す る ことによって 損 こそ すれ 得は な 
いので ある。 

無論 其當 時の 日本は それを 蹴飛ばす だけの 實カが なかっ たには 相違ない けれど、 大體 支那に おける 門戶 
開放 や 機會 均等 或は 支那 領土 不可侵 主義な どは これを 英 、米、 佛の 立場から 考 へれば 抱腹絕 倒の 至りで あ 
る。 英國が 香港を 剝 奪し 佛國が 廣州灣 を 九十 九 年の 借地 權で 事實上 奪取し 米、 英 、佛が 租界の 名義で 上海 
や 天津、 漢ロの 一部を 自國の 領土 同樣に 占有して 置きながら 支那 領土保全 もない もんだ と 誰に しても その 
矛盾に 腹立たし さを 感ぜずに は 居れない。 

機會 均等な どで も 公平に 云へ ば 日本と しては 豈ー言 なかるべからず である。 機會 均等と いふ ことは 各國 
人を 平等に 待遇すべし とする 正義 人道主義から 割出された こと だ。 人種 や 國籍に よる 差別待遇は 不可と い 
ふ 主義が 卽ち これで ある。 然らば 支那に おいて 此 主義を 聲 高らかに 叫ぶ 米國が 自國 領土 內 乃至 米 大陸に お 
いてこれと同ーな芷義人道を土臺として平等待遇機會均等主義を誠心誠意實行してゐるか。 

加州 土地 法 や 漁業法 や 歸化法 や 移民法は 抑々 何を 語る か。 


人に も 困る。 だが 實 例を 擧げて 「これで も か」 と グイ せめつけ ると 「成る 程」 と氣 持よ くスッ カリ 降 
參 して くれる だけの r ョサ」 を 米 人は 持っても ゐる 。だから 米 人を 知る にはこう した 其 長所な り 短所な り 
.を 知る 必要が ある。 理由な き 遠慮は 禁物な の だ。 

東洋 モン ロ ー 主義な どは 今後 勇敢に 雄叫びす る こと だ、 そして 其 例を 米國に 取るべし だ。 支那 領土保全 
sz 戶 開放  悉く その 例を 南北 アメリカ 大陸に 取って 公開 的に 卒直に 米 人へ 說い てきかすなら 必ず 彼等は 
日本の 主張を 是認し、 これに 共鳴す る こと 請 合 ひだ。 米國 政府と しては 無論 政治的 意味 や 其 他の 關係で 、 
「オ イソ レ」 と 日本の 仕事を 是認す る 事が 不可能な 場合が あるには 違 ひない がそん な 形式 や 理論は どうで 
もい \ 、今後 米國が 理論 上の 抗議 や 形式的の 不平を 持 込む ことを 日本は 決して 氣に する 必要は ない。 

經濟的や文化的や宗敎的や社鲁的や貿易的に實際に日本へ反對行動を取られては困るが、それさへなけ 
れば 少し 位の 文句は オ ー ライな の だ。 米國は 「話が 判る」 から 或國 などの 如くに 意見が 衝突す ると 種々 の 
妨害を する が 如き 手段に 出る 國で もな く 又 人間で もない。 その 點では 甚だしく ザック バランで ある。 九ヶ 
國條 約を さも えら さう に 說き 立てる 米國 新聞 だつ て 腹の 底では 無理が ある ことを 知つ てゐ る。 只 輿論と 言 
ふ 人氣 の浪 に乘る 場合は ソラ トボヶ 九ヶ 國條 約を 說き 立て \ 日本を 非難す るの だから 驚く。 

併し 之は 或 意味に おいて 支那が 敗る のが 可哀想 だとい ふ 外に 何等の 利害 關 係を 考 へても ゐない 事 實を立 
證 する 好例で、 かう した 方が 得で あると か あんな ものに 係り 合っ たら 損 だとい ふ 利害を 考 へる ものには こ 
んな 態度は 取れない。 米國 人は ロでは 支那に おける 米國 貿易が 喪失され るな どと 人並の 事を いふが 實際に 
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する。 何と なれば 地理 的 關係や 風俗 習慣から たと へ 米國合 衆國の 領土で ない とは 言へ、 米國合 衆國は 南北 
大陸に おける 友邦の 出來 事を 他人 事と して 無關心 で ゐる わけには 行かぬ」 とい ふの が 米國が やかましく 叫 
ぶモンロー主義の大精神である。 

然るに 日本が 地理 的關 係に おいても 人種の 點にお いても 又 文化 や 風俗の 點に おいても 悉く 密接な 關 係を 
持っ 支那 大陸へ、 何事 かなさん とする 場合 •に 米國 は機會 均等 や 門戸 開放の 美名を 濫用して、 聊かで もこれ 
.に 違反した と考 へた 場合 トテモ やかましく 吠え 立てる。  r 

自分の 國が アメリカ 大陸に 關 する 限り 機會 均等 も門戶 開放 も 絕對に 日本へ 拒絕 して 置きながら、 それが 
一旦 東洋に 關 する 問題で あれば、 その 反對に 地理 や 風習 や 正義 や 人道を 投げ捨て X 傍若無人の 此の 態度は 
何たる こと ぞ 。實に 正義 米國 のために 悲しい こと だ。 

米國の 十八番 抗議 濫發は 寧ろ 默殺 せょ 

此 所まで 突ッ 込む と米國 人が、 いかにも 無茶な 人間の やうに 思 はれる が、 私が 旣に 再三の ベた 如く 個人 
的に も 亦 その他の 關係に おいても 淚も あり 血 も あるの が 米國で あり、 亦米國 人で ある。 と 斯う 言へ ばなん 
だか 其處に 矛盾が あるが、 實 際米國 人は かう いふ 人間 だから 止む を 得ぬ。 

モン ロー 主義 だって あの 主義が 米國の 至寶で あるなら 東洋に おいて 同じ 立場に ある 日本人へ も 亦 さう 
でなければ ならない が、 その 點を フランク リ ー に 說か ぬと ピント 來ない 程 アメリカ 全能 主義 だから 實に米 
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るか、 筆 1 死 _ 人— 萬— いふ 支那 2Q 民情が 歐米 人に よ？ 少しも 馨 さ れぬ事實 
I もが— つけられて 居る。 印度 I 服し— 國の 1S く英國 資本 11 にあつ て 
土着 印度人— tQ でない 事 S 去の— に 照して 明白で— いか。 領土保全と いふ 事は 法律上の f 
權を 確保す f いふ 事で ■い。 岩石—— 河川— 有し f それ— く不— 的で— 場合 そて 
が 何になる か。 

謹に 航簾 業に 或 S 山 事 變それ 等を 歐米 人が 悉く 專 有し龜 合 名のみ の 土地が 支那 人に 何の 役に 

立つ？ 問題は 其處 なの だ、 最後の 目的は いかにして 支那 民衆を？ ト 幸福な 生活へ 導き 得る かと 云 ふ 事 
だ、 それを 我 日本が 今計畫 して 居る。 日本人と 支那 人と 滿洲 人と が 腹を 合は せて 互に 助け合 ひ 生活の 向上 
發展 をは かる 事が 卽ち 日滿 支三ヶ 國の亜 細亞ブ ロックな の だ。 

米 國が眞 習に 支那 民衆 Q 蠢を 希望す るなら 九 ヶ國條 約と 稱 せられる 門外漢の 約束よりも 裏 眞劍な 
利 害關 係の 眞 中に— ぐ 日滿支 一二 ヶ國 S 細 H ブロ ックを 支持すべき ではない f ぅか、 日本が 九 ヶ國條 
約の 代りに 日滿支 聯盟を 作る と 云 ふのは 蓋し 悉く 理由 ある 事 だ。 

日本人を 差別待遇 する 米國 の機會 均等は 矛盾 

世界平和と いふ AJ と— 庭より ス f — とが 必要で—。 そして 萬 人が f 滿 ft とが 平和 
の條 件で—。 無論 人間 世界 に あつて 完 _缺の 滿足 f とい ふことは 不可能の こ态が 「自そ 


英 、佛 人の 如き 大きな 利害を 持たぬ から、 一言に 言へ ば ドン ケア 主義で あたり 構は ず 言 ひたい ことを ザック 
バランに 言つての ける 0 

日本は 此の 米國 人の 氣 質を 餘りに も 眞劍に 考へ すぎて るので はないだら うか 0 

白色人種が 支那で 領土 掠奪を した 歷史 

今囘の 日本の 聲明 によると 九ケ 國條 約の 代りに 日 滿支三 ケ國が 亜 細盟 聯盟を 組織して 支那 領土保全 及び 
東洋 平和の 大 責任を はたす と 云 ふの だが 是は 誠に 尤も 至極の 言 ひ 分で ある。 元來九 ケ國條 約は 讀んで 字の 
如く 支那 大陸の 領土保全を 目的と した もので、 支那 大陸の 土地を 他 § ‘第 三國が 奪取す る やうな 場合 それを 一 
藍 守す ると いふの が 其 精神な の だが、 然らば 此 立派な 條約に 署名した 九 ケ國の 一 っ 一っが 其 精神に 恥じぬ -H 
公正な 行 ひを してる かどう か。  . 

上海 や 天津 漢ロ や廣東 等々 の外國 租界の 橫暴 振りは あれは 何を 語る か、 一度び 足を 之 等外 國 租界へ 運ぶ 
者は 悉く 歐米 人の 傍若無人に 憤槪 する であらう。 支那 領土保全とは よくも 言へ たもの だと 東洋人の 頭には 
直に ピンと 來る 。彼等は 支那 領土保全と いふよりも 其 領土を 喰 ひ 物にして 居る。 支那 內地に おける 鑛 h や 
鐵道 、河川に よる 運輸 等々 の權 利が 大規模に おいて 彼等に 專 有されて 居る 事 實をど うする 事 も出來 ない。 
，借問す、 何處に 支那 領土保全が あるか。 

歐米 人の 投資に よって 支那 人は 過去に おいて 何を 得た か、 支那 人の 生活 狀 態の 見 じめ さは あれは 何を 語 


響 もな く 又 日米 人の 雜婚 など も それ こそ ガ、 いふ 程の 問題では ない。 

:pu 米國が 正義 人道 や 國際 道德を 振り まは して 極東に おける 門戶 開放 や 支那 大陸に おける 機會 均等を 强 
要するなら 日本と しても 「米國 は 案外 列らぬ ことを いふ 國だ」 と 其 わからな さに 失望す ると 同時に 米國が 
平素 叫ぶ I フェア ブレ ー」 や 「スク H ア ー ディ ー ル」 に 多大の 疑 ひを 持つ 氣に なる。 

米國が 日本に 對 する 差別待遇を 撤廢 する か 乃至 その 反對に 支那 大陸に おいて 日本が 白人種へ 差別待遇を 
なす 特殊の 權 利を オーヶー する かどちら かの 公正な 態度に 出ぬ 限り 日本人は 斷 じて 米國の 誠意を 認めぬ で 
あらう。 そして 此の 考へ かたは 正當だ と 私は 信ずる 0 

次に 平和は 家庭から スタ ート する ことに 關し 愚見を のべ T 見やう 0 

東洋 永遠の 平和は 日 支 提携ょり 出發 

世界平和は 各國の 一 ッー ッの 國內に 平和が 漲らなければ 駄目で ある。 例へ ば 支那に 內 亂が絕 えず、 佛國 
にも 國內に 政變 がつ C き 又墨國 にも 革命の 絕え 間が なく スペィンが 年から 年中 兩派に 分れて 交戰 してる や 
うな 場合に 其國々 が 國際 的に 平和を 望む が 如き ことは 實際に 不可能で ある。 

各國が 其 國內に 完全な 融和を はかり 得て 始めて 國際 間の 平和 確保が 出來 る。 さもない 限り 世界平和は い 
ふべ くして 行 はれ 得ない ので ある。 國內の 平和は 其國 家を 形成す る 各人の 家庭ょり 始まらねば ならない。 
家庭に 融和が 出來て 喧嘩 口論を 避ける 美しい 習慣が あつて 始めて 其 國全體 の 仲 睦まじき 空氣を 生む ことが 
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れを 要求して 置きながら 其の 同じ 事を 他人が 自分に 求める 場合に 劍も ホロ  ロには ねつける」 とい ふやぅな 
現象が 存在 すれば 其處に 不滿や 不平を 生ずる。 それでは 到底 平和 や 親善を 生み出す ことは むづ かしい。 

本來 から 云へ ば 人種 や 國籍の 如何を 問は ず、 自由貿易 や 無條件 移民が 許可され る 程國際 間の 城壁が 取ら 
れる のが 理想 だが、 今 これを 米國 について 見る に 移民 問題に しても 旣に のべた 如く 日本人なる が 故に 他の 
人種に 與 へられた コ ー タ ー を も附與 せぬ とい ふこと や、 白人種との 結婚を も 許さぬ こと、 米國 人と しての 
歸 化を も 禁ずる とい ふことは 換言すれば 日本人に 關 する 限り 米國內 においては 他人 種と 同樣 な機會 均等 や 
門戶 開放を 適用せ ぬと いふ ことで 其處に 白人種と 黄色人種との 間に 確然た る 境界線が 引かれて ゐ る。 

それ もオー ラィで あるが、 然らば 黄色人種の 領土で ある 支那 大陸に おいては 日本に 有利な 差別を 認める 
のが 公平を 尊ぶ ものの なさねば ならぬ 當然 の步み かたで ある。 例へ ば 「米 國は黃 色 人種を 歡迎 せぬ。 從っ 
て 米國の 門戸を 黄色 人へ 開放す る ことを 拒む。 又機會 均等 も 無論 附與 せぬ。 其 代は り 黄色 人の 領土 極東に 
おいては 日本人 同 樣の權 利を 米 人に も與 へょ とは 主張せ ぬと いふの なら 多少 其處に 合點の 行く ところ も あ 
るが、 九ヶ 國條 約を 米國が 固執す る 背後には 「日本人が 米 國へ來 る ことを 拒む、 但し 米 人が 極東へ 發展す 
る 場合、 日本人 同等な 權 利を 要求す る」 とい ふ 誰が きいても 無茶苦茶の 無理が ある ことを 認めぬ わけには 
行かぬ。 

今頃に なって 日本人は 米國に 對し 何も 平等な 移民法 や 結婚 法 や歸化 法を 日本人へ 適用せ ょな どと いふ 程 
空理空論に とら はれは しない。 ーヶ年 百名內 外の 日本人 移民が 入 米しても、 しなくても 大海の 一滴 程の 影 
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アメリヵ 大陸の 平和 確保には アメリヵ 大陸 諸國が 相互 親善 條 約を 結び、 その 實 現を 期す ると 同様に 歐洲 
の 天地に 平和を 布設 せんとす るには 先 づ歐洲 大陸 諸國 間に 平和 パク トを 結ぶ ことが 必要 だ。 

之卽ち 英佛が 在来の 反獨伊 態度を 投 捨て 親獨伊 工作に 踏み出した 所以で ある。 それと 同じ 理窟で 極東 平 
和を眞に望むとしたら先づ日滿支間に平和エ作が行はれねばならない。日本は今そのエ作に踏み31してゐ 
る。 これは 恰も 米國 合衆國 が汎米 大陸 パク トに 力を入れ、 英國が 歐洲 四强國 ブロックに 精進して ると 同じ 
道理で ある。 

此の 日本の 極東 ブロック 工作に 反對 行動を なす 國あ りと すれば 予盾も 亦 甚だしい と 言は ねばならない。 

「己れ の 欲する ところを 他に 拒む」 が 如き 態度に 岀る なら 日本は 斷 じて 承知せ ぬで あらう。 世界平和は 先 
づこれ 等 別々 の 大陸に 平和 パク トが 締結され る ことにょ つて 生れる であらう が、 平和は ホ ー ムから とい ふ 
のは 卽ち これを 指す ので ある。 

此 意味に おいて 日滿支 パク トは 最も 時期に 適した もの だ。 

對米 外交交渉には 米國の 矛盾を 列擧 せょ 

以上 述べた やうな ことは 詳しく 說明 すれば 誰に でも 容易に 判る。 米 人は こうい ふ 事. には 特に 解りが 早い 
程の 常識を 多分に 持つ てゐ る。 だから こんな ことに 遠慮したり 用捨したり する 必要は ない。 私が 何囘 とな 
く、 くり 返し ノ\說 明した こと だが、 米 人が モン ロ ー 主義を 金 科 玉條の 如く 信ずる 背後に 何物が あるか 日 
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出來 る。 

世界を 大別 すれば 南北 アメリカ 大陸、 アフリカ 大陸、 歐洲 大陸、 アジ ヤ 大陸と 區分が 出來 るが、 これ 等 
の 大陸に ある 諸國が 先 づ國際 平和運動を 起し、 これを 確保す る條 約を 締結す る ことな どは 有效な ことで あ 
ら 5。 

米國 合衆國 が汎 アメリカ 大會を 開いて モン ロ ー 主義を 唱へ 、アメリカ 大陸に おける 諸國 間に 親善 條 約を 
結んで ゐ るのは 此 目的 遂行に 外ならぬ。 十二月 九日に パル ー 國 リマ 市に おいて 第 九囘汎 アメリカ 大會が 開 
催されて 米國 ハル 國務 長官 自ら 出席す る ことが 發 表された。 

歐洲に 於ても ドィッ ミュンヘンに おいて 先に 英 、佛 、獨 、伊の 四ヶ國 が會 合を 催し、 歐洲 平和 確保の 下 
相談を 遂げた。 英國の 如きは 在 來の反 獨反伊 態度を 捨て X、 その 反對に 親獨 、親 伊 工作に す i んでゐ る。 
佛國の 如き も 其 通りで ある。 

從來 赤色 蘇聯と 攻守同盟に 類す る條 約を 結んで 居りながら 今や 間接に それを 紙曆 同然に 取り扱 ひ、 從來 
共産主義 乃至 社會 主義 分子が 牛耳を 執って ゐた觀 が あった 政治を 投げ捨て 現總理 ダラ デ" H 氏は ドィッ ヒ 
トラ一と 意 氣相投 ずる 態度に 出て ゐ る。 

佛國は 過去 一、 ニ 年間 駐伊 大使を 召還して 伊國 との 國交斷 絕の狀 態を っぐけ たが 約 一ヶ月 前から 再び 新 
. ’ r 送る に 至つ た。 斯 くの 如くに して 英 、佛 、獨 、伊の 四强國 ブロックが 歐洲に 實現 する ことと なつた。 
これは 恰も アメリカ 大陸に おける 沉 アメリカ 同盟と 其 性質を 同じく すると 言 つても ょい。 
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本は 宜しく 此の 點を 高調せ ねばならない。 

米 大陸へ モシ 口ー 主義が そんなに 大切なら アジ ヤ 大陸に も それと 同一の 主義が 必要な りと 日本が 主張す 
る ことが、 なぜ 無理で あらう。 米國モ ン P 1 主義の 因つ て來る 所以を 研究し、 その 點を 平易に 米 人へ 說い 
てきかして グィ <突ツ 込んで やる こと だ。 

外交文書に しても 其 通りで ある。 米 大陸へ 日本人が 踏み出して 米 人 同樣に 機會 均等を 要求した 場合、 米 
人は ょろこんで これを 許す か、 米國が 頑として これを 許さず して 日本人なる が 故に 差別待遇を しながら 支 
那 大陸へ 來れば 門戶 開放 だの 機會 均等とは 少 々理窟が 合は ぬぢや ないかと ハツ キリと 外交文書に おいても 
素 破ぬ くの だ。 

米國や 米 人を 知る とい ふことは 斯うした 點にも 精通す る こと だ。 私が 四十 年 も米國 に 住んだ 長い タィム 
に 此の 態度で 凡ての 問題に 直面した が 幸 ひに まだ 一度 も 失敗し なかった。 日本 政府 や 日本人 有志 家が 米國 
との 喧嘩を 避けん と 努力して る點を 何人も 認め、 それと 同時に 又なんでも ない ことに 日米 親善を 破る やう 
な チ I ブな 行動に 出る ことを 愼む あの 大國民 的 態度は 無論 私と 雖も 、これを 多と し且 感謝す る。 

だが 衆 國は 日本と 無暗に 戰爭 する やうな 不眞 面目な 國で もな く 又 賢明な 米國 人は そんな 現象を 傍觀 しな 
い。 東洋 問題で 日本が 假に グダを こねて 米 國に對 し 無理を 强いて も そんな ことで 日米 開 戰をも 尙且辭 せぬ 
やうな 輕擧に 出ぬ ことを 私は 保證し 得る。 

支那 大陸に 關 する 限り 斷 じて 米國に 遠慮す る 必要は ない。 九ケ 國條約 も門戶 開放 も 支那 領土 不可 浸 條約 
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世す る 人 も ある。 自分の 子供達が 通學 する 學 校を 取りまい て 其 子供の 親 達が 學 校の 先生と 一夕を 共に する 
親善 會が卽 ちそれ なの だ。 或 地方では 日本人 兒童が 多數 なので 日本 ナィトと いふ やうな 集會が 催される。 

そんな 會合で は 日本人は 自 .分の 娘に 派手な 日本 着物を 着せて 其會へ 出席 させ、 餘興に 日本 § 踊りな どが 
見せられ、 あとで 日本の お 煎餅 やう どんの 類が 來鲁 者へサ ーブ される が、 白人が 喜ぶ こと 夥しい。 私が 心. 
から 喜ぶ ことは これが 動機と なつて、 其 地方の 米 人が 日本人に 親交を 持つ に 至る こと だ。 

父母 敎師會 と 日本人と が 密接な 關 係を 持 續する 地方には 日本人なる が 故に 排斥す ると いふ やうな 傾向は 
微塵 もない。 ゥ オル テリア やト ー レンス 地方が 好例で ある。  ： 

此 地方へは 會合每 に 私が 出席して 日米 人間の 通譯や 取 持 役を 拜 命して ゐる 。これにつ いて 少し ばかり 愚 

見を のべて 父母 諸氏の 參考に 供したい と 思 ふ。  ‘ 

^: f ブ 

今後は 第二 世 日本人を 利用せ ょ 

私が 地方に 出かけて 感ずる ことは 此の節では 米國 生れの 第二 世が 旣に 立派な 指導者と して 恥づ かしくな ■ 
い 程の 成長ぶ りを 示め してる ことで ある。 これなら 何處へ 出しても 「ヒケ 」 を 取る やうな ことは ない。 英 
語は お 手の もので あり、 白人との 交際 も 我々 第一 世ょり 遙かに 上手で ある。 それに 學校 時代の 友達が 白人 
間に 多數ゐ る。  . 

是 等の 二世 諸君を 召集して 日本人と アメリカ人との 間の 仲介 役を やらしたら、 それ こそ 鬼に 金棒で ある。 
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うな ことで 有名な 米 人と 飯で も 食 ふこと と考 へて ゐる惡 弊が あるが、 ザッ クバランに 言へ— 反對 に此ク 
ラスの^: 人は 棄同胞 に 有 ^: な 何物を も 貢 獻 して くれる ことが 不可能で ある 囊を 私は 喝破す る。 

米國 にも ニッ の 階級が ある。 お金の 守を して 働く ことなくして 食っ て 行ける 人間と 今一 ッは 朝から 晚ま 
で勞 働に 役 事し なけれ は 命を っなぐ ことが 出來 ない クラスの 人 _ 。立派な 着物を 着て、 おいしい 食物を 
いた— ' 111 に—— いて 御雲を い 会く クラスの 人間に 對 して 働か §食 へぬ 人達が^ 

無形に 或 種の 不平を 持っ が小數 の 特別 階級ょりも 多數_ との 親善が 大切、 之は 何 ^ の國 S いても 發見 

される 事實 なの だ。  ' - . V. ;A V ' > ゾ 

然 らば 米 國內 5 き 人と 遊んで 食っ て 行く 人間との 比评 は— かとい ふに 百 人中 九十 五 人 は働き人クラ 

ス である。 SQfis5 辱 も かう いふ 狀_ か— く。 馨 や有囊 i 九十 五 人の 米 人との 

親善を は 1 に 出？ して、 その 反—,/ れ等 九十 五 人が 動もすれば 不平— が 1 遊ん S ふ ハィ 
トン クラス メン 達との 靡 交を 溫め それが 日米 潘善で あると 誤 ^; して ゐ る。 

何ぞ失 らん それは 却って 多數米 人に 反感を 與' える 動機を 作る ことなの だ 。この 節 地方々々 で 其 土地の 公 
立學 校の 先生 や 父母を 中心とした 父母 敎師會 が 日本人 备, 獎 働し、 又 影して ゐ る。 私は 此 二三 ヶ年 

間 此の 會 合へ 招かれて ■|せて貰っ？|が、その貪 〇0'-' 多數が其地方の1階級|羅しヒ 
人達 だから トテモ 好都合 だ 0 

市長 格の 人 も t 銀行家 も 無論—。 さう かと 思 ふと ッ ラック ドラィバ 1 も 居り、 農園 働きを して^ 
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ルブ したい。 

別に タウンから 雇 ふて 來る 必要は ない 。その 地方で 生れた 第二 世が 主と なつて こうい ふやうな 運動に 携 
はる 方が 效果も 多い。 これは 農業 方面 ばかりでなく、 例へ ばタ ー ミナ ル 方面の 漁業 問題の 如き も 同然で あ 
る。 米國 人の 間に 澤 山の 友達を 持ち 英語が よく 出來 て米國 市民 櫂を 持つ 「伸び 行く 二世」 を かう した 生き 
た 方面べ ドラフト する ことが 今後は 何より 必要で ある。 

此事は 別に 來 年まで 待つ 必要は ない。 機會 さへ あれば 早速 今からで も 始めて 貰 ひたい 0 

お金が 何になる か 人間は 仁慈と 愛 だ！  『 
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國際 間の 平和 や 親善は 人と 人との 問題で ある。 その 人なる 者が 平和 や 親善を 愛する ものでなくて、 どう ニ 
して 國際 親善が 望まれ やう。 日米 平和 や 親善を 說く 前に、 我々 は 日本 同胞 間の 平和 や 親善を さきに 說き且 
實行 する 必要が ある。 それが 出來 もしない のに 日米 親善を 叫んでも 駄目で ある 0 . 

人間が 公平で あり 親切で あり 正義で あり、 人道を 濶步 する にあらず して どうして 溫かい 社會を 作り 得る 
であらう か。 在米 同胞が 自らを 投 出して 人の 爲につ くす だけの 親切と 犠牲的 精神に 缺 けて ゐ たら 日米 親善 
を 望んでも 無駄で あらう。 

日本人 仲間で さへ 自分 さへ よければ 外の ものは どうで もよ いやうな ことで 何になる か。 自分の 立場を 辯 
護す るた めには 罪 もとが もない ものを 陷れる ことを 平氣で する やうな 人間に 國際 親善 どころ か、 日本人 社 


尤も 地方の 第二 世は 年長者が 漸く 二十歳を 越す か 越さぬ 位 だから 少 々若 過ぎる とい ふ 嫌 ひは あるが、 何も 
立派な 演說 をす る ことが 目的では ない の だから、 そんな ことに 氣を 揉む ことは ない。 

日本 ナイトの 司會 者を するとい ふことは 其晚の プログラムを 順々 と 進行 させれば それでよ い。 學交复 さ 
んや 白人 代表者が 英語で 話される 其 お 話を 日本語へ 飜譯 する 必要が ある 場合は 何も 立派な 日本語で 話さね 
ばなら ぬのでは ないから 平素 自分の 家で 父母と 話す 程度の 日本語で 日本人 出席者へ 通譯 すれば よい。 

此 役目を 今まで 私が 受 持って ゐたが 、今後は 第二 世に やらして 見たい と 思 ふ。 誰でも 最初から 上手に や 
れる わけの ものでは ない。 習 ふより 剧れ よと いふ 諺 や、 百聞は 一見に 如かず とい ふ 言葉の 如く 物と いふ も， 
のは 自分が 實地 にやって 見ねば 駄目で ある。 

第二 世を べビ ー だと 思つ てる 間に 二世は 立派な 指導者と して 成人して ゐる 、親の 眼には それが 判らぬ が 
第三者 力ら 見れば 最早 子供では ない。 たと へま だ ハイス ク ー ル通學 中で もよ い 否 却って 通學 中の 方が 好 
都合の 場合が ある。 娘の 子で も ボーイ でもよ いから 第二 世の 子供を 利 周して 日本人と 白人との 會 合の 仲介 
役を させる やうに したい ものである。 

トー レンスの 吉延 君の 如きは 誠に 模範的 第二 世で ある。 この間 もトー レンス 敎師 父母 會の 日本 ナイトの 
司會 者を された が 英語 も 日本語 もよ く 解る ので 双方 共滿 足した 。こうい ふやうな 第二 世を I 人で も澤 山に 
養成する必要がある0今後は第ニ世男女を此の方面へドラフトして日米親善に利用したいと昆ふ0及尤沪 
ながら 私 も f いふ 會へ 進んで 出席して 私の 知っ て ゐる點 を 若い者に 敎 へて 若い者が 經驗を 得る やうに へ 


-152- 


154 


會の 親睦を も 期待す る ことは 不可能で ある。 

我々 日本人 同胞 社會 に此 麗しい 犠牲的 精神が 果して 漲って ゐるで あらう か、 正義が 物を 言 ひ 人道が 役に 
立っ か、 それとも 權勢や お金の 方が 猛威を 振って ゐる か、 私達は 胸に 手を 置いて 眼を 閉じて 靜か に考 へる 
事 だ。 子供を 敎育 する 日本語 學 園の 理事長 や 精神 敎 養を 旨と する 宗敎 團體の 頭株が 眞に 社會の 指導者と し 
て 恥 かしくない 高潔な 人格者で あるか。 お金 持で あれば 其 人物の 醜 惡な臭 ひを 嗅いで 嗅がぬ やうな 振り 
をして 其反對 にこれ を 持ち上げ 寄附 金で もさせる ことに 一生懸命に 方っ てるが 如き 悲しむべき 現象が 存在 
しては ゐな いか、 そんな ことで 何になる か 私は 此 種の 空 氣を 見る につけ 心から 憤慨を 感じないで は 居られ 
ぬ 0 

正義 も 人道 も 金の 前には 縮み 上って 仕 まう やうな 社會が 何の 役に立っ か、 そんな 宗敎は 寧ろない 方が ょ 
い。 斯んな 態度は 悉く 宗敎の 尊い 精神に 違反して ると 私は 斷言 する。 弱き ものが 弱き が 故に 放って 顧みら 
れぬ澤 山の いたましい 例が ありは しない か。 

悲境に 泣く 憐 むべき 薄倖な 同胞に 對し 同情を 表す だけの 溫 情と 任 俠 とを 持っ 指導者が 同胞 社會に 果して 
幾人 あるで あらう か、 私は それ 等の 世相を 考へ ただけ で、 時には 失望 落膽 する 氣持 となる。 日米 親善を 唱 
へ國民 外交を 高調す る 同胞 指導者が 同胞の ために 喜んで 自分自身を 投げ出し、 財產も 名譽も 地位 も 棒に ふ 
って 勇敢に 迫害に 對抗 する だけの 正義 觀念が ない 限り 世界平和 や 日米 親善は いふべ くして 實果を あげる こ 
とは 不可能 だ。 


相違が あるか、 これに 關 し、 今日 迄 一人 も 私が 滿足 する アンサ ー をした 學者 もな く 亦 書物 もな く 又 體驗者 
も 見つからな かつた。 

私は 尋ねる！ 宗敎は 悉く 善事を 敎 へる！ 何が 故に キリスト 敎の 立場から 言へ ば 佛敎が 悪い か、 それ 
と 反對に 何故に 佛敎の 立場から キリストを 排斤 せねば ならぬ か、 此點 について 眞 面目に そして 正直に 誰が 
アンサ ー し 得る か？ 私が 生長の 家に 共鳴す るのは 實に 此點だ 。 - 

他宗 敎の 非難は 禁物  ‘ 

宗敎 とい ふ ものは 實に 立派な 敎で ある。 キリスト 敎に しても 佛敎 にしても 亦 神道に しても 其敎義 を硏究 
すれば する 程 有難 味が 深くなる。 これに 反し 牧師 や 神官 や 開 教師の 話には なんだか、 奧齒に 物が 引ッか X 
つた やうな 感じが して 物. 足りぬ 點が 往々 發 見され る。 

宗敎が 自分の 幸福の ためにの み 說かれ てゐ ると 考 へたら 間違 ひで あるので はないだら うか、 他人の 幸福 
や 成功 や 健康を 先づ 祈り、 そのためには 自分を 投 出して 全力を 捧 ぐると いふと ころに 宗敎が ある。 自分が 
他人の 犧牲に なり、 それが ために 其 他人が 幸福の 身と なれば 最後には 知らず < の內に 自分 も 幸福の 身と 
なるとい ふ 所の 眞理を 何物 も 動かす ことは 出來 ぬ。 

佛敎の 地獄 極樂は 自分自身が 自由自在に これを 作り出す ことが 出來 る。 例へ ば 良心に 恥じる やうな こと 
を すれば 立 所に 地獄が 心へ 現は れて 良心の 呵責を 受ける が、 自分が 迷惑しても 別に 文句 も 言は ず、 それに 
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私が いつも 言 ふ 事 ■釋尊 や キ1 トが 現代 此 世に 生？ 居られたら、 牧師 や 神主さん やお 坊樣 たちが 
他の ッマ ラな さを 說き 立て〜 自分の 宗敎 のみを 讃美す る やうな 喧嘩腰で 居られる だら うか、 私は 斷じて そ 
んな 事が. ない 事を 信ずる。 

囊專門 家が 口角 泡を 飛ばして 爭ふ 所の 者は 一 體 なんだ。 私に 言は すと 實に 三 文の ネゥ チす、 •らもない つ 
まらない 事な の だ。 

たと へ萬卷 の お經 を讀ん でも 佛道を 知らねば 何ん の 役に も 立たぬ。 佛敎 にしても、 す スト 敎 にしても 
其 最後 Q 目的 馨 5 事を する 敎 へで— いか、 _ い 事を す— 鐘の 力が 必_ 。謹 も f 此 愛から 
生れる。 愛の 存在す る 所 例へ ば 親の 愛、— の 愛、 神の愛、 兄弟愛、 夫婦 愛、 一つと して— を 投げ 
捨て 4 の 相手が— 助け— 法で ない ものな しだ。 釋 尊の 一生— よい、 又 T ストの— を 味 ふ 

がよ ぃ 0 . 

苜 分の 立場を よくす 逢に 他を 傷く るや1 酸 劣な 行 ひを 爪の 垢 程 T なし 給 ふた か、 否、 斷 じて そん 
な 事を 1 い。 「キリスト 敎は 駄 1 。あんな f 信 J ものは 讓に 行く」 な ff を 言 ふやうな 
下等な 人物 では釋 尊は 決して— せられ. なかつ た。 それと 同時 5 リスト 樣 にしても、 「佛敎 は 邪 敎だ偶 象 
崇拜だ あれは 異敎 だ、 あんな 物を 信 J ことは 息の 無知を 示す 事 だ。 それよりも 一日 も 早く 悔ひ 改め 
て キリスト 敎 If 」 と、 す スト 樣 はそんな 下等— 鲁 はれ— は I 高乂 格の—— 
私は こ ^ £義 家 St。 佛敎— 、ト I 神 f 其 震？  — ひは— が— の敎 への 何處に 
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私は 多く  Q _ 熱心な 慕 T K > If 知っ て t % 、 _繫 行爲 t や實 复 持の— ぬ 程の 
我利々々 亡者で ある 點 をも餘 りに 多く 知って ゐる 。他人が 困って ゐて も、 お金が 要る ことなら、 眞ッぴ ら 
御免と いふ キリスト 敎 信者が ザ ラに ある。 

是 等のヶ チン 坊 信者 等が 高價な 土地 や 多額の 預金を 持って ゐる こと も 私は 知って ゐ る。 同胞 相 集まった 
村で 同胞の 共同一致の 仕事に いっも 知らぬ 顏でゐ る やうな 金 持の 自稱 キリスト 敎 信者が 彼處 にも 此處 にも 
ゐる その 悉く か 煮ても 燒いて も 食へ ぬ やうな 人物 ばかりで あるから 驚く。 

彼等は 非 キリストの 方向へ 進んで ゐる 。程は キリスト 樣が 、大豆の やうな 涙を 出して 泣か S で あら う 
ことを信ず3。 

偽 キリスト 敎 信者と 本物の キリスト 敎 信者 

コン ミュー i テ ー チ H スト や 其 村の 學園や 日本人 會や其 他こう いふ 公共 團體 への 寄附なら なか < 五 仙 
の お金 も 寄附し ないやうな キリスト 敎 信者が 何になる か 〇 自分は 金を 持って ゐる から 他人の 厄介には なら 
ぬ從 って 寄附の 必要を 認めぬ とい ふの が、 こうい ふ 人間の ロ實だ が、 これな どは キリスト 敎の 精神を 全 
然はき 違へ た僞 キリスト 敎 信者で ある 0 • 

キリストの 如き 生活を 營むこ とを 心がける には 自分の 幸福は さておき 他人の お爲 になる ことを 勵 まねば 
.ならない 箸な のに それと 正反葑 に 他人の 世話には ならぬ から 自分 も 他人の 面倒まで 見る わけに 行かぬ とい 
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よって 他人が 助かる やうな 場合に 喜んで 其 他人が 助かる 道を 選べば 一時は 或は 物質 上の 損を する かも 判ら 
ぬが、 最後には 勝利を 得る。 のみならず 人を 助けて 置けば、 いっも 心が 朗かで 胸の 中に 極樂が 現 はれる。 

近頃の宗敎信者の多數はこれと正反釾だから悲しい。アーメンや稱名を稱へるのは他人のためでなくて 
自分の ための みで あると いふの が 彼等の 信仰の やうで ある。 キリスト や釋 尊が 果して ア ーメン や 稱 名を 自 
分が 助かる ための みに 稱 へられた か、 斷 じて そんな ことは ない。 在米 同胞 間の 第二 世に っいて 考 へて 見る 
がよ い。 キリスト 敎の 敎會に 出入す る ものと 佛敎會 へ 出入す る ものとは それ こそ 其つ めたい 事 恰も アィス 
同樣で ある。 

彼等は はなればなれに 別々 の 道を たどって ゐ る。 天理 敎や 神道に 關係 する 靑年會 の 如き も 同樣な 境遇に 
ある。 共同一致と いふのは こんなのを いふので はない。 同じ 日本人で ありながら 其處に 高い 垣が 作られて 
ゐ る。 

日米 親善 だの 人類 平和な どと ロで 立派な ことを いふて 見た所で 旣に 日本人 同胞で さへ、 かう いふ 始末で 
は 仲々 どうして 日く 難しで ある。 此 悲しむべき 現象の 原因は 宗教が 自分 一人の 幸福の ために 存在す る やう 
に 誤解して ゐる からで ある。 

自分を 捨てて それによ って 他人を 助ける のが 卽ち 宗敎で ある 點を考 へて 其 主義 方針で 世の中を 渡れば モ 
ット 、キリスト教 や 佛敎や 神道が 生きる が 今の やうでは 甚だ 言 ひ 難い こと だが 大した 效能 はない。 蓋し 宗 
敎 信者と 自稱 する もの 等が キリスト や 釋 尊の 歩まれる 道とは 正 反對の 方向へ 行っ てるから 駄目で ある。 
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信者の 假面を 被る® キリスト 敎信 者になる と、 これ 又 贏 その 解ら なさに 愛憎が つ 意。 强 情で 我 愁でヶ 
チン 坊で 公共心に 乏しく 共同一致の 精神な く 自分 さへ ょければ 他人は どうな つても ょいと いふの が 彼等の 
■態度で ある。 

前者 卽ち 立派な キリスト 敎 信者に 屬 する 人々 の多數 が槪ね 貧乏人で ある。 その 反對 にお 金 持の 自稱 キリ 
スト 敎信 者に 悲しい かな、 物 解り S いも Q% 多い。 然り しかう して 敎會で 羽ぶ りを 利かす のは 此の 分ら 
ず 屋の僞 キリスト 敎 信者 だから 實に殘 念で ある。 その 僞 キリスト 敎 信者が 敎會を 代表して 社會か ら笑 はれ 
る やうな ことを 喋つ たりした りする から 一般 キリスト 敎 信者が 世間から 誤解され る。 

キリスト 敎 信者 自身が 「敎 會の會 員と いふても 實際 判らぬ ものが 多い ので 閉口す る」 と 時には 本音を t 
い てゐ るのを きくが、 これは 實際で ある。 愛國 心に かけ 人情に 乏しく ケチ ン坊で 公共事業に 寄附な どせ ぬ 
ものは 大槪僞 キリスト 敎 信者に きまつて ゐる やうに 同胞 社會で 考 へられ、 「あいつは 耶蘇ぢ やから 寄附 金な 
んか 出す もの か」 とい ふの が 近頃の 形容詞に なつて ゐるが 、これは 必ずしも 一片の 悪口の みでは ない。 

獻金や 慰問 金は 軍人への 感 ■の 一端 

キリスト 敎は實 に 立派な 宗敎で ある 。仁慈と 親切と 同情と 任俠と 無慾と 憐愍と 凡ての 善事を 敎へ るの が 
キリスト 敎で ある 。私は キリスト 敎を 心から 尊敬し 且 愛慕す る。 私が 本 攔で僞 キリスト 敎 信者と いふのは 
キリスト 敎 信者を 指す のではなくて 認識不足の 半 かじりの 自稱僞 キリスト 敎 信者を 指示す るので ある。 


ふ 態度では キリスト 敎 信者た る 資格は ない。 

在米 同胞 中の 金 持 や先覺 者と 稱 する 僞 キリスト 敎 信者に 限って 其 町 や 村の 多數の 同胞から 爪は じきされ. 
てゐる ものが 片ッ 端からで ある。 日本人 學 園の 如きで も 自分を 理事長に でも すれば 働く が、 さう でな かっ 
たら 寄りつ かぬ やうな 僞 キリスト 敎 信者が 仲々 多い。 中には 學園 などには テン デ顏を 出さぬ やうな の も あ 
り 又 寄附 金な どは 無論 快ょ く a M-l さぬ やうな のが ザ ラに ある。 こんな キリスト 敎 信者が 何になる か。 

日 支 事變が 起って 以來獻 金に 冷淡な 日本人と 言へ ば 其 多くが 僑 キリスト 敎 信者で ある。 甚だしい のにな 
ると 公然と 日本が 侵略 主義 だから、 外 國から 誤解され るな どと 不 認識 極まる 暴言を 吐く やうな のが 現 はれ 
る。 この種の 僞 キリスト教 信者が 獻 金を 潔ょ くせぬ のに 別に 不思議は ない が、 これを 要するに 僞 キリスト 
敎 信者の 缺點 はお 金に ケチ  <す る ことで ある。 

そんな 事で どうして あの人 格の 高い 仁慈 無限の キリスト 樣の 踏んで 來給 ふた 道が 步め るか。 キリスト 敎 
信者の中にも實際の2ころをいふとニ種類ある。ーっは眞實のキリスト敎信者で其ーッは僞キリスト敎信 
者で ある。 眞實の キリスト 敎 信者は 實に 感心で ある。 他人の 難儀を 見れば 我事の やうに 一生懸命に なって 
親切の 限りを つくして やる。 

例へは カトリックの シス タ ー の 如きが 好例で ある。 その他 救世軍の 獻身的 行 爲やミ ショ ナリの 神の 如き 
尊い 仕事 や 敎會 聯盟の 幹事の 働き 等は 悉く 此の 部類に 屬 する 〇 これ 等は キリスト 敎の 精神を 其 ま \ 實 行し 
てるに 外ならぬ 0' キリスト 敎其 ものは かくの 如く 誠に 尊くて 有難い 敎へで ある。 所が 其 反對に キリスト 敎 
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是 等の 半 かじり 連が 平和 だの 人類愛 だのと いふ ことを 二口目には 說き たて 戰爭は 憎むべき ものであって 
戰爭 獎勵に 類す る 行爲は 不可 だと 宣傳 する。 無論 誰に しても 大切な 人間の 生命を 取合 ふやうな 戰爭を 好ん 
だり 又獎勵 する 箸がない。 彼等は 戰爭は 罪惡だ とい ふ 理由で 日 支事變 に關し 日本への 獻金や 又 日本 國 民と 
しての 愛國 心を そ X る やうな ことは 餘り 好まぬ とい ふ 態度で 煮え きらぬ こと 夥しい。 

ょく 考 へて 見る がょ い。 個人 間に おいても 泥棒が はいれば 引ッ 捕へ て 警察へ っき出し、 監獄へ 入れねば 
.ならぬ ではない か、 夜間 途中で ホ ー ルド アップが 自分を 襲へ ば 正 當防衞 で 腕力で 相手を 懲らしめねば なち 
ない。 特に 婦人 や 子供 や 老人を 同伴して ゐる 場合に 其 人達が 亂暴 者の ために 襲 はれたなら 身を 躍らして 其 
難を 救 ふの が 人情で あり、 又 人間の 道では ないか。 

然るに か i る 場合に 喧嘩は 謹まねば ならぬ と 知らぬ 顏で 居たら 其 結末は どうなる。 社會の 治安が そんな 
ことで 維持され るか、 立派な キリスト 敎 信者は こんな 場合に 自分の 身を 投 出して 婦人 や 子供 や 老人を 助け 
る こと 保證 つきで ある。 種々 の ロ實を 設けて 逃 出す のは 僞 キリスト 敎 信者の みがす る ことで ある。 

之は 我々 の 社會に おける 個人 間の 引例 だが 國際 間の 關係も 理窟は 同樣 である。 蔣介 石の 國民 政府が 日本 
を 輕 蔑して 在 支 日本人の 權 益を 蹂躪し、 ソ聯と 組んで 共産主義を 宣傳 し、 その 餘波で 日本が 危 險に陷 らん 
とする 場合 戰爭は 罪惡 なりと ソラ トボヶ テ じつと して 居れる か、 それが 果して キリスト 敎の 踏むべき 道で 
あらう か。  • 

例へば將來共產主義が勢ヵを得て日本九州を攻めて來た場合を想橡して見るがょい。敵の1行機が上空 
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日 支 事變獻 金は 決して 理由な き 犬 猫の 喧嘩の 爲で はない。 日本人は これを 聖 戰と稱 する 程の 正義の 戰で 
ある。燒キリスト敎信者にして巨萬の富を貯はへ、何不自由ない身でありながら、ニ弗か三弗位の獻金で 
さへ 出し 漉る とい ふに 至つ ては 實に サジに か X らぬ 不都合 者で ある。 こんな ものが キリスト 敎 信者な どと 
大手ぞ振って岀入するとは實にキリスト樣の面汚しである。 

かういふ種類のキリスト敎信者は死後決して天國へ行ける見込みはない。鬼が火の車で迎へに來るであ 
らう こと 必然 だから 其覺 悟で ゐるが ょい。 蓋し 何千 弗 何 萬 弗と いふ 程の 財産を 持った もので 出征 遺家族の 
慰問 金を 出さぬ もの や、 たと へ 出しても ホンの 言 ひわけ 的のは した 金を 出す やうな ものに 對する 制裁が あ 
って 欲しい もの だ。 そんな 人間が H ラ さうな 風を して 威張る やうな 社會は 三文の 價値 もない。  | 

然り而 して 僞 キリスト 敎 信者に 此の 種の 不心得者が 多數 ある ことを 私は 遺憾と する。 チット ばかり 聖書 "16 
の 端くれを 讀んだ 位 ひで I 角の 米國 通の 如く 考へ 動もすれば 日本を 輕蔑 する が 如き 態度な しとせ ぬが、 彼 
等に 何が 判る か、 キリスト 敎を 誤る ものは 彼等 僞 キリスト 敎 信者で あると 私は 斷言 する。 

出征 勇士の 遺家族 援助は 纏て 基督の 精神 

此の 一 弗は 明日の 自分の 食料 代 だが、 しかし それ かと 言っ て 今 現に 眼の 前に、 貧乏人が 、かっえて ゐる 
のを 見て は 此の 金を 投 出して くれてやらないで 居られる かとい ふ 人間味 こそ 卽ち キリスト 樣の御 心で あ 
る。 十字架の 上で あの 尊い 血を ながされた のは 「自分は 一身を 捨て、 も」 一般人 類の 幸福を 祈らずに は 居 


のは 皆ん な 我々 の 身代りで ある。 あんた 達の 生活は 此の 私が 引受けた。 今日から 渡世に 困らせは せぬ」 と 
一 肌ぬ いで くれるなら 其 時 どうい ふ氣が する か'  人情は 此處で ある。 

其の 反對 にお 金を ド ッサ リ持ち 土地 家屋を も 始末に おへぬ 程 所有す るに も拘 はらず 知らぬ 顏で 見て 見ぬ 
振りを するなら 其 人間に 對 してい かなる 感じが する か、 其 處を考 へて 人間と しての 道且 は國 民と しての 義 
務を はたす ことに 心がけねば ならぬ。 僞 キリスト 敎 信者には 此判り 切った 道理 さへ も 判らぬ の だから 實に 
失望す る。  k , 

酒を 飮まぬ の もょ い タバコを 喫は ぬの も 感心で ある。 何と なれば 害が あって 益の ない ことは なるべく や 
らぬ 方が ょいから だが、 併し 酒も飮 まず、 タバコ も 喫は ぬと いふても それと 同時に 出す 事なら 只の 一仙 も 
出さぬ やうな キリスト 敎 信者なら それ こそ 下の 下で ある。 

へべ レケ に醉 ふた 日 傭 稼が 夕飯 もま だ 食は ぬと いふ 氣の 毒な 行き倒れに 出會 って 明日の 食料 代と しての 
けて ある 五十 仙の 銀貨を ポケットの 底から 掴み出して グ デ< に醉 って ゐな がら も 「可哀想 だ、 これで 夕 
飯を 食っ て 吳れ」 と 貧乏人を 勞はる 其 人間愛を 私は 尊ぶ。 

其の 反對に 酒も飮 まず、 タバコ も 喫は ぬ 自稱キ リスト 敎 信者が 立派な 自動車に 乘 って 路傍の 行き倒れに 
眼 も くれず サ ッサと 敎會詣 ふでを する 場合 私は 寧ろ 醉ッ拂 ひの 方を 選ぶ 氣に なる。 なぜ なれば 其方が キリ 
ストの 御 心に 叶 ふと 考へ るから だ。 物質的に 惠まれ た 自分の 幸福を 他に 分ち 與 へて やる だけの 親切と 慈悲 
とがない やうな キリスト 敎 信者が 何になる か。 
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其 私が 日 支 事 變勃發 以來聲 をからして 同胞へ 獻金 をす、 めて るのは 以上の ベた やうな 遺家族の 身の上を 
思 ふからで ある。 これは. 決して 反 キリスト 敎行爲 である どころ の騷 ぎで なく キリ ズト樣 が 悉く 喜んで 下さ 
る 立派な 仕事で あると 私は 信ずる。 

然るにキリストぎ信者であるなどと自稱する慎キリスト敎信者がかうした尊い運動に冷淡で、獻金をヶ 
チヶ チす るが 如きは 憎みても 尙餘り ある 不 人道 行爲で ある。 日本人 同志で ありながら 出征 兵士の 遺家族に 
對し 同情を 表する ことの 出來ぬ やうな 不人情 者が どうして ー步 進んで 日米 人の 親善に 力を 致す ことが 出來 
るか、 自分の 利害得失を 顴みず 、他人の 幸福の ために 盡カ すると ころに 他人との 親善が 結ばれる。 それに 
は 先づ 自らの 周圍か ら實 行せ ねばならない。 

大體 宗敎を 信ずる ものが、 そんな 薄情な ことで どうす るか、 財產に 目が くらんで 愁 一方で 神佛の 道が わ 
かる もの か。 いくら 何 萬 弗の お金を ため 込んで 我利々々 亡者の ありった けを やっても 息が 切れて 眼を っぶ 
ったら 其 金は 何の 役に も 立たぬ。 その 時に いくら 後悔しても 無益で ある。 

平素から お金を 綺麗に 出して 困っ たものを 助けて 置けば 此 世ながら に 神の 國や 極樂が 眼前に 浮んで こん 
な 嬉しい ことは ない。 宗教家は 此心が けが 大切 だ。 

宗敎 信者た る 者は 金拂 ひに 綺麗で あれ 

何んだ か大 變宗敎 くさい ことを 言 ふやう だが、 國民 外交に ょって 國際 親善を 高唱 する には 我々 の 一人 一 
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n- ぬと いふ あれが 卽ち それで ある。 

「今後 汝等 人間が」 キリストを 信ずるなら 此の 自分 卽ち キリストの 踏んだ 道を 眞 似て くれ、 たと へ 自分の 
肉體は消滅してもキリストは常にお前とー緖にゐる。キリストと常に同居を希ふならキリストのなしたこ 
とを 思 出して 其 同じ 行 ひを して くれと 說か れてゐ る。 その 同じ 行 ひとい ふのは 善行を せよ とい ふこと で 
ある。 

一人の 青年が 御國 のために 召集に 應 じて 戰 場へ 出征した ため 留守宅で 老人 や 子供が 其 日々々 の 渡世に 困 
つてる 場合、 キリ. スト 樣は それを 知らぬ顔で 見て 居られる だら うか、 聖書を 通じ 窺 ひ 知る ことの 出 來るキ 
リスト 樣は そんな 場合 三度の 食物は 只の 一度にへ らしても、 その 貧乏に して 憐れむべき 出征 兵士の 留守宅 
を 救って やられる ことを 私は 信ずる。 出征 兵士の 遺家族 慰問 金と いふのは 卽ち此 種の 家族を 慰む る 金で あ 
る 0 

僞 キリスト 敎 信者が 慰問 金 や 恤兵金 獻納を 拒むなら それは 正に キリスト 樣と正 反對の 道を 步む ことで あ 
るから、 キリスト 敎の 逆を す X む も 同然で ある。 こんな 人間が 敎會に 出入 すれば 善良な キリスト 敎 信者 や 
敎鲁が 迷惑を する ではない か。 私は 戰爭 を獎勵 する もので ない。 支那と 日本と が 仲 睦まじく 交際す る こと 
を 平素 祈っ てゐる 一人で ある。 從 って 不眞 面目な 日本人が 故な くして 善良な 支那 人を 馬鹿にする のを 見た 
りきいたり すると 實に 瘤に さはる。 その 反對に 占領地の 善良な 支那 民衆へ わが 親切な 皇軍 將兵が 食物を 惠 
んでや ったり 農產 物の 種子を くれてやる やうな 淚ぐ ましい 仁慈を ^ にした 場合 うれしくて やり切れぬ。 


れば 病院、 醫者 代、 藥代 等々 悉く お金の 問題で ある。 

家賃、 食料、 衣服 代 等々 此處に も お金の 問題が 起る。 食 ふに 困る 人間を 助けて やる 方法、 病人を ヘルプ 
する 早道、 手許 不如意の 商賣 人を 救 ふ 手段 等々 いづれ も 金がなくて は、 どうに もなら ぬので あると いふ こ 
と 程 使 ひやう によっ ては 金が 人間 世界の 凡ての ことを 支配す る。 

金 持が 氣前 よく 金を 出せば 人 も 喜び 又 それだけ 自分の 人氣も あがる が、 その 反對 にヶ チン 坊で鏈 一仙 も 
出さぬなら 人氣は 無論 惡 く、 又社會 のために 爪の 垢 程に もなら ない。 「あの人は キリスト 敎 信者 だから 流石 
に 金に 綺麗 だ、 寄附な ち 先方から 御禮 をい ふて 出す」 と 言 はれる やうな 模範的 行爲を 示す ことによ って キ 
リスト 敎が 光る。 

佛敎 にしても 神道に しても 道理は 同じで ある。 だから 私は キリスト や、 佛敎や 、神道を 信ずる ものは 誰 
よりも 金に 綺麗であって 欲しい とカ說 する。、 況や 他人の ものを 横取りな どして 慾 張る が 如きは 言語 道斷で 
ある 0 

釋 尊の 生きた 人生を 何故 僧侶は 說か ぬか 

正直に 言へ ば 今の 儘では 旣存 宗教が 一般 民衆から 飽かれ る 日が 來 るので はないだら うか。 それは 宗敎其 
物が 惡い のでな く 宗敎を 說く傳 道 者に 罪が ある。 キリスト 敎に っいては 旣に 稿を 重ねて 論評した から 別に 
此上 小言を 言 ふ 必要は あるまい。 最後に 老婆心で 一言 申したい 事は キリスト教の 牧師さん 達が 今少し ィキ 
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人が 眞 の宗敎 者の 心を 持っ ことで ある やうに 私は 考 へる。 蓋し 人間の 誰もの 心に 佛敎や キリスト 敎や神 if 
が 宿って ゐ る。 佛敎で はこれ を佛 心と 呼んで ゐるが 、私が 旣に說 いた 如く 其 宗敎が 何宗で あっても ー樣に 
善い ことを 敎 へる ものである 以上 その 善い ことを する 心を 益々 涵養す る ことによ って 人間 相互の 親善が 結 
ばれる。 

他の 言葉で 言へ ば キリスト 敎や 佛敎や 神道の 正しい 姿を 其 ま X 自分の 心に 移して 社會に 働き かける とこ 
ろに 人類愛を 作り出す ことが 出来る 。そして それは キリスト 敎でも 佛敎で も 神道で も 其 間 聊かの 違 ひもな 
い。 だから お 互に 同一の 目的に す \む者は益にもならぬことにロ角泡は飛ばして小ゼリ合ひすることをと 
しその 反對に 相 助け合って 行く こと だ。 

然るに 世間 往々 にして 宗 敎を說 くもの が 不心得に も 宗敎を 喧嘩の 道具に せんとす る惡 弊が あるのを 見て 
私は 殘念で たまらぬ。 人間 社會を 放れて 宗敎 はない、 人間 社會 がた とへ 汚れて ゐても 不淨で あっても 其 中 
へ 飛び込んで 一肌脫 ぐと ころに 宗敎が 生きて 働く のでは ないだら うか。 

っら^^ 考 へて 見る のに 人間の 人氣と 不人氣 とは 多くの場合 金に ケチ^^す ると 其然ら ざると によつ て 
區 別され る。 金に シミ ッ タレで ある ものに 人氣 はない。 金拂ひ は須 らく 綺麗で あるべし だ。 可哀想な 境遇 
の ものには ポケットを 開いて お金を くれてやるべし である。 

慈善を 施す こと や 他人に 親切で ある 場合 や、 一 肌ぬ ぐと いふ ことの 其 多くが お金を 出して やる ことで あ 
る。 世間では よく 「お金なん かどうで も」 とい ふが、 その 金が 何よりも 重要 だから 仕方がない 。病氣 にな 


自力とは 何んだ。 何物を も 捨て 自分の 心を 淸淨に 保ち、 其方 法に よって 佛の 道を 步 まんと する のが それ 
だ。 自力 往生に、 必要 條 件は 無愁 で— 事で—。 お金が 欲し かったり、 名譽に 未練 f ったり しては 決 
して 自力 雲は 出來 ない。 卽ち此 世を 捨て \ 山に 籠り 一心 不亂 i 力 修業で 覺り S くと いふ 事 それ 自身 
.が 悉く 無慾を 意味す る。 それ 程、 慾 張る とい ふ 事 ば 人間の 心を 不純なら しむる ものである 

だから 私 Q 觀る 雲を 其證代 的— ふ— 「佛敎 の 自力 往生」— む 修業— を 捨てた 人間に— 敎 
である。 愁 さへ 捨てる— 人間は 誰でも 親切で あり 得る、 又 慈悲の 人で— り 得る。 さう 考へ ると 佛敎が 
先づ 人間に 自力 往生 卽ち 遁世 修業を 說い た點が ハッ キリす る。 

佛敎の 自力 修業と 民衆化した 現代人 

日米 親善 や國際 平和は 悉く 宗教から スタ 丨し なければ 完全を 期す t とが 出來 ぬのでは ないかと 私は 
信じて ゐる とい ふ 見地から キリスト 敎や佛 敎を實 際 的に 論じて 見たい やうな 氣持 となる 0 佛敎 にしても 
旣に のべた 如く 時勢に 適合した 方法に よって 今日まで 發 達して 來てゐ る。 と 同時に 其 時代々々 に ふさは し 
く說 かれて ゐる 。それの みならず 相手に よっ て 其方 法が 皆ん な 違って ゐ る。 蓋し 宗敎に キリスト 敎が あり 
佛敎が あり、 神道が あるのは 人種 や 時代 や 風土 や 食物な どに よっ て かゝる 相違の 必要を 生じた からでは な 
いだら うか、 同一 宗教の 中で も 相違した 宗派が あるが、 これな ども 相手に よって 其 必要が あるから であら 
50  、 
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ィキした 時代 適應の •說敎 をせ ぬ 限り 信者が だん  <敎會 から 離れて 行く やうに なりは しない か。 

これを 佛敎 にっいて 考へ るに 其點で は 兄たり 難し、 弟たり 難しで ある。 私は 或 宗派に おける 有名な お坊 
樣の 著書を 讀んで 悉く 失望した。 其の 說く 所が 全然 机上の空論に して 一として 時代に ふさは しい 敎を發 見 
する 事が 出來 なかっ た。 平素た まに お 寺に 參詣 して お說敎 をき いても 何等 感心す る 所な く 反って ッマ ラな 
さを 感ずる。 佛敎を 信ずる 者が 何故に 釋 尊の 如く あり 得ぬ の だら うか、 宮殿を 飛び出して 何もかも 捨て 給 
ふた 釋尊の 姿を 何故 お 寺で 說いて くれないの だら う。 . 

自力 だと か 他力 だと かは 枝葉の 問題で ある。 自力とは 何ぞ や。 他力とは 何ぞや 。蓋し 宗旨に 依つ ては 自 
ヵ專 門で 極樂へ 行ける 道が 說いて ある 程の 佛敎で はない か、 然るに 其 佛敎の 一派 例へ ば 淨土 眞宗の 僧侶が 
他力本願を はき 違へ て 「些かで も 自力の 心が あれば 地獄へ おちる」 などと それが 眞宗の 凡てで ある やうに 
說く事 や、 又 それを 眞ッ すぐに 其 儘 信ずる やうな 事では 到底 現代の 我等 社會の 民衆を 滿 足さす 事は 不可能 
だ。 蓋し そんな 事が 佛敎の 生命で もな く 又 信仰で もない。 

他人の 難に 赴き これを 救 ふだけ の 親切が 卽ち 佛敎其 ものである。 釋尊が 何故に 榮耀榮 華の 生活を 投げ 捨 
て 薄倖な 者の 社會へ 飛び込んで 来られた か。 それは 悉く 自分を 捨て X より 不幸な 者 等の よき 伴侶と ならん 
との 慈悲の 御 心からでは ないか、 自力と か 他力と か 云 ふ 事は 釋尊が 我々 衆生へ 示し 給 ふた 尊い 御 心と 其 御 
心から 湧き出た 四十 有餘 年間の 社會 奉仕の 御 仕事を ジ ッと考 へる 事に よって 始めて 自力 他力の 意義が 了解 
出來 るので ある i 
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佛敎 にっいて 見る に 例へ ば お 武家は 禪宗を 信じ 平民は 眞宗を 信じた とい ふやうな 傾向がないでも ない。 
今から 何千 年 前の 佛敎 は釋 尊を 除く 外、 民衆的で あったと いふょりも 寧ろ 遁世 的卽ち 自己本位と した 傾向 
を 多分に 持って 居た。 旣に のべた 「自力 往生」 など も此 意味を 其 ま \ 表現した ものである。 

人間は 先づ 第一に 自分の 行 ひを 正しくして 他に 迷惑を かけぬ やうに 努 むる ことが 必要で ある。 これ だけ 
のこと が 守れる 人なら 以て 他の 模範と する に 足る。 我々 の社會 には 人樣に 迷惑を かけ お 謝び をせ ねばなら 
ぬ やうな こと ^' 片ッ 端からで ある。 

例へ ば 經濟 不如意の ために 店の 借りが 拂 へなかったり、 小 遣 ひ 錢に 困って 友人から お金を 借りたり、 又 
酒の 上の あやまちで 他人と 喧嘩したり する やうな ことは 誰に でも ありがちな 事 だが、 それは 悉く 他人へ 迷 
惑を かくる ことで ある。 この 不始末を せぬ やうに 努力し 又 それが 出来る 人で あれば 先づ 模範的の 人と 云っ 
て もょ い。 

更に 今一 步す 、んで 他人へ 迷惑を かけぬ ばかり か、 他人を 救って やる やうな 人物に なれば それ こそ 社會 
の 師表と して 尊敬. を 受ける 資格が ある。 他人の ものまで 自分の ものにしたい 程の 人間 慾の 盛んな 今日の 社 
會に ありて 自分の ものまで 投 出して 他人の 不幸を 救 ふとい ふところに 釋尊や キリストが 我々 人間へ 示し 給 
ふた 處世訓 が あるので はないだら うか。 

私の 宗敎觀 は實 に此點 にある。 卽ち 自力 も 他力 も、 お祈り も 最後には 此點に 落ちっく ので あると 信ずる 
ととが 私の 宗敎の 凡てな の だ。 そこで 話が もとへ 歸るが 、われ- \ 人間は 先づ 第一に 他人へ 迷惑を かけぬ 
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佛敎 信者は 慈悲を 施せ！ 

佛敎 にしても キリスト 敎に しても 乃至 神道に しても 別に ヮザと 専門的に むつ かしく 考 へる 必要は ない。 
兹にのへた如く宗敎の目的は歸するところ悉く同ー.で.ある。そしてそれは自分を捨てるやうなことになる 
場合と 雖も それを 覺 悟の 上で 他人を 助ける とい ふこと である。 

多數 の宗敎 信者と 自稱 する ものが 此の 點をハ キ違 へて 自分が 天國に 行く こと や 極樂に 行く ことば かりを 
念願し 其 間 他人の 幸福を 祈り 又 他人の 幸福の ためなら、 たと へ 自分は どんな 若 勞 をしても 決して 不服は 云 
はぬ とい ふ點を 少しも 考慮せ ぬ。 

之では 誠の 宗敎の 眞髓に 到達す る ことは 到底 不可能で ある。 佛敎に しても 他力で あらう が 自力で あらう 

がそん な ことは 問題では ない。 眞宗 可な り、 淨土宗 大いにょ し、 なんでも 來い だ。 又 キリスト 敎も オーラ 

ィだ。いかなる宗敎宗派の人々と雖も互に各人の宗敎を尊敬して圓滿に渡世するところに平和の人生が送 
られ るので ある。 

宗敎の 宗派が 黨 派を 作って 其黨 派の 力を 惡 用して 感心 出來ぬ やうな 行 ひを するなら、 その 宗派 や 其敎會 
は 有害無益で ある。 現今 在留 同胞の 敎會の 現狀を 見る に往 々にして 宗敎 の眞の 目的を 忘れて 宗敎と 何等 無 
關 係の 方面に 餘り にも ゥッッを ぬかす が 如き 弊害が 多々 ありは せぬ か。 

敎會が 大切な 本尊を おろそかに して 飮み食 ひや 餘 興を 本業と して それにょ って 盛衰を 爭 ふが 如き ことで 
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.所が ス ッカ リ門戶 閉鎖と なる。 

之は 其 一例 だが こんな こと も 原因と なって 自力 修業が 段々 さびれる。 それと 同時に 妻子 や 父母に 對 する 
義務を 負 ふ 一家の 亭主が 自分勝手に 山へ 立て籠って 家族の 生活に 一顧を 與へぬ とい ふやうな のんきな こと 
も 許されぬ から、 此處 にも 自力 修業が 從來の 如く 誰に でも 出來ぬ ことと なる。 他力 信心が 後世 生れた 筋道 
を かう いふ 風に 考へ ると 時勢が 自然に さう させる ものである ことが 邦る ではない か。 

S 分の 心を 淸淨 にし 我 慾を 起さず 又 他人に 迷惑 も かけず 更に 進んで 自分の 家族を ヘルプし 町村の ために 
っくし、 國家に 奉仕す る 義務を はたす には 山に 立て籠っ たのでは 仕事が 出來 ぬ。 此處に 山を 出で て、 都に 
出る ところの 時代 宗敎が 生れる のは 當然で ある。  - 

他力 信心は 卽ち 此處 から 生れる もの だと 私は 信ずる。 別に 山に 立て籠って 修業を せず とも 都會 にあっ 
て 渡世の 方法を 講じっ i、 佛道に 入る 道が あれば それは 實に 時代が 要求す る 最善の 方法で ある。 その 方法 
は 俗塵を 離れて、 默 想の 生活に 入る と 同樣な 心を 養 ひ 都會に 住みながら 其 ま X で 佛の 道を 步む とい ふ 事よ 
り 外には ない が、 佛の 道を 步む 事を 心が くるには 先 づ佛の 敎を學 び、 佛が 示された 行 ひを 實行 する 事で あ 
る 0 

自力に しても 他力に しても、 結局は 惡い行 ひを すれば 佛の 道に 反し、 よい 事を すれば それ 自身が 佛敎で 
ある。 佛敎 はこれ より 外に 何物 もない。 
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ふやうな 議論を 宗敎 家が 根本的に 好まぬ 傾向が ある。 

之は 實に 嘆かは しい ことでは ないだら うか、 キリスト 敎の 牧師が 佛敎の お 寺へ 參 ったこと を 滅多にき か 
ぬ、 それと 同樣に 佛敎の 僧侶が キリスト教の 敎會 へ禮拜 に參詣 したと いふ 話を きいた こと もない。 宗教と 
いふ やうな 名稱 をし ばらく 忘れて 人物 本位から 考 へて 見た 場合に キリストは たしかに 偉大な 人物で ある。 
と 同時に 釋尊 も亦歷 史上 他に 並ぶ ものの ない 程の 人格者で あり 又學 者で も ある。 此の 兩偉 人が 聊かで も惡 
い 事を された やうな ことがある かとい ふに、 それ こそ 斷じ てない。 從 つて 此の 兩 偉人は 人間と しても 一般 
社會の 模範と すべき 立派な 人物で ある ことに 異論は ない 箸で ある。 

卽ち キリスト 敎 信者が 釋 尊を 尊敬し それと 同時に 佛敎 信者が キリストを 愛慕す るのは 寧ろ 當然 切った 事 
である。 例へ ば佛敎 徒が 孔子 や 孟子を 尊敬す る こと や キリスト 敎徒が リンコ ルン や ハ クス レ ー なぞを 賞揚 
する のと 毫も 異なる ところは ない 害で ある。 然るに 事 實は正 反對で キリスト 敎徒 は釋 尊の ことを ロに も 出 
さぬ 程 嫌い、 佛敎徒 も 亦 キリストを 敬遠す る。 

卽ち佛 耶兩敎 はこれ をた と へれば 恰も 犬猿の 如き 間柄で ある。 こんな ことで どうして 人類 社 會に眞 の 愛 
や 平和が 望まれる であらう か、 私の 愚見を 以てすれば 宗敎を 信ずる ものは 其 何宗何 派た るを 問は ず 互に 尊 
敬し 合 ひ 協心 同 力して 人類 幸福の ためにっ くさねば ならぬ。 

それが 出來ぬ 道理は 決してない。 佛敎の 僧侶が キリストの 言 はれた こと や 行 はれた ことを も 引例して 說 
敎を なし、 又 キリスト 敎の 牧師が 佛敎經 典を 參考 として お 說敎を するとい ふところまで 啓けて 行かねば 駄 
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は實に 嘆かは しい 至りで ある。 かくの 如き 心得で 敎會 を經營 するなら、 其 結果は 必ずや 悲しむべき 事件を 
生む であらう。 俗臭 紛々 たる ものが 敎會內 に 跋扈し. 僧侶 や 開 敎師が か X る 分子に 低頭 平 身して 槌を 合は せ 
ねばならなくな つたら 精神 指導者と しての 價値 は絕 無で ある。 

慈悲の 手を ひろげて 救 ふて やらねば ならぬ 敎會が 俗人と 雖も 潔ょ しとせ ぬ やうな 人道に 外れた 行爲 をな 
して 平然として 社會を 欺瞞 せんとす るなら 社會 はか かる 敎會に 愛憎を つかし、 自然と 遠ざかる であらう こ 
とは これ 素ょり 當然 至極の ことで ある。 

日本人 同胞 間に おいて 旣にか i る 冷酷な 行 ひが 許される とするなら、 いかにして ー步 進んで 米 人 社會に . 
踏み出し 日米 相互の 親善を 促進す る ことが 出來 るで あらう か、 私が 切に 望む ところは 宗敎が 今少し 正義に 
勇敢に 正を 正と し、 善を 善と して 社會を 指導して 欲しい とい ふこと である。 

なンだ か テク-一力 ルの 理想論を 持ち出す やう だが、 宗教の 正しい 力で 同胞 社 會を淨 化し、 更に 進んで こ 
の 愛の 力で 日米 人が 互に 親切を 盡し合 ふところまで 到達し ない 限り、 日米 人間に 善き 理解を 得る ことは む 
づか しい。 

何故に 佛耶 兩敎が 互に 尊敬し あはぬ か！ 

宗敎 例へ ば 佛敎と キリスト 敎とが 車の 雨 輪の 如く 調子を 合は せて 行く ことが 出來 るなら 人類の ために 貢 
獻 すると ころ 又 廣大で あると 私は 信ずる 。然るに 佛敎も キリスト 敎も 「最後に 行く听 は 同一で ある | とい 
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の 親善を 期待す る ことは 不可能 だ。 

例へ ば 平素 自分の 親友と 信じた 友人が 蔭で 自分の 惡ロ をい ふこと を 耳に すれば 其 時から、 「そんな 奴 か」 
と急に嫌氣がさすであらぅ。そして其後は仲睦まじき友交をつ ^' けることの不可能を感ずる。その反對に 
今まで 何年 間反對 者で あると 信じて ゐる 人間が どぅした ことか、 第三者に 對 して 其 敵で あるべき 自分の 性 
格 や 自分の 平素の 行 ひを 賞め たとい ふこと を 耳に すると 其 時から 其 敵で あるべき 相手に 對し 、なしと も 云 
へぬ 懷か しさを 感ずる。 

之は 人間の 誰もが 持っ 共有 性で あるから 仕方がない。 諺に ロは 禍ひの 元と いふが、 いかにも 其 通りで あ 
る。 その 反對 にいつ も 他人を 賞讃 する 言葉を 「發 言」 するなら ロ ほど 人類 親善に 貢獻 する ものは 也に な 
い。 佛敎に も キリスト 敎に も此 事が ハッ キリと 敎 へて ある。 これを 簡單 に且列 り 易く 說明 すれば 人類 幸福 
や 世界平和は 他人の 惡 ロを 言は ぬと いふ ことから 起る とい ふこと であらぅ と 私は 信ずる。 

個人 間に おいても 國際 間に おいても 此の 點は 同一で ある。 理窟 ッポク 抗議 や 非難を っ ^ けて 居れば 事件 
が 圓滿に 解決す る 望みな く 却って 兩國關 係が 惡 化する ばかりで ある。 

在米 同胞 間の 現狀を 見る にどの 家庭で も宗敎 のない 家庭は ない。 

キリスト 敎 、佛敎 、天理 敎 、金 光敎 、神道 等々 の 立派な 宗敎が 何處の 家庭に も嚴 そかに 祭られて ある 4 
これは 實に 喜ば. しい 現象で ある。 蓋し 宗敎 心の ない 人間は 此の世に 一人 もない 害 だ 0 宗教心を 通じて 正し 
い 生活を 行 ふとい ふこと でなければ 世の中の 平和は 十中八九まで 望まれない と 言っ て も 過言では な C。 
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目で ある。 

クリスマスが 來れば 佛敎の 寺院 內へ クリスマス ッリ I を 飾って 偉人 キリストを 崇める だけの 眞 面目と 至 
誠と 人格と を 私は 佛敎の 僧侶に 要求す る。 と 同時に 釋尊 降誕 會を キリスト 敎會が 盛大に 行 ふ 程 キリスト 敎 
徒が 無限の 愛と 偉人 崇拜 のよ き 習慣と を 持ち あはす ことを 切望して やまぬ。 

佛敎の 僧侶が バィブルの 敎訓を 引用して キリストを ほめ、 キリスト 敎の 牧師が 佛敎 を禮讃 する 態度に 出 
れば 自然に 其 人物が 光る が、 その 反對に お 互に 惡 ロを 言へ ば 聞く 方の 第三者と しても 何となく 嫌氣が さす。 

蓋し 生長の 家が 凡ての 宗敎を 調和せ しめんと 努力す るが 如き 運動が 眞劍 にわれ < の 社會に 起って 然る 
べきで ある。 

_ 分の 信ずる 宗敎 以外の 宗教を 決して 訴 謗す るな 

同胞が 共同一致して 仲 睦まじく やって 行かねば ならぬ とい ふこと を 誰でもが 熱心に 說 く。 演說 に敎 育に 
fl 示に 挨搂に それ こそ 耳に タコが 出 來る程 やかましく のべ 立てる。 誠によ いこ ^ である。 が 併し 槪ね 其說 
くと ころが 只 ロで いふ ダケの ことで 實行 はどぅで もよ いとい ふやり かた ^ から 甚だ 言 ひにくい が、 何の 役 
にも 立たぬ。 

共同一致で 何事で もす ると いふ 第 一條 件は お 互が 他を 尊敬し 愛慕す る だけの 友情を 持っ ことで ある。 友 
情を 持つ とい ふことは 惡 ロを 云つ たり 罵る ことでは ない。 甲が こ のこと を かれこれ 罵る 間は 到底 甲と乙と 
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ので ある。 

敎會 の會費 も拂は ぬ會 員が 何の 役に立っ か 

宗教に 關聯 して 最後に 今一 ッ私が 注意して 置きたい ことは 諺に 「山 高き が 故に 尊から ず、 木 あるを 以て 
尊し とすと」 いふ 言葉が ある 如く 敎會が 立派 だとい ふ ばかりが 決して 能では ない。 敎會內 の 柱石と なる も 
のが シッ カリして 居らねば ならない ので ある。 世の中には 借金を しても 宏莊な 敎會を 建立 せんとす る やう 
な ものが あるが、 これ 等は 誠に 悲しむべき ことで ある。 

寄附 金の 額に ょって 信者の 位が 決定す る やうな ことでは 其敎會 は旣 に墮 落して ると 見ても 大した 見當違 
ひは ない。 敎會が お金の ために 頭を 下げる やうでは 最早 宗敎 としての 價値 はない。 本來 から 言へ ば、 お金 
がな く窮 して ゐるや うな もの こそ 敎會の 保護を 受けねば ならない の だが、 それが 其 反對に 金 持に 厚く、 貧 
乏人 にう すくて は實際 困っ てし まう。  、 

併し 其 反對に 信者の 側から 言へ ば 自分の 敎會を 守り立て i 行く だけの 經濟的 責任を はたす ことが 何ょり 
大切で ある。 牧師 や 開 敎師の 手當で さへ も滯納 になる とい ふやうな 敎會が 何の 役に立っ か、 開敎師 にして 
も 牧師に し、 て も 食っ て 行かねば ならない。 又 子供に 學校敎 育を 與へ ねばならない こと も 俗人と 同樣で ある。 

敎會の 水 代、 掃除 代、 電氣 、瓦斯 その他 修繕費と 言っ たやうな 當然 必要な 入費で さへ も 支拂ひ が 出來 ぬと 
いふのは 敎會 員に 誠意が 缺 けて ゐるか らで ある。 每月ー 弗 や ニ 弗の 會費で さへ も支拂 ひを 怠りが ちで ある 
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人間を 見れば 慈悲の 心を 起して、 お金を くれてやる だけの 思 ひやり が 必要 だ。 かう した 心で 世の中を 渡れ 
ば 個人 間に おいても ッラ ブルは ない。 と 同時に 米國に 住んで ゐる 間、 米 人から も 必ず 歡迎 される。 

どんなに お 話が 上手で あり 又 交際に たけて 居ても ィザ 金を 出す 場合に なんだか だと ロ實を 設けて ヶチク 
サィ ことを 言へ ば 必ず 其の 町の ものから 排斥され る。 啻に 寄附 や 慈善事業 ばかりでなく 普通の 支拂ひ も 同 
樣で ある。 どうしても 支拂 はねば ならぬ ビルを わざと 引きの ばして 「拂 ひが 惡い」 惡 癖を さらけ出す 位 損. 
な ことは ない。 特に 米 人と 取引す る 場合は 此の 點に 充分 注意せ ねばならない。 

日本人は 金拂ひ がよ い。 意地き たなく 支拂ひ をの ばす やうな ことは ない と 米 人から 好評を 受ける ことは 
卽ち 日本人が やがて 米 人から 歡迎 される 早道で 金拂 のよ い 人 や 金拂ひ に キチ ント してる 人は 必ず 信用の お 
ける 人で ある。 人間が ズル^-ベ ッ タリで あると いふ ことは いかにも 嫌な ことで ある。 

多 敷の 子供を 抱へ て收 入の 途が なく 實際 生活に も 困る やうな 場合は やむ を 得ぬ が、 これと 正 反對に 平素 
贅澤 をし 過ぎて ビルの 支拂 ひが 出來ぬ やうな 人々 は その 不心得を 改心せ ねばならない。 收 入の あても ない 
のに 無茶苦茶に お金を 浪費して、 あげくのはてには 借金を なし 返金を 怠る とい、 やうな 事は 言語 道斷で ある 
假 りに 一日の 收入が 僅 一 弗し かなくて 三度の 御飯が 二度し かいた ^ かれぬ 場合は 他人に 迷惑を かける よ 
り も 二度の 食事で 我慢す る だけの 心がけが あれば その 人は 將來 キット 成功し、 又社會 から 好かれる。 特に 
米 人社會 にあって 人氣を おとさぬ やうに する には これ 位の 決心が 常に あって 然るべ しで ある。  ， 
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やうな 敎會 員は キリスト や釋 尊の 敎 へを 正直に 實行 する ものとは 云へ ない。 が 併し 甚だ 遺憾ながら、 こっ' 
僅か 每月ー 弗 か ニ 弗の 會費 さへ も 怠って ゐ る敎會 員が 羅府に おいても 仲々 多數で あるで あらう。 

支拂 はねば ならぬ 害の 金を 支拂 はぬ とい ふことは 實 際恥づ かしい ことで ある。 敎會が レント 滯納 したり 

讀 瓦斯 代 S 拂 ひを 奢が 营こ とは シニ上 で f。 蓋し 敎 貪が 各自の 責任を はたさぬ ため 敎鲁 
が 金錢の 事で 他人へ 迷惑を かける としたら、 それは 會員 に德 義心がない からで ある。 

いくら 宗敎を 信じても 其 行 ひが 震の 精神に 違反して は實 に 困る。 敎會 i 先 づ敎會 員と しての 當然の 
_務 をはた し 以て 模範を 他に 示す だけの 德 義心の 持ち 合は せが あって 欲しい。 

金拂の 綺麗な 人間た る 樣に心 懸けょ 

金に ケチケ チす る ことは 宗敎と 反對の 道を 步む ことでは ないかと 私は 常に 考 へて ゐ る。 キリスト C ノて 
も釋 尊に しても 人格を 涵養す る 第一義と して 無慾と いふ ことを 强く說 いて 居られる 。慾 程 人間の 心を 汚が 
す ものは 他には ない だ 力ら 金に 綺麗で あると いふ ことが 宗敎を 信ずる ものの 遵守せ ねばならぬ 事柄で あ 

る 0 

個人 間に おいて、 あの人 間は いやな 奴 だ。 「ケチ^^して ゐる こと 彼の 如きは ない」 と 批評され る 間 其 
人は 他人から 尊敬され っ こなしで ある。 寄附 や 社會 事業には 一切へ ルブせ ぬ やうな 人間では 實際 始末に お 
えぬ これに 反し 公共の 事には 自らす、 んで お金を 寄附す る タイプの 人間で なければ 駄目 t; ある。 困った 
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ン トンの 國是で あると いふの が、 ハ ー ストの 持論 だが、 これな どは 日 支 事變に おいて 間接に 日本に 有利で 
ある。 

九ヶ 國條約 だの 門戸 開放 •だのと 言って ハル 長官が やかましく 抗議を 續發 してる に 際し、 ハ〜 スト 系 新聞 
はこれ を 冷評し、 東洋の 新 事態に 處し 日本が 新政 策で 進む のは 當然で ある。 此 事態を 米國 はす X んで 承認 
せねば ならない。 然るに ハル 長官が 日本を 侮辱す るが 如き 抗議を 提出して 徒らに 理想論に 走る のは 遺憾で 
ある。 

か X る 米國の 態度が 果して 米 國に對 し、 いかなる 利益を 興へ るか、 元來 支那と いふ 國は古 來內亂 に 次ぐ 
に 內亂を 以てした 無秩序の 國で はない か、 それは 今に 始まっ た 事では ない。 英國や 佛國が 支那の 內亂を 利 

用して 漁夫の利を 占めた 例は 過去に 於て 幾らでも ある、 現に 彼等は 支那 領土の 一部を 占領して るでは ない 

> 0 
力 

か k る 事實を 無視して 日本の 行爲を 事每に 非難す るのは 公平で ない と、 ハ ー スト 氏は 公然と ハル 長官に 
警吿 を與 へた。 

無理解で 評判の 米 婦人を 說き 伏せた 苦心 

日米 親善は 個人 同志の 氣持 から 始まる。 いくら 名論 阜說を 吐いても 其 人物に 接した 場合い かに も 「ィヶ 
好かぬ 奴 だ」 と 言っ たやぅな 印象を 相手に 與 へる やぅでは 眞の 親善を 望む ことは 出來 ない。 親しむ とか 喧 
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米國 輿論に 對し不 認識な 在米 同胞 

日本が 米國の 抗議に 對 して 正直に 其 信ずる ところを 披瀝して 九ケ 國條約 放棄を ハツ キリと ほのめかす や 
米國の 輿論が 却って これを 是認す る 空氣を 示した のは あれは 何を 語る か。 米國 人は 判る やぅに 理窟を 說け 
ば 案外 物分りが 皁い 、これが 何ょりの 好例で ある。 

平素 在米 同胞は ハ ー スト 氏 所有の 日刊新聞 例へ ば H キザ ミナ ー 新聞を 排日の 親玉の 如く 誤解して ゐた 0 
私は 此の 點に っいて 一般 有志 先輩と 意見を 異にして ゐた 。果せる かな、 日 支 事 變以來 我が 日本の 態度を 正 
解して くれた 米國 新聞 中、 ハー スト 系 新聞に しく ものは ない。 

其處 になる と羅府 クイ ムスな どは 實に 認識不足 も 亦 甚だしい と 云は ねばならぬ。 たつた 此の間まで 日本 
は 長期 戰に おいて 最後は 支那に 敗け ると か、 だん^^ 奧地に 入れば 其 時は 支那が 日本を いょ^^ やツ っけ 
る 時 だな どと 事每に 日本軍に ケチ をつ けたの が羅府 タイ ムスで ある，。 

今日に おいても 時々 不 認識 極まる 論說を 掲げて 日本を 侮辱して ゐる 。しかし お恥づ かしい 話 だが、 日本 
領事 や 有志 家は 羅府 タイ ムス 紙を 親日 新聞の 手本と して 拜み 奉つ てゐ た。 これな どは これ 等 有志の 不 認識 
と 米 國に關 し 無智で ある ことを 立證 する 好例で ある。 

其 反對に 排日の 親分 視せ られた ハ ー スト 系 新聞が、 日本に 有利な 論說を 掲げて くれる の だから 世の中は 
面白い。 他國が 米國 領土へ 侵入した 場合の 外米 國は 決して 他 國と戰 を 挑んで はならない o それが 國父 ヮシ _ 
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が 主人の 米 婦人は 益々 感情を 害する ばかりで 圓滿 解決は 不可能と 見られる 形勢と なった。 

其當時 私は 通學 中の 一介の 書生だった が、 好奇心から 其 米 婦人の 許へ 談判に 行って 見たい やうな 氣がし 
たので 或 日の 午後に その 婦人の 宅を 訪ふ た。 ベルを 鳴らしたら、 おかみさん が 出た が 日本人と 見る やすぐ 
に戶 をし める 風だった ので 私は ヮ ザと 笑顔を 見せて 嘆願す る 態度で 話しかけた。 

最初から 理窟を ぬきにして 「あの 靑年は 私の 友人」 なの だが、 短氣で 仕 やうがない 。キット 貴女に も 失 
禮な ことを 言つ たのでは ないか、 その 謝罪に 參 りました と、 あべこべに 其 おかみ さんへ おわびを 言つ て 見 
た 0 

親切 丁寧な 言葉は 何物を も 征服す る 

ところが 私の 挨拶を 聞く や 其 おかみさん が、 今將に 戶を しめんと して ゐ るのを 止して 私の 話を きいて く 
れる 態度に 早變 りした。 私が 權利 要求の 態度に 出ず 其の 反對に こ はれた 皿の 損害を 支拂ひ 其 上に 友人の 失 
言の 謝罪に 來 たと 下から 出た 事に 對し おかみさん はスッ ヵリ 好い 氣持 になって くれたら しい、 「では ヵムィ 
ン」 と 言っ て くれる ではない か、 私は 喜びながら 恐る^-、 パ ー ラ ー へはい った。 

おかみさん が 言 はれる には 「斯う^^しか と 何 處の國 の 女 も 言 ひさうな 不平 不滿の 連發で ある。 
私は 「お 氣の 毒でした。 誠にす みません」 と 相槌を打 っょり 外に 發言す る機會 なんか 到底 ありっ こなし 
ある事程おかみさんは雄辯家なる事を發見した。自分は白面のー書生だから無論お金は持たない。辨し 


こ で 
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_ する 氣に なるとい ふことは 其 人の 言葉つ き や 態度が さう さする ので ある。 

日米 國交が どんなに 圓滑に 行く にしても 例へ ば 日本を 代表す る 大使 やお 役人が 劍も ホロ、 の 態度で 橫柄 
な 言葉 使 ひで 相手に 接した 場合 その 結果は 決して 喜ぶべき ものでは ないで あらう。 人間は 謙讓で 親切 丁寧 
でなければ ない。 米 人に 接した 場合 われ-^ 日本人は 此心が けを 寸時で も忽に しては ならない 。私は 次の 
.やうな 經驗を 持つ てゐ る。 

或 時の 事だった が、， 或 日本人 靑年が 米 人家 庭に 働き 二週間 も經 たぬ 間に 其 家庭の 大切な お 皿を こは した 
そんな ことから 氣まづ くな つて 其 家を ょす ことにな つたが、 こ はれた 皿の ことがある ので 給料の ことが ッ 
ラブ ルと なった。 その 時に 其 日本人 靑 年は 飽くまで 給料 全部を 請求して 皿の 損害を 支拂 ふな どとは オクビ 
にも 出さな かつた。 

主人の 米 人に して 見れば 僅か 二週間 働く か 働かない のに 大切な 皿を 打ち こは して、 サッ サと 仕事を ょし 
給料 全額を 拂 へとは 餘りに も 人情が なさす ぎる と考 へた わけ だ。 いかにも 無理の ない ことで ある。 

かくて 此談 判は 不調に 終り 主人は 給料 支拂ひ を 拒む ばかり か、 あべこべに 皿の 損害を 支拂ベ と 請求し 日 
本人 靑年 はそんな ことがある もの か 「皿が こ はれた のは 不可抗力 だ」 給料は 勞働 者の 生命 だから それを 拂 
はぬ とい ふ 道理は ない と 不幸に して 喧嘩 わかれと なった。 

お金は 主人が 支拂ひ する の だから 其 主人が 「ノ ー」 と 云って 支拂ひ を 拒めば 働き人と しては まさか 其 位 
の 給料で 裁 邦に かける わけに も 行かず、 閉口す る 次第で ある。 その後 二三の 日本人が かけ 合 ひに 出かけた 
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無 愛嬌な 官吏に 此の 忠告を 提言す る 

個人と 個人との 應接に 丁寧な 言葉を 使 ひ 相手に 對 し謙讓 であると 云 ふ 事は なんでもない 事の やう だが、 
それが 時と 場合では 大事 件と なり、 政黨を 動かし、 內閣を 瓦解 させ、 國交 斷絕を もたらす 動機と なる から 
之を 輕視 する 事は 出來 ない。 例へ ば 私が 或 響へ 招かれた 場合に 私を 歡迎す るの みの 目的で 出席して 吳れ 
て 來てゐ る 親切な 人々 に 其の 歡迎會 席上で 握手 もロク にせず 挨拶 もしないなら 折角 出席して くれた 親切な 
A 々が どんなに 感ずる であらう か。 

人情味の ない 奴 だ、 あんな 人間に どうして 同胞の 大事が 委か される かと 云 ふ考が すぐに 其 人々 の 心に 浮 
ぶで あらう。 養 對に遙 々何百 哩 の 遠 k を やって 來て 疲れは て'^ 居る にも 拘は ふず、 厭な 風な ど 見せる で 
もな く、 丁寧な 言葉で 來會 者の 一人一人に 私が 握手を ねが ひ 感激した 態度で 御禮の 挨拶を した 場合 來會者 
は 其の 一事で 私の 味方に なり、 又 私を 大切に して くれる ので あらう。 

領事が 同胞の 集會に 出席す る 場合に 時々 私 も 同じ 集會へ 出席した やうな 事が あるが、 其 度每に 甚だ 殘念 
だが 私を 失望 させたい ろい ろの 事件を 發 見した。 

嘗て 私は ガ ー ダル ー プに おける 同胞 諸氏の 會 合へ 當 時の 領事と 同席した 事が ある。 土地の 先輩が ス ラリ 
と 勢 揃 ひを して 居られた 。其の 多數の 先輩が 居られる。 マラ 1 に顏を 出した 領事が 其 地 二三の 有志と 握手 
をして 言葉を かは した だけで 他の 先輩とは 握手 もせず 挨拶 もしなかった。 折角 遠い 所から 歡迎に 來られ た 
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れから 働いて お金を 儲けて 其の 皿 代を r 支拂ひ ます」 と 其 損害を たづね ると おかみさん は 七 弗 五十 仙 だと 
言 ふでは ないか。 併し r ボ ー ィに拂 ふ 金が 十七 弗 あるから 別に お前から 皿 代を 頂かなくても よろしい」 と 
おかみさん は 友情を 示して くれる。 

此 所まで 糟ぎ っけたら もうあとは ィージ ーだ 、私は 此の 談判に スッ カリ 成功した、 其 おかみさん は 段々 
判った 話を して くれた、 「ボ ーィの 給金を お前が 持って 歸 って くれ」 とまで 言 ひ 出した。 そこで 私が 「給料 
は 貰 はんで もよ ろしい、 皿の 損害 も拂ひ ます、 若い 青年が 貴女の やうな 年長者へ 失言した 事を お詫さへ す 
れば それでよ い」 と 日本人の 氣 前を 示して やった。 

さう したら 其 おかみさん が 今度は 「皿の. 損害は いらぬ、 給料 全部を 拂つて やる、 これを 持って行け」 と 
皿 代 も 差 引かないで 十七 弗の 金を 現金で 私の 手に 無理に 入れ やうと する ではない か。 人情に 變り はない。 
こちらが 丁寧 親切に 相手に 對へば 同じ 樣な 親切で 相手が 私を 愛撫して くれる。 

法律で さへ も權利 主張が 出來 ない 場合が あるが 其 反對に 人情で 行けば どんな 事で も 貫徹す る。 爾來 私は 
人生の 第一義は 謙譲で 親切で 丁寧で ある 事 だと 深く 信ずる やうに なった。 

コレクタ ー や 法律事務所のを ぢ さん 達 や 桂庵の ボス や 友人 達が お 百度を 踏んでも 遂に 成功し なかった 事 
件を 乳臭い 素寒貧の スク ー ルボ ーィ藤 井 整が 只の 一 囘の會 見で 給料 全部を 貰って 來て やった のみならず、 
難しい との 評判の ある おかみさん から 「サンキ ユ K」 と 感謝され たの だからた しかに 偉い。 併し それ 
は 藤 井 整が 偉い のでなくて 此の 謙譲と 親切と 丁寧な 言葉と が 偉い の だ。  . 


— 188 — k 


領事 や 指導者は 丁寧 親切で あれ 

立派な 第二 世を 作る とい ふことは 第二 世を 仲介者と して 日米 親善を 促進 せんとす る こと も 其の 仕事の I 
つで ある。 その 立派な 第二 世とは 抑々 どんな タイプの 青年 男女を 指す のか、 移民 タイプの 舊 式の 日本人を 
ぢ さんやを ばさん を 馬鹿にする やうな タイプ か、 それとも 身分 相應な 生活を 主義と し 親を 大切に する 孝行 
息子 や 孝行 娘を いふの か 無論 われ  <は 前者で なく 後者を 要求す る。 

後者の タ イブの 第二 世を 一人で も 多く 作り出す には 第一 世が 先づ 手本を 見せねば 駄目で ある。 第二 世 達 
は 領事 や 商工 會議所 や、 日本人 會の 有志の ー擧ー 動を 大な る關 心を 以てな がめ てゐ る。 その 領事が 橫 柄な 
言葉を 使 ひ、 不遜な 態度で 同胞に 對 するなら 第二 世 達は これを どう 見る であらう か。 

其 次には 多少で も 威張れる やうな 地位を 得た 場合、 先輩 や 年寄を 馬鹿にした って オー ライ だ。 あの 領事 
を 見ょ とい ふやうな 悲しむべき 菌 印象を 受ける こと も 亦まぬ かれない。 昔から 日本の 諺に 鄕に 入れ 尤ぷ に 
從へ とい ふ 言葉が あるが その 通りで ある。 米 國のや うな 勞働 者を 勞は る國に おいては お 互が 其の 氣分 にな 
らねば 駄目で ある。 

在米 同胞 社會に は 階級と いふ やうな ものは 全然ない。 官吏 も 商人 も 百姓 も 働き人 も會 社員 も 其點で は絕 
對に 同一で ある。 米國に 赴任す る 領事は 此點に 十分 認識を 持っ ことが 必要 だ。 今後 領事に 望みたい ことは 
先づ 第一に 自分ょりも 年上の 先輩に 對 する 場合、 辭を ひく  X し、 丁 {単 親切であって 欲しい とい ふこと であ 
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元老の 立場に なったら ずい 分 馬鹿々々 しい 感じが する であらう。 

私は 領事の 此の 態度を 見た 時に 「民衆を 心服せ しむる には 聰明な 指導者が 確に 必要 だ」 と 半ば 憤激した 
態度で 考へさ せられた 事だった。 

其の 次に ヱ ル セントロで も 再び 領事と 同席した が、 其 時な どは 更に ヒドィ と 思った。 あの 地の 元老 飯 塚 
氏な どは 私の やうな 老人で さへ 頭を 下げて 敬意を 表する 大 先輩では ないか、 其の 大 先輩と 領事と が 隣合は 
せに 同席しながら 自己紹介 もしないで 平氣で 飯を 食って 居る。 

仕方がない から 飯 塚 元老が 禮儀 正しく 起立して 氏 自身を 紹介して 領事に 敬意を 拂はれ た。 それに 對し領 
事は 座っ た 儘で 「ゥンそう か」 と 一言 應 答した ことだった が、 私は 其の 無禮を 眼前に 見せっ けられた 時に 
獨り 領事の 爲に 惜ん だのみ ならず、 實に我 日本 帝 國の爲 に 悲しまない では 居られな かった。 

日本は 禮儀 の國で あり、 日本人は 長老を 敬ふ國 民で ある。 其の 日本 や 日本人を 代表す る 光 榮を擔 って 居 
る 領事が なん ぞ、 禮を 知らぬ こと 甚だしき ぞと 私は 失望を 感じた。 

領事た る 者が か i る橫 柄な 態度で どうして 在留民を 指導す る 事が 出來や う。 自分ょりも 年長者に 尉す る 
場合 先づ 自ら 相手に 握手を ねが ひ、 例へ ば 自分が 坐って ゐる 場合、 一 應席 をは なれて 其 椅子を 長老へ 讓る 
だけの 謙遜の 美德を 示して こそ 始めて 同胞の 信頼を 受ける 事が 出來 るので はないだら うか。 

此點 領事た る 者が 十分 考慮す る 必要が あ. る。 
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此の 責任の 大部分を 負は ねばなら ない。 日本 文を 巧に 書けば それで 邦字新聞 記者と して 資格を 認められ、 
日米 問題の 論評を なすに あた っても 其 新聞記者が 眞に 米國や 米國 人を 知る や 否やは 問題で なく 只 少し ばか 
り 日本 文を 書き さへ すれば 或 種の 權威が 與 へられて 其 人の 書く ことが 輿論と なって 在米 同胞を 指導した。 

目 本から， 先月 渡米した とい ふやうな 先生が 日本 文を 書く とい ふだけ の 理由で 米國 邦字新聞 記者と なり、 
米國 移民法 や、 排日 問題 や、 土地 法を 論ずる やうな 場合 專門 家の 立場から 見れば 片ッ 端から 間違 だらけで 
ある。 この間 違 だらけの 愚論が 同胞の 指導 輿論と なって それにょ って 同胞が 動向を 定む るの だから 全く 困 
つたこと である。 

例へ ば 日本から 來た ばかりの 新參 者の 外交官が 日本人が 排斥され るのは 日本人が 米 化せぬ からだと 同胞 
へ も 語り、 又 故國の 人士へ も 其點を さも 米國 通らし く 得意で 吹聽 した もの だが、 然 らば 米 化とは どうい ふ 
風に する のかと 問へ ば、 日曜には 働かぬ こと、 婦人は なるべく 農園 働きを せぬ こと、 英語を 話す ことを 覺 
へて っとめて 日本語を 使は ぬ こと、 住宅 や 平素の 着物の 如き も 白人 並に 相當な ものを 選ぶ こと、 平素 進ん 
で 白人と 交際す る こと 等々 である。 

日本から 每月 交際費 何百 弗 かを いた ^ いて ゐる 領事には 無論 こんな ことが 容易に 出來 るで あらう が、 働 
かねば 食って 行けぬ 在米 同胞に、 こんな 「むっ かしい」 ことを 云って それが 實 行出來 ると 思 ふか、 日曜に 
働かねば 月曜の 市場へ 品物の 出荷が 出來 ぬでは ないか。 

婦人は田園で働くなと云ったところで、多數の子供を育て、行く人費を佛ひながら、やっと渡眭する貧 
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例へ ば宴會 などに 出席す る 場合で もなる ベく 出席者 一同に 此の 氣 分を 〈ッキ リと 見せる ことで ある。 第 
二世が 其の 動作を 見て 「なる 程 あれで なければ ならない」 と 其の _讓 の 美德に 惚れ々々 する やうな ょき 模 
範を 示して くれる 事で ある。 

ダラし なく お 酒に 醉ひ實 に 聞く に耐 へぬ やうな 猥褻 極まる 馬鹿話を 公衆の 面前で 平氣で やる やうな 不謹 
愼な 領事が たまには ゐる とい ふ 噂を 耳に する が、 そんな 事で どうす るか、 白人 社會へ 出入して あそこの 市 
長と ホテルで 「へべ レケ」 に醉 ふまで ゥヰ スキ ー を飮ん 'だとい ふ樣な 事が 日米 親善に どれ だけの 效果が あ 
るか。 

か \ る 馬鹿 氣たこ とを 自慢に したり、 又 同胞 有識者が そんな ことを 巧妙な 外交で あるかの 如く 感心す る 
が 如きは 馬鹿の 骨頂で ある。 領事は 在留民の 善良な 指導者で あり 親切な ァド ヴァィ ザーで あり、 又なくて 
はならぬ サー バントで も あると いふ 職責を 眞 面目に っくして 貰 ひたい。 斷じ て橫 着であって はならない、 
特に 言葉 使 ひに 細心の 注意を 拂ふ べし だ。 それから 次に 領事 ばかりでなく 苟も 人の 師表と なる ものは いか 
なる 場合と 雖も 親子 同席で きく 事が 出來ぬ やうな 卑猥な 話を なすべからず。  • 

指導を 誤った 在米 邦字新聞 

過去に おける 在米 同胞の 指導は 遺憾ながら 片ッ 端から 誤って ゐた 。甚だ 言 ひ 難い こと だが、 邦字新聞が 
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人をょろこばすんだといふのだから實際呆れてものが言へぬのである。今囘の日支事變勃發に際して犮等 
は 果して ハッ キリした 確信を 持っ てゐた かどう か？ •遺憾ながら、 これと いふ 纏まった 策 もな く 又 指導 精 
神 もなかっ たこと を 私は 斷言 する もの だ。 

領事に しても 先輩 有志に しても 無論 日本人で ある。 だから 日 支 事變に 故意に 日本の 不利益を はかる •が 如 
きことの あらう 箸の ない こと も 判つて ゐる 。卽 ちそれ が 間違っ て 居ても 間違つ てゐ ない にしても、 かう し 
た 方が 日本の お爲で あると 考 へて やる ことで ある こと だけは 十分 了解が 出來 る。 

だが 同胞の 指導者と なる には 誠意 だけでは 駄目で ある 。いくら 誠意で やる ことで も、 それが 日本の ため 
にならぬ ことで あれば 有害無益で ある。 日 支 事 變の當 初 米國に おける 空氣は 頗る 日本に 不利であった。 米 
人の 多數が 日本を 侵略 國呼 はりを し、 これに 乗じ 一部 赤化 分子が 日本を ボーィ コットせ ょと 宣傳 これっ と 
めた 事 も事實 である。  ， , 

此時に あたって 在米 同胞が 恤兵金 や 慰問袋を 獻納 する やうな ことが 發 表される と 大變な ことになるから 
寧ろ そんな 事は 再考した 方が ょいと いふの が 領事 や 有志 家の 態度であった。 これ だけき けば ー應 尤もの や 
うにき こえる が、 米國に 四十 年 近くゐ る 私に 言は すと か \ る 事は j 片の杷 憂に 過ぎぬ ことで、 一種の 取 越 
し苦勞 である。 

此點 にっいて は本簡 において 旣に 詳しく 說 明した から 再び 茲に くり 返す 必要を 認めぬ が、 いづれ にして 
も 領事 や 有志 家が こんな 理由で 恤兵金 や 慰問袋 獻納に 氣乘 りが しなかった ことは 何と 云っても 爭はれ ぬ 事 
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乏 百姓には 他人を 雇 ひ 入れる 餘裕 はない。 夫婦共稼ぎで 働かなければ 食 ふ 事が 出來 ぬでは ないか。 土地 所 
有の 權利 もな く 又 表面では 農園 地リ ー ス さへ 出来ぬ 土地へ 永住の 目的で 家を 作れと いふた 所で、 そんな こ 
とが 出來る わけがないで はない か。 

汗水 流して 儲けた お金で 折角 家を 作っ て もす ぐに 出て 行けと 言 はれたら ー體ど うする つもりな の だ。 又 
米國の 法律に ょれば 永住 的 目的で 土地の 上へ 家を 建てた 場合、 その 家は 特別の 許可がない 限り 其 土地から 
他へ 持ち さる 事は 出來 ない。 そんな 場合を 知りつ X 多額の 入費を 出して 白人の 住む やうな 家が 建てられる 

か 0 

英語を 上手に 話せと 言って 見たところで 早い話が 日本の 大學を 出た 者で さへ 米 國に來 て 米 人と スラ < 
と 英語 會話が 出來 ぬでは ないか、 それに 我々 老人の 百姓 や 女に 英語を うまく 話せとは 何事 ぞ 。出来ぬ 註文 
を 持ち出して それが 出來 ねば 米 人から 排斥せられ ると これ 等の 自稱 米國 通が 本氣で 吹聽 して ゐ るの だから 
實に 呆れる。 

私に 云は すと こんな ことが 決して 排日の 原因では ない。 しかし 不 認識な 領事 や 有志 家が こうい ふ 愚論を 
はいて 在米 同胞を 長い間 誤らして ゐ た。 

愛國 飛行機 獻納と 同胞を 憤慨 させた 領事の 不 認識 

是等 指導者の 考 へて ゐる ことは、. 日本を 忘れ 日本と いふ ものを 無視す る ことが 卽ち 米國の お氣に 入り 米 
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で 云へ ば 在留 同胞を 指導す る 領事 や、 先輩 有志が 米國や 米 人を 十分 知らぬ ところに 不 認識が あったの だ。 

私は日本帝國のやることを徹頭徹尾正しいと信じて其の方針で今日 ± で進んで來た。日本精神とは公明 
正大に 堂々 と且 勇敢に 濶步 する ことで ある。 在米 同胞は 永年 米國に 在住しても 此の 日本 精神を 忘れぬ とこ 
ろに 民族の 誇が 認められる。 

支那 大陸に おいて 米國が 日本に 門戶 開放 や 機會 均等を 要求して ゐ る。 歐 洲諸國 も此點 では 似たり 寄った 
りで ある。 日 支 事變に おいて 彼等は 九ヶ 國條 約を かっぎ 出して、 しきりに 支那 領土 不可侵 主義を 吠え 立て 
てゐ る。 然るに 米國は 此の 門戶 開放 機會 均等と 正 反對の モン ロ I 主義を 米 大陸に おいて 高唱 して ゐる では 
ないか。 それから 英國 領土の * 洲や ヵナダは 日本 移民に 差別待遇を 規定、 日本人に 限り 門戶を 閉鎖し 機 
會 均等を 與 ふること を 拒んで ゐる 。試みに 米 國歸化 法を 見る がょ い。 

日白 人 結婚 禁止法を も 見ょ、 加州 土地 法は 何を 語る か、 日本人 だけに 土地 所有を 禁じ、 農園 地の リース 
を も 禁じて ゐるで はない か、 それば かりで なく、 一定の 場所に おける 住居す らも 禁止す る 法律が 合憲と し 
て 許されて ゐる 。これ 等が 果して 門戸 開放で あり 機會 均等で あらぅ か。 これ こそは 純然たる 門戶 閉鎖で あ 
り 又 差別待遇で ある。 

此 不公平 不平等に 對 して 日本は 過去 £ いて 幾 囘と なく 抗義 する 所が あったが、 米國も 英國も 種々 の ロ 
實を 設け そ Q 後門 戶屋 、機韋 均等 主# を そ 押し通して ゐる ではない か、 日本人は 16 んで此 
の 侮辱を 我慢して 來 た。 


197- 


實だ 。飛行機 獻納 運動の 如き も 其の 當時 は實に なさけない と 言って よい か 或は 意氣 地な しと 云って よい か 
領事 や 有志 家が 全部 これに 反 對し實 に 煮え 切らぬ こと 夥しかった。 

こんな 煮え きらぬ 領事 や 有志 家を 向 ふに まは して 遂に 陸海 軍へ 一臺づ X の 飛行機を 獻納 したと いふ こと 
は 以て 特筆大書すべき 南 加 同胞の 一大 愛國 運動で ある。 殘 念な 事 だが、 然るに 同胞 間に 存在す る 種々 の團 
體の內 特に 領事を 名譽會 長に 戴いて ゐる會 が こんな 愛國 運動に 悉く 煮え きらなかった 事實を 私は 非常な 悲 
しみを 以て 茲に發 表する もの だ。 

飛行機 獻納 期成同盟 會の 主なる 人々 が あの 當時 現任 南京 總 領事 某 君を 訪 ふて 後援を 求めん とする に 際し 
先づ 私の 意見を た ^ した。 私は その 時に 行かぬ 方が 賢明 だ、 あんな ものの 所に 行って 却って 瘊に さはら か 
して 歸 るのは 有害無益 だ。 

別に 煮え 切らぬ 領事の 後援の 必要は あるまい 。この 仕事は 我々 日本 精神で 進む 愛國 者の みで 立派に やれ 
ると、 私は 同 君 訪問に 反對 意見を のべた が、 それでも I 應話 しだけ はした 方が よいと いふ 建前から 代表者 
達は 其 後 同 君を 訪 ふたが、 果せる かな 代表者 達は 悉く 憤慨して 歸 って 來 た。 

日本よりは 機會 均等、 米國は 門戶 閉鎖 

今更 愚痴を こぼしても 仕方がない から 其當 時の 領事 や 有忠家 の 態度は 此の 位に して 打ち切りと する が、 
い' っれに しても 此の 人 等の 考へ かたが 誤って ゐた ことには 辯 解の 餘地は あるまい 。これを むつ かしい 言葉 
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法 や 日白 人 結婚 禁止法が 日本 政府の 抗議に も 拘らず 依然として 其 ま \ 日本人に 差別待遇を 與 へて ゐ る事實 
を今囘 こそは 列擧 して 米 國の九 ヶ國條 約 云々 の 抗議に 堂々 と 答 ふべ しだ。 

此位 有效な 作戰は 他には ない。 加州 在留 日本人が 今日まで 隱忍 自重、 甘んじて 犧牲 となった 事が 無駄で 
なかつ たこと を 私は 今に おいて 痛切に 感ずる もの だ。 米國の 抗議に 對 し、 此節 外務省が 大分 手酷く 應 答し 
てゐ るが、 誠に さも あるべき ことで、 その 强硬 態度を 見て 私は 大いに 意を 强 ぅする ものである。 

此の上 慾を 云へ ば茲に 列擧 した 日本人 迫害の 事實 を箇條 書きに 列擧 して、 あべこべに 米國の 非を 嗚 らし 
たら どんな もの か。 この 前の 米國 への 正式 解答 文中に 在米 日本人の 待遇に っいては 改めて 所見を 披瀝す る 
と あつたが、 この 所見とは 蓋し 兹に のべた やぅな ことでなくて はならぬ と 信ずる。 

此際 日本 外務省は ょろしく 徹底的に アメリカの モン ロー 主義 や 排日 法律を 引用して 東洋に おける 日本人 
モン ロー 主義を 高唱 し、 東洋に 關 する 限り、 米國は 日本の 特殊 權 利を 認 むる ?: との 當然 なる 事 實を說 破す 
べし だ。 われ < 在米 同胞は 過去 何十 年間 種々 の 排斥 や 迫害を 受けて 今日に 至った が、 その 迫害 や挵 斥が 
東洋 モン ロ ー 主義を 宣言す る 上に 無形の 力と なること を 感ずる 時に 快 心の 笑みを 持つ もの だ。 

九ヶ 國條 約は 何を 保證 した か、 支那 領土保全を 誓約した ことが 本條 約の 生命では ないか。 然るに 支那 領 
土の 一部で ある 滿洲は 旣に七 年 前に 支那から 分離して 獨立國 家を 作り、 爾來 立派に やって 來てゐ る。 支那 
領土保全が 滿洲に 關 する 限り スッ カリ 紙屑と なった。 何と なれば 署名 國が 支那の 味 かたと なって 飽くまで 
滿洲 領土の 分離を 妨ぐ ことに 何等の 保證 手段を 採る に 至らな かった からだ。 
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.『素 同胞 や— 外務— 移民 響 制 Q 特典— ん として 手— へ f かへ て 米國— と— すると ころ 
が あつたが、 私は その 度每に そんな ことは 寧ろ 放つ たら かして 置く がよ い。 一年に 百 人 か 二百 人 かの— 
移民 入 米が 何 1 、假 りに 移民 待遇が 幸 ひに 他の 人種と 導と なつた にしても 米 國歸化 法が 今の 儘で 
は 日本人 侮辱は 依然として 永久に j 掃され ぬで あらぅ。 

それより 力 今は 涙を のんで 堪忍し、 その 內に此 不平等な 差別待遇を 列擧 して 新ため て 米國に _ する 機 

會の 到來を 待つ 方が 聰明 だと 聲 をからして 警吿 した。. 果せる かな 其 時期は 今と いふ 今到來 したでは ないか 

日本 ヵ議垢 事し、 蔣介石 政權を 膺懲して 北支 や 中支 や 裏を 占領す る や、 眞つ 先に 米 國が九 ヶ國條 約 

を 擔ぎ 出して 支那の 門戶 開放 や、 機會 均等を 日本へ 要求して 來 た。  一 

其 米 國が棄 日本人に 門戶 開放、 機會 均等を 與へ i ころ か 其反對 にあ— る 方法で 侮辱を 與 へて ゐる -198 
の だから 呆れる。 

機會 均等 や門戶 開放を 主張す る 米 國の體 を 見よ 

米國が 自分の 國內 において すら— ゆる 差別待遇を 日本に 輿へ ながら、 其 反對に 支那 大陸に おいて 米 人 
に機 會 均等と 門戶開 f 裏へ よ、 と 日本に 管のは 矛 f 亦 甚だしい。 米 國は嘉 のみ か自 S 外の 米 
大陸に ^ いて 日本人に 對し 其の 門戶を 閉鎖し、 機 # 均等を 拒絕 して ゐ る。 

焱 事 1 され 111 もの If 辯 解の 辭 がない—。 加州 土地 法 や 米— 化 法— 國奮 


この場合に 於ても 滿洲 領土が 支那 全 領土から 分割され たの だから 九 ヶ國條 約の 精神から 言へ ば 悉く 違反 行 
爲で ある。 

從 って 九 ヶ國條 約の 本來の 動向から 言へ ば 兵力に 訴 へても 滿洲獨 立を 打ち こは して、 これを 舊の 如く 支 
那へ 返還す るの が 當然で ある。 然るに 英國 にしても 米國に しても ロで 不平 だけは 引きっ ^ き 盛んにの ベて 
ゐる が、 イザ 九ヶ國 條約實 行と いふ 段になる と 何等の 處置に 出て 居らぬ。 從 って 滿洲國 は旣に 過去 七ヶ年 
間引っ r き 獨立國 として 益々 實績を あげ、 相手の 支那 政府 も 手の っけ やぅな く 九 ヶ國條 約 加入 國も これを 
傍觀 し、 その 間 支那と 滿洲國 とは 平時 狀態に 復 し、 內亂の 如き も 絕對に ない。 

此 點スぺ イシの 革命運動とは 雲泥の差で ある。 國際法 上から 公平に 言へ ば 內亂が 治って 一方の 革命 派が 
立派に 其 目的を 達した 場合、 第三 國は其 革命 政府を 承認す るの が 當然で ある。 滿洲國 は 立派に 革命に 成功 
して 獨立 政府を 樹立した。 そして 支那と 滿洲は 全然 戰爭狀 態からは なれて ゐ る。 

か X る 場合に 第三 國は 潔ょ く 滿洲國 を 承認す る 義務が ある。 卽ち ドイツ や イタ リー やポ ー ランドは 旣に 
此の 新 事態を 認識して 滿洲國 を 承認した。 然るに 遺憾ながら 英佛 米は 今日 も尙 机上の空論に とら はれて 滿 
洲國不承認の態度をつ ^' けてゐる。 

之は どぅい ふわけ かとい ふと、 九 ケ國條 約と いふ 厄介物が 存在す るからで ある。 元來九 ヶ國條 約は 前述 
の 如く 支那 領土 分割を 絕對に 許さぬ ことを 以て 本領と して ゐる 。しかるに 實際 において 滿洲國 が 支那 領土 
內に獨 立を 宣言し この 九 ヶ國條 約の 精神と 正 反對の 行動に 出て しかも 立派に 成功した。 
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之を 他の 言葉で 言へ ば 形式的 や 表面的には 兎も角と して、 實際 において 彼等は 完全に 滿洲獨 立を 默認し 
てゐ る。 卽ち 支那 領土が 此の程 度に おいて 旣に 分割され て 領土保全が 紙屑と なつた ことを 彼等と 雖も 最早 
否認す る わけには 行くまい。 日本 外務省は 須 らくこれ 等の 點を 堂々 主張すべき だ。 

九 ヶ國條 約は 今日では 無效 

九ヶ 國條 約は 其 精神に おいて 旣に 根本的に 矛盾 だらけで あるが 其點 は假 りに 暫く 不問に 附 して、 然らば 
ー體九 ヶ國條 約は 何を 誓約した かとい ふに 第一 支那 領土保全、 第二 萬 一 此の 條項に 違反の 行爲 ある 場合は 
兵力を 以てする も、 飽くまで 支那 領土の 保全を 保證 するとい ふ 約束で ある。 この 二つが 一朝 事 ある 場合に 
實 行され なければ 此の 條約は 有名 無實に して 無效も 同然で ある。 

蓋し 九 ヶ國條 約の 生命は 支那 領土 分割を 防ぐ とい ふこと である。 しかして 領土 分割には 二種 ある。 其 一 
つは 支那 領土の 一部を 他國 が剝ぎ 取る 場合、 例へ ば 英國が 香港を 奪取し、 佛國が 海 南 島の 長期 借地 權を獲 
取した やぅな 行爲が それで ある。 英佛が 旣に追 ひ剝 ぎの やぅな 行爲で 支那 領土を 分割して 其の 一部を 自分 
で 横取りしながら、 この 自己の 泥棒 的 行爲を 棚に あげて、 九 ヶ國條 約を 發 明し、 爾後 支那 領土保全 確保に 
賛成 するとい ふのは いかにも 蟲の ょい 云 ひ 分で ある。 

第二は 他國が 支那 領土を 剝奪 する ことにょ つて これを 分割す るので なくて、 支那 人 自身が 內亂を 起して 
その 結果 領土の 一部が 從來の 支那から 分離す る 場合を いふので ある。 滿 洲國獨 立の 如きが 卽ち それで ある 
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が 明白と なれば、 第三 國は その 小數 民族の 投票を 尊重して 獨 立を 承認し 彼等を 過去の 迫害の 苦しみから 逃 
れ しめて やる とい ふ 主義で ある。 

だから 此の 主義は 弱い者を 助けて やる 主義で ある、 かぅ 考へ ると 米國が 民族自決に 共鳴す る 理由が ハツ 
キリと 分かる。 

例へ ば 英領 キヤ ナダ や 英領 濠洲 や 或は 英領 アフリカが 英國 から 獨立 する ことを 希望して 民族自決 投票を 
行 ふ 場合、 米國は 双手を あげて これを 支持す るの が 本來 から 言へ ば 米國の 態度で なければ ならない。 

滿洲 人が 支那 政府の 惡 政治に スツ カリ 愛憎を っかして 別に 獨立國 を 建設す るなら、 米國 は眞つ 先に これ 
を 承認せ ねばならぬ 害な のになん だか だと 理窟を っけて 前述の 如く それを 拒んで ゐる 所に 不合理が 發 見さ 
れ る。 

民族自決を 唱 へながら、 その 半面に おいて これを 妨害して ゐる とい ふ ホ コトン 現象が 滿洲國 をめ ぐる 米 
國の 態度 だから あきれる。 政治 哲學と 言 はんか 乃至 政治 道德 とょばん か、 いづれ にしても 滿洲獨 立と 九國 
條 約は 民族自決と いふ 理想主義に 打っ かって、 たしかに 極東に 新しい 國際 問題を 捲き 起して ゐる 。換言す 
れば 英米 佛は 滿洲國 に關 する 限り 九國條 約を 捨てる か、 それとも 民族自決を 紙曆 にす るか 二者の 中 その 一 
つを 選ばねば ならぬ 苦しい 線 上に あるの だ。 これは たしかに 支那 大陸に おける 新 事態の 發生で ある。 

所が 英米 佛に 言は すと 滿洲 民の 自由意志に ょる 民族自決では なく、 實は 滿洲 とい ふ 名義を 亂 用して 日本 
が 支那 領土の 一部を 奪取した に 過ぎぬ と 主張して 悉く その 罪を 日本に きせて ゐ る。 
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從 つて旣 にの ベた 如く 一方 國際法 上から 考査 すれば 當然 第三 國が 滿洲 國の獨 立を 承認す る ことが 順序 だ 
が、 他の 方面、 卽ち 九ヶ 國條 約から 云へ ば それが 不可能で ある。 卽ち 此處に 大 なる 矛盾が 生ずる 0 日本が 
新 事態の 發生 とい ふのは これを 指示す るので ある。 

更に 今一つ 英米 特に 米國の 苦しい 立場は 民族自決 主義の 關係で ある。 本來 から 云へ ば 民族自決 主義の 生 
みの 親は 米國で あり 又 大統領 ゥヰル ソンで ある。 

民族自決 主義を 紙屑に する 英 、米、 佛 

滿 洲國獨 立は 抑々 何を 意味す るか、 これ 明かに 民族自決 主義の 精神に 基づいて 現れた ものである 。支那 
四 億の 民族 中 Q 滿洲 人が 支那 政府に _を つか」 て 民族自決 義 の 大 精神に 蕾 S 審晉」 、その 爲立 
派に 獨立 政府を 創設した 場合 その 行爲は 米國及 大統領 ゥィルソンの 主義 主張を 其儘實 現させた ものである 
斯ぅした 例は 近代 外交 史上にい くらで も ある。 

ザール 地方自治、 近くは ズデー テン 領土 等々 が 卽ち それで ある。' 今少し 昔に さかのぼ つて 考 へるなら チ 
エコ ス ラボ キヤ 國や 、ユー ゴス ラボ キア 國等々 が歐 洲戰爭 後に 生れ 出た の も 悉く 民族自決 主義の 賜 もので 
ある。 そして その 背後に 時の 米國 大統領 ゥィルソンが 居た ことを 見の がして はならない。 

抑々 民族自決と いふのは 少數 民族が 多數 民族の 壓制 下に 迫害を 受けて ゐる 場合に 假 に小數 民族が、 其の 
在住 區 域に 於て 一般投票に ょり、 選 擧を行 ひその 結果 彼等 小數 民族の 大多數 が 別個に 獨 立を 希望す る事實 
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ふ 法律が 最近 米 國議會 を 通過した が これ とても 其 時期が 到來 して 見ねば、 たしかな ところは 判らぬ。 

米國が 比島を 米國 領土と して 併吞 して 以來 、約 四十 年の 久しき に 亙った。 これ 等は 完全なる 領土 併吞行 
爲 である。 しかるに 滿洲と 日本は どぅかと いふに、 滿洲に は 日本の 總督 とい ふやぅな、 いかめしい ものは 
居らない。 その代りに 滿洲國 駐在 日本 大使が ゐる とい ふ點 から 見ても 其 他は 押して 知るべし だ。 斯 くの 如 
く、 どの 方面から 見ても 滿洲は 完全な 獨立國 で 毫も 日本の 屬國で あるが 如き 事實 はこれ を 認める ことが 出 
來ない 。 

英米 悌が 滿洲は 日本の 屬領で あると か 或は 英語で これを ポッベ ットだ などと 稱 して、 いっまでも 屁 理窟 
をつ ':' ける のは 甚だ 怪しから ぬ ことで ある。 玆に 一言して 置きたい ことは 米國の 法理 解釋 から 云へ ば 苟も 
滿洲 が獨 立を 宣言して 表面上 獨立國 としての 凡ての 機 關を備 へ、 立派に 自治 政治を 運用して 行くなら 滿汧 
國 側の 宣言を 支持す るの が當然 である。 

然るに 滿洲國 自身が 獨 立を 宣言して るに も 拘らず 、米國 が これを 否認して 飽くまで 支那の 一 領土と して 
此の 獨立 運動に 妨害を なすが 如きは 米 國本來 の 法理 解釋と 悉く 正 反 對の步 みかたで ある。 國際法 上 公平に 
考へ るなら 滿 洲の獨 立は 最早 ー點の 疑義な く 第三 國がす X んで これを 承認せ ねばならぬ 箸で ある。 

話が 餘談に 移った が 抑々 條約が 無效 となる には 二っの 場合が ある。 これを 九ヶ 國條 約の 場合に っいて 考 
ふるに その 一っは 九 ヶ國條 約の 署名 國が 正式に 其 無效で ある 旨の 條 約を 別に 結ぶ ことで ある。 第二は たと 
へ 九 ヶ國條 約 署名 國が これを 無效 にす る新條 約を 締結せ ぬ 場合と 雖も 各自の 行爲に ょり 無 效を默 許した 場 
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然らば 果して 日本が か i る 罪惡を 犯して ゐる かどう か、 その 立證の 責任が 悉く 英米 佛側 にある にも 拘ら 
ず 過去 七ヶ 年間、 英米 佛は ロの さきで 日本を 非難す る ばかりで、 此れを 立證 する 何物 も 提出し 得ないで は 
ないか。 

試みに 滿洲國 にっいて 少し ばかり 考 へて 見やう。 

滿洲獨 立を 認めぬ とは 何事ぞ ！ 

滿洲國 には 立派な 皇帝が 君臨 遊ばして ゐ る。 憲法 も あれば 法律 も あり、 又總理 大臣を 始め、 その他の 大 
臣が 君命を 奉じて 政治を 執って ゐる 。一方に 關税が 課せられて 國際條 約 も 締結され、 今では 獨 、伊 等は 使 
g の 交換を もな すと いふ 有樣 である。 

かくの 如く 凡ての 政治 機關が 完全に 獨 立して 其 間 日本の 屬國で ある やうな 點は 更にない。 日本と 滿洲と 

は 締盟 國 として 別に 條約 により 兩國 の權利 義務が キ チンと 規定され てゐる 。これは ィタ リ ー が ヱチ オビア 

を 併呑し、 英國が 印度を 自國の 領土と し 米國が ヒ リツ ピンを 一時 占領した のとは 全然 その 趣を 異にして ゐ 
る 0 

エチオピアは 今では 皇帝の 行方 も 判らぬ とい ふ 仕 末で あり、 又 ヱチ オ ピア 政府と いふ ものは 蔭 も 形 もな 
くな った。 印度 も 其 通りで 英國 皇帝が 印度の 王樣を 兼ねられ、 印度 總督 とい ふ ものが 英國か ら 印度へ 出張 
して 印度人を 統御して ゐ る。 ヒリ ツ ピン 島 も 其 通りで、 今後 幾年 かの 後には 同 島を 完全に 獨 立させる とい 
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も 滿洲國 に關 する 限り 九 ヶ國條 約が 紙屑と なった 以上、 その 無效は 滿洲國 領土の みに 限られず、 更に 進ん 
で 支那 全 領土に 及ぶ と解釋 する のが 正當で ある。 

換言すれば 支那 領土 分割 i 許さぬ ことが 生命で ある 九 ヶ國條 約が 滿洲 事件で ス ツカ リ破壤 されて しまっ 
た。 その 意味は 九ヶ 國條 約は もぅ 完全に 無效 とい ふこと である。 外交 史上に かぅ した 例が、 いくらでも あ 
る。 例へ ばヴ H ル サイュ 條 約の 如きが 就中 好例で ある。 

ヴェル サイ ュ條 約の 名文に ょれば ドイツは 陸海 軍を 當 時の 規定 以上に 擴張 する ことは 出來 ない ことにな 
o てゐ る。 又 その他の 軍事行動に 種々 の 制限が 附せ られ てゐ たが、 ドイツは そんな ことに お 構 ひなし に、 
大 軍を くり 出して、 ドイツ 國 境を 越へ ザ ー ル 事件を 捲き 起した 。これに 對し 佛國も 英國も ソ聯も 悉く 鳴り 
.を靜 めて ドイツの なすが ま \ に 放任した。 

そして 獨 逸は 思 ふ 存分に あばれ まは った。 それ 以來ヴ H ル サイ ュ條 約は 完全に 無效 となった。 無論 文字 
上では 嚴 然と 存在して ゐる には 違 ひない が實 際には スツ カリ 役に立たなくな つた。 英佛に しても 今日、 ヴ 
H ル サイ ュ條 約を 彼此れ いふ 程 時代を 無視は しない の だ。 

英 首相が ミュンヘンに ヒ トラ ーを訪 ふたり、 佛國 首相が ヒ トラ ーと 不戰條 約を 結んだ 行爲 は國際 法の 解 
釋から 言へ ばヴ H ル サイ ュ條 約を 無效に した 確然た る 證據で ある。 ヴェル サイ ュ條 約を 無效 とする ために 
條 約を 別に 締結す る 必要の ない これが 好例で ある。 

私に 言は すと 九 ヶ國條 約の 如き もこれ と 同じ 理由で、 今日では 悉く 無效で ある。 旣に 無效 となつ たもの 
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合で あるく 


滿汧 に關 する 限り 米國は 旣に九 ケ國條 約を 放棄 

私が 旣 に— のべた 如く— 國 S 立して 旣 に七$ の 長い 年月— る。 し 1、間米 國が 「コ 

"滿！  I は不都 宴。 支那から 放れ— いふ こと# 可 祟ぬ。 九 ケ國條 約に ょり サ ッサと 

那へ t れ さもないと 兵力に 訴 へても、 命令に 服従 さす ぞ」 と 言つ たやうな 震で 九 ケ國條 約を 積 蓮 
かに 支持した やうな 形跡は 全然ない。  ， 

IQ 方面 か— 察す 益— _默 許で—。 そして 其の 默 I 旣に 七— 5 た。 さう す 
l _: l y 

でき 使用し I 五ケ— S の 所有 索 其の 使 f I とし I それは も？ 丫レ 

それと 同 樣に滿 黑獨 立して 旣 に七ケ 年— 過し、 其 f て 見ぬ ふりして 放つ t かした 場合、 今頃に 
ふの uhur。 引つ f 出して 滿洲を 支那— として 取り扱 ひ、 n 戶 開放— 均等— と 泣— をい 

11 震 法 Q 解— 云へ ば、 滿洲 1 獨— f 同時に 旣に滿 洲國— 心と して 少 くと 


-206- 


はしない やうに 私は 信ずる。 しかし、 私 個人 も 其の 弊害に 陷り 易い が、 それと 同樣 に米國 とい ふ國 は自惚 
れの强 い 國でも ある。 

自分の 國の ことには 氣が っかず 自國 內で發 生す る 幾多の 非 文明 的な 行爲を 棚に あげて、 外國に おける そ 
れと 同じ 事件に 對 し、 顏を 赤く して 喰って か i る。 例べば 米 國內で 黑 人を 火 アブリに する あの 野蠻 的行爲 
が あるに 拘らず 、そんな ことを 棚に 上げて ドィツに おける ジュダ ャ人 迫害を 責め立て 別に 不思議と も 
恥 かしい とも 考 へて 居らぬ。 これは 破廉恥と 言へ ば 云へ ぬ こと もない が、 又 一方 簡單に 考 へるなら、 人間 
が 正直で あるから だと も 云へ る。 

獨逸で ジュダ ャ人が 苦しめられて ると 聞けば 米 人は 忽ち、 氣の毒 だと 燃 ゆる やうな 同情を 表する 。何故 
に ジュダ ャ人が 迫害され るかに っいて ドィツが 深刻な 理由を 持って ゐるや 否やに っいて 考 へる 餘地 がない 
ので ある。 米 人が 黑 人を リンチす る あの 殘 忍な 行爲に しても 第三者の 我々 が 只 それだけを きけば いかにも 
殘忍 性に とんで ゐる やう だが 强ち さう ばかりで もない。 

黒人が リンチされ る 事件の 多くは 主として 彼等が 白人 婦人に 暴行を 加へ、 あらゆる 侮辱を 與へ 最後に 罪 
跡を くらます ために 殺害した 場合で ある .0 か i る 場合 米 人は 其の 犯行を きかされた 瞬間 狂的に 憤慨して 前 
後を 考 ふるの 餘地 がない。 それは 白 婦人が 受けた 侮辱に 對する 憤怒で ある。 これ もやは り 正義 觀念 から 生 
れ 出る 思潮に 外ならぬ。 

此 理由の もとに 平素 正義 人道を 愛する 米 人達が リンチに 對し 割合に 平氣 なのは 其の 背後に 相當の 理由が 
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.を 改正す るな どとは 其 議論 も 亦 間違って ゐ る。 

我儘 勝手な 米國人 

以上 述べた ところを 綜合して 更に 私は 讀 者の 參考 として 左の 結論を 附記したい。 それは 成文の 法律を 無 
效に する 場合は 旣に のべた 如く、 成文の 條 律を 以て その 無效を 宣言す る 場合と 何等の 行動を 採る ことなく 
して、 周 圍の關 係から 其の ま \ 無效 となる 場合と である。 

九ヶ 國條約 無效は 後者に 屬 する。 その 理由は 旣に 私が くり 返し-^、 事實 を列擧 して 說明 すると ころが 
あった. ので 何人に も 容易に 理解され てゐ ると 信ずる。 私は 日本 政府が 今日 九ヶ 國條 約を 全然 無視して、 問 
題に せぬ 態度に 出る のが 寧ろ 當然で も あり 亦 正當だ と 信ずる。 「あんな ものは 無效だ 。わが 方は そんな 條 
約が あつた ことす らも 旣に 忘れて ゐ た」 とい ふ 態度で、 放つ たら かす 位の 度胸を 見せる ことを 希望す る。 

幸に 此節の 外交は なんだか 私の 此の 主張と ピック リ あって ゐる やぅな 氣が して 私た る もの 豈 、喜 f ざる 
を 得ん やで ある。 例へ ば 米國の 抗議に 對 し、 定めし 九ヶ 國條 約無效 乃至 改正を 引っ張り出す だら ぅと 期待 
して ゐたら 、全然、 その 問題に 觸 れてゐ ない の だから 實に 痛快 だ。 この 位の 度胸と 聰明と が あれば 霞ヶ關 
も 亦 以て 鼻を高くしても ょい わけ だ。 

私は 過去 四十 年間に 近い 長い 年月、 米 國の御 厄介に なった 關係 上、 米國に 對し 多くの 感謝を 持っ もの 
だ。 米國 人は いっも 言 ふ 如く トテモ アッ サリして ゐる 。故意に 他國を 困らす とい ふが 如き 不誠意な こと 


の 抗議を 提出した。 

其 後の 事を 委しく 話せば 長くなる から それは 止す が 此の モン 口 ー 氏の 抗議が あった ため マキシミリアン 
公を 擁立し メキシコ 皇帝と するとい ふ 案は その後 歐洲 列強の 支持を 得ず して マキシミリアン 公は 明 智の三 
日 天下 同樣に 一旦 メキシコ 皇帝の 位に っいた にはっ いたが 間もなく 暗殺され て、 此處に 米 國のモ ンロ ー 主 
義が 貫徹され 爾來 モン ロー 主義なる 言葉が 生れる に 至った ので ある。 だから モン ロ ー 主義なる ものを 分り 
易く 分析 すれば こんな ことで あると も 言へ る。 

一、 いづれ の 國の國 民 も 他國の 干渉を 受 くる ことなく 各自の 好む ところの 制體を 建設す る 自由と 權利 とを 
有す (內政 干渉は 不可と いふ 意味) 

一、 メキシコは 共和 國で その 國民が 共和制 體を 希望して ゐる 、メキシコ. の 政治 機關は メキシコの 國民 のみ 
が 決定すべき 國內 問題で ある、 然るに 歐洲 から マキシミリアン 公が 飛び込んで 來て メキシコ 人の 自由 意 
志を 蹂躪し 勝手に 帝王 政治を 樹立 せんとす るは 明かに 內政 干渉で ある。 

一、 併し 假令內 政 干渉と 雖も米 大陸と 無關 係の 歐洲 大陸の 或る ー國 において それが 行 はれた 場合 米 國合衆 
國は それに 對し 別に 抗議を する 意思は ない、 之に 反し 地理 上 又は 思想 上等々 において 密接な 關 係を 有す 
る 米 大陸の ー國 において この 干渉が 行 はれた 場合に 合衆國 は默視 する わけに 行かぬ。 

一、 米 大陸へ 帝王 政治が 樹立され る ことは 共和政治への 脅威で ある。 

以上の 要點を 更に コンデンス すれば、 モン ロ ー 主義は 米 大陸 以外の 國が米 大陸に おける いづれ の 國の內 
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あるから だが、 これに 反し それが 一旦 ドィツが ジュダ ヤ 人を 迫害す る 事件の 如く 自 ■分の 國 以外の 問題と な 
る や 只 表面に 見へ る こと だけを 見て ワィ^^い ふの が 米 人の 短所で、 一面 正直な 考へ かたで あると も 云へ 
ぬ ことは ない。 

モン ロー 主義の 由來 

誠意は 十分 認める がそれ にしても 米國の やる ことに も トテモ 矛盾が 多々 ある。 私が 旣に 述べた 如く モン 
ロー 主義は 米國の 立場から 言へ ば 「ワシ は、 お前たち の 家族の ことに 干渉は せぬ、 その代り ワシの 內の家 
族の ことに も容蟓 すな」 とい ふの が 卽ち それで ある。 今から 百 二十 年 前に 米 大陸の ー國 メキシコへ マキシ 
ミリアンと いふ 歐洲の 皇族が 遠征を 試み 一時 メキシコの 王樣に なられた。 元來 メキシコは 共和 國で あつた 
が 此の マキシミリアン 公は 共和制 體を廢 して 帝王 制體を 建設し 自ら 其王樣 となられ た。 

これが モン ロ ー 主義が 生れた 抑々 の 由來で ある。 その 時に 米國 大統領 モン ロ ー 氏が 「メキシコは 共和制 
體で ある。 メキシコ 國民は 永年 共和政治に なれ これを 希望して ゐる 。然るに その 意思を 無視して マキシ ミ 
リアン 公が 歐洲に おける 帝王 政治を その 儘 メキシコへ 移し 自ら その 王位に 卽く とい ふのは アメリカ 大陸に 
漲る 共和制 體 思想に 違反して ゐ る。 米國合 衆國は 米國 大陸 以外の 土地に おいて 何人が いかなる ことを する 
とも 別に 荒立て 理窟を 言 ふ ものでは な. いが、 事 苟も 米 大陸に それが 發 生した 場合 默視 する わけに 行 力ぬな 
ん •とな じ f か k る 思想を その ま- 1 ゆるすなら 引いて 合 衆國の 共和制 體が 脅威を 感ずる からだ」 と 云 ふ 意味 
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は 現在. では 三歲の 童子と 雖も 知りぬ いて ゐ る。 米國は 今猶 、百廿 億 弗からの 貸金を 歐洲 列強から 取り立て 
得ぬ と 云 ふ 始末で ある。 何は ともあれ 幸 ひに 歐 洲戰爭 は米國 側の 大勝 利で 落着した。 

其の後 間もなく 當 時の 米 國 大統領 ウィルソン 氏の 發起で 國際 聯盟が 生れた 事は 誰もが 承知す る 所 だが 嚴 
格な 意味に おいて 此 種の 行爲は 悉く モン p 1 主義 違反で ある。 元來米 國の國 策は 米 大陸 以外の 國際 政治に 
一切 嘴を 出さぬ と 云 ふので ある。 然るに これを 無視して 歐洲 政治 否 世界 政治に 干渉す る 事を 目的と する 國. 

際 聯盟に 米國が 仲間入りを するとい ふ 事は 言語 道斷で ある。 

果せる かな 加洲 選出 上院議員 ジョンソン 氏 や アイダホ 選出 上院議員 ボレ ー 氏 や 新聞 王 ハ ー スト 氏 等が 先' 

頭に 立って 國際 聯盟 反對大 運動を 起した。 この 運動には 可成の 共鳴者 多く 戰勝國 大統領 ウィルソン 氏の 人 I 
氣を 以てしても これを いかんと もす る 能は ずして 條 約の 死活を 握る 米國 上院が 悉く 反 對の氣 勢を 示した。 -21 
それが 爲に ウィルソン 大統領は 一般 米國 民に 訴 へる ため 四十 八州に わたり 認識 講演 行脚に 出かけ 當羅府 へ 
も 其當時 わざ  < 出張して 國際 聯盟の 必要を カ說 した。 併し 大勢は 遂に これを いかんと もな す 能は ずして- 
國際 聯盟は 米國 上院に おいて スツ カリー 蹴され た。 

其理由は國際聯盟へ米國が加入するといふ事はモンロ1主義の精神に違反し、今後米國が米大陸以外の 
國際政 爭の禍 中に 自らを 投ずる も 同然で そんな 馬鹿な 事を なす 可から ず、 萬 一 か k る 事を 許すなら、 今後 
歐洲 列强が 反對に 米 大陸の 政治 や 經濟に 干渉す ると も 其の 際 文句は 言へ ぬ、 それでは 折角の モン ロ I 主義 
が 滅茶滅茶と なって ッラ ブルの 絕ぇ 間がない と 云 ふの が 米國 政界の 輿論であった。 かくの 如くに して 此處： 


政に も 干渉す る ことを 許さぬ、 分り 易く 言へ ば 「米 大陸へ 米 大陸 以外の 者が ノ ソ^-やって 來 るな」 と 云 
ふの がその 一っで あり、 その代り、 合 衆 國も亦 米 大陸 以外に おける 第三 國の內 政 干渉は せぬ、 卽ち これを 
分り 易く 言へ ば 「オラ も お前の 繩張りへは 入らぬ」 と 云 ふの が 其 ニで ある。 

米國が モン ロ ー主萎 を 自ら 破った 實例 

以上 說 明した 所に ょる も 容易に 分る 事 だが 合 衆國が 米 大陸から 一步で も 踏み出して 他 大陸の 領土を 支配 
する が 如き 事は 實は モン ロー 主義に 違反して 居る。 例へ ば 米 大陸と 全然 無關 係の 東洋に おける ヒリ ッ ピン 
島を 統御す る やうな 事は 全く 矛盾 極まる 事で ある。 沉や 比島 占領 後 其 處へ米 國總督 を 置いた やうな 事は 完 
全に 自ら モン ロー 主義を 打ち こは した も 同然の 行爲で ある。 蓋し 比島は 米 大陸 以外の 領土で ある。 

其 次には 其 島民の 好く と 好かぬ に拘 はらず 米國が これを 保護 國 として 今日 迄 自分の 好きな やうな 政治を 
行って 居る のは r 內政 干渉」 であって これ 又 モン ロー 主義 違反で ある 。次に 歐洲 戰爭に 米國が 參 加した の 
もこれ 又嚴 格な 意味に おいて モン ロ ー 主義 違反で ある。 あの 當時 、ブラィアン 氏が 極力 之に 反對 して 遂に 
國務 卿の 椅子を 投げ捨て、 ネブラスカ 州 選出 ■の 有名な ノリス 上院議員 も反對 態度に 出た。 歐洲 大陸の 喧嘩. 
へ 合 衆國が 仲間入りす る 事は 米 國の國 是卽ち モン ロ ー 主義に 違反す ると いふの が 其の 理由だった がいかに 
も 其の 通りで ある。 

不幸に して 米國は 遂に 歐洲 戰爭に 參 加した。 その 參加が 果して 有利だった かそれ とも 馬鹿らし かった か 
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い 種類の もので あった。 之 等は 日本人に とって 又とな き參考 となる から 眞 面目に 硏究 する 必要が ある。 然 
らば 邛 々米國 は ヱチ オ ピアに 同情を 表する 意味に 於て、 如何なる ことを した かとい ふに 實 際のと ころを 言 
ふと 聲明に 次ぐ に 聲 明の 連 發 より 外に 何物 もな して 居らない。 假 へば 「武力に よる 併吞は 全然 認めぬ」 と 
言って 伊太利が ヱチ オビアを 併吞 した 後と 雖も 、盛に そんな 聲 明を 續 けて 居た 程度の ことで ある。 

其 後 ヱチ オビア 王が 英國 へ. 逃げ、 伊太利が H チ オビア 政府に 代って 政治を 執っ て 居る に 至っ た 後と 雖も 
エチオピア 駐在 米國 領事に 訓電して 伊國 代表を 相手に すなと 命じた 程の 突飛な 行動に 出た 。今日では 米國 
領事は H チオ ピアを 引上げて 全然 國際關 係を 絕っ たかたち である。 此の エチオピア 事件に おいて 斯の 如く 
米國は 百 パ ー セント 伊太利に 反對 したが、 然 らば 其の 伊太利を 制裁す ると 云 ふ 幕になる と、 其の 反對に 決 
して 英佛 と步 調を 一にし ない ところに 風變 りの 所が ある。 米 人に 言は すと モン ロ ー 主義は 米國 が歐汧 列强 
と 共同で 國際 政治に 嘴を 容れる 事を 禁じて 居る と 云 ふので ある。 

蓋し エチオピア 事件に 於て 米國の 態度は {貫に ハッ キリして 居る。 卽 ち、 第一 侵略に よる 併吞は 絕對に 認- 
めぬ、  第二 米國 大陸 以外の 國震 治には、  之 又 絕對に 頭を 突っ 込まぬ と 云 ふ 等々  の 米國ぉ 自慢の 義が特 
に輝いて居るゎけである。此事實は抑々何を語るか、それは米國は「ロやかましく罵る」が言ふだけのこ1 
とで、 それ 以上に 出ぬ と 同時に 英佛が 如何に 煽動しても、 それに 乘る やぅな 事 もない 事を 立證 して 居る。 

日 支 事變に 於ても 米國は 此の 態度で 進む ことを 日本人は 認識す る 必要が ある。 跦更に 米國を 敵に する 程 
に 憤旣 したり、 誤解す る 必要 もな く、 又 憂慮す る こと もない。 私が 最初から 此の 點を 在米 同胞へ 說い て、 
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に曲りなりにも再びモンロー主義が物を言ふたのである。 

ロ やかましい 米國 、但し 積極的 行動には 出ぬ 

大統領ゥィ‘ソン氏時代にー，時モンロー主義がグラグラしたが、歐洲戰爭後米國が國際聯盟への加入を 
刎っ けた ことにょって、 再び 以上 述べた 如く 米國 モン ロー 主義が 異彩を 放っ に 至った。 それ 以來 、幸 ひに 
米國 は歐洲 の國際 政治に 頭を 突っ 込む ことを 絕對に 避けて 居る。 其の 一例を あぐれば アフリカに 於け る H 
チ オビア 問題の 際に 於け る 米國の 態度が 遺憾な く 之を 立證 する。 伊太利が ヱチ オビアを 併呑す るに 當り 、英 
佛は 種々 の 方法で 米國を 味方に 引 入れ 共同 戰 線を 張って 伊太利を 牽制 せんとした。 當時 米國は 十分 H チオ 
ピアに 同情を 表して 伊太利に あてっけに 峻烈な 聲 明を 再三 公表せ る ことは、 今尙我 等の 記憶に 新な 所で あ 
る。 元來 、米 國は劍 も ホロ  ロの 聲 明を 出す ことで 有名で ある。 此の 聲明 だけを 讀 むと 今にも 宣戰布 吿をや 
るので はない かと 憂慮せられ 米國を 知らぬ 者が ビック リ 仰天す るのは 此點で ある。 ヱチ オビア 問題に 於い 
て も 以上 說 明した 如く 米國は 十八番の キ ッィ 聲 明を 續發 して 伊太利を 威嚇した。 英佛 及び H チ才 ピア 國自 
身が 此の 米 國の聲 明を 利用して 世界の 輿論 喚起に っとめた こと も 之 又 事實で ある。 併し 伊太利は 餘りに も 
米國 をょ く 知って 居る から 「又 始まっ た」 と 云 ふやぅな 態度で ド シ< 豫定の 計晝を 進め、 間もなく エチ 
オヒアを ス ツカ リ吞ん でし まつた。 

あの 當 時の 米國 上下の 伊太利 排斥の 輿論は、 恰も パ ナィ 號 事件 當時に おける 日本 排斥と 兄たり 弟たり 難 


支那は への 字な りに も 立派な 獨立國 である。 その 獨立國 の 領土保全を 保證 するな どと 遠い 米 大陸から 啖 
呵を 切った のが 米國の 立場から 云へ ば、 九國條 約で ある。 モット 分かり易く 云へ ば 九 國條約 加入は 米國が 
東洋 問題の 渦中へ 飛び込む 事で ある。 ところが それと 正反對 に假に 支那に 內亂が 起り 現 政府が 倒壤 され 新 
政府が 樹立され た 場合 や 或は 又 現 滿洲國 の 如く 其 一部が 獨 立した 場合 その 民意を 尊重して 新 事態を 承認す 
るの が 彼等の 叫ぶ デモ クラシ ー 主 萎では ないか。 

然るに 彼等は 九國條 約を 喋り 立て 民族自決 主義 も 全然 無視 せんとす る 態度に 出て ゐる 。これが、 內政干 
渉でなくて なんで あるか。 

モン ロー 主義から 言へ ば 米國 たる 者 最初から こんな 條 約を 提案す るのは 間違って 居る。 又た とへ 他國が 
これを 提案した 場合と 雖 も、 キツ パリと 加入を 斷ゎら ねばならぬ 害 だ。 そぅして こそ 米 大陸 以外の 領土に 
おける 政治 經濟其 他の 問題に 蟓を 容れぬ 米 國本來 の 國是が 輝く ではない か、 然るに 何ぞ や米國 自ら 發起者 
となっ て 九 ケ國條 約を 作り出した と 云 ふことは 言語 同斷の 矛盾で ある。 其 後 スチム ソン 氏の 如き 米國 政治 
家が モン ロ ー 主義の 大 精神を 無視し 一寸した 事に も 九 ヶ國條 約を 引っ 張り出して、 ロぎ たなく ギヤ < 叫 
ぶが 如きは 此れ 實に モン ロ ー 主義を 無視す る 行爲其 者な の だ。 これ 以上 クグ < しく 說明 する 必要 もな く 
米 國の關 する 限り 九ヶ 國條 約は モン ロー 主義 違反で ある。 その 點 恰も 國際 聯盟と 同一と 言 ふべき だ。 米國 
識者は 今頃 この 點を 十分 認識して 來た。 


終始 樂觀 說を揭 げたの も 之が 爲 だ。 

九 ヶ國條 約は モン ロー 主義に 違反 

斯く考 へ f 對歐 谢列强 問題に おいて 米國は 現在で も 亦將來 もどん な 素 あつても 緣を 客れ る やぅな 事 
は— まい。 歐洲擊 で 悉く コリく して— と 同時に 米 人 一般が 麗 それ—、 又— 米國 政治家 
が 此の 點に _ し嚴然 たる 認識を 持つ て ゐる。 次に 私は 米國の モン ロ 1 主義と 東洋と について 聊か 愚見を 發 

米 國は今 も猶 比島に 密接な 政治的 關係を 持つ てゐ るが 幸 ひに 此 政治的 關係を 斷ち 比島から 完全に 足を 洗 

ふ 時代が 近' つ S X ある。 卽ち 比島の 絕對獨 立を 承認す る 案が 旣に 米國 響を 通過した 一事を 以て 見ても 
斯 間の 消息が ハツ キリと 分る。 

米國が 比島 か 拿を 引け f れ— ■米國 が 東洋から 足— ふ 事で—。 そして それは 米—ン ロ丨 
蠢强化 Q 必要 條件 でも—。 米國 S— ながら 比島 獨立裏 認した 一面に モン 了 囊の眞 精神を 尊 
重す る氣多 再 b 生れ 出た 事を 見の がす 事は 出來 ない〗 米國が 比島から 足を 洗へ ば 其 時は 東洋に おいて あ 
とに 殘る 問題は 九ヶ 國條約 ばかりで ある。 

袄 々米 國か 九國條 約に ヵ盟 した 事 杖た しかに モン ロ I 主義 違反で ある。 米 大陸と 全然 無關 係の‘ 支那 大陸 
の 政治問題を 中心に 何故に 米國が 喙を 出さね' i ならない のか。 


— 216 


て 日本が 米國を 無視す る ことに 何の 不思議が あらう ぞ！ その 點を ハツ キリ 發表す る 態度に 出る ことによ 
って、 日本が 米國 から 有利に 認められる ことを 私は 信ずる。 幸 ひに 日本は 今 その 方針で 進んで ゐ るの だか 
ら 日本人た る 私が よろこぶ のは 當然 ではない か。 

私 一個人の 主義から 言へ ば 日本人が アメリカの 一角 加洲邊 りで 憲法 や 人道を 楣に 祖國 日本を 煩は す やう 
な 權利爭 ひを する のは 賢明では ない と 云 ふので ある。 

それよりも 米 人から われ < 日本人が 不平等 待遇を 受ける 點を その 儘 支那 大陸に おける 日本の 政策に 移 
し 米國が グゥの 音 も 出せぬ 攻撃の 道具に 利用す る 方が 幾 十倍 幾 百倍 も 聰明な 策で も あり 又 有效で も ある。 

日本の 出 やうでは 日米 戰爭が 起る んぢ やない かと 憂慮す る 人がないでも ない が、 それ こそ 米國や 米國人 
を 知らぬ も 甚だしい ことで 日米 戰爭は 日本が 米國 領土を 侵略せ ぬかぎ り斷然 ない。 

米國 領土 侵略とは 例へ ば 加州を 占領す る やうな 行動を 云 ふの だが 日本は 無論 そんな ことを 想像 だ もして 
は 居らない、 だから 結局 日米 戰爭 なんか 有っ こなしで ある。 米國 がその 屬領 比島を さへ も、 放棄す る 今日 
何を 好んで 理窟の ための 理窟 視せら れる九 國條約 履行を たてに 日本と 戰爭 も尙辭 せぬ 程 腰を 入れる 理由が 
ないで はない か。  ， 

私が 旣に 重ねて 述べた 如く 米國は H チ オビア 事件の 態度を その 儘 支那 問題に もくり 返す であらう ことが 
明白で ある。 

エチオピア 事件で 米國が ィ タリ ー と開戰 しなかった と 同樣に 、日 支 問題に おいても 日本を 相手に 戰爭す 
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米國が 何を 言っ て も 日本は 氣に するな 

國際 間の ッラ ブルに 投入して 馬鹿を見た 米國が モン ロ ー 主義の 大 精神に 則っ とり 國際 聯盟への 加入を 拒 
絕 したのは 非常にょ かった。 

それと 同一の 立場に おいて 九國條 約から も 米國が 足を 洗 ふの が 前記の 如く 當然だ ったが、 その 當時 相手 
が 東洋だった 爲か 米國 政治家が その 點に氣 がっかなかった のは 遺憾な ことで ある。 幸 ひ 今日では 或る 政治 
家は ボッ^-この 點に關 して 米國 民衆の 注意を 喚起す る ことに 努めて ゐる が、 一般には この 九國條 約が モ 
ン口 ー 主義と 一致せ ぬ 點に 感づかぬ と 言っても ょい 程度の 無 關心狀 態を 示して ゐる 0 

此點を 日本 政府は 遠慮なく 米國 及び 米國 民衆へ 說明 する 必要が ある。 そして それは 支那に おける 日本の 
立場を 有利に 米 人へ 認識させる 最も 聰明な 途でも ある。 米國 への 囘答に は 今後 須 らく 堂々 と モン ロ ー 主義 
を 引用し、 その 歷史 とその 精神 及び 米 大陸と 支那 大陸との 地理 や 政治に 關 しても 大いに 論ずべき だ 0 

從來の 聲明や 囘答 にこの ことが なかつ たこと を 私は ト テモ殘 念に 考 へて ゐ た。 

併し 旣に 述べた 如く 私が 特に 喜ぶ ことは 最近の 日本の 對米 外交が 正しき 軌道を 走っ てゐる ことで ある。 

支那 大陸の 新 事態を 理由に 英米の 抗議を 理由な きものと して 勇敢には ねっけた ところな どは 天晴の 手際 
である。 

米 大陸に おいて 米國が 日本を 全然 無視して ゐる 事實を 引用し、 この 米國の 態度を 眞 似て 支那 大逵 におい 
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と 日本とは 地理 的關 係から 言っても それが 恰も メキシコと 合衆國 以上の 關 係と 言っても よい。 

支那の 帝王 制度が 破壤 されて とれに 代る に、 今迄 極東の 帝王 政治と 絕對に 相客れ ざる 共和政 體が布 かれ 
るなら 帝王 政治の チヤキ <で ある 日本 帝國が これに 抗議を 提出し、 文句を 言 ふのは 當然で ある。 

それは 恰も メキシコの 帝王 政治へ 合衆國 が橫 槍を 入れて 後年 此れを 稱 して モン ロ ー 主義と 唱 へた 動機 か 
ら考 へても 日本が 支那の 共和政 體に 反對し 此の 共和政治 病が 日本へ 傳染 せぬ やぅ あらゆる 防禦に 出づる 事 
が 何故に 非難され ねばならない のか、 浞んや 其 支那の 共和政 體なる ものが 今日では 一層 赤化して 悉く 共産 
政治 化した に 於いてを やで ある。 私は 今茲に 共和政治の 是非を 論ずる ものでは ない。 共和政治が よかれ 惡 
しかれ そんな 事は 問題では ない。 極東の 歷史 から 考 へて 共和政治は 蓝細 亜人には 不適 當で ある。 

これは 恰も 米 大陸に 帝王 政治が 不適 當で あると 合 衆國が 決議せ ると 其 理由が 同一で ある。 何が 放に 米大 
陸に マキシミリアン 公が 帝王 政治を 布く 事が 悪い か、 それは 理窟で 論ずる 問題では ない と 同時に 極東に 共 
和 政治は 不可な りと 論ずる 日本の 主張に 對し 合衆國 はこれ を辯駁 する 何物 も 持たぬ 箸 だ。 

斯 くの 如く 論ずれば 米國が ロに モン ロ ー主義を論じ其反對に其の行ひにおいてモンロー主義を破壤する 
多々 の 矛盾を 平氣で 、やって 居る との 譏りを まぬかれぬ。  ' 

< I スト 新聞が 此點に 關 する 認識を 深く し 今囘の 日 支事變 において 徹頭徹尾 米國の 干渉を 不可と する 議 
論を っぐけ て 居る 事は 吾等の 悉く 共鳴す る 所 だ。 

試みに 南米 ペル ー 國 リマに おける 汎米 大會の 最近の 決議 精神を 見る がよ い。 
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る ほど 米國 は戰爭 好きでは ない。 私の 知って ゐる米 人は モット 聰明で 平和維持 者で も あり 又 理窟の わかる 
國民で も ある。 米國の 要求を 容れな ければ ヒョ ット すると 日米 戰爭が 起る やぅに 考 へる ことは 根本から 間 
違って ゐ る。 

.. 支那 傳來の 帝王 政治を 共和政治に 變更は モン ロ ー 主義に 違反 

支那の 歷 史を考 へて 見る がょ い 。支那は 昔から 帝王 制度の 國で はない か、 共和政 體 となっ たのは たった 
此 間の 事で ある。 歐米 諸國が 極東の 內政に 嘴を 客れ 何千 年 帝王 制度が 布 かれた 支那へ 新に 共和政 體を 樹立 
した 孫 逸 仙に 援助を 與へ 、これを 謳歌す る 態度に 出た 歐米 列强 特に 米國の 行爲は 明かに モン ロ ー 主義の 根 
本 精神に 違反して ゐ ると 思 はれる が 果して 如何？ 

私が 旣に 述べた 如く モン ロ ー 主義は マキシミリアン 公が 從來 共和政 體だ った メキシコ 國へ 帝王 制度を 建 
設 し、 自ら 其の 帝王と なった 事に 歸因 する 0 

メキシコの 共和制度を 破壤 して 其 代りに、 帝王 制度を 新に 樹立 せんか 延い て其餘 波が 米國 合衆國 共和政 
體に 脅威を 與ふ ると いふの が 米國の 主張では ないか。 其の 主なる 理由が メキシコに 接近す る 合 衆國の 地理 
的關 係で ある 事 も 亦 多言を 要せぬ。 

今 之を 極東の 支那 及び 日本に っいて 考 へて 見る に、 我 日本は 皇統 連綿たる 輝かしい 歷史を 持っ 世界 無比 
の 天子 樣を 戴く 帝王 政體 である。 支那 も 亦 何千 年の 長い間 前述の 如く 帝王 制體で あった の だ。 そして 支那 
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獨逸が 資源に 窮 して 最近 アフリカに おける 前 領土の 返還を 望む や 現在の 所有 主たる 英佛 よりも 眞ツ 先に 
これに 反對 せる 者は 米國 とい ふ 仕 末で ある。 米國が 歐洲戰 爭に參 加した 理由は 決して ドイツの 海外 殖民 地 
を英佛 その他の 手へ 移譲 せんがた めではなかった。 其の 當時 米國 が聲 高らかに 叫んだ 事は デモ クラシ ーが 
脅威を 受けた からだと 言 ふに あったでは ないか、 借問す、 アフリカ 殖民 地を ドイツの 手から 奮 ひそれ を 再 
び 英佛に 割讓 する 事に よって デモ クラシ ーがど の 程度まで 保護を 受けた か。 

阿弗利加 黑人が 住む アフリカを 民族自決 主義で 處分 する 事を 米 人の ロから 一言 もき かなかった 事は 米國 
の爲に なんとなく 惜しい 感じが する。 

それは それと して 資源を 持たぬ ドイツから 其 アフリカ 殖民 地を 奪 ひ 去っ たことは 寧ろ 後世に 戰爭の 種を 
播い たも 同然で ある、 今日では 英佛 でさへ も 此の 事實を 認め 場合によっ ては アフリカの 殖民 地を ドイツに 
返還す る だけの 用意が あると 認める 節がないでも ない。 

然るに 獨り 米國が これに 賛意を 表せぬ のは どぅ 考 へても 了解に 苦る しむ 所 だ、 アフリカから 追 ひ 出しを 
喰ったドイツがどぅしていっ迄も安閑として坐視が出來やぅ) 

ドイツと 雖も 食って 行かねば ならない。 特に ドイツは イタ リー と共に 資源を 持たぬ 事で 有名では ないか 
極東に のびん か、 日く 餘り にも 其の 距離が 遠く 又 其 所には 餘りに も英 佛の權 益が 優勢で 今 直に 喰 ひ 込む こ 
とは 不可能で ある。 

玆に おいて ドィツが 英佛の 勝手 氣儘の 振舞 ひを 許さぬ c モン ロー 主義の 睨みの お蔭) 南米に 手を のばさ 
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米 大陸 以外の 國が米 大陸を 脅かす が 如き 行爲に 出た 場合、 米 大陸 諸國 はこれ に對抗 して 協同 戰線を 張る 
事を 誓約した ではない か。 

世界の 動向は 實際 これな の だ、 然らば 地理 や 文化 や 政治を 同じぅ する 日滿 支が 三國 ブロックを 形成し 自 
守 同盟を 形成す るのに 何の 不思議が あるか、 問題は 此處だ 。日本 政府は 須 らく 正々 堂々 と 此點を 世界に 向 
って 叫ぶ 可し だ。 

民族自決 主義を 米國が 無視 

以上 述べた 事で 悉く 明白と なった がそれ は 過去に おいて 米國が いづれ の 場合に も 米 大陸 以外の 大陸に お 
ける 政治 經濟 文化 等々 に 無關 心で ある 事 だ、 何人が 米國を 引っ張り 込まん としても 最後には いっも 巧妙に 
其の ッラ ブルから ぬけ 出て 居る。 國際 聯盟 然り 、アフリヵ 問題 も亦然 りで ある。 だが 遺憾な 事には 獨り亞 
細距 大陸に おいての みはい っも 歐米 列強と 足 並を そろへ て國際 紛爭の 渦中に 飛び込んで ゐ る。 

併し これ とても 單に 支那 大陸に 限られ ペルシア、 アラビア、 印度、 シア ム 等々 の 亞細亞 の 地の 諸 領土に. 
おいては 完全に 無 干渉 主義を っづけて ゐる 。無論 これ 等の 諸 領土が 旣に 英佛 その他の 歐洲 列強の 支配 下に 
.あるが 爲に 米國の 進出を 許さぬ からで も あらぅ。 

いづれ にしても 亜 細亞 大陸に おける 場合は いっも 米國が モン ロー 主義 精神に 違反した 行爲を 平氣で やっ 
て 居る 點が いかにも 不審で も あり 又殘 念で も ある。 試みに アフリヵ にっいて 考 へて 見る がょ い。 
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間接に 米國 との 經濟 衝突を 意味す る。 それは 恰も 獨逸が 南米に 於け るが 如くで ある。 否 米國は 旣に 此點に 
大な る關 心を 持つ てゐ る。 

かく 考へ ると 日本の 支那 大陸 發展は 最後に 殘れる 唯一の 方法で ある。 然るに 米國 は歐洲 列強とは かっ. て 
九國條 約を たてに 此所 にも 日本 排斥を 企て i ゐる 。これは 要するに 機會 均等と か 門戶 開放と かいふ やぅな 
事を 理由と して 日本の 支那 進出に 妨害を 試みる 結果と なる のが 九 ケ國條 約で あると 私は 結論す る 0 

九國條 約が 嚴 然として 存在す る 間歐米 列强と 伍して 支那 大陸に おける 日本の 活躍は 蓋し 不可能で ある。 
事此 所に 至れば 止むを得ず 南米への 進出を はかる ょり 外に 方法は ない。 換言すれば 米國の モン 口] 王義を 
あらす だけの 覺悟 なかる 可から ずで ある。 そして 日本は 萬 難を 排し てこれ を斷 行す る だけの 決心を 持って 
ゐる 、それは 背に 腹は か へられぬ からで ある。 

此の 日本の 南米 進出を 防止す る 方法は 日本を して 支那 大陸に おいて 自由に 活躍せ しむる 事 だ。 

日本は 七 年 前に 滿洲 において 新 勢力を 扶植し 爾來獨 占 的 雄飛を 試みて 居る、 そして 今日 又 日 支事變 突發以 
來 北支に、 中支に、 南支に 未曾有の 戰果を あげ、 支那 全土を 悉く 其 勢力 範圍 に收 めんと して 居る。 

此れを 一面から 見れば 或は 支那に おける 米國 の利權 削減と 言へ ぬ 事 もない が 大局の 上から 言へ ば 日本の 
南米 進出を 防ぐ 此上 なき アウトレットで も ある。 日本が 支那に おいて 獨占的 位置を 占めて 居る 間 米 國のモ 
ンロ ー 主義は 絕對に 安全で ある。 

此の 明白な事 實を 無視して 米國が 英佛の 煽動に 乘り なん ぞと 言へ ば九ケ 國條 約を 持ち出す のは 米國 自身 
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んと する のは 當然の 動向では ないだら うか。 果せる かな 爾來 ドイッは 大車輪で 南米に 喰 ひ 込み 旣に 相當の 
根城を 建設して ゐる 。それ も 現在では 單 なる 經濟的 進出に 止まる が、 蓋し 行く <は 文化に 政治に モット 
根强い發展をなすであらう事が明白だ。 

旣に 米國は 南米 輸出入 貿易に おいて ドイッに 壓 倒され 俄に 狼狽し 出した。 

ペル 國 リマ 市に おいて 汎米 聯盟 組織を 叫ぶ 裏面に ドイッの 經濟的 躍進を 制壓 せんとす る 魂膽を 何人も 認 
める であらう。 此當然 起るべき 結果に 氣づ かずして 米國 がむ やみに 理想論に 走り アフリカに おける ドイッ 
の 前 殖民 地 返還に 反對 せる 事は これ こそ 英佛の 詭計に マン マと 乘せ られ たもので なくて なんで あらう。 

世界 ^ る 所 日本の 發展 する 土地は 支那 以外に 無し 

今これを日本にっいて見る'に歐洲大陸は日本から其の距離が餘りにも遠い。そして日本が其所へ發展す 
るな どと いふ 餘地 はない。 阿弗利加 大陸に 至っ ては 旣に その 悉くガ 歐濟 歹强の 勢力 範圍で ある、 北米 合 衆 
國は いかんと いふに 彼等は 過去 廿有餘 年間に 日本に 對 しあら ゆる 排斥 手段を 講じて 居る。 

かくの 如く 移民に 貿易に 日本は 何處へ 行っても それ こそ 行 きづまりで ある。 日本が 今後の びんと する に 
は 南米 か 支那 大陸 か 其の 一っを 選ぶ 外に 途は ない。 卽ち獨 逸が 南米へ 鼻を むけた と 同一 理由が 日本に も存 
在す る。 

過去 十數 年に 亙って 日本が 南米 進出に 拍車を かけて 居た のは これが ためだ、 しかして 日本の 南米 進出は 
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チ オビア 併呑を 絕對に 承認し ない ので ある。 恐らく 今後 も數 年間 此態 度を っ r ける であらう。 

然らば 非公式に も 間接に も H チオ ピアに 關 する 限り 米國 は經濟 的に も イタ リーと 全然 沒 交渉で あるかと 
いふに そんな 事は ない、 例へ ば H チオ ピアに •おいて イタ リー 人が 米國品 購入を 希望す るか、 又は工 チ オビ 
アに 於け る 資源 發 掘の 契約を 結ぶ やうな 場合には、 それが 金儲けで あれば イ タリ I の 主權を 認めて、 平氣 
で 取引を する、 無論 これは 政府の 行動でなくて 米 人 自身の 個人 取引の 場合では あるが。 

公式の 外交 取引に 米國は テク 一一 カルで 八 釜し い 事を 言 ふが、 其 他の 取引には 絕 對無關 心と いふの が從來 
の 態度で ある。 だから 日 支 事變を 中心に した 米國の 態度 も 此の 範圍の ものである 事が 略 分る。 換言すれば 
自ら 進んで 九ケ 國條 約を 破棄す るが 如き 事は ない のみならず、 場合にょっ ては 時々 テク 1 1 カルに 出て 日本 
へ 抗議 位 出す 事 も あらう が、 其 位の 處で アツ サリと 打ち切り 其 後は 放ツ たら かすと 見れば 間違 ひは ない。 
だから 米國が 九國條 約を 土臺に 門戶 開放 や機會 均等を やかましく 言 ふ 場合に 日本が 之を 斷然 拒絕 すれば そ 
れで萬 事が 解決す ると みれば 間違 ひは ない。 

無論 其 わけは 日本に 十分 正當な 理由が あるから でも あ 5 。そこで 私が 此所に 日本人の 參考に 供したい 事 
は 米國を 相手に する 場合、 本格的に 九ケ 國條約 破棄 や 修正を 提案す る やうな 擧に 出る のは まづ いと 思 ふ。 
又 そんな 提案が 今の 米 周 輿論に 迎合す る 見込みは 全然ない。 從 って 條約 締結 權を 握る 米國 上院が これを 承 
認す るが 如き 事 も 無論 望まれない、 從 って 見込みの ない 事は 最初から 出さぬ 方が 賢明で ある。 

それ かと 言って それでは 九國條 約は 依然として 有效 かとい ふに、 日本が これを 有效と 認めず 默殺す れば 
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•の 不利益で ある 事に 氣づ かぬ からだ。 

之を 例へ ば アフリヵに おける 獨 逸の 前 領土 返還を 拒絕 した 結果 獨逸が 南米へ 躍進を 試みる のと 何等 異る 
所は ない。 

そして 不思議に も斯る 態度が 悉く 英佛に 有利な 結果と なる。 米國 としても 此 節ボッ < 之 等の 點に 感づ 
いたらし い 0 

汎米 大會に おいて 米國が しきりに 南北 米 大陸 擁護を カ說 する 眞意が 奈邊に あるかを 考ふる 時に、 今後 米 
國が引 續き英 佛の手 さきと なって、 九 ケ國條 約な どを 固守す る や 否や、 蓋し 容易に 想# がっくと 思 はれ 
る、 換言すれば、 米國が 九 ケ國條 約に 執念を 持たぬ であらう 事、 自ら 明白 だと 私は 信ずる。 

米國の 抗議は 理窟の 爲の 理窟 

併し それ かと 言って 米國が 公然 九國條 約から 足を 洗 ふやうな 積極的 行動に 出る かとい ふに、 國內 政策 そ 
の 他の 事情で そうい ふ 事は 先、 っ 不可能と 見る のが 正當で ある。 

米國 政府の 採る 方法は、 「有って 無き が 如き 行動」 に 出る 事卽 ち條 約が あって、 其の 條約が 蹂躪され て 
も 形式的の 抗議 位は する だら うが、 それ 以上 積極的の 行動に 岀ぬと 云 ふ 所で ケリを っける のが 先づ 相場で 
ある。 これを 例 へれば H チオ ピア 問題に おける が 如しで ある。 

私が 再三 述べた 如く、 米國は 現在に おいても H チオ ピア 國の 存在を 認め、 それと 同時に、 ィク リーの H 
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に 列强が 考 へる だら うが、 彼等が どう 考 へても そんな 事は 問題では ない。 一方 支那 人の 立場から 言っても' 
新政 權に 此の 重任を 負は すと いふ ことは、 日本が 支那 領土を 併呑す るので はない とい ふ 安心を 彼等に 與へ 
る ことに もなる と 同時に、 從來 白人 輩が 治 外法 權だ の、 租界 だのと い X ころ 加減の 名 稱を附 して、 支那の 
主權を 侮辱した 行爲を 今度 こそは 引っくり返 すの だが ら 、支那 人達が 喜ぶ にき まって ゐ る。 

が 併し 折角 あれ だけの お金を 費 ひ、 尊い 皇軍 勇士を 犧牲に して 占領した 支那 領土を 再び 支郢へ 返還す る 
のは 怪しから ぬと 誤解す る 者がない とも 限らぬ が、 其點は 心配す るに 及ばぬ。 滿洲と 云 ふ 好例が あるでは 
ないか、 滿洲が 支那から 分離した のが 今から 七 年 前だった。 其 後 公然と 獨 立を 聲 明し、 今では 押し も 押さ 
れ もせぬ 極東の 獨立國 だ。 

其 滿洲は 日本と 兄弟分の 間柄で も ある。 移民、 經濟 等々 日本 內 地と 毫も 異なる 所は ない、 滿洲國 の內閣 
樞要 位置に 日本人が 据 って 居る、 長れ 多く も滿 洲國皇 弟の 妃は 日本の 華族 樣の姬 君で あらせられる。 

滿洲の 資源 開發は 全部 日本人の 手で 行 はれて 居る。 滿洲 防備 も 亦 日本 陸海 軍が これに あたって 居る、 そ 
して 其の 間 第三 國が 容喙 する 餘 地は 全然ない。 日本は これ 以上 何物を 要求す るか、 日本 も滿洲 も現狀 に滿 
足しながら、 相 助け合って 居る ではない か。 支那の 占領地に 對 する 今後の 處分も 恐らく 滿洲と 同一 手段に 
出る であらう が、 私 も それを 最上の 方法 だと 信ずる。 

資源 開發 や、 それに 必要な 機關 は、 全部 日本が これを 管理し、 治安 維持 上 日本 軍隊を 當分此 儘 現地に 駐 
屯せ しむる こと も 無論の 事 だ。 これは 唯に 日本の 權 益を 保護す る ばかりでなく、 それと 同時に 善良な 支那 
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来 國も亦 其 震で 今後 AJ れ S する で 1 が 前述の 如く 明白で— から、 其 結果 S いて 九國條 約を 
無效 にし 得た 事 f ら 、此位 有效な 方法は ない。 響 すれば 九國條 約の 改蛋 f いふ ことは 此際言 
ひ 出さずに 「九 國條 約なん かそん な 物は 旣に 亡くなつ た」 とい ふ 態度で、 全然 問題に せぬ 方が かしこい。 

支那 領土は 今後 永久に 日本が 管理 

神佛 でない f しても、 今後 日本％ 九 雪 約 1 決する か、 無論 一— が、 此 節の 日本 外交 行 
動— と、 仲々 以て 巧妙に やつての け— しく— られて か— ぬ。 日本は 今後 九麗 I こ、 
に 主張す— ぅな 風に 此 f 默 殺し、 それと 同時に 一方に 於いて、 支那 新政 權 をして 公然— の 無 效を叫 
ばし むる 方法に 出る のでは ないかと 觀 測せられ る。 

租界 や 治 外— 撤廢な f 同樣 方法で 目的 貫徹——— が 最早 ー點疑 ふの 餘地 はない。 

■支那が 九 國條： S5 外法 權 租界 等の 無效や 撤廢を 要求し、 日本 i つ 先？ れを 支持し 續 いて、 獨逸や 
伊太利が 日本と 同一 歩調を 取れば、 その他 g 列强は 次から 次へ と 頭を 下げる で 1 S なし だ。 _ 
首相が、 支 i 外法— 撤廢 S 力す f 聲 明」 た 「ぁの盡 力」— ひ 知れぬ 深い 意味が ぁる。 

日本が 自ら 立つ て 指導者と— の— 「盡 力」 する のでな く 「斷 行」 だが、 新政 權が それを スタ I トし 
たら 日本は その 運動に 盡カ するとい ふの が此 意味で ぁらぅ。 {貫に 聰明な 聲明 だ。 

日本 自ら 表面に 出で る 事を 避けて、 支那 新政 權を表 霊に 立て 背後で、 日本が ヵラク リ韋る とい ふ 


とか、 その 時は ハヮィが 眞っ 先に 脅威を 感ずるな どと 飽まで 日本を 米國の 敵の 如く 宣傳 する が、 試みに 過 
去に おける 日本の 歷史 を考へて見るがょい0 米國 に對し 只の 一度で も 日本が 挑戰的 態度に 出た ことがあ 
るか。 

私が 旣に 再三 述べた 如く、 米國は 日本人— し、 f 侮辱を 加へ て 居る。 歸化 法、 排日 移民法、 土地 法 
借地 法、 日白 結婚 法 等 あげて 數ふ るに 遑が ない。 

此外大 森 地震 學 博士の 白 晝毆打 事件、 アリゾナ 日本人 農家への 投彈 事件な どは、 假に其 位置を 轉 倒して 
あんな 事件が 日本で 發 生したら 恐らく、 米國は 日本に 對しあ ら ゆる 強硬 態度を 以て、 戰爭も 尙且辭 せぬ 威 
嚇を 示した であらぅ が、 米 國は之 等の 事件に おいて、 いかなる 處 置を 取った か、 遺憾ながら 事件の 全部が 
悉く 有耶無耶に 葬られた ではない か、 これを 日本語で 言 ひ 現せば、 蹴られたり、 打たれたり であるが、 し 
かも 日本は 1MR 富 重して 之 等の 事件を 悉く 泣き 寢 入りに した。 これで も 米國が 平和を 愛し、 八ム 正を 期す る 
と 云 はれる であらぅ か、 その 反對に 日本を 好戰國 とょぶ 理由が どこに 存在す るか。 

試みに 布哇 島に っいて 考へ るが ょい、 全島 人口の 三分の 一が 日本人では ないか、 蓋し 民族自決 主義から 
言へ f、 布哇 は當然 日本領 土た るべき 性質を 具備して 居る にも拘らず、 米國が これを 併呑し、 爾來 永久に 
米 國領と 化した が、 日本は 其す るが ま X に まかせて 一言の 文句 も 言はなかった。 

以上の 事實 は、 抑 何を 語る か、 日く 米國 こそ 日本に 挑戰 して ゐ る。 其 反對に 日本は いかなる 侮辱を も 我 
慢 して、 専ら 平和を 望んだ 其 日本を 米國 が假想 敵視す るが 如きは 言語 道斷で ある。 
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住民の 生活 安定の ために も 必要で あるから だ。 

布 桂の 日本人を 見よ 一度ても 反米 運動を 起した か 

亞米利 加が キユ ーバを 統治し、 又 比島を も 統治す るに あたり、 これ 等の 諸國が 將來獨 立し 得る に 到る 時 
期が 來れば その 時は 喜んで その 領土を その 國 民へ 返還して 獨 立を 承認す ると 揚言した。 爾來 四十 年が 過ぎ 
たが 依然として 比島の 如きは 米國 領土で ある。 それ かと 言って 私は 米國が 比島 民に 誓った 領土 還 附と獨 立 
承認と を 決して 疑 ふ ものでは ない。 なんと なれば 米國が 早晚 その 誓約を 履行す るで あらぅ ことを 信ずる か 
らだ 。さも あら ば あれ 今 これを 日本の 滿洲 における 態度と 比較す るに 大した 相違が ある。 

日本は 滿洲獨 立を 承認し、 その 領土を 滿洲 人へ 返還す るに 四十 年の 歲 月を 必要と せず して、 千 九 百 三十 
一年の 滿洲 事變後 幾何 もな ぐして その 獨立を 承認し、 その 領土 權を 完全に 尊重して ゐるで はない か、 そし 
て 今日に おいても 引き 續き滿 洲の獨 立を 支持し、 その 主權 擁護に 努力して ゐ る。 

日本人で ある 筆者 自身が こんな ことを 言 ふと 我田引水の 嫌 ひがないでも ない が、 比島に 對 して 取っ た 米 
國の 政策 や 態度よりも、 日本の 滿洲 における 態度の 方が はるかに 近代的で 且っ 領土 民の 自治 權 尊重の 上に 
おいてより 多く 國際 政治 道德に 叶っ てゐ ると 言へ やぅ。 

然るに 支那 大陸に おける 日本の 對支 政策を 米國 がかれ これ 言 ふのは いかにも 心外で ある。 

米國の ジンゴ ー 新聞 や 好戰 政治家 達が 二口目には、 日本が 將來或 ひは 米國へ 攻め寄せて 來るか も 知れぬ 
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福を 勝ち得た。 それと 同樣に 支那に しても、 無能 其 者で ある 支那 政府 治下に 置かれるなら、 それ こそい つ 
まで も 浮ぶ 瀬は ない。 

これに 反し 一度び 日本 政府が これを 統治す るなら、 立 所に 明朗 化して 住民が 惠 まれた 生活を 營み 得る 事 
恰も 滿洲 におけるが 如しで ある 點を 堂々 と 說明 する だけの 聰明と 度胸と がないなら、 寧ろ 知らぬ 顏で 沈默 
を 守る 方が かしこい。 私が 今日まで 物足りなく 考へ たことは 外務省 方面に しても、 乃至は 民間 有志に して 
も、 米國 政府 や 米國 民に 向つ てこぅ した 事理 整然たる 議論を 堂々 と發 表しな かつた ことで ある。 

私は 四十 年に 垂 とする 米國 生活に おいて、 米 人を 頭の 先から ツマ 先まで 知りぬ いて ゐる だけの 自惚れを 
持つ てゐ るが、 束 人は 理窟の 前には 一言の 辭も なく 閉口す る。 無論 米 人と 雖も 人間で あるから 意地 も あり 
又 見え も ある、 從 つて 理窟に つまれば 其 場で 直に 頭を 下げる にき まつて は 居らぬ が、 少く とも 心の中で 成 
る 程と 合點 する こと だけは たしかで ある。 

蓋し 私が 今日まで 長々 と說 明した モン ロー 主義 や、 九國條 約な どは 誰が きいても 悉く 賛成し ないで はを 
れぬ 程の 分り切った 事件で ある。 

話が わき 道へ 入る やぅ だが、 米國は 日本と 平素 大規模の 貿易を して ゐ る。 咋 年の 如き 日本は 支那の 六 倍 
に 相當 する 米 國製產 品を 買 取っ てゐ る。 貿易の 上から 言へ ば、 米國に とつて 日本は 支那よりも 六 倍 だけの 
好い お 客で ある。 從って 米國は 日本に 對し 、支那に 對す るよりも 六 倍 だけの 好 過を あたへ ねばならぬ にも 
か \ はらず、 映畫界 や 新聞紙の 如き 米國 輿論を 作り出す 機關が あべこべに 日本を 忌避して 支那へ より 多く 
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米國 にしても 以前は 他國の 領土を 併呑 

これを 以て 見ても、 貿易の 數量が 多額で ある 事實を 指摘して、 それを 理由に 日本人が 米 人に どんなに 泣 
きっいて 見たところが 豆腐に 鍰と いふ 事が 分らねば ならない 。と 同時に 英文 小 册子や 宣傳 演說が 三文の 
價値 なき 事が この 一事で も 分る。 日本から 專 門の 宣傳屋 が 渡米して、 此所彼 所の 米人會 合で 演說 をす るの 
を 見受ける が 三十 年、 四十 年 前なら いざ 知らず、 旣に 日本が 世界 I 等國の 仲間入りを した 今日は か \ る兒 
戯に 類した 事は 却って 物 笑 ひの 種を まく 事で ある。 

其 宣傳專 門 屋^ づれも 日米 貿 f 引用したり、 日本が 東洋 平和の 爲に讓 S ^ けて f 事 等に 論旨 
を 集注す るに 至つ ては 愈ょ 以て、 米 人に ピクリ と來 ない ので ある。 

强いて 演說を やる とすれば ヵ^' る 抽象的の ことで なく、 モット 短刀 直 入 的に、 例へ. ば 過去に 於て 米國 
自身が やった 事を 一々 歹擧 して 「之で も 分からぬ か」 とい ふ 筆鋒で グィ^^、 啥 ひっくべき である。 「布 桂 
をお前は吞んだでは気いか、フィリッピン島も亦然りだ、加州もアリゾナ悱も、テキサス州もコロラド州 
も II ユ丨 メキシコ 州 も、 もとを たぐせば 悉く 人様の 領土を お前が 取っ たのでは ないか」 と、 事實を 列擧し 
て、 眞 正面から 「お 面」 と 一本 參れ ば、 米 人が 降參 する であらぅ。 

加 # や ア # が 今日 依然として メキシコ 領土で あつた 場合に、 其 領民が 果して 今日の 如く 幸福で あるかと い 
ふに 決して f でない ので—。 加州 民 やァ州 民は その 領土が 米 國に併 f れ たこと にょ？、 今日の 幸 
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ット や演說 がいかに 兒戯に 類す るかは この 一事で も 分る、 否 多くの場合 却って 反動を 生む 恐れが あるから 
私に 言は せる と 寧ろ 有害無益で ある。 

齋藤 駐米 大使が 日 支 事 變突發 以來ヮ ザと 鳴りを しづめ てゐた ことは 何を 語る か 「流石は 米國 通の 齋藤だ 」 
との 感を 深く せずには 居れない。 

日本人の 英語は ザック バランに 言へ ば 半可通で ある。 英語が うまい と 云 ふ 評判の 日本人の 英語 演說を 私 
は 度々 きいた が、 その 多くは 「日本式 英語で」 其の 全部が 米 人へ 通ず るか どうか 頗る 疑問 だ。 浞ん やそん 
な 英語で 十五 分か 二十 分 位 話した ために 直に 米 人の 人氣が 好轉 したな どとは それ こそ、 不 認識 も 甚だしい 
部類に 屬 する。 

私が 米 人 仲間へ 招かれて 講演す る 度每 に、 主催者 達が 言 ひにくい 態度で、 「すまない が 日 支事變 にだけ 
は觸れ て くれるな 、支那が 弱いた め 理窟 もへ チマ もな く 無茶苦茶に 支那へ 同情す るの が 現 時の 米 人の 心理 
狀態だ から 困る」 と 私に 語る の だ。 

此の 吿白は 米人氣 質を 語る 最も 適切な 言葉で ある。 彼等は 事件の 眞 相を 學んで 正しい 認識を 得 やうな ど 
と 云ふ眞 面目な 考へは 毛頭な く、 例へ ば 相撲を 見る 時に 弱い者に 同情す る あの 心 持で 日 支 事變を 見る の だ 
から やりきれた ものでは ない 0 
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の 同情を 表して ゐ る。 

宣傳が 上手で も 結 極は 實 力に 敗け る 

支那 人が 宣傳 上手 だから 彼等に 先手を打たれて、 日本の 方が 惡い 、米 人が 日本を 惡く言 ふのは これが 一 
つの 原因 だと まことしやかに 吹聽 する 者が あるが、 これな ども 米國や 米 人を 知らぬ も 甚だしい 不 認識で 
ある。  * 

パンフレット や 演說で 、米國 輿論を 動かし 得る と 思つ たら、 それ こそ 大變な 考へ違 ひで ある。 

米 人が 支那 人の ヒ ィキを する 理由は、 日本人が 强 くて、 支那 人が 弱い からだ。 だから 米 人の 同情を 得 や 
ぅとす るには、 支那 人の 如く 戰爭に 弱くなる こと だが、 そぅまで して 同情して 貰 ふ 必要は ない。 

この 米 人の 同情が どの位 役に立つ かとい ふに、 先づ 三文の 價 値すら もない と 言 ふても 過言では ない。 戰 
爭は 口先の 同情では 駄目で ある。 軍需品と 軍資金と 兵隊と がないなら 何の 役に もた k ぬ。 

米國が 支那へ お金を 貸したり、 軍需品を 供給したり、 又は 米國 軍隊を 派遣して、 支那を 援助したり せぬ 
ことは、 太鼓の 樣な 印を 捺 しても ょい ほど 明確で ある。 日 支 事 變以來 、米 人の 同情が 全然 支那 側に あるに 
も 拘らず 、支那の 何 倍と いふ 多量の 軍需品が 日本へ 送られて ゐるで はない か。 

こんな 事を 眞 面目に 說明 する だけで も 寧ろ 馬鹿々々 しい こと だが、 米 人へ 認識を 與へ るた めの。 ヘン フレ 
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よい。 金 持の 婦人が パーテ ー や 社交 ダンスへ 行く 場合に 木綿の 靴下を はいて、 支部に 義理を たてる やぅな 
殮勝な 者が 居る と 思 ふだけ でも 不 認識 だ。 あの 決議文が 通過した 際に 何人 出席して ゐた か、 また 決讒 文の 
內容 が讀 みあげられた かそれ すら も 記憶して は 居な いんです よ」 とい ふ 挨拶で ある。 

こ ^ が 米 人の 氣持で も ある。 米 人は 日 支事變 において 日本人が 餘り强 すぎる ので わけもなく 支那に 同情 
する わけが 容易に 理解 出來 る。 名論 卓說 をい くら 吐いても そんな 事では 駄目 だ、 だから 藤 井 整 日く、 へ マ 
な 宣傳は 寧ろ 止した 方が よい。 

國際總 勘定の 上から 日本 品 不買 

米國の 輿論を 日本側へ 有利に 轉化 せし むる には 宣傳で は 絕對に 駄目で ある、 と 同時に 其の 輿論を 今少し 
日本側へ 同情 的で ある やぅに 導く ?: とが、 然 らば どれ だけ 有利で あるか , 其點 にっいても 私は 多大の 疑問 
を 持って ゐ る。 米國 新聞 や 映畫界 方面の ものが ロ や ペンの 先で いかに 親切ら しい ことを 云って くれても 戰 
爭に 必要な ヘルプ、 例へ ば お金を 貸して くれる とか、 軍需品を 信用 貸で 供給して くれる に 非 ざれば 實際に 
役には 立たぬ。 

支那 人は この 所謂 口先き の 同情を 米 人から 百 パ ー セント 興へ ら れてゐ るが それに も 拘らず 、ィザ お金を 
借りる とか 又は 軍需品 供給の ことになると 日本よりも 遙かに 困難な 立場に ゐる 。旣 にの ベた 如く 阼年 中に 
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日本 品 ボィコットと 裏面の 事實 

日 支 事變突 發當時 並に その後 も暫 らくの 期間 日本 品 ボーィ コット 宣傳が 流行し、 特に シルクの 女 靴下を 
はいたら いけない とい ふ 宣傳が 盛んに 行 はれた。 金 持の 婦人 クラブ 員の 如きで さへ も此 流行の 流れに 乘っ 
て 排日 運動に 氣熠を あげて ゐ た。 或 町の 有力 婦人 クラブが 日本製 シルク サクスを 使用せ ぬと いふ 決議を す 
れば 、それが 各地の 日刊新聞へ 大 々的に 發表 せられる。 その 次の 町の 婦人 クラブが これを 眞 似て 同じ やう 
.な 事を やる。 こんな 新聞記事 や 噂を 聞く と實際 日本人 同胞は 心細くなる。 

私は こんな 事が 何になる かい、 此 馬鹿野郎 共！ と 言った 調子で テン デ 問題に しない 程の ょくいへ ば、 度 
胸、 悪く言へ ば、 無鐵砲 主義で 悉く 樂觀 して ゐた 。だが 多數 日本人 同胞が 私と 正 反對に 大分 心配して ゐた 
ので、 試みに これ 等の 婦人 クラブ や 日刊 英字新聞 社の 重立った 連中に 會 って その 意向を きいて 見る 氣にな 
り、 或 日面會 した。 所が 驚く ではない か、 當の 婦人 クラブ 長た る 名家の 奧樣や 新聞社 長さん 達が 冗談 半分 
に 「日本人が あんな 記事を 讀んで 心配して ゐ るとは 驚いた 。あの 決議は 共産主義の 奴が、 吾々 を 脅かす か 
ら言ひ わけ 的に 通過した までの こと だ。 これを 見 給へ、 この 靴下は シルク ぢや ないか、 日本製な の だょ、 
その 日本製の シルク 靴下を かう しては いて ゐる 吾々 が 表面では 排斥す ると いふ 所に アメリカ 式が あるぢ 
やない か、 其の アメリカ人 氣 質を 日本人は 知って ゐるは ずな のに あんな 決議を 氣に する なんて 分からん ナ 
彳、 そんな 事は どうで もい X ぢ やない か、 戰爭に 勝っ のが 最後の 目的で ある 以上 その 目的に 向って 進め 5 H 
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物を お前のと ころから 買つ て やる とい ふこと になる。 これに 反し、 お前のと ころの 品物は 一仙 も 買 ふこと 
は出來 ぬが、 オ レのと ころの 品物 だけは 是非 十 弗 買って くれと いふので は 相手の 商賣 人が ゥンと 言は ぬの 
である。 

日 支 事 變以來 日本は 輸入を 嚴重に 取締って ゐ る。 從 って 米國品 輸入に 對 しても 非常に 嚴 重な 制限を： 1Z：  ノ 
てゐる M 置の 如きが 其 好 伊で ある。 當 地の ホワィト •キング •ソ 。 フの 如き も 日本 行きが 殆ど 止ん ど 
と 云っても ょい 位で その 點で 打撃を 蒙っ てゐ る。 米國 商人の 立場から 言へ ば、 別に 日本 品の ボーィ コット 
をす る わけでは ない が、 品物の 交換なら 晃も 角現ナ マで 日本 品 購入は 多くの場合 困難 だから、 日本 品 _ 入 
量を 減ずる のは 當然で ある。 

此判り 切った 經濟關 係に 不案內 な ものが 「日 支 事變を パンフレット や 演說で 判り 易く 米 人へ 說明 したた 
めに 日米貿易が 再び 漸次 增 加の 徵 候を 示して 來 た」 などと 公然と 自慢ら しく 聲明 する のは 滑 ^ である c 日 
本の 名士 高 石さん や 鳩 山さん が 米國を 通過して 米國 輿論の 惡 化を 非常に 憂慮され たと きいた が、 これは 一 
應 無理から ぬ ことでは あるが、 如上の 事實を 十分 諒解せられ るなら、 さぅ 心配す る 程の ことで ない ことが 
判る。  、 

日 支 事變に 對 する 米 人の 野次馬 態度 

米國 とい ふ國は 一種 不可思議の 國で あり、 又 その 米 人と いふ 人間は たしかに 變はり 種で も ある。 勝負を 
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.米 國は 其の 量に おいて 支那へ 輸送せ る 品物の 六 倍を 日本へ 賣り 渡して ゐる _ 事實が これを 遺憾な く 立證す 
る。 これは どうい ふわけ かとい ふに 民衆の 同情と いふ やつは 主として、 ワイ < 連の 野次 半分の 叫びに 蛩 
.ぎぬ 場合が 多い に 反し、 お金を 貸す もの や 軍需品を 供給す る ものは、 これ 等の ワイ^^ 民衆とは 別 固な 純 
.粹 の商賣 人で あるから だ 0 

商賣 人の 立場から 言へ ば、 彼等が 重きを 置く 點は 少しで も 多量に 品物を 賣る とい ふこと と、 其 品物に 對 
する 代金が 保證 っきで 取り立てが 出來 るか どうかで ある。 だから 現金 取引の 場合は その 買 ひ 主の 行爲が 正 
義人 道に 反して ゐ てもゐ なくても そんな ことは 問題では ない。 それと 同時に お金を 貸す にしても 其 貸金に 
對 して 相手が いかなる 擔保 物件を 提供し 得る か ^ 最も 必要な 條件で ある。 

日本との 取引に っいて 見る に、 今の 米國は 政府の 嚴正 中立主義から 日本へ 戰爭の 入費を 無 抵當で 貸して 
くれる やうな ことは 絕對 になく、 又 軍需品 その他を 信用 貸で 賣 つて くれる やうな こと も ありつ こなしで あ 
る。 これは 支那 側に 對 しても 同然で ある。 この 點を 我々 日本人は よく 了解す る ことが 必要 だ。 米 \が 日 
本 品を ボイコットす ると いふ ことを 一部の 日本人が ログ セに いふが、 此 意見 も 多くの場合 當を 得て 吾ら 
ぬ。 あれは ボーイ コットでは なく 日米 國際總 勘定の 上から やむ を 得ず 日本 品 購入を 控へ 目に する ので ある 

日本が 多量の 品物を 米國か ら買 へば、 米 國も亦 日本から 多量の 品物を 購入す るが、 その 反對に 日本が 米 
國 品の 購入を ズット へらせば、 米 國も亦 その 比例で 日本 品 購入を 控へ 目に する のは 國際 經濟上 自然の 結果 
である。 これを モット 判り 易く 言へ ばオ レの 所の 品物を 十 弗 程 買って 

く れ 、さう すれば 其の 十 弗 だけの 品 
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く 吠え 立てても 駄目 だとい ふ r ャヶ 半分に 失望 半分と いふ 心境」 が 米國 民衆の 排日 態度を 段々 と 殺いだ わ 
けで ある。 

だから 私の 信ずる と M ろに ょれば、 米國の 輿論を 好轉 せし むる ものは、 我が 軍部の 大勝 利 そのもの であ 
るから 今後は 宣傳 ビラ や 宣傳演 說に浮 身を やっす が 如き 馬鹿 氣た ことを 廢 止して、 一意 專心 日本軍の 最後 
の 勝利の みに 力を 集注せ し 心べき である。 それには 銃後 國 民の 必死の 赤誠が 必要で ある。 その 方法と して 
は 我々 在米 同跑は 自分々々 の 財力が 許す 限り お金を 投 出して 獻金 に、 公債 購入に、 銃後 國. 民の 責務の 一 端 
をはた す ことが 必要 だ。 

私な ども 時には、 米 人から 招かれて 日 支 事變の 講演を 試み、 日本の 立場を 釋明 する 方法に 出る 場合 も あ 
るが、 それ かと 言って か X る 講演に 何物 も 期待して は 居らぬ。 聞く 方の 米 人に しても 只 物ず き 半分に 聞く 
位の ことで 別に それに ょって どぅせぅ とい ふので はない から、 說明 する 方で も氣乘 がせず 又 聞く 方で も實 
は 眞劍で はない。 

TE 直に 云へ ば 米 人が 支那 人へ 同情 するとい ふのは、 一種の 野次馬 氣分 からな ので それ 以外に 何物 もな 
い。 その 野次馬 氣 分に 對 して、 日本人が 眞 面目く さって 辯 明す るのは、 聊か 乘せ られ たきら ひが ある。 只 
併し，、 不國 政府の 立場から 言へは、 內國 政策 上 この 輿論 實は 野次 氣分 にも 迎合す る 或 種の 態度を 表明す る 
(馬鹿らしい ことでは あるが) 必要が ある 點を 我々 は諒 とせねば ならぬ。 

これが 所謂 「ポリ チック ス」 とい ふ 部類に 屬 する 「プレ ー」 である 。政治家が 衆愚を 相手と する 場合 こ 
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中心とする 事件、 例へ ば戰爭 とい ふやぅな ことには 理窟が よくても 惡 くても そんな ことに お 構 ひなし で 弱 
い 方へ 味方を する。 吾々 日本人は こ の 群衆 心理を 十分の み 込む 必要が ある。 

此 米人氣 質に 不案內 な ものが、 演說や パン フットで 輿論を ー轉 させ やぅと 企てる ことな どは 決して 聰明 
の 策では ない。 か i る 方法は 却って、 反動を 起して 益々 悪化せ しむる 恐れが ある。 齋藤 大使が シャベル ロ 
を持ちながら空トボヶテ無言の行をっ ^- けたのは私が再三のべた如く彼氏が米國通であるがためで此の方 
法が 最上の 賢 策で ある。 

米國 に關 する 限り、 宣傳 めいた ことは 絕對 に效果 はない。 素より 支那 人の 立場は、 我々 日本人の 立場と 
其 趣を 異にする。 卽ち 彼等は 戰爭を やれば いっも 敗る とい ふ 程の 實に 弱い 可哀想な 人間で ある 。その 敗慘 
の國 .民が 米 人の 「任 俠 へ」 哀訴 嘆願 すれば 必ず 其 處に應 へが ある。 併し 其の 「呼 應」 が 實 際の 勝負に どれ 
だけの 效果が あるかは 旣に のべた 如く 頗る 疑問では あるが。 

日本の 立場から 言へ ば、 日本 大使と して 何人が 來ても 米國の 民衆を 背景と した 輿論を 好轉 さす ことは 先 
づ絕對 不可能で ある。 この 反日 米國 輿論を 下火に する ものは 何かとい ふと 「戰爭 に 勝ち、 支那 軍を 追 ひっ 
めて 到底 支那は 日本に 敵は ぬ」 とい ふ 點をハ ッキ リさす ことで ある。 

日 支事變 勃發當 時よりも、 其 後 南京が 落ち 廣東が 落ち、 漢ロ が陷 落す るに っれて、 段々 と 米國に おける 
反日 輿論が 下火と なった。 これは 宣傳 ビラ や宣傳 演說の 效果で はなく、 日本軍が 强いか らで ある 。これを 
俗語で 云へ ば、 いくら 支那 側へ 肩を持っ たと ころで 結局は 日本軍が 支那 軍を やっっけ るの だから やかまし 
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稱デモ クラシ ー 國が 二口目には 獨裁 政治 だの デクテ ーター シップ だのと 獨伊や 日本の 惡ロ をい ふが 非常時 
に 直面した 場合に 最も 必要な ことは 一分 間を 爭ふ 程の 大問 題を 最も 迅速に 處分 せねば ならぬ こと だ。 

議會も 平常はなくて はならぬ 政治 道具では あるが、 非常時の. 場合た まには 有害無益の 場合がないでも 
ない。 動員 や 出兵に 必要な 軍費の 豫 算や捨 出な どは 議員ょりも 大藏省 や 陸海 軍當 局の 方が 遙かに 其 道の 
r 通」 である、 だから 本來か ら云 へば 討議な どと いふ 鹿爪らしい 形式は 廢 止して 一層の 事 非常時 期間 だけで 
も 議會が 其 全 櫂を 行政 機關 たる 政府に 一任した 方が 便利で ある 場合が 多い。 

獨逸や 伊太利が 議會を 一時 閉會 して 立法 權まで 行政 機關 たる 政府の その 又 代表 ヒト ラーや ムソリ I ニ _ 
等の 個人へ 委任した のは これが ためで ある。 軍事費 や 今後 支那を どぅす るかと いふ やぅな 問題に 關し假 に 
赤化 分子が 議會で 不 認識の 反對 論で も 出せば それが 針小棒大に 外國 三界まで 惡宣傳 されて、 日本が 誤解を 
受け 惹いて 迷惑を 蒙る こと 必定で ある。 

獨逸や 伊太利が 國家 危急存亡の 場合 あらゆる 障害物 除去の 手段と して 立法 櫂を 一時 行政 機關へ 委任せ し 
めたことは、蓋し其處に立派な理由が存在すると同時に聰明な政策でもあつた。しかるに自稱デモクラシー 
國が 非常時なる 現象に 對し 無經驗 無智から 徒らに 机上の空論にから れデク テータ ー シップな どと 冷評す る 
のは 寧ろ 滑稽の 一種で ある。 

一々 詳細に 說明 すれば 際限は ない が、 デ ク テータ I なる ものは 大體 非常時に つき 物の 當然の 産物と 心得 
て 居れば 大した 誤りは ない。 


自分 も 或 程度まで 其 仲間入りを する ッ ラサが 此處 にある。 この 意味の 米國 政府の 態度を 直ちに 反日 抗議と 
合點 する のは 見 當違ひ である。 

一言に して これを 言へ ば 日本が 此際 米國の 輿論を 氣に する 必要は 全然ない、 なぜ なれば 責任の 位置に あ 
る 米 人は 賢明で あると 同時に 米國 の對外 政策は 不干渉 主義と いふ ことに 斷然 決定され てゐ るから だ。 

最近の 日本 外交が 大いに 氣に 入っ た 

此 頃の 日本の 對 英米 佛 政策は 私の 以上の 理想論から 言へ ば 滿點で ある。 彼等が どんな ことを 言った ところ 
で 日本は 馬耳東風と いふ 態度です i むべき 道を す i むと いふ あの 態度が 實に氣 に 入った。 諒解を 求む るた 
めの 親善 使節な どは 何の 役に も 立たぬ のみ か 却って 相手 國を增 長さす ことになる。 來る ものは 心から こ 
れを迎 へ、 去る ものは 强い てこれ を 追 ふ 必要は ない。 

獨伊が 我 日本に 好意を 表して くれる 限り 全力を 注いで これを 好 遇せねば ならぬ。 滿支に おける 權 益に 關 
しても出來るだけの便利をはかる，ことだ。その代り事每に日本に反對するやぅな國へはこちらも其態度で 
向 ふべ しだ。 その 位の 度胸と 強みを 見せねば 今頃の 世の中は 駄目で ある。 由來 日本 外交官が 拜み 倒し 主義 
で 進んだ ため 大切な 日本 精神が 忘れられ その 結果 外交が 全部 役に立たなかった とい ふ議 りを まぬかれぬ。 

松 岡洋右 氏が ジネ ー パで 啖呵を 切って 以來 日本 外交 界に 新時代が 到來 した。 近頃の 外交は 正に 我等の 言 
はんとす ると ころを 其 ま \ 決行して ゐ るので 實に 痛快で も あり 又 日本 國家 のために も 喜ぶべき こと だ。 自 
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ため 憂 ふべき 一大事 件で ある。 

か X る 不祥事を 未 前に 防ぐ にはた とへ 一時たり とも 非常時が っ r く 期間 議會を 閉鎖して 其 立法 權を 政府 
へ 委任した 方が 有效且 安全で ある。 こ. れを モット 判り 易く 云へ ば 味噌 も 糞 もー緖 にした やぅな r 議會」 に 
はかって 議論の 爲の 議論を た、 かは すょりも 國家國 民が 心から 信頼す る 其 道の 専門家に 任せた 方が 數等有 
利で あり 又 安心が 出來 る。 

之を 例へ ば、 ドイッに っいて 見る に、 や、 も すれば 社會 主義 氣分 たっぷりの 左傾 派 議員が まぜく りかへ 
す議會 ょりも 一意 專心 ドイッ 建設の みに 一身を 捧 ぐる ヒ トラ ー に 任せた 方が 安心が 出來 、又 それが 最上 策 
でも あると いふ 理由から 一時 ドイッ 議會が 閉鎖され た點を 考査 すれば ドイッ 民の 立場から 言へ ば デ クテー 
ター 決して 痛罵すべき もので ない ことが 判る。 

正直な 所 日本 なぞ も 日 支 事變が 最高潮に 達した 期間 だけで も 一時 議會を 閉止し 萬 事を 政府 當 局へ 一任し 
た 方が 遙かに 勝って ゐ ると 考 へられる 節がないでも ない。 歐谢 戰爭當 時には 米國も 國民總 動員 法を 片ッ 端. 
から 適用した。 前大統領 フーヴ ア ー 氏が 戰後 大統領に 當 選した のは 戰爭當 時の 總 動員令 總 指揮官と しての 
殊勳が 認められた からで ある。 

あの 當 時は 洋食 店へ 行っても 砂糖が ニ 切し か 貰へ なかったり、 又 グロ サリ ー 店が 悉く 數 量を 制限して 物 
品を 顧客へ 販賣 したが、 この 外 殆ど 凡ての 産物 や 製品が 嚴 重な 統制に あった。 これは 純然たる デクテ ー タ 
丨シ ツプで ある。 


非常時には デクテ ータ— は當然 

例へ ば 帝 國議會 において 總 動員令 第 十 一條の 如き ものが 動議に 附せ られて 今後 營利會 社は 一割 以上の 
利益を儲け出すことは出來ぬといふ場合、その懂けはどこへ行くかと言へば需要者たるー般國民のフトコ 
ロ か 乃至は 稅金 として 國 庫へ 納入され、 間接に 日 支 事變の 入費を 援助す る ことと なる から 言は r 愛 國案で 
，ある。 

戰 線の 兵士は 家を あとに し 財産を 放り出し 父母 妻子を 顧みる の 暇 もな ぐ 我々 國民 のために 生命を 的に 忠 
義を盡 して くれる の だから 一割の 儲けは たと へ 一分の 儲けに 減じても 尙ほ且 銃後 國民 として か \ る 愛國案 
には 進んで 賛成すべき 箸の ものである。 

然るに 不幸に して 假に 議員 中に 共産分子が ゐて r ィャ そんな 法律を 作れば 株が 賣れ ぬ」 從 って 工業が 退 
步す る。 それでは 失業者が 益々 增 加して 國 家の 損失で あるな どと 理窟を のべ 立てる と 中には そんな 者の ロ 
車に 乘せら れて愁 と 二人 づれで 飛んでも ない 不心得から 折角の 政府の 愛國 案を 踏みつ ぶす やぅな ことが な 
いと も 限らぬ。 

併し 政府と しては 必要な 軍事費は どんな 方法に よると も あみ 出さねば ならぬ から、 議會を 解散す ると も 
其 目的 貫徹に 邁進せ ねばならぬ。 議會が 解散と なって 選擧 運動が 行 はれる と 其處へ 赤化 分子が 飛び出し 無 
智な國 民を 煽動して 由々 しき 事件を 惹き 起さぬ とも 限らぬ が 萬 一 そんな 結果と なれば それ こそ 實に國 家の 
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公平に 考 へて 見る がよ い。 支那 主權 神聖 だと か、 領土 不可侵なる 言葉は 一寸き けばい かに も 美しい が、 
果して そんな ものが 過去に おいて 四 億の 支那 人に 與 へられて ゐ .たか どうか。 

支那政府がこれ迄聊かでも、其民衆を幸福に導いたやうな善き政治を布いたか、更に又將來においても 
そんな 立派な 仕事を なし 得る であらう か。 

私は 斷然ノ ー と 叫ぶ、 そして 歐米 人と 雖も此 事實を 無視す る 事は 出來ぬ であらう。 今日明日の 飯が 食へ 
ぬ やうな 大多數 の 支那 人は 歐米 人が 美言麗 .辭で 高唱 する 主權や 領土 不可侵な どよりも、 そんな ものは どう 
でもよ いから パンを 與へ よと 叫ぶ であらう。 

問題は これな の だ、 支那 大衆を 救 ふ 正義 人道の 唯一の 方法は 机上の空論で なく 先づ 彼等に 十分の パンを 
與 へる 事で ある。 そして 日本は 今此 人類愛の 大事 業の 準備 工作と して、 蔣介石 政 權と戰 を 交へ、 其 權カ下 
の 領土を 一先 づ 占領した の だ。 此 分り切った 理窟が 分らぬ とすると それは 誠に 困った 者で ある。 歐米 人が 
支那 人の 味方 か 乃至 同情者 かの 如く 聲を 張り上げて 偉ら さうな 事を 言 ふが、 然らば 彼等は 憐れむ 可き 支那 
民衆を 今後 どうして 救 はんとす るの だ。 

ロの 先き で ギヤ <. 言 ふたの. では、 支那 人の 空腹を 滿す 事は 出來 ない。 それよりも 不言 實行 以て 資源 開 
發に 精進し 支那 民衆に パンを 與 へる 事 だ。 日本は 今 其の 工作を 進めて 居る。 これを 例へ ば 朝鮮 や滿洲 にっ 
いて 見て くれ。 

其 所に 輝かしい 人道的 日本の 德化 政策が 認められる ではない か、 日本は 其 政治 下に おいて 爾來 朝鮮人 や 
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米國が 此事實 を 忘れて、 獨伊や 日本を 無暗に デクテ ークー 呼ばは りして 熱を あげる のは 甚だ 以て 合點が 
竹かぬ 0 

飢に 泣く 支那 人に 先づパ ンを與 へよ 

支那 大陸 今後の 政策は 英米 佛人 等が 考へ るが 如く、 日本が 支那 大陸に おいて 我儘 勝手な 利 櫂を 得ん とす 
る ことでは なく、 實は 支那 人の 生活を 向上 さす 最上の 方法を 講ずる ことで ある。 過去 何百 年間 支那 人は 水 
害 や饑飢 等で いふに 言 はれぬ 苦勞 をした。 

大地 主 や 紳商は 金に あかして 榮耀榮 華を してる に 反し 大多數 の 支那 民衆は 身に ポロを 纒ひ 路頭に さまよ 
って ゐる とい ふ 哀れな 狀態で ある 0 現在に おいても 黃 河の 崩 壤で 饑餓 民 三百 萬、 水害を 被った 災民が 九百禺 
に 達し、 彼等は 其 日々々 の 渡世に さへ 困つ てゐ ると 傳 へられる。 

日本の 對支 政策は、 これ 等氣の 毒な 支那 民衆に いかにして、 幸福な 生活を 與へ るかと いふ ことで ある 0 
人間が 自暴自棄になる と 人を 呪 ひ、 自分よりも 幸 ひな 位置の ものを ネタむ 心 持と なる 。これが 段々 と昂ず 
ると 共產化 する。 

支那 民衆の 間へ 赤化 分子が ソ聯 方面から ジリ ジリ 喰 ひ 込む のは これが ためだが、 この 惡 感化を 先づ 第一 
に 一掃して それと 同時に 物質的に 今少し 惠 まれた 生活を 彼等に 與 へる ことが 急務で ある。 日本が 一方に お 
いて 防共 工作に 全力を 注ぎ 他方に おいて 資源 開發に 一 所 懸命に なって ゐる眞 意が 實に此 所に 存 する。 
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日本で 儲けた 金を 果して 彼等は 日本で 使用す る や 否や、 日米貿易に おける 米國品 輸入額を 知る 者は 何人 
も 米 人 商人が 日本の 金を 引っ さらえて 其 全部を 米國へ 送金して 居る 事實を 知る であらぅ。 

今一っ 考 へねば ならぬ 事は、 日本人 移民が 米國で 儲け 出す 場合は 百 中 百まで 米 國產業 や 農業 方面に 於て 
國內 資源 開發に 貢獻 して ゐる 。加州に 於け る 日本人 農家が 荒野を 開拓した 功勞の 如きが 其 好例では ないか 
同時に これにょ りて 米 國勞働 者の 仕事 ロを 增 加して ゐる事 實をも 見逃して はならない。 

荒野が 開拓せられ て 農産物が 產 出される とい ふ 事は 一方に おいて、 農具が それだけ 餘計 に販賣 され、 其 
外 農園に 働く 勞働 者の 仕事 ロが 增 える 事で ある。 卽ち 其勞働 者の 食料品、 電氣 代、 水 代、 瓦斯 代、 農産物 
運送に 必要な 勞 力、 運送 機關 、農産物の 容器 等々 の 需要供給が 當然增 加す る 事 だから これ 等は 悉く 米國の 
事業界を 好浞に 導く 要素で も あるの だ。 日本人 移民は かくの 如く 米國 のために 製產的 奉仕を なして 居る。 

之に 反し、 日本へ 米國 品を 輸入す る米國 商人は どぅかと 言 ふに、 米國で 作り出した 品物の みを 賣り 込む 
の だから、 日本製 產界を 助ける どころ か 反對 に內國 品を 壓 倒し、 其 結果 日本人 勞働 者の 糊口の 途を奪 ひ 取 
るでは ないか、 そして 彼等 米 人が 日本から 持ち去る 金は 日本 移民が 米國か ら 日本へ 送金す る 金の 何十 倍に 
達する。 

日本人は 米國で 儲けた 金を 米國で 使用せ ぬから 好ましから ぬな どとは、 それ こそ 言語 道斷で ある。 過去 
において 白人種は 此方 法で 東洋から 黄色 人の 膏血を 絞り取って 居た の'  た。 
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滿洲 人に より 多くの。 ハンと 治安と を與 へて ゐ る。 之に 反し、 蕭の 印度に おける、 霞の 印度支那 におけ 
る ド グィ 成 ッチヤ^-いないでは ないか？ 

在米 同胞の 日本 送金を 非難す る 事を 愼め 

日本 驚— Q ロ f して 棄麗 霊—、 棄日 本人 I が廣 1 け II 本— 金す る 事を 

針づ棒 大的 S 傳 して ゐる が、 此事に 就て は旣に 私が 5 同胞へ 其い はれな 嘉 を列擧 した。 假 りに 十 萬 
の在米同胞が悉く一人平均每年千弗を儲け街すと考へた場合に其大半卽ち五百弗は生活費其他税金等々の 
必要 入費に 支拂 はれる でぁらぅ が、 それは 何を 豪す るかと 言へ ば、 儲け 出した 其 半分の 金が 是が非でも 
再び 亜米利加 Q 領土に fQ だと 云 ふ 事 だ。 それから 其 fQ 半額 卽ち i 弗が 悉く 日本へ 送金され る や 
ぅな 事 美が 地に S くり か 免 つても f 得る 事で §い が、 便宜上 一人 f 弗 宛を S 人が 每年 日本 ヽ 
送金す f 假 想しても 其 金額は 僅に學 露に 過ぎぬ p I いか、 今 これを 日米 貿 f よる 米國 品の 日本 
輸入に ついて 見る に、 其 金額は 實に何 億 弗の 多額に 達して ゐ る。 

卽ち 日本に 居留す— 國 商人が it 出」 た 金 や 米屢議 者が 米國に 於て— Is 商人に 賣 
り 渡す 金？ 一 此巨額 に達 する の だから 笑 ひごとでは ない。 日本人が 米 辱 儲けた 金を 米？ 消費せ ずして 日 
本へ 送金す f いふ 議論で、 日本人 排 f 叫ぶ 米 人達よ、 在日 米 人 商人の 行爲は ー體何 t 事 だ丨 
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ゐるで はない か。 

然るに、 之等將 兵の 遺家族 慰問の ために 在米 同胞が 醵金す るのを そんな ことは よせ、 それよりも お前 達 
子孫の 繁榮 をは かれと いふの が 情報部 長の 聲明の 意味 だが、 そんな ことを 言って 果して 陸海 軍へ 申 わけが 
立っ か、 そんな 考へで は 出征軍人 並に 其 遺家族の かたがたに すまぬ と 私は 固く 信ずる。 か"^ る考 へを 持っ 
てゐる やうな ことで どうして 將來 東洋の 新 事態に 處 する 大政 策が 樹 てられる か。. 

米國で 諸け た 金は 米國で € へと いふ やうな 馬鹿らしい 愚論は 有志 家 や 領事 や自稱 指導者 達が 今後 決して 
ロに 出して くれぬ ことを 祈る。 英國が 印度に おける、 佛國 が佛領 印度支那に おける 其 他 アフリヵ 殖民 地を 見 
るが よい。 これ 等 殖民 地の 何十 年の 過去の 歷史は 抑々 何を 語って ゐる か、 彼等は 殖民 地の 資源を 片っ端 か 
ら さらえて 本國へ 持ち 歸り 、これを 製品に して 再び 高價で 其 土民 達に 賣 りっけ てゐ る。 かくて フト コロに 
した 純益は 其 全部が ロンドン 銀行 や パリ ー 銀行へ 收 めら れてゐ るでは ないか。 

憐 むべき 土人 達は 益々 饑餓に 泣き 全く 地獄の 生活 だ 。故に 日く アフリヵ や 東洋に おける 白人種の 殖民の 
あとを 見る ものは 誰か 悲憤の 涙を 禁ぜずに 居られ やう か。 機會 均等 ！ 門戸 開放— 支那 領土 權 尊重 —— 
あ \ なんと 其 言の 美なる ^ ^ だが 白人が 從來 支那に おいて 殘 した 足跡は、 其 美しき 言葉と 正 反對の 非道と 
殘 忍と 失政と で 悉く 歷史を 汚して ゐ る。 
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非常時 日本を 顧み、 在米 同胞は 祖國 愛に 燃えて 居る 

官吏 や棄 同胞 間 Q 指導者を 以て fi す fQ 等が、 米國 S けた 金は 米國 で 使用 せんと ィヵ ン .などと 
一 かどの 經 世家氣 取りで、 ギャ^^ 言 ふのを きくた び 每に 私は 其 無智と 不 認識と に 此 馬鹿野郎と おこりた 
くなる ので ある。 こうした 矛盾を 却って 名論の 如く 蝶り たてる のは、 これを 要するに これ 等の 連中が 國際 
經濟 _係や 移民の 根本 目的な どを 硏究 もせず して、 I 部 ワヵ ラ ズ屋の 排日 米 人の 迷論を 其 ま ゝ丸吞 みに し 
て 其 愚論に 韪合 せんと あせる からで ある 。私に 言は せる とこん な 小刀細工は 駄目で ある。 

在米 同胞が 故國の 非常時を 坐視す るに 忍びぬ と獻 金を すれば、 外務省の 情報部 長が そんな ことを して 米 
人に 迷惑を かける やうな ことで も あったら 大變だ から それょりも 米國で 儲けた 金は 米國で 使へ、 第二 世の 
問題にこれを使用するやうなことも望ましいことだなどとッマリもせぬ事を聲明して在米同咆を憤羝させ 
たが、 これな ども 官吏の 不 認識を 遺憾な く 曝露した 好例で あらう。 

第二 世の 爲に 使用す るな どと いふ やうな 利己主義 や、 のんきな ことが 非常時に 言 ふて 居れる であらう か 
陸海 軍の 兵隊さん 達 や 其 家族が われ/ ヽ 民族の ために 多大の 犧牲 を拂ひ 、天子 樣のお 役に立って 忠義を 勵 
んでゐ る 場合、 在米 同胞は 自分 達の 將來の 幸福の みを 計畫 する やうな 不人情な ことを する には 餘り にも 祖 
國愛 にあ ふれて ゐ る。 事變 地の 出征軍人の 身の上を 考 へて 見る がょ い。 忠勇 無比な これ 等の 將兵 達は 自分 
等や義 族の 蠢惠 へ— AJ ろか、 何もかも 投げ捨て ゝ東洋_ の 平和の ために あ の艱_ 苦を なめて 
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っても ポロ 着物を 着た 榮養 不良の 憐 むべき 印度 土人は、 相 變らず 無學 文盲で、 其 日々々 の 渡世に も窮 して 
ゐる a 

'彼等 Q 資源 ES 資本 Q 力で 英國 船舶 鲁 社の 腹を 肥やす 方法に より、 片っ端から 英國の 工場へ と 運ばれ 
て行く、そして苒び此處で英國人勞働者の也事ロを作りながら、製品となつて印度へ逆戾りし、それを印 
度 土人が 高價で 買は される の だが、 これ 悉く 英 人を 救 ひ 印度人を 泣かす 方法で ある。 

蓋し 白人種の 殖民 地に おける 土人 政治は 悉く 掠奪 主義で ある。 これが 果して 人道で あり、 正義で あり 又 
人類愛を ロに する ものの 踏むべき 途で あらう か、 何故に 彼等は 土人を 指導して ヒフテ ■です X むだけ 
の 仁慈を 示さない の だ。 

土人の 幸福を 促進す る ことを 第一と し、 其 次に 彼我 相 利す る 方法に 出ても 決して 支配の 位置に ある もの 
が 損を する やうな ことは ない。 白人種 國は こんな 事で さへ も 過去に おいて 一として して ゐな いでは ないか、 
日本は 其處に 至る と 自ら 其 趣を 異にし、 飽くまで 支那 人と 提携な の だ。 

白人種に 欺され るな、 支那よ、 覺醒 せよ 

英領 ヵナダ や、 英領 濠洲を 見る がよ い。 その 領土 內に 純然たる 自治 獨立が 許され、 其處 には 上下 兩院あ 
り、 內閣が あつて 首相 以下の 閣僚が ズ ラリと 選擧 される。 特に ヵナダの 如きは 英國 とは 別個の 使臣を 外國 
へ 派遣し、 獨特. の 輸出入 税制 度まで 設けられて、 領土 內の製 産品 保護が 講ぜられて ゐる 。さうな くて はな 
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日本の 對支 政策は 白人と 違 ひ 五分五分 主 養 - 

I 勇 1 過去 一— に 亙—— 支那 領土— 領 し、 その 領土 內の 資_|— が總 動員 
で 邁進を？ けて—。 これには 大 資本と 人材と 勞 力と— が、 此大 事業を 1 し、 且實 行す るに あ 
たり、 我 帝國は 親日 支那 人と ヒフ テ丨^ ^ で 提携して ゐ る。 

會社 11 して 4 那—れ S じ、 社— 支那 人を f、 日本 人が 副社長— つたの も あ 
り 中には 日本人が 社長で 支那 人が 副社長と いふ 檬 なの も ある。 鑛山發 掘に しても、 事寶 には 日本人と 
支那 人— に— し、 勞 働者堡 つて 11 部が 支那 人— 言 つても ょい。 

力くて 掘り出された 鐵鑛や 石炭に しても 悉く 其 全部を 日本へ 移送して、 日本で 他の 製品に 造り かへ るが 
如き 方法を 避け、— ベく 占領地へ 工場を 設立して 蓮で 誓の 囊— む 方針を 採つ てゐ る。 從 つて 事 
業增 加や讓 にょ？ 著れ fQ は 現地に 住む 支那 人 自身で—。 

此一— けで も、 日本が 支那 民族 生活 向上の ために 誠心 _ 意 、奉仕して— 雲が 〈.、ソキ リ する ではな 
いか。 これを 英佛が 其 占領地 S 領 £い て 何十 年來實 行し 襄利ニ 塵に 比較す —ら眞 i 泥の 差 
である。 印度には 英國大 資本が トテモ 動いて ゐ衾 、この 資本は 印度人の 幸福を 促進す るた めでは なく 英 
國 人が 彼等 Q 私腹 f % ために 印度人 S 庫を 資本 Q 力で 引つ 捉へ て— へて 行く がた めで—。 

英 人と 印度人と 1.111 ヒフ テ丨 くで 提携して ゐる やぅな 例が 何處 にあるか、 何十 年經 
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卿 等を 此悲慘 な 境遇から 救 はんとす る 其の 新興 東洋 精神を いふの だ。 白人種に たよっ て 果して 支那 人は 將 
來 何を 得ん とする か、 いつまでも 彼等の 奴隸 として あまんじて ゐて はいけ ない。 

國內の 資源 開發に しても 彼等を 信頼したら、 それ こそ 毛 一本 も 殘らぬ やぅに やられて 仕 まぅ の だ。 然る 
にこれ に 反し 日本 帝國 が滿洲 を開發 する あの 腕前を 見て くれ。 

占領地に 於け る 日本軍 部の 仁慈 

日本は 滿 洲の獨 立を 確保し、 その 領土 開發に 多大の 貢獻 をな して ゐる 。そして それが 悉く 滿洲 人の 生活 
改善を 主なる 目的と して ゐるで はない か、 その 政治に おいても 財政 經濟 や實 業に おいても 悉く 滿洲 人を 中 
心と し 且つ 主として ゐ る。  - 

日本が 平素 主張す るが 如くに、 日本は 滿洲 領土を 滿洲 人から 剝奪 する ことを 爪の 垢 ほど も考 へて は をら 
ない。 

日本の 望む ところは、 日 滿兩國 の經濟 提携で ある。 それによ って 滿洲國 も 利し 同時に 日本 も 利す ると い 
ふの が 日本の 計畫で も あり 又 それが 日本の 望む ところ だ。 

試みに 滿洲獨 立 以來の i 人の 治安 維持 並に 生活 狀 態を 見る がよ い。 滿洲が 支那の 一部と して 支那 政府 
.治下に あった 當時は 到る 所に おいて 匪賊が 横行し、 殺人 强盜は 兇漢の 意の 儘に 公然と 行 はれて ゐ た。 

一方 # 物 不作 その他で 農民は 渡世に さへ 困った とい ふ 有樣で あったが、 それと 同時に、 鐵道や 道路の 如 


-255- 


らな いの だ。 然るに 東洋に おける 印度 その他 多 數の黃 色 人を 領土 民に 持つ 地方に おいては 全然 この 恃典が 
與 へられて 居らない。 

此 一事は 何を 語る か、 彼等が 同族の 民に 厚く 有色 人種に うすい 何よりの 證據で はない か。 濠洲の 如きは 
その 土地が 我國 領土の 何 倍に 相當 する にも拘らず、 人口 僅に 六 百 萬に 過ぎない。 そして. それは 東洋の 一角 
に 存在す る。 アジ ヤ人が 食 ふに も 困る やうな せま 苦しい スぺ ースで あえいで ゐる 一方に 白人 輩が 無遠慮に 
東洋まで 押 かけ、 廣汎の 沃野を 占領し、 恰も 大の 字に なつて 寢こ ろんだ かたちで 威張り ちらす のは、 これ 
こそは 人道に 違反す る 行爲だ 。 

機會 均等、 門戶 開放！ 實に きいて 呆れる ことば かりだ。 アフリカ や 印度 や 佛領 印度人の 生活を 見る 者、 
あ \ 誰か 同情 一 掏の 淚な けんや だ。 勝手に 領土を 取られて、 その 泥棒の 命令 下に 漸く 糊口を しのぐ ところ 
の 東洋人を 同族の 民 日本人が 憤慨し ないで 見て 居れる であらう か、 日 支 事 變は斷 じて 支. 那 人と 日本人との 
喧嘩では ない。 日本は 今 白人種の 暴戾か ら 支那 人を 救 ひ 出さん として ゐ るの だ。 

然るに 蔣介 石が 共產黨 に乘ぜ られて 民族の 將來を 誤る こと 今日の 如き、 これ 悉く 支那 人 自身の 覺醒を 促 
す 大事 件で ある。 香港の 町で 人力車を ひく 支那 車夫を 見よ、 白人に 追 ひ 使 はれて 恰も 犬 猫の 如き 侮辱を 受 
けて ゐるで はない か。 風景 絕 佳な 山莊に 住む ものは 悉く 白人で あるが、 その 反對に 半病人 然として 町の 場 
末に 細い 煙りを 立て、 ゐる榮 養 不良の あの ウジ ヨ^-する 支那 人の 生活は あれは 抑々 何を 語る の だ。 

支那 人よ！ どうぞ 奮起して くれ。 そんな ことで どうす るか、 日本が 東洋の 新 事態 發生 せりと いふのは 
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私は 日本が 人道と 芷義 とを 骨子と して、 支那 政策を 織り出す 點を ながめながら、 多大の 誇りを 感ずる。 
蔣介石 一派の 如き わからずやに 對 する 場合 断乎たる 軍事行動 あるの みだが、 苟も 支那 民衆との 取引に おい 
ては 專ら德 化を もってす 、むべき だ。 日本軍 部が 涙ぐましい 多くの 仁慈を 施し、 人類愛を 氣の 毒な 支那 民 
衆に 見せて る點を 我々 は 見の がして はならない。 

支那 人を 勞 はり 兄弟の 如くせ よ 

今後の 日本の 對支 政策は 何處 まで も 至誠と 仁慈と です i まねば ならない。 金儲けの チャンスは ないかな 
どと そんな 我利々々 根性で 支那へ 渡って 見る とい ふ 態度は 禁物で ある。 私は 朝鮮 合併 當時 悲しい こと だが 
日本人が 鮮 人を 侮辱した かず < の 行爲を 人から きかされて 憤慨し、 且國 家の ために 惜しんだ ことだった 

其 後齊藤 總督や 宇垣 總督の やうな 仁慈の 士が 專ら 憐れみの 情を 以て 鮮人 によき 政治を 施された ので、 今 
日では トテモ よい 實を 結んだ。 弱い ものを いたは り窮 した 人々 を 助ける のが 日本の 武士道で ある。 

東洋の 指導者を 以て 自認す る 日本は 武士道の 大道を 歩む ところの 大 親分であって 欲しい。 支那 人の 車夫 
の 車に 乘 って 車賃を 拂はぬ ことを 得意で ゐるや うな 非 武士道 的の 態度は やがて 日本を 傷っく る 大罪 惡であ 
る。 支那 細民 達が 糊口の 唯一の 方法と して 少し ばかりの 品物を 行商す る 場合に 彼等を 馬鹿にして、 公然と 
其 商品を かッ拂 ふやうな 非 人道的な 行爲を 恥じぬ 日本人が ゐ るなら 彼等は 日本 武士道を 辱む る もので あ 
る。 我々 は 支那 人を 見る 事 恰も 自分 達の 兄弟の 如くせ ねばならない。 仁慈と 誠意と 同情とは 何物を も 屈服 
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.きも お 話に ならぬ 始末で あつた。 それに ソ聯が 國 境を 脅やかし 一時と して 安堵の 思 ひはなかった と 言って 

もよ い。 

然るに 滿洲獨 立 後日 本が 滿洲を ヘルプす るに 到って 以來總 ての 點に おいて ス ッカ リ變 ったでは ないか。 
今日では 滿洲人 自身が 日本の この 努力に 多大の 感謝を 表し、 日滿 提携の 必要を 痛切に 感じて ゐ る。 

滿洲 人の ために 學 校を 建て 教育の 普及を はかり、 宗教を 保護して これを 獎勵 し、 精神的に も德化 政治を 
.行 ひ 商業に 農業に 工業に 全く 驚くべき 進出を 見せて ゐ る。 

そして それが 悉く 滿洲 人の 幸福を 中心として る點が いかにも 嬉しく、 且っ その 點 白人種の 殖民 政策と 大 
いに 趣きを 異にして ゐ る。 

支那に 對する 今後の 日本の 態度い かんとい ふに、 十一月 二十 二日 發 表の 前 首相 近衛 公の 聲明が 此 間の 消 
.息を よく 傳へ てゐ る。 

日本は 支那 人を 中心とした 資源 開發に 進み、 支那 人と 日本人との 經濟 提携に よって、 支那 民衆の 幸福 增 
進を はかる ことを 維努 むる 旨を 世界に むかつて 呼びかけて ゐ る。 

北京 や 南京は ては 上海、 ハン カオ、 カントン その他 杭 州、 靑 島、 徐州 等々 到る ところに 日本軍 部の 支持 
の もとに 新政 權が 支那 人に よっ て 樹立され 彼等は 立派に 自治 政府を 運行して るでは ないか。 

一方 鑛山業 や 牧畜業、 農業、 製造 工業 等々 が 占領地に おいて 旣に その 緒に っいて ゐる 。そして その 事業 
が 徹頭隞 尾 支那 人を 中心とした 日 支 人 ヒフテ 丨<  の 最も 公平な 經濟 政策 だから 嬉しい。 
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朝鮮人が 土地を 所有した 場合、 日本人が 其の 土地に お金を 貸して 期限が 來ても 支拂ひ が 出來ぬ と、 得た 
りかし こしと 直に 其 土地を 二束三文で 取り上げた やうな 例が 可成 あったと 傳 へられる が これな どは 言語 道 
斷の 行爲で ある。 

滿洲に 於ても、 こんな 泥棒 的 詐欺 行爲が 不心得の 日本人に ょって 行 はれない とも 限らぬ。 今後 北支 や 中 
支 南支 等に も 必ず こんな 事が 發生 する であらう 事が 豫 想され るが、 日本 官憲は 宜しく 此 種の 徒を 取締る 可 
きで ある 0 

米國 の-一 ユ ーデー ルが 農家 や 家持ち 保護の 目的で 發 案した 長期 拂ひ 金貸し 銀行の 如きを 占領地へ 設立し 
て 支那 人 土地 所有者を 保護し、 苟 くも 不心得な 日本人が 其 間 敢て乘 ずる 機會が ないやうな 方法を 講ずる 事 
も 必要で あらう？ 

今 米國で は 土地を 抵當 として 假りに 五 百 弗を 貸す 場合に 僅か 二分 か 三分の 利子で 例へ ば 二十 ヶ 年間に 年 
賦で 支拂ふ 方. 法が 設けられて ゐ る。 高利 貸 連が 貧乏な 農家の 田地 や小賣 商人の 住宅を 抵當に 金を 貸し、 其 
ノート の 期限が 來れば 急いで 抵當 流れと して 其 土地を 取って 仕舞 ふと 言 ふ 不都合を 防ぐ のが 此方 法の 目 
的で ある。 

私は 柔順な 支那 人を 保護す るには、 こんな 法律 も 必要では ないかと 考 へて ゐ る。 歐米 人が 東洋に 來れば 
何を する か、 何 かの チャンスを 見っけ 出せば、 彼等は 王侯の 暮しに 贅澤の 限りを っくす に 反し、 彼等の 下 
に 働く 多數の 支那 人 クリー 達は 泣きの 淚の 生活で ある。 歐米 人の やりかたは、 これ だから 實に 困る。 土地 


せし むる。 憐れむべき 善良な 支那 民衆に、 我々 の 心からなる 同情を 表し、 全力を 注いで 彼等を 助ける 方法に 
出て こそ 武士道が 立っ の だ。 私の 尊敬す る 我 日本軍 部が 敵軍を 膺懲す る 傍ら 善良に して 柔順な 支那 農民 や 
働き人に 或は 食物を くれてやり、 或 時は 彼等の 生活に 涙ぐましい 仁慈を 施して る 事を きいて 誠に 感謝に 堪 
えない。 四 億の 支那 人を 征服す るには 彼等の 魂を 捕らへ る 事で ある。 

さう する には 利己主義では 駄目で ある。 我が身を 捨て X 彼等の 同情すべき 境遇を 救って やる とい ふ 大和 
魂と 武士道の みが 最後に これを 解決す る。 忠誠 神の 如き 皇軍が 折角 不逞 支那 人を 征服して これからい よ 
いよ 德化 政策に 移らん とする 時に あたれ、 利己主義の 日本人 等が 續 々支那へ 押し かけて、 虎の 威を 借り 善 
良な 支那 民衆の 權 利を 踏みに じる やうな ことがあれば それ こそ 大事 件で ある。 

東洋 民族の 利 嘻 休戚を 双肩に 荷 ふ 我々 日本人は そんな ことでは いけない。 靡 人を 憐れみ、 彼等を 助け 
るた めには 我々 日本人が 少々 損を しても、 敢て 意に 介せ ぬと いふ だけの 人情を 持っ ことによって のみ 日本 
の 將來が 必ず 支那 大陸に おいて 輝く であらう ことを 私は 信ずる。 日本 帝國の 崇高な 對支國 策が 近衞 公に よ 
って 先日 公表され た 時に 私は 嬉し 泣きに 泣いた。  •• 

支那 人の 生活 向上を はかり、 日 支 人が 五分々々 で 相 提携して 助け合って 行かう とい ふ あの 武士道 的聲明 
が 日本人の 正義と 善良な 支那 人を 思 ふ 至誠と を 遺憾な く 語って ゐるで はない か。 

支那 人と 結婚 もし 日本語を 普及せ しめよ 
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私が いつも やかましく いふ こと だが、 在米 同胞に しても 少し お金が たまる と 民衆的 氣 分を 忘れて 俄に 資 
本家 こなつ た氣 取で ハイトン マンに 早變 はりを する、 そして 日米貿易が どうの こうのと 駄法蟆 を 吹く ^ 力 
どちら かとい ふと 仲々 多い ので ある。 

日本人が 太平洋 沿岸に 移住して 其 土地の 開發を 助けた 功績は 眞に 甚大で ある。 彼等は 歐米 人が アフリヵ 
や アジ ヤへ 來て懷 手で 旦那 樣氣 取を して ボロイ 金を 儲ける のと 正 反 尉に 自ら. 筋肉 ^ 働に ^ 事して 血の 出る 
やうな 體驗を 嘗めて ゐ る、 此點 蓋し 白人 達の 海外 發展 とは 雲泥の差で ある 。こ うして 日本人 同胞が ア メリ 
力で 雷を した 其 f を 支那へ うつして 豪 疆に從 事すべし と 私は 叫びた ハ。 支那 開發 S 寧で 粟 式の 
縻 手の 大 資本家に まかして おいては いけない 。祝ん や 彼等の 跋扈を 許して たまる もの か。 

今 囘の日 支事變 において 日本 國 民は 種々 の點 でょ き 敎訓を 受けた が、 就中 百 萬 長者の 若旦那 や 博士 號を 
持つた大學敎授連が百姓や商人の息子とともに馬の瓦をた\き、戰車の後押をなし、夜は野天に眠り、彈 
丸 雨 飛の 中を 一個の 日本 兵士と して お國 のために 忠義を 勵んで ゐる點 が、 悉く 感激 そのもので ある。 あ i 
實に 有難い。 

一死 君恩に 酬ゆる 場合 百 萬 長者 も大學 敎授も 百姓 や 商人の 息子 も ある もの か、 同じ 日本 臣民と して 其 間 
何のへ だたり もな く 腹を 合は せて 目的 貫徹に 向は ねばならぬ とい ふところに 何とも 例へ やうの ない 擧國ー 
致の 氣分が ある。 私は 今後 日本 民心に 一大 革命が 起る ことを 信じて ゐ る。 

その 革命と いふのは 金 や 地位で 差別を つけて はいけ ない、 須 らく お 互 ひに 相 助け 相 憐れみ、 兄弟 も 只な 


の 住民の 生活 向上な どは 毛頭 彼等の 念頭に. はない。 

支那 人が 賢く なれば 白人の 命令を 牛馬の 如く 聞かぬ から 一般 民衆へ 敎 育を 施す ことを 白人 達は 好まぬ。 
印度 や、 ビルマ、 アフリヵ 等々 の 植民地に 此事實 が 遺憾な く發 見され る。 彼等 白人 連は 自分自身を 高く 貢 
ひ、 その 反對に 土地の 住民を 犬 猫の 如くに 劣等 視 して ゐる 。日本が 今後 支那に 對す るには こんな 事では い 
けない。 「お前 も おら もない」 同じ 民族 だから、 兄弟 も 同様 だとい ふ 主義で 支那に 對 する こと だ。 蓋し 支 
那を 第二の 故郷と して 日本人が 發展 する には その 土地の 支那 人を 一視同仁で 眺め、 こちらから、 ドシ < 
進んで 支那 人と 結婚 もし、 日本人と 支那 人と が 肉 も 心 も 一緒になる 事を 實行 する こと だ。 

私は 支那へ 學 校を 建て ゝ 、今後 支那 民衆の 常用 語を 日本語に したら ょいと 信ずる。 その 人の 魂を 握る に 
は、 言葉が 通ず ると いふ 事が 條件で ある。 占領地へ 日本語 學 校を 設け 日本語を 敎 へて、 ゆく <は 支那 語 
を廢 して 日本語を 國語 にす る 事は 日 支 人の 眞の 結合を 期す る 最上の 方法で あらう。 

1 濡 手に 粟 式の 日本人は 支那には 禁物 

今後 支那で 働く 日本人は 濡手に 粟を つかむ 式では 實に 困る、 自分は 懷手で 旦那 樣を氣 取り、 顎で 支那 人を 
追 ひ 使 ひうまい 汁を 吸う やうな 心がけでは 大和民族の 永遠の 發展は 到底 のぞまれない。 日本人 自らが 支那 
人の 群に 交り 筋肉 勞 働を 彼等と 共に やりながら ヒフテ 1<で 支那 開發に 資する だけの 誠意と 眞 面目と が 
何ょりも 大切で ある ◦人間の 心を 動かす には 此點 が實に 盱要で ある。 
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支那 開發 にしても 種々 の會 社が 今後 設立され るで あらう が、 其 社長 や 重要 位置に 軍人を 据える のは 當然 
な ことで、 さう でなくて どうして 支那の 現狀 から 考 へて やつて 行ける か、 長期 戰爭 と稱 せられる 半面に 支 
那は 半ば 戰爭狀 態に あるの だと 言った 用意で 何事を する にも 進まねば ならぬ とい ふ 暗示が 此處 に存 する こ 
とを 忘れて はならない。 

半ば 戰爭狀 態の 土地に おいて、 支那 民衆を 相手に 廣汎な 仕事を する 間に も ゲリラ 隊が 時には 出沒 する で 
あらう が、 か \ る 空氣の 中に あつて 開發 事業に す、 むには 軍人を 上に 戴かないで どうして やって 行ける 
か、 これは 單に 私立 會社ば かりでは ない、 支那に おける 政治 機關 にしても 今後 當分 軍人 中心で やって 行く 
より 外に 良法は ない。 

いづれ の國の 殖民 政策 も 此點は 悉く 同一で ある。 印度 總督や アフリヵ 總督が パ リノ \ の 陸海 軍 大將で あ 
る 事 實は餘 りに も 我々 によく 知られて ゐる ことなの だ。 日本に おいても 臺灣 總督や 朝鮮 總督 等々 に いづれ 
も 陸海 軍の 大將が 補任せられ てゐ る。 

況んや 支那に 關 する 限り、 丸で 地雷火の 上に ゐるも 同じ こと だから 凡ての ことを 軍人に 一任すべし だ。 
軍人の 中に も 稀には 非難を 受ける やうな 人物が あるか も 知れぬ が、 それは ホンの 一 小 部分で、 以て 軍人 全 
體を 評する 事とは ならない 。祝 や 軍人 諸君 だって 人間では ないか。 

だが 大局の 上から 見て 軍人は 端正で 頭が よく、 勇敢で ハキ < してゐ ると 同時にな か < 仁慈に 富んで 
ゐ る、 又淚モ P ィ人が 非常に 多い やう だ。 占領地の 善良な 支那 民衆に 對 して、 我 軍が 仁慈を 施して る 美談は 
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らぬ 親，. みで 日本人は やって 行かねば ならぬ とい ふ 民族 愛が 强 化される であらう ことで ある* 旣に 此氣分 
がいろ^-の 方面に おいて 勞働 奉仕な どの 名稱で 日本 全國 到る ところに 湧いて ゐ るのを 認める が、 誠に 喜 
ばし いこと である。 

今後 支那 現地で 働く 日本人は ハイ トンメ ンやハ イカ ラメ ンは 禁物 だ。 其 反對に 喜んで 支那 民衆と 寢 食を 
共に し、 同じ やうに 勞働に 從事す ると ころの 眞劍な 日本人 こそ 眞に將 來日支 親善の 基礎を 確立す るに なく 
ては ならぬ 東 M 新 事態の 擁護 者で あると 私は 言 ひたい。  • 

支那 開發 には 軍部の 力が 必要 

何しろ 支那には 四 億の 人間が ゐる 。その 中には さま の 人間が ゐる こと も事實 だ。 善良な 人民が 無 ^ 
その 多數を 占めて ゐるが 、たまには 箸に も 棒に も か i らぬや うな 不逞な 徒 もゐる 。日本人が 支那 人と 手を 
握り 合って 支那 開發に す \ むにしても、 時と 場合では とんでもない 事件、 例へ ば 通 州 事 # の 二の舞が 起こ 
らぬ とも 限らぬ。 通 州 事件は 云は ば 軍備の 不足から だと も 言へ る。 

陸海 軍當 局が 平素 軍備 充實を 說く眞 意が あの 通 州 事件 以來 ハツ キリした やうに 思 はれる。 自稱 新しが り 
屋がヤ レ 軍閥 だの 獨裁 だのと 云って や X も すれば 軍部に 反感を 持っ やうな 口吻を 漏らし、 か i る言辭 を # 
する ことを 以て 偉い やうに 考 へて ゐる が、 私に 云は すと 彼等は 正に 非國 民に 類す る 一 派な の だ。 私は か、 
るものを發見する度每に國民をあやまらすものは此の種の徒だと憤激を感ぜないでは居ら ^1 ぬ。 
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可能で あっ. たで あらう が、 今日では やりかたに ょっては さう 困難では あるまい。 少く とも 五 百 萬 位の 常備 
軍を ひかへ て、 世界を ねめっけ、 グ ズ<言 へば 佛領 印度 や 英領 ビルマな ども 片 づけて やる だけの 用意が 
必要 だ。 

大體 印度を あの ま \ にして置くが 如きは 西 細亞 民族の 名の 汚れで ある。 三 億からの 人間が 食 ふか 食は ず 
で 難儀す るのを 何人が 救 ひ 得る か、 世界 廣 しと 云へ ども ザット 見たところ 先づ 日本ょり 外には ない。 日本 
帝國の 主義は 天の 道を す i むの だ。 門戶 開放！ 機會 均等！ チャン チャ ラ おかしい。 白人 達の 横行す ると こ 
ろ、 借問す、 どこに 門戶 開放が あるの だ、 機會 均等とは 何を 指す の だ。 

天の 道を 步む 我が 帝國は 今後 かゝる 兒戯に 類した 虛僞の 言葉に 耳を かす 必要は ない。 抗議が 提出され た 
場合、 斷然默 殺すべし である。 私は 敢て 日本 外交官を 罵る ものでは ない が、 日本には 日本 獨特の 日本 精神 
が 先祖 代々 傳は って ゐ る。 

此 天の 道を 歩む 日本 精神を 放ったらかして 蒴 篛 の やうな 人間に なり 變は り、 それが 外交官で あるが 如く 
得意で ゐる やうな ことで どうす るか、 不幸に して 日本には 此 種の 外交官が ザ ラに ある。 支那の 問題に して 
も わが 帝國 軍部が 其衝に あたっ たれば こそ 幸 ひに 今日まで 馬鹿を見ないで すんだ の だ。 

將來我 日本は 斷然 日本 精神です、 むべ しだ。 ハイカラ メンや ハイトン メンに 用事は 絕對 にない。 責任 觀念 
に 忠實で 實 行を 主と する 靑 年を 今後の 日本は 要求す る。 美しい 着物を 着、 ハイトンな 飯を 食 ひ r ャ レ、 社 
交が どうの かう の」 と ハイトン ぶる 人間は 此 アメリカの 同胞 社會 にあ つても ロクな ことは やり 得ない。 の 
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到る ところに 傳 へられる。 私の 考 へでは 支那の 治安 維持には 當分 莫大の 軍隊が 必要 だが、 その 責任は 日本 
.が 荷は ねばならない。 

一言に して これを 云へ ば 九 千 萬 日本人の 大部分に 兵役の 義務を 課して 支那 治安 維持に あたらしめ、 その 
軍費は 支那から これを 徵收 するとい ふ 方法に すべき だと 私は 信ずる。 だから 今後 マ ダ <大 仕掛で 軍備擴 
張の 必要が ある。 

東洋から 白人を 追つ 拂ふ 用意 あり や 

現狀の 儘で 支那 人へ 絕對獨 立した 自治 政治を 與へる ことは、 其危險 なること 恰も 子供に 双 物を 持たす 
か、 或は 噴火口へ 飛び込む が 如きで あらう。 無論 或 時期が 來れば 支那 人に 自治 權を與 へる のが 當然で 、さ 
うしなくて はならぬ がそれ は條 件つ きでなくて はならない。 

其邊の 事に ついては、 私が 愚論を クド< しくの ベなくても 賢明な 支那 通の 軍部 や 政治家が 旣に 十分 承 
知の ことで ある。 これを 例 へれば 滿洲の 如く 取扱 ふこと が 最も 良策で あらう。 外交 や 軍備は 全部 日本が 其 
任に あたらねば ならない。 素人の 私には 支那 占領地 區の 治安 維持に どれ だけの 軍備が 必要 だか それは 判ら 
ぬが、 將來 日本が 本腰で 支那 開發に 邁進す るには 常備 兵が 少く とも 二百 萬は 要る のでは ないだら うか、 蓋 
し 今後の 日本には 平素 五 百 萬 やそこ いらの 兵隊は 居つ てょ い 箸 だ。 

日本と 支那 や 滿洲 との 關係が 只今の やうで ない 以前で あれば 五 百 萬の 常備軍を 日本が 維持す る ことは 不 
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みならず、 此 種の 靑 年の 悉くが ナラ ズ者 か、 くだらぬ 人間になる ことは 保證つ きで ある。 そんな ことで ィ 
ケル カィ。  , 

國家に 生命を 捧げる 軍人を 尊敬すべし 

それから 私が 特にの ベたい ことは、 ホン ト I に 國を思 ひ 民族の ために 盡 くさ t する 赤誠の 人は、 今囘 

の 日 支 事 If 靈 Q 奮 時に 際」 全力 墓い S 簾 民 QSI ことで—。 蓋し 1 軍の 將 

兵が 事變地 に お いて 生命を 捧げて 讓 に 從事 してる 場合、 われ 等は 滿 腔の 敬意を 表し 全幅的に これを 支持 
し、 苟も これを 批評し、 勝手 念 愚論を はいて はならない。  ， 

此心が けは 政治家に も 新聞 人に も實業 家に も 悉く 必要 だ。 今の 非常時 日本には 不心得者は 只の 一人 もな 
いと 思 j 力 一時 自稱 ィンテリなる ものが 頭を 出して 國防や 軍備と 云へ ば 片っ端から 反對 し、 彼等は それ 
を 文明 人の みが 言 ひ 得る ことの やぅに 吹聽 して ゐ たの だから 實に 呆れる。 

敵の 飛行機が 東京 や 大阪へ i して 謹で もす る it  if  sfsl め、 軍備の 不 

足や國 防の 不 f ギヤ ギヤい ふ 者は S 此の. 種の 徒で—。 共 簾 や 赤化 分子が i 人道の— に 今日 ま 
で 何事を なした か。 

國際 的に も 個人的に も 彼等 程 我利々々 亡者は ない と 私は 信ずる。 世の中は 物質 慾 ばかりで やって 一 了 ナる 
ものでは ない。 仁義 や疆を 無視して 人生は ない 雲、 自分 さへ 飯が 食へ るなら 他人は f でもょ いとい 


永遠の 平和を 建設す る赫 々たる 殊勳 の功勞 者で ある。 

私は 一日 も 早く 日 支 事變が 終りを っげて、 これ 等の 勇士が 欣喜雀躍 故鄕を 指して 凱旋す るの 日が 到來せ 
んこ とを 切望す る。 そして 私は 其 日が 今や 目前に 迨 って ゐる ことを 感ずる。 蔣介 石が 弱り切っ てゐ る事實 
は汪精 衞の脫 出が 遺憾な く立證 して ゐるで はない か。 國民 政府の 財政は どぅ だ、 まるで ボ p f ではない 
か、 關税や 鹽稅の 大部分が 今や 日本に ょって 占有せられ てゐ る。 

國民が 納税す る 一般 税金の 如き も、 最早 昔日の 比では ない。 戰爭 をす るには お金がなくて はならぬ が 其 
金が 何處 から 出る か、 英米 佛な どが 表面 親切ら しい 口吻を 漏らす が ィザと いふ 場合 彼等が 無條 件で 支那へ 
大金を 融通す る 理由がないで はない か。 

彼等に そんな 友情が ある 害な く、 又 誠意の 持 合は せ もない。 換言すれば 取れる 見込みの ない 金を 支那へ 
用立てる 程 彼等は 任 俠の士 ではない。 いづれ の點 から 見ても 日 支 事變は 勝負の 點から 云へ ば旣に 日本が 勝 
って ゐ るでは ないか。 

英米 佛の 抗議は 須く默 殺すべし 

英米 佛三國 が 支那の 鬥戶 開放に っいて 手を 變へ 品を かへ て 日本へ 抗議した が、 こんな ことは 別に 氣にす 
る 程の ものでは ない。 昔の 日本なら ともかく 日本 精神です k む 今の 日本は ビク ともす る ものでは ない。 女々 
しい 辯 解を したり、 泣き ごとを 言ったり 泣きっ いて 見たり して 其 あげくに 折角 收穫 した 莫大の 「效 果」 を 
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身は 米國 にある とも 祖國を 忘れる 事は ない 

私は 日 支 事變が 起って 以來 微力を 捧げて、 皇軍 聖戰の 意義を 同胞に 說く ことに 努めた。 たと へ 身は アメ 
リカに ありと も 日本人が 自分の 祖國 日本へ 赤誠を 勵む ことが どぅして 惡い か、 そんな 事が 斷 じて 反米 態度 
でない 點を 最初 力ら カ說 した。 事實を 承知せ ぬ 一部 白人が 皮相の 觀察で 日本の 惡ロ をい ふのは 一顧の 價値 
すら もない。 

そんな 者の いふ ことを 敢て齒 芽に かける 必要は ない。 私は っ— ない 人間では あるが、 日 支 事變の 因っ 
て來た 黒を 詳細に 硏グ九 L そして 凡ての 點に おいて 日本が ラィトで ある ことを 悉く 發 見した。 止む を 得 ざ 
るに ょって 日本が 淚 をのんで 戰 つて ゐ る事實 を 何人と 雖も 、どぅして 否定す る ことが 出來 るか。 

日本は 決し 5 那 人と 5 wtQ ではなくて 、義四 億の 民衆を 雲の 苦しみに 陷れる 赤化 拿と 交 
戰 してる の だ。 支那 領土 剝奪 など そんな ことは 日本の 眼中には ない。 それょりも モット < 大きな 問題が 
橫た わっ てゐる それは 赤色 ソ聯が 支那 大陸を 赤化し、 更に. 日本への びんと する 其 霊を 斷乎 擊滅 しなけ 
れば ならない からだ。 

云は は 日本は 今 死線を 前と 後と に控 へて 「ラィフ」 オア 丨 「デ、 ソス」 の 危機の 上に 立っ てゐ ると も 言へ 
る だから 日 支 事變は 支那 領土 侵略が 目的で ある どころ か、 日本が 日本 自らの 將來の 安全を 確保 するとと 
もに 支 f 四 億の 民衆の 幸福を 促進 せんがた めの 議 であるの だ。、 この 聖戰 に從 事す る肇 勇士は 正に 東洋 
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投出 すが 如き 不用意は 今日の 日本には 全然ない。 

米國の 抗議 後旣に 一ヶ月 も經 ったが、 日本は 悉く おちっきはらって ゐる 。その 次に 英米の 抗議が と ^ い 
たが、 「あ \ 又 か、 待っ てました」 とい ふ 態度で ある。 これは 何を 語る かとい ふに 日本が か i る 抗議に 重 
きを 置かぬ とい ふ ■事實 と、 日本には 旣に 一定 不變の プログラムが 確定して る事實 とを 立證 する 何ょりの 證 
據で ある。 

國民政府外務大臣格の王寵惠が公然と聲明して英米佛三國へ日支和平の仲介人となってくれと云はぬば 
かりに 呼びかけて ゐる 。この 聲明 から 考 へても あらかじめ 支那を 中心として 英米 佛三國 間に 芝居の筋 書が 
出 來てゐ たこと が 明かで ある やうに 思 はれる。 

日本への 抗議に 關 し、 英米 佛三國 が祕 密會議 をした であらう ことは、 も 早 議論の 餘地 はない 。其 抗議が 
ー應 形の 如く 提出され たのを 待って 米 國國務 省が. 「今後 日本へ 飛行機 附屬 品を 賣らぬ やうに 忠吿 し、 それ 
がた め 其 後は 日米 間の 飛行機 取引が 一切 中止され た」 と國務 省から 發 表された が、 それと 前後して 汪精衞 
が 重慶を 飛び出して 勇敢に 日本との 媾和を 叫ぶ に 至った 0 

其 處へ米 國議會 が開會 され、 例の 軍備 擴張案 や グアム 防備 案が 續々 .顏を 出して ゐ る。 又 日本では 本日 か 
ら議會 が 開かれる。 こうした や\ こしい 國際 政治の 暗雲の 一角から 國民 政府の 外務大臣た る 王 寵惠が (良 
く 云へ ば) 英米 锦を叱 咜 して 「旣に 抗議まで 出して 日本の 九ヶ 國條約 無視を 詰責す る 位なら 今 j 歩す \ ん 
で 斷然 、日 支 媾和の 條件で も 出して 此紛 爭を片 づける のが 誠意 ある ものの 踏む 道では ないか」 と、 一太 刀 
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肩を持っ あの 米國 新聞 や 映 畫界の ワイ^-連の 叫びを 米國 輿論と 信じて はならない c 

蓋し 現在の 日本に 對し 第三 國が壓 迫に 來る やぅな 事は 斷然 あり 得ない 事を 私は 信ずる。 

モン ロー 主義が メキシコ、 て 滅茶^^ 

米國で 一部の ワイ ワイ 連が 日本を ボ ー イコ ット せょ とい ふが、 これな ども 實に 笑止の 至りで ある。 ボー 
イコットといふことは經濟學のセオリ|としてはー顧の價値があるかも知れぬが、實際的には全然效果が 
ない。 特に 日本を ボーイ コットす るが 如き 事は 斷然 役に立たぬ。 日本には 獨逸 伊太利と いふ 有力な 後援者 
がゐ るに かて X 加へ て 今日では ポ ー ランド も ハン ガリ ー 國も 悉く 日本の 味方で ある。 

英米 佛が いかに 力瘤を入れて 日本を ボ ー イコ ット しても、 獨伊が 先頭に 立って これに 其 他の 小國が っい 
て來 るなら 英米 佛の 方が 却って 馬鹿を見る であらぅ。 過去 半ヶ 年間に 米國 飛行機 製造 會社が 日本 行きの 飛 
行 機 や 其 附屬品 一切の 發賣を 禁止した と ハル 長官が 發 表した が、 その 金額が ザ ット八 百 萬弗內 外で ある 0 
ーヶ年 千 五六 百 萬 弗の 取引は 別に 大した ことでは ない。 米國が 日本へ これ 等の 物品 販賣を 拒むなら 日本 
は獨 伊から それ以上の 數量 をい っで も 容易に 買 入れる 事が 出來 る。 英米 佛三國 に 云は すと 世界で 「持っ 國」 
は 英米 佛と ソ聯で あり、 その 反對に 「持たぬ 國」 は 日獨 伊で あるとの こと だが、 その 「持たぬ 國 J と 彼等 
が輕視 する 獨 逸の 軍闬 飛行機は 今や 六千臺 以上に 達し、 正に 世界に 冠たる 有樣 ではない か、 更に 伊太利の 
空軍を 見る がょ い。 その 堂々 たる 構へは これ 又 英米 佛を 呑む の槪が ある。 
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後退を 語る ものである。 

抗議 書に も 明白に 認めて ある 所の 「支那 民衆 多數 によって 擁立され るいかなる 政府と も條約 締結の 用意 
あり」 と ハッ キリと 發 表した 點を 我々 は輕視 しては ならない。 私は あの 抗議文を 讀んだ 時に 「ハ ハ ア三國 
が 愈よ まゐ ったな、 降參も 同然 だ」 と會心 の 笑みを 浮べた。 

三國の 立場から 言へ ば 北支 や 中支に 臨時政府 や 維新 政府が 旣に 組織され 續いて 遠からず 漢ロや 廣 東を 網 
羅 する あの 地方の 中央 新 政府が 生れる であらう が、 其 時期が 來れば 北 中 南支を ふくみ 新政 權 代表者が 一堂 
に會 して 全 支那の 中央政府を 樹てる であらう 事は 無論 疑 ふの 餘地 は. ない ◦其 時には 蔣介 石を 見切って 新政 
櫂に 乘り替 へねば ならない 位の 覺 悟を 持って ゐる事 明かで ある。 日本 も 此點に 關 し間斷 なく 研究と 準備と 
を續 けて 居る。 

蓋し 此新 支那 中央 政權が 組織せられ た 時が 卽ち蔣 介 石の 完全な 沒落で あらう.。 三國 にしても 其 時期が 來 
れば 嫌で も應で も 現 實の新 事態を 無視す る わけには 行くまい。 

試みに 米國が 有する 在支權 益を 見る がよ い。 總額ニ 億 弗に 過ぎぬ 程の 米國 としては 極めて 少額で ある。 
其 位の 事で 日本と 戰爭 をす る價 値が 何處 にある か。  . 

この 外に も 研究 すれば する 程い ろ < の 理由が あるが、 之を 要するに 支那を 中心に 米國が 日本と 戰 端を 
開く 程の 原因は 絕對 皆無で ある。 そして 米國は それを 悉く 承知して ゐ る。 何の 爲に米 國は强 いて 日本と 交 
載を 欲する か、 私は か X る 事が 絕對 にない 事を 此處 に斷 言す ると 同時に 野次 半分 や 面白半分に 弱い 支那に 
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らば 彼等が 毛蟲の 如く 嫌ふ獨 伊は どぅかと いふに 旣に のべた 如く チ H ッコ國 、ハン ガリ ー國 、ポ ー ランド 
國等々 が 悉く 旣に獨 伊 側へ っいて 來たで はない か、 地中海に 面した ユ ー ゴ I 國へ數 日 前伊國 外相が 出張し 
てユ ー ゴ ー 國當 局と 懇談を 交へ 旣に 攻守同盟が 成立した と傳 へられる が、 それは それと して 少く とも 何等 
かの 條約が 取 交された こと だけは 疑 ひない。 

可成 確實 なる 報道に ょれば 今後ユ ーゴ ー國へ 伊太利の 機械 類 約 三千 萬 弗が 賣り 渡される とい ふ 事で あ 
る。 この 目的の ために ユ ー ゴ ー 國內へ 伊太利の フイ ァット 會社が 支店を 設立して 專ら 軍需品 製造に 從 事し 
其 代償と してユ ーゴ ー 國は 伊太利へ 物資を 提供す るの だと 云 はれる。 更に 獨 逸と トルコとの 國交 はどぅ か 
とい ふに トルコは 此の節 純然たる ファシスト 國の 仲間入りを して 獨逸 崇拜 者の 一 人と なった が、 旣に トル 
コと獨 逸' との 間に ニ 千 萬 弗の 借款が 成立した ことは 公然の 祕密 である。 

無論 此 借款は 現金の 借款で なく 信闬 貸して 機械を 賣ヶ 渡す ことを 指す ので ある。 卽ち獨 逸が 機械 類 ニ 千 
萬 弗を トルコへ 賣り 捌く 契約が それな の だ。 この 機械 類の 代 價支拂 ひとして トルコ 國內の 物資.  を獨 逸へ 提 
供す る こと も ブロ グラム 通りで ある。 更に ァラビァに っいて 考へ るに 獨逸で は此處 でも 悉く 輝かしい 發展 
ぶりを 見せ、 一千 萬 弗の 借款が 成立し、 獨 逸は 機械 類を 提供し、 ァラビァは 國內の 油發掘 權を獨 逸へ 許可 
したと 言 はれる。 

斯く考 へる と自稱 デモ クラシ I 國が 徒らに 空想 や 理想に 走り 現實 を輕視 し、 段々 と 信用を 失って ゐるに 
反し、 獨伊が グイ < 各 方面へ 喰 ひ 込み 勢力 扶植に 成功して る點が 一際 目立っ。 スペイン 內亂に っいても 
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日本が 獨伊 をして 滿洲國 を 承認 させ、 引きっ r き 滿洲生 產品卽 ち 滿洲の 物資と 獨 伊の 製品と を 交換す る 
通商 條 約の 締結に 成功した 背後に 何物が あるか、 言は ずして 何人と 雖も 容易に 理解が 出來や う 0 飛行機 や 其 
附屬 品が 續 々と 獨 伊から 日本へ 輸入され るで あらう ことは 必ずしも 此 道の 通人に あらず とも 判る こと だ。 
現金 又は 物資を 提供して 飛行機 用品を 求める に 何も これを 拒む 米國 から 買は ねばならぬ ことは あるまい。 

之は 僅か 其の 一例に 過ぎぬ が、 窮 すれば 通ず ると いふ ことがある 如く 米國が ボーィ コット すれば 獨伊や 
チェッコ 國やハ ン ガリ ー 國や ポー ランド 國へ 手を のばす 方法が いくらでも あるから、 馬鹿を見る のは 米國 
であると いふ 結果と なる。 メキシコに おける 油田 沒收 問題で 英米が 憤慨して メキシコから 今後 油を 買は ぬ 
ことを 決議した が メキシコは そんな ことで 聊か も 閉口す る樣子 もな く 却って 挑戰的 態度に 出て、 その後 獨 
逸と 油賣買 契約を 結んで 盛んに 油が 獨 逸へ 向け 積み出されて ゐ る。 

それと 同時に 此油 代と して 獨逸製 機械が 盛んに メキシコに 輸入され 始めた。 二三 日 前の 電報に よると メ 
キ シコと 伊太利との 間 及び メキシコと 日本との 間に も 油賣買 契約が 成立した と傳 へられる 。かう うなる と 
英米の 顏が 丸っ ぶれで あると ともに ボ ー ィコ ット なる ものが いかに 無力で あるかが ハッ キリす る。 グズグ 
ズ すると モン ロー 主義が 滅茶々 々になる 憂 ひは ないか。 

自稱 デモ クラシ ーの 無力 

英米 佛が 自稱 デモ クラシ ー 國で なければ、 人間の 國で はない やうな ことを 言って 熱を あげて ゐるが 、然 
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年 七 億 弗を 棒に ふる 結果と なれば それ こそ 藝をっ \ いて 蛇を 出す も 同然で ある。  • 

又 米國が 日本と 開戰 する にしても、 東洋に 根據地 もない 米國が 果して 日本海 軍へ 對抗 する だけの 大 鰹 隊 
を どぅして 送る 事が 出來 るか、 これ 等 S を 冷 靜に考 へるなら 米國が 日本へ 謹す るが 如き ことは 斷然あ 
り 得ない ことで ある。 米國の 一部では 一に も 門戸 開放 ニに も 門戸 開放と いふが、 然 らば 門戶開 放に ょっ て 
いかなる 利益を 得ん とする か、 蓋し 支那が 現在の 不安 狀態 から 今少し 秩序 ある 國家 とならぬ 限り 米 支 貿易 
の擴 張は 望み 得ざる ところで ある。 

參考 の 爲に 朝鮮に おける 米 國品輸 人に っいて 考 へて 見やぅ。 今から 三士 ハ 年 前の 朝鮮への 米 國品雷 額 
が 約 二十 萬 弗だった、 其 翌年には それが 九十 萬 弗に 達した、 それでも 尙ほ其 金額た る や 實に ，微 々たる もの 
であっ たが、 その後 今を 去る 二十 六 年 前に 朝鮮が 日本へ 合併され るに 至り、 合併 三ヶ 年後には 驚くな かれ、 

約 四百 萬 弗の 米國 品が 輸入せられ た。  、 

更に 其 Q 後 千 九 百 二十 九 年には それが— 露に 達した。 山 東 省や 滿洲 £ハ て もこれ と 同樣な 現象が 
生じて ゐ る。 卽ち 日本が 滿洲 を併吞 して 以來 、滿洲 における 米國品 輸入が 約 三倍の 增 加を 見た。 朝鮮 や 滿 
洲が 日本と 合併され たこと が、 通商 貿易 上から 言って 決して 門戶 閉鎖で ない ことが 以上の 事實に てらして 
極めて 明白では ないか 0 

此 一事を 見ても、 米國が 日本と 開戰 する 何等の 理由が 存在せ ぬ ことが、 何人に も ハッ キリす る。 この 點 
{C 關 し米國 陸軍の 退役 少將モ ズレ ー 將軍が 以上の 事實 を列擧 して、 公平な 意見を 發 表した が、 悉く 感謝に 
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靜かに 考 へて 見る 必要が ある。 英米 佛が 物質的に も 亦 精神的に も 同情を 表し 支持を もな ほ辭 せない 赤色 共 
產 主義の 政府 黨の 現狀 はどうで あるか、 ファシスト 伊太利の 支持を 受けっ i ある 革命 派 フランコ 軍に 完全 
に 征服され て 今や グゥの 音 も 出ぬ ではない か。 かくの 如く 獨 伊の 勢力は 歐 洲を壓 倒し、 ァフリカ や 小亞細 
亞をも 風靡して ゐる 。まさかの 場合 彼等は 全幅的に 日本を 支持す るの だから 實に 豪勢 だ。 

米 支 貿易と 門戶 開放、 此事實 を 見ょ 

日 支 問題で 日米 國交が 急を っげるな どと 直ぐに そんな ことを 言 ひたが る ものが ゐるが 、門戶 開放 や 機會 
均等に 議論の 花が 哚いて 果して それが 戰爭 になる だけの 理由と なる であらう か。 私が 度-々 何處 かでの ベた 
如く、 支那に おける 米國の 投資は 約 ニ 億 六 千 萬 弗 見當で ある。 

然 らば 米 支 貿易は どうかと 云 ふに 千 九 百 二十 年から 千 九 百 三十 ニ 年までの 十二 年間に おける 支那への 米 
國品 輸出が 約 十三 億 弗に 相當 する から ーヶ年 平均 一億 弗內 外で ある。 次に 支那に 在住す る 米 人の 數は 商賣 
人が 約 四千 人で 傳道 や社會 事業に 類した 仕事に 從事 する 人々 が 約 八 千 名 位 だが、 僅か この 位の 投資 や 輸出 
や 在 支 米國人 保護の 名目で 日本と 戰爭 する が 如き ことがあり 得る であらう か。 

翻って 日本との 貿易に っいて 考へ るに 米國は 毎年 日本へ 六 七 億 弗の 品物を 輸出して ゐ る。 それの みか 每 
年米國 から 支那へ 輸出され る 棉花の 七 割 五分まで が 支那に おける 日本人 經營の 工場に ょって 購買され てゐ 
る。 在 支 ニ 億 六 千 萬 弗の 米國 投資 や 一ヶ年 一億 弗內 外の 支那への 輸出を 保護 せんがた めに 日本への 輸出 每 
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して くれる ものが 現 はれる とい ふのは 悉く 有難い 次第 だ。 

話が もとへ 戾る 恐れが あるが、 參考 のために 門戸 開放に 關 する 米國 政府 自身の 過去の 態度に 就て 少し ば 
かり 歷史を 引用して 見やう。 米國 南部の 貿易港と して 有名な 一一 ユ ー、 オリ ァンスは 今から 約 百 七十 年 前は 
スペイン 領土であった。 其當時 佛國は ナポレオン 皇帝が 威張って ゐた 時代だった ので、 歐洲に 於ても 彼の 
鼻息の 荒かった 事は 勿論で ある。 

之に 反し 瀕死. Q 狀態 にあった スペインが 到底 長らく ニ ユ ー オリ ァンス 港を あの ま X 持ち こたへ ぬで あら 
うことは 其 當時旣 に 一 部では 考 へられて ゐたが 、果然 今から 百 六十 九 年 前に スペインが ナポレオンと 密約 
を 結んで 遂に 一一 ユ ー オリ ァンス 港を 佛國へ 譲る ことに 話が 纒 まった。 時の 米國 大統領 ゼファ ー ソン 氏が 此 
の 事 實を發 見した のが、 その 翌年の 千 八 百 八十 一年だった。 

ゼ ファ ー ソン 大統領は 其 直後 時の 駐佛 米國 公使 リヴ インス トン 氏を 通じ、 この 取引に 關し ナポレオン 皇 
帝へ 抗議を 送っ た。  . 

I ーユー オリ ァンス 港 如何 

其 抗議の 大要は かう である。 一一 ユー オリ ァンス 港は 米國 領土への 關門で ある。 その 關 門を 弱國 として 他 
列國か ら輕視 されて ゐ ■る スペインが 占領して ゐる 間は、 米國 としても 別に 不安を 感ずる やうな ことは ない 
が、 一朝 ナポレオン 皇帝の 如き 不撓不屈の 軍國 主義の 主權 者に ょって、 此關 門が 支配され る嘵に は 米國と 
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堪へぬ ことで ある。 

米國 の門戶 開放 主義？ 自國 の歷史 を先づ 讀め 

米國 人の 多數 は實際 公平で 話が 判る が、 ホンの I 部の ものが、 ギ^ ^ いふので 困る。 新聞 や レ デ オ 

放送 氏たち には、 一 兀來が 野次 氣分滿 々にかて \ 加へ て セン. セ，- ショ ナルな 記事を 好む 癖が ある。 多 數米人 

の 意向を 尊重す ると いふょりも，、 其 反對に 少數の 野次馬の いふ こと やする ことを、 ヮザと 仰山に 報道す 

る。 我々 日本人に も 此の 野次 氣分が 多分に 發 見され る。 特に 新聞記者 仲間には こんな 手 合 ひが 可な り多數 
を 占めて ゐるや ぅだ 0 

話が 橫 道には いったが、 旣に 私が 說 明した 如く、 朝鮮に しても 日本と 合併 (彼等の 言を 拜借) 後の方が ズ 
ット 海外 貿易が 盛んになっ てゐ る。 米國 品が 朝鮮 や 滿洲へ 輸送され る數 量が 今では トテモ 大した もの だが 
この 事實 にて らしても 米國の 如きは 寧ろ 日本との 合併を 喜ばねば ならぬ 箸で ある。 然るに 米國の 一部では 
徒らに 机上の空論に 浮 身を やつして、 現實を 無視す る 缺點が あるから 實に 困る。 あて 推量 や 面白半分に ヮ 
ィヮ ィギャ 丨~^ いふので は それに 對し辯 解す るに も 手段 方法がないで はない か。 

斯樣な 無茶苦茶な 議論は 遠慮なく 機會 ある 每に眞 正面から 堂々 とやり 込 办て やる こと だ。 尤も 米 \ の 中 
にも モズレ ー 將軍 や、 ヱキ ザ ミナ 新聞の 如く 信ずる ことを 平氣で 云つ ての ける とい ふ 他の 國 民に 見られぬ 
美點を 持っ 人物が 多數ゐ るから 實に 有難い。 こちらが 熱くな つて 啥 つて か \ ら なくても 米 人の 間から 反擊 
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らんと する 日本の 生命線に 外ならぬ。 その 點 恰も 米國が 千 八 百 ニ 年に-一 ユ ー オリ アンスを 锦國 から 買 ひ 取 
ったと 毫も 變り はない。 然るに 米國が 往時の 自己の 主張を 無視して 支那に 關 する 限り 九 ヶ國條 約な どを 引 
き 出して 機會 均等を ギヤ ー いふのは 實に 矛盾 も 亦 甚だしい とい ふの 議 りを 免れぬ。 かう した 點 を列擧 
して 日本は 今後 ビ シ <泶 國政斿 の 反省を 促すべき である。 

支那を 喰 ひ 物にする 者は 白人 國自 身では ないか 

支那の 領土保全を 保證 する ために 九ヶ 國條 約の 嚴 守を 日本へ 强 ゆると いふ 建前で、 日本へ 喰って かゝる 
の もょ いが、 苟も 平素 國際 正義 や國際 道德を 叫ぶ 米國 が歐洲 列強を 責むる 事輕く 徒らに 日本を のみ 責 むる 
事 甚だ 重きは どう 考 へても 合點が 行かない、 領土保全と いふ ことは 一片の 空理空論では ないか。 

實際 問題と して 考 へたい ことは、 果して 支那 領土が 獨立國 としての 面目を 維持して ゐる かどう か、 その 
點で ある。 支那には 外國 租界と いふの が ある。 其處 には 支那の 法律が 役に立たぬ、 治 外法 權と いふの がそれ 
である。 支那 領土で ありながら、 支那の 主權が 物を 云は ぬ やうな 制度が 果して 支那 領土保全で あらう か。 

租界なる ものが 旣に 支那の 主權を 無視し、 恰も 支那に 對し獨 立國で あるかの 觀を呈 する 事 實は米 國と雖 
も 之に 對し辯 解の 辭は ないで あらう。 租界 旣にか くの 如し だが、 此の 外に 租界ょりも モット、 ヒドィ 領土 
權蹂躧 行爲が 支那 到る ところに 行 はれて ゐる 。香港の 如きは 就中 その 顯 著なる ものである。 

か ゝる橫 着 千 萬な 振舞を 平氣で やる 連中が、 支那 領土保全の ために 九 ヶ國條 約 尊重を 飽くまで 日本へ 要 
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しても 確に 不安と 脅威と を 感じ、 將 來米锦 間の 軋鑠が 大いに 增加 する であらう ことを 信ずる。 

かゝる 事態の 發生は 兩國の 國際關 係を 悪化す る、 抑々 わが 米國 は傳統 的には、 英國を 疎外し 寧ろ 佛國と 
提携す る ことを 主 萎と して ゐるが 、拂國 が 飽くまで 一一 ユ ー オリ アンスを 屬領 として 所有す る ことを 主張す 
るなら、 其 時は 背に 腹は か へられぬ から 米國は 英國と 同盟を 結び 佛國に 釾抗 する 方針に 出る の 外は ない。 
さう なれば 锦國 としても 非常な 窮地に 陷るで あらう。 其點を 佛國が 得と 考慮す る 必要が ありは しない か。 

いづれ にしても 米國 領土の 關 門た るニユ ー オリ アンス 港を 佛國が 占有す る ことは 米國 として 默許が 出來 
ぬ 旨を 率直に のべた。 その後 兩國 代表者が 種々 交渉を 重ねた 結果、 遂に 一一 ユ ー オリ アンス 港を 始め その他 
全 ルイジアナ 州を 米國が 佛國か ら買ひ 取った ので ある。 私が 今考 へて 見たい ことは 此關 門と いふ 點であ 
る。 一一 ユ I オリ アンスは 元來 スペイン 領土では ないか、 その 領土を スペインが 佛 國へ讓 るに 何の 不都合が 
あらう か。 然るに 米國が 公然と 前記の 如き 反 對を唱 へて 最後には 其關 門を 米國 自ら 手に入れた。 

衆 國 領土へ 0關 門が 富 强國の 手に 歸すれ ば 米 國の獨 立が 脅かされる とい ふの が 其 趣旨だった が、 この 理 
窟は いかにも 尤もで ある。 今 これを 試みに 日本が 滿洲や 支那に 對する 場合と 比較して 考 へて 見やう。 滿洲 
や 支那は どの 點から 見ても 日本の 關門で はない か。 その 北部 や 北西 部の 關門が 今や ソ聯の 共産主義に 蠶食 
されん とし、 其 西部は 英佛 屬領と 密接な 關 係を 持っ てゐ る。 

更に 南部の 關門は 香港を 中心として 全く 英國の 勢力 配下に おかれて ゐる 。かくの 如く 日本の 關門 たる 支 
那の 要港が 直接 間接、 他 列強に ょり 勝手に されて ゐる狀 態で ある。 しかして 今 囘の日 支事變 は此關 門を 護 
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葉の 如く 自分の 缺點を 棚に あげて 他人の 行爲 をい やに 氣に する 點が米 人の 著しい 缺點 である。 

機會 均等と いふ 言葉は 米 人の 常套語で ある。 そして 支那 問題に おいて、 此 言葉が 今や 流行語と なって 居 
る。， だが 不審な 點は 支那 大陸に おいて 機會 均等を 叫ぶ 其 同じ 米國 が、 米國 領土 內で 支那 人 や 日本人に いか 
なる 待遇を 與 へて 居る かで ある。 

此點 にっいて は旣に 幾度 も說 明した から 此 所に 之を くり 返す 事を 避ける が、 それの みならず 彼等の モン 
ロ ー主萎 も 私に 言は せる と隨分 我儘 勝手な 主 萎で ある。 

いっか も 私が 述べた 如く 米國の 主張は 日本人 や 支那 人、 はては 獨 逸人 や 伊太利 人は 米 大陸への びる 事を 
許さぬ が 北米 合 衆國は 勝手に 東洋への びても ょいと 云 ふの がそれ である。 

比島の 如き も 千 九 百 四十 四 年には 完全に 獨立 する プログラムな の だが、 どぅやら それが 更に 十 五ケ 年間 
のびるら しいので ある。 ッマ リ米 比兩國 特殊の 了解の もとに 殆ど 無關税 主義を 採用す る議が 持上がって 居 
る。 之は 比島 國產 品を 無税で 米國へ 輸入せ しむる 策と して、 比島を ヘルプす る 事には なる が、 それと 同時 
に 米國 の國產 品を も 同 一條 件で、 比島， へ 輸入す るの だから 第三 國例 へば 日本の 立場から 言へ ば 日本 品を 排 
斥して 米國が 一手に 比島の 商 賣を專 有せん とする 策に 外ならぬ。 

他の 言葉で これを 一一 S へば、 極端な 機會 不均等 主義で ある。 之な どは 米國の 我儘 勝手を 立證 する 好例と 言 
っても ょい。 東洋へ ノ ソリ<  割込む 事 それ 自身が 旣に モン ロ ー 主義の 精神に 違反して 居る と 同時に、 米 
國が やかましく 叫ぶ 機會 均等 主義を 比島 問題に おいて 完全に 米國 自身が 打ち こは して 居る ではない か。 


求す ると いふのは 矛盾 も 亦 甚だしい。 本來 からい ふと 九ヶ 國條 約は 恰も 後見人の 如き ものである 。支那が 
一人で 十分 やって 行き 得ぬ から 九ヶ國 が 其 後見を するとい ふの が 九ヶ 國條 約の 精神， である 箸 だ。 

之を 個人に っいて 考 ふるに 後見人の 必要 ある 場合は、 本人が 未丁年 者 か 不具者 か 老齡で 意識を 喪失して 
ゐるか 乃至は、 發 狂者で ある 場合に 限られて ゐる 、一人前の 人間には 決して 後見人の 必要は ない。 だから 
歐米列强が九ヶ國條約を飽くまで固持して支那の後見をっ ^' けんとすることは、これを他の言葉で言へば 
支那の 完全なる 主權や 領土 權を 認めぬ とい ふこと である。 

卽ち 今後 租界 制度 や 租借地 制度が 現在の ま X でっ ^ けられる 限り、 支那の 領土 權や 主權は 絕對で はない 
誠心誠意 支那 領土保全を 望むなら 先づ 、彼等は 此の際 進んで 租借地 や 租界を 綺麗 サッ パリと 支那へ 返戾す 
べしと 私は 叫ぶ。 領土保全を 叫ぶ 後見人 自身が 被 後見人の 財産を 横領す る 樣な心 がけで どぅして 後見が 出 
來る か。 

日本が 今や、 支那に おける 租界 や 治 外法 權 制度 撤廢を 唱導す る眞 意は 實に玆 に 存す るの だ 〇 公平を 以て 
自任す る 米國が 此の 判り 切った 理窟に 氣づか ずして 九ヶ 國條 約を たてに 日本を 責める のは 實際ど ぅ考 へて 
も 無茶苦茶 だと 言は. ざるを 得ない。 

聞いて あきれる 米國 の機會 均等 主 萎 

米國 人は 親切で 正義 觀 念に 富み 同情心 も あり 先づ 人間と しては 上の 上で ある。 听が 澄臺下 暗し とい ふ 言 
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人類 爭鬪の 種を まくと 平氣で 彼等は 喋りた て X ゐ る。 然らば ソ聯 露國は どちらの 派へ 附屬 する かとい ふに 
P に 出して 言は ぬが、 先づ デモ クラシ ー 派へ 附屬 する こと 無論で ある。 

デモ クラシ ー國が 果して 文化の 母で あり、 人類 幸福の 父で あるか どぅかの 事實 にっいても、 我々 は考へ 
る 必要が ある。 米 人の 多くが スペイン 內亂に おいて 共産主義の 政府 黨をヒ イキし てることは 爭 はれぬ 事實 
だが、 その 政府 黨の 首領 大統領 ネグリンは 最初 ソ聯の 煽動で 國 策を あみ 出し、 爾來 ソ聯の 支持を 受けて 
ゐる 0 

それと 同時に 赤色 味 タツ プリの 佛國が 此の 政府 黨へ 力を入れて ゐる こと も 疑 ひの ない ところ だが、 これ 
に 反し 國家 主義を 奉ずる 革命 派の フランコ 將 軍は 極端な 共産主義 反對 者で あると 同時に 伊太利の ムソリ ー 
一一 首相から 物心 雨 方面の 援助を 受けて ゐ る。 

蓋し スペイン 內亂は 防共 主義と 共産主義との 戰爭だ が、 國際 的に 言へ ば 伊太利 對ソ聯 及び 佛國の 戰爭と 
云へ ぬ こと もない。 こんな 關係 から 米 人の インテリ 階級は 反 フランコ 派へ 同情を 表して ゐる 。所が ネグリ 
ン 政府は 今や 首府 バルセロナを 捨て X 首領の ネグリン 自身 も 亦佛 國へ遁 入した。 

更に 驚く 事は、 ネグリン 政府 卽ち スペイン 赤色 共產 派が あらゆる 非 文明の 蠻 行を 恣に した 事實が フラン 
ゴ 軍の バルセロナ 占領に ょって 曝露した ことで ある。 彼等は 共産主義者の 誰もが 信' 一 r るが 如く 宗敎を 無視 
し、 僧侶 や 尼僧を 虐待す る ことを 職業の やぅに 考へ バルセロナに おいても 寺院と いふ 寺院を 悉く 破壤 し、 
僧侶 や 尼僧を ^ 殺した 數が 無數だ と傳 へられる。 これは 何を 語る かと 云へ ば 共産主義が いかに 恐るべき か 
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一方 米國が 稍 も すれは、 日本を 侵略 國呼 ばは りして 米國の 脅威 だと 宣傳 する にも 拘はら ず、 宣傳せ られ 
る 日本は 未だ 曾て 只の 一度 も米國 へ敵對 した ことは ない。 ょく 考 へて 見る がょ い。 太平洋 上に おいて 米國 
の 脅威と 宣傳 せられる 日本は 旣に 述べた 如く 指を 啣は へて ハワイ 群島を 米國 のな すが ま X に委か したでは 
ないか、 更に グアム島は どぅで あるか。 

日本から 僅か 千 五 百 マ V ルの 太平洋 上に あるに も拘 はらず 約 六 千 マイルの 遠距離に ある 米國に 文句な し 
に占領させてゐる。そのグ7ム島へ米國は今や七千萬弗からの入費を投じて防備を計畫してゐるが、ー體 
どちらが 侵略 主義で あり 「脅威」 であるで あらぅ か。 

_) 

スペインの 內亂と 日本の 立場 

理窟と 實 際とは 大分 相違す ると ころが ある。 アメリカが ともす ると 理窟に 走りす ぎて 實 際を ほつ たら か 
す 例を 私は 餘り にも 多く 發見 する。 これは 別に 米國や 米國 人の 悪口を いふ わけでは ない。 例へ ば 米國 人間 
で 流行す る デモ クラシ ー國 とい ふこと についても 矛盾した 事實が 今や 續出 する 有樣で ある。 

世界に デモ クラ シ ー 國と いふ ものが あ. り、 これに 反對 する 國家が ト ー タリアン 國で あると いふの が 此の 
派の 主張す ると ころ だ。 そして 自稱 インテリ 級の 米 人達は デモ クラシ ー 國の 指導者と して 英米 佛を 擧げ、 
其 反 對の國 家と して 日獨 伊を 暗々 裡に 列擧 して ゐ る。 

世界平和 や 人類 幸福を 促進す る ものは、 只 デモ クラシ ー國 あるの みで トー タリアン 國家は 文化を 破壤し 
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將 軍政府を 承認す るが 正當 であるとの 忠 吿を與 へて ゐ る。 

スペイン 人口 ニ 千 五 百 萬の 中二 千 萬 人が 旣に フランコ 革命 政府に 參 加し、 その 主義を 支持す る 以上 國際 
法の 精神から 言っても 革命 政府 承認は 當然 きった ことで ある。 抑々 共產 政府は 過去 ニケ 年間 治安 維持の 責. 
任 ある 政府と して 何事を なし 得た か 0 

悪政と 秩序 紊亂 と蠻行 等々 と 言った 箸に も 棒に も か ゝらぬ 不都合の 行爲で 歷史を 汚が して ゐ る。 共產政 
府はも 早 獨立國 家と しての 存在の 資格は ない。 米 國は須 らく 此新 事態を 認識して フランコ 政府を 承認せ ね 
ばなら ぬと いふの が マコ ミック 氏の 主張 だが、 いかにも 尤もで ある。 

日本が ズ .ット 以前に フランコ 將 軍政府を 承認して 爾來 この 態度を 維持した ことは 正に 先見の明が あつた 
とい ふ 誇りを 感じ 得る わけ だ。 私は 强ち デモ クラシ ー國を罵るものではないが、實際にてらしてこ忆を見 
るに 英米 佛が ソ聯や 赤色 スペイン 政府を 精神的に でも 支持す る やぅでは 餘り 感心 出來 ぬ ？: とを 斷言 せざる 
ベから ざる ことを 遺憾と する。 

彼等の 國家に 同情す ると いふ ことは、 彼等の 蠻 行を オ ー ケ ー するとい ふこと である 。ソ聯 にしても スぺ 
イ. ン共產 政府に しても 絕對に 宗教を 無視し 支那 共産軍 も 其點で は 此特徵 を 最も ハッ キリと 現は してゐ る。 
近くは 共産 メキシコは どぅで あるか、 敎會を 閉鎖せ しめ 僧侶を 投獄し あらゆる 蠻 行を 平氣で やつて ゐ る。 
之は 共產黨 のっき もの だから 別に 不思議は ない。 キリスト 敎國と レて 自他共に許す 米國が デモ クラシ ー の 
美名に 醉ひ 、味噌 も 糞 も 一 諸にして ソ聯や スペイン 共產 政府 や 支那 共産軍と 握手した 蔣介 石に 同情を 持つ 
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の 事實を 悉く 裏書した もの だ。 

日本が 支那で 戰を續 ける の も 其の 第 1 目的が 防共に ある。 バルセロナが 陷 落して 以來 この 慘 忍な 暴行 曝 
露と ともに 米國 輿論に 大變 動が 來てゐ る 兆候を 何人も 認める。 これは 誠に 結構な ことで 間接に 今後 日本の 
立場が モットょ く 認識され る わけ だが、 これな どは 米 人が 理窟に 走りす ぎる ために 柱々 にして 現實を 等閑 
に附 する 缺點を 語る 好例と も 云へ る。 

共產 分子の 肩を持っ 米 國の不 認識 

伊太利 も 獨逸も 日本 も ズット 以前から 、共産主義 スペイン 政府と 絕 交して 其 反對に 政府 反對の フランコ 
政府を 承認して ゐる 。在東京 スペイン 公使館が フランコ 將 軍政府 代表の 公使館に 變更 された 當 時の 成行き 
を 今な ほ 同胞の 多數が 記憶す るで あらぅ。 

米國で は それが 正 反對で 、現在で も 共産 政府 代表の 大使が ヮシントンで 頑張り 米國 政府 も 無論 これを 支 
‘ 持して ゐる 。それば かり か 最近では、 中立 法の 精神を 無視して まで も スペイン 政府 黨卽ち ネグリン 派へ 武 
器 供給を 許可す べしとの 說が やかましく 唱 へられる とい ふ有樣 である。 

此の 說が 盛に ならん とする 矢先に、 首都 バルセロナが 陷 落して アサ 1 1 ア 大統領 や ネグリン 首相 等々 の 親 
分が フランスへ 逃 込んだ とい ふの だから 米國 としても 先見の明が なかった 點をテ レ かくす わけには 行かな 
い。 米國 下院議員 マサ チユ ー セット 州 選出の マコ ミック 氏は ハル 長官へ 書面を 送って 此の際 速に フランコ 
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眞っ 最中に 英锦が 伊太利を 說いて 其 味方と なした 時の 約束に 嬢 和 終結の 曉 に は アフリヵに おける 領土の 一 
部を 伊太利へ 割譲す る條 件が 取 かは された。 

此 約束を かは した 當の 責任者た る 時の 佛國 首相が 其後辭 職した やうな ことから、 歐洲 戰爭が 終って 嬉和 
が 成立した 際には、 アフリヵ 領土は 遂に 伊太利に 割讓せ られ なかった。 かくの 如くに して、 伊太利は 椽の 
下の 力 持 も 同樣な 馬鹿を見た ことと なった が，、 他の 言葉で 云へ ば 英悌 から 一杯 喰は された とも 云へ やう。 
こんな わけで 伊太利は 相 變らず 「持たぬ 國 ，一として 其後獨 逸と 同病 相 憐れむ 境遇に ある。 デモ クラシ ー 國 
とい ふのは 先づ 以上の 如き 歷史を 其 背後に 持っ 國を 指す ので、 その 悉くが 他人の 物を 奪取した 國 である 事 
實が歷 然と 歷史に 現は れてゐ る。 だから デモ クラシ ー國は 過去を 一切 不問に 附 して 今後の 事を やかましく 
いふので ある。 

九 ヶ國條 約の 如き もこの 點が 著しく 現れて ゐる 。領土 不可侵と いふ 彼等の 言葉は 今後に 對 する ことを 指 
示す る ことで 今までの ことは どうで もよ いが、 今後は 絕對に 侵略を 許さぬ とい ふの が 卽ち それで ある。 米 
國がハ ワィを 奪取した 前例 や 英锦が 他國の 領土を 奪取した ことな どは 就中 その 好例で ある。 

更に これを ザック バランに 言へ ば 持っ 國が 現在 所有す る 自分 達の 領土 や 物質を 「持たぬ 國 J から 奪 はれ 
ぬ やうに 「現 狀 維持」 を 確保 せんとす る 利己主義 とも 云へ ぬ ことは ない。 英米 佛の 立場から 云へ ば 今後 日 
獨伊が 彼等の 繩 張を 荒さぬ やうに 用心す る 方法で ある。 
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とい ふのは どう 考 へても 理窟が 立たぬ ので ある e 

デモ クラシ ー 國とは 他人の 物を 奪っ た國 

デモ クラシ ー 國と いふのは 或 意味に おいて 「持つ 國」 とい ふこと でも あるが、 モット 遠慮なく 云へ ば 過 
去に おいて 他人の 屬領を 腕力で 奮 ひ 取った 國で あると も 云へ やう。 例へ ば 英國が 印度 や. アフリカ、 カナダ 
養 州 その他を 武力で 取つ たこと や フランスが 同じく 東洋 や 了フ リカに おいて 屬領を 所有す る歷史 等々 がそ 
れで ある。 

其點で は 北米 合 衆國も 同罪で ある 。ハワィを 併吞 した ことな どは 實に この 奪取 主義の 好例と 言へ る。 こ 
の 點に 關しボ ー クカ ー タ ー 氏の 如き 米 人 評論家が 公正な 議論を 發 表して ゐる 。これを 要するに 物を 持っ 國 
とい ふことは 國際 的に 言へ ば 過去に おいて 他人の ものを 取り込み 今日では あり 餘る程 物を 持っ とい ふ 意味 
とも 解され る。 

之に 反し 「持たぬ 園」 とは 他人. の 物を 奪取せ ぬか 乃至は 旣に 持って ゐた 物を 他國か ら 取られた 國で ある 
と考 へたら 間違は ない。 獨 逸の 如きは 曾て 持って ゐた 物を 世界 戰爭 後、 スッ カリ 取られて しまった。 その 
獨 逸の 所有物を 奪 ひ 取った 國 は英佛 等々 の 所謂 「持っ 國」 として 威張って ゐる 連中で ある。 

獨逸が 東洋 や アメリカに おける 屬領を 喪失した あの 歷史が 何もかもを 物語って ゐ る。 然 らば 伊太利は ど 
'うかと いふに 自分の 時っ 物を 他國か ら 取られた とい ふょりも 最初から 持たぬ 部類の 國で ある。 歐洲 戰爭の 
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例を 擧 ぐれば 米國 大陸に おける ラテン 系 十六 ケ國 の內 十四ケ 國まで が 米國 から お金を 借りて 其 期限が 來て 
居りながら斷然猫婆をきめて居り、僅にドミニカン共和國とハィテ國のニケ國のみが滿足に支拂ひ義務を 
果して ゐるに 過ぎぬ。 

それから ラテンアメリカと 稱せら る \ 諸國 が發 行した 百 六十 八 種の 外賡 の內百 五十 | だけが 旣に 支拂ひ 
怠納 となって ゐる 。これを 金額に 見積もれば 外債 額面 十五 億 九 千 三百 五十 七 萬 五千餘 弗の 內 十三 億 五 千 五 
六 百 萬 弗餘 が旣に 怠納 となっ てゐる 始末で ある。 政府 當局 者は 自己 辯 護の ために 此怠納 貸金を ょんで 長期 
信用 貸付と 稱 して ゐるが 實は これ 等の 諸國に 外國品 を 購入す る お金がない ので 其 資本を 米國が 彼等に 貸與 
して 其 お金を 米國品 購入に 流用させる 方法が 卽ち此 の 長期 貸付、 實は 貸金 怠納 なので ある。 

ザック バランに 言へ ば、 中南米へ 歐洲や 日本の 製品が 入り込まぬ やぅに ワザ^-現金を 流用して 其 お金 
で米國 品を 買は すの が 此の方 法で ある。 此の 一事を 以 って 見ても いかに 米國が 排他主義 經濟 政策に 乗り出 
してる か V 判る ではない か。 然るに 此の 同じ 米國が 支那 大陸に おいて 門戸 開放 機會 均等を 叫ぶ の だから 開 
いた ロが ふさがらない とつぶ やくのに 無理は ない。 

米國の 中南米 經濟 封鎖は 失敗 

併し 中南米に おける 北米 合衆國 の經濟 封鎖は 恐らく 失敗に 終る であらぅ。 何と なれば 旣に米 國議會 にお 
いても 上院の ヂョン ソン 氏 (加州 選岀) などが 「取れる 見込みの ない 貸金」 を 中南米 諸國 へこれ 以上 貸し 


米 大陸に 於け る米國 の經濟 封鎖 

どんなにデモクラシーといふ名前を看板に國際道德や不可侵主萎を叫んでも、すくなくともアフリカや 
東洋 諸國の 民族は 英佛 米を 神聖な 人類 擁護 者と して 尊敬す る わけには 行かない。 不可侵 略を 唱 へる 其當人 
から 自分 達の 領土を スツ カリな めら れた 事實が 今 現に 存在して ゐる にも 拘 はらず、 その ま \ 彼等の 叫ぶ こ 
とに 賛成す る 事の 不可能は 苟も 人情を 辨 へる 者の 共に 容易に 感じ 得る ところ だ。 

抑々 支那 國民 政府が 抗日の 手段と して ソ聯や 英米 佛にス ツカ リ任 せて 日本を 領土 侵略 主義の 國と 惡宣傳 
し 英米 佛や ソ聯を 支那 領土 保護者の 如く 吹聽 する のは 笑止の 至りで ある。 外蒙古を ソ聯が 我物 顏に 翻弄す 
る事實 や、 英國が 香港を 奪取した 歷史 や、 フランスが 西沙 群島を 長期 占領した こと や、 米國が ハワィ や 比 
島を 手に入れた ことな どを 考 へれば 正に 彼等 こそ 侵略 主義の 張本人と いふの 外は ない。 

IL 事實を 無視して 侵路主 萎の 國は 日本は かりの やぅに 惡宣傳 する 支那 國民 政府は 恰も 飛んで 火に 入る 夏 
の 蟲の觀 が ある。 私が 今一 ツ讀 者の 注意を 促したい ことは 自分の 領土で もない 南米 や 中米 その他 北米 メキ 
シコ領土において米國がモンロー主義の名のもとに貿易や經濟一切を獨占せんとし、歐洲及び日本に對し 
中南米との 通商 封鎖を 試みん とする ことで ある。 

私が 旣に 述べた 如く、 日獨 伊は 今や 中南米に 對し 經濟的 進出を 計畫 して ゐるが 、持たぬ 國が 此擧に 出る 
のは 寧ろ 當然の 行爲で あらぅ。 試みに 米國が 中南米に おいて、 いかに 鎖國 主義 政策に 汲々 として ゐる かの 
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斥 せんと 努力した が、 以上の 如き 事情が あるので 此の 運動の 成功は 甚だ 覺 束ない。 近くは メキシコの オイ 
ル 賣買が 好例で ある。 

英米 兩國が オイ ルリ ー スや 土地 沒收 事件で 氣を くさらし、 墨國 政府に 對 し、 ボ ー イコ ットを 試み 今後 一 
切 メキシコの オイルを ハンドルし ない ことにした が、 それを 知った 獨伊が あべこべに 好機 逸すべからず と 
いふ 態度で 北米 大陸へ 割込んで 來て モン 口 ー 主義 何者 ぞと 自國 製造の 機械 類を 提供して 其 代りに メキシコ 
の オイルを 無遠慮に 持ち去っ てゐ る。 

日本 も 亦 其 仲間入りを して オイル 賣買 契約を 取り かは したと 傳 へられる が、 國際 ボーイ コット 適用の 困 
難が 此 一事で 窺 はれる ではない か。 

睨みが 利かぬ モン ロ I 主義 

以上 述べた ところから 見ても 判る が、 米國モ ンロー 主義 も實 は、 此節で は 昔の 如く 睨みが 利かな くな っ 
た。 米國 自身が 勝手に モン ロー 主義を 振り ま はすこと と英佛 等々 の國が 彼等に 便利の ょい 時 や 政策 上から 
止むを得ず、 これを 支持す る 位に 止まり、 メキシコ や 中南米 諸國 の多數 でさへ 今日では モン ロ ー 主義の 精 
神を 尊重す る 事を好まぬ のみ か、 却っ て 米國が ボス 顏 をして 自分 達の 國をい かに も 其 配下に 屬す るかの 如 
く 振舞 ふ 事を 憤慨して ゐる 位で ある。 

それは 其 箸で ある。 百年 以前の 米 大陸に おける 諸國中 一人前に 獨 立して やって 行ける 國は 殆どな かった 
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っける ことに 絕 對反對 態度を 表して ゐる からだ。 蓋し 國際 間の 取引は 輸出入の 收支が 償って 行く ことによ 
っての み 永續 性が ある。 

例へ ば 南米 諸國が 米國の 要求す る 物資を 米國へ 輸入し、 其 代價に 相當 する 米國 品を 逆に 中南米 諸 國へ輸 
入し 得るなら それ こそ 理想的で ある。 ところが 中南米 諸國と 北米 合衆國 とは 悲しい かな 同じ やぅな ものを 
輸出して ゐ る。 卽ち 中南米が 海外へ 輸出 せんとす る 品物が、 北米 合衆國 においても 亦 有 あまって 其 過剩品 
を 海外へ 輸出し なければ ならぬ 狀態 にある。 

だから 北米 合衆國 にない 物を 中南米から 合 衆國へ 輸入 するとい ふことは あり 得ない こ _ とで ある。 中南米 
で 見れば 北米 合衆國 から 買 ひたい ものは いくらでも あるが、 悲しい かな 貧乏 國だか ら其 代金を 持たない。 
しから ば 自國 の猶產 品と 交換 すれば よい やぅな もの だが、 前にの ベた 如く 其國產 品と 同等の 品物が 合衆國 
には 有 あまる 程 ある。 從 って 合 衆國 から 必要な 品物を 買 入れる には 先づ 其の 代金を 調達 せんとい けない。 

先に 本攔で のべた 外債 怠納 十三 億 弗と いふのは この 金を 指す ので ある。 然るに 今 これを 獨逸や 伊太利に 
っいて 見る に 「持たぬ 國で ある」 から 彼等は 自國の 製品 例へ ば 機械 類と 中南米の 物資との 交換を なすこと 
を 大いに 歡迎 する。 この 方法に よれば 借金を してまで も 外 國 品を 輸入す る 必要 もな く 又 一方 自國 製品 や 物 
資がド シ<  相手 國の 製品と 交換され て 輸出され て 行く から 國民 全般が 大いに 助かる わけで ある。 

獨伊が 最近 盛んに 中南米 諸國の 物資を 輸入して、 その 代償と して 機械 類を 中南米へ 輸出し 素 ばらしい 活 
躍を 見せて るのは これが ためで ある。 北米 合 衆國が 先に パン アメリカン 會議を 召集して 經濟 的に 獨 伊を 排 
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場閉鎖によって多數の失業者を生じた。政府としては失業者救濟-のためにも飛行會社の再開を希望する。 
其處へ 英佛が 多量の 飛行機 註文を 持ち かけた の だから 棚から ボタ 餅と いふ 所で ある" 

英佛が 此 多量の 註文を くれる には 相 當の條 件がなければ ならない。 一時 も 早く 註文に 應 .じて 多數の 飛行 
機を 完成して 引き渡す とい ふこと が條 件の 一つで あつた こと も 無論 疑 ひない こと だが、 其た めに 比較的 少 
敷の 日本からの 註文を 取消して 全力を 英彿 註文に 注いだ こと も 亦當然 ありさぅな ことで ある。 英佛は デモ 
クラシ ー 國 として 百 パ ー セント 米國と 仲の よい お 友達の 間柄で ある。 これに 反し 日本は 前述の 如く 今日で 
は 頗る 人 氣の惡 い 境遇に ある。 

其 日本の 註文を 取消して、 金儲けの 多い 英佛の 註文を 一手に 引受けた とい ふの が 裏面の 事 實と觀 られる 
が 茲にも 失業者 救 濟兼實 業 家と 仲直りす る ことに あせる 政府の 苦心が みとめられる。 

排日 法案の 歷史 、無茶苦茶な やりかた 

以上の 事實 から 考 へても 解る が 米國 における 日本人 排斥は トテモ コンガ ラが つて 居る。 其 昔 移民法が や 
かまし くない 時代は、 日本人 排斥は 主として 米 人勞働 者が 其 牛耳を 握っ て 居た。 當時 同胞 間の 指導者 や 乃 
至 日本 政府の 官吏 例へ ば 領事が 排日 運動 對抗に 土地の 商業 會議 所を 利用す る 策を 採用した もの だが、 其 目 
的は 資本家の 立場から 言へ ば 勞働者 階級の 日本 移民と 利害が 衝突す る やぅな 事がなかった からで ある。 

其 頃 耳に クコが 出 來る程 先輩から 聞かさ 1 た 事は 日本人は 其 全部が 勞働 者で あるから 排斥され る。 此排 


と 言っても ょい 程 貧弱な 狀態で あった。 例へ ば スペィン 領土であった 樣な國 や ポルトガルの 支配を 受けた 
國等 々が 片っ端から だっ た。  • 

其 時代に 北米 合 衆國が 兄貴 分 然として 今後は 自分が 米 大陸 諸國 のことは 引き受け たと 出た の だから 誰 一 
人と して これに 反對 する ものは なかっ たわけ だが、 今日では これ 等の 諸國が 完全とまで は 行かず とも 各獨 
立して 立派に やって ゐる 。從 って 北米 合 衆國が ボス 顏を して 一に も モン ロ I 主義 ニに も モン 口 ー 主義と む 
やみに モン ロー 主義を 濫用す ると 人情と しても 反抗す る氣 になる が、 この 氣分が 米 大陸 諸國の 間に 今や 多 
分に 認められる。 

最近 國務 長官 ハル 氏の 肝 煎で 今後 日本へ 一切 飛行機 や 其附屬 品を 賣ら ぬと いふ 默約が 飛行機 會 社の 間に 
成立した と傳 へられ、 それが 今日では 公然の 祕密 になつ てゐ るに も拘 はらず、 その 反對に 佛國 への 多量の 
軍用 飛行機 賣却が 獎勵 されて ゐる 。これ こそは どぅ 考 へても 日本を 繼子扱 ひに する 行爲 としか 考 へられぬ 
が、 一步 進んで 內 情を 調べて 見る と 日本 排斥と いふょりも 寧ろ 金儲けが 其 目的で ある 0 

日 支 事變に おいて、 日本が 餘り强 いため 只 何となく 憎い とい ふ氣 持が 米 人間に 流行す る ことは 爭はれ 
ぬ。 この 反日 空氣 迎合の 目的で 議 會開會 前に 日本への 飛行機 販賣を 中止した とい ふの が 其 理由と 見られる 
が、 只 それだけでは 註文を フィに した 飛行機 製造 會社が 文句な しに 默 っては 居らない 。蓋し 飛行機 會社も 
不況の 打撃を 受けて 事業 縮小の 止む を 得ざる ものが 多數 ある 0 

例へ ば 東部に おける 六大 飛行 會社が 一時 閉鎖す るに 至った こと も 飛行機の 註文がない からで、 其 結果 エ 
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國防上 好ましくない と 云 ふの がそれ だが 此 理由た る や、 實にお 話に ならぬ 程 無茶苦茶 議論で ある。 

私が. 5 つて 居る 範圍 において サンピ ドロ 港 や、 サン デ ー ゴ及び モント レー 港を 本陣と して 漁業に 從 事す 
る 日本人は 其の 一. 人 一人が 二十 年 も 三十 年 も 米國に 住居して 永年 漁業に 從 事し 澤 山の 子供を 養って ゐ る。 
純朴に して 善良な 住民 ばかりで ある。 中には 渡米 後日 本へ 一度 も 行かぬ よぅな 者 も ある。 これ 等 多 數の日 
本人 漁夫が 未だ 曾て スパィら しい 行爲 をな したと 云 ふ 事を 一度 もき かない。 然るに 此事實 を 無視して 藪 か 
ら棒 的に 彼等に スパィの 汚名を 被せて 其 上、 彼等 唯一の 渡世の 方法で ある 漁業 權を剝 奪す ると 云 ふのは 實 
に 無慈悲な やりかたで これを 例へ ば、 ユダャ 人を 獨逸 から 放逐す る 行爲と 寸毫の 相違 もない。 

眼 糞 鼻糞 主義の 一. 部 米 人の 排日 運動  • 

在米 日本人 同胞の 歷史は 人種的 迫害の 歷史と 云っても よい。 勞働者 時代には 白人 勞働 者から 排斥せられ 
その後 農業 經營 者と なれば 白人 農業 者から 排斥せられ た。 漁業 家と なった 日本人 も 亦 白人 漁業 家から 排斥 
せられて ゐる 。今日では 商 賣人や 製造 工業 者まで が 同樣に 排斥され る 時代と なった。 

日本人は 安 給金で 働く から 駄目 だと 云って 排斥され た。 その 同じ 日本人が 今頃では 白人よりも ズット 高 
い 給料の 支拂ひ を 受けて ゐる が、 排斥は 依然として 止まぬ。 隨分 無理な 註文を 米 人達が 日本人へ 持ち出す 
の だから 我等 日本人が 途方に くれる の も 無理は ない。 働きを 妨害され るから 勞 働を よして 農業に 從事 すれ 
ず 種々 のロ實 例へ ば 日本人が 立派な 農產 物を 作る から 白人が 對 抗出來 ぬと 云って 雜 斥し、 農業を よして 漁 


斥に 對抗 する には 今後 他人の 所で 働く 事を よして 自分で 何 か ビジネスを 始める 事 だ。 例へ ば 農園 働きを す 
る 者は 一日 も 早く 自ら 農園 地を リース して 農業 經營に あたる 事 だ。 そう なれば 日本人 排斥は 其 あとを 經っ 
であらう と 云 ふの が 先輩 や 官吏の 主張だった が 其 後日 本人が、 農園 働きを 止して 愈よ 自ら 農業に 從事 する 
よう ft なるや 再び 新しい 排日 運動が 始まった。 この 排日 運動が 具體 化した のが 俗に言 ふ 排日 外人 土地 法で 
あ る。 

今では 日本人は 土地の 所有は おろか、 農園 地の リー スー 切が 禁止され て 居る。 換言すれば 農園で 働く 事 
だけは 差 支ない が、 農園を リ I ス して、 自ら 農業に 從事 する 事は 許さぬ と 云 ふの が、 此 法律の 精神で 
ある。 

太平洋 沿岸には 今な ほ 萬を 數 ふる 程の 多數の 日本人 農家が 農業に 從 事して ゐる が、 其方 法は 米國で 生れ 
た 自分の 子供の 名義で 農園を 購入 又は 借地して 其 子供に 農業を 營業 させ 其 子供に 使 はれて. 農園で 働く とい 
ふ 形式で ある。  . 

案ずる よりは 生む が 易い の譬の 如く 最初 心配した 程に、 群 日 土地 法は 日本人を 實際に おいて 苦しめて は 
居らない。 

近頃 排日 漁業法 案と いふの が 新しく 加州 議會へ 提出され る 形勢で あるが、 歸 化する ことの 出來ぬ 日本人 
が 漁船を 使用す る こと や 漁船に 働く 事を も 禁ずる のが この 法案の 目的と 見られる 。提案者の 表面の 理由は 
日本人 漁夫は 日本 政府の スパィの 疑 ひが あるから 斯 かる 危險 分子を 無制限に 米國 沿岸漁業に 從事 さす 事は 
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目で 淳朴な 日本人 漁夫の 渡世の 途を剝 奪して それが どれ だけ 米國の 利益になる か、 米國で 生れた 日本人 漁 
夫の 子供達は 米國 市民で あるが、 此 子供達の 親から 渡世の 途を 取り去れば 其 結果は 米國 市民た る 子供の 糊 
ロの 途を 取り あげる 事と なる。 

正義 人道の 國を 以て 任ずる 大亞米 利 加の 爲に 私は 此 種の 非 人道的 行爲を 惜しみ 且 悲しむ。 

排日 運動 陰謀 者 中に 第二 世共產 主義者 

加州に 住む 日本人 第一 世は かう した 嫌な ことに 幾度 か 遭った が、 それでも 第二 世が 成長す るのを 唯一の 
樂 みに 今日まで 侮辱 や 迫害を こらへ < て 渡世して 來た 。その 第一 世の 平均 年齢は 今や 五十 歳を 越ぇ、 今 
後 果して 幾年 生き 永ら へる かそれ さへ も 不安で あると いふ 程の 老境には いった。 全く 在米 同胞 第一 世の 生 

活は 趣味 もな く樂み もない 無味乾燥 そのもので ある。 

其 中に あって 一縷の 望みを 囑 したのは 第二 世の 生長であった ことは 前述の通りで ある。 歸化 不能の 外人 
と S ふこと がいっ も 排斥の 癌な の だから 市民 權を 有する 第二 世が 生長して 一人前になれば 萬 事は 解決す る 
■それまで 我慢して 第二 世を 大きく さへ して 置けば それから 先は もう 心配は ない と 第一 世は 第二 世を 引きの 
ばす やうに して 彼等の 生長を 待った ので ある。 

今や 其 待望の 第二 世 達は 一 かどの 人間と なって 市民 權 行使 も 出來る 丁年に 達した 。もうこれ で 大丈夫と 
第一 世が 喜んだ の も 今日と なって は 恰も 水泡に 歸 した 觀が ある 程 相 變らず 排日 運動は やまぬ。 無論 第二 世 
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業に 轉 業して 漸く 其の 根柢が 出來れ ば 此處で も 排斥を 始める。 

こん— 震 食つ て 行く 方法が な 5。 米國 S け I ■排 I に 露 的 行—  — からと い 
ふので はない それは 表面 の a 實で實 際の 原因は 日本が 以前の 如く 米國 品を 多量に 購入して 米國 商人に 儲 
かる チャンスを 與へ ぬからで ある。  ， 

併し 县事變 が 生ん 靡 常時を 抱へ てゐる 日本と し I 人を 減じ、. 輸出を 露す t とは 實に 止む を 
得ぬ。 私は 一日 本人と してば かりで なく  I 個の 人間と して 米國 のために 排日 法律案を 心から 悲しむ もの だ 
其考へ 力た の 正、 不正は 別と して 米國 人が ユダャ 人 や 支那 人に 同情を 表す. る ことは 米國 人に それだけ 人靑 
味の ある ことを 立證 する ことで、. ニ 囬米國 人の 美點 とも 言へ やぅ。 

弱い者が 迫害— け f 信じた 場合、 俠 fQf の 口 吻 3i 他を 非難 攻擊 する 米國 人が 何故に 無 
力無 抵抗の 在米 日本人を 理由な くして 迫害せ ねばならぬ か、 日本人で あるが 故に 百姓 もやら せぬ、 漁業 も 
許さぬ Qt らず 、農園 や 漁船で 働く こ とも _る とい ふが 如嘉 度が 果して 人間の なすべ— とで— 
ぅか。 

ユダャ人に いくら 同情しても 一方に おいて 在米 日本人を 迫害す る 事斯 くの 如くでは 其 誠意を 疑は ないで 
は 居られぬ。 米 園％ 在米 日本人を い 1 ながら ニダ 1 を いぢ— 獨管糞 味？ 惡罵 する のは 恰も 眼囊. 
が 鼻糞を 笑 ふの 類で ある。 

十 年 も 二十 年 もサ？ ドロに 住み 風 寒 I 季や 炎熱 燒 くが 如 1 季—を 釣つ て 一家を 扶養す る眞面 


^ ~ 29〇  ~ ? 
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.た 今日の 第二 世間から 育ての 恩人で ある 第一 世の 頸を 取る やうな ものが 現 はれた のは 第一 世の 指導 方針が 
誤って ゐた からだと 私は 叫びたい。 米 化とは 共産化す る ことでは ない。 まして 自ら 日本人で ありながら 日 
本 及び 日本人を 泣かす やうな 不 德行爲 でもない。 

日本人の 血を 受けた ものが 日本 や 日本人を 陷 れんと する やうな ものに ロタな 奴が 居らぬ。 

.漁業 案 提出者 ョ 1ァ ー 氏の 心境 

私が 非常に 遺憾に 考 へる ことは、 今囘の 排日 漁業 案が 勞働ユ 一一 オンを 代表す ると 稱せら れるョ ーテー 氏 
によって 提出され たこと である。 私が 聞知す ると ころに よれば サンピ ー ドロ 港に おける 日本人 漁業 家の 殆 
ど 全部が 米 國勞働 同盟に •加入し、 同盟では 先に 日本人 部に 對 して 獨立 チヤ ー ターを 承認した とい ふでは な 
いか。 然らば 日本人 漁業 家は ョ ー テ ー 氏が 代表す る 勞働ユ 二 オン 其の ものの 一部分で も ある。 

其の 日本人 漁業 家を 保護す るに あらず して、 却っ てこれ を 排斥し、 其の 糊口の すべを 剝奪 せんとす るが 
如き 案を 勞働 同盟に 緣故 深い ョーテ ー 氏が 提岀 したと いふのは いかにも 心外で ある。 斯る 場合に 試みに ョ 
1 テ ー 氏が 豫め 日本 漁業 家の 旣往 及び 現在の 生活 狀態や 其の 心境を 篤と 調査 硏究 して くれるなら 果して 彼 
等が スパィで ある や 否やの 點が 明白に なった ことで あらう。 

然るに それすら もな さず して 藪から 棒 的に 日本人 漁業 家に スパィの 汚名を 被せて、 それを 理由に 漁業 權 
を剝奪 せんとす るのは 蓋し 公平を 旨と する 米國 主義に 違反し はしない だら うか、 私は 此の 點を 日本人 漁業 
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は 米國 市民 だから 彼等を 緋斥 するとい ふことは 出來 ない。 從 つて 一部 米 人の 排斥の 的と なる のは 相變 はら 
ず 少數の 第一 世 老人 達 だから 實に氣 の 毒 だ。 

私が 血 Q 淚で此 處黑 表せねば ならぬ こ とは、 日本人 排斥運動の 中心と なつて ゐる掌 の 仲間に、 日本 
人 第二 世が はいり 込んで ゐる こ とで ある。 第二 世を ふとら かして 置— へ すれば 排斥— 然と 解決す ると 
信じてあらゆる艱難辛苦を嘗めながら折角育て上げた第ニ世の仲間から同じ日本人である彼等の爵人や先 
輩を いじめる ことを 商賣 にして ゐるや ぅな 不都合 者が 出現 するとい ふに 至つ ては、 泣く に 泣かれぬ 始末 e 
.ある。 

私は 敢へ て斷言 する、 加州に おける 排日 疆 の 背後に 共產蠢 日本人の— ことを。 日 支 雲に おいて 
日本を 罵詈し 日本 品ボ 1 ィコ ット な— やらせる 原動力は 米 人で もな く？ ャ人 でもない。 それは 同じ k 
和 民族の 血を ぅけた ホンの 一 小 部分では あるが、 第二 世 日本人で あると いふに 至つ ては 實に なさけない。 
そして 彼等の 悉くが 赤化 分子 共産主義者で ある 事 も 事實で ある。 

日本人の 事情を 知る 日本人が 反對 側に 立つ て f ゆる 奸計を 企つ てるの 定から 排日 画が 5 と 辛辣で 

I ことに 不 EBI5。 これ 雲 ニ 2 望 拿 i や 自擊— 人り— 彼等を 煽 

動して 日本 及-; 5 日本人 排斥に 大童と なつて ゐる 。第二 世を 大きく して 置けば 其 時には 樂に なり 又 排斥 もや 
むと 考 へて それを 樂みに した 望みが 今日では、 スッ カリ 裏切られて 全然 正 反對の 現象を 示して ゐ る。 
日本精神鼓吹を怠つてハィカラ氣分に囚らはれ、|にも米化、ニにも米化をスローガンとして育て 


- 排日 案對抗 策、 會 って 話す 機會 

私自身 もョ ーテー 氏に 面會 して 双方の 腹を 思 ひ 切り 語って 見たい と考 へて ゐ る。 漁業 案 調査 委員 ペラ レ 
テ I 氏 も 私の 知人で ある 0 此の 人に も會 って 日本人 漁業 家の 立場を 說 明して 見たい と考 へて ゐ る。 こんな 問 
題は 容赦 もな く 遠慮 も いらぬ。 こちらの 實 情を ド シド シ說 明して 議員 達の 認識を 求める こと だ。 

日本人が 勞働ユ ニ オンへ 悉く 反對 してる やうな ことは 絕對 にない 。今日では そんな 事が ^ らぬゃ うな 時 
代に 遲れた 日本人は 稀で ある。 私が 勞働ユ 11 オンに 誰ょりも ょい 理解を 持っ てゐる ことは ョーテ ー 氏 も 知 
って ゐて くれる 箸で ある。 其 私が ョ ー テー 氏と 漁業 案に っいて 話す ことは 萬 事 好都合で あらう。 

私がニ年,にあの難境に立ったが、それが今日同胞の危急存亡を救ふ好材料となったことを考へると自 
ら滿 足す る氣に なる。 人間は 目前の 小利に のみ あくせくせ ず 明日の 事を 考へ 將來を 計らねば ならない 。私 
は 不肖に して それだけの 明は ない が、 勞働 問題に 關 しては 今日から これを 見れば 嘗て 私の 採った 態度が 間 
違つ てゐ なかつ たこと を 信ぜずに は 居られぬ 氣持 となる。 

新 加州 知事 オルソン 氏は 薄倖な もの ■に 深い 同情を 持っ 人で ある。 漁業 案の 如きに 關 しても 理由な きこと 
で 日本人が 難儀して る ことが 判れば 必ず 同情 もして 吳れ 、又 ヘルプ もして くれる ことを 信ずる 。チャンス 
が あれば 知事さん にも 面會 して 同胞 漁業 家に 就て 認識を 求めたい と 希望して ゐ る。 

私は米人政治家の中に日本人排斥を職業の如くに考へて、日本人をいじめることを愛國行爲と誤認し丫 
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家たち がユー 一 オンを 通じて 交渉の 必要 ある ことを 信じ、 且つ それを 中 5 吿 する。 句 故に ョーテ ー氏が比の案 
を 提出した かにつ いても 今後の 參考 としてき いて おく 必要が あらう。 

噂に ょれば ョ I テ ー 氏は 或 程度 日本人を 誤解して ると 傳 へられる 。ニ 年 前に 加州 議會で 農園 勞働 者の 時 
間 や 震 制定 Q_ 上程され たこと が— が、 此の 案に 反對 した 背後の 有力 分子が 日本人で あったとの 報 
吿を 受け、 爾來ョ ーテー 氏は 日本人を 觀る事 恰も 勞働 者の 仇敵の 如く 誤解して ると 傳 へられる。 

此噂が 事實で あるなら すくなくとも 其の 誤解を 一掃す る 必要が あらう。 無論 日本人 間に も 蓮々 の 分子が 
存在す る。 勞働ユ ニ オンを 毛蟲の 如く 嫌 ふ 日本人 も あるが、 その 反對に 却って これを 歡迎 する 日本人 もゐ 
る。 勞働ユ -1 オンに 對 する 日本人 有識者が 今後い かなる 態度を 採る ことが 必要で あるかは、 茲に 私が クド 
クド しくい ふ 必要は ない が、 時局と 時勢の 流れを 靜觀 して 聰明に 事に 處さ ねばなら ぬと 曾て 私が 豫 言した 
のは 此の 點で ある。 

何は ともあれ サンピ ー ドロ 日本人 同胞 漁業 家たち はユ ||オンに反對どころか自ら進んでユ_ーオンへ加\ 
してる ではない か。 その ユーー オン •メンバ ー たる 同じ 仲間の 勞働 者を 泣かす とい ふのは どう 考 へても 不審 
に堪 へない 我禾、々々で飽くところを知らぬ資本主義者が日本人間にあるなら彼等に蔚抗するには先づ日 
本人 勞働 者と 提携の 上 協力して 進むべき ではないだら うか。 

然るに 其の 方法に 出で ずして 却って 其の 勞働 者た る 日本人 漁夫を いじめて それで 勞働 問題に 無理解な 一 
部日本人への復_と考へるのは實に大なる誤りである。 
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は當然 ではない かとい ふ 議論は 無論 さうな くて はならぬ が、 其の 說明が 餘りに も 極端に 進む と 第一 世の中 
には 米國に 忠誠を 勵む ことを 好まぬ ものがた まには あるか も 知れぬ が、 第二 世間には そんな 不都合な 人間 
は 一人 も 居らぬ と 間接に 第一 世を 批難す る 結果と なる が 如き 態度は 愼ま ねばならない。 

例へ ば 日 支 事變獻 金は 其の 悉くが 第一 世の する 仕事で、 第二 世米國 市民は 絕對 にか ゝる 計畫に 無關係 
であると 英字新聞に 掲げて 一部 米 人の 歡 心を 買 はんとした 第二 世 指導者が 一時 餘りに も多數 見受けられた 
が、 それが ために 其の後 白人 達が 日 支 事 變を觀 る 眼 や 第二 世 日本人に 對 する 態度が 多少で も 善 化した かと 
いふに 變はる どころ か、 日本が 連戰 連勝の 度每に 第一 世 第二 世の 差別な く 日本人と 見たら 白人の 排斥が 前 
よりも モット 烈しくな ったでは ないか。 

第二 世が 米國 市民と して 米國へ 忠誠を 勵む ことを 殊更に 米 人に 知って 貰 はんとす る やうな 態度を 私は ッ. 
丨チ ープだ と 思 ふ もの だ。 人間が 親孝行を する こと や 國 家へ 忠誠を 勵 むことは 決して 自ら これを 廣吿 すべ 
きこと ではない。 第一 世を 眼の 前に おいて、 第一 一世が 白人に 葑ひ 第一 世は 日本 臣民 だから 我々 とは 大分 境遇 
が 違 ふが、 第二 世米國 市民は 百 パ ー セント 米國を 支持す るな どと ロに する やうな 事は 愼みた い。 

第一 世が 米國 海軍の 祕密を スパィしたり 又は 米國 政府 倒壤の 陰謀を 企てた やうな 例が 過去に おいて 唯一 
つで も あるかと いふに 斷然 ない。 第二 世に しても 此位 のこと が 判らぬ 道理は ない。 別に 惡い ことを せぬ も 
のに 難癖を っけて 迫害す るが 如き 場合には 男らしく 飛び出して 「此の 人は そんな 人ではありません 。私が 
保證 する、 どうか 同情して 上げて 下さい」 と 助言す るの が 正しく 渡世す る 人 55乃 道で ある。 
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る ものが ある ことを 遺憾に 思 ひ 時には 實際 困る と 失望せ ぬで もない が、 又 一方に おいて そんな 人間は ホン 
の 一部の 米 人に 限られ 米 人の 大多數 が 話して 見る と 案外 日本人に 同情して くれる のを 發見 する。 

だから 私は 未だ 曾て 排日 案な どで 失望 落膽 した ことは ない。 今 一 っうれ しい ことは 新聞 や レ デオで 相當 
やかましく 言っ てる 挵日 宣傳が 其實 全然 有力な 根柢な きこと である。 往々 にして 金儲けの ために 排日 運動 
を 起す やうな 仕方のない 人間がないでも ない。 だから 此 種の 事件が 發 生した 場合は 時と 場合では 其の 途の 
通人に 一任して 圓滿 解決を 求める こと も 亦 やむ を 得ぬ かも 知れない。 

日本人 排斥は 無論 一部 米 人の する ことで 大多數 の 米 人は そんな 運動に 決して 同情を 持たぬ ことを 知って 
置く 孤 要 も ある。 しかし 日本人 漁夫が スパィで あるかの 如き 新聞記事が 何囘も 何囘も 出る のは 實際 不都合 
千 萬で ある。 ヱキ ザ ミナ I 新聞の  < 1 スト 氏に でも お 願 ひして 一般 米 人へ 眞 相を 紹介して 貰へ ば 非常に 好 
都合で あらう。 

< 1 スト 氏は 熱心な カトリック 信者 だから メリノ ー ルの シ スタ ー さんの 手を 通じてで も ハ ー ストさん に 
面會 する 機會が 得ら るれば 幸甚である。  • 

排日 問題に 對し 二世に 希望 

それから 私が 第二 世 諸君に 望む ことは、 米 人と 會談 する 場合 第一 世は どうで もょ いとい ふやうな 態度 や 
說明 をせ ぬ ことに 心がけて 貰 ひたい。 第二 世 達は 米國で 生まれた 米國 市民 だから 米國が これを 保護す るの 
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げる だけの 熱心と 誠意と がなければ 問題の 解決は 不可能で ある。 

, 仲間 同志が 議論へ 花を唉 かせて 不和を 生ずる が 如き ことは 禁物で ある 。第二 世が 成長して 今では 一人前 
の 男女に なって ゐ るの だから 彼等を して 日本人を 理解せ ぬ 議員 連へ 直接ぶ っっから せる こと も 方法の j っ 
であらう。 移民法の 規定に より 今後 市民 權なき 日本人の 渡米は 不可能で、 千 九 百 二十 四 年 以來卽 ち 過去 十 
五ケ 年間 旣に 此の 法律が 實 施されて ゐ る。 

歸化 不能 外人を いじめる 法律を 作る 目的は 悉く 日本人を 排斥 せんがた めで あるが、 その 日本人が 然ら、 i 
現在 果して 幾 名 加州に ゐる かとい ふに 其の 數たる や 甚だす くない 。日本から 新に 移民が 渡米す る ことは 今 
日では 不可能な の だから、 現在 米國に 在住す る歸化 不能の 日本人は ずっと 以前に 渡米した ものの みで 此 V 
達の 平均 年齡は 五十を 越えて 居る 。從っ て 今後 十ケ年 も經過 すれば 歸化 不能の 日本人は 殆ど 皆無と なると 
云っても よい。 

然るに 此の 少數の 日本人 排斥を 目的に 每議 會每に 問題を 起す のは どう 考 へても 不可解で ある。 恐らく 排 
日屋の 間には 日本人に 適用され る 移民法が どんな ものである か、 それすら も 判って ゐない のでは ないだら 
うか、 玆十ケ 年も經 てば 法律は あっても これを 適用す る 相手が 居らぬ やうな ことになるで あらう が、 こん 
な 無意味の 事件に 排日な どと 何を 好んで 騷ぎた てる 必要が あるか、 問題は 頗る 簡單 明瞭で ある。 

第二 世は 英語が よく 判る からこれ 等の 點を 白人に 說明 する こと だ。 正義 人道を 說 くの も 無論よ いが それ 
よりも 手っ取り早くこう した 手近な 事實 を列擧 する 方が 利 目が 多い。 
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況んや 日本人 第一 世が 米 人社會 から 濡 衣を 被せられて 排斥され てる 場合、 同じ 血を わけた 日本人 第二 世 
，が、 1 たと へ 一時 或は 自分の 立場が 惡 くなる やうな ことがあ つても、 そんな ことに 懸念せ ずに、 第一 世の 立 
場を 辯 護す るの が 當然の 義務で あるに おいて おやで ある。 排日 問題は 蓋し 第二 世が 米國に 忠誠を 勵む とか 
勵ま ぬと かの 問題では ない。 第一 世 も 第二 世 も 共に 米國 のために 盡さ ねばならない し 又 第一 世は 今日まで 
それを 實 行して ゐ る。 

だから 排日 問題 談話 會な どの 席上で、 第二 世が 米國へ 忠誠を 勵む とい ふ點を 廣吿せ ん とする の餘 り、 間 
接に 第一 世が 米國に 不利な ことで もす る やうな 印象を 與 へる 口吻を もらす ことは 最も 愼まね ばなら ぬ。 

手ッ 取り 早い事 實を說 明せ ょ 

漁業 案の やうな 排日 案が 出た 場合には 第一 世 も 第二 世 も 各 その 分に 應 じて 最善の 努力を なすべし だ。 あ 
れが やれば オレは 仲間を はづれ ると か、. こちらへ まかせぬ から 自分は 知らぬ とい ふが 如き 度胸の せまい こ 
とでは いけない。 自分は 自分の 信ずる ところに 進み 日本人 同胞の ためにつ くす とい ふ 建前です i むべき で 
ある。 こんな 事件の 解決には 十人十色で 其の 方法に も おの、 つから 相違が あらう。 

顏が違 ふやう に考へ かた も 違 ふ。 從つて 自分の 思 ふやう にの み 行く ものでは ない。 それから 今一つ 考へ 
たいことは 徒らに 決議 や聲 明に 滿 足して 實 際の 働きを 等閑に 附 しては ならぬ ことで ある。 人種的 僻見に 反 
對の 決議 や 平等 待遇の 聲明 位で こんな 事件は 解決 覺束 ない、 自らす ゝんで 其の 渦中へ 飛び込んで 微力を 捧 
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する よりも、 此の 群衆 心理に ひ きづら れて 行かう と 云 ふのは 人情で ある。 

加州 外人 土地 法は ザック バランに 言へ ば こんなっ まらぬ 動機に よって 通過した 次第 だが、 愈よ それが 實 
施され i ばさしむ き 日本人 農家が 困り、 ひいて 彼等の 大勢の 家族が 途方に くれる。 然 らば 米 人達が それを 平 
氣で 見て 居る かと 云 ふに 決して そんな 事は ない。 「百姓を して 罪になる やうな 馬鹿な 事が あつて たまる も 
のか、 かれこれ 理窟を 言へ ば 痛く もない 腹を うた ぐられ ねばならぬ から 通過 賛成に 投票は したが 決して 心 
から 賛成では ない。 加州 人の 大多數 が あの 法律には 不賛成 だ、 法律が 出來て もなん とか 百姓の 出來る 方法 
が あるに 相違ない から 心配す るな、 自分 も お前 達の 爲に 其方 法を 研究して やる」 と 多 數の米 人が 從來 悉く 
同情して くれた。 此の 米人氣 質を 我々 は 十分の み 込む 必要が ある。 排日 法律が 每議會 に 引續き 提出され る 
事は 不愉快には 違 ひない が、 これは 表面の 事で 米 人の 內 心とは 大變 相違す る。 

排日 記事よりも 親日 記事が 大切 

外交問題に 關 しても、 米 國議會 の 空氣は 其 多數が 日本の 立場を 十分 了解して ゐる 。一部 議員が 日 支事變 
突發當 時、 日本を 侵略 國呼 ばは りを して 極力 排斥し、 又 九 ヶ國條 約 違反者と して 日本との 條約は 一片の 紙 
曆に すぎぬな どと 悉く 日本を 侮辱した 。その後 日本が グィ <奧 地へ 進撃して 連載 連勝 今や 北支、 中支、 
南支は ては 海 南 島と 言った 風に、 支那の 大部分を 一時 占領した が、 これに 對し 現今では 却って 日本を 支持 
する 議員が 米 國議會 に 多數 現は れて來 た。 
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表面と 內面 、同情 ある 米 人氣質 

私は 搦日 問題に 對 しこれまで 誰よりも 樂觀的 態度を 持って 居た、 そして 其の 悉くが 私の 考へ 通りに なっ 
てゐ るから 不思議 だ。 土地 法に しても 移民法に しても 私は 敢て 悲觀 しなかった。 「土地 法なん か 何 だ、 お 
金を使って 喰 ひ 止め 運動す る 必要は ない、 日本人の 農園 經營が 出來ぬ やうな 事が ある もの か」 とい ふの が 
當 時の 私の 主張だった が 其 後 どうかと いふに 日本人 農家の 數が增 える 分で も 減る やうな 事は ない。 

あの 嚴 重で 有名な 土地 法の 實施 により、 幾 名の 日本人が 違反者と して 處罰 された かと 云 ふに 僅に 北 加に 
二人と、 南 加に 三人 だけが 其總 てで ある。 そして 日本人の 百姓は、 前述の 如く 以前よりも 却って 增 えて 居 
る。 此事實 は 何を 語る か、 英語で 「ポリ テッ シヤン」 卽ち 政治を 商賣 にす る 米 人と I 般多數 米 人との 考へ 
かたに 大した ヒラキ が ある 事が これで わかる ではない か、 いづれ の國 民で も 同じ 事 だが 愛國 色の ある 問題 
には それが 惡いと 信じても 堂々 と反對 する のは 困難で ある。 

例へ ば歸化 不能の 日本人に 此の儘 土地 所有を 許したり、 農園 地 リース を默認 すれば 加州の 農園は 彼等の 
なすが 儘になる、 そして 全米の 野菜 市場が 日本人に よって 左右せられ る。 此の 米國の 一大 危機を 救 ふの が 
卽ち 外人 土地 法 だと 愛國 風を 吹かされ ると 內心で はそんな 馬鹿な 事が ある もの か、 大體 移民法に よって、 
歸化 不能の 日本人は 今後 一人 も 渡米は 出來な いぢ やない か、 何處に 日本人を 恐れねば ならぬ 理由が あるか 
と其不 認識を 百 も 承知しながら も、 別に 自分に 無關 係の 事 だから 非國民 呼ばは りされ る やうな 馬鹿な 事を 


米國の 利益と なる どころ か 損失 も 一大 損失で ある。 あの 場合 スタン ダ ー ド會社 所有の 油 船を 護衛して 迄 米 
國 軍艦が 揚子江を 航行す る 必要が 何處に あるか、 米 國利楼 擁護と いふ 美名の もとに 懂か 高の 知れた 油 船の 
一艘 か ニ艘 かの 航行を 護衛し、 それが 原因と なつて 國 を擧げ ての 大戰爭 となれば 國 民へ 言 ひわけ が 立つ ま 
い。 百 萬 弗 ばかりの 事件の ために まさか 違へ ば 何百 億 弗の 入費と 何十 萬の 生靈 とを 犧牲 にす る ことと なれ 
ば、 それは 實に 言語 道斷 とい ふの 外は ない。 

そんな 事を する 程なら 寧ろ 米國は 海外に おける 米 人 利權を 放棄し、 同時に 米 國 軍艦を 此際 支那から 全部 
召還した 方が 安全で 且 聰明で あると 議員 連が 勇敢に 說 きたて、 ゐる が、 こんな ことは 米 人に して 始めて 言 
ひ 得る 言葉で ある。 排日 分子の 言 ふこと ばかりが 米國 輿論では ない、 否實 はそんな ものは 一部 不 認識 米 人 
の お祭り 騷ぎに 過ぎない ので、 有力な 眞 の米國 輿論は これと 正反對 である ことを も 日本人が 十分 承知して 
ゐる ことが モット 大切で ある。 

從來 邦字新聞 紙 や 在米 有志 家は 一部 少數の 排日 輿論 ばかりを さも 大事枰 の 如くに 取扱 ひ、 其の 反對に 日 
本人を 辯 護す る 米 人の 言動を 殆ど 默 殺した 缺點が 多分に ある。 その 結果 日本人が 排日と いふ 有が たくない 
ことば かりを きかされる から 自然 米國や 求人を 怪しから ぬ ものと 早合點 する。 これは 決して 喜ぶべき 現象 
ではない。 

米 人 政治家の 公平な 態度 
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のみならず ハー スト 系 新聞の 如きは 一 齊に聲 を 張り あげて 

「米國 政府が 支那を 援助し、 日本を 排斥す る やうな ことがあれば それは 米 國建國 の 精神に 違反す る、 な. 

ん となれば 外國 のこと に 不干渉 主義が 米國の 生命で あるから だ」 

と 公然と 其の 論說攔 に 名論を 掲げて ゐる のみならず、 今や 支那は 純然たる 赤色 共産主義 國家 となつ たが、 
米國が 其の 赤化 支那を ヘルプす る やうな ことは 言語 道斷だ と 論じて ゐ る。 

更に 又 米國の 輿論の 動向い かんとい ふに 支那へ お金を 貸す こと、 軍需品を 供給す る こと 等々 は絕 對に不 
可と いふの が 國民大 多數の 希望で ある。 この 點に關 し 或 責任 ある 學者が あらゆる 階級を 網羅す る 投票を 行 
つたが 殆ど 其 八 害 乃至 九 ® までが 支那 援助に 反對 して ゐる とい ふ 始末で ある。 これは 何を 語る かとい ふ 
に 新聞 や 放送は いかにも 米 人 全部が 日本へ 反對の 如く 報道して るが、 實際 をい ふと 別に そんな ことがない 
とい ふ事實 を立證 する ものと 見て 差 支ない。 

目下 米 國議會 、特に 上院に おける 有力 議員は ハル 長官の 對東盟 外交に お灸 をす えて ゐる 。。ハナィ 號 事件に 
ついても 私が 本 観での ベた と 殆ど 同一 步調で パ ナィ 號が 遊び半分に 危險區 域を ブラ < して 偶々 あの 災厄 
にか X つたことは あの 場合 當 然とい ふ 程簡單 明瞭な 問題 だ。 あの 事件で 日本が 米國の 抗議を 客れ て 穩便に 
謝罪した ため 圓滿に 解決した から 良い やうな もの だが、 假に 日本が 米國の 要求を 拒絕 し、 それが ために 不 
幸に して 日米 開戰を 見る やうな 事に なれば 米國 としても 巨額の 軍費を 費消し、 何十 萬の 靑年 兵士を 殺し、 
世界 大戰の ニの 舞を やる こと 請け合 ひだが それが いか 程 米國の 利益と なる か。 


格の 立場から 見て 悉く 約束を ホゴ にした 行爲で ある。 其 英國が 米國 へ支拂 はねば ならぬ 約束の 戰 債を 今日 
も尙 放ったらか してる 事實は 全く 約束を ホゴ にした ことでなくて なんで あらう。 

日本を 條約 違反者と して 非難す る 前に 自稱デ モク ラシ ー を 以て 認ず る英 佛の數 々の 「約束 ホゴ 行爲」 を 
考 へて 見て はいかん、 と米國 一流の 政治家が 眞 正面から 堂々 と ハル 長官 や ピットマン 委員長へ 喰って か、 
って ゐる 。これ 等の 健全な 米國 輿論を 我々 日本人は 十分 知って おく 必要が ある。 かう した 親日 記事の 邦字 
新聞紙 上の 報道が 極めて 微溫 的で あるから 困る。 排日 記事は 初號 活字で 取り扱 ひ、 親日 記事は 精々 ニ 號活 
字で 報道され るので は 日本人の 頭に 「米 國卽ち 排日」 とい ふ 印象が 刻み 込まれる。 

此缺點 を 我が 加州 每 日は 日 支 事變に おいて 是正す る ことに 努めた。 此の 點を 同胞が 今日では 認めて くれ 
てゐる a 

米 人に 對 する 聰明な 方法 

以上 論じた ことで 米 人と いふ ものの 輪廓が ポ ーット でも 列る ことと 思 ふ。 從來國 際 問題の 經路を 見る に 
米國は 徹頭徹尾 理想主義で 押し通して ゐる 。しかし それと 同時に 其の 理想が 通らぬ からといって も それが 
爲に 直に 開戰 準備に 取 か X ると いふが 如き ことは ない。 俗語で 言へ ばい ふだけ のことは いふて 置け、 先方 
が實行 するとせ ぬとは 又 それからの こと だとい ふ 主義が 米國 外交と 云へ ば 言へ やう。 

支那 問題な ども 日本は 米國 のい ふこと を 本氣に なって 相手に せぬ 方が ょい、 「又 やかましい おや ぢさん 
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今頃 盛んに 米 人 有識者 階級 間で 唱 へられて 來た 議論、 特に 此の 議論が 米國 上院で 有力に なって 來たが 、そ 
れはこ ん な ？: とで ある。 ハル 長官 や 外交委員長 ピットマン 氏 等は 日本が 九ケ 國條約 違反者で あると いふ 點 
を 強く 吹聽す るが、 然ら ば國際 聯盟は どうで あるか、 又 英佛や ソ聯 等は 此點 何等 非難す ると ころは ないか 
ェチオピアは 旣に 亡びて 今では ィタ リー 領土と なった が、 その ェチオピア 國は國 際 聯盟 加入 國で はない か， 
ェチオピアが 國際 聯盟へ 加入した のは、 國際 聯盟が 加盟 國の 領土保全を 保證 したからで ある。 然るに 其の 
誓約を 無視して 國際 聯盟が H チ オビアの 亡びる のを 知らぬ 顏で 見物して ゐ たのは これ こそ 明かな 條約 違反 
卽ち 約束を ホゴ にした 行 爲で ある。 ハル 長官 や ピットマン 氏 等は 此の 不德 行爲を 未だ 曾て 責めた ことが な 
いのみなら ず、 其國際 聯盟と 時々 腹を 合は せて 聲明 などを 出す のはい かなる わけ か、 次に フランスと チェ 
ッコ國 との 關 係を 考 へて 見やう。 フランスは チ ヱッ コ國の 同盟 國で ある。 

獨逸が 侵入した 場合 や 或は チ H ッコ國 の 領土が 侵害され た 場合は フランスは 嚴然 立って チ ヱ ッコ 國の領 
土 擁護に 出ねば ならぬ 義務が ある。 然るに ィザと なると 知らぬ顔で 英國と 共同で 其反對 に獨 逸の 行動を 支 
持した ではない か、 斯 くの 如く フランスは チェッコ 國 との 條 約を 悉く ホゴに した、 その フランスは 米國か ら 
多額の 戰爭 費用を 借 周して 其 後 その まゝで 支拂ひ 契約を 無視して ゐる 〇 玆 にも 條 約を 紙 クズに した 好例が 
ある。 その フランスへ ハル 長官 や ピットマン 氏 等は 米國 飛行機 販 賣を獎 動して るぢ やない か。 

條 約を ホ ゴに した 國は かう 考へ ると ザ ラに ある、'  豈 一人 日本の みならん や。 英國に しても ェチオピアを. 
あんな 調子に 放ったらかしたり、 又 チ H ッコ國 を あの 場合 顧みなかった のは、 英佛條 約は 國際 聯盟の 親分 


頭を 出して 何を 言って やが るんだ。 何も 外國 のこと に 嘴を 出す 必要は ない ぞ 。今更 日本への 抗議 連發 はょ 
せと 內輪 揉めを 起して 双方が 口角 泡を 飛ばして 日本を 攻撃したり 辯 護したり する、 こうして 其の 內に 輿論 
が大體 事件の 眞 相を っかむ、 その 潮時を 見て 日本 外務省が 「米國 の 抗議は 折角 だが 理由な し」 と 投飛 ばす 
の だから 米國 としても どうに もなら ぬ。 結局は 泣き 寢 入りで ある。 

英米 佛の 抗議に 對 して 有 田 外相が 其 都度し ばらく 之を 放ったらかして、 例へ ば 米 人 自身の 間で 日本 辯 護 
論が 現 はれる のを 待って 此處ぞ とい ふ 時期に、 ョ ィシ ョ來た と ギヤ フンと やる あの 腕の冴え 具合が 悉く 輝 

<o 

墨國 政府の 侮辱を 米國は 平氣で 我慢 

アメリカと いふ 國は 私の 國卽ち 山 ロ 縣の言 葉で 言へ ば 「お 行儀が 惡い」 國で あると も 言へ る。 卽ち 「言 
ひ 放題、 やり 放題」 とい ふやり かたで 遠慮 も會釋 もない。 日本への 抗議 書の 如き も、 ず ゐ ぶん 無遠慮な も 
ので ある。 獨逸や 伊太利へ 送った 抗議 書は 日本への それょりも ずっと 無遠慮で ある。 お金の 催促を する た 
めに 英佛へ 送る 手紙な ども トテモ 思 ひ 切って ヒドィ ことを 書きなら ベる。 

抗議文 だけ 讀 むと 悉く 挑戰 的で 今にも 戰爭が 始まる のでは ないかと 憂慮され る やうな 節がないでも ない 
が、 米國に 限り 決して 戰爭 好きでは ない。 米國 人の 中に も 感心 出來ぬ 人間が 可成り あるが、 日本人の 中に 
も そんな 人物が ゐる から そんな ことは 五分々々 である 。だが 平均す ると 米 人は 平和を 愛し、 正義 觀念が 强 
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が ガミ^ 云 ひ 出した から 癎 霊が 納ま ip 馬 耳 東風で しばらく 引っ 込んで 居らう」 と 5 ふ 態度が ニ 

番 賢明で ある 九ヶ 國條約 問題の 如き も米國 が眞っ さきに ガミ^^-云 ひ 出して それにっ ^ いて 英佛が 文句 

をなら ベる とい ふ 始末 だが、 英佛 として 見れば、 これを チャンスに 米國を 味方に 引き込まう と あせる にき 

まつて ゐるが 、米國 とい ふをぢ さんは 仲々 さう 容易に 他人に 引つ 込まれる 樣な ィージ ーな 、おや ぢ さんで 
は-なぃ 0 

そんな 場合に ヮザと 單獨で 言 ひたい 放題の ことを 喋って 威張る とい ふ實に 早なん とも 例へ やうの kc ® 
倒 臭い おや ぢ さんが 米國 だが、 この 米國 人の 氣 質を 知らぬ から 日本は 從來 大きな 失敗を した。 その 罪は 悉 
くこれ を 骨ぬ き 外 響 5 せね— らぬ 。處が 近頃の 外務省の T ロは f かとい ふ si  く氣に 入っ 
た。 有 田 外相が 連日の 如く 議會で 明答 辯を 與へ 堂々 と 我帝國 不動の 外交 政策を 發 表して ゐ る。 

陸海 軍の 勇士が 生命を 賭して 皇國 のために 忠義を 勵むあの 心 そ Qf で 外交 の衝£ たるには 有 田 外相 
の あの 態度ょり 外に 方法は ない 雲。 英米 佛 の 抗議 S して 日本 精神を 振りかざして 毅然として 日本の 進 
むへ き 途を矛 すと ころが 實に 痛快で ある。 米國が ガミ^^い ふて 抗議を 提出す る 度每に 日本 政府は 二週間 
も 三 週間 も、 はては 一ヶ月 も 放っ たら かして うんと も すん とも 言は ぬ あの 度胸 も實に 感心 だ。 戰々 兢 々と 
して 右往左往す るが 如き 昔の 日本 外交は 實際 愛憎が っきる 。これに 反し 「ベラ 棒丨 何を ぬかし やが るか、 
今に 見て 居れ、 その 內にキ 'ソト 返事を してやらう」 とい ふの が 近頃の 外務省の 態度 だが 實に 偉い。 

一方 米國 政府が 新聞な どを 動員して ギャ^/- 騷ぎ 出す と 今まで 靜 まり 返っ て ゐた米 國內の 反政苻 分子が 
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る ことで ある。 ニ億弹 の 投資を した 井戸を 米 人から 横取りして 其の 井戶 から 出る 油を 獨 伊へ 賣 ると いふの 
は隨 分米國 をのんだ やりかたで ある。 米 園は それに 對し 別に 憤慨す るで もな く、 相變 はらず 時々 抗議を 送 
って 今 も 尙圓滿 解決を 望んで ゐ る。 

此の 米國の 忍耐と 誠意と には 實際 何人も 感心 もし、 又 敬服せ ざるを 得ぬ。 米國の 富と 軍備と を 以てすれ 

ば メキシコ 位は 朝飯前 Q 茶飯事で— 程 S い攀 にあれ だけ 馬鹿にされながら、 決して 武力に 出ぬ とこ 

ろ 等は たしか S い。 忘 米人氣 質を 日本人が 十分 了解し なければ— ない。 呼 i こ— やぅな メキ 

シコに 對 して 旣 に米國 は 此の 平和 態度を 見せて ゐ る。 祝 や 五六 千 マィル も 隔たる 東洋 問題で 米國が 日本と 

戰爭 する やぅな ことは 天が 地に 引っくり返っ て もない。 

之は 決して、 米國を 馬鹿にする 意味で なく 其 反對に 米國の 自重と 平和 愛好と を崇拜 する ものの 考へ かた 

である。 

社會的 親善と 生活 中心の 親善 

米 國人も 人間で あるから 人情に 變り はない。 こちらが 親切に すれば 先方で も 親切を 以て 返禮 する。 「排日 
ばかりし— がっ て 此の 野郎 怪しからん」 とい ふ考 へで 米 人に 對 ふと、 こちらの 心 持が 先方へ 感應 する。 
從 って 先方で も 開放 的に ならぬ から 双方の 間柄が 變な ことに—。 無論 往 々米 人中に も 理窟の 列らぬ 排日 
家が ゐ るには ゐ るが、 そんなの 養 際 甚だす くない。 大多數 の 米 人は 日本人 だからと いふて 無茶 墓に 排 
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く 親切で も—。 個人 i に 交際し— 合、 時と 場合では— 人 同志より もより 親切の— 認められる 卜 
うな 感じが する。 

之は 米 人と 永年 交際した ものの 誰もが 經驗 してる こと だ。 私は 米 人が 喧嘩 好きの 國 民とは 絕對に 考 へな 

い。 否 寧ろ 米 人は 平和を 愛し 又 忍耐す る ことで も 到囊 々日本人が 及ばぬ。 個人に おいても さう だが、 特 

に屢取 fib において 此の 點が 著しく 光る。 今少し 判り 易く 云へ ば 米 人は 決して 戰爭を 好まぬ。 

戰 好を 好 11 っ f 米 人¥建 からで i い。 米 人が 個人と しても 亦 軍隊と しても 屢な點 は 今 

更 私が 此處 ■明す る 必要％ ない 程よ く 知られて ゐる 。米 人が 平和を 愛する 手近な 好例と して メキシコ 油 

暴 件を— して 說 明して 見やう。 メキシコ 國內 £ ける 米 人 所有の 油井 戶 投資 額は ニ 億 弗に 達する と 言 

はれる。 米人讓 者が 此 多額の 資金を 投じて ずっ と 以前 S 掘 櫂を 獲得し、 今日まで 則っ— 事業を 經營 
して 來 た。  了 

所が メキ、 1 が 其 後 勞働者 や 小百姓の— 保護— として、 これ 等の 外國 人の 權利剝 奪に 類す— 

律を 制定し、 今日では メキシコ S ける 英米人の 油井 戶 I 部 取り あげてし まった。 それの みか 其の 投資 

S し 一仙の 支拂 ひを もして 居らぬ。 爾來 、英國 が 怒っ て英國 大使の 引き揚げを 見、 今では 國 交斷絕 のか 

たちで ある 米國 政府は 其當時 再三 强硬 抗賺を 送って メキシコ 政府の 反省を 促した が、 メキシコ 政府は 馬 
の 耳に 風で ある。 

特に ひどい やり— は メキシコ 政府が 其の 井戶か I を、 英米が 最も 嫌がる 獨 伊へ 平 氣で賣 って ゐ 
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じが するとい ふところに 融和が 出來 ぬので ある。 で、 私が 常にい ふ 如く 今後の 日米 親善 運動は 社交に 重き 

を置かず、それょりももつと眞劍な生活を中心とした方面を考慮するやぅにしないといかんと思ふ。 

r\ 

社交ょりも 生活 本位が 大切 

人間 生活の 意義は 決して ハイクラスの 人々 の 仲間には いつて 華やかな 交際を する ことでは ない。 いやが 
られ るに も拘 はらず、 白人が 多數 住む 場所へ 割込んで 住む 必要が どこに あるか、 私の 主義は 假りに 立派な 白 
人達が 此處 へ來て 住めと 言って くれても こちらで 遠慮して 逃げて 行く。 其方が 氣樂で も あり 又ょり 多く愉 
快を 感ずる。 世の中には 輿論を 喚起して まで も 社交 上の 權利を 飽くまで 主張す る 人が あるが、 あんな 事は 
決して 聰明な やりかたでは ない。 

白人 區域に 割込んで 生活しても 乃至 黑ン坊 タウンで 生活しても 人間の ネウ チに 上下は ない。 何 處で寢 て 
も 食物 さへ あれば、 かっえる 氣遣ひ もな く 又 健康に 變はり もない。 否 ノン キな ところで 起臥す る 方が 却 •っ 
てから だに 藥で ある。 黑人や メキシコ 人 又は 貧乏な クラスの 白人 區域で 住居 すれば 日本人と 雖 も大變 大切 
にして くれる ぢや ないか、 何を 好んで 歡迎 して くれぬ ハイトンな 白人 社會へ 割込む 必要が あるか。 

學 校の 如き もさぅ である。 隔離 學校を 設立して 日本人の みを 其方へ 收容 するとい ふの なら、 私の 主義 か 
ら云 へば それ もオ ー ライ だ。 學問さ へさせて 貰へ ば 白人 學校で なくても 別に 差 支は ない。 大體 人間の 智慧 
は學 校の 良い 惡いて相場ヵきまるものではない。ハーヴアード大學やヱール大學を出ても應用の才がな 
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斥す る やうな ことは ない。 

私が 旣に 度々 說 明した 如く 社交的には 米 人は 日本人を 卑下して ゐ る。 結婚な どと いふ ことになると 日 k 
人を 對等に 見て くれぬ。 從 つて 平素の 交際に しても 社交 方面なら 日本人を 歡迎 せぬ， ことは 爭 はれぬ 事實 € 
が 其點は 無理 Q ない こと だ。 5 日本人の 立場から 考 へても 日本で 西洋人と 自分 等の 娘と 結婚す る ことを 
好む かとい ふに 百 人中 九十 九 人までは ノ I とい ふで あらう 。沉ん や 黑 人との 結婚な どと 來たら 眞つ平 御免 
である。 米 人から 日本人を 見る と 「ルクス」 から 言へ ば どう 考 へても 日本人を 一級 下の クラスに 入れる の 
は 止む を 得ぬ。 女振り や 男振りで 相場を つけられたら 日本人は 到底 白人には 自 一つつ か 

鼻 や 口の 格好 S いと か、 頰骨編 いと か_ ひらつ たいと 云つ た 風に 白人から 見れば 非難す ると ころ 
が ザ ラに— であらう が、 斯うい ふ 素 社交 方面では 必要な 條件 だから 仕方がない。 白人の 住宅 區 或て 日 
本人を 入れない とい ふことは 以上の やうな 事實が 其 原因を なして ゐ る。 日本人 第二 世が、 いくら 英語が ょ 
く 話せて 米國 の 事情に あかるくても、 ひらつ たい 鼻が 高くな つたり、 絲 の やうな 眼が 鈴の やうに。 ヘント 月 
朗 になる 謹 ひ％ ない 限り、 管 白人と 違つ 塵を 持つ て晶 到底 白人 同等の 社, 特權 を 得る ことは 困 
難で ある。 此點は 二世 も 一世 も 共通で ある。 

小學校 位の 年齢で ff んな こと はな いが、 ハィス f ルを 卒業して 大學 へす、 む 頃から 白人 學 生と 
日本人 學 生とは 知らず く Q 內に障 雲 設けられる 。これは 人情 風俗 や 墓が 然 らしむ る Q ではなく 人 重 
の 相違から 起る ッラ ブル だ。 卽ち 、日本人と 白人との 顏が 全然 塵す るから 交際して ゐても 何だか 變な感 
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例へ： ば 農園に 働いて 大家族を 扶養す る ものが、 其 生活の 途で ある 農園 働きを 禁ぜられたら どうして 大家 
族を養ふて行くことが出來るか、それと同樣に 0. 本人漁業家が漁業を_止されたら、さしむき明日から食 
ふ ことに も 困る 結果と なる。 

か X る 問題に 直面した 場合、 日本人は 堂々 と 其 無茶苦茶を 辯駁 する だ： b の 用意を 持たねば ならない。 日 
本人 第二 世 達が 排日を 語る 場合に 社交 方面に のみ 重きを 置き、 死活問題で ある 眞劍な 方面に 考 へを 致さぬ 
傾向が ある ことは 將來 大いに 注意を 要する。 

白人 住宅 區 域へ 日本人が 住む ことが 出來 ない とか、 活動 寫眞 館には いって 日本人 だけを 別の シ I ッへ坐 
はらす こと や、 公開の 水泳 場 や ダンス ホー ルへ 日本人を 人れ ない とい ふやうな ことを 左も大 問題の 如く 騷 
ぐ 弊害が あるが、 果して 左程 大切な ことで あるか、 私に 言は すと、 そんな 事は どうで もょ い。 

人生と 二世 靑年 

若い者の 常と して 見へ 振りを 飾る 弊害が あるが、 これは 甚だ 悲しむべき ことで. ある。 立身出世と いふ こ 
とは 折目の ついた 洋服に 高い カラを かけて ハイトンな 事務所の 仕事を する ことで あると 考 へたり、 金 持 や 
お 役人と ー緖に 御飯を いただく ことの やうに 考 へる ものが 片ッ 端から だが 誠に 困っ たもので ある。 第一 世 
の 親は 破れ 着物を 着て 一生涯 馬の 尻を た \ いて ゐ るのに、 第二 世の 息子は 親を 慰める ことな ど 爪の 垢 程 も 
考へず に ハイトンな 人間の 仲間に 入り込んで、 ハイトンな 眞似が すきに なって は實際 親の 身に なれば 泣き 
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ければ 世の中に 出て 役には 立たぬ。 その 反對に 名もない やうな ヵレ ッヂ 卒業 者で も スマ ー トで應 用 力に 秀 
でた 人物は 世に出て 名聲を あげる。 いづれ は 其 人物の 才幹い かんに ある。 

ザック バランに いふなら、 此の 地方の 大學 、例へ ば 加大や 南大 なら 自宅から 通學が 出來 るから 入費 も 安 
くて やれる が、 一度び 東部の 大學へ 行けば、 每月 多額の 入費が か i るから それだけ 餘計に 親に 苦 勞をか け 
る。 何を 好んで 東部の 大學へ 行く 必要が あるかと いふの が 私の 平素の 人生 哲學で ある 。人生は 形式を 捨て 
て 成るべく 實地に 重きを 置く やうに しないと いけない 0 話が わき 道へは いったが、 抑々 排斥に も 種々 ある。 

其 排斥が 凡ての クラスに 共通す る 場合に それは 眞の 排斥 だ。 ハィトンな 白人 區域で 白人 對等に 生活し 得 
る だけの 財力の ある ものが 日本人 間に 果して 幾 名 あるか、 恐らく 百 人中 一人 か 二人 だら う。 その 一人 か ニ 
人を 除けば 他は たと へ來 いと 云 はれても ィヤだ とい ふ 連中 ばかりでは ないか、 私な どは 先方から お金を い 
ただいても 御免 蒙る 方 だが、 其 少數の ものが 排斥され たと しても、 別に 大 問題では ない 0 

しかも それが 日本人 全體の 生活を 脅かす ことに 全然 無關 係なる において おやで ある。 

排日 問題と 二世の 考へ かた 

日本人には 百姓を. やらさぬ とか、 漁業を 禁ずる とか、 その他 日本人が これ 等の 事業に 雇 はれて 働く こと 
•を 一切 禁止す ると いふ ことは 日本人の 生活に 大關係 ある 重大問題で ある。 從 って 此 種の 排日 運動が 起った 
一場 合は 充分 これに 對抗 して 日本人 側の 立場 や 主張を 發 表する 必要が ある。 
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米 人 ミ シヨ ナリー の 誠意を 保證 

米 人を 相手と する 場合 常に 二つの クラスに 分つ て考 へる 必要が ある。 その 一つは 正義 人道を 信條 として 
凡てを 割り出す ところの 感ずべき 人達で ある。 今一っは 政治 上の 掛引 からして 他人の 迷惑を 何とも 思は ず 
に 屁 理窟を ならべて 日本人を 排斥す る 連中で ある。 例へ ば顏の 色が 白くない からとの 理由の みで 日本人を 
迫害す る 派の 人間は 主として 政治を 商賣 にす る ものに 多く、 其 反對に 飽くまで 人類愛の 大 精神を 以て 日本 
人 問題に 對 する クラスの 人々 は ナンと 云っても 眞 面目な キリスト 敎 信者 間に 其多數 が發 見され る。 

加州に おける 日本人 排斥 問題の 渦中に 投じて 公然と 日本人を 辯 護して くれる ものは、 いっも キリスト 敎 
牧師を 以て 其 冠と する、 アリゾナ 日本人 排斥の 際に 勇敢に 矢面に立って くれた 人 も 亦 キリスト 敎の 牧師で 
あった。 私は 宗旨の 上から 云へ ば 佛敎 信者に 屬 して ゐるが 、キリスト 敎を 信仰す る眞 面目な 米 人の 多數が 
排日 事# 發 生の 度每に 日本人の ために 盡 して くれて ゐる 親切と 公平と には 實際 感泣し ないで は 居れぬ。 

私は 殆んど 四十 年間 米國に 住む が、 米 人 ミ シヨ ナリ I の 其 一人々々 が 眼中 人種な く、 國籍 なく、 平等に 
日本人を も 神の 子と して 面倒を 見て くれる 點を 感謝し ないで は 居られぬ 。カトリック 敎のミ シヨ ナリー の 
如きは 其 好例で ある。 此の 人々 は 支那 や 日本、 アフリカ、 南米 等々 に 移住して 尊い 仕事を して ゐ る。 その 
目的た る や、 單に 米國 のた めの みに 働く とい ふが 如き 狭い 考へ でな く 世界人 類 幸福の ために 働く とい ふの 
である。 
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の淚 である。 

親が 百姓を して 子供を 育て X くれたなら、 其 親の 事業を 受けっ いで 自分 も 親と 一緒に 馬の 尻を た X い て 
渡世す る だけの 眞 劍な考 へが 第二 世に あって 欲しい。 第二 世敎 育と いふ ことは ロの 先き で 利口 さうな こと 
をい ふこと ではなく 親の 仕事を 眞 面目に 受けつ いで 行く ことを 敎へる ことで ある。 今日は ダンス 明日は パ 
丨テー とい ふ 風に 儲けた だけを 全部 費消して それでも まだ お金が 足らぬ やうな ことでは 成功 覺 束ない。 

今 囘の日 支 事變が 日本 國民に 非常な 良い 敎 訓を與 へた。 卽ち金 持 も 華族 も 學者も 同樣に 日本 國民 として 
生命を 賭して 戰場に 忠勤を 勵 み、 博士 も大學 敎授も 百 萬 長者 も 貧乏 百姓の 子供 も戰 場に おいては 其 處に聊 
かの 差別 もない。 金滿 家の 息子 だからと いふて 贅澤な 夜具 や 御馳走を いただく ことは 出來 ない。 若い もの 
には 平素 この 修業が 大切で ある。 人間が ドン 底 生活を 體驗 して おけば 他日 不幸に して 失敗した 際に も 失望 
悲觀 する ことなくして ドン 底 生活に ありながら 再び 運命を 盛り返す ことが 出來 る。 

金滿 家に 生れた ものが 生活苦を 知らず、 生れ おちる と 贅澤の ありった けを っくして 旦那 樣 暮らしを なし、 
一旦 相場に でも 敗て 無一文に なれば、 まさか 他人の 下に 安 給料で 働く わけに も 行かず それ かと 言って 遊ん 
でゐては食つて行くことが出來ず、たう" ^ ^ 煩悶の 末 自殺す る やうな ものが 世の中には 多々 あるが、 これ 
などは 平素の 心がけが 惡い からで ある。 私は 此の 意味に おいて 若い ものが ハィトンな 眞 似を する ことを 心 
から 悲しむ。 
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で、 毛 嫌 ひする やうな ことでは いけぬ。 日本人に 親切を 盡 して くれる 人で あれば 其 人の 恩義に 酬 ゆる だけ 
の 人情味を 示す ことが 必要 だ。 

在米同胞間に排斥問題が發生したやうな場合に無やみに悲憤慷慨するばかりでは駄目で、最も賢明にこ. 
れが 解決に すすむ 途を考 へて こそ 指導者と 言へ やう。 例へ ば 今囘の 排日 漁業 案の 如きに 對 する 解決 方法の 
如き も 私が 旣に 紙上で 愚見を 發 表した 如く 對抗策 研究が 何ょり 必要 だ。 かかる 法案が 議會を 通過せ ぬ やう 
な 運動を 起す こと も 必要で あらう。 それと 同時に 不幸に して 此案が 議會を 通過した 場合、 これを 裁判所で 
爭ふこ とが 出來 るか どうか、 幸 ひに 見込 ありと すれば、 其 法律の 弱點が 何處に あるか、 例へ ば 憲法違反の 
點は ないか、 乃至 日米 條 約に 違反して はゐ ないか。 

幸 ひに 法律 的 見地から 研究して 漁業法 案が 憲法違反で あり、 或は 日米 條約 違反で あれば たと へ 議會を 通 
過しても 憂慮す る ことは ない。 此れに 反し 假りに 此の 案が 議會を 通過し 違憲で もな く、 日米 條約 違反で も 
ない としたら、 いかにして 法律違反と ならぬ 樣 にして 漁業に 從 事し 得る か、 例へ ば 目下 日本人に ょる 農業 
經營の 如き 方法が あるか どうか。 こうい ふ 方法に ついても 眞 面目に 研究せ ねばならない。 只 ヮィ <騷い 
だのでは 駄目で ある。 決議 や 聲明 も惡い 事は ない が 法律案の 通過を 喰 ひとめる には 一片の 決議 や聲 明では. 
餘 り效果 はない。 

參考 の爲に 今囘 加州 議會へ 提出され た 漁業 案對抗 策に ついて 愚見の 一端を のべて 見やう。 今囘 加州 議會 
に 提出され た 漁業 案は 總計四 案 も ある。 或 物は 上院へ 提出され、 或 ものは 下院へ 提出され てゐ る。 下院へ 
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だから 例へ ば 支那 人間の 傳 道に 從事 する カトリック •ミ シヨ ナリー が 日 支 事變に あたり 支那 人へ 味方す 
るた めには スパイと なつて 日本に 不利な ことを する ことを も 尙ほ辭 せぬ が 如き ことは 斷じ てない。 今でも 
なほ 外人 宣教師に 對し 、かかる 誤謬を 抱く 人が 往 々にして ないでも ない が、 これは 非常に 愼 むべき ことで 
ある。 無論 ミ シヨ ナリ ー と雖も 人間で ある 以上 思 ひ 違 ひな ど ある 場合 も あらぅ が、 少く とも 此の 人々 に 表 
裏の ない こと だけは 保證が 出来る。 

私は 米國 における アメリカ •ミ シヨ ナリー の 仕事を 誰ょ ^ も 多く 硏究 したと いふ 自信を 持つ てゐ るが、 
ミ シヨ ナリ ー は 純然たる 社會 奉仕 團體で ある。 ミ シヨナ リーが 日本 內地 又は 滿支 地方 旅行の 際、 探偵が 尾 
行 するとい ふ 噂を 時々 聞く が 萬 一 それが 事實で あるなら 深く これを 悲しむ もの だ。 

是等ミ シヨ ナリー にだけ は絕對 信用を おいて 可な りで ある。 私は 敎 會の會 員で もなんでも ない が、 唯 公 
平な 見地から ミ シヨ ナリ ー の 內地や 滿支 地方に おける 社會 奉仕に 日本 官民が 全 副 的 支持を 與 へられん こと 
を 希望す る。 

プランを 建てる 事が 最も 必要で ある 

我々 は 常に ハッ キリした 態度で 問題解決に あたらねば ならぬ。 善い 事は 善い、 悪い 事は 惡い とい ふ 公明 
正大な 態度が 先づ 何ょりも 大切 だ。 米 人の 一部が 日本人を 雄 斥す るから とい ふて 米 人 全體に 對 して 憤慨し 
ては ならない。 カトリック 敎宣 敎師や 其 他 キリスト 敎傳 道に 從事 する 人々 ガ 外國 人で あるから との 理由 
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所が 下院 委員 會 では 旣に此 案と 大同小異の 案が 否決され てゐ るから たと へ 上院で 通過した 案で も 下院 
委員 會で はこれ を拒絕 する。 卽ち 結局 この 案は 葬られる 事と なる。 だから 上下 兩院 1 かの 寶會が 
排日 漁業 案を 否決. すれば それで 以て、 t る 案の— I 然見 S なしと 斷定 して i 霊ない。 

排日 漁議が s された 雪に 此案を 委員 會で 揉み消す 運動を 起す のは これが ためで ぁる、 と 同時に 贊 
會 にしても 上下 兩院の 中 どちら かが 日本人に、 ょり 多く 同情を 持つ てる かを 吟味す る こと も 無論 必要た。 
下匪§の 寶中そ Q 半 霞 上が 頑として 排日 _奮 支？ 桑 勢が— としても S に 上院 委員 會 
の委畢 S 上 裏方に 味方 さす ことが 出來 ると すれば 上讓晷 を 藍む 言 £ 動せ ねは ならない。 

委員 會の委 員 數は たしか 九 名の やぅに 記憶す るが、 その 過半 數卽 ち此內 五名の 味方を 得れ は勝禾と いふ 
ことで ぁる。 この 五名の 味方を 得る には どぅ すれば ょい かとい ふに 委 墨と 交渉を 重ね 我方の 主張を 說明 
して _ 員 鲁へ 充分な 議を與 へる ことが 無論 必要 だが、 由來 政治家は 一片の 理想論では 成程と 容易に こち 

らの 希望を 容れぬ 場合が 多い。  > 
お金を 出して 味方に するとい ふこと も 時と 場合では 行 はれる と傳 へられる。 又 或 雪には 此 案を 揉みつ 

ぶして くれる— 次期 S 擧 には 日本人が 全部 擧 つて S に 投票 するとい ふ 風に 先方へ 投票を 與 へる 約束 
をして、 それと 交換 條 件で 揉みつ ぶしを 績 する 場合— るが、 どちらに しても 此方 法には 相當 入費— 
かる。 
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提出され た 漁業 案が いかにして 通過され るかの 途筋 はかぅ である。 卽ち 此の 案が 本氣で 最後まです すめら 
れて行くには、提案者が下院漁業法案委員會へその法案の審議を行ってくれと 7£ 式に要求することが必要 
である。 

議案が 提出され て 居ても 提案者が 委員 會 へその 案の 審議を 請求し ない 限り 他の ものが 勝手に その 案を プ 
ツシユ するとい ふことは 許されない。 

委員 會と 排日 漁業 案 

排日 漁業 案 提案者が 委員 會へ其 案の 審議を 行って くれと 請求 すれば、 委員 會は 時日を 決め 此の 案の 賛否 
に關し 双方の 證 人に 發 言を 許して 公 聽會を 開く。 この 公聽會 には 何人で も 意見を のべる ことが 出來 る。 公 
聽の 結果、 委員 會が 此の 案を 否決 すれば 先づ 完全に 日本人 側の 勝利と 見て 差 支ない。 無論 漁業 案に も 種々 
あるが、 日本人 排斥 案の 性質を 帶びた 或 一っの 漁業 案を 下院 委員 會で 一度 否決 すれば、 他の 案が 別の 形式 
で 提出され て も 否決され る ことは いふまで もない。 

以上は 漁業 案が 下院議員に よって 提案され た 場合で あるが、 假りに 今囘の 如く 上院議員に よっても 提案 
された 場合に っいて 考 へて 見やぅ。 この場合に 漁業 案が 提案者の 請求に よって 上院 委員 會に より 審議 せら 
れる ことは 下院の 場合と 同一で ある。 今假に 上院 案が 委員 會を 通過して、 更に 本 會議に 移され、 其處で も 
通過した 場合 次に 來 る手續 きは これを 下院 委員 會へ 廻附 する ことで ある。. 
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には 一切 不案內 である。 これを 要するに 運動費を 出す ものがなければ これ 等の 幽靈 案が 自然と 其 姿を 議會 
から 消す であらぅ こと だけは 大體 解る。 

排日 漁業 案が 從來每 議會に 提出され たが、 幸 ひに、 いっも 委員 會で 揉みっ ぶされ た。 揉みっ ぶしに どの 
位の 運動費が 要っ たか 無論 私には そんな ことは 解らぬ。 恐らく 議員を 金で 買收 する が 如き ことは あり 得な 
いこと と 自分は 信ずる が、 檢事總 長の 談話 も あった 事 だから、 參考 のために 以上の 事柄を 掲げた 次第で あ 
る 0 

大凡そ誰にしてもお金の嫌ひなものはないから、お金さへ32せば手っ取り早く何もかも有利に解決する 
とい ふ 人 も あるが、 サア 、その 邊はど んな もの か、 私は ィエスと もノ ー とも 返事が 出來 ない。 併し、 假り 
に 運動費が 只の 五 仙 も 出ない 場合には、 然 らばい かなる 對 策を 講ずれば よい か、 この 事に っいて 私は 數日 
前から 種々 考 へて 見た。/ 

其 結果 こんな 問題は なんと 言っても 矢面に立って 人類愛を 勇敢に 說く 人の 援助を 求む るより 外に 途がな 
いと ック 考 へたので ある。 假に 我々 が 認識 是正の ために 委員に 會 って 見ても 運動費がなければ 思った 
程の 效果が ない のでは ないか、 恐らく 此の 事實を 絕對に 無視す る わけには 行くまい。 市民 協會 、軍人 團、 
二世 民主 黨等 々が 市民と いふ 立場から 容易なら ぬ 活動を なして ゐ るが、 運動費な しの 交涉 により 果して 豫 
期の 成果を 得る ことが 出來 るか どぅか、 その 點誰が やっても 仲々 困難で ある。 

或 方面では 此 問題を なるべく 表面化さずに 第三者は 寧ろ 知らぬ 顏でゐ て 貰 ひたいと 希望して ゐ ると 傅へ 
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議案 揉み 潰しと 運動費 問題 

たつた 二週間 前の こと だが、 加州 檢事總 長ゥオ I レン 氏が、 こんな ことを 言つ てゐ た。 每議會 に 提出 さ 
れる 法律案 中に 多數 の幽靈 案が 發 見され る 。最初から 通過させる 意思が ある わけでは ない が、 提 m して お 
けは 其 案に 利 1 f 有す fQ が 現 はれて 揉み消し 運動費と して 相 慕の 蠢を 出す ので 蠢を あてに 
每議 會每に 此の 幽靈 案を 出す とい ふの が、 それ だが かくの 如きは 不都合で ある。 

檢事總 長の 此の 警吿は 確 I 一 面 Q 事 實を 物語つ てゐ る。 世の中には 往 々にして 小 使 ひ 儲けの 爲に 法律案 
を 出す ものがない とも 限らぬ。 t る 場合には いくら 正義 人道を 楣に 名論を 吐いて 謹 者の 蒙を 啓かん と 
努めても、 蓋し 豆腐に _f う。 何と なれば 正義 や 人道ょりも お金が 欲しい のが 其 目的で 倉から だ。 

由來 時々 寶 Q 收肇 件が あかるみへ 33 る。 新聞記事 にょ fs が 行 はれる のは 主として 寶鲁の や 
うで あるい かなる®^ 案に」 て も、 それが 一 B 一本 鲁 11 へ 廻れば 十中八九までは 委暑 IQ 決蠢 りに 證する 
萬 一 そ Q 謹を 啥 6 とめる ために 運 雲を 使 ふに しても 相手が あまりに も 多 數定 から 仲々 容易では ない。 

其 處に— illf  I 紊—簡 湯が、 疆 f _ 的—— 足りる。. 

それにしても 委員を 買收 する には 無論 五 百 や 千のは した 金では 駄目で あらう。 

從 つて 金の ない ものには 此 種の 運動は 絕對に 不可能で ある。 これに 反し 金 さへ 出せば、 か、 る 案が 容 
易 i で f つ— れ f 或 一部の 政證— るが、 果して— とが 出 f か f か蠢驗 


運動費 も 使は ず 辯 明 もせず 此儘 放ったらかす の も 名案 かも 知れぬ が、 場合によって は 牧師さん か 乃至 人 
種 親善 委員 會 代表者で も 煩は して 排日 漁業 案の 馬鹿らしい 理由を 陳述して 貰 ふこと も 無益では あるまい。 
實は 私は 此方 針に 大 賛成 だ、 アメリヵン リジ ヨンが 此 漁業 案の バックに 居る 事 も旣に 明白の 事 だし 現に 
極力 この 案を ブッシュして 居る が、 實に 困つ たもので ある。 

日本人を いじめる 事が 愛 國行爲 であると 信じて 居る 者 もリジ ヨンの 中には あるら しいが、 其 理由た る や 
蓋し 日本 兵が 餘り强 すぎ 到る 處で 支那 兵を 片ッ 端から やっっ ける からで あらう。 

出る釘は打たれ ると 云 ふが 日本人が 米 人の 一部から 排斥され る 理由は 實に これで ある。 此種 のリジ ヨン 
諸君に 條理 をた だして 述べて 見ても 效果 はう すい。 第二 世が 不用意に リジ ヨン 本部へ 異議で も 申込 まう も 
のなら、 米國 市民で ありながら スパィの 辯 護す るとは 何事 ぞ 、場合によって は 第二 世 日本人の 非米國 態度 
を 一 設米人 社 會へ訴 へる がよ いかと おどしっける やうな 場合が あるとの 事 だから 實に 驚く、 蓋し 事 實を知 
らんと する 誠意と 公平と を 欠いて 故意に 日本人を スパィと 斷定 する 此 連中 こそ、 非 アメリヵ 式では ないだ 
らう か。 

後から後からと 排斥の 連發  , 

世の中の 事は 理窟と 實際 とが 大分 相違す る ことを 我々 は 平素 發見 する。 其 始め 日本人が 勞働に あまんじ 
て ゐるか ら勞働 者から 排斥され ると 云 ふて 先輩から も 米 人から もや かまし く 言 はれた 。それでは とい ふの 
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られ るが、 自ら 斯 間の 消息が 窺 はれる。 無論 自分は 世間の 噂を 其 まま 傳 へて ゐ るの だから 別に 證據を 持つ 
てる わけでは ない。 茲に は單に 噂と して 紹介す るに とどめる。 

常識を 通り越した 不 認識に 呆れる 

排日 漁業 案なん ぞは實 際っ まらない 案 だ。 馬鹿げ て眞 面目に 其 提案 理由を 拜聽 する 氣に はなれない 。從 
來 何十 年と いふ 長い間 妻子を 養 ひながら 濱に 住宅を 持って 漁業に 從事 する 日’ 人を っかまへ て、 日本海 軍 
の 後備 將校 だな どと 本氣で ょぶの だから やりきれぬ 程 馬鹿臭 ひ 感が する。 

おまけに 此 先生 等に 言は すと 日本から 軍艦が わざわざ 五六 ヶ月 每に メキシコ 附近の 洋上へ 出かけて 其 所 
で 南 加の 日本人 後備 將校が 交替 するとい ふの だから、 これ こそは 天下 無敵の コ メデ ー でも ある。 

今迄 二十 年 も 卅年も 漁業に 從 事した 日本人に して スパィを した ものが 只の 一 人で も あるか？ 斷じ てな 
いぢ やない か、 然るに 今頃に なつて こんな 事を 言 ひ 出す とは 實際 何が 何やら 分らぬ ので ある 0 

まさか お金 儲けに 排日 漁業 案が 議會每 に 出される のでは あるまい が、 萬 一 そんな ことが 目的で あつたと 
すれば 日本人 漁業 家の 迷惑つ たら あり やしない ぢや ないか 。私は わけ も わからぬ 事に お金を 使 ふやうな こ 
とには これまで どんな 事で も反對 して 來た 。其 主義は 今日に おいても 變ら ぬ。 凡ての 法案が 一 度 委員 會を 
通過 すれは 本 會議で 容易に 通過す るで あらう ことは 前述の 如く 大槪 想像が っく、 だが 兩院の 委員 鲁が大 多 
數で こんな 案を 通過 さす かどう か、 私は 多大の 疑 ひを 寺つ てゐる 0 
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まいて 合衆國 以外の 國に おいてで さへ 日本人の 發展に 文句を つける 米國が 支那 大陸に おいては、 日本と 同 
■等の 權利卽 ち 門戸 開放 や機會 均等を 要求す るとは 實に 我儘 勝手な 話で ある。 從來 第一 世 日本人は こんな 問 
題 も 第二 世が 成長 すれば 萬 事 解決す る ものと それを 樂みに 我慢して 來 た。 

其 第 こ 世が 成長した ので、 今囘の 漁業 案な どには 現に 二世の 努力を 仰いで ゐ る。 第 二世 も 第一 世の 過去 
の 涙ぐましい 體驗に 同情して ゐる から 自分 等の ことの やうに 一生懸命 善處 に盡 して くれてる 點は 第一 世 も 
悉く 感謝に 堪へぬ 。がし かし 第二 世が、 かう した 問題の 中へ 飛び込んで 實際 にあたって 見る と、 只 市民 權 
が あった ばかりでは 仲々 希望が 貫徹せ ぬ ことが 解る。 

.<^ んな問題へも日本人といふ人種的僻見が多分に現れる。下手をすると第ニ世まで « くもない腹をさぐ 
られるといふッラィ立場に街くはすのである。此點を日本人が常に心得てゐることが必要であらう0 

ユダヤ 人事# に關 して 獨 逸を 悪罵す る 米國が 日本人に 對 してやって ゐる仕 打は 理論から 云へ ば獨 逸に お 
ける ユダヤ 人 待遇と 變は りは ない。 從 って 日本人の 立場から 言へ ば 米國が 獨 逸を 彼 これい ふの が 寧ろ チヤ 
ン チヤ ラ おかしい 次第で ある。 

排日 屋は米 人の 一部、 大多數 は 公平 

斯うい ふ 風に 考へ ると 全く 米 人と いふ 人間は、 ず ゐ分 わからぬ ものの 集まりの やうに 察せられる が、 必 
ずし もさう でもない。 私が 旣に 度々 のべた やうに 一方 表面に 現 はれた 排日と 他の 一方 多數米 人の これに 對 
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で獨 立して 農業 馨に 移る と 日本人— 姓は やらせぬ とい ふ— が 起？ 加州 外人 土地 _疆 された。 

土地 所有— 來 ず、 農 薄地 鼻され ず、 又小作 蠢卽— 合 1 園で 働く こと— 止された のが 此 外人 
土地 法で ある。 

其霉 排日 白人_ 何も 日本人が _ にの み 馨—— _| は 他に いくらで— 巷— いか 例 
へば 食料品店、 野菜 小憲 、洗濯 業、 漁業 等々 何でも やれる と 農業を やらせぬ 理由と して、 そんな こと 
鲁つた 然るに 今日は どう 力 雲 もやら せぬ とい ふでは ないか、 日本人 もこん な 事を 言 はれて は實祭 
やりきれない。 

雲を— いふか— 立して— やれ i がいょ く——、 fs はやらせ 

ぬと 言 ひ 出す。 それで f 或 者 I 業— して 漁業に 移れ I 初は 平氣で やらし I、 段々 と 日本人 

經營の 漁—— SII つ始 t。 蓋し 正 f か 人— か、 I とか 米 國證の 精神 
が 何處に あるかと 問 ひたくなる。 

位置を 沒 つくり 返して 假 りに 米 人が 日本に あつて こんな 待遇を 受けた 場合に 米國は f いふで あらう 

力 人種が 違 ふ 力ら 入國を 許可せ ぬ、 雜婚も 許さぬ、 土地 所有 も 許さぬ、 農業は 罷りなら ぬ、 日本へ 歸化 

.も 許さぬ、 魚を と t とも 許さぬ ：：： とい ふ 差別 的 待遇を 米 人の みへ 適 兩し塞 合 米 人が、 これに 無關 、レ 
'で ゐるで あらう か。 

米 大陸へ 日本人が 塵に まれ、 鑛山 業に まれ、 漁業に まれ 進出す f とは 出來 ぬと モン ロ！ 王義を ふり 
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日本人に それだけの 民族的 勇氣が あって 欲しい、 まさか 違へ ば 漁業 權を剝 がれても オ ー ラィ だ。 そんな 奴 
等の h 遣 ひ _け の 犧牲に なって、 いっまでも 馬鹿にされて たまる かとい ふ 勇氣を 私は 日本人に 要求す る。 
然 うでない と、 第一 世が 生存す る 限り 此 種の 金儲け 案が 其 あとを 斷たぬ であらう ことを 私は 憂へ る。 

百 人の 米 人中、 九十 五 人までは 不公平な 排日 法案に 反對 して ゐ る。 只 彼等は 表面に 立って 眞 正面から 反 
對せぬ とい ふだけ で內 心では 日本人に 深い 同情を 表して ゐる 。この 隱れた 米 人の 同情に 信頼し、 曲がった 
目的の ために 日本人を 键斥 する わけの わからぬ ものとは 一切 沒交涉 態度を 採る やうに したい ものである。 

沒 交渉と いふ 意味は 彼等に 物質的の 利益を 與 へて それと 交換 條件で 排日 案を 喰 ひ 止める やうな ことは や 
るな とい ふ 意味で ある。 その 反 尉に 苟も 公平を 旨と し、 正義 人道を 愛する アメリカ 主義から 考へた 場合 彼 
等の 排日 行動が 悉く 違って ゐる點 に 關 しては 堂々 と眞 正面から 反撃す る ことに 聊かの 躊躇は いらぬ。 

何と なれば アメリカ人の 大多數 は 何と 云っても かかる 場合 我等の 味方と なって くれる からだ。 

私は 排日 法案に 對し 二世に 何を 望む か 

私が 二世に 望む ところは 今囘の 漁業 案に っいて 日本人の 名譽 のために も 一 肌ぬ いで くれる ことで ある。 
それを やる には 先づ 事件の 眞 相を スッ カリ 摑む 事卽ち 事件 そのものを 充分 理解す る ことで ある。 私が 加州 
每 日英 文攔 において 連日に 亙り 執筆した やうな 事實を ホン ト ー によく アン ダ ー スタンドして 置く ことで あ 
る。 列へ ば ク ー ミナ ル 島に おける 日本人 漁業 家が 永住 的に 旣に 何十 年と いふ 長い間 居を 構へ、 妻 や 多數の 
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する 眞 面目な 考へ かたには 大變な 相違が ある。 

排日 運動は 多くの場合 かかる 運動に ょって 自分の 存在を 認めて 貰 ふと か、 或は 小 遣 ひ 儲けで もやら うと 
いふ 手 合 ひが、 其 牛耳を 握り 彼等は 日本人が かかる 問題を 重大視して 大 問題に する ことを 心密かに 望んで 
ゐる 。換言すれば 自分の 名前が 新聞な どに 大 見出しで 書き出される ことを 望んで ゐ るの だから やり切れ 
ぬ 0 

こんな 人間を 相手に 眞 面目に 談判な どは 實際 阿呆く さいので ある。 だから わけの 列らぬ 排日 問題には 日 
本人が 餘り關 心を 持たぬ 振りを する 方が 寧ろ 聰明で あらう。 排日 土地 法な どは これ 以上 法律を 嚴格 にした 
からと て 別に 日本人は 何等の 痛痒を 感ぜぬ。 どんなにな と 修正すべし だ。 かかる 修正案に 今更 日本人は ビ 
クビク する 必要は ない。 

私は これに 關し旣 に 多少の 經驗を 持って ゐる とい ふ 立場から、 そんな 案は 放ったらかして 問題に せぬ 方 
が、 かしこい と ァド ヴァィ ズ する。 そんな ことに 日本人が 運動費を 出して たまる もの か、 もう 我々 はか か 
‘る手 合の 金儲けの チャンスを 作って やる だけの 餘裕も 持たぬ が、 これ 以上 愚弄され る 程の 馬鹿者で ありた 
くもない 0 

漁業 案の 方は 萬 一通 過したら、 いかなる 影響を 蒙る か 其 途の專 門 家で ない 私は なんともい ふことは 出來 
ぬが、 法律と いふ 點か ら考 へる と 恐らく 違憲 乃至 日米 通商 條約 上無效 である やうな 氣が してなら ぬ。 此際 
暗から 暗への 運動費な どは 絕對 使は ぬ やうに 希望す る。 
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が 如きは 文明 國の なすべき ことでは ない。 子供が 罪を 犯した から 親 も ー緖に 處分 するとい ふのは 封建時代 
の 遺物で ある。 一人の 不心得者が 僞 チヤ ツキを 行使した からと いふて、 今後 一切 何人に も チヤ ツキ 行使を 
許さぬ としたら、 銀行は 立ち行かず、 商取引に 非常な 不便を 感ずる であらう。 そんな 馬鹿な ことを 政府は 
なすべき ではない 。悪い ことを すれば、 これを 處分 する 刑法が ある 害 だ。 その 刑法に 準じて 犯罪者の みを 
罰する のが 近世の やりかたで ある。 

卽ち スパイは 須 らく スパイ 取締法に ょって 處 罰すれば 事足りる ではない か、 然るに 日本人 漁船 中に スパ 
イを する ものが あるとの 一片の 嫌疑 位で 全日 本人 漁業 家から 漁業 權を剝 奪す る やうな ことは 文明 國の なす 
べき ことでは ない。 これ 等の 點を 充分の み 込み、 加州 議會の 委員 會に 出頭して 二世が 所信を 堂々 と 披瀝せ 
ん ことを 私は 望む。 

' 排日 漁業 案に 對 する 今後の 對策 如何 

更に 一歩 進んで 漁業 案が 通過した 場合を 考 へて 見やう。 私は 過去の 經驗 にて らし、 たと へ 排日 漁業 案が 
通過しても 必ずしも 悲觀 する ものでは ない。 何と なれば 米 人は 個人々々 として 案外 親切で も あり 又 同情 深 
くも あるから だ。 排日 土地 法 通過 後の 日本人 農家に 對 する 米 人の 同情が 遺憾な くこの 米人氣 質を 示して 
ゐ る。 

澤 山の 子供を っれて 朝から 晩まで 眞 面目に 働く 日本人 百姓の 渡世の 途を斷 っやうな ことを して 人間の 道 
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子供と ともに 渡世して ゐる事 實や其 漁業 家の 中には 最初の 渡米 以來 まだ 一度 も 日本へ 歸 って ゐな いやうな 
者が 多數 ある こと や、 彼等が 未だ 曾て スパイの 嫌疑は おろか 法律違反の 行爲 などで 罰せられた ことのない 
事實な どを スツ カリ 調査し、 此事實 にょって スパイで ない 點を 充分 說 明し 得る だけの 豫備 智識を 持っ こと 
が 必要 だ 0 

吞日 議員 中には 現行 移民法が、 どんな もの かそれ すら も 不案內 の ものが 多數 ある やう だ。 千 九 百 二十 四 
年の 修正 移民法 通過 後、 日本人は 國際 商人、 宗敎 家、 教育家、 旅行者 以外には 絕對 米國へ 入國が 許可され 
ない。從って歸化し能はざる日本人は今 ^ 渡米は不可能である。歸化不能の日本人として排日法律の適用 
を受 くる ものは 千 九 百 二十 四 年 以前に 米國へ 入國を 許された 第一 世に 限られて ゐるが 、これ 等 一世の 平均 
年齢は 旣に 述べた 如く 平均 五十 歲以 上で あらう。 漁業法 案に しても 不幸に して 此の 案が 通過 すれば 其 適用 
を受 くる ものは これ 等 五十 歲 以上の 第一 世 諸君で ある。 假りに 六十 歳まで 漁業に 從事 する だけの ぺップ が 
あったと しても 第一 世 漁業 家の 生命は 今後 僅に 十 年では ないか。 

其漁篥 家の 數が 加州に おいて 現在 果して 幾 名 あるか、 恐らく 全 加州で ニ 千名內 外に 過ぎないで あらう が、 
今後 十ケ 年內 には 恐らく 其 全部が 漁業から 隱退 する の 止む を 得ぬ 程の 老境に ある、 僅 ニ 千名內 外の 第 j 世 
日本人を イジ メルた めに 今更 かかる 漁業法 案を 通過す る 必要が 何處 にある か。 沉ん や、 これ 等の 第一 世 日 
本人 漁業 家 諸君が 過去, おいて 曾て スパイら しい 行動を なした ことなき において おやで ある。 

假りに 日本人 間に 一人 や 二人の スパイが あったと しても、 それを 理由に 日本人 全部の 漁業 權を剝 奪す る 
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社 法試訴 の經驗 により 少く とも 此 種の 法律問題に 關し 何人より もより 多くの 研究を 積んで ゐる とい ふ 自信 
を 有する ことを 發 表し 得る と 信ずる。 

まさかの 場合 老骨を 引っ さげて 同胞の ために 法廷で 爭ふだ けの 意 氣の持 合は せが ある ことを も 前 ぶれし 
て おく。 かく 考へ ると 此の 漁業 案にたい しても さう 悲觀 する ことは ない。 行きっ まれば 其處に 何とか 道が 
ひらける とい ふのは こんな ことを いふので あらう。 この 際 私は 第一 世が これ 以上 わけの わからぬ 者 等に ィ 
ジメ られぬ 大決心 を 示す ことを 望みたい。 

米國 政界に おける 英佛 への 反 對空氣 

日米 關係 はさう 心配す る ことは ない。 これまで 私が 幾度も^^ のべた こと だが 米國 には 頭の いい 政治家 
が 多數ゐ る。 米 國議會 における 顏觸れ を 見れば それが 容易に 判る。 日米 問題の 如き も 素人が 憂 ふるやうな 
危險は 更にない と 云っても よい。 政府 黨がや り 過ぎる 場合は 必ず 其處に 有力な 政治家が 飛び出して 政府の 
無 暴を 譴責す る。 

今 囘米國 議會で 激論が 戰は された グアム島 防備の 如きは 正に 此米 人氣 質を 知る に 手近な 好例で ある。 ボ 
■レ ー 上院議員 や 加州の ジョンソン 議員な ど 一流の 大政 治 家が 眞 正面から 政府の 不謹愼 を 詰責し、 間接に 日 
本の 立場を 辯 護して くれて ゐ る。 

政苻が 軍備 擴張 を斷行 せんとして 頻りに 外患と いふ 文字を 濫用す るが、 何處に 外患が あるか、 米 國を侵 


が 立っ か と 言って 十 人が 十 人まで 米 人達が 悉く 日本人 百姓へ 同情を 表して くれた。 官吏 も實業 家も宗 

敎家も 敎育家 も 勞働ユ 一一 オン も 此點. では 意見が 一致して ゐ る。  > 

排日 漁業 案が 通過した 場合に 日系 米國 市民が 漁船を 所有して 漁業に 從事 しその 船に 第一 世 日本人が 船員 
として 乘船 する ことを 處 罰する やうな ことを 加州 人が 果して やる であらう か、 私は 其點に 關し大 なる 疑 ひ 
を 持っ もの だ。 眞劍な 生活 問題に 直面した 場合、 米 人には 案外 血 も あり、 淚も ある ことを 私は 從來 幾度 も 
發 見し 心から 其 義氣に 感銘して ゐる。 

排日 漁業法 案の 場合 も 必ずや 米 人の 義氣が 勇敢に 物を いふで あらう ことを 信ずる ◦それから 純然たる 法 
律 解釋の 上から 言っても こんな 法が 違憲で ある ことを 信じ、 それと 同時に 日米 通商 條約 にも 違反す る こと 
を 信ずる。 加州の 法律が 中央政府の 法律に 牴觸 する 場合は 無效で ある。 條約に 違反す る 場合 も 亦 憲法に 違 
反する 場合 も 無論 效ヵ はない。 

何故に 米國 及び 加州 憲法に 牴觸し 又 日米 條 約に 違反す るかの 理由は 餘 りに 専門に 屬 する 嫌 ひが あるから 
玆に はこれ を 省く が 一旦 排日 漁業法 案が 通過した 場合は 我等は 直に 公明正大な 米國 裁判所に おいて 其 曲直 
を爭 ふべき である。 曾て 日本人 病院 設立の 際に 私は 斷乎 として 信ずる ところに 進み、 加州 大審院 及び 華府 
大審院まで 此の 事件を 持 出し、 加州 政廳を 相手取って 勇敢に 戰 った。 

そして 我等は 最後の 勝利を 得た ではない か、 米國 裁判所の 公明正大な 點が あの 會社 法事 件で 完全に 立證 
された。 私は 米 人の 正義 人道を 確く 信じ、 米國 裁判所の 公平無私に 絕對の 信頼を 持っ もの だ。 更に 私は 會 
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るが、 必ずしも さう ではない。 米國 上院の 一議 員が 近々 英佛 その他からの 戰債支 操 ひ 代償と して、 米國防 
備に 必要な 材料 品 及 これ 等 借金 國 領土の 一. 部を 米 國へ讓 渡せし むべ しとい ふ 案を 提出す ると 言 はれる が こ 
んな 空氣を 日本人は 充分 知って おかねば ならぬ。 蓋し 米國 政界の 空氣 .は 必ずしも 表面に 見へ る 如く 日本に 
悪い 事は ない。 

日米 間には 喧嘩の 種な し 

斯うい ふ 風に アメリヵを 種々 の 方面から 解剖して 觀 察する と 日米 間には 實 際のと ころを 言へ ば 戰爭で も 
しな けれ f ならぬ やうな 問題は ない。 日本と しても 米國 に對し 何等の 野心を 持たぬ ことは 今更 辯 明の 必要 
すら もない。 

大米國 の 富と 軍備と を 以てして 六 千 マィルの 遠距離に ある 日本が 米國 に對 し、 たと へ 領土 的 野、 屯を 持っ 
てゐ ると 假定 しても 實行 不可能で あると 同時に 日本が 斯かる 野心を 持たぬ ことは 過去の 歷史が 悉く これを 
立證 する。 移民 問題では 實際 日本は ず ゐ 分米國 から 侮辱を 受けた が、 いっも 其 まま 沼®- して 泣き寝入りに 
して ゐるで はない か。 

其 後日 米 間には 移民 問題と いふ もの もスッ ヵリない 事に なった。 今日の やうな 狀態で は 日本人が 白人の 
國へ 入り込んで 民族的 發展 をし やうと いふ ことは 不可能で ある。 移民 政策 も 貿易 政策 も 米國 や歐洲 第一流 
國 相手では 所 震 5 ない。 その 事を 日本の 政治家 や 有識者は 今日では 百 も 承知で—。 だから 日本は 別 
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略せん とする 國が 世界の 何處 にある か、 今頃 米國 侵略を はかる 外國が あるな どと いふ ものが あれず、 そ 1 
こそ どうかして ゐ る。 

それ 程 明白な事 件を わざと 大 問題で も あるかの 如くに 國民に 呼びかけて それを 機會に グアム島 防備に 踏 
み 出す が 如き ことは 甚だ 不都合で あるとの 議論が、 これ 等の 名士に よって 盛んに 唱導せられ、 これに 共 鳥 
する 議員が 多數現 はれた。 その 結果、 此の 案は 遂に 米國 下院に おいて 否決され てし まった ではない か。 

何も 米國か ら 程遠い 一 孤島 グアムへ 防備を して 日本の 誤解を 招き、 日米 國交上 好ましから ざる 結果を 引 
き 起す やうな ことを する 必要は ないで はない かとい ふの が これ 等 大政 治 家 達の 主張 だが、 その 議論の 公正 
な點に 我等は 唯 感心す るの 外ない。 

之 等 指導者 達は 政府が 日本への 飛行機 販賣を 禁じ、 その 反對に 英佛 へ多數 軍用機の 販賣を 許可した ?: と 
に 關 L て も 政府の 態度を 眞 正面から 非難 攻撃して ゐる 。のみならず 政府が 動もすれば 英佛 と肝膽 相て らし 
て 間接に 獨伊に 反對 態度を 示す こと や、 支那へ 同情し 日本へ 冷淡た る ことに 關 しても これ 等大 政治家 達は 
政府に 警 吿を與 'へて ゐ る。 

他人の 喧嘩の 仲間入りを して 其 一方の 最貭 をして どれ だけの 益が あるか、 そんな ことを すれば 遂に 自ら 
も 亦 戰爭の 渦中に 引き込まれる 結果と なる が、 斯かる 馬鹿な 事を しては 米國の 國是に 違反す るでは ないか 
と、 これ 等の 米人大 政治家 達が 忠 吿を與 へて ゐる 。こんな 事は 米國 において のみ 發 見され る 痛快 事で ある。 

新聞紙 上等では 日獨 伊が ス ッカ リ米國 から 見捨てられ 其 反對に 英佛が 非常な 歡迎を 受けて る やうに 見へ 
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都合た が、 たと へ 米國が さう した 好意的 態度に 出ても 出なくても 日本は 初志貫徹に すすむ こと もこれ 又 今 
更クダ < しく 說 明の 必要は ない。 この 日本の 東亞 進出に 米國が 武力を 持って 反對 すれば、 或は 日米 國交 
が 危機に 瀕する かも 知れぬ が 米國 は斷 じて かかる 暴擧に に 出る やうな ことは ない。 

ロ やかましい が戰爭 には 反對  . 

私が 從來筆 や ロで しば f 述べた 如く 米國の 國是は 第三 國のッ ラブ ルに 容喙せ ぬと 云 ふ 事で ある。 此國 
是は 遠く 國父 ワシントンから 嚴重に 守られて 居る。 ゥィルソン 大統領が 此國是 を 侵して 世界 大戰に 飛び込 
んだが 其 誤りを 米國 人は 今日では 悉く 殘念 がって 居る。 世界 デモ クラシ ーを 保護す るとの 遠大の 理想を 以 
て 世界 大戰に 踏み出した のはょ いが それが 爲に有 爲の靑 年 何十 萬の 尊い 生命を 奪い 何百 億 弗の 戰 費を 使 
ひ、 その お蔭で 世界 デモ クラシ ーが 理想 通り 保護され たかと 云 ふに 却って 今日では 其當 時ょりも 一層 混亂 
の 狀態 である。 換言すれば 何十 萬の 生靈と 何百 億 弗の お金を さながら ドブの 中へ 投げ込んだ も 同じ 結果と 
なった。 此事實 を 眼前に 控へ ながら 再び 米國が 其 愚を くり 返す 樣な ことは 天が 地に ひっくり返って もやり 
つ こなしで ある。 

九 ヶ國條 約門戶 開放 機會 均等な どと 米國 はいっ も 理想論を 振りかざして 悪く言へ ば 威張る くせが ある 
が、 これは 必ずしも 日本へ 悪意を 持っ てゐ るからで はなく、 斯うい ふことは 厄介な 話 だが 實は アメリカ人 
の 持病で ある。 
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に效果 のない 移民 問題な どで 口角 泡を 飛ばして 歐米 人と 喧哮 する ょりも 全力を 注い' で 東亜へ 進出す る卞 
針に 出て ゐ る。 

蓋し 今後 日本人 SS 支那 大 f り 外には な 5。 從 って 支那 .S 震 £ し て繁が 日本の 行動に 茶 
茶を 入れるなら 日本は 斷 じて 承知せ ぬと いふと ころまで 腹を きめて ゐ る。 今や 民族的に 百年の 大計を 樹て 
ん とする 日本と しては 在米 同胞が 此の際 少 々位； 迫害を 受けても そんな ことで、 喧嘩に 飛び出す わけには 一 了 
かぬ。  , 

在米 同胞 問題は 高の 知れた 今後 十ヶ 年內 外を 生命と する 少數の 第 一世 日本人 迫害 問題では ないか 0 大电 
民族 九 千 萬 人の 將來の 幸福を 定める 大 問題が 眼前に ぶらさがって ゐる 此の 非常時に、 在米 同胞 問題の 如き 
に 掛かり合って 居られる わけの ものでは ない。 

I 

又 我々 在米 同胞と しても、 たと へ 日本 政府が なんとかして やらう とい ふて くれても 「ノ ー」 御 心配 御 無 
用、 われ ノ\ に 心配し ないで、 どうか 一意 專心 東亜 新 秩序 建設の ために 思 ひ 切って やって 貰 ひたいと 日本 
政府を して 後顧の 憂 ひなから しむる 態度に 出る だけの 愛國 心がなければ ならない。 

此 、も 樹が あって こそ 眞に錄 後を 守る 忠_ な國 民と いふ ことが 出來や う。 話が 餘談に 走った が 以上の ベた 
4^  く 日本と しては 米國 に對し 領土 的 及び 其 他の 野心は 爪の 垢 程 もない 〇 然るに も拘は らず 、日本が 米國に 
斷へず スパィを 派遣して るな どと 惡宣傳 する ものが あるが、 實に不 認識 も 甚だしい 笑止の 至りで ある。 

日本の 望む ところは 支那に おける 日本 獨自の 優先 權で ある。 米國が これを 好意的に 認めて くれるなら 好 
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は 到底 勝利の 見込みは ない。 その 位の 事は 米國 人は 知りぬ いて ゐ る。 

喧嘩を 買っ た 方が 敗け るに 決っ てゐる 

米國が 海軍を いか S 張した ところで、 牵 f 何 墨と い— が 11 ものでは 
ない。 又 翼 Q 兵隊 集國 から 東 K へ窘 には 大體 何百 艘 s_ が 人 用 か、 その 塞 船が 何年 かかれば 
百 萬の 兵腎を 無事に 東亜， へ 送る ことが 出來 るか、 又 それに 必要な 食糧 や 軍需品は どうして 送る か、 さう い 
ふ專 な 部門 はいっ て 考査 すれば 米國が 東洋へ 兵 t り 出して 日本と 戰？ るが 如き 無謀を せぬ ことは 
これ 又 別に 說 明を 要せぬ 程 明白 だ。 

我帝國 海軍は 米國 の增—1 にして はゐ ない。 何と なれば、 前述の 如く、 そん—— 氣に する— 
がない からで ある 。それと 同時に 米國の 軍用 飛行機 三千 臺增加 製作に 對 しても、 日本軍 部は 別に 心配して 
居らぬ。 蓋し 議 機の 有效醒 S ハ 百 マイル だとの こと だ％、 太平洋を 間にした Q では 何千 臺 の 飛行機が 
あっても 役には たたぬ。 又 飛行機の 如き ものは 每 年々々 スピ I ドが 變化 する。 

昔は 一時間 百 マイル も 飛べば 早 いくとい ふて 驚いて ゐ たが、 その後 夏 十 マイル、 二百 マイル、 三百 
マノ-ルと いふ 風に スピ1 ドが 段々 早くな った。 最新式の 軍用 議 機は 一時間 四百 マイル も 飛ぶ とい ふこと 
だ ^ 、 これは 何を 語る かとい ふに、 假 りに 只今 j 萬臺 の 飛行機が あっても 其スピ I ドが 二百 マイルと した 
場合'. に 今後 五六 年も經 てば 或は 一時間 五 百 マイル 位 Q スピ 1 ドの 飛行機が 發 明され るか も 知れぬ が、 さう 
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エチオピア 事件に 於いても 今 尙米國 は H チ オビア 國を 理論的に 認め 伊太利の 占領を 認めて 居らぬ。 今囘 
スペイン 內亂に 於い， て も 英佛で さへ も旣に フランコ 政府を 正式に 承認した にも拘らず、 獨り 米國だ けは 飽 
くまで 理想論 ー點 張りで、 不承認 態度を っづけて ゐ る。 米國 人は 國際 外交に 於て 餘りに 理想に 走る ため 往 
柱に して 現實を 無視す る 弊害が ある。 九ヶ 國條 約を 云々 する 背後に この 現實 無視の 理想論が 米國 人を 支配 
して ゐる點 を 見逃して はならぬ。 

それ かと 言っ て 自分の 主張が 容 れられ なければ 兵力に 訴へ てまで も 我意を 通す かとい ふに 無論 そんな 事 
はない。 ヱチ オビアに おける 又 スペイン 內亂 における 又滿洲 事變に 於け る 先例が 悉く これを 立證 して ゐ 
る。 これを 分り 易く 言へ ば、 ロで 言 ふて は 見る が、 その 主張が 容 れられ なければ、 その 儘 泣き 寢 入りに す 
ると いふの が 從來の 態度で ある。 從 って 支那 問題に 關 して 衆 國が 日本の 行動に 反對 しても 別に 憂慮す る必 
要はない。 此邊の 消息を 充分 日本が 吞み 込んで ゐる ことが 大切で ある。 故齋藤 大使が 日 支事變 に對 する 米 
國 人の 態度を 批評して、 支那が 弱い から 米國が 支那の ヒ イキを する の だと 云った が 流石は 齋 藤氏は 米國通 
だけ あった。 此 言は 簡單で は あるが、 すべてを 言 ひっく した 名. 批評で ある。 

米國 にしても 日本と 戰爭 する 何等の 理由を 持って 居らぬ が'  特に 米國が 東洋に 於て 領土 的 野心を 持たぬ 
ことは、 これ 又 何人も 承知の 事で ある。 世界 戰爭後 英佛が 盛に 米國 に對 し、 獨逸 殖民 地讓 渡を 提案した が、 
米國の 方から 反對に それを お斷 りした 事實が 米國に 領土 的 野心の ない 事を 鮮明に 語って ゐると 云へ るでは 
ないか、 いくら 米國 にお 金が 澤山 あり 又 兵隊が 强いと 云っても 太平洋を 越えて 日本へ 押 かけて 行った ので 
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領事館を ピケットして 見たり、 日本 船を ピケットしたり する にはす るが、 それ 等は 共産分子に 煽てられて 
.飛び出して 來る 半可通の ヒス テリ ー 婦人 や 新し 屋を氣 取る 若い 學生 風情の ものに 限られて ゐ る。 加州 やオ 
レゴン 州の 埠頭で 日本 船が 屑鐵を 積み込む ことに 反對し 支那 人の 老人 や 婦人 子供達が 共産分子の 支援を 受 
けて ピケットす るのを 見て 米 人達は 面白半分に 芝居 見物で もす るが 如き のんき さで、 これを 見物して ゐ .る。 

英字新聞が讀者の好奇心をそそるために針小棒大の記事をかかげて、いかにも米人の多數が日本に蔚し 
反感を 抱いて る やぅな 宣傳を やる が、 ピケット 問題な どに 關し米 人の 殆ど 凡てが 面白半分に これを 觀 察し 
てること だけは 事實で ある。 わが 加每が 極力 共産主義に 反對し 夙に 皇軍の 武勇を 禮讃 する 記事を かかげて 
銃後 國民の 義務を カ說 する や、 或 夏の 日の 事 白人の 一團が 我 社の 前に 集まり ピケットを 張った ので 私は ピ 
ケット 連に 水を 飲まして やったり なぞして 便宜を 與 へた。 

何も お 互に 敵 や 味方と いふ わけでは ないから、 君達は ピケットの 間に々々 退屈したら 遠慮なく 社內 へは 
いって 休んで 吳れ 、面白い 話で も あれば 話したり 聞いたり しやぅ ではない かと 言って ザック バランに 出て 
やった が、 彼等は 此 私の 態度に スッ カリ 面喰らっ て、 その 午後 有耶無耶で 解散して しまった。 四 五十 名餘 
りの 社會 主義者 達が、 わけ も 知らずに 日本を 侵略 画と 早合點 して 我 社を ピケットしたら しいが、 その 輕卒 
にして 無責任なる には 實に 呆れた 次第で ある 0 

其 折の 事 だが、 緣も ゆかり もない 他の 白人 達が 見物が てら 我 社の 前に 來り 「彼奴 等は 日當を 貰って ピケ 
ットに 來 てるの だが、 お前の 新聞の 商賣 にさ またげと なるなら 警察に 電話を かけて 巡査の 出張を 請 ひ 彼等 
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なれ k 一時間 二百 マィル 位の 飛行機は 時代 遲れの 無用の長物 として 廢止 となる であらう。 

、於から 此 處半ヶ 年以內 に戰爭 にで も なれば、 いざ 知らず、 さう でない 限り 飛行機な どは 何千、 何 謹 あ 
っても 別に 心配す る 程の ことは ない。 米國が 一 萬臺の 軍用 飛行機を 作り、 ソ聯が 其 空軍を 一 萬 五千臺 に增 
加しても、 日本軍 部は 「今に 見て 居れ、 彼等の スピ^-ドの 倍の スピ 1、 ドの 飛行機を 發 明して 片っ端から 廢 
機に さして やる」 と 其 間 意味 ありげ な 自信を 持っ てゐ ると いふ 噂を チョ ィ^^き くが、 我 軍部には それ 相 
當な 確信が あるので はないだら うか。 

之を 要するに 日米 間には 絕對に 輩は ない。 それを 私は 信じ、 ー點疑 ふところは ない が、 假に戰 爭が開 
始 されても 攻めて 行った 方、 換言すれば 喧嘩を 買って出た 方が 敗で ある。 これが ために 過去に おいて 日本 
としても 癢に さはる ことがあ つても 米國に 對 して 我慢して 忍ぶ 能は ざる 點をも 忍んで 來た 。それと 同時に 
米國 にしても 時には 隨分 鼻息の 荒い ことを いふ こと も あるが、 只い ふだけ で それ 以上 武力に 訴 へる やう 
な ことは 全然ない。 

排日 運動は 專門屋 の 仕事 

旣に 私は 何故に 排日 外人 土地 法が 疆し たかの 理由を 詳しくの ぶる と 同時に 其 排日 土地 法が いょく 實 
施と なって 以來 、日本人 農家が 毫も 此の 法律に ょって 苦しめられて 居らぬ 事 實を說 明した が 日 支 事變を 
中心として 此處 彼處で 日本人 排斥運動が 發生 する ことが 新聞紙 上で 仰々 しく 報道され るが、 實 際のと ころ 
を 言へ ば 別に 何でもない ので ある。 
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折 柄 カトリック ハイス ク ール學生が現場へ |£ けっけ、この有樣を見るや、「ピケット何者ぞ」と鐵拳を振 
あげて 毆り 飛ばさん としたので、 一 ^ 大騷 動と なり、 直に 巡査の 出張と なった が、 頑固で 物 判りの 惡い共 
產 主義者 達は 巡査の 說諭も 耳に 入らず、 飽くまで 入場者の 妨害を っづける ので、 今は これまでと 巡査 達が 
持 合一, 』せの瓦斯爆彈を投 ^ はしたからたまらぬ。見る^/-內に十數名が入事不省で其場へ倒れた0 
之を 見た 他の 共産主義者 達 も、 これには 流石に 閉口した と 見へ て 雲を 霞と 其 場から 逃岀 した。 そんな わ 
けで 眞 面目な 何千の 聽衆は 無事に 講演 場內へ 入場して 有益な オブライアン 孃 の_ 演を きくこと が 出來た 
が、 一 しっこい」 ことで 有名な 共產 主義者 達は 其. 後 も 性懲りな く 向 ひ 側の 空墦に 障 取って 喧嗓を 極め 共產歌 
を聲 高らかに 歌 ひ、 遺憾な く 共産主義者の 本性を 現は したが、 然らば 彼等は ー體 いかなる 锺 類の 人物で あ 
るかと いふに 今朝の 英字新聞 紙の 報道に ょると、 左の 名 稱の團 體に屬 する 過激派の 分子で ある ことが 判明 
した 0 

▲北米 醫藥會 (スペイン 共產 政府 軍へ 醫藥を 供給せ る 團體) ▲アブラハム リンコ ルン 旅圑 同情者 「リン 
コルンの 美名を 惡 用して 下級 勞働者 特に 黑 人を 引きっ けんとす る 手段) ▲米國 民主主義 兼 平和 團體 
此前我 社を ヒ ケットした 連中 も此 同じ 團體の 組合員で あり、 又 ロング ビーチ や サンフランシスコに おい 
て 曆鐵を 積 込む. 日本 船を ピケットした 連中 もこれ と 同一 團體の 人物が 牛耳を 握って 支那 人を 煽動して ゐる 
事實か ら考 へ、 新聞紙 上で 大袈裟に 宣傳 される 排日 運動が 其實 これ 等 共産主義者の コミンテルン 運動で あ 
る 事が 自然と 判る であらぅ。  • 
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を 追っ 拂 って やれ」 と 悉く 我 社へ 同情を 表して くれた。 私は 此の 種の 共産主義者 や社會 主義者を 相手に 談 
判す る 事に 多少の 經驗を 持っ て ゐたの で 彼等を 遇する 方法を 少しは 心得， てゐ た。 

蓋し 此 種の 排日 運動は それが 米 人から も 嫌 はれて ゐる 連中の ワイ <騷 ぎな ので ある。 だから 彼等の 行 
動が 決して 米 人の 態度で ない のみならず、 多 數の米 人達は 又 かとい ふ 風に 彼等の やりくちに 眉を ひそめて 
ゐる 0 

ピケットの 正體、 全部 兵產 色の 連中. 

今朝の 英字新聞 記事に ょると 當羅府 市 西 八 街イー ベル 劇場に おいて 阼夜 ピケット 騷ぎが 起り 巡査 百名餘 
が 出張して 瓦斯 爆彈を 投じて 漸く その ピケット 隊を 退散せ しめたとの ことで ある。 事の 起り は カトリック 
敎徒か ら なる カトリック 劇場 關係 者が イー ベル 劇場で スペイン 事情に 通ず る オブライアン 孃を 招き、 目下 
スペインの フランコ 政府が スペインの 建設の ために、 いかに 有效な 仕事を してる かの 眞 相を 聽取 せんと 
し. た ° : ' . . r _ 

此 講演は 時節柄 大人 氣で 、入場者 千餘 名が 列を なして 開場 時間を 待って ゐる とい ふ 有樣で ある。 これを 
きいた 共産主義者 達は フランコ 政府 禮讃の 講演なら 斷然钫 害する とい ふわけ で、 この 連中の 十八番た るピ 
ケット 實 行を 申 合は せて 彼等 も 亦 開場 時間 前に 總勢 二百 五十 有餘 名が 劇場 前へ 押 かけ、 直に 見張 線を 張り、 
入口へ 立ち塞が って 入場者の 出入を 全然 禁止して しまった。 
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.見を 發 表した。 ハー スト 氏は 全米に 二十 數餘 の大 日刊新聞を 所有し 週間 雜 誌の 數 だけで も 二十 や 三十では 
ない が、 これ 等の 言論 機關が ハ ー スト 氏の 所論を ー樣 にか かぐる の だから 其 利 目 も 亦豫想 外に 大きい。 ザ 
ック バランに 云へ ば これ 等の 有力 米 人が どちら かと 言へ ば 日本に 有利な 意見を 發 表して くれて ゐる 0 

此 外、 米國 上院の マ クレィ ノル ド 氏 等々 も 日本の 立場 辯 護の 言論を 吐いて くれる ことで 知られて ゐ る。 
前 大統額 フーバ ー 氏の 如き も 東洋 問題に 米國が 容緣 する のは 國是に 反する と 再三 放送を 通じて 政府に 警吿 
を與 へて ゐる 。日本人の 一部には 大統領 ロ ー ズヴ H ルト 氏の 態度が 日本に 不公平の やぅに 誤解して る もの 
が あるが、 この 考へ 方は 決して 正當 ではない。 

大統領の 立場に なって 冷靜 に考 へて 見れば、 それが 容易に 判る。 シカゴに おける あの 有名な コ ー ラン テ 
ン スピ ー チは 其 當時も 今 も 反對黨 から 突っ 込まれる 材料と なつて ゐる が、 あの スピー チは あの 場合 大統 
'領 としては 止む を 得ぬ と考 へられる。 米國は 日本の みを 相手と して 國際 問題を 論ずる のでは ない。 東洋に 
おける 日本よりも 歐 洲諸國 との 國際關 係の 方が、 モット < 重要性を 帶び てゐ る。 

英佛獨 伊 其の 他の 國際關 係を 考慮に いれて 意見の 發 表を なす 點 を輕視 しては ならぬ。 あの コ ー ラン テン 
スピ ー チ も 其 主なる 相手は 獨伊で あって、 日本は 獨 伊と 協定を 結んで る關 係から 引き合 ひに 32 される の だ 
と 思へ ば 間違 ひは ない。 一方 大統領と しては 內國 政情を も 考慮に 入れねば ならぬ 事情が あり、 それに 關聯 
して 多分に 政治的 動向が 加味され てる 點をも 我々 は 充分 了解せ ねばならぬ。 


-351- 


日本人 同胞は アメリカの 實 際の 流れを 充分 知らねば ならない。 フランコ 政府の 建設的 事業に 共鳴して 何 
千の 聽衆が 講演 會へ 押し かける 事實 と、 それに 反對 する 共産分子へ 米國 官憲が 瓦斯 爆彈を 投じて 彈壓 する 
ところに 實 際の 米國の 姿が 發見さ れ る。 

此空氣 は 寧ろ 日本の 現在 執りつつ ある 態度と 全然 符號 する ではない か、 此事實 にて らしても 日米が 衝突 
する 理由は 全然ない。 

米國大 政治家は 日本に 公平 

日本人が 嫌 ひだと いふ 評判で 有名な 加州 選出の 米國 上院議員 ジョンソン 氏が 決して 日本人 嫌 ひで ない 事 
實は 私が 何處 かで 詳しく 說 明した と 思 ふが、 あの ジョンソン 氏が 米國 上院で ハル 長官の 米國 外交を 痛烈に 
攻撃した 態度 や 同じく 米國 政界の 大立 物ボレ ー 氏が 新聞紙 上へ 發 表した 聲明 などは 悉く 日本人と して 思は 
ず 喝采を さけばずに は 居れない ことで ある。 

米國 は國際 巡査では ない。 他國 が戰爭 する 場合に どちらが ょいの 惡い のと 裁判す る 資格は ない。 沉んや 
片一方に 味方し、 片一方を おとす やぅな ことは 愼 むべき こと だ。 英锦 への 飛行機 販賣 を獎勵 しながら、 其 
反對に 日本へは 其 發賣を 禁止す るが 如き ことは 甚だ 怪しから ぬ。 特に 日本 品ボ ー ィコ ツトは 人道に 違反す 
ると これ 等の 名士が 遠慮 も 容赦 もな く 信ずる ところを 發 表して るが、 實に其 態度た る や 立派では ないか。 

エキザ ミナ I 新聞 王 <.1 スト 翁の 如き も 再三再四 放送 や 新聞紙 上で ジョンソン 氏 や ボレー 氏と 同 樣な意 
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分 達は かりでは 所證獨 、伊に 勝てる 見込みが っかぬ ので、 しきりに 米國に 秋波を むけて ゐる 。中南米 やメ 
キ シコの 國際 貿易の 如き も英 、佛 としては 米國と 調和して 行ける 方法を 講ずる ことに 別に 異議は ^ (o 苄 
國も 其點で は獨 、伊、 に對 抗上英 、佛と 仲 陸 まじく 協調せ んと努 むる のは 理の 當然で ぁる。 

のみならず百ニ十億雜の世界載爭の貸金の大部分が英、佛に葑するものでぁる關係上、この大金の囘改 
方法に っいて 米國が 頭を なやまし、 間接に お 機嫌 取り 態度に 出て ゐ る。 其處へ 日本が 獨 伊と遵 携 して 防共 
協定と いふ 同盟を 締結し この 協定は 攻守同盟では ない と 三國が 說 明を 與 へて ゐるが その 字句の 解釋は 別と 
して 實は 攻守同盟 以上の 利き目を 持って ゐ る。 

例へ ば 英佛に 加擔 して 米國が 十八番の 理想論を 持 出して 九 ケ國條 約を やかましく 言へ ば、 獨 、伊は これ 
を 冷笑し、 本家本元の 日本は 米國の 抗議に いささか も 意を 留む るで もな く、 獨自の 立場です すんで ゐる支 
那 領土保全と いふ 美名を 看板に 數 限りない 抗議を 米國が 重ね < 日本へ 送った が、 ニケ 年後の 今日では 支 
那領土全部が芷に日本軍の占領に歸したといふ有樣ではないか。 

此場 合に 米 國が英 、拂に 好意を 持っ か、 それとも 日、 獨 、伊に 好意を 持っ かとい ふに 常識から 考 へても 
英 、佛に 肩を持つ のは 人情で ぁらぅ。 日、 獨 、伊に 對 する 米國の 感情は ザット こんな もの だ。 この 外に 別 
に 日本が 憎い とい ふ 理由は ない。 
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なぜ 日獨 伊を 米國 が歡迎 せぬ か 

何しろ 米國內 には 今な ほ 千 萬 人からの 失業者が 居り、 多數の 資本家は 現 政府に 反對の 態度を 執って ゐ る。 
現 政府 黨の 民主 黨內 から も 可な りの 反政府 氣分が 頭を 出して 來た 。加 ふるに 對外 貿易が すすまぬ とい ふ 非 
難があ ちら、 こちらで きかれる。 それと 同時に 世界 戰爭當 時の 貸金 百 二十 億 弗が 其 ま 、となっ て 解決の 曙 
光が 全く 見あたらない。 更に 中南米 や メキシコとの 貿易は どうかと いふに 獨逸や 伊太利から グイ.^ 啥ひ 
込まれて ゐ る。 

其處へ 日本 も亦獨 、伊と 同じ 方法で 中南米 大陸 や メキシコへの びんと して ゐる 。然 らば 米獨 貿易 や 米 伊 
貿易 乃至 日米貿易は どうかと いふに 現狀 から 云へ ば これ 等 三國は 米國品 購入を 控へ 目に してる のみ か獨、 
伊の 如きは 殆ど 米 品 購入 禁止の 狀態で ある。 更に 又 政治的 方面から 考 へるなら 伊太利は 米 國の 忠吿や 主張 
に 眼 も くれず、 H チオ ピアを あの 通り 併吞 して、 スッ カリ 米國を 怒らして ゐ る。 

獨逸 も其點 では 同一で ある。 ザ ー ル 事件 や オ ー スト リア 事件 更に チヱ ッ n 事件で 米國の 立場から 言へ ば 
獨 逸は 傍若無人で ある。 近頃 米國が 手を やいて ゐる メキシコの オイル. 問題を 獨逸 はよ いこと にして メキ シ 
コと オイル 賣買 契約を 結んで 米國を 尻目に かけた 取引を すませた。 元 來獨逸 や 伊太利は 軍事的 行動に おい 
て英 、佛を 子供 扱 ひに して ゐ る。 

ひいては 米國 に對 しても 何等の 尊敬を 拂つ てる ものとは 思へ ぬ。 これに 反し 英、 佛は どうかと いふに 自 


一 352  — 


する からだ。 これが ために ブラジルに おける 獨 伊の 貿易は 今や 米國に 代り' 隆 々たる 勢力を 扶植した。 ハル 
長官の 如き 比 此點 に關し 甚だ 面白から ず、 爾來獨 伊を 間接に 敵視し、 ブラジルから 獨 伊を 何とかして 追っ 
拂 * はんと あせつ てゐ る。 

今囘 ブラジル 外相が 華府で 交渉を 開始 じたのは この 米 國の惱 みを 利用して お金の 無心を したわけ であ 
る。 本日 米國 外務省の 發表 にょると、 米國は 今 囘千五 百 萬 弗を 取敢ず ブラジルへ 用立てる ことと なった。 
この 金は ブラジルが 獨伊に 支拂 ふべき 商品 代で あるが、 一時 これを 米國が ブラジルへ 融通して 今後 獨 伊と 
手を切らす とい ふの が 其 目的で ある。 それと 同時に 米國 輸出入 銀行が 別に 五 千 萬 ^ までの 融通を なすこと 
を 誓約した。 この 金は 從 來滯納 となって ゐ る。 

米 國內で 發賣 された ブラジル 公債 利子 支拂 や、 この 外に 今後 重工業に 必要な 機械 類を 米國か ら 購入す る 
代金と して 使用され る 害 だが、 この 多額の 返金 方法は 今後 ブラジル 國內で 産出す る 産金 一 ヶ年約 七 八 千 萬 
弗の ものを 其 まま 米國へ 引き渡す とい ふので ある。 

以上の 事實は 米 大陸から 獨 伊を 驅逐 せんと 努力す る 米國の 苦心を 語る もの だが、 これにょ って 見る も 米 
國が獨 伊を 好まぬ 理由が. 歷 然とす るでは ないか。 

獨 逸人の 立場； から 米國を 非難す る 理由 

以上の ベた 如く 獨 伊を 米 大陸から 驅逐 せんが 爲に 米國は あらゆる 手段 方法を 講じ、 ファシスト だの、 ナ 
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ブラジル 國に 於け る米獨 伊の 經濟 戰爭 

南米 ブラジル 園の 外相が 旣に 一ヶ月 以上 も 華 府に滯 在して ハル 長官と 頻りに 借金の 交渉を っづけて ゐ 
る。 ブラジルは 米國 から 四 億 弗に 近い 金を 借りて 元利 其に そのまま 未拂ひ である。 その ブラジル 國へ 多數の 
獨逸 移民 や 伊太利 移民が 流れ込み、 ナチ ス氣 分を 吹き込んで ゐる 。それば かり か獨 伊が 機械 類を 大仕か け 
で 賣り 込んで、 其 代 債と して ブラジルの 生產 品を 多量 取 込んで ゐ る。 

卽ち 今日では ブラジルの 海外 貿易を 獨伊が 支配して る 形で ある。 北米 合 衆國は モン ロ ー 主義の 手前 トテ 
モこれ を氣に して、 さては 昨年 末の沉 米 大會に 南北 アメリカ ブロックを 高調した 次第 だ。 所が 從來 ブラ 
ジルが 米國 において 募集した 公債の 利子の 支拂 でさへ 全部 猫 婆と なって ゐる 。元金の 期限が 到來 した 分 も 
あるが それ も 猫 婆で 其 合計が 前述の 如く 四 億 弗に 近い。 

今一っ 困る のは 右の やぅな 事情で ブラジル 國に は米國 製品 例へ ば 重工業に 必要な 機械 類の 需要は 山程 あ 
るが、 これを 支拂ふ お金がない 事で ある。 お金の 代りに 國產 品で も 提供 すれば ょいが、 ブラジルの 國產 品と 
同等な 品物が 米國 にも 腐る 程 あるから そんな ものを 貰っても 米國 としても 困る わけ だ。 卽ち 此處に 兩國間 
の 貿易に 行 きづまりが 出來 る。 其處 になる と獨 伊は 遙かに 有利の 位置に ゐ る。  ， 

同じ 機械を 賣 りっけ るに しても 獨伊 製の 物は 勞働 賃銀が 安いから 代價も 安い、 と 同時に 現金で 支拂 はな 
くても ブラジルが 生產 する 材料で 代償が 出来る。 何と なれば 獨伊は ブラジル 國內 から 生產 する 材料を 要求 


米國は 中南米の 資源を 機械 類の 代償と して 受取る 事を好まぬ、 これに 反し ドイツ やイ タリ ー は 中南米の 資 
源を 悉く 歡迎し 要求して ゐる 。此 一事を 以て 見ても 米國は 中南米に おける 經濟的 戰爭に おいて 獨伊に 勝ち 
目は ない。 

然り而 して スペイン フランコ 政府は 今や スペインの 覇權を 獲得した。 防共の 爲に步 調を 一にす る國々 は 
遠慮 會釋 もな く 中南米に 向っても 今後 益々 進出 發展を 期すべき である。 

米國合 衆國が ナチ ス 運動に 恐れを 抱き 種々 の 方法で 妨害を 企てて 居る がその 理由は ナチ ス 勢力の 趣く 所 
何者 も 征服せ ずん ば 止まぬ 偉力を 持って 居る からだ 云々。 

以上の 演說は 明かに 米 國に對 する ドイツの 經濟宣 戰布吿 である。 

かくの 如く ドイツと 米國 との 間 並に イ タリ ー と米國 との 間には トテモ 深い 溝が 築かれて 居る。 この 事實 
を 窺へ ば 大統領の シカゴに おける コ ー ラン テンス ピ ー チの 眞相 が自ず と 判る であらぅ。 

英佛 が米國 から 軍用 飛行機 購入の 內暮 

以上の ベた ところに より 對外 貿易 卽ち 金儲けと いふ 點か ら考へ て も、 亦國際 政局の 上から 云っても 米國 
としては 日獨 伊に 好意を 表する よりも 寧ろ 英佛 により 多くの 好意を 表した 方が 得策で あらぅ。 それから 政 
治 家の 立場から 大統領と しても 國內 事情 も 考慮に 入れねば ならぬ が、 大統領を 支持す る 多 數の勞 働 者 達が 
强い ものよりも 弱い ものに 同情す る ことは 別に 說 明を 要せぬ 程 明白で ある。 
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チス 主義 だのと 宣傳 して 獨 伊を 文明の 敵で あるかの 如くに 宣傳 して 居る 0 

所が これに 對し獨 伊は 反 對に米 國を糞 味 t 日に こきおろして 居る。 阼 日米 國の 國務 次官 ゥ H ルス 氏が 鼻を 
高く して ブラジル 國 との 借款 顚 末を 公表す る や 獨逸 ベルリンでは ナチ ス大會 席上で スペイン、 フランコ 政 
府に 駐在す る、  ドイツ 大使が 中南米 政策に っいて 北米 合 衆國を 瘙烈に 非難し 左の 演說を 試みた。 

米 國は獨 伊を 伉 敵視して あらゆる 方法で、 中南米 人を 獨伊 から 遠ざからし めんと 企て、 今にも 中南米が 
侵略され るかの 如き 口吻で 其 土民を おどかし て 居る。 

實に 滑稽な のは 中南米を 何國が 侵略せ ん として 居る かで ある 〇 中南米の 侵略を 計畫 してる 陰謀 國は 世界 
の 何處を さがしても 今の 處 見っからないで はない か。 若し 强い て. 中南米を 脅び やかす 國が ありと すれば 自 
分の觀る所ではそれは北米合衆國の外にはない。モンロー主義といふ我儘勝手な屁理窟をならべて中南米 
を 意の 如く 翻弄す る國は 米國だ が モン 口 ー 主義は 元來獨 りょが りの 米國 自身の 發明 品に 過ぎず、 從 って 第 
三國が あんな ものを 尊重せ ねばならぬ 義務は 毛頭ない。 

中南米は 歷史や 人種 言語 風俗から 考 へても 北米 合衆國 とは 甚だ 緣が ぅすい 。中南米を 開拓した 功勞 者は 
スペインと ポルトガル 國とで あって 言は ば ' スペイス や ポルトガル 國の 親類 筋 も 同然で ある。 

米國は モン 口 ー 主義を 榍に 中南米の 資源 開拓に 必要な 重工業 機械を 米國 から 購入 させんと あせっ てゐる 
が 恐らく 此 努力は 水泡に 歸す るで あらぅ。 

試みに 中南米の 資源を 見る がょ い。 中南米の 生産 品の 凡てが 又 米國合 衆國に も 有り 餘る程 ある。 從 って 
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とから スッ カリ 曝露した。 

此 註文が 可な り大仕 かけの ものである ことは 國務 省が 二月 中に 英 俤兩國 への 輸出 許可 證を發 給した 報吿 
にて らしても 判る、 卽ち 英國 行きの 軍用 飛行機が 二月 だけで 七 百 十一 萬 五 千 六 百 弗、 悌國 行きの 軍用 飛行 
機が 五 百萬蔸 、合計 千 二百 萬 弗 以上が 輸出され てゐ る、 それと 同時に 英國の 後見を 受けて ゐるネ ザ ランド 
領 東ィンド 行の 軍需品 七十 I 萬 四千 弗 ばかりが、 二月 中に 輸出され てゐ る。 

此 金額は 決して 僅少では ない。 その 反對に 日本への 輸送は どうかと いふに 只の 一仙 もない。 

日本の 註文は 英佛に 比し 僅少 

旣にハ ル 長官が 發表 せる 如く 米國 政府 現在の 方針は 軍用 飛行機 や 其 部分品を 日本へは 一切 賣ら ぬと いふ 
ことで ある。 日本 行き 葷兩 飛行機が 二月 中に ー臺も 輸出され てゐ ない のは これが ためで あらう。 これを ザ 
ック バランに 云へ ば 日本 行軍 用 飛行機 契約を 全部 中止して、 其 代りに 其 全力を 英佛 軍用 飛行機 註文に 傾倒 
するとい ふの が 米國の 態度で ある。  < 

英米が 大量の 軍用 飛行機を 米國へ 註文す る條 件と して 今後 日本 行を 一切 中止す る ？: とが 提案され たで あ 
らう ことは 想像に 難くない。 否 日本 行と いふょりも 今後 一切 日獨 伊の 軍用 飛行機 註文に 應じ ない とい ふの 
が 契約の 骨子であった であらう ことが 誰に も 判 斷出來 る。 獨伊は 以前から 米 國の御 得意では ない。 

之に 反し 日本は どちら かと 言へ ば從 來米國 の爲 にはょ いお 客樣で あったが 日 支 事變突 發以來 、非常時 經 
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日 支事變 において 强い 日本が 瘤に さはり、 弱い 支那を ヒ ィキす る氣 になる のに 不思議は ない。 伊國が H 
チオ ピアを 併呑したり、 獨逸が オ I スト リア や チ H ッコの 一部を 併吞 した ことに 關 しても 此 同じ 氣持で 多 
犬の 憤怒を 感じて ゐる 。彼等は 根本 問題に ふれて、 その 正邪を 判斷 する のでな く 只 弱い ものへ 同情し 味方 
する。 この 米 人の 傾向は 單に勞 働 者 ばかりでなく、 中流 以上の もの も其點 では 同樣で ある。 

此 反日 獨伊 傾向を r 說明や 宣傳」 .で 是正し 得る かとい ふに 日く 斷 じて 不可能で ある ばかり か、 下手な 說明 
でもし やう ものなら 却って 火に 油を 注ぐ やうな ことになる。 米國に 漲る 此の 空氣を 大統領が 考慮に 入れる. 
ことは 政治家と して 當然で あらう。 と 同時に 資本家の 意向は どうかと いふに 由來 大統領が 餘り にも 勞働者 
の 肩を持っ とい ふ 理由で 資本家は 悉く 大統領に 或 種の 不滿を 感じて ゐ る。 

過去 六ヶ 年間に 米國は 失業者 救濟や 經濟パ 一一 ック 應急處 置の ために 一一 ユ ー デール 政策を 適用し、 莫大の 
借財を 負 ふた。 米國 政府の 負債が 今や 四百 億 弗に 達して ゐるが 、資本家 達は それを 攻撃の 材料と して 事每 
に 現 政府を 非難 攻撃して ゐる 。大統領と しても いっまでも 資本家と 反目して ゐて は不沉 打破を 有效 に處置 
する ことが 困難で ある 位の ことは 今日では 容易に これを 承知して ゐ る。 

從 って 機會 ある 每に 資本家の 歡 心を 得る ことに 注意を 拂ふに 至つ たこと もこれ 又 見の がす ことは 出來な 
い。 不浞 のために 一時 飛行機 工場が 此處 彼處で 閉鎖され 工場 員に して 失業せ る ものが 多 數出來 た。 しかる 
に 日 支事變 及び 歐洲 政局の 動向が 俄然 軍用 飛行機の 需要を 增 加し、 其 註文が 米國へ 殺到した。 その 註文の 
ために 英佛 代表者が 國務 長官と 直接 談判を やった 事實が その後 羅府 近郊で 試驗 中、 佛國將 校が 墜落した こ 
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となれば 米國 には 外國 から 機械 類を 輸入す る 必要がない からだ。 

之を 他の 言葉で 云へ ば 獨 逸. や 伊太利な どの 點か ら考 へても 貿易 上米 國の よき 相手では ない。 のみなら 
ず、 前記の 如く 彼等に よって 中南米の 市場まで も 荒される とすれば、 却って 米國の 商賣 敵で ある。 かう い 
ふ 風に 硏究 をっ づける と、 米國 大統領の あの コ i フン テン スピー チが 成る 程と 讀 者へ 《ツキ リす るで あ. 
らう。 

本氣 になっ ては 駄目で ある 

# 

シカゴに おける 大統領の あの 有名な コ ー ラン テン スピ ー チを 日本人が 憤慨す る 必要は ない。 日 支事變 
に關 する 限り 米國は 日本の 藥に もなら ず、 それ かと 云って 別に 毒に もなら ぬ。 米國 人の 仲間で 日本の 人氣 
がよ かれ 惡かれ 、いづれ にしても 物質的の 損得は ない。 人氣 がよ いからと 言って 日本の 雜貨や 、その他の 
日本製 品が 米國で よく 賣れ るかと いふに 現狀の 如き 不景氣 では 先づ 見込みは ない。 

日 支事變 と無關 係で、 米國 の國產 品を 使用せ よの スロー ガンが 米國を 風靡して ゐる 時代 だから どうに も 
ならぬ。 どの 英字新聞を 見ても 米 人は 米國產 品を 購入せ よの 文字が 殊更に 書き出されて ゐるで はない か。 
時代が さうな ってる の だから 仕方がない。 日露 戰爭當 時の 如くに 米國が 日本の 外債 募集に 應じて くれる や 
うな ことは 天が 地に 引つ くり かへ つても ありは しない。 

現代の 米國 は戰爭 入費 捻出の 外債 募集なら 相手が いかなる 國 であっても 絕 對に應 じない。 昔の 戰爭と 違 
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濟 政策 上 日常 必要品は 一切 輸入 禁止の 姿と なった、 從っ て米國 品を 購入す るのは 軍用品 位の ものである 0 
しかし それ とても 英佛の 註文に 比較 すれば お 話に ならぬ 程 小量で ある。 英佛の 註文は 前述の 如く 軍用 飛行 
機 だけで も 現狀が っづけば ーヶ年 ニ 億 弗に 達する とい ふ 豪勢ぶ り だが、 この 外英佛 - と 密接な 關 係を 持っ ネ 
ザ ランド 國や 濠洲、 カナダ、 英領 印度、 ビルマ、 英佛 アフリカな どを 算用に 入れる と 莫大な 量と なる.。 

取引 關係 上米 國が 利益の すくない 日本の 註文を 蹴って 專ら 英佛の 註文の みを 引き受ける とい ふ 態度に 出 
るのは 無理の ない 話で ある。 果せる かな、 英佛 Q 軍用 飛行機 註文で 米國 飛行機 製造 會 社に 時なら ぬ 黄金 時 
代が 到來 した。 資本家が 一一 コ^^ 顏で 米國 政府の この 英憐ヒ イキ 方針を 悉く 歡迎 し、 職工 も 仕事 ロを 得る 
から 大喜びで ある。 この 英佛の 軍用機 註文 中には 支那 蔣介石 あての もの も 亦多數 あるで あらぅ ことは いふ 
まで もない。 

米國が 二月 中に 支那へ 直接 輸出した 飛行機 や 部分品が 僅に 十六 萬 弗 だが、 この 事實は 間接に 英佛を 通じ 
て 大量の 支那 行き 註文が 充た されて る ことを 語る ものと 思へ ば 間違 ひは ない。 以上の 事實に ょって 見る も 
米國の 輿論は 一方に おいて 弱い ものに ヒ イキす ると いふ 氣分と 他方に おいて ■金儲けの 多い 方へ ヒ イキす る 
とい ふ愁 張りが 多分に てっだって ゐ る。 實に 困った ものである。 

獨逸 、伊太利は あの 通り、 國內 資源に 乏しい から その 資源を 外國か ら仰 がねば ならぬ が、 その 代價は 製品 
にょって支拂ふといふ方法でない以上取則は出來ない。例へば、メキシコから油を買ひ、その代償に獨伊 
製の 國產 機械 類を メキシコへ 渡す とい ふ 方法で ある。 しかし 此 取引 方法は 米國に 對 しては 駄目で ある。 何 
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米 人は 無論 そんな ことを 悉く 了解して ゐる 。だから 私に 言は すと、 今後 日本は 眞 面目に 米國を 相手に 議 
論な どせ ぬ 方が よい。 今後 日本は 一切 默殺 主義で 一意専心 自己の 計 畫を實 行 すれば よい。 日米 間に そんな 
ことが 原因で 戰爭が 起る やぅな ことは 絕對 にない。 それ 程 米國は 無智で もな く 又 無謀で もない からだ。 

日本は 眞劍 、米國 は 冗談 半分' 

我々 在米 同胞と しても 生活に 不安を 感ずる が 如き ことは 斷じ てない。 米 人は 旣に のべた 如く 個人と して 
は實に 物 判りが よく 親切で も あり、 亦 任俠も ある。 新聞 や 放送 や映晝 などで きいたり、 讀んだ り、 見たり 
すれば 今にも 在米 日本人が やっっ けられる のでは ないかと 憂慮され るが、 在米 同胞は 何處を 風が 吹く かと 
いふ 位に も 排斥を 感じて 居らぬ。 

っまり 米 人は 無暗に 日本人を 迫害す る 程 無茶な 人間では ない。 表面では あれ だけ 不人氣 な 日本で ありな 
がら 旣に 現職を 退いた 故齋藤 大使の 遺骨を 米國 巡洋艦で 日本へ 護送 するとい ふところに 實に米 人の 人情 美 
が 光る 。大統領 夫人が 齋藤 未亡人を 其ア パート に訪ひ 未亡人の チ ー クへ溫 かい キッスを された ことな ども 
これ 亦 典型的の 米 人の 麗しい 點を 遺憾な く發 揮して ゐ る。 

故齋藤 大使の 死を 弔 ふ米國 新聞の 論調 や 米 國議會 の 追悼の 辭など は 至誠 迸し る 同情と 感激との 言葉で 充 
ちて ゐる 。なんと 云っても 米 人は 個人と して 又とない 人情に 厚い 感心な 國民で ある。 この 外に も 感心 させ 
■られ る 列が いくっで も ある。 例へ ば 南洋 統治 群島の 防備に 關 する 新聞紙の デマ 報道を 斷然虛 報 だと 言明し 
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つて 此の頃は ニ 億 や 三 億の ハ シタ 金では 戰爭 はっ づ けられぬ。 j ケ年に 五十 億、 六十 億の 呼び 聲だ から 丸 
で 術が 違 ふので ある。 日本の 國產品 も 買って くれず、 外債 應募 もして くれぬ としたら 何處に 取り柄が ある 
か、 問題は そこで ある。 

だ 力ら 私の 主 萎は 米 國の人 氣を氣 にす る 必要 もな く、 亦 そんな ことで 餘計な 心配を しないで、 日本は 支 
那に おいて 一心 不亂 にす すむべき 途を すすむ こと だとい ふの だ。 蓋し 米國 政治家 や 一般 米 人は 聰明 だから 
日 支事變 がどうして 起つ たか、 日本が 今い かなる ことを 計畫 してる か 位の ことは 別に 說明 をき くまで もな 
く 一から 十まで 知りぬ いて ゐる '0 

領土 不可侵' たの 門戶 開放、 はては 機會 均等な どと いふが 如き も實は 種々 の 事情 上掛 引の ために 叫ぶ に 過 
ぎない。 あの 廣大 な佛領 印度支那は 八十 年 前までは 支那 領土だった が、 それを フランスが ケ ロリと 甞 めて 
しまつた。 これが 果して 領土 不可侵で あるか、 實に チヤン チヤ ラ おかしい 。米國 はそんな ことを 充分 承知 
して ゐ る。 

英領 香港は どう だ。 マカオ ば 何たる 事 だ。 それから 支那 領土の 眞 中の 上海 や 天津に 外國 租界と いふの が 
あるが、 其處に は外國 人の 裁判所 や 市政 廳や 警察署が 設けられ、 各國の 軍隊が 兵營を 建てて 屯營 してゐ 
る。 これを 例へ ば、 羅府 市の 一部に 日本の 租界が 出來て 其處で は 日本の 法律の みが 實 施される としたら 米 
國 人は それを どう 見る だら うか。 この 矛盾を 平氣で 默視 する 米國が 九 ケ國條 約 や 領土 不可侵を 叫ぶ のは 寧 
ろ 滑稽の 一種で ある。 


支事變 などが 起れば 野次 半分に まぜく りかえ して 面白がって ゐる 位が 相場で ある。 日本が そんな ものを 相 
手に 眞 面目に 交渉して たら 實際 馬鹿らしい。 

白人から 妬まれる のは 日本が 強いから だ . 

在米 同胞は 表面では 排斥され たやぅ に 見える が 實 際は 緋 斥の 苦しみな どを 少しも 感じて は 居らぬ。 日本 
政府 力 在米 同胞を 棄民扱 ひに して 顧みない などと 在米 同胞 中に も 一時 不平を いふ ものが あったが、 今頃は 
か i る 愚痴を コボす ものは 殆どない と 言っても ょい。 多事多端の 日本 政府に 此の上 心配を かけて すむ か、 
さぅ でなくても 日本は 非常時では ないか。 

政府から ヘルプして 貰 ふ どころ か、 在米 同胞の 方から 進んで 日本 政府の ヘルプを せねば ならぬ とい ふの 
が、 現 時 在米 同胞の 氣持で ある。 今 囘の日 支事變 において 國防 費や 慰問 費が 間斷 なく 獻納 される 裏面に 在 
米 同胞の 祖國 愛が 一人々々 の 胸の 中に 燃えて ゐる ことを 私は 感じて 實に愉 快で たまらぬ 。日本が 强く なれ 
ばなる だけ 白人種から 妬まれる のに 不思議は ない。 

日 支 事 變以來 どちら かとい ふと 在米 同胞は 米 人の 多數 からね たまれて 可な り 嫌がらせを 云 はれる が、 そ 
れは 寧ろ 大和民族と しての 光榮で ある。 支那 人な どは 今頃は 何處へ 行っても 米 人社會 から 寧ろ 可愛がられ 
るが、 その 理由は 支那が 弱くて 連戰 連敗して、 いかにも 可哀想 だからで ある。 日本 兵が 强 くて 日本が 隆々 
の 勢力で あるが 故に、 在米 日本人が 排斥を 受ける とい ふことは これ こそ 日本人の 肩身が 廣 くなる わけで 
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て米國 上院 海軍 委員 會を 驚かした 米國務 省の 態度な どは 就中 米國 らしい やりかたで ある。 

四五日,のことたがグアム島防備の可否にっいて海軍委員會が調査中、たま^^南洋統治領防備が話琶 
にの ぼった。 甲 論 NJ 駿 或は 日本を ヒィキ したり、 攻擊 したりした が、 その 際 加州 選出の ジョン ソン 氏が 日 
本が 果して 不都合な ことを してる かどう か、 國務 省へ 問 合は すが 早道 だと 提案した ので 衆賺 一決、 直に 國 
務 省へ 問 合は せた。 

近頃 軍用 飛行機 販賣 禁止で、 どちら かとい ふと 日本を 繼子扱 ひに してる 國務 省が 「南洋 統治 島に おいて 
日本は 防備なん かしては ゐな い。 又米國 委員が 調査の ため 出張せ るに 對し 、その 調査を 拒んだ やうな こと 
は絕對 にない」 と 一から 十まで 日本の 主張を 裏書して 日本を 辯 護した から サア 大變だ 。これには 上院 委員 
會の 反日 派の ピットマン 氏 も ロ アングリだった が、 國務 省が 開放 的で 正直で 掛引 のない 點が 此處に も 遺憾 
なく 麗しい 米國 魂を 見せて ゐ るでは ないか 0 . 

米國 新聞と しても 從來の デマ 宣傳の 手前 穴へ でも 這 入らねば ならぬ 立場 だが、 先生 達は 凉し い顏 をして 
國務省 S 辯— のま ま麗 々しく 書き立てて 別に 恥づ かしい— と考 へて は 居ら f しい、 と 同時に 其 p 
事を 讀む 一般 米 人に しても アツ サリした ものである 。これは 何を 語る かとい ふに 結局、 極東 問題を 眞 面目 
に考 へて 居らぬ 證據で ある。 

日 支 事變は 日本 國民に は 大切な 生命線で ある 程 重大 事件 だから 放って はおけ ぬが、 米 人の 立場から 言へ 
ば 矛 國に はお 金 も澤山 あり、 土地 も ありあまる 程 あるから 東洋なん かどうで もょ いので ある。 だから 日 
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啖 でも 吐き かけて やりたい 氣に なる。 

外 國に おける 日本 公債に っいて 見ても 判る が、 日本は 未だ 曾て ー囘も 利子の 支拂を 怠った ことす らない 
ぢや ないか、 英佛の 如きで さへ、 米國 から 借りた 世界 戰爭當 時の 借金を 元利 共 其 ま \ 今な ほビ ター 仙も拂 
はぬ とい ふ 不始末で ある。 

人情を 離れて 日米 親善な し 

私は 米國に 殆ど 四十 年 住んで ゐる 。その 間 ハィス ク I ルから 大學 へと 通學 し、 への 字な りでは あるが 四 
五 年間 苦學 してやっ と 卒業 もした。 無論 白人と 洋食を たべる チャンス も 可な り あった。 日本人が 排斥され 
る 場所へ も數 限りなく 臨んだ。 で 米 人と いふ ものを ょく 知つ てゐ ると いふ 自信を も 寺つ てゐ る。 この 自子 
の 體驗 を土臺 として 割出した のが、 今日まで 發 表した 結論で ある。 

從來 一部の 日本人 識者が 考へ 出した 日米 親善 工作が 遺憾ながら 米 人の 氣持に ピック リと來 なか a たので 
ある。 例へ ば 米國に 住む 日本人は 日本食を たべるな、 言葉 も 日本語は 決して 話すな、 日本人 街の 店な ども 
一本 文字を 使用す るな、 歌な ども 日本 歌、 特に 地方の 民謠 、例へ ば 博 多 節、 ニ 上り 新內 、安來 節 等々 は禁 
物 だと 考 へられた 時代が あつたが、 そんな ことが 日米 親善の 害になる やぅな ことは 絕對に ない ことが、 そ 
の 後 だん <ゎか って 來 た。 ， 

お 酒を 飲んで 醉へば だらしなく 大聲を あげて 歌 ふ、 「日本人 醉っ たくれ も、 米人醉 った くれ も-その 點で 
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民族精神を 尊重 

アメリカと いふ 國際大 舞臺に 立っ て 世界の 歷史や 人類の 動 行を 考へ ると 國家や 民族の 榮枯 盛衰が ハ ツキ 
リと 判る やうな 氣が する。 一っの 國家や 民族が 滅びる のも榮 える の も 民族 そのものの 氣持 からで ある。 
蓋し 外國の 侵入を 妨ぐ とい ふやうな ことは 枝葉の 問題に 屬 し、 先づ 民族 そのものの 腹を 造る ことが 大切 
である。 

國が 滅びる のは 內部 からであって 決して 外部からで はない。 私は 全生涯の 大半を こうして 米國で 過ごし 
てゐ るが、 その 長い 在米 生活に おいて 今後 益々 日本を 盛んなら しむる ものは 日本を 護る 日本 民族が 內部か 
ら 守り立てる 日本 精神で ある ことを 痛切に 感ずる。 歐 米に 遊學 して 泰西の 學 問を 學ぶ ことは 無論ょ いこと 
では あるが、 それ 等は 日本の 柱石と なる 民族精神 指導を する ものでは ない。 

支那が 何年 經 っても 眠りから 醒め 得ぬ 原因の 一っは 支那 民族の 指導者たち が 支那 固有の 支那 精神を 全く 
忘却して 徒らに 泰西の 又 物の みに 迎合し、 これを そのまま 移植し、 これにょ つて 新しい 生命を 植 つけん と 
したと ころに 大きな 禍ひを 生じて ゐ る。 國民 政府の 巨頭を 一度 眺むる ものが 驚く であらう ことは 彼等が 一 
人 殘らず 歐 米大學 出身の お歷 々である ？: とで ある。 

米 國大學 を 出た 者は 册歲 になる かならぬ かで 早速 遣外 大使と して 支那を 背負 ひ 樞 位を 占む る やうな 例が 
いくらでも ある。 支那 人の 傳統的 至 寶を投 捨てて 一に も歐米 ニに も歐 米と 徒に 歐洲や 米 國を祟 琴す る 所 こ 
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は 同じ こと だ。 飲めば 醉ふ ところの 酒を 飮んで 、うかれぬ 人間が 何處の 世界に あるか、 ネバー ない ので あ. 
る" 蓋し 人情を 無視した ところに 眞 面目な 親善は ない 害 だ。 わが 南 加では 今や 到る ところで 音頭 踊りが 流 
行す る。 

鹿 兒島小 原 節、 岩國 音頭、 江 州 音頭、 東京 音頭、 櫻 音頭 等々 が、 何 萬と いふ 白人 觀 客の 前で 踊って 踊って 
踊りぬ かれ、 その 踊 手が 英語を 通用 語と する 米國 生れの 第二 世 日本人 青年 男女 だから 實に之 こそは 變りダ 
ネで ある。 そして 此の 音頭を 白人が トテ モ歡迎 し、 白人 學校で 催しが ある 場合には 音頭を 見せて くれと、 
日本人 學生 にたの んだ 程の 人氣を 博した 次第 だ。 

白人の 前で 日本の 音頭を 踊る なんて、 排日の タネを まく も 同然 だと 最初 一部の 日本人 間では 音頭が 問題 
となっ たが、 やって 見れば そんな ものでは ない、 排斥の タネを 播くど ころ か 却って 白人の 方から 歡迎 する 
とい ふの だから 豪勢 だ。 四十 年 米國に 住んで 居る かくい ふ 拙者が 最初に この 音頭を 米國 在住の 日本人 諸君 
へ 流行 させた の だから 私た る もの 豈 、鼻を高くしないで 居られ やう か。 話が わき 道へは いるが、 米 國で音 
頭が 流行した お蔭で 日本 着物が 澤 山賣れ た。  . 

國產 品が 米國で 賣れて 行く のは 日本と しても 喜ばねば ならぬ こと だ。 日本の 音頭が 在米 同胞 間に 流行す 
ると いふ こと、 及び それを 白人の 悉くが 歡迎 するとい ふところに 我々 が 深く 學ば ねばならぬ 敎訓が 認めら 
れ るので はないだら うか、 人間 それ 自身の 姿 其 儘で お 互が 接する ところに 親善の 實が 結ばれる。 
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のでは ないか。 

米 國旣. に 然り 、その他の 白人種 國が 今後 日本を 排斥し、 日本人を 繼子扱 ひに する であらぅ ことは 喋々 を 
要せぬ。 これは 何を 語る かとい ふに 日本人が、 い くら 至誠を 披瀝して 親善 工作に 精進しても 恐らく、 これ 
とい ふ效果 のない ことを 遺憾ながら 立證 して ゐ る。 

今後と 雖も 白人種 間に 漲る 此の 人種的 僻見を 無視す る わけには 行かぬ。 日本人が 歐洲や 北米 乃至 中南米 
大陸への びんと する には、 蓋し 武力に よるの 外は ない、 しかし 幸 ひに 日本は 武力に よっ てまで 白人種の 侮辱 
に 復讎 せんとす る 程好 戰國 民では ない。 日本が 今後の 運命を ひらく 場所は 東洋より 外には ない。 斯く考 へ 
れば日 支 事變は 日本が 當然 すすむべき 針路を 開拓す るに 過ぎぬ。 

日本人が 白人から 保護を 受ける こと も 不可能で あり、 又 白人 國に おいて 平等の 待遇を 與 へて 貰 ふこと も 
絕望 である。 世界で 日本人の 權 利を 保護し、 平等の 待遇を 與 へて くれる ものは 日本 帝國 より 外にない こと 
を 日本人は 忘れて はならぬ と 同時に 世界の 何處へ 行っても 日本と いふ ことを、 いつも 頭の 中へ おさめて お 
くこと である。 

日本 精神の 閃め きとい ふのは 卽ち これで ある。 時々 昭和 維新と いふ 言葉を 聞く が、 私は あの 言葉が 非常 
.に 好きで ある。 明治維新の あの 心 持が 昭和の 時代に も あって 欲しい とい ふの がそれ であらぅ と考 へられる 
が、 われ < は 明治維新 當時に 溯って ジ ット靜 思默考 する ことで ある。 


彼等の 民族的 誇りが 悉く 消滅、 遂には 民族 それ 自身を 侮辱す ミ 事になる。 之は 其 結果に おいて 白人種を 根 
本 的に 他の 人種ょりも 偉い 者と する 自己 無視の 思想に 外なら ない。 

支那 四 億の 民を 指導す る 重要人物が 自己を 侮り 同族の 民 支那 人を 下等 視 する やうな 事で どうして 民族的 
意識に めざめる 事が 出來 るで あらう か、 支那を 救 はんとす るには 是等歐 米 大學岀 身の ハィカラ 支那 人を 現 
在の 要 位から 蹴墜す 事で ある。 蓋し 眞に 支那 民族を 思 ひ 支那 民族 其 儘の 姿で 支那 精神を 喚起し 得る 憂國の 
士の みが 支那を 救 ふ 事が 出来る が、 支那 現在の 癌は これで あらう と 思 ふ。 

吾々 は 平素 日本 精神と 云 ふ 事を ロに する が、 此 日本 精神が 今日の 日本を 作り 日本 民族を 導いた 事を 考へ 
ると 肅 然として 襟を 正さないで は 居られぬ。 日本 民族を 崇拜し 其 歷史を 護り 其傳 統を繼 承す る 所に 日本 精 
神が 輝く。 

祖國 / を靜 思默考 せょ 

世界に 正義 人道 自由を 尊ぶ こと 米國 及び 米國 民の 如き 國は 他には ない。 その 米國で すら 東洋人 種で ある 
との 單 なる 理由で 日本人を 繼子扱 ひに する 法律を 制定して ゐ る。 正義 人道と 平等と を 叫ぶ 米國が 日本人の 
みに 歸化 權を與 へない。 白人との 結婚を も 禁じて ゐ る。 

土 也 所有 權や 農園 地 借地 權など も 日本人に 限り 悉く 拒否して ゐる 。移民法の 如きは 日本人の みに 絕對入 
米 禁止の 康 項を 施行して ゐる 。そして 今や 日本人には 漁業を も 許さぬ とい ふ 議論が 加州 議會で 起って ゐる 
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在米 同胞と しては 手っ 取 早く 應 分の 獻 金を する ことが モット 大切 だ。 

此 意味に おいて 自分の 生れ 故鄕の 町村へ 獻金 する ことな どは 非常に 好い ことと 私は 信ずる。 一人 五 百圓. 
三百 圓、 中には 千圓 、ニ 千圓 とい ふやぅな 大金を 獻金 する 在米 同胞が 多數 あるが、 しかも その 奇特の 人々 
が 平素 朝に 星を いただき 夕べに 月を 拜み ながら 筋肉 勞働 に從 事す る眞 面目 其 ものである 人々 である ことを 
發見 する 時に 凡てが 悉く 感激で ある。 

故國 日本に おいても 五百圓 、千 圓の獻 金を する 人は 餘程の 金滿 家で なければ 出來 ない と傳 へられる が、 
しかるに 在米 同胞 間の 獻金 者は 場合にょって は 一ヶ 年間の 純益 や 粒々 辛苦して 貯蓄した お金の スッ ヵリを 
投げ出す とも、 お國 のた めなら 惜しまぬ とい ふところに 外國に 住んだ ものの みが 感ずる ことの 出來 る祖國 
愛を しみ  味は ぅので ある。 蓋し 祖國を 思 ふとい ふことは 自分の 生れた 家を 思 ふとい ふこと から 始まる。 

老父 母を 日本に 殘 してる ものは 寸時 も 其 老父 母の 事を 忘れ， ては ならない。 老父 母の ない ものは 祖父母 又 
は 其 他の 近親者に 對 して 父母に 對 すると 同 樣の氣 持で 親切を 盡す ことで ある。 假令 親族でなくて も 町村 內 
の もので 憐れな ものが あれば これを 助ける とい ふところに 祖國 愛が 光る。 遺家族 慰問 金 獻納の 精神が 悉く 
此處 から 出發 する ことを 考へ 私は 喜びに 堪えぬ。 

死ぬ 時に 貯金を さげて は 行かれぬ 

人間は 何事を する にも 自分の 利 慾の ためで なく その 一っ一つが 悉く 世の ため 人の ためで なければ ならな 
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祖國を 援助せ よ 

•碥 

北米 加州の 日本人が 陸海 軍恤兵 金の 獻金や 慰問袋 その他 自分々々 の 生れ 故鄕の 町村へ お金を 贈って 出征 
將兵 諸氏の 遺家族 慰問の 費用と して 獻納 するとい ふ あの 氣持 は實に 祖國を 思 ふ 至誠の 現 はれで ある 0 在米 
日本人の 聲價を 高ら しめた こと 實に 之に 如く ものは ない。 旣に 再三の ベた やうな 事情で 弱い 方の 支那 人に 
同情 するとい ふ 空氣の 中に ある 在米 日本人 同胞が 互に 相呼應 して 祖國 日本の ために 公然と 銃後 赤誠を 披瀝 
する ことは 其 間往々 にして 困難 も あり、 亦 それが ために 多少 在米 同胞が 一時 不評判を 受けて 意外の 迫害を 
受ける 場合がないでも ない が、 自分 等の 幸福 や 安逸は たと へどうな ると も 今の 場合 それより 祖國 日本の た 
めに 生命を 捧げて 忠義を 勵んで くれる 兵隊さん を 慰め、 其 遺家族を ヘルプし ないで どうす るかと いふ 氣持 
の 下に 我も^^と 喜び勇んで 多少で も祖 國へ盡 さう とすると ころに なんともた とへ やうの ない 日本 精神が 
光り輝いてゐる。私がいっもいふ如く日本は米國と戰爭をしてるのでな>のだから、日本人が祖國日本の 
非常時に 際して 一生懸命で 微力を 捧 ぐる 事が 決して 米國に 矢を むける 事とは ならぬ。 

其點を 認識して 在米 同胞 間の 大多數 の 第一 世、 第二 世が 心から 祖國 日本を 思 ふて くれる 氣 持を 眺めな W 
ら私は 悉く 感激に 堪えぬ。 海外 輸出の 增加に 努力せ よ、 爲替 資金の ため 貯金を 勵め とい ふやうな こと も大い 
に 獎勵 し、 亦 お 互 同胞が 心がけねば ならぬ ことでは あるが、 比較的小 資本で 其 日々々 の 生活を 營 んでゐ る 
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十 弗の 洋服に 十 仙ミー ルを いただき キャンプに 寢 起きしても 高潔な 人格 涵養に 心がけ 正しい 道を すすめ 
ば 米 人が 日本人と 雖も 尊敬 もし、 又 充分た ょりに もして くれる。 この 節 日本で も 日の丸 辨當が 流 一 了す ると 
いふ こと だが、 蓋し これは 日本人に 非常時の 心得を 準備 さする 敎訓 であらう 。誠に 喜ばしい ことで ある。 
平素から 握り飯を 「おいしい^^」 とい ふていた だく 習慣を つけて 置けば、 イザと いふ 時に 不自由は な 
之に 反し 平常 お膳っ きの 御馳走 や 高價な ベッドに 寢る 癖を っけ、 安逸を 貪ったら、 イザと いふ 場合に 張 
り 子 人形の やうな からだに なって、 お國 のために お 役に立っ ことは 不可能で ある。 在米 同胞の 立場は 純然 
たる 平和の 鬪士も 同然で ある。 銃劍を さげて 命の 取り合 ひこ そせ ぬが、 われ^^は 海外に 進出し 日本を § 
かすと ころの 平和の 戰宰 に從 事して る 兵隊で ある。 

其戰 場の 勇士が 張り子 人形の やうな 氣持で どうす るか 。卽ち 徒らに ハイトンな 生活に ふけり 非常時 氣分 
を 忘れて は祖國 に對 して 相す まぬ 儀で ある。 

日本式の 衣食住、 昔を 忘れて はならぬ 

.日本と いふ 國は 茶粥 や 麥飯に 味噌 や 大根 漬で 人間の 子を 育てる 國で ある。 私は 老人ぢ やで 今時の ことは 
知らぬ が、 自分の 若い 時は 日本の 田舍に 行けば 金 持 も 貧乏人 も、 みんな 茶粥 や 麥 飯で 成長した ものである。 
冬な ど、 どんなに 寒くても 足袋 I っは くでもなく 火鉢が あつても 若い者が 寒さうな 風を して 手で も 出す と 
老人から 火箸で 毆り 飛ばされる やうな 場合が あった。 
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い。 事業— して 1 が 儲かれ f れも世 QS 人の— f、 其 fs 金を 世の ためや 人の ため 
:11 ，心がけね —5。 人間— 命は 六？ か 七十 年に— つて ゐ る。— 一 I 
きら ォる ものでは ない。 たと へ 百年 も 二百 年 も 生きる ことが 出來 ると しても、 いつかは 此 世を 去らね 丈な 
らない ® 

此 世を 去 S 合に、 幾 1 弗の 富 f つて 急れ— 帶する わけには 行かぬ。 貧乏人—? 霍で R 
世へ 旅行せ §なら ぬ。 だから 人間は 立派な 方面に 富を 使 ふこと によつ て 花 S く.。 何十蠢 、何百 萬卷 
の 富の 番人と なつて 謹つ た 生活の 中に j 生を 終つ て、 それが どれ 程の？ I、 又樂 みで ぁるか、 それ 
こそ 寶 の 持ちぐ— る。 これを 稱 して 金を 持つ た 爲に此 世から 生き地獄 £f ぶので—。 

力 かる 人間は 決して 愉快で もな く 亦 幸福で もない。 自分の 富を 薄倖な ものに 分配し、 慈善と 同情と 親切 
との 生活に 精進し 人を 喜ばせて、 それによ つて 自分 も 愉快を 感ずる 生活に 入る ことが 出來 てこ そ、 此の 
世からの 極樂 でぁる ◦此の 心がけに 最も 大切な ことは 平 雲 養を 怠らぬ やうに 努力す る ことで—。 人間 
は贅澤 をせ ねば 健康を 害する やうな ことは ない。 

覆な 衣服 や宏莊 な 邸宅に 住み、 山海の 珍味を いただく ことによ つて 其 人の ネゥ チが 上る ものでは ない。 
他人に 迷惑を かけぬ ためには 身 體を淸 潔に せねば ならぬ が、 それ かとい ふて 別 S 衣 雲で なければ なら 
ぬ ことは な 5。 それよりも 心に 錦を 衣る こと％ 何よりも 大切で—。 例へ ば 絹布 團や絹 着物を 着て 高價な 
洋食を いた f 宮殿の やうな 家に 住まは ねば 日米 親善が 出來 ぬと いふ ことは 絕對？ ハ。 
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昔の 人間は どんなと ころへ 寢て も、 からだが 痛い と 思 ふたことがない。 どんな 食物を いただいても 不平 
をいふたことがない。着物で -^ 其通りでセカンドハンド、オーライ、他人のおさがり物オーライ、十弹の 
ス ー ツ 、オ ，丨 ライ、 どんな もので も 文句な しに 着て 步く 、だからい つ 日本へ 行っても、 困る やぅな ことは 
ない。 大體 アメリカでは お 吸物 一杯に きまって ゐるが 日本では ニ 杯まで オ I ライで ある。 

又 アメリカの 一 弗が 日本へ 行けば 三圓 以上になる。 なっかしい 親兄弟 や 親族が 日本には 澤山ゐ る。 その 
人々 が 地方 ナ マリの 言葉で 昔話で もして くれる ことを 考へ ると、 やはり 祖國 はいいな あとい ふ 感じが 起る 
しかるに も拘 はらず、 折角な っかしい 故 鄕を訪 ひながら 不平 ダラ^^" で 尻に 帆 かけて 米國へ 飛んで 歸 ると 
いふのは 平素の 修養が 足らぬ からで ある。 

食堂の ゥ H 丨ター を 海軍 將 校と 間違へ た 話 

米國に おいて 其 半生を 過ごした ものが 日本を 訪問した 場合に 握り飯を 頰 張り 味 t 日 汁を ゥ マイ <と いふ 
て 食 ふ 位の 心 持で 居れば 日本の 人々 が 感激 もし、 又 喜んでも くれる が、 これに 反し、 米國を 鼻に かけて 日 
本を 馬鹿にで もしたら それ こそ 大變 だ。 昔の 米國歸 りの インテリ 階級の 中には この種の タイプの ハイカラ 
メンが 多數だ ったが、 幸 ひに 今頃の 米國歸 りの 日本人は 祖國 愛に 燃える もの ばかり だ。 

在米 支那 人で さへ 平素の 貯金を 投 出して 蔣介石 政府へ 貢いで ゐるで はない か、 祝ん や 忠誠 無比を 以て 世 
界に 鳴り ひびいて ゐる .日本人に おいて おやで ある。 白人から 少々 誤解を 受けても、 そんな ことを 氣に する 
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米の 飯の 握り飯に お 豆腐な どは 上等の 御馳走の 方であった。 米國に 住む 日本人は 握り飯 やお 豆腐を 田 舍 
料理の やうに 冷笑す るが、 今から 五十 年 も 前の 日本では 握り飯 やお 豆腐は ハイトンな 御馳走であった。 私 
などは 此 習慣が あるた めか 今日に おいても 握り飯が 何ょりの 御馳走で ある。 今頃の 若い者は 洋食 や ハイト 
ンな 日本料理を 食 ふて 居る から 握り飯を 馬鹿にする 惡癖が あるが、 實に 嘆かは しい ことで ある 0 
平常は 麥飯 か、 茶粥を すすって 大根を 臀 り それが 一旦 病人に なれば 始めて 滋養物を 取る とい ふ 建前から 
握り飯に お 豆腐の 御馳走が ふるまって 貰へ たとい ふの が、 私 等の 若い 時代の 生活 狀態ぢ や、 私が 自慢を す 
る わけでは ない が、 今日では 日本で も 其 握り飯が 大 流行では ないか、 日本の 兵隊が 强い のは 握り飯を 食 ふ 
からで ある。 大體お 豆腐 や、 オカラは 滋養に 富んだ 食物で ある。 

斯うい ふ 物 さへ 食 ふて 居れば、 からだが 衰弱す る 心配は ない。 今頃の インテリ 連が、 たまさか 日本へ 歸 
ると 日本へ 著いた か 著かぬ かに 日本を 嫌 ふて 米國へ 飛んで 歸 って來 る。 疊の 上に 寢て は、 からだの 節々 が 
痛い とか、 便所が 臭うて やりきれん とか、 食物が まずい とか、 自動車が すくない ので 不便 だと か 云って 不 
•干 だら^-である。 私は かう いふ 話を きく 度每に 「此奴 も ツマ ラン 奴ぢ やの ー」 と 思 ふ。 

麥飯や 茶粥を 食 ふて 育っ た 日本 男兒で はない か 其 日本 男兒が 米國へ 來て燒 けく さしの 肉を 食 ふこと を覺 
兄たり、靑草の葉へ白味 1# のやうなものをぬりっけて「サラダ」で御座いのとハイトンな眞似を覺ぇてそ 
れが ために 昔の ことを 忘れる とは 何事 ぞと 、叱り飛ばして やりたい 氣に なる。 人間が 昔の ことを、 いつま 
■」 も 忘れさへ せねば あやまちは ない 0 
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トンな ホテルへ 行く と、 何處が 何處や らサッ ■パリ 判らず、 悉く 迷 ひ 子になる 。今頃は 一流の ホテル 食堂へ 
行く とゥ H 丨 クーが 海軍 將 校の やうな 禮 服を 着て ゐる 。この間 も 或 日本人から 招待を 受けて 洋食け 御馳走 
になった、 其 時に 米國 海軍 將校 らしい 人が 數名 食堂に 來てゐ るのに 會 ふた。 後で それが 將校で はなくて 實 
.は ユニホ ー ムを っけた ゥ H ] グ ー さんぢ やとい ふ 事が 判つ たが、 私は それを 知らぬ ので 「此 日本人は 米國 
海軍 將 校と 平素 心 易く して ゐる のかい の ー」 と 交際が 廣い のに 感心して ゐた 〇 其內に 其 海軍 將校が ス I ブ 
を 持って来て くれる ではない か、 其處で 私が 「お前は 海軍 將 校の や うぢ やの ー 、わしは、 お前は 米國 海軍 
代表の 將校 かと 思 ふた」 と、 ありのままを 語る と其ゥ H 丨クー が 私の 肩を 叩いて、 サンキ ユ 1 とい ふ 
て 喜ん たが、 お 客 樣達も 腹を 抱えて 笑 ふた。 

洋食の 食 ひ 方と 老人の 無作法 

洋食 も 時と 場合では 決して 惡い 物では ない が、 ょく 考 へて 見る と 白人と いふ 人種 も 物 好ぎ だと 言へ ば 云 
へぬ こと もない。 その 晚餐會 において 最初に オレン ヂ カク テ ー ルを 佛樣へ 供へ る 道具の やうな 器へ 入れ 
て 運んで 來た 。オレン ヂとグ レブ フル ー ッ との 中へ 砂糖が ふりかけて ある。 

それを モン キーの 前足の やうな 格好の フオ ー ク で、 お 客が たべて ゐる 。それが すむ と、 兩 側へ とり 手の 
っいた 茶飮み 茶 椀 ヘス ー ブを 入れて 私の 前へ 持って 來 た。 ス ー ブを飮 む スプン が 子供の おもち やの やうな 
もので、 其 形が ち やう ど デン  < 太鼓の やうで ある。 
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ことなく 祖國 日本を 護る 所の 凡ての 手段を 講ずる のが 日本人の 義務で ある。 私は 平素なん とかして 少しで 
も祖國 日本の お爲 になりたい と 思 ふて 及ばず ながら 日本を 忘れぬ いろ < の 方法を 講じて ゐ る。 

大體 日本には 米國程 お金がない から 衣食住に しても 日本人は 決して 米 人の 眞 似は 出來 ない。 しかしな が 
ら 日米 親善は 何も 米 人 同様の 衣食住を なすこと ではない。 私は 南 加 日本人の 仲間に おける ナンパ I ワンの 
蠻 ヵラ 日本人と して 知られて ゐる が、 一方に おいて 有が たいこと には 實に 感謝に 堪へぬ 程 米 人から も 可愛 
がられて ゐる 。年に一度 や 二度は 立派な 米 人から 招かれて 御馳走になる やぅな こと も ある、 その 場合い っ 
もオバ ー シャッで 出かけて 行く。 

それから 私は 老人 ぢやで ややこしい 禮儀 作法は 眞っ平 ごめんで あるが、 私の 無 禮講を 米 人達が 悉く ゆる 一 
L> て くれる から 面白い。 此の間 も 立派な ホテルに ょばれ、 例の 如く オバ ー シャッで 出かけて 同席 者を 悉く 笑 -37 
はして やった。 大體 私は 米國に 住んで 居りながら 活動 寫眞へ も 滅多に 行っ たことは ない。 トーキ ー とい ふ 
もの も 一二 度 見た ことがある が、 あれを 始めて 見た 時は 實に 驚いた。 

ワシントンへ 出張した 折の ことと 記憶す るが、 活動 寫眞 の繪が 口上を いふでは ないか、 こいっには ビッ 
クリ した。 それから 家へ 歸 って 友人に 其 事を 話す とそん な ものは 珍しく もなん ともない 。十 年 も 前から 流 
行す るト ー キ ー とい ふの が、 それ ぢや "をぢ さん も 餘っ程 田 舍者ぢ やの ー〃 とい ふて 笑 はれた o fi i ■それ 
程の 田舎者で ある。 

洋食の 如き も 長い間 立派な ところへ 行って 御馳走に なった ことは ない。 そんな わけ だから、 たまに ハ f 


何は ともあれ 白人と 同席して 飯を 食 ふ 場合の 私の 態度は ザット 以上の 如く だが、 それにしても 未だ 曾て 
一度 も 白人から いやがられた こと もな く 却って 人一倍に 可愛がられた。 蓋し 洋食の 食 ひかた の 上手、 下手 
で 人間が 馬鹿にされる やうな ことは 決してない。 

排日 米 人を 相手に せぬ がょ い 

以上 述べた 如く 米 人は 實に 話せる 國民で ある。 親切で も あり 思 ひやり も あり 同情心 も 深く 又 義爽、 レ も 
ある。 

新聞紙 上では とても 日本人が 排斥され る やうに 見られる にも拘らず 何處を 風が 吹く かとい ふ呑氣 さで 吾 
吾が 米 國で暮 して 行ける のは、 米 人の 多數が 前述の 如く 個人と して 人柄が ょいからで ある。 

然るに も 拘らず 對 外的には 大變 日本人が 米 人から 迫害され 排斥され てるが 如くに 想像され てゐ る。 其の 
原因は 主として 新聞記事 や 放送が さう する の だが、 新聞 や 放送は どんな 人物の 言 ふこと を 掲げる かと 言 ふ 
に 十中八九までは 野心 滿 々たる 政治家の 言 ふこと ばかりで ある 0 

例へ ば 加州に おける 排日の 空氣を 見る に 平素は 平穩 無事で ある にも拘らず 議 會開會 時期が 來る とき まっ 
たやう に 排日 氣分が 煽り 立てられる。 これは どう 云 ふわけ かと 云 ふに 緋 日を 専門と する 者が 議員 中に 存在 
する からで ある。 日本人が 此の 少數 政治家の 自家 宣傳の 道具と して 其の 犧牲に 供せられ てゐる わけ だが 實 
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其の スブン で 少しづっ 啜る のぢ やで なか^/- ラ チが あかぬ。 こんな 事を して ゐ たら スーブ を飮む のに オ 
1 ルナ イト かかる、 そこで 私は スープ 椀の 兩側 のとり 手を 抱へ てー氣 に グウ ー と飮み ほした が、 一秒 時間 
も かからな かった。 その 次に 給仕 人が、 チキンが 欲しい か、 それとも ステ ッキが 好き かと 尋ねた から、 ど 
つちが うまい かと 問 ひ 返す とどち らもよ く 出 來てゐ ると いふから、 それでは 兩 方を くれと 註文した。 

兩 方は 上げられません、 どっ ちかに きめていた だきたい とい ふでは ないか、 ジヤ ー 君に まかす から 其處 
は ヱ ヱ 具合に 取り計ら へと 日本式に 出る と、 そうい ふわけ にはい かない、 お 客樣の 方で ハッ キリ 定めて 貰 
はんと 困る とい ふので ある。 成る 程 日本食と 違って 洋食は ヱ H 具合に 見計らへ とい ふわけ には イカ ンかも 
知れぬ。 それでは チキンを くれと チキンを 註文す ると、 間もなく チキンが 私の 前に 運ばれた。 

其 チキン デナ ー とい ふの が 小さい 足が 一本では ないか、 これに 反し、 外の お 客は 殆ど 全部が ステッキを 
註文して ゐる 。おいし さうな ニ インチ も 三 インチ も あるかと 思 はれる やうな 厚い 肉が 皿の 中へ、 すは り 込 
んでゐ る。 それに 比べる と 私の 前に ある チキンの 足は 實に 貧弱で ある。 試みに 給仕 人を よんで チキンの 足 
と ステ ッキと 變へ ては 貰えん かと 尋ねる と、 給仕 人が いふには 今頃 そんな ことを いふて は 困る とい ふので 
ある。 仕方がな. いから チキンの 足で 滿足 する ことにした。 さて ステ ッキを 戴いて る 人々 はどう かとい ふに 
皿の 中に 赤い 血が 流れ出る やうな 半燒 けの 肉を 食 ふて ゐる 。丸で 動物園の 獅子 か 虎の やうな 有樣 である。 
なま 肉を たべる のは 猛獸 より 外には ない が、 その 眞 似を せんと インテリの 組へ 入れて 貰 へんと いふのは 實 
にな さけない と、 洋食を いただきながら 一人で そんな ことを 考 へた。 


二世 問題に 關 する 日本 外務大臣の 答 辯 

いつか 蠢議會 で 外務大臣が 米國 の 第二 世 問題 S し 議員の 質問に 答へ、 日本 精神を 敎へ 込み、 それに 
よつ V 矛 國 精神と 相呼應 して 日米 親善 增 進を 計りたい と 至極 尤もな 意見を のぶる や、 米國 における 排日 專 
o が 例の 調子で 日本 政府が 米國 市民た— 一世に 日本 精神 鼓吹 敎育を 計晝 し— と 待つ てました と 
言は ぬ ばかりに 排日 宣傳を 始めた。 

蓋し 外務大臣 Q 答 辯は 一點 SQ ない 實に 立派な もので 意。 卽ち 日本 精神と いふのは 日本 y おいて こ 
.れを 日本 精神と よぶ が、 米國 では これを 米國 精神と よんで ゐ る。 正義を 愛し 人道を 議 する 精神が 卽 ちそ 
れである。第ニ世に 1£ 義人道の敎へを吹き込むことが何故に惡いか。  - 

善 時米疆 I 日本人 _Q 或 者 や 第二 世 の | 部に 此の 外相の 雲が 米 人間に 誤解 f 恐れが あ 
るな どと わざ^^ 白 ノ の 新聞に 聲 明を 出したり、 或は 稍 もす れば 外相を 非難した りした ものが あつたが、 
これな iQ 不 認識の— に 却？ 排日 屋 の。 へ テンに t つた 好例で ある。 日米 親 f いふ こと や 米 
國に 忠誠な 第二 世を 震す f いふ ことは 日本を 敵と し 日本の 事なら 直接 間讀 ロを いふ ことでは 決して 
なぃ。  、 

穿 二世の 一部に 今な ほ 內 、もは 鬼 も 角 表面 だけで も 米 人に 對し 日本に 好禱を 持たぬ 風を する ことが、 米國 
市民と して 立派な 第一 一世で あるかの 如く考 へて ゐる ものがない でもない が實に 不心^^も 甚だしい。 外相っ 
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るが 如き ことは 私に 言は すれば 馬鹿の 骨頂で ある。 こんな 不謹愼 な ことは 今後 十分 眞 むべき だ。 

人種の 相違と いふ 境界線は 除去 出来ぬ 

四十 年 米國に 在住して 實地に 米 國を見 W した 私に 言は せる と、 在米 日本人 問題は 其 非が 決して 日本人に 
あるとは 思へ ぬ。 私が 旣に 述べた 如く 日本人が 米 化しない とい ふこと も根據 なき ロ實 に過ぎない 〇 日本 V 
は 凡ての 手段 方法を 講じて s 分の 缺 點と考 へられる 點 Q 是正に 努めた。 どんな ことを しても 日本人は 結局 
白人 並に 待遇され る ？: との 不可能な 事實が 遺憾な く立證 された と 云っても ょいが、 この 排斥が 悉く 人種 か 
ら生ず る ものと 思へ ば これ 又 間違 ひない。 

こちらが いかに 同化 せんとしても 相手が これを 拒めば どぅに もなら ぬ。 在米 日本人の 立場は 卽ち それで 
ある。 本が 偉くな って 世界の 大舞臺 に 顏を 出せば 出す だけ 在米 同胞が 米 人から 嫌 はれる が、 こ al 止む 
を 得ぬ。— へば 加— 寡 日本人 11 的と する 義— 提出す る Q も 日本 S いか 巷—。 早い 
話が 移民法が 改正と なって 以來 、日本 移民は 絕對に 入 米 禁止で ある。 

称って 歸化 不能の 日本人は 茲十 年も經 てば 殆ど その 跡を 斷 っと 言っても ょい。 その 少數 日本人を いじめ 
るた めに 百姓は やらせぬ # は取らせぬと丸で我々をかつぇさすやぅな法律を作るといふのは可も扣別在 
住の 日本人に さぅ しなければ— ぬ 非が— t で— い。 加州 議鲁 昼擧 され 1 ものに 其 位の こ 
とがわ からぬ AJ とはな S。 私擊素 くり 返」 く Qf 如く、 あて 鳘ゃ 蠢で録 人で 翁 かの 如く 他 
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答 辯で 第二 世が 迷惑を したな どと 平氣で のべ 立て \ ゐる 第二 世 第一 世を 見る 度每に 私は 大豆の やうな 涙を 
流して 「この 馬鹿野郎、 ユ ー は ッマ ラン 奴ぢ やの ー」 と 立腹せ ずには 居られない。 

少しは 眼を 開いて 米國に おける 歐洲 移民の 心境と、 これに 對 する 米 人の 態度と を 研究す るが よい。 これ 
を 例へ ば、 スペイン 內亂 の共產 派に 參 加した スペイン 系 米 人 第二 世が 今頃 多數米 國へ歸 還して 此處 彼處で 
フランコ 政府 攻撃の 集會を 催して ゐるが 、これに 對 し米國 新聞は 太鼓を 叩いて 調子を 合は せて ゐる 0 

それから 又 チ H ッコ國 が 獨逸に 合併され て華府 にある チ H ッコ 公使館 閉鎖が 本國 から 發 表された にも 拘 
'はらず、 チ H ッコ系 米 人 第二 世が 公使館に 張り番を して、 飽くまで これを 其の ま i 維持す ると 意氣 込んで 
ゐる に對 し米國 新聞は 此處に も 悉く 其の 行動を 聲援 して ゐ る。 米國 市民で ありながら スペイン 共產 政府の 
兵役に 服して 出陣 すれば、 嚴 格なる 意味に おいて 市民 權を 喪失す る 箸では ないか、 然るに 市民 權を 喪失す 
る どころ か、 米國 市民と して 容易に 再び 入 米が 許可され、 歸米後 も 引きっ ^ き スペイン 共產 政府の 提燈を 
持つ てゐ ると いふに 至つ ては 米國 の寬大 さに 驚かされる。 

- チ H ッコ國 公使館の 例 も 其の 點では 兄たり 弟たり 難し だ。 これが 第二 世 日本人の 場合であった ら 排日專 
門屋が 果して 默 して ゐるで あらう か、 又 英字新聞が か i る 第二 世の 行動を 同情 的に 支持す るで あらう か、 
問題は 此處 なの だ。 日本人に 關 する 限り 彼等は 神聖な 米國 主義を 高調す るので なく 實は それを 看板に 日本 
人種を いじめん とする ので ある。 

こんな 手 合 ひのべ テンに か i って 日本人まで が この 帝國 外務大臣の 當然 きった 立派な 答 辯に ヶ チを っけ 
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出 來ぬ程 米 人は 不明では ない。 知って 知りぬ いて 居りながら 何となく 弱い 支那に 同情したい とい ふの が 
彼等の 道樂 で—。 歷史や 外交 ゃ國 際經濟 の 動向に 明るい 學者 達が 日本の 立場に 對し 就中 最も 屋のプ レ 
ジユ デスを 持って ゐ るの だから 實に 驚く。 

こんな 入物に 對 して 日 支 事變の 因っ て來れ る 理由を のべて 見た‘ ところで 反對に 理窟を いふ 位が 關の 山で 
If 底 彼等を 心 腿 さす わけには ゆかない。 世の中には 「日本人は 宣傳が 下手」 などと 宣傳が 上手で ありさへ 
すれば 米 人の 同情を 勝ち得る こと 位なんでも ないやぅ に考 へて ゐる ものが あるが、 これな どは 米 國人氣 質 
を 知らぬ も 甚だしい と 云は ねばならぬ。 

別に 學問 的に 考へ なくても 素人に でも 判る。 日本の 立場に 對し米 國大學 の 敎授や 堂々 たる 外務省の 高官 
連が 大とぼ けで 反對 に橫 車を ひくの だから ® る o 私が 平素 ロが すえる 程い ふ 如く 米國 大陸に おいて モン ロ 
丨 主義を 振り 力ぶ って ゐる 米國か それと 同じ 理窟が 通用す る 東洋の I 角 支那 大陸に おける 日本の モン ロー 
主義に 對 し、 門戶 開放を 强耍 する が 如きは 矛盾 極まる ことで ある 位は 百 も 承知で ある 害 だ 0 

それから 日本人が 白人で ない とい ふ 理由で 移民 禁止、 歸化 禁止、 白人との 結婚_ 止、 土地 所有 禁止、 農 
業 經營蔡 止、 等々 の 差別 的 法律を 作って 事每に 日本人に 機會 均等を 拒絕 しながら、 その 米國が モン ゴリア 
人種の 領土 極東に おいて、 機會 均等を 要求す るのは 實際 何とも 早 形容が 出來ぬ 圖 々しさで ある 〇 今を 去る 
十數年 前、 加州 在住の 日本人 數 萬に 對し 農業 經營を 禁止した ため 彼等が 投資した 農具 その他の 財産が 有形 
無形に 莫大の 損害を 蒙っ たことは 言は ず もがな である。 
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人を 中傷す る ことを 米國の 法律は 禁じて ゐ る。 

日本人 漁夫は スパィで あるから 今後 漁業は 一切 やらせぬ と 雲を っかむ 樣ない i ころ 加減な 與太で 日本人 
を 大犯 罪人 扱 ひする ことは 正に 米國 憲法の 精神に 違反して ゐる 。その 位の 事を 知らぬ 米 人は 一人 もない。 
今囘の 漁業法 案に おいて 米國 地方 檢事 とも あらぅ 程の 法律家が 先頭に 立って か i る 馬鹿らしい 宣傳に 浮 身 
を やっして、 在米 日本人を いじめる とい ふのは 唯 わけもなく 「日本の 强い のが 瘕で 叶は ぬ」 からで ある。 

換言すれば 日本が 極東に おいて 憶せ ず、 屈せず 所信 斷行に 邁進し 到る ところで 連戰 連勝し、 大國の 支那 
を 丸で 子供 扱 ひに タッ クルし てるのが、 なんとな くつら 憎い とい ふやぅな ことが 其の 原因で ある。 日本が 
今後 更に 强く なり、 偉く なれば なる だけ 在米 日本人が 米國 政治屋から いじめられる ことが 益々 烈しくなる 
位の 覺悟は 日本人の 凡てが 持って ゐ るべき である。 

在米 同胞と しては これ 以上 日米 親善 工作を 試みる 手段 方法は ない。 今後 在米 同胞は r らしく 覺 悟を きめ 
ねばならぬ。 大和民族が 歐米 人の 壓 迫を 蹴飛ばして 極東に おいて 雄飛す るた めには 大海の 一滴に 過ぎぬ 在 
米 同胞は 喜んで、 その 犧牲 となる だけの 決心が 必要 だ。 人種を 異にする 日本人が 民族的の 大發展 をな すに 
はなん と 云っても 支那 大陸の 外ない からだ。 

日本人 迫害と 眼 糞 鼻糞 主義 

.私は 宣傳を 絕對に 排撃す ると いふ 主義を 叫ぶ 一人で ある。 日 支 事變に おいて 日本の 正義 乃至 立場が 了解 
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たに も拘 はらず、 旣に事 變突發 後 ニケ 年が 經 過した 今日な ほ 平氣で 聖戰 をっ C けて ゐ る。 國民 達は R っ 垢 
程 も 不平を いふ どころ か、 更にす K んで 入費 支出に 大童と なって ゐ る。 議會は 政府を 鞭撻して 弋 C にやっ 
て くれと 力む 始末で ある。 

戰線に おける 將 兵は 進む を 知って 退く を 知らぬ 忠勇な もの ばかりで ある。 そして 事變後 僅か ニケ 年間 こ 
五十 七 八 萬 平方 マィルに 達する 支那 領土を 占領した 。こんな レコ ード 破りの 大勝 利が 歷 史上 過去に を (て 
あったかと いふに 未だ 曾てない、 實に 日本は 驚くべき 國民で ある。 

米國入の多數がねた ±' しい氣持となるのは此の點であらう0飛行機が非戰_員たる支那住民を爆擊して 
多數の 死傷者を 出した などと 何に っけ かにっ け 日本へ ケチ をっ けんとす る 傾向が 白人の 一部に あるが 戰爭 
となれば 爆撃 もやる であらう し、 その 多 敷の 爆撃 中には 流彈も あるで あらう が、 か \ る アクシデントは ( 
かなる戰爭においても發見されることで別に咎め立てすべきものでない位のことは賢明な米\達は十分承 
知して ゐ る。 

然るに も 拘らず 尾に ヒレを っけて とても 仰々 しく 宣傳 する ので ある 〇 その 反對に 支那 人の 軍用 飛行 幾が 
無茶苦茶 彈を 上海の 米 船に 投下した 際には 鳴りを しづめ てゐ たが、 この 事實は j 體 何を 語って ゐる かとい 
ふに 日本軍が 餘り にも 强い ので、 只 何となく 其點 がね たまし く且癢 にさは ると いふ 點に歸 する ことが 出 
來 やう。 

日本の 立場 や これに 關聯 する 事情を 事理 整然として 說 明しても 今の 場合、 米 人達は 成る 程と 決して 合點 
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今囘 加州 議會へ 提案され た 漁業法 案の 如き も 萬 一 この 法案が 通過の 上、 實 施される とすれば、 加州 在住 
の 日本人 漁夫 千數百 名の 莫大の 投資が フィに なって 仕 まう。 嚴 格な 意味に おいて これは 日本人の 財產 及び 
糊口の 術を 奪 ふこと でも ある。 位置を かへ て假 りに 日本に 住む 米 人が こんな 目に 遭っ たと したら 米國 新聞 
は 日本を どんな 形容詞で こきおろす であらう か。 

財産を 沒收し 生活を 脅やかす が 如き 結果を 生ずる 點に おいて、 加州に 住む 日本人の 立場は 恰も 獨逸 のユ 
ダャ人同然である0眼糞が鼻糞を笑ふといぶ義は米國人が日本人を迫害するくせにユダヤ人待遇に關し獨 
逸を 非難す るが 如き ことに 最も 適 中す るので はないだら うか。 私の やうな 老ボレ 爺で さへ も、 なほよ く此 
の 位の 理窟は 判る。、 況んや 聰明な 米國 政治家 や 大學 者に おいて おやで. ある。 

日本の 立場と 出る釘は打たれる 眞理 

人種が 相違す る 限り 日本人が 米國 において 白人 同等の 待遇を 得 やうと いふ ことは 先づ 不可能と 云っ て も 
よい。 劣等な 生活を すれば 劣等 扱 ひを され 社會 的に も 劣等 視せ られ 、その 反對に グィ^^ 頭を あげて 成功 
すれば 今度は ねたまれて いじめられる、 どちらに しても 人種 上から 來る壓 迫は 免れね。 

迨害を 受ける 點で はずっ と 以前より ^ 日本が 一等 國の 仲間入りを した 今日の 方が I 層 烈しい と 言っても 
よい。 日 支 事變で 皇軍が 世界を 驚かす 程の 實 力を 見せて ゐるた めに 白人種は 片腹痛い 思 ひを して ゐ る。 

日本は 貧乏 國だ 力ら 百 萬の 兵を 動かす ことは 不可能で ある そんな 金が ある もの かと 高を く \ つて ゐ 
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して ゐる ことが 明白で ある。 

次に 研究すべき ことは こんな 法律が 果して 有效で あるか どぅかで ある。 若し 此の 法案が 日米 通商 條約に 
違反し、且米國憲法に違反すれば無論無效である。私の硏究したところによれば此の法案は米國憲法第1 
章 第 一條 第三 項 及び 修正 憲法 第 十四 章 第 一條 第三 項に 違反して ると 信ぜられる。 

外國 との 通商に 關 する ことは 凡て 中央政府の 權限に 屬し 、これを 取締る 法律 制定は 合 衆 國議會 のみが そ 
の權 能を 有し、 加州 議會 はか &る權 能を 有せず、 權能が ない にも拘らず、 日本人が 魚類を 賣買 する ことを 
禁止す る 法律を 制定す る ことは 明かに 米國 憲法 第一章 第 一條 第三 項 違反で ある。 其 次に 米國 修正 憲法 第 十 
四 章 第 一條 第三 項に よれば 法律の 手 續を經 る ことなくして 各人が 當然 所有す る權 利を 剝奪 する が 如き 法律 
を 各 州が 制定す る ことを 許さぬ 旨が 規定して ある。 

日米 通商 條約 により 日本人は 米 人 及び 他の 最惠國 民 同等に 米國 において 通商 航海の 權利が 授與 されて ゐ 
る。 然るに 何等の 理由な くして 加州 議會が 日米 通商 條約 によりて 與 へられた 權 利を 日本人から 剝奪 する が 
如き 法律を 制定す る ことは これ 明かに 米國 修正 憲法 第 十四 章 第 一條 第三 項の 規定に 違反す る ものである。 
故に 無效で あると いふの がその 理由で ある。 

此 漁業法 案は 加州 沿岸に おいて 漁業に 從事 する ことを 禁止す る ばかりでなく 捕獲した 魚類を 運搬 (航海)- 
し、 且陸揚 して 賣買 (通商) する ことを も 禁止して ゐ る。 その 點が 日米 通商 航海 條約に 違反して ゐ るので 
ある。 
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しないの だから 實際 始末に 追へ ぬが、 その 理由は 悉く 前述の やぅな 次第 だ。 

問題の 漁業法 案は 日米 條約及 憲法違反  ， 

加州 議會で 日本人 漁業 者を 排斥 せんとす る 議案が 提出され てゐ るが、 この 議案は 左の やぅな ことを 規定 
せんとす る ものである。 

一、 加州に おいて 漁業に 從事せ んと する ものは 漁業 ライセンスの 下 附を受 くる 必要 あり。 

一、 漁業とは 海上に おいて 魚類を 捕獲す る こと 及 その 捕獲せ る 魚類を 陸揚げして 其賣 買を 商賣 とする こと 
を 指示す。 

一、 鑑札を 受 くる 資格 ある ものは 米國 市民た る ことを 必要 條件 とす。 

一、 但し 千 九 百 四十 年 一月 一日 前は 特に 外國 人と 雖も米 國へ歸 化し 得る 人種に 屬 する ものに 限り ライセン 
ス下附 を 許可す る ことを 得。 

一、 千 九 百 四十 年 一月 一日 以降 千 九 百 四十 五 年 一月 一日に 至る 期間は 米國 第一 歸化 書を 保持す る外& 人に 
限り 漁業 ライセンスを 許可す る ことを 得。 

一、 千 九 百 四十 五 年 一月 一日 以後は 一般 外國 人には 一切 漁業 ライセンスを 下附 せず。 

以上の 規定に ょれば 不幸に して 此 法案が 通過 すれば、 歸化 不能の 外國 人は 卽時 漁業は 出來 ない ことと な 
る。 しかして 歸化 不能の 外國 人と 言へ ば、 日本人ょり 外には ない。 從 つて 此 法律案が 日本人 排斥を 目的と 
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來な い、 何と なれば 日米 通商 航海 條約に より 米國 領土に おいて 日本人は 米國 市民 同樣の 航海 權及び 通商 隱 
を 有する からだ。 

之を モット 判り 易く 言へ ば 加州 領海 內に おいて 日本人が 魚類を 捕獲す る ことを 禁止す る ことは 出來る 
が、 三 マィル 以外の 海洋で 日本人が 漁業に 從 事し、 それによ りて 漁獲した 魚類を その 漁船に より 三 マィル 
以內の 加州 領海に 運搬し、 これを 賣買 する ことを 禁止す る ことは 出來 ない。 

之が 卽ち 日米 通商 航海 條 約の 精神で ある。 旣に のべた 如く 米國 憲法の 規定に より 加州 政府は 國際 又は 州 
際 間の 航行 及 通商を 取締る 法律を 制定す る權 能を 持たぬ が、 その 國際 航海 又は 國際 通商とは 外國 人と 米 \ 
との 取引を も 含む こと 勿論で、 例へ ば 日本人が 加州 領海に— おいて 自由に 航海し 又は 通商に 從事 する ことを 
禁止す る ことは 國際 通商 及國際 航海を 取締る ことで ある 0 

從 つて 加州に か、 る權能 はない。 これが 卽ち 漁業法 案が 憲法違反で あると いふ 所以で ある。 

排日 土地 法 修正案 解釋 

次に 目下 加州 議鲁に 提出され てる 排日 土地 法 修正案とは どんな もの か 左に 簡單に それを 述べて 見やぅ。 

現行 土地 法 規定 第一 歸化 不能の 外人 例へ ば 日本人は 加州に 於て 土地 所有は 勿論 農園 地の リース も出來 
ない。  . 

此 法律を 無視して 土地 法 違反を 共謀した 場合 その 共謀者は ニケ 年以內 及び ニ 千 弗 以下の 處罰 を受 くる も 
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國際 並に 州 際 取引と 加州の 立法 權 

加州議會における排日漁業案は幸ひにして委員會の手で握りつぶされることとなつた。これで大槪安、3 
であるが、 法律問題と しては 將來 のために も 研究して おく 必要が あると 信ずる ので、 更に 詳しく 愚見を の 
ベて 見やぅ。 本 漁業 案は 三ッの 要素から 成立して ゐ る。 

第 I、 日本人の 漁業を 禁止す る こと。 

第二、 漁獲した 魚類を 日本人 漁船に ょり 運搬す る ことを 禁止す る こと。 

第三、 それと 同時に 其 魚類を 陸揚げして 日本人に ょりて 賣買 する ことを 禁止す る こと。 

が卽 ちそれ である。 加 # 政府は 加州 領海 內に おいての み 取締りを なすこと が 出來る 。海岸線から 三 マイル 
以外の 海洋は 一般 法理の 解釋 から 言へ ば 加州 領海では ない。 從つて 三 マイル 以外の 海洋に おいて 日本人が 
漁業に 從 事し、 その 捕獲した 魚類を 漁船で 運搬し 及び 賣買 する ことを 禁止す る ことは 出來 ない。 

加州 政府の 法律が 有效 である 範圍は 前述の 如く 三 マイル 以內の 領海 だ。 で假 りに、 漁業 それ 自身は 航海 
でもな く 又 通商 貿易で もない とした 場合に 加州 政府が 三 マイル 以內の 領海に おいて、 日本人と いふ 外國人 
が 漁業に 從事 する ことを 禁止す る ことは 決して 不法では ない。 

何と なれば 漁業 それ 自身に 關 しては 日米 間に 何等の 條約 がない からで ある。 しかし それと 同時に 三 マイ 
ル 以內の 領海 內と雖 も 日本人が 船舶で 往來 する 場合 及び 魚類を 賣買 する 場へ ロ、 これを 禁止す る ことは 出 


-392 


外人 土地 法 修正案の 目的 

加州 外人 土地 法は 現在の ま i では 有名 無實に して 犯罪者を 處 罰する ことは 殆ど 不可能で ある。 卽ち サン 
デ ーゴ 事件に おいて ラィト 辯 護士が 米國 大審院へ 上吿 して 幸 ひに 日本人 側の 主張が 是認せられ て以來 加州 
外人 土地 法は 蟫の ぬけがら も 同然と なつた。 

現行土地法にょれは旣にのへた如く共謀罪のみを ^ することとなつてゐるが、其共犯者のー人が十中八 
九までは米國市民であ >> 地主であるか、又は第ー世から依賴を受けて農園のリース名義人又は土地の所有 
名義人と なる 第二 世卽ち 米國 市民で ある。 

偖て 外人 土地 法 違反者を 處 罰する に 必要な 條件 は、 

第一 被吿の 一方が 歸化 不能の 人種に 屬する ものである こと。 

第二 其の 被吿が 農園に おいて 耕作に 從 事して ゐる 事。 

第三 二人 以上の 被吿が 共謀せ し事實 —— Q 三つで ある。 

本來 から 云へ ば 此の 種の 犯罪は 檢事 側が 其の 犯罪の 要素を 立證 せねば ならない。 例へ ば、 土地 法 違反の 
瘍合 においても 第一、 被吿の 一人た る 日本人が 歸化 不能の 人種に 屬 する 日本人で あるの みならず、 米國市 
民で もない 事 實を檢 事が 立證 する ことを 必要 條件 とす。 何と なれば、 日本人の 中に も米國 出生の ものと 日 
.本 生れの ものと が あるから である。 
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のとす。 

素人には 一寸 解り かねる が 元來 加州 外人 土地 法は 土地 法 違反 行爲 そのものを 處 罰する のでな く 違反を 共 
謀す る 行 爲を處 罰する ので ある。 

此の 意味は 土地 法 違反者を 處罰 する には、 一人では 出來 ない ので 必ず 共謀者が ある ことを 必要 條件 とす 
る。 更に これを モット 解り 易く 説明 すれば、 此處に 甲と いふ 日本 生れの 日本人が こと 呼ぶ 米 人 地主と 共謀 
して 農業を 營む 場合に 甲と ことは 共謀 罪に 問 はれて 處 罰を 受ける ので ある。 

.所が これに 反し 甲と いふ 日本人が ことい ふ 米 人 所有の 農園 地に 於て この 承諾な くして 勝手に 農業を 營む 
場合、 例へ ば こ が 紐育邊 りに 住んで 何事 も 知らぬ のを チャンスに 甲が 地主の こに 無斷で 且內 々で その 農園 
地を 耕作す る 場合に、 この 行爲は 明かに 土地 法 違反では あるが こ 以外に 共謀者がない 事 も 明白で ある。 從 
つて 假令 このした ことが 土地 法 違反で あるに しても、 それ かと 言つ てこれ を處 罰する 事は 出來 ない。 以上 
が 現行 土地 法の 處罰 規定で ある。 

しかして 今囘の 修正案は たと へ 共犯者がない 場合と 雖も 今後は 土地 法に 違反 すれば、 その 違反 行爲だ け 
に對 しても ニケ 年 以下 ニ 千 弗 以下の 罰金に 處せ られる ことを 新に 規定した ものである。 

つまり 土地 法 其 ものは 從前 通り 其の儘で あるが 其の 處罰 方法に 變更を 加 へんと する のが 問題の 修 IE 案で 
ある。 
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歸化 不能の 日本人が 蠢地 I1K し—— ついて 說 明して I。 今假 に— とし 歸化 不能の 日 
.本人 _ —參る 一般 墓の 精神から 言へ ば 土地 法賽の 行 爲を處 罰する 場合 5 事は 左の 雲を 立 

一 B が 日本で 生れた 歸化不 能の 日本人で ある こと。 

ニ、3が土地法が禁止する農園地を借地してゐること0 

三、  BS 化 不能の 日本人で— 雲を 知りながら A が 塞 所有の 農園 地— に？ スせ t と。 

四、  卽遍園 地？  K は A 倉と の 共謀に よりて 取り かは された も？  — こと。 

然るに 加州 土地 法は 以上の 內 ( 一 ) 及び (三)— 素の 立證 を檢事 に 要求せ ぬ やぅに 規定して—。 (一〜 
代りに 檢 事は？ B が 日本人なる 事—  — すれば よい。 假 りに B が米國 生れの 第二 世 市民で— 場合は 
無論 犯罪— S、 そ— は此囊 1 IB に S す や— 規定して—。  \ 

§1 窗ち BI 國 市民に— 1 人な f が 知？  f — ら 、農園 地を？ スせ— 
實を も檢 11 f I 、 その代り， 1 人— こ— As 知 Q 上で 農園 f ?ス せ— 
實の li すれば よい。 サン 11 事件 S いて ラィト 謹ま 上 吿し— は (三) について— つた。 

ラィト 謹 土の 主張は 被吿 B が 其の 族 _を 立證 する ことは 自分自身の 戸籍の 件で あるから (一) に關 する 
大審院 け 衾 如く 別に 不都合— いとしても、 iB とは 別人 Q A としては 具 日本 生れ かを 立 
證す t とは 決して 容易-な 業では ない。 然るに も— 土地 法が (三) に 謹す るが 如く B が 米屋れ 
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卽ち單 に 日本人と いふ だけの 事實 を立證 したので は、 或は 其 被吿が 米國 市民 かも 知れぬ ので あるから そ 
の 點を 明白に せぬ 限り 犯罪の 要素を 立證 する ことには ならない 0この點にっいて日本\側が其の昔大審院 
まで 爭ひ をっ ^ けたが、 不幸に して 遂に 敗訴に 歸 した。 

其の 理由は 犯罪 立證の 責任は 一般 原理と しては 檢事 側に あるが、 族籍 立證の 場合は 除外例で あると いふ 
ので ある。 卽ち 被吿が 日本で 生れた か、 又は 米國で 生れた かを 立證 する ことは 被吿 自身が 容易に なし 得る 
ことで ある ◦例へ ば 被 吿の親 や 兄弟 又は 被吿の 生れた 事實を 知る 證人 乃至 被吿 の戶籍 にょりて 米留 生の 
事 實立證 が 容易に 出来る。 

從 って 此 種の 事 實立證 の 責任までを 檢事 側に 負は す ことを 條件 とせぬ とい ふの が 其 判決の 要點で ある。 
例へ ば 被吿 日本人が^ •國 市民で あ る5| 合は 被 言 身％ 米國 市民で も ある 囊を て 農 麗營 の 權利あ 
I を 明かに すべきで—。 これは 一見 「被吿 が蠢を 立 證」 せねば— ぬが 如く 考 へられる が、 この 條 
件は 決して 憲法違反では ない とい ふの が、 此の 判決の 說明で ある。 

これに 反し サン デーゴ 事件では 日本人 側が 勝った が 以下 其の 點を說 明す る。 

犯罪 立證の 責任と 今囘の 修正案 

土地 法賽 Q 刑事 毒 S け SS いか— 種類の ものが 虜で翁 か、 歸化 不能の 日本人が 土地を 
所有し St 或 £ 冒 fs」 塞 t 同 f 土地 達？ 雪が、 便宜上 こ \ には 地 f 共謀して 
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.ムに のせられて 司會 者が 日本語と 英語と で、 日白 人爾 方面へ 解る やうに 翰 旋す るので ある。 その 司 會者兼 
スピ ー 力 ー として 私 も 度々 こうした 會に 出席して ゐ る。 

其會 合の 空氣が 何とも 言へ ぬな ごや かさで、 其處 には 人種的 僻見 もな く、 無論 排日 氣分 などは 聊か もな 
い。 日本人 少女 達が i 八し い 日本 着物を 着て 片言 まじりの 日本語で 日本の 踊り や 喜劇な どを 見せて くれる 場 
面を 眺めて 白人 達が 大喜び だが、 そんな. 空氣に 接する と 日本に ゐる のか、 それとも 人種 や 言語が 違 ふ 米國 
.に ゐる のかの 區別 さへ も 解らぬ やうな 感じが する。 

其會の あとで 日本人 同胞が 別室に おいて 日本の 茶 や、 おせんべ いを 御馳走したり、 或 時は、 うどんの 御 
馳走を する が、 それを 校長 先生 や 村の 顏役が 子供の やうな あどけな さで、 おいしい < と 言つ てた ベて ゐ 
る 光景は 此の世ながら の 極樂で ある 。この 人達の 心の中には 人種的 差別 もな く、 外國 人と いふ やうな よそ 
よそし い 態度な ど 更にない。 校長 先生を 始めと し、 他の 白人 先生が 日本人の 子供を 取り わけ 可愛がつ てく 
れるや うな 傾向が. 見える。 

日本人 同胞と しても 村の 事で あれば 身分 相應に 一つ^^ 盡 力して ゐ る。 從 つて 白人 間に おける 日本人の 
人氣が 非常によ い。 こんなにして 日本人 同胞は 第二 世の 我 子が 可愛い あまりに 容易なら ぬ苦勞 もす る。 日 
卞 \ と 白人と が 相 接近して 親交を 深く すれば、 する だけ 爾者 間によ き 理解が 出來 て、 お 互の 幸福で も あり 
文 それが 米國 そのものの 利益で も ある。 

世の中が こう ハ ふ 具合に す i んで 行けば、 何一つと して ッラ ブルは ない が實に 悲しい ことには ニ 年に 一 
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.の 市民であった 場合は 其の 事 實立證 の 責任を A に 負は しむる のは 憲法違反で あると いふに あった。 

米國 大審院が ラィ 卜 氏の 此の 主張を 悉く 正當と 認め、 加州 土地 法の 此の 規定 卽ち檢 事は B が 日本人で あ 
.る 事實 さへ 立， 證 すれば、 それで 十分で あるとの 點を 憲法違反 なりと 斷定 して 土地 法の 中 この 條項 だけを 無 
效にした。從って今後は 3 が日本生れの日本人なる事實を<が知りっ\1^に農園地をリースせる事實立證 
の 責任を 檢事が 負 ふ 事と なった。 

此 結果 檢 事は B が 日本 生れで あ. る ことを 立證 せぬ. 限り 土地 法 違反の 裁判は 物に ならぬ ことと なった が こ 
. れは檢 事の 立場から 言へ ば 先づ不 可能で ある。 從 って 加州 外人 土地 法が 間接に 實施 不可能と なった 次第で 
.ある。 しかるに 今後 人を除外して ^ のみを箭することが出來れば此の缺點が自づと取り去られる。 

それを やる 早道は 共謀 罪 以外に 別に 土地 法 違反者を 個々 別々 に處 罰し 得る 方法を 新設す る ことで ある。 
とれ 卽ち 今囘の 土地 法 修正案が 提出され た 所以で ある。 

折角の 日米 親善を 政治屋が 突き崩す 

私は 日本人 同胞が 言葉が 通ぜぬ 不便が あるに も 拘らず 、眞 面目な 米 人と 協力して 米國 のために 盡す こと 
に 心がけて ゐる 多數の 例を 知つ てゐ る。 この 節では 到る ところに おいて 學 校の 先生 や 兒 童の 父母を 中心と 
した 敎 師父 母會へ 日本人 第一 世が 顔を 出して ゐるが 、それを 米 人が 心から 歡迎 して ゐ る。 

白人 經營の 公立 學校に 日本人 兒童が 登校して ゐるや ぅな 場所では 年に一度 日本 ナィ ーと いふの が 擧行さ 
n る。 其晚は 日本人 主催で 敎師 父母 會が 開催され る 仕組と なって ゐる 。日本の 踊り や 民謠 などが プログ ラ 
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た。 平素は 日本人の 味方で ある やうな 風を 裝ひ 、在留 同胞 間の 有志 家 や實業 家と 一緒にな って 飯で もたべ 
て 日米 親善を 說く實 業 家が 金儲け や 政治的 野心の ためには、 古草 履を 投げ捨てる やうな 態度で 日本人を 罵 
詈 嘲弄す るのを 發 見して 何とも 言へ ぬ 不快を 感ずる。 

之に 反し 平素 在留 同胞 間の 先輩 や 有志が や&も すれば 輕視 する 白人 學 校の 先生が たや 名 もな き 議員の 中 
から 日本人を 辯 護して くれる 正義 人道の 士を發 見す るに 際し、 其處 に大 なる 敎訓が 我等に 與 へられる こと 
を 感ぜずに は 居られぬ。 今囘の 排日 漁業 案が 下院 本會議 において 問題と なるや 日本人の ために 眞っ 先に 熱 
辯を 振って 種々 の點 に關し 日本人 同胞を 辯 護して くれたのは 黑人 仲間から 選出され た ホ ー キン ス 議員で あ 
o た 0 

之に 續い て羅府 選出の ロ I ゼン ザル 氏 や ペレ テア 氏 等が 大いに 盡 して くれたが これ 等の 親日 議員は 實は 
今日まで 日本人 間の 先輩 や 有志 家 達には 知られて ゐない 人達で ある。 ホ ー キン ス氏 は黑 人では あるが、 見 
識も 高く 敎養も あり、 且 度胸 も ある 程の 一點 非難の ない 立派な 人物で ある。 人種 親善 會席 上で 私は 同氏に 
面會 した ことがある、 日本人に 對し 特に 同情を 持っ て くれる 人物で ある。 

ペレ テア 議員は 曾て 加每 新年 宴會へ 出席して 一場の 祝 辭 をのべ て くれた。 この 人 もとても 公平無私な 立 
派な 人物で 平素 日本人へ 好意を 持って ゐる 。ロ ー ゼン ザ ー ル 議員 も 無論 正義 觀 念の 強い 人で ある。 羅府の 
人種 親善 會が 此の 次の 懇親 會を 日本人 街で 開く との 噂 だが、 この 機會を 利用して これ 等の 親日 議員を 其の 
懇親 會へ 招き 日本人 側の 感謝の 意を 表する ことな どは 頗る 有意義では ないだら うか。 これが 實現 するなら 
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度 か、 三年に 一度 位 選擧が 行 はれる 度每に 平素 日米 人間の 親善に 何一っ 盡し たこと もない 人間が、 自己の 政 
治 的 野心を 充 たす 目的で 難ぐ せを っけて 今な ほ 日本人 排斥を 政治の 道具に 惡用 する ものが あるので、 實に 
困る。 今囘の 排日 漁業法 案が その 好例で ある。 

折角 眞 面目な 日米 人が 平素 粒々 辛苦して 築き あげた 親善を 此の 種の 人間 達が 橫 槍を 入れて 瞬時に して 突 
き 崩す の だから 情ない 話で ある。 

親日 議員に 對し 同胞は 感謝せ ょ， 

私は 阼 日の 電報で 前 米國務 長官 卽ち 日本で 言へ ば 外務大臣に 相當 する あの 有名な ステ ムソン 氏が、 米國 
上院 外交 委員 會の 審議 會に おいて デモ クラシ ー 保護の ために 米國は 宜しく 日獨 伊と 戰爭を やる だけの 用意 
と覺悟 あるべし と 豪語した こと や、 日本は 侵略 國だ から 須 らく 其の 商品を ボ ー ィコ ツト する が 當涔だ との 
ベた 二 ユ -1 スに 接し K. ツカ リ 呆れて しまつた。 

ス テム ソン 氏が 日本 品 ボーィ コット 組合の 名譽 顧問と いふ 名稱 をいた だいて ゐる事 實も旣 に 英字新聞 や 
雜誌で 知れ渡って ゐる 。知識階級の 第一人者で あるべき 害の ステ ムソン 氏に して 旣に こんな 事を いふの だ 
から 國際 時局 不 認識の 米國 民が 變な ことを 言 ひ 觸れ るのに 無理は ない。 

加 # 排日 漁業 案 審議 會に おいて 排日 側の チャキ^^ として 羅府 在住の 北米 合衆國 地方 檢事や 、前 羅府商 
業會 頭の パー トナ ー が 委員 會に おいて 加州 在留 同胞を 凡ゆる 不都合な 言葉. で 侮辱し、 スパィ 呼ば ^; りを し 
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し 得る ことで ある。 私は こうした 勇者 こそ 眞 の米國 魂の 持主で あると 信ずる。 コ I ル 議員 や、 ホー キン ス 
議員、さてはロ1ゼンサール議員及びべレテア議員等々が武者振っいて加州議會において日本人を辯護し 
て くれた あの 態度を 私は 感激を 以て 今考 へて ゐ る。 

米國に 正義が あり、 人道が あるなら、 こうした 人物が 必ず 出て 來な いでは ならぬ ことを いつも 私は 信じ 
てゐ たが、 その 私の 期待が 聊か も 裏切らる X ことなくして 排日の 本場 加州の 立法 部に おいて 衆人 稠 座の 前 
で これ 等の 議員が 日本人を 保護して くれた 一事は 未曾有の 歷 史的 一大事 件で ある。 そして これ 等の 議員 達 
をして 此の 公正な 態度を 採らし めた 背後に サンピ ー ドロ 日本人 區 域の 白人 公立 學 校の 先生 や學 校の 關係者 
が ゐる ことを 忘れて はならない。 

日本人 漁夫が 決して スパィで ない こと や 彼等の 全部が 家族を 持ち 彼等の 子供達が 悉く 公立 學校に 通學す 
る 事實 や、 又 彼等が 法律を 遵奉す る 順良な 國民で も あり、 そして 常に 學校當 局 者を 支持す る こと 至れり 盡 
せりで ある 點を 校長 先生 達が 列記して、 日本人の ために 漁業 案 委員 會へ 嘆願して くれたと ころの 人類愛に 
充ちた 書面が 下院 本會議 で、 一般 議員へ 說 明され たが この 書面は たしかに 偉大な 力であった。 

之と いふの も 日本人 漁村の 第一 世 諸氏が 平素 學校の ことに 誠心誠意 盡し たこと が 實を 結んだ の だが、 至 
誠は やはり 凡ての 物に 打ち勝つ 最後の 力で ある。 今後 も 益々 至誠を 以て 米 人に 接する やうに お 互が 心がけ 
ませう。 
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日本人 側から も 一人で も澤山 此の 會へ 出席して 正義の 鬪士 をね ぎら ふこと に 努めたい もの だ。 

サンピ ー ドロ 公立 學校 校長 先生の 親切 

私が 非常に 嬉しく 思 ふことは 今囘 加州 下院議 會に おける 親日 議員 諸氏が お i びら で 日本人を 賞讃 してく 
れた ことで ある。 日本が だん <强 く なれば なる だけ 白人の 國から 敬遠され る 傾向が ある。 それと 同じ 理 
由で 在米 同胞が 他の 外國 人ょりも ずぬけて えらければ、 えらいだ け 或 意味の 排斥を 受ける。 

加州に おける 日本人 排斥は 日本人が 餘り にも 聰明で あるから ではないだら うか、 「ルクス」 は 白人に 比し 
てと て も 見 おとりが する が、 その 反對に 頭が い i 事では いろ < の點に おいて 遙かに 白人種を 凌いで ゐる C 
平素 私が 主張す る やうに 米 人は 個人的には 非常に 親切 だが、 コレク テ ーブリ ー卽ち 集團 的には 往々 にして 
非常識な ことを やる。 そして 不人情と 思 はれる 行爲を 平氣で やる。 

日本人を 議會 などで 賞め ると、 どちら かとい ふと 人氣 が惡 い。 だから 日本人に 厚意を 持つ 議員と 雖も平 
素は なるべく 日本人 問題には 觸れぬ 態度を とつて ゐ る。 日本人の 辯 護を 公然と やりで もし やう ものなら、 
その人の政治的生命はもうそれきりであるといふ場合が多々ある。特に今囘の如く國防問題を 51 き合ひに 
出して 日本人を スパィ 呼ばは りする やうな 事件に ゥヵ 日本人 辯 護に 力を入れる とその 人の 政治的 生命 
が 非常な 危險に 遭遇す る ことを 覺悟 せねば ならない。 

此の 空氣を 十分 承知しながら 堂々 と 表面に 立って 排日 派の 非道を 糾彈 する のは 正に 人道の 勇者の みがな 
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で日本人のために氣を吐いてくれたことを始めとし、誠心誠意凡ての場合において今囘こそは人？乙が日 
本人 漁業 家の ためにょ くっく して くれた。 

反對 派の 金看板た る國防 云々 を 打ち こは して これを AF L と CIO との 內輪 揉めに してし まつた 手柄は 
今 囘の議 會作戰 において 金鵄勳 章に も相當 する 殊勳で ある。 大體 CI 0 には 共産主義 分子が 多分に モグ y 
込んで ゐる とい ふこと で 一般から 危險視 されて ゐ る。  • 

桑 港 や シャトルの 禅 頭で 支那 人 二世の ヒョ ロ^^ 連を 煽動して 日本 船. のボ I ィコ ツトを やる 連中は その 
多くが CIO の 組合員で ある。 その 連中が 今囘の 排日 漁業法 案の 背後に あって 絲を 引いて る 事實を A F L 
の 加州 幹事長が 委員 會で 素っ 破ぬ き 再び 本 會議で ホー キン ス 議員 や、 その他の 議員が 堂々 と 叫んだ のは こ 
れを 例へ ば 皇軍の 爆彈の やぅな 效果が あった。 

私は 勞働 者が 互の 理解を 通じて 著しき 功績を 上げた 事 實を茲 に 承認し ないで は 居られぬ、 時が 凡てを 解 
決する とい ふが 今や 日本人 同胞が AFL ユー一 オンの 親日 運動に 感激す る 事實が 悉く 歷史 となって 現 はれて 
來た 。私は サンピ ー ドロ 日本人 漁夫 AF L 組合に 敬意を 表する。 

我 身を ツネ ツテ 人の 痛 さを 知れ 

今囘の 漁業法 案の ことで 吾々 が 反省せ ねばならぬ ことは 他人の ことを 吾 身に 引き くらべて 考 へる ことで 
ある。 日本人が 在米中、 理窟の 解らぬ 米 人から 迫害 せらる、 と 悉く 憤慨す る、 「自由 平等 正義 人道が どこに 
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日本人 漁夫 A FL 組合の 殊勳 

私が 此前 にものべ た 如く 加州 議會の 議員と も あらぅ ものが、 國防 とい ふ點 から 外國 人に 漁業を 營ま せぬ 
とする のなら 何故に 日本人の みを ピック アゥトし なければ ならぬ か、 外國 人が 國防に 脅威で あると いふ 議 
論から 言へ ば メキシコ 人も獨 逸人 も ィタ リー人 も ロシア 人 も 其の 點では 日本人と 同一では ないか。 浞んや 
獨 逸人 や ロシア 人は 過去に おいて 旣に スパィを 出した において おやで ある。 

此點で は 日本人の レコ ー ドは クリ ー ンで ある。 理由な き 差別待遇に 關し 、親日派の 議員が 議會で 雄 辯に 
突っ込んだ が、 これには 流石の 反 對派も グゥの 音 も 出なかった。 黑人 議員 ホ ー キン ス氏 が聲 をはげ まして 
この 問題は 勞 働者ユ ニ オン 同志の 喧嘩で ある。 日本人 漁夫が A F L に 加入して るが ために 反對 派の CIO 
が やきもちを やいて 江戸の 敵を 長 崎で 打っ のに 外なら ない。 

國防だ とか 愛國 主義 だと かいふのは 表面の 飾りで ある。 蓋し CIO の お 手先に 使 はれて 國 事を 云々 する 
もの こそ 非 國民も 同然 だ、 こんな 案に 賛成して たまる もの かと 八つ あたりで 排日 派を コキ おろした ところ 
は 日本人と しては 何とも 例へ やぅの ない 痛快 さであった が、 その 議論が 正々 堂々 であるから、 これには 反 
日 派 も 辯 解の 辭 がなかった。 

蓋し 日本人 漁夫が、 AFL の 組合員と なって 白人 AFL と氣 脈を 通じて ゐた ことが、 今囘の 運動に どれ 
だけ 有效 であっ たかは 識者の 等しく これを 認む ると ころで ある。 A F L 加州 支部 幹事長が 漁業法 案 委員 會 
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明では ないか、 其の 民族自決 主義の もとに 一滴の 血 も 見ずに 圚滿解 疣を 見た 場合に 人類 平和を 愛好す る 者 
の 立場から 言へ ば 心から これを 喜ぶべき 箸 だ。 試みに 此の 反對の 結果を 考 へて 見る がよ い。 其處に は 數十萬 
の 兵隊と 幾千 臺の 軍用 飛行機と が 動員せられ て 阿鼻叫喚の 慘 劇を 演じ 出す 事は 必然 だが そんな 事が 何の 役 
に 立った か。 

日米 人の 位置を 轉 倒して 考 へて 見よ 

加州 議會 上院に おける 委員 會で旣 に 外國人 扶助 禁止法 案が 多數 決で 承認せられ、 この 案が 遠からず 上院 
本會議 へ囘附 せられる。 この 案 も 日本人 排斥が 目的で ある。 歸化 不能の 外國 人には 今後 一切 扶助を 與へぬ 
とい ふの がそれ だが 例へ ば 失業者 や 病人 等々 の 理由で 渡世 困難な ものと 雖も 、その 不幸な 人々 が 歸化不 能 
の外國 人で あれば、 今後 一切 扶助せ ぬと いふの が 此の 法案の 目的で ある。 

歸化 不能の 外國 人と 言へ ば 日本人より 外には ない。 然 らば 不浞に 際して 日本人が 加州 政府の 御 厄介に な 
った ものが、 どの位 ゐる かとい ふに 他の 外國 人に 比較 すれば、 お 話に ならぬ 程少 い。 メキシコ 人な どは 羅 
府郡內 だけで も 何千 人に 達する。 政府が 外國 人を ヘルプして やる 金が あれば、 その お金で 困って ゐ る米國 
市民を さきに ヘルプせ よと いふの が 此の 案 提出者 側の 主張ら しい。 

此の 案が 現に 扶助を 受けて ゐる外 國 人を 目的と する ので あれば、 ー應 成る 程と 合點が 行く が、 さぅ でな 
くて 最も 多く 扶助を 受けて る外國 人を 除外して 殆ど 扶助を 受けて ゐない 日本人を 目的と して ゐ るのは 變で 
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あるか、 人を 馬鹿にするな」 と 言 ふ 調子で プン^^ 怒る、 蓋し 自分自身の 身に ふり か i つた 事で あれば と 
て も 大した 權幕で 嚙み っくの が 人間の 步み かたで ある。 所が 一旦 他人の こと だと 知らぬ 顏でゐ る 位は ょい 
として ひどい のになる と 進んで 積極的に 相手を イジ メル やうな 者が ゐる 。例へ ば 日本人が 平素 朝鮮人に 對. 
し 又は 支那 人に 對 して 人類愛を 示して ゐる か？ 四 億の 支那 人の 心を 捕へ るには 彼等を 心服せ しむる 親切 
味と 人情と 日本 精神の 發露 そのもので ある 正義と 人道と が 無ければ ならない。 これは 只に 支那に おける 支 
那人ば かりで なく 米國に 在住す る 支那 人に 對 しても 其の 通りで ある。 

日本は 支那 人と 戰爭 して ゐ るので はなく 共 匪 一味 や 抗日 分子と 戰 つて ゐ るので ある. が 然らば 米國に 住む 
支那 人は 友邦の お 友達で ある。 從 つて 吾等は 彼等と 親交を 深く し 兄貴 分らし い 腹の 太 さを 示さねば ならな 
い。 ヒリ ツ ピン 人や黑 人に 對 する 態度 も それと 同一で ある。 自分 達が 白人から イジ メられ ながら 一方に お 
いて 自分 達 も 亦 黑人や メキシコ 人やヒ リツ ピン 人を こきおろす やうな 事は 愼 しむべき こと だ。 

米國 政治家が ややもすれば 矛盾した 外交を 支持す る 理由は 彼等が 他人の 位置に なって 考 へる だけの 人情 
味に 缺 けて ゐる からでは なから うか。 

チェコ 國や メメ ル 領土 や グン チツヒ 領土と 獨 逸との 關 係の 如き も獨 逸の 立場と なつて 歷史を 讀めば 其の 
筋途が 釋 然とす る。 

之 等の 領土は 以前 獨逸領 であった もので. 其 住民の 大多數 が 獨 逸人で ある。 其の 住民 達が 多數の 希望に ょ 
り獨 逸へ 復歸 する 事に 何故に 反對 する 必要が あらう。 民族自決 主義は デモ クラシ ー 國の 金看板で 米 國の發 
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事件 以後 先づ 殆ど 馬耳東風と 言っても よい。 獨逸や イタ リーに しても 其の 點 では 日本 以上で ある。. 

數年前のン聯が、ちやうど其の通りであったが、ソ聯が其當時無遠慮に米國へ嗆ってか\ったので、た 
うたう モス コゥから 米國 大使の 引き揚げと なり 引きっ づき 米ソ 國交 斷絕の 姿と なった。 其の後 ヱチ オビァ 
事件が 發 生し、 スペイン 革命が 起り 世界が ファシスト 主義と 自由主義と に 別れる やうになる や 俄に ソ聯は 
自由主義の 仲間と しての 待遇を 受 くるに 至り 英佛 や米國 から 可愛がられる やうに なった。 

尤も ソ聯を 今 直に 公然と 味 かたに 引き入れる には 種々 の點で 都合が 惡い ので、 ファシストに 對抗 する デ 
モク ラシ ー の 名詞を 發 明し 以て ソ聯の コン ミン テ ルンとの 間に 區劃 をた てた。 だが 英米 佛の 同情が 日獨伊 
よりも ソ聯の 方に より 多く あった ことは 無論で ある。 こんな 意味から 爾 來米國 は獨 伊の なすこと に 悉く 反 
對し其 代りに 英佛 のす る ことには 百 パ ー セシト 、オ ー ケ ー して ゐ る。 

卽ち獨 逸が メメ ルを 取り、 チ H ッコ國 との 合併に 成功し、 伊國が ァルバ 一一 ァに 進出す る や、 その 事情な 
どを 吟味す る 暇 もな く、 獨 伊へ 頭から 嚼 みっいて 罵詈 嘲弄して ゐ る。 一方 嚼み っかれた 獨逸や イタ リ ー は 
それを 別に 氣に する でもな く、 何處を 風が 吹く かとい ふ 態度で てんで 問題に して 居らない。 

これ等は米國の睨みが些かも利かなくなった何よりの好例だが、た ^' 獨伊ばかりでなく今日では世界各 
國が 米國の 一人よ がりに どちら かとい ふと 悉く 愛想を つかして ゐ る。 英佛に しても 現在は 米國に 迎合して 
ゐる が、 平素は 米國の 一人よ がりを 內々 っら 憎く 思って ゐる 。南米 や メキシコ あたりでは 此の 氣分が 特に 
濃 ® である。 
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あり、 又 不公平で ある。 こんな 法律は 在 加州 日本人 同胞には 痛く も かゆく もない。 何と なれば 現に 政府の 
扶助を 受ける ものは 殆どな く 又 今後 も 其の 必要を 認めぬ からで ある。 だが、 理由の ない 法律を 作って 日本 
人を イジ メルと いふ 點が 米國 のために 誠に 遺憾な ことで ある。  ， 

無論 こんな ことは 大多數 の 米 人の 希望で もな く 亦 主張で もない が、 政治屋の 間に 議會開 會度每 に 此の 種 
の 排日 議案を 提出して 在米 日本人 同胞を イジ メ 、それが 愛國 者で あるかの 如き 宣傳 をす る ものが 發 見され 
る こと だけは 爭はれ ぬ 事實で この 點實 に米國 のために 惜しまざる を 得ぬ。 加州に 住む 日本人が 加州の 御 厄 
介に ならぬ 點で 、他の いづれ の外國 人ょりも 優秀の 成績を 示して 居り、 法律 遵奉の 點で も又眞 面目で 且辛 
棒 人で ある ことに おいても 他外國 人の 模範で ある。 

それから 又 スパイを する やうな 反米 運動に 携は つて ゐる ものは 未だ 曾て 一人 もない。 この ー點 非難の な 
い 日本人 同胞に 對 し機會 ある 每に 種々 の 迫害を 試みる ことは 寧ろ 米國の 恥辱では ないだら うか。 米 人が こ 
んな 非人 道な ことを 平氣で する 間、 蓋し 獨逸 などを かれこれい ふ 資格は あるまい。 位置を 逆さまに して 米 
國人が日本においてこんな待遇を受けた場合、米人はなんといふであらうか？問題は卽ち其處だ。 

睨みが 利かぬ 今頃の 米國  . 

米國の 知識階級が この 節 大分 國際 時局に 眼 醒め 米國の 睨みが 外國に 對 して 利かぬ やうに なった 點を 悉く 
認識して 來 た。 從來 日本の 如き も米國 のい ふこと なら 大概の 事は 承諾した とい ふ 仕 末であった が パ ナイ 號 
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それと 同じ 理由で 東洋 問題に 關 しても 例へ ば 日本の する ことが 氣に 入らぬ にしても 日本と 戰ふが 如き こ 
とは あり 得ない。 無論 米國は あの 通りの 理想主義 國家で あるから 無遠慮に 何もかも 言っての ける とい ふ 建 
前から 時には 日本人へ 嚙み つく やうな 見 幕を する こと も あらう。 だが、 それ 以上 武力に 訴 へる やうな こと 
はない。 

世界 戰爭で 米 人達は 悉く 後悔して ゐる 。二度と 再び あんな 馬鹿な ことを してた まる もの かとい ふの が 現 
在の 米 人の 心理 狀態で ある。 大統領 ル ーズヴ H ルト 氏を 神樣の やうに 崇拜 する 政治家で さへ、 大統領が 外 
交 間 題で 少しで もやり 過ぎる と 感ずれば 直ぐに 不賛成の 意を 表明して はぐから ぬ。 

大統領に しても 時と 場合では 鼻息 だけは 荒い がい ざと なると 戰爭 まで やる 考へ はない 。例へ ば雯 略國に 
對 して 米國は 平素 嚴 重な 國際制 裁を 與 へる 主義に 賛成 だが、 その 制裁は 徹頭徹尾、 武力に 出で ざる 他の 平 
和 方法、 例へ ば經濟 ボーィ コット 等々 にょるべ しとい ふに ょっても 明白で ある。 

從 って 極東 永遠の 平和を 目的と する 日本の 聖戰 に對し 米國が 武力 的の 挑戰 をす るが 如き ことは ある ま 
い。 少數の 野心家を 除く の 外 多 數米人 政治家の 態度は 斷 じて 武力 使用を 欲せぬ。 最近 米國の 睨みが 利かな 
くな った 原因は 米國 が餘 りに も國際 問題に 嘴を 容れ すぎる からで あるとの 意見が 米 人 政治家の 間に 稱 へら 
れ 始めた。 

從 って 米國の 主張が 容れ られ なければ、 此手が ある ぞと 必ず それを 貫徹 さす だけの 決心がない 限り無 や 
みに 國際 問題に 頭を 突っ込んで はいけ ない とい ふ 議論が 今や 全米 到る ところに 起って ゐ る。 米國は 諸外國 
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日本にしても米國が往々にして言行不一致の言動をやるので種々の點において又かといふ風にうるさが 
る 傾向が ある。 公平に 言へ ば、 米國 が自國 のこと を 棚に あげて 他國 のこと を かれこれい ふ點が 各國 から 愛 
想っ かしに 遭っ た點で あらう。 例へ ば 日本人を ィジ メル 自國の 非を 棚に あげて、 獨 逸のユ ダャ人 待遇を か 
れ これい ふが 如きが 其の 好例で ある。 

米國の 識者が 今では これに 氣 づき 米國 上院の 有名な 政治家 達の 如きは 米國 自身の 此の 矛盾を 指摘して 政 
府の 反省を 促して ゐる 。この 現象は 流石は 米國に おいての み 觀られ ると ころで 兹に 米國の 健全な 輿論が 生 
れ る。 

米 人 有識者が 自省を 米 人へ 警吿 

米國 人は 戰爭を 希望して ゐな い。 それに も 拘らず 、いざと なれば 勇敢で も あり 亦 戰爭も 上手で ある、 命 
が 惜しい から 戰爭を 好まぬ とい ふので は 決してない。 假に 外敵が 米國 本土を 侵した やうな ことがあれば、 
彼等は ー齊に 銃を 携げて 武者ぶ りっく ので ある。 

が 之に 反し 歐洲や 東洋の 問題で 他國が 喧嘩して る 火中へ 飛び込んで 燒けど をす るが 如き 馬鹿げた ことは 
絕對に こり <だ とい ふ氣 分が 現在では 全米 國 人の 頭に ある。 英 佛と獨 伊と がいくら 睨み合って ゐて獨 伊 
の やりかたが 瘤に 障っ てゐて も、 それが ために 英佛 と一緖 になって 獨伊 に對 し開戰 する やうな ことは 私の 
觀る ところではない と 言 つても よから う。 
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•たから 私を 以てすれば 米國 が將 來共產 化する であらうな どの 批評は 未だ 米國を 知らぬ ものの 觀察 である。 

世には ローズ ベルト 大統領を 極端な 國際 干渉 主義者の 如く 誤解して る 人が ある やう だが、 この 論評 も當 
って 居らぬ。 例へ ば ロ ー ズヴヱ ルト 大統領の 任期が 滿ち て、 これに 共和 黨が 代れば 極東 政策に も 急激な 變 
化が 來 -っ て 日 支事變 に對 する 米國の 態度 も 自然 變 化するな らんとの 希望を 有する 人々 がな W でもない が、 
この 觀察も 誤って ゐ る。 

共和 黨が 天下を 取っても 米國の 外交 政策に 恐らく 變化 はないで あらう 。ス テム ソン 氏が 共和 黨內閣 の 外 
相たり し 時代に 米國 極東 政策は 著しく 傍若無人の 干渉 主義で 猛進した。 蓋し 今後 東洋に 關 する 日本の 政策 
に對 して 米國が 今の 態度を 改める やうな ことは 當 分ないで あらう 。米國 人が 日本を 惡く いふ 理由は 私が 旣 
に 再三の ベた 如く 只 わけもなく 日本が 癢に さはる ので ある。 卽ち 支那が 弱くて 日本が 强 過ぎる ところに 凡 
ての ッラ ブルが 發生 する。 

弱い者に 同情を 表す 米國 としては 此の 態度が 寧ろ 當然 であらう 。將來 民主 黨が このま ゝ再び 天下を 執っ 
て も 其の 反對に 共和 黨が政 權を獲 取す るに 至っても 弱い ものに 同情す る 米人氣 質は 永久 不變 である。 從來 
日本から 多數の 親善 使節が 米國へ 派遣され ながら 何等の 效果を あげ 得ぬ のは これが. ためで ある 0 

日米 戰爭は 決して 起らず 

米國 においても 今や 有識者が 從來の 「一人ょ がり」 の 自惚れ 根 生を 今後 米國が 取って 比 まは ねば 飛んで 
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の 後見人で もな く、！！ 際 巡査で もな く、 亦 裁列官 でもない の だから、 篇の國 際粉爭 に 關し賣 の 見物と 
いふ 態度が 必要 だ。 それでない 限り 却って 諸外國 から 馬鹿にされて 米國の 睨みが 全然 利かなくなる と 米 人 
間の 識者が 警吿 してる が 實に 其の 通りで ある。 

外交に 關 する 米 人の 步み かた 

現在に おいて 米國 はだん^^と 左翼 主義に 傾き このま i で 進めば ソ聯の 二の舞を やる のでは ない 力と 觀 
る 人が あるが、 米 人はなか^^ そんな ものでは な ハ。 ずっ と 以前の こと だが 一時 米國は 右翼に 傾"^ 過ぎた 時 
代が あった。 その 時代に 或 方面では 帝國 主義が 遂に 米 國を蠶 食す るで あらぅ とまで-公言す るに 至った が 
その後 左 望義— した 主義が 擡頭して 此の 憂 ひを わけなく 一掃して しまった。 

過去の 歷史 を讀む ものは 米國が 容易に 片一方の 主義に 溺れる が 如き ことなき ことを 理解す る こと ヵ出來 
る 0 一方に おいて デモ クラシ ーを支持して獨伊を排斥するかと思ふと他方において亦飽くまで起欺ハ主_を 
固守して ー步 も讓ら ぬ 多 數の米 人 政治家が 覽 される。 これ 等の 兩 派が 入り 亂れて 互に 相 警戒し、 其 結果 
幸 ひに 米國 政府は いっも 中庸を 步んで ゐ る。 

米 國が帝 匿 f f 變 1 か 或 isis ひく  I 義 sf れ專— ぅとの 憂 ひ 

は當ら ざる こと 遠し •である。 一一 ユ ー デ ー ルの 虎の 威を 借りて 共産主義 ヱ レメン トがー 時 暴威を 逞しく した 
が、 聰明な 米國 人の 多數は 此の 奸策を 喝破して 直に 撃滅して しまった。 米國の 長所は 實に 此處に 存在す る 
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ト\空蒙1ゼ今(米國に，. として 湧き出 でんと して ゐる 。私は 米國 のために も、 亦 世界平和の ために も、 ^ 

人" 一. 芸 T.  ,'T  '•  V:. ,,-- で 谷 ^ が 今後の 米國を 支配す るで あらう 事を 祈りたい と 同時に 何 1 にしても 米國が 
輕卒 ，“ 第一 _& 爭 r”： 間 7 りを せ 敗 b とだけ は 太鼓の やうな 印を 押しても 間違 ひない と 私は 斷言 する 0 
かから3迷哭交の急を云々するが如きは寧ろ滑稽の一種である。 

t . 1? 吏が喧|ゝ腰で其反對に國民が冷靜 

.ャ頃 <: ■■ 不國」 は4、公沒：れである。普通なら國民が熱くなつて喧嘩腰になるところを政苻が、マアマ 
, - /k-_ -- ニき 害な のに、 これは 又 どうした ことか 政府 當局が 相手 かまは ず ポロ 糞に コキ 
-ナ'して -: /^ 0 やてこ :';' い、その用意あり」と言はぬばかりに叫んでゐるに反し、國民を大表する議 4! 
- で ' 冷 1 r:、 ■::: 府當 局の 喧嘩腰 態度を 抑制して ると いふ 奇 觀を呈 して ゐる 0 

- て'もゥ「1:次官にしても獨逸やィクリーをコキオロすこと至れり盡せりである0 一寸 聞 
;• 'ト こ虜今 義加擔 の 態度と して 人氣を 博す る樣だ が、 靜か に考 へる と何處 かに 矛盾が あ 
る。 米國 人は 聰明 だから 最初の 間 一時は 瞞され るか も 知れぬ が、 その 內に はか ゝる 態度には 愛想を つかす。 
大體米 人 大衆は 現 政府の 外交 方針に ボッ< 飽きを 感じて 來 た。 歐洲の 事件 や 極東の 問題は 米國に は 別 
3 係は な'.。 然る ^ も拘ら ず か X る 問題に 来 國 政府が 躍 超になる のは 心得 違 ひ 一 ご と oiFH JS sf」- 
r 来；.'  現 7/ 、ュ：.',1.:义であるべき箸の民主黨員中の顏役連でさへ政府の此の態度には眉をひそ 1) てゐ 


もない ことになると 內心 憂慮し 始めた。 今日の 華府 電報に よると 米國 上院の ブリッジ 議員が 國務 次官 ゥエ 
ルス 氏の 身分を も辨 へぬ 輕 々しい 獨 伊攻擊 に對 して お灸 をす えて ゐ る。 卽ち 日く、 責任 ある 米國 官吏が 友 
邦に 對し 無禮の 言動は 最も 愼 むべき ことで あって、 今後 官吏が か i る 不謹愼 な 言動を なすこと を 禁ずる 決 
議を 通過して はどぅ かと 上院の 意向を 伺って ゐる とい ふ 仕 末で ある 。同じく 米國 上院の 元老 ボレ I 氏 も 亦 
更 めて 現 政府の 國際 問題 干渉 主義に 大 痛棒を 與へ 、大統領が 海軍 演習の 途上 歐洲の 形勢 不穩の 場合は 直ち 
に 引き返す と聲 明したり、 又 近くは フロリダ 州辭 去の 際 戰爭が 開始し なかったら 今年 冬 再び この 地を 訪問 
するとの ベたり して、 いかにも 其內に 戰爭が 起る のでは ないかと いふが 如き 口吻を 漏らす のは 甚だ 不穩當 
であると 大統領の 言動を 非難して ゐ る。 

ボレー 氏の いふと ころに よると 歐洲の 天下が 假令 、いかに 變 化しても 米國 は無關 係では ないか 。然るに 
大統領が、 いかにも 密接な 關係が あるら しい 言葉を 洩らす のは 却って 國 民を 不安に 陷 らしむ る もの だ。 米 
國は 由來 デモ クラシ ー 擁護と いふ ことを 口癖の やぅに いふが、 然 らば 眞の デモ クラシ ー が 歐洲の いづれ の 
國に あるか、 英彿 にしても、 その 過去の 歷史を 見れば 悉く デモ クラシ I 反對の 途を 步んで ゐるで はない か 0 
其の 英佛 に加擔 して 獨 伊に 反 對 態度を 採る が 如き ことは 自ら 好んで 戰爭の 渦中に 飛び込む も 同然で あ. 
る。 それよりも 寧ろ 米國 は國際 問題には 絕對 超然たる 態度です i め、 何と なれば， 歐洲に デモ クラシ ー など 
ある 害がないで はない かとい ふに ある。 この 忠言は 眞に米 國を思 ふ ものの みが 言 ひ 得る 愛國の 衷情で あ 
る。 そして これは 多數米 人の 誰もが 考 へる 眞劍な 事柄で ある 0 
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米國が I 雲に 『して Is 行— かれこれい ふやう 暴— つ 1 は Is 募す— 
はない。 米 人の 日 本 非難は 私に 言は せる と 悉く 認識不足からで ある。 昔 歐 米に 居た とい ふやうな、 1 
往 々新しが つ v 歐米 S 槍 S し 「日本は 斯ふセ I 丁 セ I」 と 云 ふやうな 雲が ましい 事を 平氣で 述べ 

■■ てる^? 暴 f 覽 す— それは ts 憂 暴 f I 旣 |_足 だか—。— 今日 專何囘 と 

.なく 述べた 如く 日本 Q 今囘 の 行動は 止む に 止まれぬ 壽 から 發し たもので ある。 

日本 11 大切な 「人生 線 上」. に 立つ て f。 他人の 鼻 ts それによ つて—— 
.る やう— はない。 日本 賈 は— 內 外に f— 此の If 好轉 して II むべ く 理窟な 
しに 證 せね 1 い。 民權 Qlllf II さへ よければ よい—  — 

此の 非常時に— つて— 勇士が f 別 か— t にして、 命—  — — 難 辛 f 嘗めて く 
れて ゐる 場合に 新しが つて 理窟を 言 ふが 如— それ こそ 時勢に 遲れ— 武者で 意。 民權の 自由は 自分の 
事に 關 する 自由を 言 ふので はなく 自分の 養び ー醫 民の 爲 S い 犠牲を 拂 ひながら 日本 帝國— 一 呼 
して龜 の 眠りに 就く 皇軍 勇士  Q 民權 の ■を 尊重して やる 事 だ。 

日本 民族 Q 蠢— われく  8 賃 2 豪 議 If  I めにあれ だけ sf— 介？、— 

111 Q—思ふ だけの 親切と 誠 f なくして— の I の ff にの み？ として 

章 J 出を？ 戰爭 力なんだ か f 髮窟を いふが 如黑 それ 卷眞の 民 權の囊 を 知らず、 § 由 


る 0 

政府が 對外 方針に こんな 態度を 採る に 至った 裏面には 多分に 政治的 掛引も あったで あらう が、 公平 
許を 下せば 此の 政策は 失敗であった。 大統領選 擧を 明年に 控 へて ゐる現 政府が ボッ^^ 國 民の 人 氣收 拾に 
精進す る ことは 不思議の ない こと だが、 この 人氣取 政策の 爲に國 防を 持つ て來 たと ころまでは 先づ よいと 
しても、 其 國防强 化 案を 通過 さすた めに 今にも 戰举が 開始され る やうな 口吻を 弄する のは どんな もの か。 

廣汎な 領土を 有し、 一億 ニ 千 萬 人からの 人口を 持つ 米國が 、その 陸海 軍を 今 以上に ウン ト强 化する こと 
(- 別に 非難す ると ころは ない としても 其 處へ獨 伊 對英佛 問題を 持 出して デモ クラシ ー 擁護 看板の 下に 戰竽 
熱を 煽る のは 決して 賢明な 方法では ない。 それよりも 軍備は 軍備と して 擴 張し、 歐 洲紛爭 のこと に 觸れな 
い 方が よかった。 

『歐 S 國が この 際なん とかして 步み 寄っ て 平和の 策を 考へ 出す ことを 祈る。 米國は 徹頭徹尾 局外中立を 
164 守し、 どちらへ も加擔 する が 如き 事は 斷じ てせ ぬ』 とい ふ 態度に 出れば 獨 伊から も 敬慕、 同時に 英佛 から 
も J 切に される。 然るに 政府 當局が 英佛 側の パ I トナ ーのや うな 態度で 獨 伊を 敵視す るのは 遺憾で ある。 

幸ひに ^ て聰明な米國政治家が此の缺點を痛感して政府の反省を促し始めたことは米國のためにも慶賀 
の 至りで ある，' 

非常時 日本には 屁 理窟を 言ふ學 者は 不用 
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歐沉一 . - 汉 洲. ' .K 陸は 米 I、 陸と 言っ たやうな 鎖國 主義が 將來 益々 强化さ れるで あらう ことは も 早 議論の 
te ^ v 、'こ 4 ._'固. -- ニ裝 75' 移民問題から始まり その 次には 經濟 問題に 及ぶ であらう こと も旣に 事實が こ 
れを v ^- '. . ゐ今殳 志 大漥の 資源 開發に ょり 東洋は 東洋と いふ 對歐米 的な 鎖國 主義の 旗を 立て 將來 日本 
民族， ^ 飛す T:T: o ての み 極東の 平和が 確保され、 かねて 支那 人 や 日本人の 生活 安定が 求められる 

であた-う。 

-> ( .' す 7 」大 - 民 ^ --: •萬 人が 極東を 護る 軍人と なる 覺悟 がなければ ならない。 九 千 萬 人 だけの 兵隊 
で ['; て一又：_ (-_ の；11.{义雜持と資源開發とにあたり極東は極東だけで十分やって行けるだけの土臺を造るこ 
とが 何ょ VK 切で あ-る C 長期 戰の 用意とは 卽ち これを いふので あらう。 

國大 統領が ヒラ i 管ムソ リニ _ 相と に 對し平 S 保に 關 する 仲裁を £ み 、その 趣意書の コピ 
丨- 货界么1國へ '^ ^ されたが、このコピーが屆けられなかつたのは日本と支郑とのみである0こ' ^ 乍 ^ 
.: ,# な、. j とでめ る 。東洋し 問題は 東洋人の みが これを 解 淡 するとい ふ 日本の 確固不動の 精神を 米 國大統 
• : ., ;r 广 ，，？し、さては.此の擧に出たものと私は信ずる。 

ヵ米 1- ナ ^ におぃてモンロー主義とょぶ鎖國主義を固守すると同樣に日本も亦極東において蓮東モ 
ill 主義を 確立して、#- も歐 米の 干渉を 絕對に 許さぬ 態度を 鮮明に すべきで ある。 今後の 支那 大陸の 處 
分は 支那に 有力な 中央政府を 樹立し、 日本が 後見人と なって 恰も これを 滿洲國 の 如くす るの 一方 法 あるの 
みで あらう。 


— 4】9  — 


文字の 意味を 知らぬ 大 馬鹿者で ある。 

人情 も 知らず 義理 も辨 へず、 國民 としての 義務 觀念 にぅ すいものが、 たと へいか 程の 學者で あり 又 金 持 
であっても 非常時 日本の お 役には 立たぬ。 否か i る 人間は 國を あやまる ところの 有害無益の 徒で ある。 國 
家の 柱石を なす 多數 民衆の 子弟が 戰場 において 尊い 犧 牲を拂 って ゐる からには 銳後國 民は 其の 一人々々 が 

;t:KFU  て 一 :: 」 i -' '' 一 全 一： ^ ^^ 

墨 問.. こ 」 こ r - ン何 -? 

^ 11尸 ^ :- ;: 『 ;'-: ^ 學問.か ^ 家國民を利し、ひいて人類を幸福に導くからである。萬|それが 

SUV- ゝ. ^ —しれらも^^ 

V.V  ;>1  i 芦の §| 進學者でもあ.るかの如くに誇る場合か\る分子には宜しく斷乎たる制裁を加ふべしで 

ある。  • 

何ん となれば 非常時 日本. には 人情 も 義理 も 知らぬ この種の 非國 民を 必要と しないから だ。 

東洋は 東洋主義の 今後の 支那 問題 

東洋平：^の基||を作るには日本民族が協カー致目的達成に邁進せねばならぬが、それにはお互が小を捨 
て1文持して疒かねはならない0今後日本が歐米から物資の供給を仰ぐとか借款の便を得るとかいふこ 
) 能と 言つ て. •よ， 〇 らぅ。 
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郏 人を 劣等 民視 して これを 侮辱し これを 迫害す るが 如き ことがあつ ては ならない 。彼等を 我等の 眞實の 兄 
弟の 如く 愛し、 兄弟の 如く 待遇して ヒフ テ丨^ "で 東洋の 新 事態 建設に す 1 むこと だ。 

蓋し 友邦 支那の 好 伴侶た る ことを 期す る 日本人は 須 らく 隣人愛を 以て 支那 人に 接せねば ならぬ。 これが 
卽ち 先祖 傳來の 日本 精神 そのもので ある。 
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